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咸宜園開塾 200 年記念事業「咸宜園門下生遺墨展」　　　　　　　　　　　　　於：パトリア日田
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平成 29 年度 咸宜園教育研究センター教育顕彰事業表彰式　　　　　　　　　　於：パトリア日田
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一

平
成
二
九
年
度
咸
宜
園
教
育
顕
彰
事
業
（
教
育
文
化
部
門
）
優
秀
賞

「
廣
瀬
淡
窓
な
ら
び
に
咸
宜
園
教
育
関
係
者
の
顕
彰
及
び
学
術
研
究
、
ま
た
関
東

方
面
に
在
住
し
て
い
る
日
田
及
び
咸
宜
園
関
係
者
の
交
流
・
情
報
交
換
等
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
淡
窓
研
究
会
」
会
長　

廣
瀬 

貞
雄

は
じ
め
に　

淡
窓
研
究
会
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

　

淡
窓
研
究
会
は
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
の
秋
、
私
の
父
で
あ
る
廣
瀬 

正
雄
・
郷
土

史
家
と
し
て
活
躍
し
、
戦
前
に
『
教
聖
・
廣
瀬
淡
窓
の
研
究
』
を
刊
行
さ
れ
た
碩
学
で
あ
る
中

島 

市
三
郎
先
生
、
教
育
史
学
者
で
あ
り
、
教
育
史
学
会
の
代
表
理
事
・
日
本
教
育
史
学
会
の

会
長
な
ど
を
務
め
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
名
誉
教
授
で
あ
ら
れ
た
石
川 

謙
先
生
、
ま
た
石

川 

謙
先
生
の
ご
子
息
で
日
本
女
子
大
学
の
教
授
（
教
育
史
学
者
）
で
あ
ら
れ
た
石
川 

松
太
郎

先
生
（
当
時
は
、
和
洋
女
子
大
学
に
在
籍
）
ら
四
氏
に
よ
る
会
合
を
き
っ
か
け
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

父
・
正
雄
は
、
郷
里
の
日
田
の
「
淡
窓
会
」（
昭
和
二
九
年
発
足
、
一
時
休
会
を
経
て
現
在

に
至
る
）
に
な
ら
っ
て
、
東
京
で
も
淡
窓
会
を
つ
く
り
、
廣
瀬
淡
窓
や
咸
宜
園
の
顕
彰
を
図
り

た
い
と
考
え
て
、
石
川 

謙
先
生
・
松
太
郎
先
生
の
元
を
訪
ね
た
よ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
石

川
先
生
の
ご
協
力
を
得
ら
れ
、「
淡
窓
会
」（
東
京
）
の
設
置
・
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

発
足
当
初
は
、「
淡
窓
会
」（
東
京
）
と
称
し
て
お
り
ま
し
た
が
い
つ
の
頃
か
ら
は
判
然
と
し
ま

せ
ん
が
、
会
の
名
称
が
「
淡
窓
会
」（
東
京
）
か
ら
「
淡
窓
研
究
会
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
足
後
、
石
川 

謙
先
生
に
会
長
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
淡
窓
・
咸
宜

園
の
顕
彰
の
枠
に
留
ま
ら
ず
、
研
究
的
側
面
の
強
い
集
ま
り
と
な
っ
た
の
が
「
淡
窓
研
究
会
」

の
特
徴
で
す
。

　

初
期
の
会
員
に
は
、
教
育
史
学
者
の
武
田
勘
治
先
生
・
小
久
保
明
浩
先
生
と
い
っ
た
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
武
田
先
生
は
、
大
分
県
杵
築
市
の
ご
出
身
で
石
川 

謙
先
生
と
同

じ
く
苦
学
を
重
ね
て
、
文
部
省
中
等
教
員
検
定
試
験
合
格
の
の
ち
に
、
近
世
教
育
史
を
中
心
に

多
く
の
研
究
業
績
を
挙
げ
ら
れ
た
研
究
者
で
す
。
小
久
保
先
生
は
、
東
京
教
育
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
を
修
了
さ
れ
た
の
ち
武
蔵
野
美
術
大
学
に
ご
奉
職
さ
れ
、
近
世
教
育
機
関
の
研
究

な
ど
研
究
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
主
要
な
会
員
と
し
て
古
川
哲
史
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
哲
学
者
）
が
お
ら
れ
ま

し
た
。
一
九
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
古
川
先
生
の
著
書
『
廣
瀬
淡
窓
』
は
、
戦
前
の
小
西
重
直

著
『
広
瀬
淡
窓
』（
一
九
四
三
年
刊
行
）
に
次
い
で
の
名
著
で
す
。

　

古
川
先
生
は
、
鹿
児
島
の
ご
出
身
で
日
本
倫
理
思
想
史
を
専
攻
さ
れ
、
東
京
大
学
教
授
の
ち

に
亜
細
亜
大
学
教
授
を
務
め
ら
れ
、
廣
瀬
淡
窓
の
道
徳
思
想
に
も
深
い
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
古
川
先
生
の
淡
窓
研
究
会
へ
の
ご
参
加
に
よ
り
、
先
生
の
薫
陶
の
も
と
に
あ
っ
た
若

い
有
能
な
学
徒
を
会
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

石
川 

謙
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
ち
は
、
古
川
先
生
に
会
長
を
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
、

父
・
正
雄
も
運
営
に
関
わ
り
な
が
ら
淡
窓
研
究
会
は
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
よ
り
一
時
休
会
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
私
が
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
淡
窓
研
究

会
を
再
開
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

活
動
内
容

　

淡
窓
研
究
会
の
主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
で
す
が
、
年
二
回
（
六
月
・
一
二
月
の
第
一
土
曜

日
）
の
定
例
研
究
会
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
定
例
研
究
会
で
は
、
毎
回
二
名
ほ
ど
の
方
か
ら
廣
瀬
淡
窓
や
咸
宜
園
な
ど
に
関
わ
る
研

究
報
告
を
い
た
だ
き
、
活
発
な
質
疑
応
答
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
会
に
出
席
さ
れ
て
い
る

方
に
よ
る
近
況
報
告
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
よ
り
、
こ
れ

ら
の
定
例
研
究
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
会
報
誌
を
作
成
し
て
会
員
の
皆
様
に
頒
布
し
て
会
の
活

動
記
録
と
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

　

出
席
す
る
会
員
は
、
毎
回
一
五
名
～
二
〇
名
程
度
で
、
廣
瀬
淡
窓
や
咸
宜
園
な
ど
に
興
味
・

関
心
を
持
た
れ
て
い
る
方
、
ま
た
咸
宜
園
門
下
生
ご
子
孫
の
方
な
ど
様
々
な
方
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
主
に
関
東
在
住
の
方
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
日
田
や
九
州
に
ご
縁
の
あ

る
方
な
ど
も
多
く
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
日
田
市
に
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
後
に

は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
研
究
報
告
や
咸
宜
園
を
始
め
と
す
る
「
近

世
日
本
の
教
育
遺
産
群
」
に
関
し
て
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
の
活
動
状
況
や
日
田
市
の
近
況
に

つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
淡
窓
研
究
会
は
、
廣
瀬
淡
窓
や
咸
宜
園
の
学
術
研
究
の
場
と
し
て
、
ま
た
日
田
及
び



二

淡 窓 研 究 会  風 景

咸
宜
園
関
係
者
の
交
流
・
情
報
交
換
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
の
場
所
に
つ
い
て
で
す
が
、平
成
一
二
年
に
淡
窓
研
究
会
が
活
動
を
再
開
し
て
か
ら
は
、

石
川 
松
太
郎
先
生
の
邸
宅
で
あ
る
「
謙
堂
文
庫
」（
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
）
に
お
い
て
定
例

研
究
会
を
長
ら
く
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
二
松
學
舍
大
學
（
東
京
都
千
代
田
区
）

を
会
場
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

今
回
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
の
咸
宜
園
開
塾
か
ら
二
〇
〇
年
、
ま
た
昭
和
四
二
年

（
一
九
六
七
）
の
淡
窓
研
究
会
の
発
足
か
ら
五
〇
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
平
成
二
八
年
度

（
二
〇
一
七
）
に
、
咸
宜
園
教
育
顕
彰
事
業
（
教
育
文
化
部
門
）
の
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
廣
瀬
淡
窓
・
咸
宜
園
に
関
わ
る
学
術
研
究
と
顕
彰
活
動
を
中
心
に
行
い
な
が
ら
、

日
田
・
九
州
出
身
者
や
咸
宜
園
門
下
生
子
孫
を
始
め
と
す
る
興
味
・
関
心
を
持
つ
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
長
く
会
を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

咸宜園門下生 大村益次郎銅像と二松學舍大學
（淡窓研究会会場）



三

淡
窓
研
究
会
会
報

威
室
園
織
と
贋
議
資
料
館

揖
源
貞
結
【
贋
a
m
軍
'
+
-
世
〕

こ
の
副
理
絞
愈
事
究
会
会
銀
が
創
刊
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
・
憂
い
由
研
究
会
の
活
動
の
0
・
で
企

織
を
出
す
こ
と
に
つ
い
て
の
要
量
は
あ
令
た
と
趣

わ
札
る
が
‘
時
年
十
二
月
時
間
舎
の
席
上、

提
案

が
あ
り
そ
の
揖
で
世
庫
を
見
た
の
で
あ
る
.
古
』
多

忙
の
や
、
聾
刊
に
槽
ぎ
種
事
吋
ら
れ
た
勝
夢
置
の
方

信
守
が
臆
さ
れ
て
い
た
谷
、
自
初
の
演
に
戻
す
こ
と

を
目
指
し
て
平
成
五
年
{
一
九
九
三
V
か
ら
文
化

庁
主
務
で
解
体
修
理
が
行
わ
れ
.
十
エ
年
{
ニ
O

O
O
】
に
完
成
を
み
た
.
そ
の
桂
は
理
思
極
的
盤

輔
等
‘
計
聞
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
理
ん
で
い
る
.

一
方
、
酉
-
E
跡
に
つ
い
て
は
そ
の
象
地
が
九
州
労

働
金
庫
の
所
有
に
て
、
目
下
包
囲
市
が
そ
の
買
い

戻
し
の
眠
を
週
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
・

談
窓
町
生
車
は
‘
代
々
寓
輔
本
軍
の
住
居
と
し

て
使
わ
札
て
い
る
が
、
そ
の
一
陣
を
使
っ
て
膚
濡

置
持
闘
と
し
て
、
昭
和
亙
+
九
年
三
九
八
四
}

に
圃
書
し
て
い
る
.
贋
-
m
暢
は
、
演
曹
の
・・帽

文
園
田
具
衣
類
句
の
龍
、
荊
身
の
談
車
に
内
わ
っ

て
車
を
継
い
だ
揖
久
長
膏
に
闘
す
る
日
記
緩
や
緑

筏
婿
・
高
町
筋
道
具

・
緯
入
車
.
旬
、

出
崎
町
後
塵

町
生
措
ぷ
り
金
宗一
す
回
国
輔
が
多
い
.

久
兵
衛
陪
掛
患
と
し
て
郡
代
の
信
任
車
〈
.
水

時
間
路
、
断
固
慣
亮
壮
ど
の
土
木
Z
S
ゃ
‘
大
会

貸
し
を
行
う
a
E
察
署
に
畢
じ
.
当
時
、
自
間
企

と
宮
わ
れ
た
金
融
町
中
心
織
と
し
て
の
a
a
の
捧

患
を
篤
い
た

-白
人
で
あ
り
、
同
時
に
槙
患
の
a
m
宜

圃
を
叫
開
放
置
か
ら
支
え
た
人
骨
で
あ
っ
た
.

--asd
，e'a'一
--e'ee---s
-'e--
a
s-'
・a
e--
-
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一
息
貧
----&
贋
・
e
声"
・

32zi--
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一

日一

m
m
h
p
m
M
M院
に
つ
い
τ
2
H
H
一

。
心

的

な

建

物

陪

五

E
e
E

↑
崎
川
一
E
国
代
育
園
開
E
S
S
代
時
代
の
一
献
血
曙
で
あ
る
が
、

官
t
18
島
μ

-蜘
包

2
2
2
22

a
一
克
明

-22七
八

札

幌

4

"-後-zの鑑
R・R
-

ie・e・-zz
eei

g

R

a

h

m

湖
γ

F

F

一
-
に
俗
文
の
月
化

h
w
e

γ
:ロヨ河
El
u
lい
日

が

創

建

し

た

形

が

そ

…

一

六

一

/

に
心
よ
り
お
礼
命
申
し
上
げ
志
す
J

の
ま
ま
に
慢
。
て
い
丘
一
宗
一

rF

T
E
・

2
の
十
一
月
四
日
が

警

護

百

五

る

・

皇

位

文

化

+

一

t

m

p

+
停
に
昌
た
り
‘
些
耳
の
日
関
市
で
は
記
念
行
移
園
都
(
一
八
一
七
}
事

μ
-
mM

'U
唱

が
行
わ
れ
る
が
‘
そ
の
中
で
+
一
月
二
日
に
は
石
に
紐
徐
閣
か
ら
伯
史

叫
親

同
凶
ぬ

川
鈴
木
部
先
生
が
跡
調
を
引
き
畳
け
ら
れ
、
植
し
の
住

Z
-
Zに
瞬

伺
M
r
同
浩
司

に
蝿
土
花
を
樟
え
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
.
接
す
る
胞
に
厳
宜
閤

-

d
H河
曲
四
日
色

白
岡
市
で
は
成
宜
鶴
跡
地
を
盤
備
し
.
主
要
な
を
開
い
た
の
で
あ
戸

縄省

建
品
加
を
再
建
し
て
史
鵬
公
冒
と
L
て
盛
岡
し
て
行
る
.
こ
れ
が
聾
に
百

〈
ベ

〈

畳

期

計

画

を

嘩

め

て

い

る

・

聾

と

呼

ば

れ

る

よ

う

威
宜
蝿
鵬
は
昭
和
七
年
に
国
史
鵬
に
指
定
さ
れ
に
な
る
.
更
に
文
量

て
い
る
が
、
こ
二
に
明
抽
末
期
に
陪
s
m
郡
世
所
四
年
二
八
ニ
-
}
に

が
蝿
て
ら
れ
た
り
.
日
画
廊
立
工
車
種
剣
学
校
が
ほ
‘
威
宜
幽
が
塾
生

出
来
た
り
し
て
‘
軟
風
庵
等
の
-
陣
の
建
物
金
融
の
省
却
で
手
揖
に
な

い
て
大
田
分
が
損
さ
れ
た
り
静
さ
礼
た
り
し
た
の
り
‘
耽
且
庵
の
粛
に

で
.
は
つ
舎
り
し
た
量
慣
が
分
か
り
建
く
な
。
て
東
畠
を
踊
鎖
し
た
.

い
る
・
図
面
と
し
て
は
‘
大
正
ニ
写
会
丸
一

三
V

献

血

鷹

町

鎗

鞠

陪

に
集
ま
っ
た
門
人
の
慨
を
元
に
し
て
艦
師
畏
闘
畏
い
聞
の
揖
協
が
ひ

泳
叫
に
織
か
せ
た
b
の
が
峻

-
の
も
の
の
よ
う
で
ど
く
、
管
理
人
も
住

あ

る

.

A

下

回

$

隙

V

ん

で

い

た

の

で

改

鋳

-・..a会長.縄際線"

淡
窓
会
〈
東
京
〉
発
足
の
こ
ろ

石
川
松
太
郎
【
蛾
意
文
也
恩
師
長
、

{辻
V
Z
円
心
学
会
理
官
-
E
】

-
九
六
七
{
昭
和
四
二
v
e
駄
の
棋
で
す
.
高

瀬
正
措
代
厳
土
問
袋
線
院
議
員
】
よ
り
、
究
石
川

臓
の
も
と
に
.
直
結
し
た
い
、
と
の
竃
躍
が
あ
り

ま
し
た
.
自
分
は
近
世
の
偶
者
で
あ
り
瞳
育
者
で

あ
。
た
贋
禰
世
軍
骨
子
揺
で
あ
る
が
.
教
育
史
碩

究
の
立
場
か
ら
、
そ
の
思
怨
・
事
鵬
会
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
お
ら
れ
る
の
か
.
も
し
高
い
僻
信
が

い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

揮
且
の
日
m
m
に
な
ら

っ
て
東
京
で
も
談
懲
会
を
お
ζ
し
中
心
的
な
役
に

怠
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
煩
い
の
だ
が
・
、
と
い

っ
た
用
件
で
し

p
z
石
川
践
は
関
本
教
育
史
、
と

く
に
近
世
世
W
史
の
研
究
密
で
あ
り
、
そ
の
聾
績

が
解
価
宰
れ
て
、
敏
青
史
学
舎
の
代
後
君
事
、
日

私
融
資
史
学
舎
の
会
畏
な
ど
に
此
い
て
い
た
の

で
.
面
院
に
あ
た
り
白
羽
町
長
&
立
て
ら
れ
た
も

の
と
思
b
札
ま
す
.
当
時
、
息
子
で
あ
っ
た
軍
宥

【
居
主
陣
)
は
ー
を
縫
い
で
瞳
青
史
研
究
に
世
幕
、

和
郡
宜
子
大
学
に
勘
漉
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
‘

究
よ
り
会
見
に
当
た
令
て
は
同
席
す
る
よ
う
に
と

の
ゐ
聞
を
量
け
ま
し
た
.

同
年
駄
の
探
ま
。
た
白
の
午
昔
、
贋
瀬
代
晶画
土

は
中
島
市
三
郎
先
生
を
と
も
な
今
て
、
虫
の
勤
務

す
る
日
窓
大
掌
教
育
制
度
暗
究
所
に
蹄
担
て
こ
ら

れ
虫
ず
.
中
島
先
生
は
い
う
ま
で
も
な
〈
、
大
歯
車

輔
の
一
九
二
玉
A
紹
和
一
O
V
俸
に
、
措
晶
帽
の
署
.

『
轍
量
廃
瀬
談
車
の
晴
究
』
を
世
に
出
さ
札
た

ほ
ど
の
碩
学
で
す
.
世
恨
の
や
わ
ら
か
い
自
獲
し
の

な
か
、
筆
者
金
も
加
え
た
四
人
の
あ
い
だ
で
和
や

か
な
聾
揺
が
賓
わ
さ
れ
‘
父
も
ま
た
日
本
鞍
W
虫

掛
究
町
立
渇
か
ら
級
車
先
生
の
思
想
な
ら
び
に

g

郁
が
も
っ
量
韓
を
直
〈
考
え
て
い
た
と
ζ
ろ
よ

り
、
越
駅
患
舎
の
世
置

・
開
摘
は
異
・
な
く
決
理
.

お
二
人
L
C

刷
れ
て
の
ち
‘
父
位
私
に
向
か
い
『
贋

掴
咽
代
揖
士
は
宙
開
い
教
鍵
を
も
っ
帽
怖
い
人
絡
者
だ

ね
』
と
の
讃
障
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
・

こ
う
し
て
‘
東
京
の
談
悠
舎
は
聾
足
し
、
年
に

盤
自
の
岳
会
e
E
ね
て
い
・
と
ま
ず
が
‘
お
川
瞳
が

会
畏
を
・
即
時
た
こ
と
も
あ
っ
て
‘
甑
膨
と
と
も
に

研
究
的
個
面
の
強
い
集
ま
り
と
な
っ
た
こ
と
が
特

徴
と
し
て
接
げ
ら
札
る
と
患
い
獲
す
.
会
員
に
は

鞍
曹
史
学
の
分
野
で
武
田
酷
肱
・
小
久
韓
明
措
と

い
っ
た
方
々
が
@
加
さ
九
を
し
た
.
武
田
先
生
陪

大
分
県
の
ご
出
身
、
究
と
同
じ
〈
苦
学
を
量
拍
、

文
部
省
中
噂
瞳
員
慎
定
試
験
合
帥
悼
の
め
ら
争
鼻
に

活
動
の
畿
を
も
と
め
‘
近
世
教
育
史
を
中
心
に
多

く
の
研
究
聾
績
を
単
げ
ら
れ
た
研
究
者
で
す
.
小

久
保
君
は
、
患
の
費
量
と
し
て
買
京
融
奮
闘
大
学
大

学
院
融
禽
学
研
究
科
を
$
え
‘
武
蔵
野
実
情
大
学

に
動
器
、

新
道
寛
艇
の
学
捷
と
し
て
近
畿
融
w
a

関
脅
年
教
育
の
暗
究
在
中
心
に
続
々
と
書
績
を

積
み
上
げ
て
い
ま
し
た
.

主
要
全
員
と
し
て
、
大
切
な
も
う
お
一
人
陪
古

川
哲
史
先
生
で
す
.
先
生
は
施
児
島
県
の
お
生
ま

れ
、
東
京
大
学
を
ご
率
聾
.
8
本
鎗
理
思
惣
貴
金

尊
重
さ
札
.
同
犬
繁
般
国
官
、
被
患
の
革
箆
思
想
に

海
い
鑓
心
会
b
A
V
て
お
ら
れ
き
し
た
.
の
ら
に
、

事
・
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
『
麿
瀬
世
車
』

2
九

七
二
年
刊
}
は
、
様
車
層
究
の
分
野
に
あ
っ
て
大
鞍

終
結
以
前
の
小
酉
量
直
薯
『
広
瀬
淡
車
h

{

ナ
九
四

三
年
刊
V
に
次
い
で
の
名
曹
と
い
え
ま
し
ょ
う
.

古
川
先
生
時
ご
e
加
に
よ
っ
て
、
こ
の
金
は
先
生

の
輯
闘
の
も
と
に
も
の
A
Y
た
若
い
宥
障
な
掌
後
を
会

員
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
子
宮

贋
橿
晴
代
圃
曙
士
は
、
研
究
的
個
薗
の
強
い
広
会
の

骨
揖
を
了
承
し
た
う
え
で
、
若
い
研
究
学
徒
の
育

成
&
躍
す
た
め
に
、
研
究
翼
助
量
的
睡
H
q
t
g
a
干
し

ー ---，.... .. 
企~l土 留~.aI盟 :i
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再
開
後
の
淡
窓
研
究
会
の

活
動
に
つ
い
て

三
湾
m
E
A
国
学
院
大
学
腫
経
揖
師
}

今
回
亡
き
問
中
加
代
先
生
か
ら
お
電
話
が
あ

り
、
演
-
s
m
相
究
会
で
揖
獲
し
て
一
も
ら
え
な
い
か
、

と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
平
成
+
二
年

を
迎
え
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
。
た
と
記
憶
し

て
い
る
.
そ
の
二
と
が
司
横
車
窃
究
企
に
e
加
さ

ぜ
て
い
た
だ
〈
檀
障
と
な
A
V
た
の
で
ゐ
る
.
開
中

先
生
の
お
話
で
時
、
伝
統
あ
る
核
軍
研
究
会
も
、

諸
般
の
・
微
か
ら
留
守
成
元
年
到
来
、
休
会
し
て
い

る
k
の
ζ
kで
‘
十
年
厳
り
に
拷
問
し
た
い
と
の

二
と
で
あ
っ
た
.
そ
の
再
開
韓
の
初
め
の
研
究
会

で
聾
賓
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
五
年
が
鍾
過

し
て
い
る
.
そ
の
よ
・?
な
活
動
的
中
か
ら
‘
金
鍾
帽

を
聾
行
す
る
織
運
が
生
ま
れ
‘
待
問
桂
の
様
車
晴

究
舎
の
活
動
に
つ
い
て
、
鎗
四
時
で
は
あ
る
が
聾
表

者
と
揖
袋
題
目
を
列
挙
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
た
.
な
持
、
ま
と
ま
っ
た
定
且
障
を
探
っ
て
い
な

出
ら
れ
ま
し
た
.
そ
し
て
、
会
長
時
虫
が
会
員
k

跨
っ
て
慎
一
回
の
授
与
者
と
決
め
た
の
が
輔
婚
の

小
久
保
明
情
書
で
す
.
小
久
晶
君
は
、
こ
れ
を
も

と
に
成
宜
圃
を
中
、
む
と
す
る
近
倣
・
曹
の
研
究
を
惜

し
遭
め
、
学
金
活
動
の
足
場
を
臨
め
て
い
き
獲
す
.

m
九
六
九
円
昭
和
四
回
}
年
七
月
、
石
川
鎌
が
鬼

籍
の
人
と
伝
っ
て
よ
り
は
‘
古
川
先
生
に
会
安
聴

を
継
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
草
川
金
長
時
代

主
同
じ
よ
う
に
、
度
a
m
代
蟻
土
が
軍
曹
の
0
・
心
的

な
控
酬
金
担
わ
れ
、
車
が
補
佐
と
な
っ
て
$
輯
方

の
手
伝
い

k
な
り
ま
す
.
代
歯
槽
会
位
、心
身
と
ち
に

鍵
鹿
そ
の
色
町
、
早
朝
、
時
計
の
針
が
六
時
世
理

ら
な
い
の
に
、
街
棋
の
F
E
に
電
話
し
て
こ
ら
抗
る
.

寝
ぼ
け
限
を
こ
す
り
こ
す
り
受
給
穏
を
眼
。
て
み

る
と
『
O
月
O
B
の
午
桂
三
時
か
ら
後
慾
金
量
聞

き
た
い
の
で
す
が
‘
都
合
が
つ
き
ま
す
か
』
と
の

持
問
い
合
わ
ぜ
.
象
知
の
旨
を
応
え
る
と
‘
-
で
は
‘

合
員
の
持
さ
ん
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
』
と
の
位

顕
で
し
た
・
会
場
は
、
修
士
企
棚
、
郵
政
金
魁
は

じ
め
種
々
で
し
た
が
、
空
静
は
代
感
全
自
ら
が
担

当
.
目
緑
区
悼
の
氷
証
の
ご
自
宅
、
畳
敷
き
の
広

岡
で
捌
か
札
る
ニ
と
も
あ
り
、
被
-
m
先
生
置
量
的

後
け
軸
を
醐
に
、
会
員
に
よ
る
厳
し
い
研
究
館
曹

の
あ
と
に
嘩
し
い
会
話
が
弥
み
ま
し
た
.

か
A
Y
た
た
め
に
、
失
企
し
て
い
る
発
表
が
ゐ
る
ζ

と
金
棋
九
る
.
b
し
も
、
ζ

の
記
峰
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
怠
の
不
平
皿
"
で
あ
る
こ
と
ほ
当
然
で
陪
あ

る
が
、
ご
樺
容
い
た
だ
吋
れ
ば
拳
甚
で
あ
る
.

止
に
縄
げ
た
よ
う
な
揖
獲
が
‘
行
わ
札
た
と
記

憶
す
る
.
な
お
、
揖
表
者
の
肩
書
き
は
、
男
費
時

の
も
の
で
あ
る
.

平
成
+
ニ
B
V
A
-
-
0
0
0
}
七
月
一

a

『
膚
園
南
横
車
と
経
年
・
文
学

・
陣
学

・
且
び
経
世

飴』

大
量
糟
神
文
化
暗
究
所
事
怪
窃
究
員

三
揮
勝
己

『箸
&
・
『
・
四
国
咽
談
患
の
層
究
』
そ
の
桂
』

量
回
竿
信
大
学
助
教
睡

回
中
加
代

平
鹿
+
二
年
{
ニ
O
O
O
-
+
エ
月
二
回

『
膚
狐
様
車
町
持
鎗
と
翼
作
と
の
関
連
』

花
園
高
等
学
校
教
検

肥
悶
明
曹

平
成
+--ve
-
-
-0
0
ご
六
月
二
日

『
安
政
元
年
正
月

贋
源
様
車
と
続
府
都
胃
の
会

見
に
つ
い
て
』

鑓
企
画
間
大
学
教
授

こ
う
し
て
世
恵
会
陪
、
鹿
瀬
代
信
士
主
会
員
の

鵬
意
に
よ
り
な
が
ら
躍
を
重
ね
て
い
く
.
代
暗
ま

が
一
九
七
O
A
昭
和
田
五
}
年
一
月
よ
り
七
二
{
昭

和
四
七
】
年
七
月
ま
で
第
三
股
佳
麗
栄
作
内
閣
の

郵
重
大
陸
を
踊
め
て
分
期
み
の
軍
忙
の
間
に
あ
っ

て
も
‘
世
軍
金
は
一
庄
の
中
断
も
な
く
続
吋
ら
れ

ま
し
た
・
舎
の
た
び
ご
と
に
、
き
め
の
捕
か
い
配

嘩
で
か
い
が
い
し
く
代
歯
周
士
を
た
ず
け
る
孝
子

{
こ
う
ニ
】
夫
人
の
お
聾
は
‘
今
で
も
鮮
や
か
に

眼
底
に
の
こ
。
て
い
ま
す
.

草
川
太
学
の
小
原
碕
芳
哲
郎
ニ
代
の
学
長
は

よ
る
ご
車
車
に
よ
り
‘
関
大
学
の
学
生
措
置
に
よ

る
筆
苦
の
末
に
成
っ
た
成
宜
個
耽
且
曜
を
横
す
趣

品
切
に
描
い
て
開
他
で
き
た
こ
と
‘

N
H
K
の
依
慣

に
よ
り
寓
酒
代
畿
士
に
テ
レ
ピ
出
世
し
て
も
ら

い
、
拡
が
飽
き
手
と
な
。
て
、
槙
懇
先
生
の
思
怨
・

8
蹄
を
窃
っ
て
い
た
だ
い
た
二
と

四
そ
の
記
睡
惜

石
川崎
守
舗
『
近
代
自
本
敏
富
岡
町
総
峰

・
上
』
R
窓

滋
選
出
版
蝿
金
提
行
に
取
品
開
]
な
ど
、
続
忠
告
尭

患
の
ζ
る
の
想
い
出
陪
尽
き
ま
せ
ん
.
た
だ
、
今

回
目
与
え
ら
れ
た
紙
幅
会
す
で
に
起
え
て
い
ま
す

の
で
、
き
た
の
搬
を
棋
つ
こ
と
と
い
た
し
ま
す
.

園
江
健
史
師

平
成
十
三
年
(
ニ
O
O
二
十
二
月
一
日

『
『
様
車
締
結
』
に
み
る
輯
愈
の
教
育
感
想
』

茨
披
よ
学
助
雄
慢

向
島
町
車
江

平
成
+
四
年
A
ニ
O
O
ニ
}
六
月
-
日

『
慶
瀕
糠
懇
の
範
演
思
8
-
中
灸
大
学
犬
繁
俊
晶
、

宮
田
純

平
成
+
E
S
P
A
-
-O
O
ニ
}
+
ニ
舟
七
日

『
左
記
鎗
文
の
翻
駅
に
つ
い
て
』

ζ
電

Z
s
k
g
包

言

、

雪

辱

言

え

ミ
2
5
Eほ
毛
昌
苧
昆
星

Esh言
語
、

司
象
者
皇
、
通
費
g
h
a
s
-
E

S

吋
邑
正
面
E
E
ヨ
宮
、
.国
学
僕
大
学
薫
任
構
師

三
揮
勝
己

早
起
十
六
隼
合
目O
O
E
V
二
月
七
円

『
問
中
加
代
先
生
を
彊
ぶ
』

竿
成
十
五
年
十
-
月
二
+
-
a
に
逝
去

さ
れ
た
関
中
加
代
先
生
を
偲
ん
だ
.



四

g
a
+
穴
a
'
A
=
0
0
四
}
六
月
z
a

『
糠
置
の
骨
l
-
w
に
野
晒
民
m
a
し
て
l
』

絞
輔
大
学
助
瞳
慢

向
'
a
E

思
慮
+
大
隼
(
ニ
O
O
四
}
+
二
月
8
日

『
定
宜
・
田
代
と
羽
倉
帽
九
郎
・
甑
量
父
子
町
交

涜

{
Eど

国
会
館
大
宇
喧
擾

直
江
蝿
史
陣

事
a
m
+
セ
句
会
一
O
O
Z
》
丹
月
四
割

『
様
車
に
.
で
み
ー
そ
の
也
U
と
坦
坦
l
-

大
卦
県
企
画
橿
興
圃
文
化
-
a
m

関
町
情
-
-

ま
た
.
ζ
の
聞
に
、

廃
逝
家
よ
り
平
成
+
ニ

鹿
横
憲
奨
学
金
を
忠
炉
、
寧
成
+
z
e
a
様
車

舞
掌
&
置
を
足
田
止
が
.
そ
札
ぞ
れ
萌
隠
し
て
い

る
.
簡
単
な
領
告
で
は
あ
る
が
、
再
欄
笹
の
稜

翠
研
究
会
は
以
上
の
よ
う
な
活
島
を
行
。
て
き

た
.
田
中
加
代
先
生
の
ご
遺
志
に
お
応
え
す
る

章
唾
に
お
い
て
、
ぶ
舎
の
草
々
の
充
実
L
C
聾
展

&
念
ず
る
肱
第
で
あ
る
.

橿
宏
司
蹄
軒
目
然
止
さ
れ
た
・
と
ζ
ろ
が
羽
倉
時

間
'
へ
の
申
し
入
れ
に
よ
り
紅
躍
の
a
回
往
草
は

翼
覆
し
た
.
横
車
は
-
E
E
-
-
ノ
知
遇
ノ
庫
キ
=
a
p
・

忘
却
ス
ベ
キ
-F
B
骨
ス
』
と
記
し
て
い
る
.

A-
吾
羽
倉
摘
丸
障
の
事
慣

調
会
帽
九
障
は
屋
代
目
幽
代
曹
の
停
で
量
a
u
R

核
拡
弛
習
が
あ
A
V
た
.
横
車
同
院
の
よ
う
に
悟
る
『
政

抽
民
あ
た
。
て
自
身
骨
盤
情
は
箇
雌
で
あ
る
が
且

真
に
は
耳
凪
を
僧
り
た
観
る
聞
い
e
曜
の
た
.
眠

時
生
憎
を
量
か
は
す
る
こ
と
に
力
&
偉
い
だ
.
在

任
中
世
・
る
書
も
い
た
が
.
世
民
は
冨
い
‘
闘
を

立
て
蝿
り
金
行
a
v
t
.
圃
働
憾
に
は
こ
の
よ
う
必
人

隠
す
〈
な
い
.
-R
移
と
い
A
V
て
よ
い
』
.

現
轟
町
民
量
時
中
で
僚
立
つ
の
は
文
化
ニ
留
守
か

ら
骨
却
加
・
覇
軍
.
山
由
軒
司
、
富
田
村
量
適
時

隠
置
で
あ
っ
た
.
日
聞
は
九
州
の
宵
気
温
の
璽
衝
で

あ
n
y
な
が
ら
山
聞
の
奥
地
に
位
置
し、

格
動
陪
図

揮
を
曙
め
た
.
工
-
-
の
完
成
陪
骨
量
輸
送
記
世
立

。
た
.
務
量
位
、
代
宮
町
本
療
の
・
膏
以
外
に
.
-
E
代

a
m
代
官
に
な
か
A
7
た
鼻
輔
の
量
停
を
融
重
臣
m
か

ら
・
ぜ
ら
れ
て
い

p・
・
揮
て
克
明
王
隼
A
一
七

A
玉
v
・
府
は
量
崎
俊
軸
控
E
m
直
仕
λ
帽
を
断
行

B
図
代
官

・
西
国
筋
郡
代
臨
時
代
の

羽
倉
縫
九
邸
秘
殺
の
事
績

直
江
処
史
郎

{
居
士
館
大
学
績
橿
-

2
V
E
朝
倉
町
筒
図
代
官
舵
怪
と
贋
瀬
被
患
の
受
注

m
--帽
丸
陣
秘
敏
《
や
す
ひ
ら
》
同
、

軍
政
五

年
三
七
九
一
二
回
固
+
穴
離
の
崎
、
大
富
代
宵
か
ら

畳
置
闘
関
代
曹
に
匝
睡
し
た
.
駒
-
m
篇
代
宵
に
次

ぐ
高
い
・
曙
健
に
ゐ
A
V
た
と
い
わ
れ
る
K
E
代
官
か

ら
S
箇
代
官
内
骨
量
停
は
‘
必
置
と
均
え
ら
れ
る

が
そ
う
で
は
な
い
.
自
国
代
官
と
し
て
寓
圃
'
e
あ

げ
る
企
画
関
節
田
代
町
置
が
聞
か
れ
て
い
た
.
-

つ
の
幽
鎗

2
1
ス
で
あ
A
v
t
.
田
明
書
の
揖
に
位
置

事
大
田
昌
‘
油
価
値
幽
君
之
暑
が
二
円

2
3
ス
を
た
ど

る
こ
と
に
な
る
.

明
朝
倉
植
九
胞
の
a
g
へ
の
量
佳
陪
、
二
度
江
戸

A
反
ら
ず
.
文
革
か
ら
の
置
特
で
あ
っ
た
.
そ
の

傷
.
茸
貴
闘
‘
俗
世
世
夫
書
拍
よ
ぴ
聖
女
u
e
山
民
、

描
司
令
・
左
門
金
棒
つ
て
の
移
動
で
あ
A
v
t
.
な
お
左

円
回
開
e
大
敏
雄
外
代
-
R
且
離
で
出
生
し
た
.

L
t
.
同
役
扇
町
祖
省
集
術
体
酬
は
鶴
田
舗
々
金

a
・
9
.
後
骨
密
売
買
会
厳
し
〈
監
揖
し
た
.
車

府
勘
定
方
位
量
骨
返
喧
世
会
図
輔
さ
せ
た
.
割
引
責

陪
z
a
-
O
等
2
七
九
八
}
か
ら
文
化
函
年
2

A
O
七
v
e
玄
で
ζ
の
任
穏
に
説
い
て
い
た
.
撞
吉

国
九
州

・
中
国
治
方
で
あ
A
V
た
.
揮
二
、
幕
府
は

文
化
ニ
等
一
二
月
、
唖
年
駄
安
で
に
勘
定
方
e
揖

白
血
痕
見
升
の
た
め
揖
遣
し
、
聞
蹟
令
民
よ
り
各
地

に
保
曹
書
れ
て
い
る
米
阿
見
骨
の
翼
纏
を
待
。

た・

-Eは
こ
の
任
輯
に
も
斌
い
有
姐
肖
蝿
圃

は
e
値
・
m
a
-
-
B
で
あ
A
v
t
.

羽
倉
陪
文
化
王
e
z
八
O
八
V
R
M
m
n
'ハ

+
-
睡
で
憶
し
た
.
轟
は
武
先
問
、
障
留
置
と
と

も
に
四
回
大
鐘
@
巳
あ
る
.
世
M
官
同
代
官
見
曹
い

の
畠
左
円
が
・
い
だ
.
左
門
は
盟
隼
M
輔
植
臨
野
町

代
官
へ
転
出
す
る
.
こ
の
地
は
槽
九
個
聞
が
量
初
に

代
官
に
任
.
さ
れ
た
出
雲
崎
代
官
所
施
止
笹
‘

代

っ
て
代
官
車
問
が
置
か
れ
た
揖
所
で
あ
勺
た
.
車
内

は
櫨
九
障
の
国
主
定
地
に
量
証
し
た
の
で
あ
る
.

望
陶...tt."

a

-
量
軍
仕
草
和
三
年
2
A
O
-
-
》
、
羽
-
mか

ら
R
声
宮
町
図
書
揖
・
帽
を
命
ぜ
ら
九
た
.
そ
札
制
郁

置
羽
倉
は
し
ば
し
ば
槙
窓
金
招
舎
、
皐
左
門
k
共

に
曽
竃
か
ら
学
"
の
-
eえ
金
量
け
て
い
た
.
こ
こ

か
ら
畿
憲
・
埠
義
主
稽
九
郎

・
簡
量
の
空
機
出
始

ま
る
.
櫨
車
窓
陪
文
化
ニ
寧
ご
A
O
玉
}
三
月
E
田

町
長
調
晶
マ
掌
聾
で
鴎
提
世
間
悼
す
る
.
こ
れ
ほ
め

ら
に
慮
宜
・
に
発
橿
す
る
.

現
宣
同
様
車
に
厚
怖
を
も
令
て
接
す
る
.
世
軍

国
『
・
目
・
軍
包
-
に
院
の
よ
う
に
R
O
'
・
司
路
同
聾

民
ノ
崎

'p.官
m
z
出
入
シ
車
ヒ
シ
力
.
羽
倉

民
エ
軍
少
'
・
量
そ
耳
哩
g
'
E
9
2
a
h
リ
.
h
肩

書
時
限
竃
に
鱒
す
る
庫
情

e
a
伊
す
忌
ピ
y
l
u
p
が

め
る
.
倹
軍
に
陪
再
構
が
‘
旬
。
た
.
醒
師
は
蝿
凪

【
ナ
a
v
g
》
t
・
す
る
の
が
よ
い
と
い
勺
た
.
と
こ

ろ
が
園
田
血
は
情
閣
内
町
輸
出
商
品
と
し
て
.
E-府

は
量
蝿
会
g
m
A
憧
骨
骨
所
》
に
よ
る
買
占
蝿
御
剛
直

舎
と
り
‘
車
前
提
買
は
需
止
し
て
い
た
.
世
扇
町

土
問
と
し
て
朝
倉
田
鐙
当
聖
人
に
樺
血
の
植
瞳
令

求
め
た
.
事
象
据
苦
さ
れ
る
.
羽
倉
は
再
三
時
民

需
で
こ
れ
会
挙
に
入
品
、
揖
患
に
与
え
た
-

e
-
t
.
厳
軍
は
摘
に
障
し
て
融
月
薗
南
極
江
藤
実

-
-
e
飽
こ
う
と
し
た
が
、
向
'
主
骨
死
去
が
ゐ
9

-Sの‘.快

し
た
句
蝿
陪
何
時
刊
行
書
れ

た
も
の
か
は
っ
舎
り
し
な
い

が
‘
紙
聞
に
エ
λ
曹
十
二
年
己

丑
』
と
『
度
実
{
宜
噴
ム
ナ
二
年

"
天
保
元
年
ご
の
年
記
が
見

え
る
と
ζ
ろ
か
ら
、
天
保
年
間

初
期
に
刊
行
さ
れ
た
句
量
で

あ
る
.
二
札
を
世
間
し
て
仕
立

て
た
帳
台
帆
の
醐
惇
崎
潮
位
.
句

畑
町
刊
行
か
ら
少
々
〈
と
も

一
O
網
干
檀
ぐ
ら
い
で
め
ろ
う
-

a
a
t
.
圃
R
b
れ
て
い
る
輯
は

『島
帽
子
輯
』
の
よ
う
で
あ
る

が
.
嗣
り
に
唾
樹
立
、
が
少
々

い
の
で
.
横
車
が
・
"
し
た
開
聞
は
比
較
的
置
か

。
た
止
符
え
ら
れ
、
輯
a
m
刷
神
崎
期
間
弘
化
.

S
ゑ
骨
頃
で
は
な
い
か
と
串
わ
札
る
.
い
ず
れ
に

し
て
も
‘
後
軍
が
晩
等
に
量
周
し
た
揖
衣
と
考
え

ら
れ
る
.

最
車
自
震
を
望
。
て
み
た
が
艦
衣
民
つ
い
て
の

記
述
は
見
当
ら
な
い
の
で
、
何
時
・
何
処
か
ら
手

に
入
れ
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
よ
そ
か

ら
の
周
り
骨
で
は
な
〈
、
ど
う
や
ら
様
車
自
身
が

踊
寓
し
た
輔
の
よ
う
で
め
り
、
世
副
思
の
量
的
セ
ン

夫

b
h
怖
か
な
か
師
、
の
で
あ
A
V
た
と
恩
b
れ
る
.

い
も
の
で
あ
る
.
3
R
a
"
と
い
。
て
も
、
企
障
が

睡
で
押
ら
仇
た
む
の
で
は
必
〈
.
植
の
・
品
n
.
宜

字
の
輯
A
W
だ
け
が
紙
製
で
.
他
の
個
分
陪
布
で
出

来
て
い
る
.
書
ら
に
陣
‘
袖
旬
、
周
轟
分
に
は
エ

種
顕
の
別
精
&
刷
い
て
い
る
と
こ
ろ
位
、
筋
書
喧

露
だ
吋
で
な
〈
お
濁
曹
に
も
集
会
遣
。
て
い
る
ζ

と
が
情
え
る
.

使
用
し
て
い
る
紙
に
時
維
や
文
字
が
描
か
れ
て

い
る
の
で
、

木
飯
申
み
だ
A
7
た
『
司
量
』
を
パ
--7
L

た
も
の
‘
ま
た
は
木
版
骨
士
夜
間
り
句
集
を
世
世

量
め
て
再
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
・
使
用

淡

zま
壁 紙Z
R 衣こ

葺
撞
犬
繁
非
常
勤
揖
師

の
花
が
噴
き
‘
闘
相
川
に
は
細
川
町
月
が
担
る
.

古
蝿
山
町
花
や
穎
川
町
月
を
見
立
ら
‘
ど
う
し

て
-
a
と
し
て
鈴
が
な
い
{
時
量
作
ら
な
い
}

で
い
ら
れ
ょ
う
か
(
必
ず
時
を
作
る
こ
と
に
な

る
は
ず
だ

τ

(
一
}
車
符
と
し
て
骨
量
密

組
陪
且
乱
電
通
喜
ず
頃
か
い
と
こ
ろ
か
ら
、
二
れ

を
夜
鹿
骨
何
軒
と
し
て
用
い
た
忠
史
同
古
〈
、
古

代
袋
で
喜
か
の
ぼ
る
ζ
と
が
出
来
る
と
い
う
.
観

的
・
か
さ
に
つ
い
て
は
『
廟
鵬
眠
-
位
が
命
を
瞳

う
ζ
k
bあ
る
』
と
い
う
量
山
富
も
い
る
砲
で
、

・
陪
布
団
時
代
b
'
に
慣
し
い
人
遣
は
盛
ん
に
眠

e
用
い
た
よ
う
で
&
畠
.
-
a
拍
眠
時
名
人
‘
宮

崎
畠
白
石
市
師
事
廠
皐
揖
民
に
よ
れ
ば
『
拘
艇
は

銀
め
げ
-
n
b
団
E
惜
〈
な
り
置
か
〈
な
る
.
a
E
陪

庫
民
舟
-
-
-
止
し
て
・
用
い
た
J
と
い
う
・"
と
で
あ

る・
ま
た
.
量
衣
陪
肪
憲
用
命
保
頭
以
外
に
も
.
江
戸

時
代
中
期
に
陪
『
才
シ
ヤ
レ
鐘
宿
』
と
し
て
も
用
い

ら
れ
た
.

町
山
官
民
は
.
本
和
ニ
年
A
一
“
A
O
-
-
-
月

四

a
、
十
五
帽
で
、
E悶

A
K
A
n
-m
目
関
前
E
田

町
》
的
医
師

・
道
生
時
争
と
し
て
入
門
し
た
.
そ

の
k
e
の
串
を
麟
山
長
宜
聞
と
い
。
t.
.
 
‘
斧
a

か
ら
a
m
鱒
し
た
幌
串
が
‘
置
人
・
水
m
・
守
膏
陣
舟

生
砲
を
副
引
曹
と
。

τ初
め
て
噛
睡
し
た
量
初
骨
瞳

え
予
の
-
白
人
で
あ
る
.
膚
山
車
は
本
陸
が
菅
原
で
.

も
と
は
末
窃
府
買
副
首
の
神
園
で
あ
勺
た
.
現
時

買
掴
曹
【
支
持
町
V
と
の
也障
で
a
闘
に
静
A
V
て
き

た
と
い
う
.
文
化
エ
年
三
八
O
王
V
三
月
、
後

-
-
出
量
福
寺
町
学
療
を
惜
り
て
証
居
し
た
と
き
に

は
、
昌
国
韓
伊
揖
と
と
も
に
核
軍
に
し
た
が
令
て
間

島
し
‘
師
第
三
人
が
炊
飯
し
て
暢
世
間
生
活
を
し
な

が
ら
乍
離
に
は
げ
ん
だ
.
構
軍
が
.
a
g
舎
で
初

め
て
『
月
且
岬
』
を
作
り
‘
塾
生
を
回
帰
置
に
分

"
た
と
舎
、
由
民
民
団
そ
の
師
二
・
に
λ
。
て
い
る
.

そ
の
唾
可

亀
井
島
に
学
び
、
政
月
、
大
睡
で
骨

闘
争
修
・
障
を
糧
て
、
主
動
概
玉
・
2
A
ニ
エ
回
主

{
ニ
-
睡
眠
愈
骨
量
書

穫
量
が
活
用
し
た
量
a
は
腕
定
用
に
・
慣
用
し
た

も
の
と
阜
b
れ
る
・
現
在
‘
置
制
箇
に
属
品
吊
し
て

い
る
も
の
世
.
宜
が
-
メ
'
ト
ル
"
で
朝
腫
位
置

+
R
a
で
錫
揖
し
て
豆
田
で
開
寵
し
た
.
後
軍
の

も
k
を
置
に
往
来
し
、
様
車
が
大
摘
を
息
。
た
と

き
民
は
.
主
措
匿
と
し
て
献
身
的
に
措
置
孤
に
ゐ
た

A
7
t
.
章
に
横
車
を
槽
佐
L
、
そ
の
功
第
-
と
虚

輔
さ
れ
て
い
る
.
安
民
は
‘
明
治
に
な
っ
て
凪
宜

田
町
学
釘
e
q
る
た
め
に
海
産
し
た
腺
山
富
岨
村
町

父
で
も
め
る
.

『
圃
圏
構
筆
包
』
嘩
+
ニ
『
画
幅
揖
寓
-
Z
に
世
.

『樺AMR
ハ
-aE
ヲ
以
テ
勧
R
H
Z
量
得
シ
カ
.
久
シ

ヵ
，
.
《
シ
テ

-p.，
s
ア
り
句
と
配
さ
れ
て
い

る
.
ζ
の
震
述
は
文
化
固
・
2
A
O
七
V
に
書

か
れ
た
・
T
2
E
』

k
は
‘
柑
舗
中
時
め
た
る
文
化
--

S
守
A
-
A
O
六
-
の
E
の
ζ
と
で
あ
る
.
ニ
ト
困

睡
の
横
車
が
+
九
畢
で
秋
月
【
福
間
帰
依
月
市
》

に
・
傘
ず
る
ζ
・
と
に
な
っ
た
青
島
の
た
め
に
こ
の

骨
量
作
っ
た
と
雄
測
で
e
る
.
で
は
、
な
ぜ
費
民

は
肱
月
に
学
び
に
行
。
た
の
か
.
実
位
、
執
月
に

は
面
白
い
人
が
た
〈
さ
ん
い
た
骨
で
あ
る
.

最
月
曹
は
、
当
時
、
宥
艇
な
人
討
を
召
抱
え
る

与
と
で
骨
名
庄
が
禽
か
っ
た
.
買
俄
a
m
予
防
の
た

め
の
入
車
措
を
.
H
Y

怠
ン
ナ
ー
の
牛
痕
桂
よ
り
b

R
e
早
い
寛
政
二
信
守
{
一
し
む
九
O
V
に
、
瞳
が
固
で
翻

め
て
威
掛
さ
せ
た
輔
方
梯
同
三
七
B
A
-
-
A

-
o
v
b
島
駅
周
'
町
民
帥
で
あ
A
7
t
.
久
.
米
'

出
掛
窓
湧
符
犯
行

向
車
問
康
江
【
高
値
揮
犬
繁
駒
敏
侵
}

『
遣
酷
瞳
曹
静
朝
属
曹
上
』
の
六
書
簡
の
蹄
『
韮

山
曲
家
民
主
融
月
象
-
』
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
.

a
宜
圃
と
融
月
置
の
文
化
人
た
ち
の
聖
誕
金
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
.

道
山
由
R
E
Z
敏
R
-
軍
曹

原
生
帽
属
事
量
輔
体
遭
断
行
量
.
.
 

古
a
山
花
園
帽
川
月
間
楠
-
"
可
無
情

円
圃
み
下
し
文
-

山
安
眠
時
教
-
m
に
z
e
て
睡
合
学
ぶ
を
通
る

・
再
生
陪
-
a
h
ゆ
り
ま
た
置
の
師
々
り

遭
t
e
ζ
k
e
体
め
よ
輔
の
押
こ
札
障
を
e
z
と

古
蝿
山
即
売
掻
川
町
月

同
ぞ
箆
〈
-
a
と
し
て
帥
祭
か
る
パ
き

{
現
代
露
叡
}

康
吉
処
は
管
行
の
正
し
い
錨
学
者
で
ゐ
る
.

そ
し
て
ま
た
君
の
師
で
あ
る
.
だ
か
ら
『
訟
は

草
学
を
学
び
に
枇
月
に
来
た
の
だ
凶
な
ど
と
冒

う
こ
と
陪
や
め
な
さ
い
.
古
処
山
に
は
古
島
山

会

-
瓦
時
骨
精
怠
衛
門
町
三
男
と
し
て
久
留
米
県
躍

町
に
生
ま
品
た
容
圃
酬
は
.
直
師
・
緒
方
完
奇
骨
量

句
?
と
な
り
‘
豊
崎
に
軍
学
し
て
曹
a
m
牛
に
圃
法

医
学
金
零
ん
だ
.
そ
こ
で
『
瞳
聖
母
先
生
措
置
用

語

E
』
や
や
自
の
『
臣
家
金
圃
』
を
践
ん
だ
こ
と
が

a
・
骨
・
直
怯
を
・
句
集
す
る
蝿
櫨
と
な
っ
た
・
融

-
に
a
R
A
V
た
穆
嗣
陪
.
鴎
蝿
極
、
核
月
に
鯵
り
住

み
.
軍
瞳
-一足
等
三
七
八
九
V
に
漕
主
・
民
問
量

師
に
召
癒
え
ら
れ
た
.
事
・
に
.
叫
圃
冊
庫
必
順
弁
』
『

『
種
-
m
膏
圃
』
‘
『
帽
庫
民
情
陣
』
が
あ
る
.

-
摘
が
揖
且
し
た
-
e
冒
帽
怯

【偽
晶
W
E檀
-
ほ
.

s
'
聞
の
名
e
a
z
国
に
広
め
た
.
a
，
〈
町
医
師
が
.

酬
に
入
円
し
‘

λ
円
曜
に
は
園
内
の
有
力
崎
曜
の

骨
軍
令
ど
完
ム
ヤ
九
名
の
名
闘
が
寵
さ
れ
て
い
る
.

L
か
し
‘

檀
山
費
量
骨
名
は
こ
の
λ
円
帽
に
は
配

喜
れ
て
い
必
い
.
量
撞
出
身
で
名
が
ゐ
る
の
は
自

作
出
身
の
主
村
揮
患
と
a
m
出
身
の
世
適
宜
睡
骨

=
急
で
あ
る
.
接
車
町

『値
目
聾
筆
記
h
に
位

向島仇

シ
カ
ラ
ス
シ
テ
鎌
u
J
.
車
孟
ア
リ
』
と
あ
る
の
で
、

重
度
の
・
舎
は
す
ぐ
に
a
回
へ
贋
。
た
の
で
あ
る

う
.
由
R
E
は
剛
瞳
必
佐
伯
帽
で
あ
り
、
線
酬
は
入
門

書
可
に
陪
慎
量
で
‘

λ
円
世
も
圏
直
な
監
，
e
車

ら
訟
か
A
V
た
と
い
う
か
ら
処
し
て
聞
ら
札
る
.

文
化
七
・
2
A
-
o
v
に
.
繊
同
時
間
十
三
鳳
で



五

債
L
、
徹
月
の
量
生
-
w
揖
内
に
帽
F
ら
れ
た
.
由
民
民

が
枇
月
に
行
っ
た
館
中
は
、
文
化
三
m
干
の
十
九
車
舟

E
で
ゐ
令
た
L
与
え
b
れ
る
の
で
.
奮
剤
#
桂
す

る
包
隼
前
、
す
な
b
ら
傍
観
が
五
十
九
織
的
と
暑

の
こ
と
で
ゐ
る
.
安
民
e
見
通
A
Y
た
揖
愈
位
二
+

思
患
で
あ
う
た
.
拍
そ
ら
〈
.
二
時
時
を
談
車
#

停
闘
し
た
L
C
曹
、
秋
月
帯
鋸

・
原
古
島
A
一
七
六

七
s
-
A
ニ
セ
V
の
術
庁
帯
地
槙
患
に
と
A
V
て
審
欄

よ
ゆ
a
b
喜
ら
に
火
事
か
令
た
の
で
は
畠
か
ろ
う

か
情
的
冒
婿
に
Z
原
生
』
と
あ
る
の
U
厩
古
掴
司

町
こ
主
で
あ
る
-
z
m
隅
患
の

2
曙
林
仰
』
に
目
、

冒
吊

E
g
・
?
ハ
L
蘭
.
古
車
山
人
ト
観
ス
.
-
m

崎
拭
月
ノ
人
テ
リ
.
岬
潟
ノ
門
'
z
-
R
'
・
同

人
ノ
竃
ト
輔
t
u
v
.
血
情
膚
a
m
絹
シ
テ
白
ハ
タ
.

主
主
，
昆
畳

γ
リ
帥
-
P
E昂
R
w
'
ア
リ
ト
.
吻
包

ノ
憧
E
S
~
v
.
葺
山
五
山

肺
倹
.
，
ノ
踊
軍

‘P
そ
掴
提
レ
リ
.
量
-
F
副
テ
東
方
エ
モ
桂
-
R
Z

.
偽
名
ヲ
加
作
者
ア
り
ト
ゾ
.
古
a
e
，
a
，
e

ピ
タ
舟
人
ナ
9.
買
才
風
通
=
シ
テ
.
持
人
ノ

且
ア
り
.
8
ス
ル
e
h
ハ
+
-
.

・
と
記
書
札
て
い
る
ζ
と
か
ら
.
輯
患
の
時
入
車
吉

担
に
持
す
る
醇
舗
は
寓
か
今
た
よ
う
嶋
、
あ
る
.
a

R
に
行
。
た
ら
原
古
幻
に
押
蹄
措
置帽
を
問
う
こ
と

金
包
め
た
と
も
禽
4

え
ら
れ
る
.

車I

界

二
時
3
1
ナ
ー
で
は
、
滋
愈
や
成
宜
暢
に
慶

す
る
書
掛
町
紹
介
を
L
て
い
ま
す
.
瞳

・
居
中

加
代
先
生
が
薯
曹
『
'
輔
談
窓
の
研
究
』
h
A
P

か
ん
祉
.
平
成
E
年
-
に
お
い
て
.
昭
和
式
ム
す

こ
年
二
九
八
む
}
事
で
の
先
行
碩
究
目
m

-

畠
れ
て
担
b
れ
ま
す
の
で
.
そ
れ
以
降
の
z
-
m

A崎
文
目
次
'
に
て
》
や
鱗
介
し
虫
ず
.

。
圃
材
育

『
Z傾
級
車

広
a
m
凪
江
《
江
戸
崎
人

嘩
璽
』
車
問
書
館
、
窓
凪
三

笠

。
他
押
上
観
轟
『
膚
噸
厳
車
岬
同
h
A
E
-
-
"
・
事

躍
玉
年
-

O
揖
中
加
代
『
虜
絹
級
車
時
E
旬
究
』
A
A
ゆ
か
ん

社
、
厚
慮
五
錫
-
v

。
弁
土
瓶
嘗
『
畠
R
a
咽
被
曹
の
骨
量
島
園
時
静
酔

事』

』
1
3
回
-
e
A
葦
..
 房.
手
陣
八
年
》

O
井
上
国
陣
吾
叫
ぎ
e
aM
の
園
高
額
様
車
』

【
E
-
-
m
.

事
虚
十
年
}

0
・
斤
土
嵐
吾
『
債
編
輯
憲
8
陀
』
工
費
葦
.揮、

m'曜
十
年
}

O
韓
関
白
帆
司
直
情
飯
盛
眠
障
の
世
界
』
A犬
A
W
合
間
続
鵬

変
化
セ
ン
タ
ー
.
w
'
A
m
t
-
e
v

O
崎
野
康
江
叫
境
代
時
限
練
瞳
"
臨
』
AE

-

周
、
平
成
+
三
部
}

-
串
古
蝿
品
、
江
戸
期
b
v
代
a
R
切
る
偶
伊
者
の

-

A
T
.
稽
綬
-
m
古
闘
の
敏
慢
で
あ
っ
た
.
当
時
.

吉
鰹
比
一
-
一
+
六
億
.
開
人
と
し
て
も
高
名
で
.
女

鹿
蹄
人
と
し
て
名
高
い
釆
襖
は
そ
の
蝿
で
あ
る
.

こ
の
韓
に
宣
揚
す
る
古
処
山
と
回
相
川
を
同
時

z
a
・
4
昆
る
位
置
は
写
真
の
位
置
で
あ
る
{
降

暗
に
邑
み
見
る
こ
と
位
、
野
に
お
い
て
き
日
ど

重
要
で
な
い
か
も
L
れ
な
い
が
三
岬
多
か
ら
甘

米
に
向
か
う
と
量
に
過
る
旧
筒
週
町
一
瞬
近
で

-
-
-
p
，
.
‘
同
ha
・5
石
原仰
回の
保温賓

。
審
町
倉
一
陣
『
贋
積
極
車
{
郡
日
本
人
骨
臨
ζ

{
膏
白
忽
覇
蝿
祉
.
g
e
成
十
鈎
年
}

O
再
霞
慎
之
助
『
鹿
蟻
被
患
『
n
g
捜
酔
入
園
信
号
』

A
窃
主
出
紙
、
事
成
十
七
年
V

O
持
土
園
田
喜
『
贋
編
輯
軍
a
E
a
r
-
-
四
巻
《
弦
.

贋
.
事
成
+
七
年
V

O
小
A
R保
明
槽
『
畠
の
水
腕
』
h
E
E
野
舞
踊
出
版

島
.
零
成
1
4も
働
争
}

寝
耳
岨
明
覧
会
事
務
局
だ
よ
う

.

.
 舗
の
-w
.
に
依
す
で
に
睡
眠
・
幡
W
K
慨
海
先
生
の
-

f

2
a減
益
R
・
s
g
』
ニ
s
m
・
d
m
お
手
元
民
・
い
て
い

る
と
修
巳
a
a
a
v
.
-
庁
主
‘
.
，
e
h
-
z
n
崎
明
他
国
+
ニ
毎
士

九
0
・
h
》
に
植
萄
.
，
鏡
検
見
本
町
で
む
の
生
家
れ
に
な
h
7
・

z
--x
-
-
縄
大
学
e
・
e
・
‘
.
-
や
組
閣
鳶
“
Z
T
e
e
-
h
さ
h
n

て
こ
ら
れ
ま
し
食
.
長
時
夫
学
4
・
・'agで文
字
淘
定
定

。‘区、先生時ゆ司
-Ra--
侠
・
・
の
"
h
a--.『
度
樹
襲
-
z
w
鱒
』
『

『
・
宿
舎
遣
の
・
・
厳
-
E
《
い
ず
れ
a
w
-
-
m
u
a
ど
.
組a

-
K噴
e
'
s
-
-
e
.
，
.
m
・
・
8
h
H
て
い
ま
す
・
L
か
L‘

-
e
a
m
+
・
=
九
九
八
】
に
民
舗
で
悠
制
さ
れ
ま
し
た
.

そ
の
・
.
-胃温肩叡
d
炉
先
-
z
の
-
-
e
・
い
T
錐
，
mよ
a
v
--

E'e--L.・・
・
"
の
主
-
m
a
m
a
-
院
の
割
総
a
H
h
・
6
吟

za'

あ
る
“
験
川
ae
-
-
A
V
た
古
処
山
町
縄
に
駄
月
が

あ
る
.
叫
慣
れ
と
は
.
塊
夜
町
小
石
原
川
の
二
と

で
ゐ

η.
小
石
原
川
が
野
鳥
川
と
#
っ
か
る
治

危
か
ら
安
川

τ草
・
埠
区
あ
た
り
ま
で
の
間
を
慢

"
と
呼
ん
で
い
た
.
岡
倉
高
嘩
学
佼
出
身
の
う

ち
・
量
川
埠
議
出
身
考
で
嫡
段
す
る
間
窓
会
が

掻
川
舎
と
名
づ
吋
ら
れ
て
い
る
ζ
・
と
か
ら
、
談

窓
の
昆
た
小
石
原
川
の
位
慣
が
輔
副
に
な
A
V
た

の
で
あ
る
.
現
在
で
は
砂
防
ダ
ム
働
仰
の
た
め
.

朱
量
が
か
な
り
品
開
。
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
初

鍋
ま
で
は
‘
@
小
企
偶
々
と
た
く
わ
え

τい
た
と

い
う
A
甘
木
"
・
碑
拠
畠
畏
畿
可
幽
情
聴
b
若
〈

l
u
て
a
e
骨
た
め
に
日
間

・
晴
書
聞
を
往
復
L

介
と
き
.
主
時
位
置
か
ら
眺
め
た
世
抽
山
と
刷
川

町
'
z
e
U
聞
車
に
a
A
V
T
い
た
の
か
も
し
札

な
い
.
{
俊
憲
標
軸
紀
行
ニ
に
聴
く
-

F.，
勾
文
依
-

O
@
鱒
穂
高
薗
》
『
e
z
圏
出
身
A
田
名
‘
伝
篤
』

A
a
-
-
*
車
.
岨
布
図
+
丸
信
事
V

0
・
島
本
軍
嘗
『
寄
留
の
a
a
&輔
u
n
皐
欄
』
A
m怠

E
SR
.
竃
和
五
+
二
-
z

。

『
屋
国
骨
亀
高
雷
-
豊
一員
会
『
白
留
め
先
哲
』
【
臼

医
事
... 同
書
量
会
‘
暗
お
芭
+
九
年
-

O
匂

aa
--
m
+
=
'
A
管
水
唖
a品
質
例
傭
.
解
畦

-一軍・』

g
-
-
n
舎
の
.
，
-
a
a
B
さ
れ
る
ζ
&
と
な
り
ま
し
た
.... ，
 

m
k
'
e
a九
室
生
Z
U
じ
め
傍
---R
及
。
主
膚
局
長
A
.
会
員
也
管

代
表
L
Z
し
て
.
g
a
ma
-
之
島
ヲ
厚
〈
・
a
-
帽
し
土
げ
会
す
.

-

e
a
+
セ
‘
，
A
-
-
O
O
王
V惨
a
・
峰
e
g飢
a
s
m
-
三
0

・
m
e
民
ゐ
企
勿
捜
す
.
-
-
a
e
民
念
し
て
8
・
R忠
盛
期

A'haER

-
-
-
-
m
a
-
-
・
・
・
・
明
文
w
が
O
V
D
富
町
-
e
・
都
銀
賞
.

λ
周
'
Y
E
a
n
d
F
プ
ス
h
e様
"
し
a
t
q
岨
ぬ
何
+
'n

・
h
A
Z
w
に
a
M
S
れ
た
『
威
玄
.
入
"
h
』
e
b

e
に
a
t
鹿
島
e
m
え
盲
-
内
，
.
‘
恥
w
a
7
1
・
v
似
し
.
λ
円
・"
の
j

p
s
e
-
-
e
・
え
て
尽
・
し
て
い
S
T
.
-
R
a
v
償
制
で
.

-
a・
d
'
健
い
や
す
〈
伶
a
e
九
た
M
M
V
O
で
す
・
ζ
の
よ
a
，

h
ゆ
a
・
‘
.
‘
‘
伶
.，
L
z
e
し
賓
げ
ら
れ
た
U
鯵
彩
の
-
m
u
A
・
m

・
九
.
，
s
e
-
-
L
た
い
&
W
C
-
a
e
'
・
令
制
D
V
O
侃
勺
い

て
の
a
-
n
u
園
野
鳥
-
m
・
内
ω
m
・
問
い
合
わ
ぜ
〈
w
h
e
u
v
.
《
。

9
2
・
a
・
2
2
'
a
e
-
-
e
s
・
代
実
/
e
m
健
‘
》

-

-ZE--丸企宿舎
・
創
拘
'
m
m
川
鋳
三
が
絞
鹿
.
網

野
.
立
が
・
-
m
e
・
m
g
L
-
a
L
台、
-
w
a
'
の
'
協
力
の
も
と

鍾
専
に
・
宮
U
R
ず
る
こ
と
が
で
き
て
e
e
-
m
a
で
す
・
仙
沼
健
幅
闘
に

会
。
ε
-n・"‘
.. a
-
-
L
主
げ
e
z
e
-
-
《
拘

aww

-舞

軒

・
・
・
"
・
司

-
R
g
研
究
会

軍
総
-
m象
h
F
明
文
京
二
・

7
-

E
蛾
大
学
級
官
傘
"
田
C
績
向
野

研
究

-TE-。・
n去
三

向
鈴
鹿
E

-
R
l
"
K
R
プ
"
抑
制
，
ク
》

'"・
鵬揖

10 

淡
窓
研
究
会
会
報

成
宣
窃
の
助制
宵
線
神

古
川
骨
史
円
買
k
a
鴨
谷
般
債
.
関
陣
R
道
大

学
名
嘗
瞳
侵
・
栓
毘
怪
人
自
本

弘
占
会
副
岳
民
』

司-
m
R
量
人
・
と
い
う
舗
は
.
樹
園
膚
圃
F
a
・m・手

の
も
の
と
し
て
般
に
畑
ら
れ
て
い
る
が
.
咽
闘
に

免
立
。
て
司
恒
夫
M
e
-
m
心
に
説
い
た
人
に
.
現
在

骨
太
分
限
日
田
市
民
威
宜
値
&
い
う
傘
鴨
a
g
-
-
川
ふ

蝿
に
砲
で
.
=
一
乎
入
A
m
町
内
筋
合
級
雷
同
し
た
膚
畢
様

車
=
七
a
n
-
-
t
'
A
Z《
w
が
あ
る
.

4
黒
貧
邸
時
-
a
凧
宜
切
と
は
『
ミ
ナ
a
a
シ
』
『
コ
-
h
v

d
p
t
p
タ
3
0
シ
』
と
制
U
H
間
経
の
句
で
‘
こ
の

-ミ

ナ
ヨ
ロ
シ
』
句
ヨ
ト
ゴ
ト
ク
ヨ
旬
、
ゾ
』
と
い
う
と
こ
ろ

に
.
続
宜
揚
の
融
資
方
併
訓
躍
的
じ
示
さ
比
て
い
る
.

す
な
わ
ち
‘
軍
一
に
般
的
人
門
会
b
E
ま
な
い
と
い

う
B
併
が
う
ち
幽
さ
れ
て
い
る
.

E
a
世
帯
『
代
的
内
入
陪
王
手
余
人
、
E
砲
に
い

者
だ
吋
を
宜
ん
じ
た
の
で
惜
な
〈
.
制
使
き
も
飽
き
も

共
に
捨
て
が
た
し
働
と
祖
と
に
使
H
V
品
川
貯
な
ば
』
と

い
う
作
が
そ
の
『
い
る
措
置
旬
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

・
罰
す
れ
ば
.
蝿
才
も
弗
才
に
指
ら
ず
・
・
直
し
た
ら
し

〈
見
え
る
の
明
、
あ
る
.

直刷漏
淡
怒
没
後

百
五
十
年
僚
に
当
た
っ
て

贋
綱
盲
帯
四
庫
相
京
事
+
倣
贋
a
'
正
檀

出
罵
鼻
圃
岨
憎
た
聾
】

2
・
摘
は
圃
珊
輯
愈
世
撞
百
五
A
T
e
鎮
の
と
き
に
.

砲
元
胆
陸
相
代
後
円
検
世
k
し
て
瞬
暗
闘
さ
れ
た
宜
窓
で

あ
る
.
】
寓
編
棋
聖
役
最
百
五
+
年
に
当
た
り
ま
し
て
.
ニ

ζ
に
盛
大
な
る
式
典
会
殺
げ
て
頂
暴
走
す
ζ
ξ
.
子

量
と
い
た
し
ま
し
て
感
耐
に
信
唱
え
ま
せ
ん
.
厚
〈
揖

礼
を
・
L
土
庁
官
。
サ
e

『
人
.
荒
&
敏
う
ζ
&
を
畑
札
ぽ
‘
即
ち
膏
位
鎗
め

マ
し
て
成
り
‘
困
層
時
様
ぜ
ず
し
て
主
る
-
k
厳
軍
国

生
掴
金
通
じ
て
Z明
月
』
の
大
切
さ
金
書
え
.
円

昌
司
畢
曹
に
吻
た
り
ゆ
か
し
た
.
そ
珂
お
a
e
門
員
櫨

回
入
慣
に
目
附
駅
に
掲
げ
て
下
書
。
て
い
ら
札
宜
す
.
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え
ば
三
千
A
十
四
人
ぁ
。
た
と
さ
れ
て
い
る
が
.
そ

の
中
に
は
高
野
畏
担
、
ヌ
村
量
故
障
.
骨
ホ
奮
山
.

豊
三
割
、

亀
苔
官
軒
、
火
慣
曹
置
な
ど
の
念
闘
が
見

止
る
.
高
野
置
要
眼
績
修
骨
，
大
付
峰
R
郎
日
日
本

m
g
骨
蜂
信
者
.
崎
b
A
勝
山
は
院
移
智
・
飯
事
.
量

三
慣
は
-
m
'
s
・
'
事
.
.
 
‘
ω
何
者
軒
目
敏
宙
開
章
、

λ

m
-
n
a
旭
融

λ
・
問
手
働
帽
で
.
骨
m
h
効
円
捕
の
甑
ぶ

れ
で
‘
旬
。
t
.
な
か
で
も
昏
か
令
止
の
陪
僧
創
で
あ

勾
た
が
.
そ
の
よ
う
拡
植
車
品
百
人
に
e
m
-
R
園
町
門

金
闘
い
て
.
来
愚
者
は
田
市
ま
な
い
方
"
で
あ
A
V
た
の

で
あ
る
.

曹
三
に
、
候
宜
に
同
個
性
噂
圏
内
情
神
が
宮
意
書

れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
.
成
宜
舗
の
世
・
録
制
車
は
‘

蝿
値
幅
か
ら
抽
ま
m
y
.
順
位
、
一
掛
か
ら
九
・
ま
で
鼻

量
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
.
が
.
そ
の
各
量
が
ま

在
上
下
に
卦
か
れ
て
い
た
の
で
、
結
局
.
t
揮
で
十

‘
拘
置
を
働鍛
え
た
.
入
問
者
位
、

e
h
、
年
齢
.
地
位

の
い
か
ん
会
m
b
f
.
ま
ず
無
担
に
入
品
ら
札
た
が
.

二
れ
e
-
-
一
曹
訟
と
勧
押
し
て
い
た
e
与
の
主
舞
睦
に
揖

二
時
・
思
究
院
に
性
自
書
机
ま
し
た
の
が
.
ア
メ
9史

的
Z
S
1
2
1
ク
州
立
点
掌
助
教
慢
押
d
v
p
l
ン
カ

ツ
セ
ι
p
k
剛
畠
れ
ま
す
ホ
憾
の
方
で
ご
ざ
い
注
す
・

耳
鼻
息
忠
史
舎
学
ぶ
同
?
で
膚
蝋
渡
患
者
掴
り
.
縛
土

副
主
と
し
て
窃
究
す
る
た
め
，
一
九
八
七
年
に
畏
置

と
争
闘
に
S
崎
市
を
蹄
れ
ら
れ
.
-
w
の
慮
宜
闘
の
"
を

聞
か
れ
ま
し
た
白
そ
の
頃
の
庵
主
-
m
φ
島
氏
Mh
m

a
'
e
捌
か
札
、

-
ヶ
月
の
か
テ
ル
住
ま
い
で
・
橿
車

e
a
m
宜
聞
の
"
陣
.
触
-
同
舟
酔
な

r昏
し
〈
窃
究
也
管

検
川
リ
ら
れ
.
ア
d
p
U
3合
H
h
帰
m
.
五
@
か
か
a
v
て
見

・・情
念
a
'
e
量
得
書
れ
.
三
百
五
+
買
に
b
え
る
貫

主
"
し
よ
る
舗
博
士
副
賞
昔
日
悶
市
怯
断
に
街
"
喜
札
a

L
た
・
そ
時
貫
主
e
n
窓
踊
に
醐
献
す
る
の
は
々
か

指
か
m
L
〈
.
二
二
に
い
ま
す
掴
潮
来
+
一
代
ち
主

骨
・
圏
直
情
虞
誼
が
.
軍
扇
町
液
蛾
研
究
会
町
三
掴
'
己

先
生
民
鉄
領
、
見
移
に
翻
訳
が
出
来
k
が
A
V
た
の
が
.

こ
の
憎
み
で
ご
Z
い
也
事
会
'
・
市
畏
撮
が
ヨ
ピ

g
を
取
。

て
下
さ
い
ま
し
た
.

『
軍
軍
量
揮
に
通
す
‘
米
主
性
が
贋
a
曙
談
省
略
的
瞳
文
』

と
い
う
見
出
し
で
縁
関
に
報
噂
喜
品
、
a
骨
抜
で
=
ざ

い
ま
し
t
.
ミ
天
を
岨
〉
』
と
い
う
敏
憲
骨
厳
曹
関
車

掌
は
鍵
昇
に
通
じ
る
も
の
、
島
神
日
本
跨
で
臨
ん
で

み
た
い
も
の
』
と
筋
縄
日
報
遣
さ
れ
ま
し
え
.
市
民

睡
も
『
輯
E
骨
阜
掴
唱
が
係
閣
に
ど
の
よ
う
に
伝
b
A
V

て
い
る
聞
か
良
時
鰐
い
.
悦
聾
冨
軍
+
俸
と
い
う
E

匁
り
の
a
'
に
間
に
合
う
よ
う
に
し
た
い
』
t
・
8
れ

-
S
骨
公
写
蝿
a
h恰
鞍
W
柑
怖
が
〈
み
'
k
ら
れ
る
.

と
こ
ろ
で
塾
生
時
世
劃
と
し
て
悼
、
A
-
M
蝿

S

A
-
-
v
院
費
三
-
珊
緬帽

τ£
う
ど
ん
/
鎗
見
台
主

が
あ
。
ぇ

.n-需
品
-
l
v
来
世
《
句
飽
&
も
》

l
擾

玄
白
書
桂
0
.，わ
ら
ず
に
た
だ
睡
む
こ
と
だ
け
砂
曹

ぅ
.
-
2
)
揖
箆
l
軍
皆
を
綬
明
し
て
聞
か
せ
る
.
『
。
。
)

植
草
1
・
富
生
の
ひ
と
り
ひ
と
り
に
・
骨
の

-
酷
ず
つ

を
理
主
せ
る
.
-
4
〕

岨
鱈

I
由
轄
を
E
m
-
-
で
す
る
.

2-全
信
事
・

2
・習とも
ν
i由
接
の
宥
が
揖
瞳
e

a
釈
を
し
.
-
の
曹
が
そ
れ
に
買
摘
し
て
是
縛
金
編

曲
す
る
.
-
明
。
た
容
が
判
番
町
織
は
つ
〈
.
そ
の
よ

う
に
宣
楓
か
ら
a
p、
世
置
に
は
内
l
v
師
会
l

a

-
-
金
提
い
て
そ
の
-
み
が
酷
虎
司
く
す
ま
で
の
聞

r

時
金
押
る
.
-
2
v
Z
時
会
I
同
じ
時
間
内
に
x
-
e

A
1
〈
る
.
-
s
v
咽
旗
開
り
1同
じ
崎
間
内
に
園
。
。

字
ば
か
り
の
槙
宜
の
自
主
に
泡
m
v
点
、
判
脱
B
属
生
直

寸
.
A
4
v
・
量
1
書
適
時
世
・
.
以
K
8
・
聞
が
色
。
。

p
z
 以
上
E
帽
同
寓
実
と
闘
稽
町
民
事
で
車
第
点
金
止

と
と
伝
且
捧
に
な
る
が
、
こ
の
『
依
』
量
削
す
た
暗

に
は
揖
壇
t
g
通
過
L
U
〈
Z
は
な
ら
な
い
・
楠
噛
陪

今
8
の
ロ
浮
世
閣
で
.
先
生
針
生
轄
の
単
強
会
見
だ

か
ら
瞳
昆
k
も
有
っ
た
.
生
提
出
‘
こ
時
醜
揮
‘
世

裏
、
南
信
時
三
つ
&
月
々
重
ね
て
鰍
掛
か
ら
-
離
の

rr
へ
、
=
置
の
上
h
と
い
う
ぐ
あ
い
で
進
離
し
て
ゆ

く
わ
"
だ
が
.
横
車
は
と
ど
こ
お
り
な
〈
潜
睡
す
る

て
い
玄
し
た
が
.
企
画
軍
畔
A
Y
て
.
思
〈
出
来
上
が
り

ま
し
て
.
時
舗
の
酷
事
位
も
再
び
結
晶
え
さ
せ
て
薗

き
a
輯
・
し
上
げ
去
す
.
玄
た
、
後
患
の
投
聾
百
五

十
年
鎮
区
当
た
り
一
ま
し
て
.
自
執
は
腐
綱
引
串
の
女
と
し

て
予
轟
と
し
乏
し

τ.
震
排
出
胃
屈
に
お
缶
え
働
申
し

上
げ
た
き
二
K
M
U
ご
ざ
い
ま
す
.

時
a
n
.
，
圃
草
の
酷
書
で
、
躍
で
お
直
に
お
・
・
り

い
た
L
ま
し
た
.
ぞ
即
時
、
‘
4
・

a
貴
a
m
掴
民
の
車
』

t
い
う
曹
か
ら
自
制
直
に
両
刷
、

憧
嗣
ど
耳
石
の
園
田

圏
に
.
a
m
e
-
-
し
と
'
x
d
F
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
寸

創
建
砂
、
個
に
怠
令
て
い
ら
a
v
し
ゃ

6
9内
抑
制
刷
い

-
m
檀
ド
圃
い
て
み
ま
し
た
が
.

0

知
ら
な
い
と
'L

S
す
の
で
.
そ
れ
は
図
面
に
札
ん
で
い
な
い
の
で
、

温
績
か
b
し
れ
ま
ぜ
ん
と
聴
い
念
し
た
が
.
.
 ，円
と

し
て
瞳
え
て
め
げ
晶
師
檀
と
思
い
.
指
輔
副
会
い
た
し

ま
し
た
ら
.
と
て
も
富
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
・

-
こ
れ
位
、
世
'
S
先
生
の
遭
置
で
す
よ
.
因
分
は
幼

少
の
頃
よ
り
俸
が
困
層
〈
.
伺
闘
も
耳
由
よ
う
な
自
民

通
い
な
が
ら
セ
+
王
家
ま
で
も
主
き
ら
れ
た
の
は
‘

揖
ア

H
が
a
A
W
の
命
と
引
き
か
え
に
昆
の
躍
命
&
続

.
し
て
出
車
し
、
暑
に
は
仏
門
品
λ
り
、
二
LY--V4

で
、
う
つ
る
唱
と
如
9
h
ゆ
が
ら
鼻面干
の
燭
障
の
綬
踊

念
し
.
-
R
に
亡
〈
な
ら
れ
た
お
府
搬
の
種
金
適
う
よ

う
に
し
て
.
亡
〈
な
。
た
蝉
7
習
の
企
.
が
買
巴
遍

E
.
圃
胃
い
体
町
胸
骨
問
、
ζ
う
し
て
ゑ
令
舎
が
出
来

た
の
だ
.
む
と
む
と
自
分
剛
体
が
嶋
か
A
V
た
え
め
に
.



六

蹴
の
務
宮
命
会
長
わ
き
e
t
.
二
の
樺
い
は
.
量
の

毛
-
窓
世
本
引
き
撞
い
て
4

・
a
の
も
は
尽
害
て
も
悔

み
は
尽
き
な
い
と
い
コ
融
を
揖
し
て
‘
理
置
を
鎗
m
a

湾
捕
え
な
い
よ
う
に
。
品
酔
秋
子
Aア
4
の
車
に
刻
み

こ
み
.
棋
乎
叩
宜
A
T
停
車
を
官
事
せ
た
短
俸
の
卜
-

舟
守
将
位
理
ら
白
人
と
な
今
て
い
る
の
で
す
.
'
a
石

に
位
験
，
ず
の
色
々
な
掛
捕
令
書
い
た
種
、
関
串
軍
司

曹
に
く
れ
ぐ
れ
も
-
m
い
聞
か
せ
お
く
.
ζ

申
一
介
の

土
に
な
。
た
秋
子
の
た
め
に
.
居
型
車
内
識
が
今
か

ら
百
年
桂
、
二
百
等
桂
、
一
棋
の
耐
を
注
い
で
〈
九

る
で
み
る
う
か
と
思

-Z
よ
〈
よ
〈
量
い
聞
か
ぜ
お

く
.
様
車
駄
冬
‘
貴
J
h
b
却
を
供
え
て
.
必
ず
供
韓

t
し
て
〈
れ
る
よ
う
に
と
の
綿
々
た
る
お
曾
離
が
割

み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
令
J

と
.

単
位
曜
い
で

S
9掌
L
て
二
札
を
知
り
.
お
還
に

器
移
り
し
濠
す
血
に
穫
が
箆
れ
、
通
宮
を
其
行
せ
ね

ば
m
L
R
な
い
k
量
制
い
九
し
ま
し
た
.
主
人
の
許

し
を
得
τ
輩
記
仏
置
を
買
い
.
枇
子
持
め
圃
層
圏
ご
尭

摘
舗
に
対
し
草
し
て
、
お
食
不
を
や
二
め
て
お
棋
え

さ
せ
て
揖
い
て
い
ま
す
.
お
か
げ
障
に
て
.
八
十
聞

才
に
な
り
ま
し
て
も
元
気
で
ご
守
護
金
械
き
感
創
で

ご
ざ
い
去
し
て
.
設
積
百
五
十
億
宇
都
の
い
ろ
い
ろ
お

ゐ
時
二
も
れ
る
イ
ベ
y
ト
が
ゐ
り
、
前
家
に
は

-
粧

の
零
が
あ
"
す
ま
す
が
、
未
だ
回
聞
い
た
事
が
ご
ざ
い
寝

せ
ん
で
L
た
が
.
今
嗣
.
一
世
拘
置
守
相
指
車
戸川方
が

お
出
で
掴
き
ま
し
て
、
夜
祭
の

2
-
-園
川
の
う
た
』

肢
は
昭
和
也
ム
T
2
2
.
昭
お
玉
飯
干
の
橿
定
敏
創
刊
.
，
に
『
湾

管
鱒
』
を
眠
晴
、
問
拘
七
年
七
月
二
十
ニ
臼
田
成
宜

廻
に
対
す
る
簡
の
虫
跡
指
定
.
同
和
二
十
エ
呼
ト
R

↑
八
日
時
小
西
量
虹
鱒
玄
に
よ
る
輔
嘩
旗
、
昭
和
=

+
四
等
六
月
九
曾
の
昭
和
天
阜
の
厳
宜
蝿
へ
の
行
晶

A
皐
太
子
殿
下
.
妃
殿
下
の
h
a
M
M
砲
駒
田
-
u
守
九

nu

な
ど
が
あ
る
.
大
正
初
期
m
w
談
鰍
祭
路
市
町
主
情
で

執
行
さ
れ
た
.
先
園
祭
と
し
て
先
曹
三
+
=
4
を
合

同
供
奏
す
る
こ
と
位
な
。
て
い
た
の
で
あ
る
.
し
併

し
い
つ
の
間
に
か
0
・
断
し
て
し
ま
っ
た
.
手
雄
九鉱ゃ

か
ら
車
談
曜
会
が
主
価
し
て

3
配
惣
扱
』
と
し
て
種

情
し
、
県
在
に
壷
A
V
τ
い
る
・

昭
和
三
+
軍
+
-
R
E
自
の
談
窓
百
年
祭
で
は
、

公
会
堂
で
式
典
を
持
縫
い
‘
京
錦
木
守

・
下
経
理
吉

敏
授
が
織
訴
し
、
祭
主
を
徳
富
蘇
峰
が
帯
せ
、

-Z健

康
大
医

・
情
捕
聾
吾
に
よ
る
時
抽
の
テ
1
プ
を
聴
い

た
.
答
傘
な
軍
師
同
窓
・
輔
倉
文
央
に
よ
る
揖
軍
胸
像

が
伸
銀
事
れ
、
三
千
四
百
郁
骨
体
置
持
二
行
・
・
が
印

刷
鋼
帯
さ
れ
た
.
槙
意
図
・
・
却
や
開
鞠
棺
も
嵐
暁
策

さ
れ
.古
川
克
己
事
『
虜
讃
様
車
』
が
幽
脱
さ
れ
た
.

様
曜
百
年
集
桂
は
、
掛
愚
金
は
中
だ
る
み
舟
状
睡
と

ん
妙
。
た
た
め
、
有
志
ら
同
冨
円
出
也
知
を
院
み
、
昭
和
問

+
究
第
+
一
月
に
弁
上
檀
巳
民
都
練
横
‘
窃
究
結
言
明

荒
』
が
期
利
害
れ
、
廃
車
三
十
回
。
ま
で
餓
創
刊
し
て

い
る
.
昭
和
主
十
六
年
の
桜
草
生
誕
二
百
串
簡
で
は
、

先
の
弁
上
正
が
健
志
鼠
積
金
行
な
い
、
各
補
擁
置
金

。
般
車
の
旬
開
制
欲
E
A
つ
あ
主
的
丹
今
を
ご
演
膏
血

含
ま
す
こ
と
.
先
鮒
阻
む
担
問
ば
か
り
お
喜
ひ
か
と
存

じ
ま
寸
.
二
時
白
"
の
た
め
に
作
働
者
し
て
前
き
ま
し

て
心
か
ら
感
耐
を
巾
し
上
げ
注
認
す
.
国
元
正
使
先
生

時
『
成
宜
却
の
霞
傘
"
で
は
.
成
貰
鳴
由
往
時
め
蝿

予
が
相
棒
と
し
て
得
。
上
が
9
、
島
組
人
形
の
ま
る

で
生
き
て
い
る
よ
会
な
仕
酷
《
し
ぐ
さ
】
の
薄
暗
ら
し

さ
に
.
ニ
・
り
ら
が
串
b
J
'
引
e
込
ま
れ
て
ゆ
〈
よ
・
フ

で
し
た
.

来
惨
め
e
.
閣
の
頃
.
お
ひ
な
集
り
に
は
、
車
手

町
静
岡
金
掛
暗
に
於
て
.
間
竿
の
如
〈
‘
た
〈
さ
ん

必
起
人
形
が
蹄
ら
れ
ま
す
が
.
今
度
目
.
世
忽
先
生

と
鞍
予
措
曹
の
入
車
金
制
ち
.
こ
の
た
め
に
大
き
な
2

1
ナ
ー
を
用
寧
し
ま
す
と
阜
さ
れ
.
今
か
ら
た
の
レ

色
"
で
、
感
謝
ゆ
L
上
げ
て
い
事
す
.

a
a
u
、
高
に
障
に
&
り
が
と
う
ご
E
い

*
す
.

が
催
さ
れ
.
大
久
保
正
尾
署
『
談
車
続
本
』
が
出
版

さ
れ
た
.

被
曹
の
詩
碑
に
つ
い
て
は
、
大
正
入
管
+
二
月
に

『
体
遺
純
二
行
書
"
を
高
車
悦
量
が
成
宜
閣
に
撞
て
.

昭
和
五
十
二
年
に
成
宜
樋
の
使
持
経
H
h
『
休
遭
師
三

行
事
』
在
建
立
L
た
.
a
E
検
車
会
が
瞳
立
L
た
蹄

幽
停
は
‘
昭
島
田
+
七
悠
三
月
に
『
観
量
-
が
聾
眠
山

w
h
.
岡
崎
和
四
十
八
第
五
月
に
s
m
川
蝉
隊
』
が
能
回
開

企
民
曲
聞
に
‘
酬
噌
陶
限
十
九
修
三
月
に
『
放
生
岳
h
d
m

大
麻
宵
境
内
.
昭
和
五
十
二
等
ニ
月
に
『
江
H
む
が

m
T
ノ
島
公
園
醐
内
.
硝
和
軍
+
三
年
芳
一
月
民
情
帰
省
主

が
学
授
捧
入
治
昆
昭
和
学
園
別
主
w
-
v
一
豊
岡
]
昭
和

五
十
五
年
+
一
月
に
』
朝
車
浄
貌
』
が
月
限
公
園
に
.

昭
和
主
十
六
年
L
r
t
n
に
『
隈
川
健
夜
挽
h
M
伊
竹
関

公
嵐
広
.
昭
和
六
十
等
-
-
一月
に

『世
帯
-
m-
が
管
太

夫
現
内
に
.
事
成
随
修
学
三
一月
に
司
嗣
巾
A
宙
線
舟
間
輸

が
爆
舟
祉
に
、
平
成
主
年
+
一
月
に
奇
跡
相
馳
軒
慣
が

盟
関
-
心
属
傍
K
.
平
底
七
年
三
月
に

2
Z
除
勧
掛
E

刷
業
、
が
俗
・
野
川
沿
い
に
、
本
成
九
年
三
月
に

=
円

睡
眠
観
軍
』
が
港
町
児
貴
公
却
に
抽
寝
耳
さ
札
.
事
総

十
西
年
十
二
月
に
は
『
甚
樹
』
が
副
争
率
公
民
臨
院
に

湾
立
さ
れ
た
.

様
車
に
騎
す
る
融
碑
に
つ
い
て
は
.
昭
和
四
+
ニ

停
に
自
圃
市
初
代
私
書
市
民
と
な
っ
た
弁
K
E
立
の

官
官
圃
四
民
よ
A
Y
て
a
m
宜
団
副
古
弁
戸
暢
に

p
e
a
w
か
に

艇
札
ば
み
な
宜
L
と
う
J
h
加
。
て
成
宜
留
と
ほ

日
目
に
お
け
る
淡
窓
研
究
会
の
経
緯

研
修
会
.
バ
ス
e
チ
ャ
ー
タ
ー
L
て
ゆ
か
ゅ
の
地
の

際
紛
富
“
"
の
長
時
大
同
館
崎
構
幽
"
な
車
、
市
内
町

横
婚
家
.
ゆ
か
り
の
今
院
主
砲
噌
袋
体
唾
専
念
-

h
也
事
的
見
4
p
・
会
員
に
よ
る
研
究
尭
a
R
.
月
=
窃
蕗

想
念
唱
E
-略
8
m
m
曹
の
旬
日
韓
噂
a
賃
』
の
蝿
睡
眠
金
お

=
+
b
ゅ
の
'
"
a
v
師
同
珊
掴
国
&
行
な
っ
て
い
る
.

鉄
塩
漬
文
由
民
の
u
m
車
告
の
梅
場
者
陪
掛
択
党
夫

文
化
酎
偶
査
書
員
長
1

司
会
迦
特
ほ
野
田
高
巴
刷
会

費
で
.
節
理
的
テ
考
ス
ト
は
佐
藤
貞
夫
市
醜
掴
買
が

m
置
し
、
テ
キ
ス
ト
骨
内
容
解
釈
、
住
駅
‘
融
関
な

ど
団
事
前
に
豊
島
寛
民
が
m
備
し
て
い
る
・
初
代
指

噂
曹
は
元
佐
賀
K
教
綬
で
あ
勺
t
w
園
町
助
問
部
敏
膏

華
民
E
買
で
あ
。
た
.
を
し
て
厳
宜
圃
帽
解
説
者
を
し
て

い
た
艦
砲
0
・
晃
檀
体
草
庵
主
へ
と
時
り
、
現
在
に
E

A
V
て
い
る
.
こ
の
活
動
は
.
昭
和
六
↑
二
信
ゃ
か
ら
酬
明

世
ま
で
続
い
?
で
い
る
・
道
徳
で
は
K
性
的
書
加
者
れ

多
〈
.
積
出
情
的
に
自
ら
艇
も
う
と
す
る
人
b
m
F
品
た
.

長
崎
大
学
再
発
上
謀
甚
瞳
授
が
『
続
窓
日
記
』
舟
解

艇
・
を
曲
さ
れ
た
が
.
通
市
甲
で
車
置
寄
れ
た
の
陪
曙

患
で
あ
る
.
と
も
あ
れ
、
a
健
様
車
金
で
は
ζ

叩
『
検

曜
日
白
鳥
』
を
岨
臨
み
過
そ
う
と
欝
め
て
い
高
。

事
て
、
東
京
桜
草
研
究
会
《
賓
続
宗
家
+
一
像
"

緩
a
e
会
き
か
ら
会
保
申
創
刊
号
念
い
た
だ
き
、
大

量
心
強
〈
障
し
〈
思
-一九
東
京
談
窓
研
究
会
位
、
a

g'の
曹
脊
学
会
で
宙
開
名
な
d
e
川
雄
博
士
吉
円
一
心
拳
会

長
V
に
虜
頒
正
植
民

a・m
・-+健

-一x
a
b
a
-
大
館
"
が
主

位
置
曙
腫

ご
臨
門自
問
暁
愈
会
副
会
喪
〈
後

軍
世
聾
百
五
十
億
守
犯
$
g軍

費
行
番
員
会
金
畏
}
】

務僚の鎌・桃子 fアリ》の梼

11.写実".・u，，.lI:lt供、

自
問
淡
忠
告
の
起
こ
り
に
つ
い
て
そ
の
範
帽
を

述
ベ
る
.
決
意
の
犬
舎
な
命
売
を
悼
し
た
沼
田
郡
敏

W
会
の
方
々
が
『
炭
取
揖
』
を
量
二
L
‘
絞
揮
を
偲

ぴ
、
そ
の
顕
暢
に
努
め
て
き
た
の
は
渇
然
町
主
り
ゆ

き
で
め
っ
た
る
う
.
昭
拘
三
+
年
+
一
月
一
自
に
『
淡

軍
百
年
聾
』
を
企
前
・
実
態
す
る
ζ
と
と
伝
令
た
.

こ
の
碕
期
的
な
失
事
車
内
実
現
を
附
畏
は
じ
め
童
市

民
が
快
躍
し
.
『
被
憲
章
-
を
根
立
し
た
の
で
あ
る
・

本
幸
町
燈
首
位
、
句
宣
明
圃
咽
様
曜
の
車
曲
曹
を
甑
働
W
L
.
E

〈
訟
原
宜
掴
の
瞳
省
内
輔
紳
を
局
揖
し
、
そ
れ
を
以
っ
て

主
化
の
興
践
に
寄
与
守
る
ζ
と
を
信
的
と
す
る
』
と

な
。
t.
前
俸
の
昭
和
二
十
九
年
+
一
月
の
こ
と
で

あ
る
・
そ
し
て
、
市
葺
を
岳
民
と
し
‘
東
京
悼
む
め

企
悶
に
呼
び
か
吋
た
.

百
年
続
以
前
向
車
車
な
出
来

g
と
し
て
は
、
大
軍

二
年
七
月
十
ニ
a
"
の
幅
値
同
揖
吉
岡
郎
敏
省
再
会
準
曹
、

大
臣
+
四
年
十

-n一
院
の
七
+
格
車
A
m
e
w
会
主

組
里
丘
び
+
こ
』
の
『
核
軍
全
集
L

骨
上
.
中
、
ド
金

三
容
出
版
A
B
損
傷
鰐
敏
宙
開
会
.
&
。
必
み
に
度
婚
家
喝
樋
脱
出

名
づ
吋
哀
し
け
h
U
』
と
い
・9.
め
ら
ら
官
厭
人
で
大

分
大
学
畏
で
ゐ
っ
た
花
関
大
玉
臨
時
和
置
の
碑
が
建

て
ら
れ
た
.
昭
和
問
十
九
年
二
月
に
は
『
続
強
い
ろ

は

-
Zの
司
範
幸
、
蝿
き
も
k
b
に
揖
て
が
た
し
織

と
届
と
に
置
い
わ
け
な
ば
』
の
続
患
の
鉄
骨
が
慮
宜

小
学
校
に
百
修
舟
生
徒
企
L
て
建
立
さ
れ
た
.
貰
大

白
古
川
哲
史
情
念
は
局
本
土
叩
惜
青
白
眠
と
し
て
狽

え
て
い
る
.

ま
え
‘
ニ
の
十
年
間
に
お
い
て
は
.
日
開
地
臓
の

膏
悠
翼
車
箪
有
患
が
世
曹
を
町
づ
〈
り
の
中
餓
と
し

て
地
域
祷
性
化
時
島
町
興
を
図
る
』
』
と
を
目
的
と
し

て
.
談
窓
会
に
企
積
約
に
協
力
し
て
.
官
会
担
助
は

む
と
よ
り
活
動
的
土
体
と
な
っ
て
活
動
し
た
-
槙
揮

門
下
生
入
門
担
聞
を
-
々
〈
勺
て
.
成
宜
濁
争
県
大
肉

離
金
を
続
け
た
り
、
集
輩
哲
副
首
、
ヲ
レ
ピ
幅
四
社
長
・

虜
漏
遺
耳
佐
藤
禎

一
文
部
審
議
官
主
の
敏
え
子
で

あ
り
a
R
の
詠
草
、
中
央
大
伊
醐
学
長
・
戸
田
修
三
な

r

e
描
い
て
揖
撹
金
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

阿
蝿
し
、
世
が
か
り
な
研
究
大
企
を
問
自
も
企
醐
L

t
.
棋
患
の
テ
レ
ピ
《
立
喜
作
製
ゃ
い
ろ
田
敏
カ
舟

タ
犬
舎
な
ど
を
企
麗
し
て
い
AY
た
.
二
の
よ
う
な
自

の
覚
め
る
よ
う
な
館
企
画
で
天
下
に
聾
患
の
各
会
知

ら
し
め
た
の
は
す
ば
ら
し
い
二
と
で
ゐ
。
t
.
テ

ν

ピ
陥
車
検
の
晶
画
、
い
ろ
は
眠
の
a
N
ル
タ
同
学
校
や
公

民
薗
に
容
圃
さ
れ
た
.

根
窓
会
の
主
な
修
習
指
動
と
し
て
、
配
車
虜
演
会
.

a

E
e
家
益
出
時
世
相
睡
る
に
し
た
が
A7て‘

金
留

に
置
が
り
、
揮
学
ば
か
り
で
は
な
〈
、
医
竿
.
偏
掌
.

碍
豊
-
a
g
対
象
に
多
蟻
な
蝿
憶
を
み
せ
晶
.
敏
禽
者

・

学
習
者
申
必
製
に
応
じ
て
箇
置
が
股
立
さ
れ
‘
通
訳
さ

れ
て
い
っ
た
・
初
旬
離
宮
同
時
段
階
か
ら
高
度
の
学
問

漢
で
、
-
E
e
編
民
に
益
還
す
る
4
k
で
身
に
つ
り
る

こ
と
が
笥
龍
で
あ
っ
た
.
遊
学
の
世
罪
で
あ
る
・
政

の
魯
に
静
る
園
田
に
.
紹
介
絞
酌
保
健
人
F
a
時
抗
ば
.

そ
の
こ
と
が
可
能
で
め
る
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
て

い
た
の
で
あ
る
.
い
わ
ば
企
倒
的
に
広
が
っ
て
い
た

魯
合
体
が
近
世
町
教
育
由
車
製
な
鯨
分
を
揖
勺
て
い

た
の
ぞ
あ
る
.

こ
う
し
た
盤
的
世
界
世
明
抽
期
以
降
、
そ
の
瞬
造

的
境
位
を
伝
換
せ
ざ
る
を
え
な
〈
担
る
.
企
置
を
覆

う
近
代
学
製
品
@
脊
制
度
の
場
λ
に
よ
っ
て
で
あ
る
.

以
桂
.
教
育
の
袋
鼻
台
目
敏
富
岡
輔
皮
の

O
で
属
関
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
.
輯
脊
宜
伸
従
連
も
そ
の
方
向

ι

転
じ
て
い
く
し
、
-
曹
は
敏
a
"
の
厳
史
か
ら
禍
え
る
.

し
か
し
量
陪
繍
醸
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ゆ
輔

E
に
所
属
す
る
小
形
生
や
中
学
生
が
、
学
校
以
外
の

唱
で
.
-
R
学
、
真
倍
、
歯
切
な
ど
を
学
習
す
る
漆
が

昆
ら
れ
る
ζ
と
と
な
る
.
-
曹
の
睡
岨
慣
で
ゐ
る
.

他
方
、
畠
は
例
措
+
修
代
に

λ
る
と
置
し
い
揮
を

誼
揮
す
の
が
見
畳
げ
ら
れ
る
.
中
等
・
高
等
教
育
に
賜

わ
る
教
師
婚
が
霞
け
た
畠
で
あ
る
.
塾
生
は
4
E
e
旬
、

高
等
級
宙
開
を
畳
け
て
い
る
者
た
ち
で
あ
A
V
た
.
お
に

畳
に
枇
任
在
要
摘
し
て
快
艇
を
い
た
だ
き
.
さ
ら
に

車
ど
も
E
ご
録
申
潤
い
古
川
世
史
先
生
も
会
員
L
と
な

ら
れ
、
震
m
勘
泳
、
小
久
保
明
措
開
先
生
の
ご
e
m

e
組
問
、
骨
h
H
た
る
方
々
を
擁
し
て
の
決
意
書
と
い
え

よ・フ
-
宥
川
鎌
先
生
時
ご
手
島
が
石
川
島
文
郎
先
生
面

雀

X
慮
"
袋
、
居
間
心
朱
会
理
・
・
長
切
で
.
a
R
雄
氏
の
聾

臓
に
よ
っ
て
、

B
簡
の
様
車
設
桂
宮
王
+軍・
t
m
で
民

意
揖
揮
を
い
た
だ
い
た
.
玉
川
大
学
の
小
原
筒
賀
，

酎
陣
二
代
学
長
に
よ
っ
て
点
貧
困
駄
血
曜
の
レ
プ
臼
ツ

カ
が
唖
竃
喜
れ
て
い
る
の
陪
周
知
の
こ
と
で
ゐ
る
.

さ
ら
に
‘
羽
仁
ら
と
子
氏
自
白
磁
傘
慣
に

h
『
体
適

時
町
駅
』
が
あ
り
‘
命
"
は
車
。
て
い
る
も
の
の
二

億
輔
が
線
。
て
い
る
.
a
m
検
車
金
の
m
m
m
A
R
E

が
調
査
し
て
‘
式
決
で
は
目
凶
少
修
少
女
合
唱
鑓
に

よ
っ
て
、
こ
の
『
体
遺
制
刊
の
量
動
』
が
欧
b
れ
、
一

同
に
感
銘
を
与
え
込
f
・・

研
究
釣
な
閣
誕
の
強
い
串
ま
り
で
あ
る
車
京
波

書
思
研
究
金
と
地
臓
に
檀
ざ
し
た
a
田
揖
受
話
活
動

に
到
し
て
.
亡
き
後
車
先
生
も
さ
ぞ
や
お
喜
び
の
こ

と
と
皐
わ
れ
る
.
し
か
も
東
貰
悼
碑
寧
会
で
は
故
宮
市
γ

加
伏
先
生
の
曹
に
書
〈
の
若
い
研
究
者
が
次
々
と
現

れ
抽
め
、
日
間
接
曹
量
の
忠
ど
も
に
と
っ
て
、
9

・
の

上
も
な
い
よ
る
二
び
で
あ

p.
心
摘
さ
を
世
え
る
.

小
学
隼
が
対
象
の
与
と
も
ゐ
9
t
.
こ
れ
ら
の
艶
の

特
色
位
、
軸
舗
が
特
に
融
制
押
な
ど
を
教
え
る
の
で
は

な
く
.
島
生
た
%
の
由
市
聞
な
修
習
に
書
ね
ら
れ
た
二

主
で
あ
っ
た
.
二
時
穂
町
島
町
帯
名
な
も
の
は
.

8

本
中
学
授
の
杉
商
量
耐
の
斡
岬
貯
墨
‘
今
井
橿
揮
の
補

強
盤
、
中
村
彦
二
時
成
睡
眠
魯
な

rで
あ
っ
た
.
や
が

て
稿
離
働
置
を
録
量
に
し
て
a
e
'
揖
蝿
隼
腔
が
、
成同唖

聾
が
ら
成
肺
駒
市
央
曹
学
校
が
生
虫
れ
る
.
こ
の
ニ
つ
の

学
綬
は
-r
E
新
世
省
関
連
動
的
先
臨
け
し
と
な
る
の
で
あ

る
.明
治
相
耐
令
通
じ
て
、
学
校
鞍
膏
酬
症
の
蓋
慣
が
寸

す
み
‘
明
惜
京
か
ら
犬
正
拐
に
か
け
て
.
州
T
a
-
-
ψ
授

の
λ
学
院
骸
M
F
厳
し
さ
を
加
え
て
い
く
.
そ
の
状
視

に
対
応
し
て
.
畳
最
情
舗
の
た
時
の
傘
曹
・
置
が
出
掛

す
る
・
さ
ら
に
.
m
唱
和
期
に
入

m.
費
量
級
φ
陪
止

り
激
化
し
.
年
校
で
は
貴
曹
の
た
め
の
輔
値
離
W
4
r
.

校
外
で
は
修
習
塾
な
ど
が
滑
大
L
て
い
っ
た
・

い
わ
ば
、
学
校
教
育
制
度
と
島
由
世
界
は
揖
移
し

な
が
ら
日
本
の
敏
宙
開
を
怒
。
て
き
た
.
そ
し
て
換
問

に
量
っ
て
い
る
・
瞳
育
の
こ
置
網
鳴
を
固
形
成
し
た
の

も
灸
い
腸
宜
主
の
関
わ
り
が
あ
。
た
の
で
あ
る
.

司
畢
の
水
時
』
は
聾
抑
健
史
時
デ
ク
サ
y
e
描
い

た
に
す
ぎ
な
い
.
細
き
捜
し
は
喜
々
あ
る
.
例
え
ば

昌
平
冨
学
随
所
と
畠
.
寺
子
島
と
鞍
押
鑓
係
な
ど
で

あ
る
‘
今
聾
の
幡
町
属
と
し
た
い
.

「
盤
の
水
脈
」
に
つ
い
て

小
h
m
嘩
明
治
{
武
蔵
野
興
情
大
学
名
機
敏
控
}

エ
O
O
Z
停
+
二
月
三
8
.
東
京
畿
電
硝
究
会

で
、
仙
罰
著
『
艶
の
水
源
』
に
つ
い
て
持
幾
書
せ
て
い

た
だ
い
た
.
以
下
町
文
畿
は
を
の
褒
置
と
若
干
の
悼

足
で
あ
る
.

『盤
町
水
園
都
』
は
、
近
也
か
ら
昭
和
朗
期
ま
で
の

聾
の
ぼ
貴
金
遣
。
た
も
の
で
あ
る
・
輯
備
怒
沼
明
究
舎
か

ら
最
初
回
曹
究
買
を
い
た
だ
い
た
時
民
.
金
量
の
石

川
股
先
生
か
ら
、
際
臨
時
膚
編
世
慾
個
人
で
も
、
略

的
反
史
全
般
で
も
自
胤
闘
で
あ
る
と
い
お
れ
て
い
色
.

a
酬
の
水
眠
'
位
陣
周
時

一
障
で
め
る
と
息
。
て
い

る
.畢
措
置
世
a
n
k
指
生
す
る
.
近
世
偉
学
時
揖
帥
闘

に
と
も
命
令
て
.
軍
縮
で
属
学
会
考
究
し
て
い
た
人

た
ら
に
よ
っ
て
楓
か
れ
る
.
松
ゑ
尺
王
位
彰
敏
鮪
と

い
う
恥
串
・
を
設
立
L
.
桂
に
揖
晋
宜
と
な
っ
た
・
こ

の
塾
同
明
拾
単
ば
ま
で
符
粧
す
る
.
他
方
、
林
諸
山

は
穂
川
軍
艦
車
広
招
輔
さ
れ
.
江
戸
に
仲
停
車
聾
ι
官
官
ん

で
い
〈
.
耳
府
と
い
う
権
力
に
よ
っ
て
脇
陣
事
抗
て

い
〈
盤
町
家
畢
と
い
う
範
帽
に
入
9
.
車
塾
が
忠
人

民
よ
っ
て
遍
官
主
れ
て
い
〈
の
と
は
異
な
っ
て
い

る
.
葎
に
敵
多
〈
設
立
さ
れ
る
帯
僚
に
も
車
齢罰
金
陣

う
む
の
が
見
ら
れ
る
.

淡
帯
血
漢
院
時
紀
行
二

向
野
康
江
【
繁
雄
大
孝
副
明
敏
慢
日

前
寺
で
取
り
上
げ
た
扱
働
時
的
酔
『
過
山
由
民
民
主
駄

月
繁
盛
』
の
『
原
生
』
と
は
探
古
車
《
以
時
省
岨
喝
左

記
す
)
の
こ
k
で
あ
る
.
今
画
ほ
『
滞
開
腹
蹄
齢
初

錨
轡
土
』
の
『
瞳
原
念
覇
』
と
「
康
宏
府
組
関
立
諜
績

見
肪
』
に
眉
開
し
た
.
銀
士
繭
と
は
琢
古
担
.
畢
菰

と
は
そ
の
揖
の
二
と
で
ゐ
る
.
古
処
は
明
和
周
年
=

セ
ポ
主
に
歎
月
輔
女
・
手
騒
甚
長
橋
庚
後
の
世
"
に



七

生
ま
れ
.
+
穴
睡
で
般
学
園
柵
古
館
教
授

・
原
担
高
司

養
子
と
な
り
.
+
λ
離
で
サ
薫
画
に
人
集
し
て
亀
第

開
真
に
輔
e
L
た
・

亀
弁
門
下
め
偲
頁
王
時
一
人
‘

明
に
時
停
に
量
れ
.
『亀
主
席
掛
』
と
解
さ
れ
た
L
C
い

合
.
と
ζ
る
が
畏
噛
は
、
父
古
品
自
身
の
蹄
で
は

な
〈
.
世
忽
の
抽
H
a
m
探
企
溜
』
を
宜
伸
務
碑
に
掴

ん
だ
e
な
ぜ
か
・
古
島
骨
身
民
怖
が
館
-z
t
時
か
e

秋
月
源
卓
aw
の
古
絡
の
菖
浴
車
輔
副
に
蝿
ま
れ
て
い

る
憤
融
制
の
内
容
に
銀
づ
〈
人
は
そ
・
フ
事
〈
は
ん
惨
か
ろ

う
.
し
か
も
割
跡
は
も
う
耐
え
か
か
っ

τい
る
・

飽
源
主
購

匝
発
事
嵐
噛
制
撤
慣
承
車
関
調
停
毘
挺

街
中
韓
紙
袋
骨
直
曲
軍
膏
踊
持
軍
世
間

、銃
み
下
し
宜
-

嗣
押
念
車
に
叫
阿
る

捧
旗
開
の
暴
風
舗
m
a
開
会
晴
ら
す

思
そ
承
吋
自
《
O
ぴ
》
醐
-
ま
じ
v
る
崎
医
師
漉

韓
中
的圃
陣
取
後
い
て
抽
宵
拘
尽
き

唱

《た
Nhv
覇
防
的
悦
問
に
高
つ
る
合
物
納ワ

同現
代
指
訳
】

脈
セ
肩
に
岡
崎
晶

梅
苑
A
休
却
緩
や
の
拠
a-
骨
盤
守
革
が
楓
掻
《
織
に
ぶ

ら
下
げ
る
玄
の
aザ
合
鳴
ら
し
て
い
る
e
u
a
月
僕
か
ら

し
‘
古
処
に
同
学
者
と
し
て
の
意
地
が
あ
っ
た
と
甥

也
す
る
.
そ
の
軍
地
位
息
子
よ
り
蝿
に
抽
く
畳
け
絡

が
れ
た
町
で
は
な
か
ろ
う
か
.
と
き
と
し
て
蝿
は
父

車
の
志
を
喝
睡
庇
感
取
寸
る
と
紅
陪
思
う
.
山
田
民

b

『官
絡
に
は
.
報
績
に
三
代
目
を
障
が
せ
よ
う
と

す
る
意
思
が
a
の
っ
た
』
と
記
述
し
て
い
る
・
E
m
-

白
圭
b
k
時
・
輔
政
事
も
高
制
だ
っ
た
の
で
、
学
才

が
あ
っ
て
腕
主
に
憧
れ
た
畢
帯
主
鞍
宵
し
て
線
車
骨

量
を
存
聴
さ
せ
よ
う
と
腎
め
て
‘
昆
組
&
唖
れ
て

町
九
州
争
時
巡
躍
が
蛤
ま
a
v
t
e

さ
て
.
採
績
の
訴
に
移
ろ
う
・
品
は
父
舟
枚
療
の

都
合
で
姐
醐
嫌
気
量
野
禽
削
に
帯
り
住
ん
だ
.
中
学
ま

の
と
害
、
山
車
区
在
住
の
友
人
た
ち
が
嫌
木
一
鼻
先

生
時
聾
に
過
っ
て
い
ト
も
こ
の
先
生
は
貧
し
い
岨
隔
を

た
〈
わ
え
た
老
人
で
、
山
車
内
二
&
は
何
?
も
知
aっ

て
お
ら
札
た
・
あ
る
a
.
M
E
め
な
い
標
本
的
拘
を
曹

揖
跡
で
見
つ
け
.
『
あ
れ
は
拘
で
す
か
』

と
間
合
た
.

先
生
は

『
江
戸
時
代
に
ハ
ヲ
サ
イ
ヒ
ン
と
い
う
京
伎

が
聞
い
て
い
た
聾
の
蹄
だ
』
と
世
え
て
〈
だ
さ
っ
た
.

m
江
戸
時
代
民
*・の
人
が
盤
を
圃
闘
い
た
の
で
す
か
』

な
ど
と
.
ゆ
学
生
な
り
の
質
附
を
続
け
だ
章
え
が
あ

る
.
事
績
が
原
古
蝿
開
始
慢
で
，
様
車
と
も
空
宙
開
が
あ

っ
た
こ
と
e
h
問
。
た
町
は
.
会
さ
に
そ
町
三
十
年
植

で
ゐ
A
V
た
.
a
袋
必
が
ら
突
に
情
W
Uい
飴
ぞ
あ
る
V
紋
鬼

木
先
生
k
婿
趨
に
し
て
以
様
、
畏
い
こ
k
蹄
揺
植
な

る
安
住
町
存
在
が
量
に
な
令
て
い
た
.
そ
し
て
、
続

師
恩
を
臨
っ
て
い
た
と
を
に
は
憧
恒
厚

@
寵
臣
と
し

て
仕
え
た
.
侠
に
対
し
て
銀
宮
e
-
-
い
た
農
の
中
の

猿
縞
&
あ
な
た
ば
す
・
A
て
殺
害
尽
く
し
て
し
点
っ
た
.

そ
し
て
今
は
た
だ
.
あ
な
た
が
作
Av
k
u
m
し
い
蹄
が

世
間
に
伝
わ
っ
て
〈
る
.

続
車
は
ニ
""を
帽
持
し
て
お
り
.
こ
れ
は

『
耳
目

ご

で
ゐ
る
.
古
島
や
語
圏
聞
に
関
し
て
は
.
山
田
軒

-
聞
【
錫
轡
匂
拍
本
構
値
幅

《雌
慣
》
『
揮
官
幅

・
島
幸

・

品
商
小
伝
且
帥
静
』
R
b杭
a
n
公
使
館
。
-
九
宜

Z

Z

H

陣
し
〈
.
他
再
史
斜
陪
極
め
て
少
な
い
.
山
田
止
の

そ
れ
も
橿
岡
崎
際
立
m
・
備
と
北
九
州
市
立
ゆ
央
凶
書

館
で
よ
う
や
く
見
ウ
け
た
.
睡
時
ゅ
に
作
成
車
れ
た

が
事
販
制
刷
り
骨
ベ
l
ジ
を
め
〈
り
つ
つ
背
後
会
韮
思

し
て
み
た
.

抽
出
車
が
吉
婚
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
蹄
金
送
り
、

韓
積
が
そ
比
を
高
石
に
刻
ん
だ
の
に
は
そ
札
陣
内
的

理
a
が
あ
A
v
t
.
世
思
位
亀
井
門
下
生
と
し

τ古
処

の
韓
蝿
に
ゐ
た
ゐ
.
富
島
は
‘
同
事
い
時
掛
か
ら
学
聞

の
才
能
を
認
め
ら
れ

.
-
z
f凶
緑
町
と
き
に
稲
古
館

緩
慢
、
す
な
わ
ら

『鎖
踊
』
に
な
勺
た
，
酬
骨
で
も

遺
ベ
た
よ
う
に
‘
当
時
、
鉄
舟
揮
で
ほ
掌
聞
が
盛
ん

で
あ
今
k
.
二
札
は
博
主

・
民
軒
の
功
績
に
よ
る
・

ζ

の
入
時
上
#
鷹
山
時
甥
で
あ
り
、
占
鍋
恐
金
銭
鑓
L

て
置
傘
を
=
析
し
.
宜
武
厳
興
事
軒
を
問
。
ぇ
.
宮

鍋
間
同
侵
軒
か
ら
惜
顕
在
れ
.
家
老
た
ら
の
信
屈
も
帯

旬
開
A
.
，
m
'm他何
人創憾
の鳴
爾
島
崎
』
の
-R.
，m胞

の
φ
に
車
a
置
の
大
ゆ
を
過
ご
L
.
父
の
湾
窓
会
果
た
そ

う
与
し
た
原
則
耕幽頓
で
あ
AV
え
・
平
成
十
六
‘
+
n
=

?
旬

a
.
血問
am厳

g

・厳罰.

患
の
持

品原
注
高
傑
主
祭
蘭
見
同
u
e
見
出
し
て
心

が
躍
。
た
・
は
た
し
て
提
瞳
な
る
身
体
は
何
者
か
.

車
減
措
占
M畦
L
C
モ
町
費
世
帯
電
町
長
女
と
し
て

寛
政
1
竿

=
七
九
八
V
湖
月
に
耽
且
で
生
ま
れ
た
.

4
は
猷
(
ク
・
2
.
歯
車
と
号
し
・
書
療
を
有
舗
躍
を

併
し
た
.
直
面
笹
子
『
原
串
踊
l
軍
総
鳩
町
潰
蹄
入
、

『
h
f
し
の
徹
織
v
a
』
s
a
鎗
併
府
島
。
.
賢
岳
-
R
A
m
-
=
0
0
0

悠
匂
と
宮
本
身
幼
子
宮
府
米
間
男
隠
語
輔
の
卑
が
と
帥
h

内初
本
M
m
-
a
w
s
a
開
会
.
=
o
c
r.隼
留
で
は
‘
山
車
塾

t
Z
績
の
E
R
a
に
つ
い
て
触
九
て
い
る
.
そ
れ
ら
の

内
容
を
隻
約
す
る
と
.
『
畢
績
は
.
事
永
元
年
=
八

a
Au.
五
+
一
曹
の
と
き
に
柄
気
の
ぞ
訟
の
た
め
に

婦
縛
し
て
.
恋
と
山
草
K
移
り
住
ん
で
弘
畠
を
岬
聞
い

た
.
邸
時
的
山
車
田
畑
ほ
回
実
情
街
道
と
包
囲
樹
遣
が
祭

壇
す
る
交
通
の
要
植
で
、
布
場
は
賑
わ
い
.
a
q
能
や

直
書
.
富
豪
農
民

・
輔
人
b
多
〈
.
.
 ，や

4?"に
帥

て
.
原
軍
は
宜
化
二
平
=
A
O
五
ザ
に
仰
や
士
濃
縮
か

ら
世
λ
絡
へ
鼻
絡
し
.
帯
僚
を
紛
均
な
が
ら
古
絡
山

貧
惑
を
開
い
て
尚
生
秒
m
a
し
ミ
を
の
屯
戸
は
高

ま
り
幾
牢
の
後
も
多
か
っ
た
ら
し
い
.

c
pwろ
が
人
生
と
ほ
本
拠

-
寸
先
昨
臨
.
量
曹

は
摘
を
患
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
.
文
化
四
年

=
λ
0
5
に
縄
棚
田
町
反
討
を
押
し
切
A
V
て
袋
町
組

閣
に
聞
か
い
.
醜
年
+
月
に
逝
去
し
て
L
e
-
-
一ヲ
e世用

窓
柵
惜
醐
帯
に
は
当
霊
瑚
で
帯
主
が
長
時
金
巡
閲
す
る

揖
輯
が
あ
っ
て
‘
係
国
柏
町
出
世
に
よ
り
.
絡
に
そ

の
陸
踊
は
量
曹
に
な
っ
て
い
た
.
刷
用
帽
で
幼
少
申
摘

草
置
ま
に
代
わ
っ
て
費
時
に
経
い
た
の
で
あ
A
Y
た
.

占
処
は
、

止
代
・
民
副
障
の
帽
睦
む
厚
〈
‘
文
化
t
u
w

a
F
A
O
-
ι
努
祖
国
と
榔
納
戸
商
栓
申
両
聴
を
得
て

自
問
調
b抽
出
世
を
し
て
い
た
の
に
.
文
化
九
年
士

an

---て

長
艇
の
e
動
時
限
‘
突
融
.
抑
輯
戸
頭
を
免

瞳
さ
せ
ら
れ
た
.
豊
臨
時
私
的
な
軒
動
に
つ
い
て
露

骨
俗
、
韓
術
会
し
止
ζ
止
が
理
由
だ
と
一
般
に
伝
え
ら

れ
た
.
山
際
民
に
よ
れ
ば
‘

談
窓
が
古
胞
に
聞
AVた

こ
の
狩
が
そ
の
こ
と
を
捻
樹
さ
せ
る
と
い
う
.

三
ヶ
月
桂
に
陪
事
十
に
絡
下
げ
に
な
り
、
部
前
も

免
措
、
開
家
代
々
の
樹
容
量
を
迎
会
、
生
〈
自
由
関

眠
骨
身
と
な
っ
た
.
四
十
七
才
師
と
幸
で
あ
畠
ゅ
そ

の
桂
、
げ
中
小
量
覇
者
蜘
w
e
昂
ザ
に
時
仕
を
聞
〈
な
ど
、

自
ら
持
人
と
綜
し
で
知
人
円
入
金
紡
ね
な
が
ら
九
州

及
。
山
陽
各
地
を
書
臨
し
て
余
金
を
送
。
た
.
し
か

+
-
v-u
.
原
震
事
其
揖
畢
軍
ヲ
擁
士
ア
.訪
問
セ
9
・

磁
ツ

-γ
罫
会
ヲ
厳
タ
.

m
曹
、
飯
田
陣
健
}
庄
轟
玄

-
m
・
廟
谷
且
頓
.
側
a
e
ナ
リ
.
呼
鱒
ハ
畳
門
清
宮
市

ノ
土
入
ナ

g.近
日
比
培
ニ
衆
9
.暗
軍
ヲ
師
へ
p
.

畏
務
時
エ
隼
二
十
均一三
岡
山
ナ
ル

?y.
幼

3
9夜.，
I

Z
ヲ
学
ヒ
.
尤
蹄
m
p
畏
セ
p.
英
行
事
録
々
曙
々
ト

シ
テ
.
男
子
エ
典
ナ
ヲ
ス
又
寵
タ
量
敏
e
v
h
p.
予

wm土
-v帥
7
U
9
.
瞳
平
S
幽閉
ル
.
日
ハ
ク

.
0
切

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
‘
書
鍋
砲
が
串
曹
を
連
れ
て
鶴

来
L
t
の
eR

t
し
て
作
持
し
た
も
の
で
め
る
二
k

が
b
か
る
.
車
書
に
草
祖
、
偽
峨
え
年
で
ニ
十
三
、
思

躍
の
と
宰
で
色町
今
た
.

原
土
細
書
女
量
輯
昆
紡

自
民
右
京
山
者
不
鵠

綱相
蹄
一
涛
按
枯

a

a
涜
罵
世
継
鍛
故
不
量
車
線
量
毘
機

忠
実
不
規
歯
舞
跨
剖
剖
胡
揚
米
帥
揖
鑓

置
組
也
同
排
下
賞
壇
掴
凡
杖
相
a
m

東
山
月
出
制
賓
副
肝
奔
庫
補
抽
同
月
劇
岨

恒
繍
軍
軍
情
構
帥
錆
泌
鰐
品
開
緩
解
働

『帥臨み
下
し
Z
M

脱
会
商
.
女
車
種
聞
を
携
へ
軒
は
る

由
民
有
車
山
老
い
て
婦
ら
ず

怨
蹄
-
w
，
模
攻
を
勧
ら
す

怠
惰
揖
退
陣
か
故
に
恨
ん

む
予輪
開
が
多
量
い
た
.
盤
時
正
式
な
a
a
#
同
伝
b
AV

て
い
な
い
.
L
b
L
、
『
宜
宜
宜
』
と
い
う
積
が
掛
か

。
て
い
た
こ
k
a
v
弁
上
知
島
膏
《
綾・
5

の室町
"
で
黛
e
a

-
-
m
w
即
時
に
見
え
る
.
軍
艦
措
A
量
ニ
間
・
穴
優

二
闘
で
島
舎
と
住
居
が
一
織
に
な
っ
て
い
た
.『
傘

"
檀
』
の
業
競
.
曹
字
‘
『
小
学
』
べ
『
陣
指
』
の
鴎
鋭
れ
ぽ

E
が
主
で
.
a聞
の
た
め
由
*
織
を
融
り
つ
つ
養
生
町

家
院
を
聞
き
、
車
川
り
者
キ
覚
え
の
曹
い
者
同
脱
届
道

具
で
叩
い
て
愉
し
.
と
き
に
は
野
u
n
a
謹
む
行
な
う

た
・
叫
唖
+
文
先
宅
』

K
8称
8
れ
.
事
曲
瞬
時
、
ヲ
m
'
z
h

d
凪
の
畳
人
で
大
女
、
筒
華
、
見
損
傷
刀
町
一
入
臓
に

出
て
惜
之
眠
時
文
化
人
的
中
で
ι
鎗
す
る
二
K
な
く

朗
吟
し
た
』
と
い
-Z
鼻
菌
室
市
刀
的
一
人
蹄
四
女
は

。。

崎
代
劇
m
時
演
出
だ
と
且
。
て
い
t
帽
で
、

二
聞
記

速
に
は
異
に
葺
い
て
し
玄
今
た
.

山
闘
止
に
よ
九
ば
、
古
島
町
廊
斑
文
化
十
-
々

=

λ
司
伺
宮
町
三
月
か
ら
拍
ま
り
、
古
処
が
畢
輯
金
連
れ

て
a
n
ω
者
航
れ
た
と
き
.
槙
e
d
m
陣
々
た
る
門
人
を

柵憎
い
て
他
帽
し
た
会
附
k
.
采血
慣が
作
障
に
応
巳
て
皆

聖
書
か
せ
た
と
い
う
・
他
聞
か
に
崎
被
砲
の
8
紀
書
十
五
』

m
T
.
文
敏
三
年
《
八
=
0
】
九
月
二
十
三
日
時
昆
誌

記
コ
一
十
三
日
午
崎
原
藤
平
懐
古
鎌
旗
.
門
人
口

ロ
ロ
ロ
楽
町
.
飽
締
飯
偲
時
縄
佐
鱒
革
命
鋳
金
.

使
量
多
障
害
.
現
慮
自
.
岡
谷
見
回
m'骨
東
.
供
酒
a

z'・
エ
里
市
椴
二
と
あ
る
・
ま
た
.
様
歯
車
町
叫
強
制
揖

縫
‘
記
港
二
十
』
に
は
‘
欲
的
障
の
附
主
と
し
て
2
-

証
F
で
借
住
雄

一
畜

・
配
暗
獲
量
.
輔
章
捕
監
な

r

に
宝
援
と
指
泌
を
霊
吋
、
開
港
は
二
十
年
金
に
も
及

ん
だ
の
で
あ
4
P
2

呆
績
は
、
a
"
の
託
戸
沼
帽
を
贋
z
s
ι
・
い
拘
た

む
時
的
終
可
さ
れ
な
か
A
V
た
e
だ
か
ら
.
摘
賓
が
ち

に
な
っ
た
陸
・
曾
の
た
め
に
冊
揮
し
て
.
山
寧
に
替

り
住
ん
で
息
盤
を
闘
い
た
の
で
あ
る
.
a
刊
の
揖
昔
、

宜
歌
声
竿
A
A
五
九
旬
、
山
寂
の
世
間
帽
を
引
を
払
い
.

帯
創
で
あ
っ
た
文

・
古
島
町
軍
捕
会
刊
行
す
ベ
〈
軒

。
蹄
に
出
色
'Z

出
賑
置
@
を
作
り
な
が
ら
畏
州
の
植

民
到
虜
L
た
と
き
に
病
院
倒
札
、
苑
に
臨
ん
で
譜

土
・
土
血
薗
梅
に
悲
願
を
挺
し
た
.
し
か
し
、
宮
世

骨
太
織
の
動
乱
で
古
処
開
痛
の
出
販
は
不
州
艇
と
命

令
た
.
安
政
六
年
十
月

一
a
.
鼻
一揖
の
織
で
車
薗
は

六
十
一
年
時
生
器
を
閉
じ
た
・
モ
の
然
意
.
閣
す
る

に
あ
ま
り
あ
る
.
畢
献
は
、
虫
・
占
陸
自
身
即
時
で

は
な
〈
、
談
窓
時
間
何
回
開
雄
会
期
』
を
そ
の
聾
碑
に

剖
ん
だ
.
議
恕
の
遣
し
た
闘
に
つ
い
て
.
こ
の
よ
う

な
越
測
量
を
知
れ
ぽ
‘
傍
観
と
い
う
人
は
翼
に
入
の
心

会
肱
む
こ
と
に
長
け

τい
る
と
縮
E
入
っ
て
し
ま
・
ヲ

で
悶
な
い
か
.

文
献
紹
介

向

野

原

江

槙
愈
や
成
宜
廊
に
関
す
る
文
献
蹄
介
を
し
ま
寸
.

揖
で
国
中
加
代
先
生
時

『
鹿
瀬
棋
窓
時
晴
窓
会
り

島
れ
一
忘
機
な
ら
ず
量
れ
昆
噛

島
陣
要
領

‘aw
E
uf
眼
健
の
蹄

製
胡
埠
米
首
世
間
に
悔
す

道
温
も
ま
た
問

主

主

に

体
下
に
寓
L

遥
〈
凡
投
金
換
内
て
帽
追
随
す

東
山

月

出

で
て
賓
を
留
め
て
酔
ひ

品
W
E
減
〈
惜
‘
か
た
h
u
v
き
月
斜
め
に
聞
く

鉱
副
官
写
ん
ぞ
育
館
町
障
を
庇
ら
ん
や

持
倒鳳
叫
帽
勧
昭
織

《
F
ev
ん
ど園田
念
嗣
〈

定
、
代
時
釈
〕

原
土
摘
が
揖

・
畢
械
を
遺
品
て
齢
れ
て
来
た

宮
右
E
m
e
の
-
e
凶
帽
・
腐
食
品Y
-
k
v
U
買
山

A緩
広

禽
怠
虜
燃
の
鑑
悶
・
聞
に
依
-
-L・

-
安
が
M
引
き
♀
b
a
v
て
省
電

に
縄
し
危
・
配
m
u
で
写
会
車
ね
て
捕
ら
な
か
。
た
.
怨

み
の
悼
を
一
つ
山
明
A
V
て
棋
で
視
を
輔
ら
し
た
.

復
〈
岨
を
追
い
た
あ
な
た
H
h
.
い
っ
た
い
揖
が
似

て
い
る
と
い
告
の
だ
ろ
う
・
柑

6
官
事
礼
者
。
た
わ

吋
で
品
な
〈
構
極
的
事
E
L
を
見
て
い
る
の
だ
.

書
い
を
躍
世
d

，
る
に
は
必
ず
し
も
置
舞
す
る
続

女
を
必
輯
と
し
な
い

樹
氏

-
門
骨
鮒
範

・
開
明
・

副
主

・
紺
川
の
よ
う
な
隠
れ
た
人
々
も
車
腸
に
悼
し

て
い
る
.

酎
道
紺
揖

《嵐
は
健
が
E
.
制
断
後
の
徒
主
も
品
剛
ι
t
う

に
隊
下
で
嵐
軍
令
買
し
、
連
〈
ん
と
紋
を
棋
え
て
耐

世
に
追
憶
す
る
.

か
ん
社
.
=
o
o
-
-
-
q
u
で
一
九
八
七
年
手
で
の
先

持
研
究
が
開
盤
輔
さ
れ
て
い
志
す
e
今
留
は
そ
れ
以
陣

の
証
明
患
と
躍
宜
湖
に
闘
す
る
繭
文
を
紹
介
L
ま
す
.

0・
源
郎
克
酷
『
広
蟻
隣
翁

『万
智
鱒
』
に
つ
い
て
』

『
革
輔
軍
長
学
敏
聾
龍
結
曹
』
婦
三
信
号
へ
援
舗
装
a入

手
歓
痩
蝿
-
九
八
八
E
.
五
五
3
・
C
O
頁
.

O
量
販
有

-
『
轟
宵
傾
慣
1
広
湾
総
軍

『体
遺
』
闘

の
成
立
Hh
つ
い
て
-
『
自
鴫
字
鯨
柚
蝿
』
第
ニ
一
容
一
停

車
辛
苦
主
主
竿
貴
-
九
f
b
v
w
.
一
t
ニ

G
司

。
三
曙
蹄
己
司
広
岨
間
後
串
L

時仲
介
主
睡
巴
』
『
関
学
院

樺
戸
時
時
』
揖
八
九
惨
八
位守A由
傘
院
大
.
帯
広
僑
鍵
.
-
九
八

八
停
て
入
O
F
入
六
買
.

O
M川
縁
E
b
帆
師

-広
綴
揖
草

・
旭
在
的
漢
間
摺
導
慢

l
位
泳
副
徳
m
a
帯
『
帯
構
』
に
う
い
て
二
量
世
主
葺
h

簡
四
九
e
.
《
日
本
近
-
F
ヌ
写
会
事
箆
m
-
R
-
九
A
A

E
.
穴
-
4
1
七
三
百
.

o
m
m
T
抽
代
主
他
国
剛
被
慾
の
嘩
命
観
と
き
二
院
-
に

つ
い
て
ド
『
珍
m
a
窓
思
想
史
』
--
m
m
e
《
8
本
8
8

受
@
車
金
制
-
-A
り
か
ん
後
・

九
A
九
E
、
三
回

3
玉

ヱ
買.

。
徳
齢
回
世
『
遺
山
積
崎
と
広
幅
鞭
-
m
h
司
明
暗
大
争
敏

盤
情
論
鼻
』
車
二
三
二
号
《
副
明
階
大
空
敏
鍵
-
a
u刊
行
A
d
-

-
九
九
O
M苧
v
.
九
九
1
一
吉
町三
賀
。

。
頁
野
明
亨
Z
M
本
草
宵
史
学
的
姻
宜
過
程
下
に
お
け

る
広
瀬
輯
軍
関
係
忽
e
l
岨
別
措
期
.
師
範
珍
使
用
敏
曹

g
s
g心に
」

『
人
間
制

E
第

二

容

吉

車
山
に
月
が
出
て
事
入
を
副
司
仇
り
て
砕
--フ
.
患
の
臨

が
し
だ
い
に
悟
き
‘
見
は
斜
め
に
圃
い
て
い
る
・

紅
顧
ほ
ど
う
し
て
脅
瞳
円
多
帥
ム
圃
じ
在
住
り
ょ

う
か
《
術
道
・
骨
設

$.
家
m
Mm
m
る
こ
と
な
〈
舞
伎
に
e

m
や
る
ニ
-
e
L
g
い
う
可
蹄
と
柄
の
軸
φ
を
し
て
も
能
筆

は
包
慣
を
解
い
て
し
議
う
.

こ
の
持
の
桂
に
は
『
皐
街
桂
寛
都
民
在
p
e
u
s

東
軍
ノ
時
.
拘
見
セ
ヲ
.
園
練
Z
持品
7
.

圃
臨
ん
名
曲
宥

ア
ル
ヨ
シ
J
と
連
舵
さ
れ
て
い
る
.
-
車
都
Z
在
日
』

と
は
、
芸
圃
慣
の
江
戸
で
の
=
1
尽
以
上
に
わ
た
る
学

岡
修
轟
の
こ
と
令
指
し
て
い
る
.

古
島
は
.
腕
戚
や
隅
庄
の
反
対
&
押
し
切
。
て
袋

輔
の
見
破
令
広
め
寄
ぜ
る
た
め
に
組
。
臓
に
出
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
.
か
時
亀
井
昭
島
も
銀
斜
に

E

R
L
た
に
も
か
か
b
ら
ず
.
文
敏
久
年
=
八
二
家
て

果
碩
ニ
十
八
院
の
と
き
に
.
不
納
町
無
事
入
般
韓
三
-
m

a
の
う
も
ワ
"
H
a
n
-
-
ι
宮
町
さ
仰
怖
い
.
の
-
-
v
町
一
旬
令
指
0
.

枇
且
藩
刷
e
u
次
予
の
書
外
出
入
が
樹
園
聞
記
。
た
た

め
.
久
留
米
措
土
の
書
主
と
し
て
よ
買
さ
せ
た
.
後

舗
は
能
川
阜
巌
、
制
山
岨
や
そ
の
他
町
内
を
緩
い
た
.

が
。
官
姐
が
離
揖
に
な
A
V
止
の
で
a
e
ぎ
岨
同
省
し
た
・

そ
し
て
‘
‘
，
嗣
向
か
い
も
な
く
、
寛
政
+
年
土
A

ニ
M
B
v
-
n
二
十
二
日
に
古
舟
は
逝
去
し
た
・
六
+

-
躍
で
め
っ
た
.
華
強
は
占
処
世
揖
も
.
a
A
叩
金
集

た
す
た
め
.
鼻
議
'
w
刀
で
再
び
買
避
の
臓
に
出
る
・

ぶ
h

芋
大
字
.
-丸
公
M
E
.
間
四
1
五
八
耳

O
悶
0
・
泊
代
一
Z
珊
摂
車
の
『
図
書
白
剤
担
と
岨
膏

思
港
に
つ
い
て
w
『
自
み
宜
守
大
学
館
要
【
人
間
給
司
会

働
総
v
m
-
・
《
a
*
女
子
大
惨
‘
九
九
倍
移
て
大

-

h
七
O
貰‘

o
m
中
加
代
町
広
幅
世
患
の
睦
W
思
車
i
毛
田
高
闘

的
特
徴
金
φ
心
に
l
-
a
車
輸
省
胃
袋
・金
大
会
晶
表
要

旨
轟
揖
』
簡
玉
o
e
A
日
必
敏
官
学
会

-
九
九
=
-v.

宜
二
買
.

。
田
中
加
代

司広
緬
鞭
患
の
教
育
血
想
的
高
ml
荻

生
也
篠

・
亀
弁
蝿
寓

・
昭
幡
町
内
露
曹
を
ゆ
心
k
レ

て
』『&相官開
傘
研
究
』
第
五
八
唾
西
今

A
R
4.‘eaR竿

会
.
一
九
九
一
等
て
三
四
九
自
三
主
R
ハ
冒
.

O
木
闘
a
一

『贋
績
談
窓
私
輯
抄
A
EV』叫
形
樟
山
大

学
瞳
整
形
陣
白
馬車
L

醐
揖
三
五
号
.
高
値
切
山
大
学
。
-
九

九
'£
悠
v
‘
-
1
五
五
貧
，

O
木
南
e
-
a
翼
幅
検
車
弘
軒
砂
金
=
』
『
s
m
臨
山
大

学
敏
聾
珍
臨
制
民
舗
と
軍
=-六
号
、
内
-
a
山
耐
火
宅

-九

九
三
等
て
一
、
一
O
O
R
.

O
揖
官
民
『
広
撤
慎
懸
の
観
世
訟
に
つ
い
て
1
也
掠

学
と
の
此
殴
を
泊
し
て
両
立
A
W
H
M
火
事
人
文
利
年
窃

究
所
紀
要
』
第
五
九
品
。
ゐ
覚
命
震
火
e
A文
“
学
w
v
究
除
、

司
九
九
工
盆
'
v
.

-
-
-
a
t
-
四
三
E
.

。
本
稿
a
e
『量
減
様
車
息
筋
抄

吉
一
ご
苦
情
嘩
山

大
学
教
葺
学
揖
記
璽
』
揮
三
八
号
吉
岡
城
山
大
学
・
-

九
九
沼
健
7
w
、

-s五
回
貰
.

10 



八

O
木
南
a
M
-
『
贋
瀬
懐
曹
怠
廟
捗
-
m
ご
『
修
雄
山

大
学
瞳
聾
学
部
紀
要
』
曹
三
九
a
v
《
a
w
-
-
山
大
型

町

九
九
B
E
、
-
t九
O
頁
.

O
--一
掃
勝
己

『広
編
糠
軍
と

『
後
錦
旗
』
』
『
大
倉
山

瞳
寅
』
第
三
六
今

《大
倉
拍
何
伸
文
化
m
切
実
s
mi
-
-
h
-
h
e

-z‘
七
一
1
九

二
弓

O
田
中
加
代
『
揖
宜
燭
1
広
瀬
揖
患
の
税
強
教
脊
が

今
日
に
与
え
る
意
味
』
『
車
陪
科
学
』
第
六
-
場
三
a
'

h
a
本
主
チ
社
会
e
w
会
啄
a
u
拳
研
究
所
.
-
九
九
a
e
て

五
回
3
夜
八
買
.

O
大
岡
忠
帽

・
畏
議
議
師
宜
銀
広
瀬
貞
雄
『
大
関

館
前
守
忠
相

・
畏
串
稜
蝿
元
理
・
広
緬
世
帯
1混
乱

の
時
代
を
塵
け
た
唖
ら
が
祖
先
を
語
ろ
う
』『
エ
ヨ
ノ

ミ
ス
ト
』
揖
七
二
車
五
五
号
《
錫
白
紙
聞
社
、
-
丸
丸
回

宝
、
大
0
1
穴
八
貰
.

。
三
漕
扇
己
『
踊
弁
白
石
と
広
蟻
槙
車
輪
『
拳
刊
日
本

思
想
史
』
第
四
六
⑨
《
闘
志
忽
忽
a
x
・
話
・
・
3

《防
，か

ん
健
i
F
九
九
玄
等
、
八
八
3
-
O
O
買
.

O
壮
栄
『
広
圃
剛
被
惣
の
白
然
観
に
つ
い
て
』
『
0
・
国
哲

学
輸
織
』
掠
エ
一
号
‘
《
九
州
大
学
中
m
g
傘
窃
究
会
、

-九
九
raMP
て
七
0
1
A
五
買
.

0
王
木
寛
之
『ハ
方
ハ
オ
事
事
軍
艦
槙
車

・
乃
木

激
石
』
『
本
の
蝿
人
』

揮
三
容
第
一
O
号
《
角
川
・・徳、

-
九
九
七
き
、
図
画
3
四
七
買
.

O
大
本
軍
総
『
麗
軍
陣
毎
の
文
a
E
『
解
京
』
第
四
園

署
豆
島
ヲ
《
鯛
級
学
会

.e
敏
育
幽
脹
セ
ン
タ
0
.
-
九
九
a
ハ

大
傘
綜
宵
穆
am
-
--
G
O
B
-
予
て

ニ
五
3
五
三
買
.

O
線
田
錦
之
肋
『
a
本
演
時
人
紀
行
{
一
}
横
車
の
筑

滋
』司
創
文
』
帯
四
六
九
白
守
A
創
文
位
、
ニ
O
O
図
鑑
'
u
.

-s
B買
1

O
三
冊
鵬
己
『銭
宜
聞
の
濃
毎
取
量
と
塾
生
の
倒
置
』

『
漢
指
』
揖
+
二
号
【
横
傭
傷
究
会
編
第
轟
-
R
A
w
-
-
演

-
w
究
会
、

ニ
0
0
8
・
竺

一
一
t
-
一
ニ
買
!

。
絡
や
み
畢

『近
世
都
市
に
お
け
る
『
知
』

の
空
関
と

揖
l
量
揖
凶
a
m
e
m
宜
曜
を
や
心
に
』
『
年
線
都
市

虫
暗
究
』
第
+三
号
《
毎
富
市
・
A
z
e
究
会
偏
・山
川
出
催
眠絵、

ニ
O
O
玄
隼
》
‘
九
三

3
一一

-一
貫
.

O
小
池
宮
骨
刷

『儒
容
と
開
閉
1
贋
帽
様
車
』
『
井
上
向

T
セ
ン
タ
ー
年
繰
』
第
-
m
a
ヲ
《
東
海
大
傘
仲
介
土
問
?

白
馬
念
掌
術
セ
ン
タ
・
・
、
ニ
O
O
五
年
可
一
三
三
1
一
七
六

買
.
O
小
金
滞
量
司漢
文
舷
材
と
し
て
の
広
猶
糠
慾
l
『
佳

椋
荘
櫨
歓
示
蹄
生
』
教
尉
化
の
割
問
責
』
『
=
睦
学
&
冒
大

隼
人
文
歯
車
』
第
七
王
争
《
ニ
俗
学
・
大
惨
人
文
学
会
、

ニ
O
O
玄
年
》
.
-
四

-
t
一六
三
貰
.

。
『
九
州
を
も
っ
と
良
〈
知
る
l
壇
故
知
続
l
先
人

に
学
ぶ
人
間
学
三
五
}
広
務
渋
惣
{
大
合
県
ご
『
財

界
九
州
』
第
九
七
三
号
《
財
界
九
州
社
、
ニ
O
O
五
修
て

一
エ
玉
3
一
二
八
買
.

O
H
蝿
本
恒
周

2
品
a
m
様
車
『
飯
事
』
に
よ
る
揖
果
翼

酸
銀
管
見
漢
文
鞍
曹
関
』
第
三
O
号

《中
国
州
市
俊
文
学
会
、

Z
O
O
玄
年
て
九
1
-
A
E
.

年
て
五

t
一
エ
頁
!

O
日
本
麗
量
削
韓
協
会
綱
嶋
司王
.
暑
の
怯
』
か
ら
『王

様
の
法
a
E
1
威
宜
閣
の
種
主
の
ゆ
に
、
斬
し
い
人
荷

育
成
の
灯
火
也
管
観
た
』『
S
E
S
R
酬
韓
h
第
五
三
四
e
E

''a-健
制
織
飽
食
‘
-
九
九
九
年
v.
固
1
-
七
頁
。

O
肥
田
明
啓

『広
績
世
曜
の
蹄
薗
と
そ
の
源
流

l
晴

代
帥
摘
の
持
駒
の
受
容
を
中
心
と
し
て
』
『
学
#
』
第

三
0
・
q
A
@
舗
賓
文
破
究
会
.
-
九
九
九

-z、
九
四
S
申

一
回
頁
.

O
プ
ス
ト
ス
・ナ
サ
9
オ
『
江
戸
時
代
の
宇
習
機
会
そ

の
=
』
『
九
州
共
立
大
学
・
九
州
女
子
大
学
・
九
州
立

与
'
短
期
大
学

・
生
涯
事
膏
研
究
セ
ン
タ
ー
紀

z
g

'
A
九
州
共
立
大
傘
、

-九
九
九
・
2
、
八
化
5
九
五
買
.

O
三
揮
勝
己
『
闘
中
加
代
曹
司
広
瀬
棋
愈
の
研
究
h
』

『
文
書
山
岨
集
』
揮
四
回
毎
《
大
倉
崎
縛
文
化
窃
究
所
、

-
九
九
九
匁
て
三
四
九
S
三
五
九
買
.

O
山
窓
位
-
E
a
鳳
宜
聞
に
お
吋
る
漢
骨
講
釈
の
座
開
』

『
敏
育
学
研
究
記
事
』
揖
四
五
拳
第
-
号
《
中
国
四
国

般
宵
象
会
、
-
九
九
九
望
、
一

六

---s-六人
買
.

O
証
金
『
膚
瀬
構
軍
と
老
司
令
思
想
司
令
国
語
学
鎗
鍍
』

車
二
六
av
A
九
州
大
e
e
me
'
a
m
究
会
、
ニ
0
0
0
5
.

七
三
5
九

O
買
.

O
肥
田
明
厳守

『庚
瀬
槙
置
の
持
論
と
a
m
宜
圃
敏
宵
と

の
館
連
四
『
立
命
館
主
象
』
揮
五
六
--一
品
市
宣
命
館
大
学

人
女
掌
金
=o
o
o
s
.
一
O
六
回
1
-
O
七
九
買
.

0
高
摘
圃
厳
『
寛
教
掃
の
豊
能
回
闘
機
首
壇
l
量
宜

O
曹
腸
両
事
『
広
瀬
続
悠
の

『
鞍
宙
開
ノ
楠
』
l
礼
a
R

m
放
に
よ
る
甥
釈
』
『
日
本
教
育
史
研
究
』
ニ
五
号
百

世
伊
敏
宵
受
窃
究
会
.
=
0
0
穴
修
て
三
五
1
六
ニ
買
、

-
8
局
だ
よ
り

平
成
+
八
年
久
男
十
四
日
に
当
夜
究
会
度
証
明
貞
蟻

品
首
長
時
樟
傍
盆
が
九
+七岨思
で
揖
逝
去
さ
れ
注
し
た
.

睡
ん
で
お
悔
や
み
自
干
し
土
げ
棄
す
.

信
野
田
兄
鎌
田
申
n
N
に
よ
る

『威
宜
園
入
門
"
と
略

伝
集
第
三
原
』
が
完
成
し
ま
し
た
.
闘
号
に
お
い
て
紹

介
し
た

『入
門
・
5
に
@
人
の
略
伝
を
迫
配
し
た
も
の

で
す
.
倹
-
m
a
切
に
恒
制
で
あ
り
、
成
宜
園
聾
内
の
氏
名

等
が
わ
か
る
よ
・
フ
に
な
っ
て
い
金
す
.
輔
見
憎
婦
の
発
湾

が
叙
・
属
さ
れ
た
厳
密
が
役
立
A
V
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
.
事
成
ト
宜
年
七
月
よ
り

『
噌
縫
撲
憲
章
・去
の
入

門
簿
を
エ
ク
セ
ル
ヘ
伝
配
を
開
摘
し
て
.
第
-
艇
は
平

成
十
六
年
八
舟
に
・
完
成
し
ま
し
た
.
λ
円
・
"
を
鎌
彫
し

て
v
e
E
付
き

y
フ
ト
に
し
た
第
二
厳
世
、
平
班
+
七
等

+
月
に
完
躍
し
た
も
の
の
写
実
的
容
量
が
大
き
く
て

使
い
揖
手
が
良
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
・
し
か
し
、
二

の
た
り
発
虚
し
た
第
三
百
棋
は
‘
写
真
容
量
金
構
ら
し
て

ノ
ー
ト
提
パ
y
g
ン
で
も
世
鯛
で
舎
る
よ
う
に
な
。

て
い
ま
す
.
-
m
用
漢
字
駆
と
略
伝
・
"
を
眠
納
し
‘
過
し

象
"
で
そ
の
関
連
が
樺
た
れ
て
お
り
.
各
暗
記
舎
前
払
朝

し
た
こ
と
で
入
門
傷
的
活
用
後
が
高
率
。
て
い
獲
す
.

こ
の
作
費
を
季
が
帥
り
た
酷
機
は
面
白
い
も
の
で
し
た
.

漢
は
割
先
祖
障
が
a
掴
稼
と
睡
檀
き
で
あ
。
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
談
窓
畳
へ
の
入
門
金
棒
主
よ
り
量
し
止

館
前
史』

『
種
俗

L-第八
@《怠
鯵
の
会
、
ニ
O
O
-
き

四
七
三
1
一
八
四
頁
。

O
三
糟
園
周
己
『
広
厳
酷
患
の
経
世
抽
小
考
』
『
日
本
経

構
思
想
史
事
尚
昆
』
揖
一
婚
吉
窓
縫
務
思
慰
史
掴
鴫
究
会
、

=
o
O
一
等
て
-
七
3
ニ
穴
買
.

0
宮
下
傘
梓
『
棋
患
に
象
ぶ
』
『
高
句
専
門
年
笹
の
鞍

宵
主
研
究
』
第
芦
轡
第
三
a
q《
B
Z
高
官帯祭会
、
ニ
O
O

-
uE、

m
E
.

O
蜂
庖
MW信

-
R
関
市
立
談
愈
図
書
館
所
蔵
和
書
分

頼
関
陣
』
『
内
海
文
化
研
究
紀
E
h
揮
三
o
a
'
《
氏
島

大
惨
犬
繁
俊
文
学
m
q
究
“
"
内
海
文
化
傾
'
na
厳
‘
ニ
O
O
Z

・
v
.
ニ
九
S
七
回
頁
.

。
山
本
さ
き
『
威
宜
慣
睡
盛
に
お
け
る
模
開
教
育
的

意
揖
』
『
a
中
小
歴
史
』
揖
六
四
六
傍
《
自
本
車
交
写
会

-

w
川
弘
文
鎗
.
ニ
O
O
ニ
・
v
.
五
回
1
六
九
買
.

O
等
師
歯
車
業

『
亀
井
南
寓
ー
そ
の
人
と
な
り
と
喪
腫

1
』
『
日
本
東
洋
曹
象
緯
E
-
第
五
田
容
穴
阜
市
《
鉱
閉

傍
人
a
本
東
採
医
学
会

エ
O
O
三
信
事
て
一
O
二
三
3
-

O
三
三
買
.

O
奥
村
宜

『丹
檀
に
お
け
る
明
暗
雄
新
附
聾
l
広
瀬

輯
患
の
思
想
l』

『丹
波
』
簡
穴
今
《舟
援
受
険
金
.
ェ

0
0
8
雲
、
五
-
3
玉
六
買
.

O
間
野
康
江
『
広
耳
慣
談
車
{
一
七
八
二
l
一
八
五
六
-

に
よ
る
漢
蹄
敏
書
"
の
あ
り
方
一

l
江
戸
僻
壇
史
民
柏

崎り
る
位
置
づ
け
{
二
{
ニ
ど
『
在
韓
大
学
敏
育
学
徳

紀
要
人
文

・
社
会
科
学
芸
構
』
揮
五
三
号
《
茨
織

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
.
こ
の
疹
漢
を
械
か
め
た
か
A
7
た

こ
と
が
聞
査
の
踏
ま
り
だ
勺
た
そ
う
で
.
さ
ら
に
次
固

め
計
額
輩
と
し
て
、
被
-
s
が
残
し
た
脚
歯
舞
や
眠
泊
骨
を
鳥

図
上
で
検
策
で
き
る

y
フ
ト
を
聞
a
mし
た
い
と
の
ζ

&
.
そ
の
量
鉄
に
は
脱
帽
し
て
し
濠
い
ま
す
.

"や
成
十
H

ハ
年
度
被
官
憲
研
究
会
刷
用
開
会
が
六
刈
三

日
に
測
か
れ
、
国
土
欄
大
学
敏
綬
・
百
江
鎗
史
観
剛
先
生

が
Z
感
覚
園
田
代
と
朝
倉
砲
丸
飢

・
舗
宜
父
子
の
交
波

(
阻
}
1
盆
開
銀
門
下
、
院
秒
窓
獲
量
他
と
泡
韮
の
畏
涜
lM

を
錫
宛
袋
-
c
h
q
+
二
月
三
日
に
聞
か
れ
た
後
期
開
会

で
は
、
-
n
a
押
大
学
島
根
a
a
・
小
地
帯
明
先
生
が

『
傷
者
と

間
国
i
a
掴
韓
愈
l』
念
調
実
a
a
さ
札
ま
し
た
.
ま
た、

聾
娘
例
会
で
ほ
次
の
・
・
項
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
.

事
成
十
九
匁
置
よ
り
東
京
の
務
自
患
研
究
会
は
会

-買耐
に
す
る
・
事
務
局
は
世
家
ど
お
り
車
媛
大
学
敏

詑

育
学
師
向
野
研
究
憲
に
置
き
.
会
員
か
ら
隼
会
費
ニ

乎
円
を
徴
収
し
て
週
曾
す
る
.
会
長
は
炭
車
貞
・
・
.

副
会
屋
震
は
高
江
錫
史
叡
剛
、
監
査
役
は
三
浦
紛
己
、
"
"

.，陪
右
川
伝
太
郎
.
三
amm
己
、
前
川
撞
三
が
武
怪

し
、
官
-
事
・
圃
集
時
前
川
後
三
、
向
野
康
江
が
幽間当

す
る
・

以
上
を
回
報
告
・
し
ょ
げ
也
事
す
.

量
調
行
u
m
a
a
胃
炎
会

.. 務
局
Z
Z
0
・
ゐ
圭
-
一
決
織
県
水
戸
唱
の
文
京
ニ
の
"
の
e

密
航
跡
僚
大
傘
-
e
・
育
学
侮
命
問
・
育
研
究
.. 

-
像
前
川
曹
-一
向
野
康
江

印

刷

】
富
岡
芦
関

プ
り
ツ
ク

11 

淡
窓
研
究
会
会
報

般
質
圃
の
耳
切
人

古
川
哲
宜
周
東
大
4
6智
雄
担
‘
国
際
武
道
文

学
名
谷
瞳
授
、
社
団
法
人
宮
本

弘
通
告
副
会
轟
}

わ
た
し
が
東
大
で
敬
え
て
い
た
時
期
ー
と
い
え

ば
舎
か
ら
四
+
年
以
上
闘
の
ζ
と
に
な
る
が
‘
わ
た

し
の
倫
理
学
研
究
童
を
中
島
市
三
郎
と
い
う
大
分
の

ご
老
人
が
訪
ね
て
奈
ち
札
、
横
幅
串
続
患
の
軒
先
生
す

す
め
て
下
さ
A
V
た
こ
と
が
あ
る
.
も
う
八
十
車
ぐ
ら

い
と
う
か
が
っ
た
の
で
串
柏
崎
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
.

そ
ζ
で
大
学
が
体
み
に
は
い
る
と
、
続
量
生
量
圭
.

揖
か
ら
取
り
出
し
、
『
懐
旧
檀
筆
配
』
か
ら
圃
臨
み
は
じ

め
た
.
前
民

柳
、
二
度
目
を
過
し
た
容
で
あ
る
が
、

銃
み
な
お
し
て
み
る
と
.
ま
た
新
し
い
こ
と
が
い
く

つ
か
量
づ
か
れ
た
の
で
お
も
し
る
い
と
車
っ
た
・

そ
の
『
厳
し
い
恵
翼
』
の
ひ
と
つ
は
、
『
今
時
ノ

町
生
.
先
生
ヲ
視
ル
2
・
t
離
宮
ノ
畑
タ
シ
.
輔
車

エ
テ
此
人
ヲ
以
テ
第
-
ノ
奇
人
ト
ス
』
と
い
う
書
出

し
で
.
徳
令
が
初
め
て
揖
里
を
出
る
と
章
、
そ
の
究

は

『師
-
一
事
フ
ル
ヨ
ト
、
猶
韓

z
，，フ
ル
カ
畑
ク
セ

ヨ
』
と
命
じ
た
.
姐
時
令
旭
史
的
曹
に
思
翼
に
.
朝
間

阜
〈
起
き
て
師
の
所
に
華
。
て
安
否
を
聞
い
.
掛
癌

盤
町
療
の
と
ζ
ろ
を
た
ず
ね
て
、
臨
ん
で
お
さ
え
、
ま

た
掻
い
た
.
置
も
そ
の
通
り
に
し
た
.
師
門
に
は
い

る
と
き
は
帽
錆
知
と
し
て
、
『
御
物
レ
-一フ
レ
サ
ル
カ
掴
』

〈
で
‘
能
が
問
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
腐
を
量
げ
て
蓄

え
た
.
塾
生
は
当
稼
制
度
で
輔
の
世
話
を
す
る
舎
ま

り
に
な
A
V
て
い
た
が
、
そ
れ
で
目
覚
に
つ
か
え
る
の

と
閉
じ
〈
な
い
と
い
う
こ
と
で
.
と
〈
に
七
う
て
談

窓
の
智
持
者
と
な
り
‘
制
桂
、
機
曹
の
側
を
隠
れ
な

か
っ
た
・
後
輩
は
、
自
分
の
車
で
は
門
人
を
平
等
院

持
唱
す
る
主
韓
な
の
に
.
そ
れ
で
は
綾
聞
が
あ
る
よ

う
だ
か
ら
‘
と
冨
令
て
こ
と
わ
る
と
、
瞳
胃
令
位
入
に

訴
え
て
、
『
S
A
万
は
先
生

&
眠
る
こ
と
文
の
如
く
な
の

に
、
先
生
惜
自
分
を
予
の
ご
と
く
昆
て
下
さ
ら
な
い
.

こ
れ
は
自
分
に
脈
融
が
足
り
な
い
た
め
で
あ
る
.
今

の
よ
う
で
は
、
誕
の
命
に
遭
う
こ
と
に
な
る
』
と
曹
っ

て
‘
豊
買
を
呼
ん
で
@
泣
し
‘
告
。
て
そ
の
行
〈
と

こ
ろ
が
b
か
ら
な
く
な
っ
た
・
様
車
は
そ
れ
を
耳
に

し
て
お
お
い
に
聾
雪
、
人
び
と
会
し
て
た
ず
ね
求
め

し
め、

し
ば
ら
く
し
て
聾
に
連
れ
も
ど
し
、
百
方
慰

捕
に
つ
と
め
た
.

文
世
完
結
苧
か
ら
翌
年
に
か
け
て
横
車
陪
量
購
に
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ヲ
鋭
ル
コ
ト
.
箇
掴
ノ
知
ク
エ
シ
.
蜜
曹
ヲ
悔
u
y.

位
置
第
ヲ
班
ロ
ニ
シ
・
飲
貴
エ
抑
レ
ハ
・
心
-
一
且
ハ
ス
・

男
女
エ
務

ν
ハ
頗
ヲ
解
カ
ス
.
民
ミ
エ
買
下
ノ
人
ヲ

A
O
シ
テ一
.
是
ヲ
品
評
セ
ン

-t
笹
神
.
般
檀
.
揮
礼
.

不
実
ナ
ル
者
.
踏
生
ヲ
以
テ
第
-
ト
ス
へ
シ
h
k
い

う
個
衆
真
が
様
車
に
し
た
と
い
う
談
穏
や
に
見
え
る

〈
だ
り
で
、

ζ
れ
を

-
冒
で
ま
と
め
る
な
ら
‘
『
今
時

の
年
生
陪
ナ
フ
チ
ヨ
ラ一
ン
』
と
い
う
意
見
な
の
で
あ

る
.
崎今
時
の
若
い
者
』
『
今
時
の
学
生
』
に
封
す
る

批
判
的
宮
醇
は
、
平
成
の
現
在
も
輯
聞
に
ハ
ン
ラ
ン

し
て
い
る
が
.
『
園
田
岡
瞳
筆
記
』
の
右
の
〈
だ
り
に
よ

れ
ば
、
文
化
文
敏

・
頁
保
年
代
で
も
余
り
置
わ
ら

な
か
令
た
よ
う
で
あ
る
.
い
な
.
『先
生
ヲ
視
ル
ヨ
ト
.

鑑
吏
ノ
知
タ
シ
.
師
軍
ヲ
視
ル
2

ト
.
幽
圏
ノ
如
タ

ニ
シ
匂
だ
と
い
う
の
が
$
翼
で
あ
る
な
ら
、
現
状
は

は
る
か
に
教
書
さ
れ
て
い
る
と
凝
視
し
て
よ
い
か
も

知
れ
な
い
.

様
車
が
創
立
者
と
し
て
.
怠
た
指
事
者
と
し
て
そ

か
か
り
、
陪
と
ん
ど
-
年
間
続
揖
も
で
舎
な
か
っ
た

が
、
そ
の
問
、
署
慢
に
あ
た
る
門
人
は
み
な
悟
み
岨
疲

れ
‘
立
た
学
躍
の
車
廃
す
る
の
を
憂
え
て
、
他
門
に

移
る
も
の
が
多
か
っ
た
・
そ
ζ
で
‘
お
も
だ
っ
た
門

人
た
ち
が
.
桂
策
を
蟻
し
た
が
、
憧
田
令
だ
吋
は
崎
腕

沈
聞
を
孟
も
っ
て
い
た
.
皆
が
そ
の
患
を
関
〈
と
‘

『
経
文
に
、
服
写
し
て
売
に
軍
る
と
あ
る
か
ら
.
去

る
こ
と
を
し
な
い
の
は
揖
睡
で
あ
る
.
孔
予
が
没
し

て
‘
艶
子
は
皆
三
年
の
-
R
e
軒
わ
っ
て
、
軍
に
m
'
A
V

た
・
と
こ
ろ
が
‘
争
責
だ
け
は
畠
辺
に
置
を
結
ん
で

六
年
に
及
ん
だ
と
見
え
て
い
る
.
先
生
に
万
一
aw
--

と
が
あ
れ
ば
、
自
分
は
三
俸
の
曹
に
従
担
う
か
、
そ

れ
と
も
‘
穴
修
め
置
に
従
お
う
か
と
遣
。
て
い
る
』

と
寄
え
た
の
で
、
皆
陪
績
を
見
合
わ
せ
、
二
四
'bm潤

し
な
い
で
退
散
し
て
し
ま
っ
た
・

そ
の
盤
、
篭
令
は
談
患
に
順
。
て
盤
を
去
り
絶
食

し
て
趨
聾
し
た
.
そ
の
理
由
を
圃
問
う
と
、
『
輔
の
平
置

を
絞
る
の
で
あ
る
・
も
し
事
え
な
け
れ
ば
餓
死
す
る

ほ
か
は
な
い
』
と
い
う
ζ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
世
愈

は
祈
願
&
や
め
さ
せ
よ
う
k
し
た
が
、
絶
食
七

a
に

及
ん
で
‘
艶
且
奄
々
と
な
っ
た
.
そ
こ
で
艶
に
負
。

て
帰
り
、
世
揮
を
容
e
a
せ
た
が
芳
穆
が
そ
の
関
手
で

あ
っ
た
の
で
、
ほ
か
の
門
人
左
は
車
が
合
わ
ず
.
ひ

と
り
も
貌
し
む
も
の
が
な
か
っ
た
.
横
車
も
盤
的
行

動
&
厭
っ
て
酔
を
も
令
て
漕
ざ
け
よ
う
と
し
?
"
・
『失

軍
令
腫
ヲ
尿
シ
.
思
ヲ
尽
セ
a
p
そ
.
土
ハ
先
生
エ
醜

の
経
置
に
骨
折
っ
た
成
宜
掴
阻
.
畢
生
時
教
が
多

か
令
た
だ
け
に
毛
色
町
遺
っ
た
も
の
ち
少
な
く
な

か
っ
た
.
『
信
田
寝
袋
配
i

田
町
@・に
顛
聾
に
報
告
せ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
分
裂
症
の
塾
生
時

箆
で
あ
る
.
た
と
え
ば
、
天
楳
+
二
事
四
月
二
十
八

日
の
項
に
陪
、

『
此
a
.
問
研
介
カ
苑
九
ル
コ
ト
ヲ
開

ク
u
y
.
輯
回
÷
一
ナ
リ
.
久
シ
ク
狂
侠
ヲ
揮
を
シ
ヵ
.

腺
Z
轟
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
妙
り
シ
ナ
り
.
此
入
園
学
ヲ

血
明
白
岡
シ
テ
.
少
年
ノ
時
a
F
.
巴
エ

申
枇
2
品開ラ
レ

タ
9
.
性
号
事
橿
メ
テ
賀
高
方
正
ノ
人
ナ
9
.
踊
人

エ
シ
テ
.
商
ノ
輯
ア
ル
ヨ
ト
.
命
ナ
ル
カ
ナ
』
と
い

う
記
事
と
、
『
比
四
.
Z
中
属
権
之
介
カ
托
ス
ル
コ
ト

ヲ
筒
ケ
9
・
指
Z
介
初
ハ
一
元
宮
ト
酔
ス
.
博
庵
カ
乎

ナ
リ
.
量
Z
T

十
余
写
楽
霊
疾
ヲ
亮
セ
シ
カ
.
“世
'F
倉

品
ル
コ
ト
ヲ
稗
ス
・
歪
ツ
テ
王
書
'
F
官。蝿屯守
男
ナ
リ
.

-me-纏
正
威
ヲ
騨
シ
テ
.
聖
人
ト
聞
へ
u
J.
量
モ
E

'
ナ
ル
へ
シ
.
門
生
ノ
匝
F
F
.
敏
伸
エ
盤
司
令
m
a
成
ν

a
.
思
韮
二
摘
之
"晶
画
F
g
a
p
-
芦
h
p
』
と
い
う
往

事
が
あ
る
.
い
ず
れ
も
国
門
生
の
経
療
に
も
と
づ
〈

死
を
E
れ
ん
だ
民
事
で
あ
る
が
、
情
之
介
の
忠
と
な

ら
ん
で
門
生
聞
の
髭
組
と
な
っ
た
と
い
う
『
徳
令
の

敏
』
に
つ
い
て
は
、
『今
時
的
学
生
は
ナ
ッ
チ
ョ
ヲ
ン
h

と
い
う
さ
さ
の
配
移
の
前
世
に
以
下
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
.

す
な
わ
ち
.
『予
垂
鎗
ノ
畢
ヲ
関
キ
シ
ヨ
ヲ
.
是

エ
軍
シ
テ
二
十
必勝
写
.
内
生
量
子
手
且
へ
リ
.
其
内

マ
レ
ス
・
下
ハ
師
弟
子
Z
U
申
マ
ル
』
と
い
う
揖
情
で

あ
っ
た
が
、
そ
礼
で
も
、
僧
家
真
陪
、

明徳
令
壇
毘
吻
・

--
幽
晴
鈴
m
・
ト
シ
テ
.
古
人
ヲ
以
テ
白
-フ
鍛
ス
.
雌
ヒ
婿

曲
S
ω
ツ
ル
ト
そ
.
持
量
ス
デ
ど
と
徳
令
を
か
ば
A7

て
い
る
・
『
泥
中
』
の

均一
時
』
が
‘

『ナ
シ
チ
g
ラ一
ン

今
時
の
学
生
』
を
摘
し
て
い
る
ζ
と
問
、
曹
う
ま
で

ち
な
い
.

「双
松
岡
』
と
直
属
澱
胞
を

百
江
蝿
史
郎

〔
国
土
館
大
学
融
担
】

e
-
植
位
、
平
成
+
久
艇
や
穴
月
三
日
後
忽
窃
究
会
に

お
け
る
緑
化育『
威
宜
園
田
代
と
羽
倉
摘
九
郎

-
簡
宜

値
史
子
の
空
穂
{
阻
}
l
『
羽
倉
箇
宜
門
下
、
松
本

壷
宜
他
と
抱
寝
の
疫
機
』
l
』
の
世
帯
帽
分
を
喜
劇

し
た
ち
の
で
あ
る
.

主
h
m
元

三
八
六
ご

年

+
『
月
、
か
つ
て
の
円

平
曹
の
聞
学
三
人
、
島+ふ
雀
冨
E
A
天
蝿
二
年
S
Z
久

三
年
‘
三
州
刈
谷
帯
士
}
、
田
鹿
門

〈天
骨
四
年

t
大

正
三
年
、
仙
台
膏
企
て
M
E
稼
飯
山
{
究
保
-
O
年
3

贋
応
三
年
、
龍
駒
大
村
曙
舗
}
MP
京
都
に
お
い
て
再

会
し
、
大
軍
量
島
通
図
圃
賓
北
面
大
材
班
邸
前
で
『
耳

松
岡
』
畠
t
g
開
殴
し
手
前
四
敏
・
"
を
し
、
槍
辱
鰻
週
明
暗
に

加
わ
令
た
.

玄
た
銃
密
ふ
.
簡
は
羽
貴
闘
賞
の
『
簡
盤
柏
町
出
身



九

で
そ
れ
ぞ
れ
向
畠
の
塾
剛
酬
を
つ
と
め
て
い
る
.
三
人

陪
、双
紙
同
時
代
に
属
国
剛
旭
荘
と
頗
揖
に
買
瞳
叫
す
る
.

こ
れ
は
.
羽
倉
と
組
狂
的
観
e
a
関
係
か
ら
‘
羽
倉

町

E
'
に
よ
る
と
脅
え
ら
れ
る
.
そ
の
ほ
か
三
人
は

京
家
の
学
者
や
等
量
志
士
と
賢
岳
.
な
か
で
も
岡
野

融
兜
が
鰻
密
で
あ
る
.

同
位
鳳
荘
を
旭
抽
と
呼
ん
で
般
書
官
制
曲
い
‘
頻
繁

に
坦
荘
の
下
に
出
入
り
す
る
が
、
民
位
体
も
又
抱
涯
に

鰻
し
く
接
す
る
・
旭
寝
の
方
も
伝
騨
を
揖
量
的
に
過

す
る
.
そ
れ
は
旭
韮
と
大
村
躍
の
潔
い
関
轟
に
よ
る
.

旭
茸
姐
天
保
+
ニ
2
A
四
こ
年
.
大
村
離
主
大

材
蝿
聴
か
ら
稽
校
五
敏
館
鞍
世
摺
曹
を
畳
け
た
.
旭

草
は
舵
低
を
断
る
.
代
っ
て
火
付
帯
主
陪
‘
後
曹
の

問
書
学
制
改
箪
へ
の
6

・画
b

也
、
周
韮
生
分
し
て
堅
調

し
子
宮
談
悠
は
そ
れ
を
畳
隠
し
た
・
続
慾
は
栓
平
定

借
金
需
く
飾
帯
講
し
、
そ
の
爽
手
で
機
曲
R
e
・
明
君
の
醇

が
禽
〈
さ
ら
に
地
談
患
の
等
書
『
迂
曹
』
を
宙
開
〈
酔

値
サ
る
同
棋
に
軒
軍
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
.

以
慣
も
大
村
倹
の
処
笹
描
輔
の
軍
績
は
睡
眠
〈
が
、

袋
町
民
年
‘
措
晶
体
植
山
の
包
2
・
で
止
む
こ
と
に
な
る
.

飯
山
は
旭
涯
を
噂
敏
の
意
を
も
っ
て
療
す
る
.

文
久
元
年
三
月
M
m
荘
は
、
上
軍
ゅ
の
林
外
を
陣
。

て
持
且河
内
出
遣
す
る
.
芳
野
は
慮
醐
a
w
の
国
帽
喧
配
慌

の
時
の
韓
地
で
あ
る
.
こ
の
蹄
押
に
向
車
内
、
飾
品
仙
骨

量
山
が
同
行
し
た
.

車
内
、
飯
山
世
間
月
家
委
で
a
a
岨
父
子
と
掴
曹
に

晶
ノ
遭
ヲ
抽
タ
ン
ト
ナ
ラ
パ

.0
殺
兵
ヲ
出
シ
テ

之
ヲ
圏
エ
シ
、
貌
ハ
之
ヲ
鎗
エ
シ
テ
w
と
い
う
糠
惣

k
は
思
え
ぬ
よ
う
な
過
滋
な
表
現
時
、
こ
の
徳
川
斉

m
m
・
-
間
縄
院
が
E
・
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ

-Z

両
・
・
の
m
a
は
.
こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
.
『
箇
箇
三
宮

解
L需

は

『
歯
師
』
の
『
予
白
、
足
具
、
足
貴
、
民
信

之
鼻
』
に
関
む
書
急
で
あ
る
が
‘
『
典
蹄
』
へ
の
剤
応

を
契
機
と
す
る
辺
紡
揮
・
経
雄
瞳
を
骨
子
L

と
す
る
.

対
外
宜
晶
の
可
否
に
つ
い
て
許
可

・
不
許
可
の
両
嵩

を
骨
記
し
て
、
そ
の
怯
師
陪
A
W
瞳
に
昏
ね
ら
れ
、
同

車
め
伺
れ
に
も
対
応
で
舎
る
よ
う
な
掴
カ
増
強
障
が

院
か
れ
て
い
る
・

斉
帽
の
『
+
粂
軍
事
燈
圃
聞
書
』
も
、
前
世
明
、
園
田

不
可
の
鎗
が
観
か
れ
、
聾
半
に
辺
防
量
・
国
カ
圃
唱
曲

圃
を
置
く
と
い
う
岡
樺
な
修
慮
を
と
。
て
い
る
.
そ

れ
ば
か
り
で
な
く
、
斉
唱
と
糠
曹
の
辺
防
省
に
は
、

西
棒
銀
大
船
鴎
入
業
や
良
兵
薗
な
ど
、
か
な
り
の
共

通
点
が
見
出
さ
札
る
J
』
の
両
・
・
の
露
響
関
保
で
は
‘

棋
車
に
棺
『
画
館
三
宮
M
m
』
に
尭
立
つ
+
四
年
前
に

『
迂
曹
』
の
著
述
が
あ
り
‘
圃
棋
に
談
曹
の
辺
紡
障
は

そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
奏
曲
唱
が
『
迂
曾
』

を
見
て
い
る
可
鎗
憶
も
勾
え
ら
れ
る
・

し
か
し
.
『
婚
届
三
宮
解
』
と
?
?
粂
玉
事
建
議

.. 』
に
は
、
決
定
的
な
相
違
も
見
ら
れ
る
.
究
晶
絶

対
拒
否
の
実
昭
に
対
し
て
、
吏
a
a
許
可
、
理
択
肢
の

一
っ
と
す
る
様
車
の
そ
れ
で
あ
る
.

金
っ
て
い
た
援
で
、
車
内
町

司鍍
山
主
存
』
に
止
の

記
遣
が
あ
る
.
『
余
鉱
山
と
旭
在
に
館
る
.
縄
場
輔
に

神
す
.
文
時
を
厳
じ
て
頗
る
掴
ぶ
.
組
韮
破
れ
に
飯

山
a
g
隠
し
て
固
く
‘
九
州
第
二
植
の
才
子
k
.
飯
山

服
せ
ず
し
て
目
く
、
先
生
伺
人
t
g
以
て
揖
=
犯
と
為

す
か
と
.
鱒
茸
之
が
轟
に
央
揮
す
加と
配
し
て
い
る
-

m
し
き
仲
で
の
健
ロ
で
あ
る
が
組
荏
の
甑
山
野
艇
で

あ
る
.
ら
な
み
に
凪
涯
が
曹
う
第
之
碑
は
だ
れ
か
、

勝
舛
、
長
三
酬
で
あ
ろ
う
-

Z
久
三
年
二
九
六
三
}
お
府
の
圧
迫
に
よ
り
‘

盟
鐙
向
島
陪
m
銀
、
怯
本
、
岡
.
径
#
位
置
を
は
な

れ
た
・
位
窓
は
京
都
退
去
桂
、
線
園
間
蹄
車
士
と
闘
り
貰
降

蝿
輯
後
と
な
り

ω'呉
、
古
皿
"
で
自
問
し
た
.

同
鹿
円
は
帯
命
で
仙
台
に
掃
。
た
・
明
治
元
厳
守

二
九
六
A
v
m
a
辰
幽
m
A
V
に
闘
し
、
-
R
刷
明
列
湾
問

彊
拡
反
対
し
て
捕
え
ら
れ
離
に
下
っ
た
・

陸
線
飯
山
は
大
村
に
蝿
り
曙
綬
軍
鞍
圃
世
揮
に

任
ぜ
ら
れ
、
門
下
に
は
、
岩
崎
弥
太
崎
、
骨
髄
遭
一

郎
な
ど
全
国
か
ら
入
門
し
た
・
ま
た
併
せ
て
帯
置
に

@
与
し
佐
高
禄
を
酔
床
し
た
た
め
に
、
置
応
三
年
一

月
暗
凪
輔
さ
れ
た
.

--
一

様
車
の
目
配
に
は
.
米
船
や
・
田
揖
な
ど
の
鼻
舶
に

関
す
る
総
省
・
が
頻
出
す
る
・
そ
の
情
領
収
聾
に
は
.

生
車
の
車
聾
で
あ
っ
た
掛
鹿
骨
有
田
情
報
畑
町
甚
欄

と
楓
飽
と
が
関
連
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
.

的
砲
な
情
蝿
担
-
m
を
行
っ
て
い
た
横
車
は
、
そ
の

情
報
の
も
た
ら
す
g
瞳
h
の
積
極
的
な
対
応
揮
を
提

置
す
る
.
そ
こ
に
は
、
前
遣
の
昔
懐
体
酬
の
末
端
に

連
な
り
公
檀
へ
の
思
蝿
心
を
-
m
す
置
と
、
そ
の
一
方

で
企
憧
政
遭
へ
の
批
判
的
担
織
を
示
す
偶
者

・
経
世

柚
者
と
し
て
の
拠
点
が
あ
る
.
そ
の
出
自
に
闘
わ
り

蟻
成
さ
れ
た
経
軒
合
理
性

・
実
用
憶
を
旨
と
す
る
こ

の
よ
う
な
檀
合
的
担
農
が
、
控
の
現
実
へ
の
関
心
を

活
性
化
怠
せ
、
ま
た
、
熊
決
着
山
・
荻
生
祖
標
檀
曹
の

経
世
働
へ
の
績
近
の
触
媒
た
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
.

こ
の
韓
鹿
か
ら
、
交
晶
を
餌
-
韓
的
に
考
え
る
綾
懲

の
思
惟
檀
式
が
導
か
れ
て
〈
る
.

弘
化
二
年
に
長
崎
に
再
選
し
た
級
車
は
.
纏
圃

ニ
師
会
訪
問
し
て
い
る
.
そ
の
感
慣
を
逮
ベ
た
骨
で

『
人
心
骨
・
皆
一
軌
.
医
輔
貫
主
彼
捧
Z
.
岨
畏
檎

短
歯
乃
公
』
と
い
う
百
梓
露
障
を
示
L
て
い
る
.
こ

の
よ
う
な
文
化
費
流

・
相
互
影
嘗
の
結
問
、
西
博
路

留
と
の
賓
晶
の
原
理
的
激
怒
を
含
意
す
る
も
の
と
い

え
る
.

回

会
決
安
や
吉
田
佳
障
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
懐
実

偶
者
と
開
国
|
広
瀬
淡
窓
|

小
池
落
明
南
東
洋
大
祭
瞳
侵
}

高
永
六
年
に
ベ
り
ー
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
ア

メ
ヲ
カ
盟
書
に
対
し
て
‘
首
相
府
は
そ
の
対
応
策
を
広

く
求
め
た
.
翌
七
年
に
量
桂
府
内
帯
主
の
艶
聞
を
畳

吋
た
広
a
m
睡
眠
軍
の
上
・
・
『
抽
恒
三
曾
解
』

b
、
そ
の

誕
礼
町

田
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
.

掛
患
の
生
軍
は
白
岡
代
官
所
出
入
り
の
後
腫
で

あ
る
と
い
う
出
目
、
核
軍
白
身
、
代
官
z
m
m
用
人
絡

を
勘
め
、
天
保
+
三
年
に
は
寓
蹄
よ
り
永
滋
苗
字
符

刀
を
軒
さ
れ
る
な
ど
の
笹
置
か
ら
‘
徳
川
公
儀
体
制

へ
の
車
匝
心
が
捕
か
。
た
二
と
が
う
か
が
わ
礼
る
・

加
え
て
‘
弘
化
元
年

・
二
年
に
陪
府
内
帯
主
時
相
聴

を
畳
帥
り
て
勝
轟
を
行
。
て
お
り
、
公
儀
へ
の
忠
障
と

い
う
軍
軍
は
さ
ら
に
抽
〈
な
っ
た
と
い
え
よ
う
.
こ

の
よ
う
な
頭
壇
に
‘
司
令
た
様
車
時
.
-
寓
弁
制
思
想

の
日
本
的
形
睡
で
あ
っ
た
島
国
思
想
か
ら
は
、
短
躯

感
の
あ
る
鋼
者
で
あ
。
t
.

ニ

そ
の
臼
院
の
轟
ゑ
六
年
八
月
七
臼
の
明
か
ら
、
核

軍
は
ア
メ
p
m
図
書
と
仲
間
に
.
水
戸
酎
帯
主
徳
川
秀

曜
の
ぞ
中
に
宛
て
た
・
・
情
『
十
条
王
g
-
E厳
書
』

を

見
て
い
る
こ
と
が
b
か
る
.
『
融
面
三
宮
解
』
中
町
『
提

酷
か
ら
開
国
瞳
内
向
転
向
は
、
酷
患
の
・
合
に
は
見

ら
れ
な
い
.
醐
婦
の
『
融
商
三
宮
解
』
0
・
の
『
究
Ne

ノ
遭
ヲ
絶
タ
ン
ト
ナ
ラ
パ
、
-
a
韓
共
ヲ
出
シ
テ
Z

ヲ
-
z
z
シ
、
家
ハ
之
ヲ
踊
-
-
シ
テ一
』
と
い
う
総
怒
的

表
現
も
、
実
昭
の
・
簡
に
触
揖
さ
れ
た
惜
昌
明
で
金
司
令

た
と
考
え
ら
れ
る
.
談
窓
の
・
合
時
、
出
自
に
由
来

す
る
生
来
の
交
品
九
時
寛
容
性
が
あ
り
、
ベ
ヲ
1
来

航
時
に
も
、
書
〈
の
偶
者
に
見
ら
れ
た
『
神
置
の
遍
』

対
『
実
駄
の
道
』
と
い
う
よ
う
な
緩
宙
実
思
惣
的
発
想

は
輯
揮
で
あ
る
.
そ
の
点
は
、
『
抽
路
三
宮
解
』
の
過

説
・
を
占
め
る
辺
筋
輸
が
‘
『
迂
雷
』
の
ほ
ぼ
聾
拍
と

な
っ
て
い
る
こ
と
酌
ら
も
う
か
が
い
得
る
.
『
迂
首
』

に
お
け
る
『
異
国
ノ
$
ト
テ
ハ
、
少
シ
エ
テ
モ
高
レ

4
 

ヲ
取
凶
y
m
a
ル
ヲ
恥
辱
ノ
蝿
エ
車
フ
』
『
学
校
ノ
輔
ハ
.

文
武
ノ
両
学
ヲ
分
テ一
之
ヲ
建
ア
ベ
キ
ナ
リ
.
文
学
エ

テ
ハ
鑑
学
・
鹿
史
学

・
路
子
学
・
文
-
-
g
・
兵
惨

・

匪
学
・
買
z
e
・
&柑学

・
岨
原
学

・
圃
学

・
・
・
$
・

世
学
諸
礼
学
ナ
ド
‘
一
明
文
字
曹
輯
ヲ
以
テ
ぷ
ル

官
・
ノ
聞
用
エ
棋
ス
ベ
キ
ヨ
ト
』
と
い
う
よ
う
な
異
国

賓
畠
記
聞
し
て
‘
す
で
に
軍
理
的
に
示
さ
れ
て
い
る

基
本
的
事
普
は
『
副
恒
三
曾
解
』
に
続
殺
さ
れ
て
い

る
.輯
患
の
賓
畠
瞳
‘
換
言
す
れ
ば
暫
定
的
開
国
随
時
‘

ど
の
よ
う
な
康
史
的
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
・

酎
遣
の
ア
メ
り
カ
図
書
問
題
で
の
公
蝿
へ
の
上
書
の

中
で
、
最
も
艇
角
的
な
償
爽
揖
を
開
陳
し
た
の
が
大

構
酷
篭
の
『
事
ぷ
上
書
』
で
あ
。
た
.
前
曹
は
交
晶

に
よ
る
柿
互
往
来
宮
互
市
乙
を
介
し
て
、
『
樹
入
国
』

西
岸
蹄
田
町
四
掴
間
人
』
観
性
が
据
政
的
に
壇
遺
し
て
‘

司
君
子
園
-
a
本
の
適
量
的
鹿
蝕
を
も
た
ら
す
と
考

え
た
.
帥
竃
は
『
宵
位
有
之
侵
害
』
の
吏
畠
従
移
を

西
岸
町
田
町
倫
理

・
習
幡
町
踏
婚
の
植
源
と
見
た
の

に
対
し
て
.
様
車
陪
『
豆
高
官
ノ
人
系
ル
ト
号
、
此

方
-
-
テ一
ハ
商
売
人
ノ
車
錘
ヒ
ナ
9
』
と
、
院
竜
的
軸

獲
の
鋭
障
を
、
か
わ
し
て
見
せ
る
現
翼
植
を
持
っ
て

い
た
.

ζ

の
よ
う
な
被
患
の
植
に
は
、
硬
寵
し
た
-

w
m
凪
想
に
纏
わ
れ
が
ち
な
園
田
密
や
、
政
抽
に
楕
弄
さ

れ
が
も
の

Z-と
の
そ
れ
と
は
民
元
と
担
鹿
を
異
に

し
た
‘

経
演
の
現
実
に
立
脚
サ
る
『
車
工
諸
問
』

に
よ

る
.
今
一
つ
の
開
岡
崎
の
可
能
性
が
お
め
ら
礼
て
い

る
と
い
。
て
よ
い
で
あ
ろ
う
・

{
以
上
は
、
平
成
+
八
年
令
二
月
二
宮
町
棋
聖
研
究

会
に
お
い
て
、
小
池
喜
明
先
生
に
ご
鼻
袋
い
た
だ
い

た
内
容
を
、
三
湾
局
己
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
.

小
池
先
生
時
ご
鼻
血
侭
は
、
『
偶
者
と
開
国

1
広
瀬
摂
理

l
』
奇
弁
上
円
7
セ
ン
タ
ー
年
総
L
m
+
四
{
事
成
十

七
年
九
月
V
}
を
智
子
と
さ
れ
て
い
る
.
な
担
、
ご
亮

畿
の
内
倉
時
玄
と
め
に
鼠
解
が
あ
る
こ
と
を
お
そ
れ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
点
が
あ
れ
ば
ご
寛
恕
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
J

自
国
市
町
園
調
甑
寧
に
つ
い
て
は
‘
月
化
を
俳
人
、

焼
駄
を
小
限
家
、
談
軍
を
融
資
者
司
と
し
て
簿
帯
し
て

い
る
.
本
砲
で
取
り
上
げ
る
『
小
観
第
木
』
{
ハ
ワ
キ

ギ
)
は
.
今
か
ら
二
百
年
ほ
ど
曲
、
機
耽
に
よ
っ
て

谷
述
さ
札
止
小
践
で
あ
る
.
司
源
民
物
騒
』
に
『
帯
本
』

@
が
あ
る
と
知
っ
て
.
と
り
あ
え
ず
そ
の
聾
膏
に

眠
っ
て
呼
轟
寸
品
二
と
に
し
た
が
.
ど
う
睡
眠
む
の
か

は
さ
ら
ん
と
序
に
示
し
て
あ
令
た
・

と
い
う
の
も
、
こ
ニ
で
紹
介
す
る
『
小
院
第
*
』

位
、
九
割
以
上
が
句
〈
ず
し
字
h
a
R
E
の
た
め
、
古

文
.. 解
園
田
に
不
慣
れ
な
筆
者
に
は
嘗
み
づ
ら
か
A
V
た
.

男
児
当
初
ほ
既
存
の
窃
究
成
果
を
録
し
た
り
、
費
財

団
法
人
膚
糧
置
料
掴
A
立
ち
寄
っ
て
み
た
り
し
た
も

の
の
‘
情
織
を
骨
る
に
は
軍
ら
ず
‘
わ
ず
か
に
『
瞳

量
贋
瀬
被
怒
と
贋
額
八
E
A
'
g
A
賢
顕
聖
語
、
昭

和
国
十
隼
四
月
十
-
a
担
行
}
で
車
配
の
ζ
と
を
確

回
帰
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
・

『
答
申
小
』
と
題
す
る
+
玉
事
陪
A
H
向
存
し
、

懲
を
肥
前
に
起
し
陸
奥
の
金
草
山
に
結
び
‘
結

構
蜂
犬
、
置
化
百
出
‘
盛
者
必
車
の
理
を
寓
し
、

&
仰
に
観
る
の
静
文
字
で
、

『
第
二
の
八
犬
伝
』
と

曹
わ
れ
て
い
る
.
桂
包
明
抽
+
七
年
に
活
字
を

以
て
出
版
さ
れ
た
.

そ
れ
で
も
R
鹿
市
立
世
恕
図
書
館
を
酷
れ
る
と
い
う

揖
想
が
起
き
な
か
。
た
の
は
、

ζ
の
向
野
草
田
庫
本

瞳
胴
瀬
神
間
歌
作
司小
説
瞳骨木
箇
別
本
の
発
見

ー
直
方
市
立
図
・
館
所
蔵

「向
野
文
輝
」
の
紹
介
l

本
多
寛
醐
〔
積
石
畠
Z

直
方
市
(
の
お
が
た
し
}
は
‘
福
岡
県
北
部
の
ほ

ぼ
中
央
、
遺
賓
川
@
流
の
西
側
、
山
崎
蹄
鯵
轟
が
小

倉
と
博
多
を
結
ぶ
陪
ぽ
寓
ん
中
に
位
置
す
る
.
古
〈

は
『
軍
曹
守
』
と
呼
ば
れ
た
泡
壇
で
‘
江
戸
時
代
初

期
に
崎
直
方
恥
と
改
称
し
た
と
い
う
.
ζ
骨
名
の
防
関

東
町
艇
は
揖
々
で
‘
一
般
に
は
、
新
入
村
A
し
ん
に
ゅ

う
む
ら
、
現
在
の
直
方
市
北
西
}
の
一
冊
を
指
す
地

名
司
直
方
"
が
探
用
さ
れ
た
と
曹

-Z
ま
た
一
鋭
で

陪
、
南
北
朝
時
代
の
瞳
乱
で
遣
賀
川
に
剤
蝿
し
た
北

朝
・光
明
天
皇
の
足
訓
練
島
崎
町
窓
と
冊
輔
・慣
-
R
{
か

ね
な
が
)
腫
王
の
窓
、
つ
ま
り
天
皇
方
{
テ
ン
の
お

が
た
v
k
岨
相
互
方
【
シ
ン
の
お
が
た
}
か
ら
の
呼
騨

と
も
首
わ
れ
て
い
る
.

置
方
は
、
明
柚
の
担
額
、
員
-
m
I
肋
ら
に
よ
る
奥

島
民
虹
関
慣
を
期
に
.
a
e
み
の
近
代
化
を
買
え
た
と

さ
れ
る
寵
量
園
駅
闘
の
そ
の
中
心
的
性
絡
を
強
め
‘
博

事
や
門
司
な
ど
に
療
〈
関
与
す
る
宜
味
で
都
市
化
が

進
ん
だ
.
ぞ
れ
時
、
舗
岡
県
下
に
広
が
。
た
鉱
山
鉄

道
の
盤
情
揖
腰
骨
状
観
か
ら
も
機
寂
さ
れ
る
と
冨
わ

れ
て
い
る
.

ま
た
‘
日
本
で
初
め
て
立
体
費
量
の
駅
が
属
生
し

に
は
T
g
な
祭
事
曹
が
止
の
よ
う
に
成
さ
札
て
い
る

か
ら
で
あ
る
.

大
正
賞
年
目
月
+
三
日
子
商
公
園
ノ
穆
花
ヲ
犠

ル
陣
埠
圃
町
江
藤
書
林
エ
於
テ
ル
凪
書
ヲ
見
ル
量

レ
先
年
a
田
康
橿
晴
氏
宅
-
一
炭
テ
一
見
セ
シ
小
能

エ
シ
テ
朱
タ
世
上
Z
公
エ
セ
サ
ル
者
ト
聞
ク
然

ル
エ
此
書
ノ
底
顕
Z
在
ル
W
ノ
K
W
ヲ
悦
ヒ
記
事

ト
シ
テ
同
開
求
シ
脅
骨
量
向
野
予
徳
由
民

向
野
子
徳
氏
は
、
大
E
ニ
修
三
九
一
-
-
=
四
月

十
三
回
、
楢
聞
の
賀
子
町
{
す
の
こ
玄
色
、

現
在
の

福
岡
市
@
失
広
大
手
門
}
の
吉
・
・
底

・
江
轟
・
・
排
で

こ
の
『
小
観
修
氷
』
&
毘
つ
吋
た
.
し
か
し
、
以
附
‘

置
編
車
で
偶
名
小
肢
を
拝
見
し
た
際
、

ζ
れ
は

『栄

公
聞
の
・
鞠
』
と
の
腐
を
聞
い
て
い
た
.

つ
ま
り
‘
惟
の
ゆ
に
集
い
は
ず
の
窓
に
出
会
っ
て
、

事
ん
で
こ
札
を
歯
周
入
、
所
有
す
る
に
軍
っ
た
の
で
あ

る
.省
の
朱
書
き
か
ら
、
瞬
時
に
、
贋
幽
明
軍
と
掴
革
関

係
に
あ
る
向
脇
町
軍
司
人
が
、
未
公
開
の
‘
し
か
も
揖

瀬
家
に
の
み
所
蔵
さ
れ
て
い
る
陪
ず
の
本
仇
智
大
E
m

に
A
手
し
て
畠
蔵
し
て
い
た
と
宅
え
た
.
轡
量
に
遣

い
が
宥
る
も
の
の
、
と
も
か
〈
樟
駄
の
置
車
窓
で
は

な
い
か
と
思
え
た
の
で
あ
る
.
ま
さ
か
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
白
焼
融
棺
『
小
民
事
木
』
が
、
互
い
の
存
在

世
知
ら
ず
に
徐
に
出
版
さ
れ
て
い
よ
う
と
陪
渇
え
も

し
な
か
勺
た
か
ら
で
あ
る
.

た
の
が
福
岡
県
で
、
小
倉

・
門
司
方
面
と
博
多
方
面

を
摘
ん
で
車
酉
に
走
る
鹿
児
島
本
轟
に
対
し
て
、
置

方
か
ら
若
松
内
と
南
北
に
車
量
組
が
監
か
れ
‘
そ
の

交
量
点
と
な
る
鹿
児
島
本
線
折
尾
献
に
、
明
措
ニ
+

四
年
三
八
九
ご
八
月
三
+
目
、
置
-
R
鎌
折
尾
駅

u
p
般
吋
ら
れ
て
い
る
.

近
代
化
を
急
ぐ
日
本
が
眠
畑
町
田
離
会
副
世
間
す
融
市
、

大
輔
副
と
の
究
渉
と
腕
鉱
轟
轟
に
よ
っ
て
大
き
〈
揖
属

し
た
葺
方
で
は
‘
京
都
町
住
楕
宥
世
間
い
て
仏
関
が

怠
て
ら
れ
‘
あ
る
い
は
、
テ
レ
ピ
C
M
で
お
瞬
畏
み

の
『
封
仏
壇
の
は
せ
が
わ
』
が
陣
る
鉱
簡
も
、
こ
の

揖
り
に
捕
わ
れ
た
と
聞
〈
.

そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
こ
の
地
緩
に
土
蝿
と
し
て

降
車
し
た
の
が
向
野
【
こ
う
の
}
車
で
あ
り
‘
そ
の

向
野
草
が
揖
し
た
麗
・
・
を
指
し
て
『
向
野
文
曜
』
と

呼
ん
で
い
る
・
向
野
崎
祐
正
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
-

年
二
九
六
六
}
に
直
方
市
立
図
・
薗
に
永
久
寄
託

さ
れ
た
も
の
を
主
と
す
る
.
こ
の
文
摩
町
成
立
通
援

は
い
ず
れ
明
-m
さ
れ
る
も
の
と
し
て
‘
庫
-
午
、

aロ

闘
市
町
圃
贋
園
暗
躍
と
直
か
に
関
連
す
る
典
"
を
見
出
し

た
の
で
軍
事
に
調
査
を
世
み
た
・
そ
し
て
初
め
て
、

贋
編
曲
鰍
と
向
野
草
と
が
畑
障
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を

担
っ
た
・
そ
れ
は
予
園
田
も
し
な
い
ζ
と
で
あ
A
v
t
.

さ
ら
に
‘
こ
こ
で
紹
舟
す
る
『
小
観
得
水
』
会
見

つ
け
た
と
害
、

こ
の
文
庫
自
体
を
文
化
酎
的
僑
置
あ

る
も
の
と
し
て
健
え
る
よ
う
に
な
令
た
.

直
方
市
立
白
・
・
薗
員
弁
事
川
燈
美
氏
と
協
カ
し

て
序
と
裁
の
判
値
目
に
努
め
て
い
た
と
こ
ろ
‘
平
成
十

九
年
会
一

O
O七
}
十
-
月
ニ
+
目
、
向
野
康
江
先

生
と
共
に
、
富
骨
U
R
目
前
会
肪
閤
す
る
こ
と
に
な
っ

た
.
そ
の
と
き
個
然
に
お
会
い
で
き
た
贋
頓
典
緩
民

の
ご
揮
意
に
よ
り
、
贋
置
用
揖
副
開
館
所
轟
『
小
限
栃
木
』

を
、
軍
に
拝
見
す
る
節
機
を
構
た
こ
と
は
$
い
で

あ
勺
た
.
ま
た
、
宙
開
韓
中
で
あ
っ
た
が
贋
源
賢
輔
価

員
安
康
正
岡
先
生
か
ら
の
ご
敏
示
や
.
様
車
図
書

館
の
ご
協
力
、
特
に
阿
部
初
舞
民
の
ご
助
力
を
い
た

だ
い
て
、
予
想
以
上
の
聾
属
に
つ
な
が
っ
た
(
本
当

に
宥
り
鎗
い
環
演
で
あ
っ
た
.
こ
の
岨
咽
を
惜
り
て
首
再

度
、
心
か
ら
感
酎
を
一倫
干
し
上
げ
る
)
.

一
般
に
は
ζ

の
小
践
の
存
在
を
担
る
こ
と
は
な
か

な
か
厳
し
く
、
こ
れ
ま
で
、
所
在
が
わ
か
っ
て
い
た

の
は
、
書
編
車
所
伝
の
+
五
也
管
窓
〈
劇
場
に
佐
野
軍

施
の
『
小
続
得
水
曲
家
続
方
h
-
m
m
が
付
〈
.
以
降
.

a
R
瀬
車
源
本
と
す
る
}
と
活
字
版
『
小
艇
第
氷
』
A
明

拍
十
七
年
三
八
八
回
V
刊
】
で
あ
る
.
活
字
国
植
は

糠
意
図
・
・
帽
【
揮
三
暑
さ
で
-
ど
国
立
回
全
国
・
町

{
金
五
容
)
で
確
認
で
き
て
い
る
.
安
静
薗
畏
陪
、

横
窓
費
制
植
に
は
-
冊
に
な
っ
た
活
字
販
が
有
る
と

述
べ
、
小
訟
の
内
容
を
よ
〈
貰
え
て
お
ら
れ
た
.

ζ
ζ
で
は
a
z
"
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
『
小
農

第
氷
』
に
加
え
て
、
置
方
市
立
図
・
暗
所
蔵
『
嗣
野

文
庫
』
に
伝
わ
る
、

向
野
宙
患
が
悶
臆
し
た
別
本
『
小



一
〇

限
値
冊
木
h
A
以
降
、
向
野
草
旧
厳
本
と
す
る
}
に
つ
い

て
総
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
.

『
向
野
文
庫
』
は
ほ
と
ん
ど
が
木
版
本
で
‘
『
1
6

9
4
M
舎
を
量
艶
脅
場
に
持
ち
、
さ
ら
に
歎
冊
を
加

え
る
文
庫
で
あ
る
.
そ
の
中
で
も
こ
の
向
野
草
旧
麗

滋
『
小
股
帯
氷
』
は
.
周
聾
.
世
薗
慣
の
'
庁
、
自
蝿
.

本
主
に
軍
る
そ
の
全
掴
が
、

T
gな
手
書
き
で
成
さ

れ
た
‘
剣
司
君
剥
明
司
倒
を
捕
え
る
精
・
で
あ
る
.

漢
値
聞
の
多
〈
は
、
そ
の
成
立
経
障
な
ど
を
停
や
故

に
紹
品
川
し
て
い
る
と
血
わ
れ
る
.
『
小
限
栃
木
』
は
匝

念
膏
じ
り
文
だ
が
、
掲
-
さ
札
て
い
る
敏
植
の
停
に

加
え
て
敏
が
あ
る
・
拙
植
で
は
、
こ
の
際
と
践
に
躍
っ

て
、
肉
野
草
旧
巌
本
の
脱
史
的
位
置
を
植
麗
し
よ
-一ヲ

と
世
み
た
.

輔

-

向
野
家
附
畠
本
に
は
、
ま
ず
‘
需
-
冊
目
的
見
聞

き
に
、
直
方
市
宜
図
・
・
曲
が
掠
即
し
た
楕
円
の
印
Z働

経
者
向
島
町
控
鈷
1

直
方
市
立
国
e
'
館
費
託
』
が
あ
り
.

盤
壇
番
号
と
し
て
ご

三
九
六
』
と
あ
る
.
幅
削
に
第

十
圃
賓
の
ご
四

O
玉
"
ま
で
こ
れ
が
あ
る
・
つ
家

9
.
前
遣
の
向
野
勝
描
氏
か
ら
寄
託
さ
れ
た
と
き
の

費
け
λ
れ
把
置
で
あ
る
.

こ
の
向
野
車
旧
蔵
本
の
特
配

g
項
担
よ
び
温
情
戚
を

簡
厳
に
示
す
.
虫
ず
夢
唖
と
し
て
.

①
印
E
Z
X
畏
血
管
』

才
子
猫
m
a
町
押
.
寓
古
不
副
大
島
袋
e

主
筒
先
生
文
・
4
.
厳
終
摘
耳
似
曹
司
障
閣

蹄
事
世
才
子
.
帯
水
艦
得
島
町
百
惟
邑
ゐ

障
遭
栓
生
賓
客
量
.
問
時
文
京
解
冊
膏
.
近
関

車
及
樺
奇
量
.
蜂
酎
釦
踊
見
再
有

希
酎
散
人
A
m
#
橿
創

【艦
薗
-

主申
Hn先
生
.
小
説
得
水
偏
に
題
を
も
と
む
る
は

鹿
f
-
K回
国
さ
れ
て
い
る
・
し
か
し
‘
こ
の
単
軒
先

生
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
.
ζ

の
題
の
桂
民
①
の

印
露
が
あ
り
‘
ニ
官
自
の

『宜
筒
先
生
-
は
横
車
を

指
す
も
の
と
勾
え
る
・
た
だ
し
、
こ
ζ
で
『
小
混
梅

木
』
が
『
軍
問
先
生
』
の
著
述
で
あ
る
と
連
ベ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
.
嘗
量
的

【蝿
鋪
】
か
ら
、
『
肴
耐

世
人
ふ
剤
事
量
』
が
狭
月
帯
の
圏
直
弁
土
周
嘗

ご

七
八
ニ

3
-
八
六
二
}
と
考
え
ら
れ
る
.
弁
士
周
錫

は
字
を
鴻
掘
と
い
い
‘
過
酷
骨
は
位
肋
あ
る
い
は
佐
布
、

毎
を
争
回

・
健
婦

e
古
谷
な
ど
と
し
て
い
た
・
し
か

し
、
仲
介
土
学
園
町
略
歴
に
陪
.
『
狩
耐
世
人
余
多
種
』

と
い
っ
た
a
守
ら
し
き
も
の
が
見
あ
た
ら
な
い
.

(
-
-
一
}

③
Z
小
且
民
唐
-
-
ご

の
芹
を
-m
し
て
お
〈
.
そ
の

a
E
U
は
不
明
で
あ
る
.
{
印
葺
は

同
】
で
草
し
た
・

傍
線
継
者
)
【白
雲
揖
々
】

水
量
嗣
伝
小
良
市
V
Z
巨
章
者
也
寧
布
象
膏
氏
之
縄

開
判
制
使
島
通
俗
鮎
隣
人
軍
自
由
岨眉
蝉
真
片
醒
字
以

@
『
希
耐
徹
人
最
多
量
』
な
る
人
物
作
の
鵬
-
a

③
『
水
且
氏
EZご

に
よ
る
芹

@
横
文
の
『
修
』

⑤
仮
名
交
じ
り
宜
『
小
限
篠
木
W

庁』

@
仮
名
賓
巴
り
文
『
小
限
穂
氷
序
』
重
ね
の
山
人
-

⑦
仮
名
聖
じ
り
主
『
小
説
第
木
白
芹
』

@
仮
名
空
じ
り
宜
『
小
視
線
木
命
国
会
然
厳
方
』

⑨
『
小
限
篠
木
惣
目
蝿
』

⑩
『
小
説
第
木
島
守
之
ご

1
『小
鋭
笛
仰
木
嘩
之
ニ
』

⑪
栓
m
w
十
輔
に
よ
る
書
き
込
み

⑫
向
野
手
徳
に
よ
る
.
，
き
込
み

。
居
場
末
に
仮
名
型
じ
り
文
の
俗
図告
示
闘
に
よ

る
般

を
傷
げ
る
こ
と
が
で
き
る
.

こ
れ
ら
が
‘
揖
-
岡

uに
@
1
@
を
蝿
.
帳
、
第
二

面
白
か
ら
揖
+
値
目
ま
で
の
各
圃
に
⑪
が
あ
り
‘
⑮

は
量
ω
世

a
e
'+
冊
目
の
春
東
に
包
晶
略
さ
れ
て
い
る
.

こ
の
・
・
符
全
体
が
和
親
の
袋
蝿
じ

{
四
つ
自
綴

じ
)
で
、

田
園
田
の
初
め
の
九
艦
{+
久
買
分
}
位
、

十
紙
白

(
+
九
買
目
}
以
降
と
比
ベ
て
わ
ず
か
に
紙

し
い
臓
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
小
ロ
の
磁
?
?
か
ら
串
せ

ら
れ
る
.
こ
の
九
桂
A+
八
買
-
が
①
@
@
な
の
で

あ
る
.
ま
た
.
朱
を
用
い
た
印
艇
も
巾
獄
事
し
か
無

い
.
筆
跡
珊
陪
、
企
摘
に
置
り
、
す
べ
て

T
'
K書
か

れ
た
も
の
と
見
て
良
か
ろ
う
.
漢
文
体
@
@
@
位
企

て
柵
・・
、
匝
名
聖
じ
り
宜
的
⑤
⑥
③
⑥
⑨
⑪
そ
し
て

上
手
一
開
審
問
心
神
凝
帽
欲
麗
不
盤
面
軍
事
事

会
以
是
控
士
浪
革
之
録
画
面
々
小
規
窓
而
糊
口
必
倍

以
水
続
縛
為
経
填
而
各
φ
其
巧
姐

a三
腸
司
九

之
悼
碑
国
岡
本
主
祭
其
人
億
総
面
最
等
人
之
惜
輝

奇
則
衝
突
而
意
味
績
樽
使
人
倦
而
思
臥
量
祭
億

其
所
与
雄
市
省
・
博
前
本
駒
其
所
富
島
留
守
肉
刺
市
夫
正

也
網
倒
剛
凋
制
剥
樋
刈
耐
縛
斜
凶
材
凶
編
漏
司『

樹
制
剖
倒
銅
剣
剤
削
刻
則
再
贋
ホ
園
前
帽
耐
血
相
厳

蜂
量
之
崎
健
酔
者
也
銅
刷
測
調
側
同
刻
倒
割
樹
高

文
嵐
耐
不
混
其
抽
市
揖
市
不
m
a
製
正
情
工
極
有

価
捕
虜
宥
八
百
断
蛤
Z
E
入
意
立
曜
夜
衝
ω
R
Z
袋
入
量

z
a
g
術
其
間
人
情
世
態
且
鳥
獣
草
木
之
密
化
包
縄

問
貧
血
品
田
折
掴
叩
喝
立
高
値
思
野
情
動
静
思
活
瞳

俊
胆
審
華
麗
耳
而
量
郡
泣
濠
笑
而
輔
胡
車
波
書

離
怒
班
般
車
傭
而
不
自
覚
務
晴
呼
陣
水
柵
帽
外

A
m
決
知
其
真
与
立
φ
巧
者
像
自
治
狩
捌
綱
同
羽
矧

割
斜
計
J
E
冊
以
暗
梓
此

-
e
x
a
篇
手
余
始
祖
序

文
笑
白
銅
剣
創
剥
側
副
冊
貧
下
手
綬
是
等
小
限

平
中
車
生
匝
目
是
非
主
a
m
輩
戯
作
者
糠
之
口
軍

高
掴
顕
島
南
穆
寓
官
立
章
構
失
量
其
凡
手
簡
健

之
乎
序
以
‘
輔
副
組
割
問
銅
剣
桐
可
調
剣
耐
彰
桧
山終

摘
則
哨
総
横
目
捗
絶
之
文
神
出
鬼
没
園
都
蹄
貫
徹

意
豊
岡
止
其
円
相
為
刷
測
剖
刻
倒
世
量
乎
可
恒
也

巳
豊
原
本
領
ゐ
什
王
冊
然
車
撞
樟
文
字
車
追
加

減
句
而
蝿
米
民
竃
唐
山
田
測
網
刷
矧
割
削
削
剥
刻

岡
倒
州
司
羽
川
副
剛
而
酪
雌
艶
寂
旬
開
寓
舟
小
税
市

⑮
陪
師
家
漉
に
徴
。
た
筆
置
い
で
ゐ
る
.

=-
〈

-

}

①
と
し
て
量
り
あ
げ
た
印
車
『
量
畏
稼
』
の
『
量

-
Z
と
は
、
厳
患
の
究
機
枇
の
樟
号
で
あ
る
.
換

世
の
兄
・
月
化
が
紋
鳳
庵
に
在
る
こ
ろ
か
ら
『
畏
春

圃
圃
』
と
し
て
値
鰐
し
て
お
り
.
白
川
化
の
死
桂
‘
耽
E

-
R
e
E
a
'
庵
主
政
各
し
た
.
主
政
五
年
三
八
ニ
ニ
}

町
二
と
で
あ
ろ
う
.
こ
の
名
『
長
緑
膿
』
陪
、
買
健

五
年
{
一
八
三
四
}
+
月
五
闘
の
検
獄
寂
檀
も
.
天

保
七
年
A
一
八
三
六
}
四
月
三
十
四
日
志
で
、
お
よ

そ
十
四
年
間
続
〈
.
横
惣
に
よ
。
て
『
縁
秩
雌
』
と

改
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

ζ
れ
ら
の
e
か
ら
、
こ
の
角
印
『
生
畏
議
』
が
こ

の
十
四
年
聞
の
内
に
押
印
さ
れ
る
で
ゐ
ろ
う
と
仮
定

す
れ
ば
、
向
野
草
岡
旗
本
の
編
量
も
.
主
政
五
年

2

A
ニ

=
v
以
陣
、
貫
録
七
年
三
八
三
六
}
四
月
二

十
四
日
ま
で
の
こ
と
と
考
え
て
み
た
〈
な
る
.
後
愈

が
四
+
一
雄
か
ら
E
+
亙
揖
ご
る
の
出
来
移
と
な
る
・

{
-
-
》

@
の
‘
『物
船
世
人
余
多
量
』
が
作
威
し
た
題
曹

陪
、
七
-
m
絶
句
町
三
置
に
見
え
る
・
(
印
艇
を

-
】

で
示
し
た
V
鹿
半
材
先
生
需
困
層
小
限
盤
情
木
偏

Z
Z
量
移
】

鬼
布
署
櫨
撹
主
障
.
鏡
花
水
月
寛
無
常
.
掲
錨

忠
世
樺
者
也
刷
湖
周
制
対
羽
則
必
出
回
融
然
凶
凋

鋪
制
対
副
羽
刈
剖
A
m
平
生
蝉
積
水
柿
崎
博
覧
宮
小

限
帯
樋
有
陽
治
暗
今
依
岨
局
自
由
最
費
其
軍
帳
樟
畏

富
圃
寛
間
家
冊
之
恒
敏
不
E
間
帯
輔
Z
蹄
而
芹
以
開

立
高
泳
三
部
旋
風
之
枇
水
嵐
氏
屠
三
周

-苧卑
向
泥
中
滋
訟
経
冒
笹
貞
-

轟
象
三
年

{
一
八
五
O
-
の
芹
で
、
こ
の
文
字
数

に
対
し
、
七
艦
在
費
や
し
て
い
る
.
『
俗
図
務
副
』
な

る
人
輔
の
軍
帽
を
受
け
て
の
序
で
、
飢
監
陶
民
k
は
知

り
合
い
だ
と
い
-一三
議
た
、
鐙
闘
が
、
原
本
十
五
闘

で
あ
っ
た
も
の
を
聾
理
し
て
三
+
冊
と
し
た
と
記
障

し
て
あ
り
‘

ζ
の
距
離
が
贋
溺
車
旗
本
に
適
・9
む
の

で
あ
る
こ
と
に
概
付
〈
.
し
か
し
、
『
贋
婚
主
簡
民
の

事
す
と
こ
ろ
な
り
匂
と
、
こ
ζ
で
は
帳
患
の
署
連
と

記
さ
れ
て
い
る
.
@
明
、
『
宜
圃
先
生
』
を
掴
げ
る
の

は
こ
の
鵬
唖
で
あ
ろ
う
か
J
U
の
序
が
蕗
永
三
年
=

八
王

O
}
で
あ
れ
ば
、
揖
愈
は
穴
+
九
草
.
①
の
よ

う
臼
、

&円即

-坐
畏
事
】
が
主
政
五
年
(
一
八
ニ
ニ
V

か
ら
天
保
七
年
=
八
三
六
}
の
押
印
と
す
札
ぱ
、

世
患
が
盟
十
一
障
か
ら
王
+
五
歯
車
ご
ろ
で
あ
る
か
ら
、

・
・
聞
の
竿
代
に
疑
問
が
生
じ
る
.
し
か
も
.
糠
惣
揮

命
令
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ζ
町
小
悦
の
ぜ膚
者

を
正
し
〈
述
ベ
て
い
な
い
点
で
、
島
問
衆
輔
も
水
皿

豊
三
も
、
膚
岨
咽
軍
と
は
企
〈
置
静
が
無
い
人
で
あ
ろ

う
.
①
の
印
蕗
が
不
可
解
な
の
で
あ
る
.

{
四
}

@
佐
野
宏
司
停
か
ら
、
紙
が
少
し
古
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
.
印
車
は
無
い
・
文
化
+
二
年

2

A

-
五
}
五
月
と
あ
る
か
ら
.
闘
に
紹
介
し
た
@
停
よ

り
三
十
五
等
、
古
い
こ
と
が
わ
か
る
.
{
傍
轟
筆
者
V

官庁
剣
剥
剣
盤
軍
国
再
軍
手
立
濠
僻
暢
居
住
市
弁
-
m
A
苧
利
之

事
出
入
植
門
無
情
勢
之
餓
左
鰻
右
史
置
舗
自
娯

岨
帽
岬
先
生
之
官
-
a
不
験
生
不
飲
酒
勘
入
量
曹
化
人

懇
膏
知
嘩
之
行
畠
凡
此
量
(
煩
?
)
者
人
立
所

高
也
入
圃
有
a
名
爾
行
之
者
曲
則
否
適
来
週
巴

昔
、
適
英
適
故
不
自
知
島
省
南
海
人
捧
本
以
高
骨
骨
理

有
美
賀
圏
構
築
名
者
量
不
思
君
子
耶
翁
近
箸
稗

史
名
自
寄
木
一
時
情
関
Z
所
慮
宵
遊
館
筆
串
拘

高
出
和
入
機
指
事
頬
情
足
以
瀧
才
学
之
二
拠
調
矢

先
近
世
薯
小
民
考
極
多
然
以
韓
犠
之
管
内
人
可
知

噛
呼
檀
翁
曾
両
樟
際
調
橿
門
戸
以
旗
開
名
則
量

出
世
所
幹
連
某
々
輩
之
rr盤
面
此
絹
公
蹄
構
内

比
島
官
時
晴
調
節
書
布
過
熊
本
良
山
田
唱
曲
之
構

納
自
守
名
総
本
出
揮
盟
此
綱
審押
不
通
与
=
-悶

持
共
立
巴
情
般
予
敏
叡
其
平
生
使
頂
宥
阻
之
険

制
祖
国
欄
剥
副
補
羽
訂
割
引
割
問
」

制
廿
内
側
剥
側
副
翻
却
期
筒
到

文
化
乙
茸
仲

E

佐
野
宏
慎

佐
野
車
庫
置
(
一
七
九
王

1
7八
五
A
V
が
、
ニ

+
壇
ご
る
に
・・
い
た
停
で
あ
る
.
小
限
作
者
が
『
a
R

8 

E
m
な
れ
ば
な
り
置
小
院
は
伏
悠
を
用
ゆ
る
を

a
w
k
す
源
館
者
曹
の
唾
既
に
明
石
の
止
の
e

L
g
棋
せ
り
軍
韓
探
M
m
に
ゐ
ら
ず
や

不
信
癖
有

り
て
碑
宮
の
膏
を
好
む
と
い
h
ど
も
世
檀
'

の
み
は
見
る
に
暢
う
し
&
刻
刈
副
a
a
司
同
制

る
に
曲
畏
て
い
?
。
〈
曹
も
ま
た
し
か
り
に

て
今
時
檀
行
に
倣
ふ
て
厳
れ
に
一
時
的
作
有

川

割

引

制

計

割

叫

叶

司

割

を
探
り
て
こ
匁
摘
を
出
す
る
は
は
ホ
?
と
鱈

せ
り
例
へ
帰
り
て
み
る
に
七
十
余
固
有
り

剣
二
三
子
と
噂
り
て
是
を
枠
寄
し
曲
融
自

叫
剖
引
剖
劃
叫
剖

μ月
刊
剥
綱
川
円
町
引

文
化
聾
酉
五
月

『
繕
木
』
を

『
は
棺
木
々
』
(
ハ
ヲ
発
ギ
}
と
腕

む
と
肥
し
て
〈
れ
て
お
り
、
こ
の
序
文
筆
者
は
『
畏

a
'
aM
樟
世
の
こ
と
を

『宜
人
-
と
呼
ん
で
い
る
.

特
に
.
こ
の
小
践
の
他
見
が
遭
っ
た
輔
聞
の
こ
と
が

記
さ
れ
.
ゆ
-
を
企
画
し
た
二
と
が
蹄
ら
れ
て
い
る

点
で
貴
重
で
あ
る
う
」
文
化
揖
百
』は
文
化
+
年
【
一

八
=
三
で
、
院
駄
の
聾
・
ユ
イ
が
亡
く
な
勺
た
【
二

月
二
十
二
信
】
翌
年
で
あ
る
.

【六
)

⑥
仮
名
空
じ
り
究
明
小
幡
幅
値
幡
本
序
』
【
怠
ね
の
山
λ
】

は
止
の
内
情
初
で
あ
る
.

小
銭
帯
木
序

印
混
濁
買
の
大
量
世
線
其
揖
曙
な
り
け
る
国
間

温
帯
翁
』
続
殺
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
末

尾
に
は
樟
駄
の
名
前
や
住
い
e
z
で
遺
ベ
‘
民
宜
岡
島

生
と
し
て
も
韓
駄
の
移
憎
を
よ
〈
知
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
輔
る
.
そ
の
経
-
置
を
見
て
み
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
佐
野
東
蝿
の
入
畳
は
、
文
化
五
年
三

八
O
八
}
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
さ
鳳
立
贋
入
門
書
小

伝
h
や
『
積
宜
学
者
脂
質
』
(
畏
揮
娘
矩
也
聖
修
}
で

は
、
安
政
五
年
{
一

λ
五
八
}
に
‘
三
十
七
躍
で
死

去
と
し
て
い
る
.
ζ
れ
で
は
‘
生
ま
れ
る
帥
に

λ
艶

し
、
さ
ら
に
こ
の
序
文
を
震
述
し
な
く
て
陪
な
ら
ず
、

全
〈
針
揮
が
合
わ
な
い
.
棚
倉
市
町
広
維
に
配
車
さ

れ
る
六
+
四
量
死
傘
脱
が
‘
お
そ
ら
く
正
し
い
.

で
は
、
先
に
遮
ベ
た
①
角
印

【坐
長
血
管
】
左
町
関

係
は
ど
う
な
る
の
か
・
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、

向

野、厳
固
麗
志
の
踊
植
で
あ
ろ
う
事
車
三
年
二
八
王

O
年
〕
よ
り
三
+
五
年
抽問
に
、
-
E
は
こ
の
@
佐
野

東
曜
序
か
ら
蛤
ま
る
『
小
説
得
木
h
が
成
立
し
て
い

た
こ
と
に
な
ろ
う
.
そ
も
そ
も
‘
機
宜
体
で
芹
す
と

い
う
こ
と
は
.
札
慢
正
し
い
と
い
う
か
、
E
Z
と
い

う
の
か
、
改
ま
っ
た
揖
島田と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
.

ち
な
み
に
‘
文
化
+
エ
年

{
-
八

-
宜
}
陪
、
肱
駄

が
園
田
居
、
南
限
が
寂
管
を
相
続
す
る
年
で
あ
る
.

{
E
V
 

⑤
仮
名
賓
じ
り
文
『
小
M
U務
水
芹
』
陪
、
文
化
十

年
【
一
八
一
三
等
】
草
月
の
も
の
で
あ
る
.
情
轟
を

付
し
た
よ
山
江
w
z
-
俊
雄
A
正
し
く
は
嘩
韓
民
ご

曲
目
縁
者
に
刀
利
買
ょ
の
量
感
R
を
み
せ
し
め
玉

ひ
院
に
そ
れ
か
し
の
地
量
の
蝉
却
を
し
め
し

結
ひ
て
仏
の
道
に
お
も
む
吋
玉
ひ
し
は
二
礼

は
た
唐
土
人
の
い
ひ
も
て
瞳
ゆ
る
勘
轡
懇
思
に

お
な
じ
ゐ
な
る
ベ
し
や
量
に
覗
宜
畏
容
蘭
忠

利
洲
制
引
叶
l
叫

叫

刻
叫

1
d割
引

.. 離
は
し
っ
一
よ
る
ひ
+
ま
り
五
唱
に
も
の

し
た
り
け
る
其
お
く
の
心
は
盛
者
必
壷
金
者

定
障
の
こ
と
わ
り
を
島
ひ
揖
さ
せ
ん
と
の
た
く

ら
み
と
こ
そ
知
ら
る
れ
こ
k
を
酉
漕
肥
閉
め

由
そ
れ
の
揖
に
越
し
て
車
問
題
鼻
の
企
諸
山

民
と
ち
め
花
陪
都
大
路
に
鍵
ひ
月
は
須
趨
の

捕
に
照
り
官
同
局
聞
に
珊
札
る
毎
の
は
や
し

こ
と
聾
の
く
さ
d

、
、
よ
ち
も
つ
く
さ
れ
ず
構

み
も
は
て
屠
〈
な
も
お
日
か
る
中
に
て
晦
し

き
陪
柚
に
も
つ
つ
み
か
ね
惜
し
さ
は
哩
に
う

か
び
を
か
し
さ
は
腹
よ
ち
れ
か
し
こ
き
は
身

の
屯
い
よ
立
た
け
き
た
よ
は
き
ゆ
ゆ
し
舎

な
つ
か
し
き

b
の
曹
今
現
に
見
る
が
ご
と

く
・
・
き
た
り
は
せ
る
心
の
量
き
を
見
る
人
う

ベ
な
い
て
知
昌
司
し

ま
ね
の
山
人
誌

こ
こ
で
も
『
得
水
』
を
『
は
は
古
木
』
(
ハ
ヲ
キ

ギ
》
と
膜
b
.
『
畏
春
翁
h
e
『
事
宜
』
と
呼
び
、
韓

駄
が
帯
事
で
お
る
と
述
A
て
い
る
.

戸
七
}

『
高
悼
』
『
曹
京
』
同
『
水
揖
伝
』
の
壁
掛
.
人
物
で
あ

る
.
こ
ζ
に
『
水
滞
伝
h
を
引
く
の
で
③
水
且
屠
王

町
市
庁
が
あ
る
の
だ
ろ
・
フ
か
.
{
盤
曹
蝿
筆
者
}

小
脱
篠
木
w
m

失
碑
官
小
帽
棋
の
起
れ
る
や
和
漢
仲
間
に
轟
か
に

ゑ
し

光
源
氏
物
価
の
絶
静
な
る
鬼
神
在
感
ぜ

し
む
る
軸
な
り
融
に
繕
韓
軍
に
は
世
の
主
な

り
と
骨
骨
ぜ
ら
る
叉
水
温
町
伝
の
縦
積
膏
化
比
す

る
に
も
の
な
し
島
源
措
氷
織
は
古
今
に
組
畠
砕

す
と
云
ん
か
し
近
瞳
小
税
の
・
・
都
匹
に
骨
れ

て
軍
帽
す
る
所
診
を
か
そ
へ
騰
し
持
ほ
む
ね

植
曹
の
・
・
に
と
ど
ま
る
信
事
爺
人
有
り
て

震

を
献
し
良
入
札
乞
寂
し
軍
に
懸
&
か
さ
ね
て
し
9

か
も
田
園
署
車
ま
ま
な
ら
し
め
人
を
し
て
柵
喜

に
憎
さ
を
岨
咽
し
む
串
孝
司
男
女
あ
り
揮
命
に

捕
命
を
か
さ
ね
て
し
か
む
百
軒
千
寓
の
苦
み

を
費
し
め
人
を
し
て
情
み
に
感
み
を
憎
し
め

釆
固
に
韮
り
漸
本
軍
を
躍
る
幸
も
て

一
部
を

求
せ
り
な
ベ
て
此
聞
を
出
吾
容
を
得
ず
践
む

人
は
つ
か
に
其
摘
を
み
て
お
も
内
ら
く
始
め

か
〈
あ
れ
ば
終
り
は
か
く
有
り
な
ん
と
皿
離
し

て
し
か
り
作
者
の
画
中
お
の
づ
か
ら
見
す
か

さ
る
何
ぞ
外
に
需
る
事
な
き
ゃ
値
観
水
槽
を
見

る
に
鋼
凶
副
倒
凶
四
等
町
線
念

身
先
托
し
て
剣

例
刻
測
が
績
の
亡
ぶ
る
は
宜
史
に
副
り
て
遺
品
も

り
量
買
の
離
に
録
す
る
所
以
は
世
の
知
れ
る

⑦
仮
名
喪
じ
り
文

『小
銭
徳
本
白
押
匂
{
棋
耽
自

序
)
も
、
提
示
し
て
お
き
た
い
.
当
初、

韓
駄
の
E

g
か
と
期
持
し
た
が
、
別
の
手
で
あ
る
.
〈
傍
線
軍
者
)

小
鹿
得
本
白
押

小
蔵
丸
畠
冒
と
い
《
ば
や

古
し
へ
よ
り
蜂
$
の

人
も
お
ほ
か
め
れ
酎
磁
酬
の
幅
月
合
す
姓
字

同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
樟
ら
ず
と

廟
〈
の
ご
と
〈

は
史
伝
を
看
て
足
り
ぬ
名
づ
け
て
厳
と
せ
ん

や
と
い
へ
る
は
去
る
事
な
が
ら
碑
官
の

0.世

虚
宮
、
ふ
け
て
翼
と
し
翼
を
つ
ぶ
し
て
慮
と

す
是
に
年
月
時

aを
附
会
す
る
も
の
は
人
を

震
ゆ
る
に
あ
ら
ず
た
し
と
へ
ば
入
品
帽
を
匝
て
離

に
島
す
る
に
等
し
其
脚
色
g
E
し
う
車
惜
し
め

ん
k
な
り
衆
是
児
女
子
を
悦
し
む
る
の
み

士
君
子
叩
ゐ
に
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
近

揖
小
鼠
軒
は
れ
て
上
梓
す
る
慮
事
〈
月
に
自

に
睡
眠
ふ
て
来
的
乱
れ
た
る
が
ご
と
し
そ
が
や

に
は
硲
な
る
宥
り
又
か
た
は
ら
い
た
舎
も
あ

ん
な
札
利
l
剖
創
J
州
U
什
剣
訓
剣
引
一
起
も
せ

ず
軍
も
せ
で
稼
の
過
し
が
た
〈
偏
忽
と
一
-
-

を
つ
づ
る
自
な
ら
ず
し
て
成
れ
り
所
総
省
り

て
篠
木
と
揮
す
噂
-
内
問
を
や
る
た
は
れ
.

を

静
ま

輔
を
機
内
去
る
を
も
て
曹
に
惜
し

銅
剣
川
刻
剖

ζ
札
な
ん
後
見
る
人
の
か
た

は
ら
い
た
か
ら
し
む
る
ら
ん
か
な

文
化
侵
箇
宜
R
u
n
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一
一

畏
血
容
蝿
主
人
述
書

崎酎
軍
欄
(
し
や
ち
ょ
う
せ
い
ご
は
明
代
の
学

者
で
、
鋳
文
に
巧
み
、
著
書
に
『
五
組
処
h

『
悦
宴
a
m
』

が
あ
る
.
『
向
野
文
鰍
』
に
b
『
五
揖
温
』
{
克
文
元

年
中小
、
七
響
、

h-
四
七

o
s
h
-曲
目
七
六
}
が
あ

る
.
こ
の
自
w
げ
は
.
文
化
十
年

二

八
=
三
六
月

の
序
で
‘
漢
に
先
立
た
れ
た
う
え
輔
に
世
す
鈍
耽
の

聾
が
あ
る
.
『
小
畿
繕
本
』
の
原
本
を
ま
人
に
茸
し

ω

す
に
あ
た
り
、
急
い
で
こ
の
自
停
を
付
け
た
ζ
と
が

連
ベ
ら
れ
て
い
る
.
た
だ
し
血
宝
庫
よ
り
一
タ
月
連
い

配
速
の
よ
う
な
の
で
、

『剣
吋
剖
刻
捌
叶
剖
剖
』
の

は
こ
停
車
札
て
@
芹
a
g
付
し
た
佐
野
宏
で
あ
ろ
う
か
.

【
久
}

@
『
小
限
縛
木
』
由
来
続
訟
に
つ
い
て
も
遺
ベ
て

お
き
た
い
.

小
院
第
木
a
w
来
園
田
佳

一
、
此
.. 金
田
+
玉
場
六
+
余
凪
去
年
畏
容
翁

の
令
内
下
世
せ
ら
れ
喪
中

ι翁
少
し
〈
荊
ひ

有
り
て
穆
の
日
の
摘
し
幽
障
害
定
、
に
伸
れ
る

所
と
な
り
こ
は
&
輔
の
若
き
よ
り
あ
る
は
樟

あ
る
陪
聴
吋
る
写
ど
も
を
そ
こ
は
か
と
な
〈
と

ひ
つ
づ
け
て
そ
れ
是
と
な
ず
ら
へ
書
け
る
を

も
て
得
水
k
m
ぜ
る
と
や
量
檀
甑
舗
に
よ
り

て
の
名
な
る
ベ
し
寓
恵
袋
は
翁
の
章
に
有
り

て
更
に
人
の
知
れ
る
所
に
は
あ
ら
む
置
其
量

障
を
簡
に
む
か
し
翁
肥
の
聾
膿
に
遊
ぶ
の
時

い
か
ん
と
人
の
怪
み
を
書
ぐ
の
み
故
に
主
面

に
な
く
置
に
軍
て
顕
は
す
是
比
六
移
幡
町
名

有
り
て
$
損
な
り
所
開
閉
樹
興
校
同
綾
鼻
車

問
薫
異
花
開
花
園
宍
果
省
る
の
類
ひ
に
て
伴
者

響
避
聾
犯
す
を
も
て
能
有
る
所
な
り
と
い
ふ

に
友
生
も
唯
々
と
呈

問
、
此
書
駄
慣
を
も
て
基
と
す
と
い
へ
ど
も
先

り
う
し
ん
土
人
妖
演
の
量
置
を
起
し
て
併
は

つ
か
に
獣
惜
を
出
せ
り
し
か
*
鳴
り
て
棋
聖

化
し
醐
に
続
り

し
り
へ
に
出
て
織
績
に
わ

た
り
続
は
朱
療
を
は
じ
め
に
顕
は
し
過
申書

を
桂
へ
に
遺
る
省
り
凡
写
を
遺
る
に
此
寓

に
先
〈
所
目
後
篇
に
補
ひ
上
摘
に
多
舎
は
下

置
に
略
す
量
を
翼
に
写
し
て
顕
惜
し
量
を

虚
に
鹿
般
に
て
由
民
す
斯
て
埴
本
調
漉
に
重
る

桂
近
館
行
は
る
、
駐
の
櫨
曹
の
抽
中
終
闘
を

出
ざ
る
に
は
異
な
り

て

此

・
に
伝
奇
有
り
盆
輔
の
竿
ば
ざ
る
所
と
い

内
共
か
い
つ
〈
其
窓
章
に
は
あ
ら
じ
と
な
り

は
た
公
卿
士
雌
人
の
宮
路
炎
々
に
分
布
り
教

に
古
代
の
輔
が
た
り
め
吋
る
有
り
配
蝿
軍
-

a
植
の
主
に
有
り
撲
は
賓
と
〈
本
暗
い
や

し

ょ

b
人
拳
ひ
に
心
安
k
ど
め
て
見
結
は

ぱ
暁
は
ひ
ふ
か
か
ら
ん
と
賓
有
る
も
の
な
り

文
化
+
畏
酉
の
年
五
月

劉
寸
山
誌

国
陶
を
路
傍
の
慈
宜
拡
避
し
に
一
曹
雌
の
台
車

に
主
字
宥
り
可
代
不
可
代
不
世
E
置
と
書
〈

此
ぽ
さ
つ
の
志
願
は
や
有
ら
ん
か
そ
の
所
刊
が

を
&
け
ず
と
み
に
小
脱
か
か
ば
や
と
恩
ふ
心

起
り
し
と
ぞ
量
し
か
し
過
か
の
管
に
し
て
世

世
草
れ
に
ゆ
り
鍛
る
に
妥
結
干
の
費
午
に
ゆ
く

り
な
〈
趣
出
て
鍍
を
起
し

一
内
閣
を
や
る
の

作
に
て
舗
を
-
b脱
せ
ず
反
古
の
ψ
に
有
り
し

を
こ
た
び
み
る
事
を
得
た
る
な
り

目
、
比
書
位
置
を
泳
揖
蝿
唱
を
揮
辺
喝
な
ど

.
成
は
侯
の
宵
名
措
置
'
町
本
聖
か
へ
た
る
有

り
島
翁
は
後
b
R
軍
の
月
俸
を
量
る
の
人
な
れ

ば
冊
り
鑑
み
て
の
世
な
ら
る
ベ
し

-
、
此
.. 想
記
惣
結
大
幽
照
応
小
照
応
E
対
反
対
等

の
掻
ひ
有
り
て

-
回
中
に
あ
ら
ず
過
に
却

を
す
も
の
有
り
量
に
一
二
を
単
て
所
周
頁

正
の
革
関
九
州
の
騒
乱
よ
り
館
り
て
慶
畏

中
東
西
町
腸
敗
を
む
す
ぷ
是
愈
絡
な
り
拍

に
持
践
的
上
入
量
出
し
て
終
り
に
山
中
の
窃

帽
を
畢
す
妖
魔
の
袋
入
出
投
書
壮
ら
ず
貞

視
の
貴
人
臼
S
買
に
鼻
る
-
艇
は
膿
せ
ず

し
て
枇
席
に
ま
じ
へ

ご
障
は
擁
し
て
a
H
蝿
副
主

嗣
つ
轟
人
筆
を
も
て
書
を
な
せ
ば
正
人
刃

を
と
り
て
乱
世
銀
ゆ
西
方
に
河
上
の
大
穂
出

れ
ば
東
方
に
金
議
の
真
人
有
り
聾
惨
た
る

両
様

m
舗
は
住
へ

-
恒
同
通
る
宥
馬
町

文
化
十
年
三
八
一
三
)
五
月
の
錦
寸
山
の
路
は
‘

『
小
続
得
本
』
審
理
の
鐙
揖
を
よ
く
示
す
.
韓
駄
の

二
と
を
.
よ
〈
知
っ
て
い
る
m
柄
で
あ
ろ
う
.
玄

t‘

序
践
と
、
呼
ぶ
べ
き
概
略
金
通
A

る
.
し
か
し
、
こ

こ
に
+
五
事
穴
+
余
固
(
品
g
と
述
べ
て
い
る
と
こ

る
、
寓
臓
の
向
野
草
陥
蔵
本
は
三
十
巻
+
冊
八
+
-
-
一

般
な
の
で
、
舷
舗
が
掴
集
し
た
桂
も
‘

ζ
ζ
町
内
容

を
改
査
し
て
は
い
な
い
二
K
が
わ
か
る
.

こ
れ
に
緩
い
て
⑨

崎小
限
等
水
惣
園
陸
』
が
、
本

編
三
十
唾
λ
+
三
段
を
紹
介
し
、
い
よ
い
よ
小
般
の

本
文
@
が
掲
雌
さ
れ
て
い
る
.

{
九
}

⑪
松
岡
+
幽
聞
の
書
き
込
み
は
、
金
+
闘
に
共
通
の

書
き
込
み
で
あ
る
.

安
政
王
午
革
四
月
九
日

父
宗
暢
七
歯
車
依
相

--s仕蝿
z
.
怪
聞
+
"
拳
顕
蟻

密
政
五
年

{
7
A
五
λ
}
四
月
九
日
が
‘
③
に
畳

揖
し
た
世
闘
摂
惜
の
七
回
患
に
滋
た
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
‘
帯
植
樹
離
の
宇
小
限
梅
木
L

帽
を
‘
息
子

十
輔
が
聾
備
し
た
と
い
う
.
z
e
顕
』
ほ
と
り
あ
え
ず

の
判
様
で
あ
り
‘
こ
の
文
子
に
つ
い
て
は
、
判
も
わ

か
ら
な
い
.
そ
し
て
ζ
の
揖
-
酷
信
記
の
み
、
す
で

に
紹
介
し
た
@
に
拍
け
る
向
野
干
揮
の
書
き
込
み

{
朱
書
き
}
が
見
ら
れ
る
・

(十〕

@
【
恒
名
究
じ
り
文
の
鍛
}
は
左
覧
の
よ
う
な
文

現
陸
軍
は
記
者
の
ζ
と
聾
に
明
ら
か
に

関
ク

厩
の
対
障
は
組
作
の
織
ず
る
に
香
し
践
で
火

を
用
ゆ
る
は
な
ら
ず
不
意
に
出
る
陪
成
札
り

舶
を
惨
め
て
人
&
教
ふ
の
般
舶
を
底
て
人
世

癒
る
の
合

大
に
置
ず
る
の
人
人
に
化
す
る

の
狐
名
馬
持
車

a
a
酬
仙
間
虎
静
凪
鎗

泉
怖
抽
銀
山
町
鵬
陪
人
の
婦
と
成
り
て
帰
り

大
帽
の
蛭
は
書
金
縛
ず
し
て
亮
す
忠
臣
且
併

を
遣
し
て
慢
し
象
予

A"を
守
り
て
帽
織
を
縞

ぐ

土
中
の
枯
骨
一
た
び
仇
を
な
し

穫
身
の

本
線
数
回
神
聖
銅
は
ず
明
雄
よ
〈
金
を
吐

く
に
量
ゆ
も
又
お
の
ず
か
ら
有
り
是
等
副
官

僚
応
E
師
匠
対
必
り
よ
む
に
し
た
ご
う
て
知

る
べ
し

て

此
書
轍
詑
縄
応
等
合
鳴
り
と
い
へ
ど

b
一一時

の
着
押
な
れ
ば
予
め
た
〈
め
る
に
あ
ら
ず

撮
り
て
お
の
ず
か
ら
隔
の
ご
と
し
に
て
鑑
ず

司
君
臨
刑
も
少
か
ら
ず
と
み
ゆ
曽
て

-
車
生
目

此
.
揖
鋪
の
事
事ハ
度
省
り
多
き
に
あ
ら
ず
や

と
予
要
て
目

し
か
り
さ
れ
ど
も
敏
省
け
る

鴛
健
援
の
婦
は
是
秩
惜
の
属
生
を
云
ん
が
泌

な
り
文
艇
を
聾
は
般
を
謀
る
を
乱
隊
の
所
作

最
中
艇
の
配
偶
は
子
晶
&
と
ど
む
る
此
.. 

，
 

-
の
主
意
な
り
怯
ク
肢
は
小
皐
州
に
し
た
し

む
の
か
け
は
し
線
図
は
宙
て
蝿
密
を
斗
る

唯
白
山
に
お
け
る
旧
臣
に
し
て
其
専
な
れ
ば

11 

憲
民
な
っ
て
い
る
.
(
傍
離
筆
者
】

『
小
艶
篠
木
t
F

巻
末

筑
緬
福
岡
の
街
内
に
少
し
き
賠
を
聞
き
極
貨

の
麟
を
醍
帥
リ
て
世
世
る
聾
の
い
と
ま
に
車
怖
が

艇
や
ら
の
も
の
を
舟
み
て
同
時
り
去
る
文
蹟
年

聞
の
晶
子
と
し
大
且
恕
こ
り
因
。
的
確
績
人

m
m
死
留
め
配
土
下
の
全
部
一
揮
を
仕
立
は
ベ
り

ぬ
其
聾
買
箪
滋
健
二
十

一
等
務
し
を
艶
め
を

け
り
俗
体
松
田
名
は
家
助
k
e
置
に
極
的

友
幸
〈
家
中
に
近
頃
古
道
具
商
ひ
恩
ひ
立
し

人
の
反
古
求
め
し
中
に
や
れ
損
じ
た
れ
ど
も

か
よ
ふ
の
志
鬼
出
し
侍
り
予
に
*
め
よ
と
有

る
に
引
州
判
制
剖
倒
瑚
例
制
刻
引
J
開
制
則
剖

2

U
創
劃
刻
刻
川
削
叫
刻
剣
叫
対
側
細
川
l
創

1

向
を
つ
ら
ね
て
十
五
種
題
し
て
小
説
"
ホ
と

制
川
刑
判

d
刈

叶

引

創

剖

叫

刈

判

討

て
書
掴
へ
聴
は
白
粉
に
て
化
し
た
る
う
内
に

刻
剖

μ羽
汁
叶
叶
訓
別
問
村
川
け
寸
則
凶
剖
叶

4
4
.

り
の
わ
か
り
か
拍
た
る
所
も
あ
り
古
拙
下
-
-

m
檀
な
り
や
是
ほ
ど
の
量
煩
を
こ
ら
し
な
が

ら
い
ま
だ
搾
に
も
な
ら
で
有
な
ん
か
只
朽

由
ベ
き
g
の
お
し
は
か
ら
れ
て
掴
り
に
持
療

の
膚
揖
$
し
且
ば
自
筆
を
か
ひ
と
り
等
し

賓
と
患
は
る
る
に
此
の
本

士
零
の
艦
量
白
玉

+
枚
の
間
あ
り
凡
歯
車
双
紙
の
煩
ひ
は
ニ
十
位

あ
ま
り
と
置
ゆ
れ
ば
軒
哩
さ
せ
ん
と
取
鈴
り

ぬ
る
が
事
て
一
容
の
鶴
崎
め
に
品
少
し
の
序

文
宥
な
ら
ひ
い
か
が
せ
ん
や
も
し
と
よ
り
商
車

の
患
少
が
四
書
五
経
は
掴
ら
ず
割
き
躍
本
を

持
め
る
の
み
文
亡
者
の
年
象
に
も
う
つ
つ
を

ぬ
か
し
無
性
に
は
や
り
て
企
部
三
十
品
。
に
仕

あ
げ
は
J
A

り
ぬ
暗
呼
桂
来
見
拡
ふ
人
は
ら

を
か
か
内
て
不
審
り
鈴
ふ
布
な
か
れ

高
永
ニ
己
百
の
年
夏
至

怯
関
働
市
助
【
宗
輔
)
の
健
文
陪
高
殊
二
億
・
=
λ

四
九
V

五
月
中
旬
の
飽
珪
あ
り
、
向
野
車
旧
離
本
の

売
と
な
っ
た
原
幡
町
樺
相
が
-草
さ
れ
る
量
調
で
あ
る
.

M
E
随
時
‘
福
岡
市
の
掲
車
で
‘
-
曙
暁
と
し
て
・
物
【
小

視
な
ど
r
e
好
ん
で
眼
摘
し
て
い
た
と
あ
る
.
を
た
.

多
少
の
験
e

，e
n
M
し
た
樟
予
が
見
畳
け
ら
れ
る
.
吉

道
具
置
を
拍
め
た
者
が
‘
反
古
の
州
市
か
ら
本
を
見
出

し
て
麟
っ
て
く
れ
た
ら
し
い
.
事
艇
が
仮
綴
じ
し
て

あ
り
、
ポ
・
奮
き
な
が
ら
も
能
・
寂
に
よ
る
十
五
編
、

圃
唱
し
て
『
小
限
篤
木
』
と
・
い
て
あ
旬
、
こ
の
ま
ま

で
は
担
体
な
い
と
思
い
、
ど
う
に
か
鍍
を
と
っ
て
ゆ

・
し
た
も
の
の
‘
各
答
申
鼠
数
が
あ
ま
り
に
多
い
の

で
-
般
的
な
量
に
語
集
し
故
め
た
と
い
う
.

包

こ
こ
ま
で
‘
向
野
富
田
躍
『
小
緩
・
本
』
に
提
。

て
遣
ベ
て
き
た
.
@
w
庁
と
⑬
が
轟
氷
年
間

{τハ四

九
S
一
八
五
O
V
で
あ
り
な
が
ら
‘
@
⑤
⑤
①
の
各

そ
の
袋
艇
に
は
‘
『
長
畿
圏
主
人
a
a
帽
貞
抵
先
生

直
書
』
『
明
治
+
七
年
八
月
、
乎
峰
閣
制
版
』と
あ
り
、

見
返
し
に
『
大
正
七
年
十
一
月
二
十
四
日
貴
』
と、

"
が
配
置
さ
れ
、
寄
醐
容
が
『
下
毛
郡
三
揮
村
梅

木
芳
太
郎
』
で
あ
る
ζ
と
が
わ
か
る
.

拍
車
・
版
に
上
記
①
②
③
と
@
は
無
〈
、
悔
の
文
面

に
は
艶
遣
が
見
ら
れ
る
.
ま
た
、
@
佐
野
東
庵
の
停

記
先
ん
じ
て
、
主
ず
畳
三
酬
に
よ
る
腿
曾
が
あ
る
.

2
0
暁
量
】

副
臼
制
牙
不
園
開
天
荒
地
考
縄
岨
周
倒
位
軍
管
鬼
興

神
懲

主
制
居
士
題

【畏
先
立
印
】【
三
割
}

そ
し
て
車
京
に
位
、

明
治
+
七
年
七
月
二
自
販
帽
免
許

制
措
+
七
年
A
H
出
版

著
者
世
入
車
麺
貧
憧

出
版
人
大
分
厩
平
民
膚
瀬
圃

【輔
勝
-

勝
岡
県
盤
町
田
冒
襟
恵
町
措
置
醤
絶

寄
留
費
酒
敬
四
郎
方
向
唐

買
京
府
単・
民
森
田
m
a
R
瞳
【亀
肢
障
-

府
下
本
所
恒
揖
町
-
T
M
g
措
香
港

と
あ
る
・
揮
二
編
陪
明
抽
+
七
年
十

一
月
の
出
版
.

第
三
種
以
降
は
蝿
成
社
か
ら
、
揖
三
綱
は
明
措
+
九

厳
守
五
月
の
出
版
.
(
揮
四
属
国
明
抽
二
十
年
同
月
、
第

五
編
は
閏
年
十
-
月
町
出
版
J
出
版
社
翁
が
賓
わ
A
V

τも
.
出
版
人
位
閉
じ
人
物
だ
が
、
府
瀬
薗
A

ひ
ろ

せ
た
も
つ

・
枠
外
町
子
}
の
住
所
が
東
京
府
牛
込
直

停
は
文
化
隼
m
2

A
----3
一
八

一
宇
き
で
あ
る
.

二
二
に
三
十
五
年
も
の
隔
た
り
が
あ
る
.

①
A

印
車

『凪
型
豊
容
』
}
の
文
世
t
買
樺

二

八
ニ

ニ

s一
八
三
六
V

の
可
能
性
を
思
い
つ
つ
、
様
車
と

向
車
齢
の
井
土
学
置
の
年
齢
を
考
え
る
と
舎

{
文
化

年
間
で
は
三
+
代
な
か
ぱ
、
高
畠
年
間
な
ら
七
L
Y
織

ぐ
ら
い
て
∞
②
は

.φ
と
同
蝿
に
事
象
年
聞
の
も
の

k
考
え
た
克
が
自
然
か
と
思
わ
札
る
.
も
ら
ろ
ん
.

②
の
聞
蕗
『
婚
掛
』
が
弁
土
零
圃
モ
は
な
い
場
合
は
、

衛
門
考
の
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
初
め
に
指
摘
し
た
よ
う

に
‘
③
ま
で
の
艇
が
@
以
降
よ
り
覇
し
い
こ
と
を
考

慮
に
λ
れ
て
も
良
い
と
考
え
る
.

③
(
水
風
展
三
の
停
}
は
‘
訟
田
の
持
寄
で
あ
る

こ
と
を
・明
記
す
る
且
で
、
⑬
(
睦
倒
的
球
V

と
は
一

量
し
て
一も
、
@
t
⑤
が
揖
り
遣
し
揖
勧
恨
の
臨
を
伝
え

よ
う
と
す
る
輯
分
で
力
点
が
ず
れ
て
お
り
、
弁
士
g・

置
も
水
昆
居
=γ
も
睦
困
窮
舗
も
、
様
車
の
存
在
品
聞

き
知
っ
て
い
て
も
贋
瀬
車
に
つ
い
て
は
聴
く
、
揖
駄

に
つ
い
て
は
全
〈
掴
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
る
う

か
と
予
測
で
き
る
・

@
{
佐
野
置
の
芹
}
陪
‘
副
胴
瓶
車
線
本
に
お
い
て
、

そ
の
縄
離
が
施
認
で
書
た
.
⑤
の
停
も
同
揖
に
贋
岨
咽

官
隊
蔵
本
に
あ
る
.
向
野
旧
旗
本
で
は
作
者
が
不
明
だ

が
‘
鹿
瀬
車
旗
本
的
文
末
に
は
『
花
漢
酌
聾
騎
曹
題
』

と
あ
る
の
で
‘
⑤
序
が
こ
の
圃
曹
な
る
人
物
町
署
遣

と
判
明
す
る
.

神
祭
町
二
丁
目
ニ
酷
暑
地
寄
宮
、
赤
坂
亀
次
郎
M
m
神

図
極
小
川
町
措
書
織
に
か
b
。
て
い
る
.

こ
の
出
版

・
販
売
に
も
壷
化
が
毘
ら
れ
、
第
三
緩

ま
で
は
東
京
府
下
で
の
み
、
九
-
-
-
婦
、
-
胃
・
・
陶
.

中
西
盤
、
博
剖
位
、
揮
星
で
行
わ
れ
た
が
、
第
四
回
"

と
劃
亙
緬
に
ほ
、
大
阪

・
三
水
位
動
.
京
都
・
改
適

量
と
大
島
屋
、
鵬
本
畏
崎
故
障
、
鹿
児
畠
富
山

仲
官
、
抽
岨
憧
長
岡
・
目
黒
十
舶
が
加
え
ら
れ
て
い
る
.

し
か
し
こ
の
活
字
刊
行
に
つ
い
て
向
野
争
衝
は
、

大
正
二
年

2

九
=
王
町
四
月
に

『来
タ
鎗
土
ニ

公
エ
セ
サ
ル
者
ト
鵠
ク
』
と
記
し
て
い
る
.
つ
ま
り
、

向
野
草
の
み
な
ら
ず
、
n
g
の
鹿
瀬
車
す
じ
に
a
0
・

圭
〈
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
曹
え
よ
う
か
.

六

こ
れ
ら
『
小
艶
徳
本
』
に
関
す
る
術
館
慨
を
彊
理
す

る
と
‘
ま
ず
初
め
に
膚
瀬
醜
献
の
直
筆
倉
野
献
本
》

が
で
き
{
一
八
一

ニ
・3
一
八
-
2
一
て
ま
人
ら
が
直
名

.
き
の
序
文
を
二
本
陸
ゆ
り
、
『
a
a
m
m
桂
』
を
加
え
、

町白
序
』
聖
書
俊
足
し
た
こ

八
=
-
3
.
宜
人
ら
は
、

こ
札
&
聾
理
し
浄
書
.
2
偶
数
本
》
は
韓
執
へ
返
還
し

た
も
の
と
岡
持
し
て
、
で
き
あ
が
。
た
冷
・
・
に
、
住

町W
置
に
よ
る
漢
文
『
芹
』
【
一
八

=
主
を
も
令
て
一

応
の
体
瞳
を
盤
え
、
書
原
摘
本
￥
A

学
抵
で
桂
綴
じ
】

が
で
曹
た
の
だ
ろ
う
・

二
二
に
‘

向
原
稿
本
￥
が
有
っ
た
と
彊
定
し
た
い
の

ま
た
‘
也
担
額
寵
巌
本
に
は

Z
伺
楠
氏
逸
宜
.
』
と

あ
る
.
何
を
示
す
か
よ
く
分
か
ら
々
い
が
‘
調
曹
の

序
を
宥
捕
逸
女
が
書
い
た
と
い
う
章
慌
で
あ
ろ
う
か
.

ζ

の
人
物
は
有
糟
琴
虹
【
あ
り
う
ら
さ
ん
こ
う

γ
逸

鮪
A

い
つ
の
}
と
い
う
主
性
で
、
互
関
轟
町
で
寺
子

畠
を
世
ん
だ
.
欲
月
躍
の
後
人
の
姐
だ
と
い
う
.
そ

の
照
般
が
今
も
有
り
‘
石
碑
が
立
。
て
い
る
と
聞
く
.

事
年
七
十
三
揖
.

@
亡
ま
ね
の
山
人
』
芹
}
-
b
贋
置
用
車
旗
本
に
あ
る
.

た
だ
し
‘
車
場
復
車
ゆ
み
の
文
求
目
、

『万
午
山
人
担
の

柄
に
か
内
て
筆
を
と
り
つ
』
と
結
ぼ
れ
る
.

⑦
自
序
も
@
自
泉
鏡
怯
も
贋
輔
車
庫
本
に
あ
る
.

た
だ
し
、
薗
甑
車
線
本
の
⑤
位
、
別
冒
と
し
て
付
属
3

さ
品
、
『
劉
寸
山
箆
』
で
は
な
〈
『
佐
野
忠
‘
詑
』
と

1

宥
り
.
ま
た
‘
『
此
・
・
に
.
予
が
輯
勧
障
を
そ
ふ
る
は
・・・
・.

劉
寸
山
』
と
配
し
て
い
る
点
か
ら
、
『
割
問
寸
山
』
同
司佐

野
東
経
由
ぬ
』
で
ゐ
る
と
判
断
で
舎
る
.

こ
の
よ
う
に
、
揖
型
車
所
車
窓
を
拝
見
で
き
た
こ

と
で
、
こ
の
『
小
民
纂
ホ
』
を
纏
借
問
す
る
に
あ
た
り
、

佐
野
東
躍
が
中
慣
と
ぬ
情
。
た
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
.

五

ま
た
、
淡
惣
図
書
館
所
蔵
の
活
字
厳
『
小
限
緩
本
』

陪
、
第
一
踊
か
ら
揮
三
縄
{
春
九
、
四
十
八
回
-
ま

で
A

国
立
国
企
図
・
・
館
所
属
の
五
冊
ゆ
み
は
第
四
穏
と

揖
五
舗
を
も
植
え
て
い
る

τ

は
、
向
匝
町
家
間
麗
ゆみ
に
は
軍
名

--sさ序文
二
本
と
白

揮
に
漢
文

『芹
』
、
そ
し
て
『
白
系
枝
並
』
ま
で
が
含

ま
れ
る
も
の
の
、
圃
四
割
家
所
車
窓
に
見
ら
れ
る

『演

患
の
瞳
{
蝿
在
筆
ご
や
佐
野
宏
の
『
韓
民
』
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
る
る
.

⑤
市庁
の
睡
階
で

S
F
K述
べ
る
の
で
、
お
そ

ら
く
直
筆
本
に
芹
な
ど
が
付
さ
札
た
躍
で
櫨
醐
の
M世

間
接
融
へ
班
れ
た
の
で
は
な
〈
、
と
り
あ
え
ず
別
に

e
m
植
本
》
が
用
意
さ
れ
、
ζ
れ
が
更
に
也
w
-
-
さ
れ

て
現
在
的
廃
紙
車
所
旗
本
【
正
志
}
が
完
成
.
韓
駄

直
筆
本

向棋
院
本
》
で
は
な
〈
、
換
陪
恨
の
関
係
者
の

草
に
投
。
た
と
予
想
で
き
る
向
原
稿
本
》
が
、
-
m
関

心
で
官
.
情
を
知
ら
な
い
E
・
の
人
を
仲
介
し
て
訟
闘

民
へ
檀
る
こ
と
に
よ
り
、
向
野
草
旧
厳
守
み
{
別
本
}

が
編
集
さ
れ
た
も
の
と
後
織
で
き
よ
う
.

別
損
棋
で
.
明
抽
時
代
に
な
今
て
東
京
府
で
括
字

印
刻
さ
れ
た
『
小
説
帯
ホ
』
は
、

車
旬
、
東
京
府
以

外
で
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
模
揖
で
、
猶
暗
か
ら
少

な
く

t
も
大
正
エ
厳
守
主
で
陪
‘
a
m
に
お
い
て
一も
向

野
震
に
お
い
て
も
ζ
れ
を
知
る
人
同
然
か
。
た
は
ザ

で
あ
る
・
も
し
か
す
る
左
、
向
野
子
舗
が
こ
の
別
本

を
模
え
て
資
顧
本
車
を
酷
札
、
『
主
催間
先
生
』
の
著
書

で
は
な
〈
棋
駄
に
鑑
隠
す
る
小
説
で
あ
る
こ
と
の
艇

に
、
①
の
印
露
『
厳
密
E
a
'匂
を
得
て
曾
た
の
か
も
し

-
b
t

、.

&
z
f
e
o
v
 

そ
の
向
野
子
岨
聞
の
ζ
と
だ
が
‘
平
成
+
九
年
+
ニ
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月

一
闘
の
ロ
販
制
告
の
軒
、
向
野
廟
江
先
生
の
ご
誕

azで
-一耶
さ
れ
た
写
真
の
ゆ
・民
、
向
野
子
徳
に
た
い
内

ん
酷
似
し
た
量
跡
を
見
付
げ
た
叩
で
、
『
子
徳
』
は
向

野
量
一
の
別
号
の
可
能
性
が
あ
る
と
車
。
て
い
た
と

ζ
ろ
、
同
月
十
五
回
匁
靭
.
向
車
内
虚
血
江
先
生
よ
り
‘

向
野
剖
鎗
【
表
紙
に
配
瞳
】
の
漢
蹄
幅
『
拙
車
廃
車

積
』
の
車
京
に
印
露

【向
野
Z
印
】
-建
株
E
A
向
野

監

-
A
W
毎
)
-聾
字
乎
徳
-【
聾
伸
伸
之
印
】
が
鹿
A
V
て

い
る
と
の
報
告
を
畏
吋
た
.
こ
の
こ
と
か
ら
‘
こ
れ

ま
で
陣
だ
か
特
定
で
き
な
か
っ
た
向
野
子
徳
を
向
野

量
一
そ
の
人
で
あ
る
と
眠
症
で
き
よ
う
.

こ
の
現
時
輔
『
拙
車
庫
軍
唱
』
に
ほ
『
西
公
園
蝿

花
』
な
る
漢
詩
も
聾
A
Y
て
お
り
.
向
野
草
旧
蔵
本
町

朱
書
き
『
大
正
実
毎
回
月
+
三
自
予
箇
企
摺
ノ
慢
花

ヲ
鰻
』
た
時
的
ζ
と
か
と
も
想
睡
で
e
る
.

・℃

向
野
文
庫
を
郷
見
し
た
当
初
は
、
寄
贈
者
{
燈
枯
}

と
限
聾
者
A
盤
一
)
と
を
問
一
人
骨
と
み
て
疑
わ
ず
、

そ
の
文
化
レ
ベ
ル
の
曹
T
e
に
感
心
し
、
そ
こ
に
見
出

し
た
司
小
鋭
篠
木
』
を
贋
瀬
窓
軍
旧
巌
の
正
志
だ
ろ

う
と
身
え
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
町
周
査
蹄
畢
に
は

自
ら
が
た
い
内
ん
揖
舎
、
ま
た
、
こ
の
別
+ゆ
と
向
野

監
ア
と
の
奇
過
を
膚
え
る
と
と
b
位
、
置
-
m
A賢

A

の
哩
歓
を
新
た
に
b
t
.

息
ご
と
を
通
べ
る
が
、
三
十
舗
や
前
、
成
宜
閣
に
て
、

外
相
究

闘
中
審
内
三
{
当
時
京
鶴
市
学
校
融
量
〉

が
植
者
{
当
時
小
掌
俊
低
金
・隼
-
に
財
し
、
農
園咽核

軍
の
偉
大
き
に
つ
い
て
崎
置
を
強
〈
島根
-一軍
し
て
く
れ

て
い
た
.
こ
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
‘
醐
開
園
咽車

へ
の
反
応
が
皐
か
A
7
た
.
今
回
の

-
避
の
運
び
在
、

舛
祖
究
母
に
置
接
線
告
し
舗
り
合
う
ζ
と
が
で
き
れ

ば
、
ど
ん
な
に
喜
ん
で
く
札
た
で
あ
ろ
う
か
.

一
方
、
ご
舗
極
の
方
み
に
品
、
醐
問
瞳
⑤
者
の
浅
学

非
才
に
加
え
蹄
本
情
に
目
配
慮
が
不
足
で
あ
ろ
う
こ
と

を
酎
し
ご
容
融
傘
"
い
、
ご
指
導
を
お
願
い
憎
し
ょ

げ
、
別
志
『
小
根
修
*
』
に
つ
い
て
の
線
告
k
す
る
.

角

e考
文
依
》

e
『
園
田
a
mm
茸
』
『
筑
前
之
侮
』
A
昭
和
田
年
三
月一

目
、
火
事
品
事
館
出
原
・
)

・『
近
惟
槙
掌
者
信
量
目
揖
大
成
』
〈
昭
和
+
穴
年
四
月

ニ
十
日
.
束
縛
圃
・
・
刊
行
会
日

『
繊
圃
輔自
X
輔
置
・
・
』
'
酷
"
胴
『
旭W
E
品
交
軒
{
纏
醐

量
宿
文
学
者
畿
a
w
ご
〈
昭
和
二
四
年
九
月
三
倍
、
名
答

.
及
会
)

・『
福
岡
師
史
輯
{
別
輔
-
』
(
昭
和
田
八
年
十
月
三
十

日
‘
名
寄
働
省
且
金
}

『
徳
田
眠
創
行
。
侍
者
$
陣
集
』
(
昭
和
王
A
U
千
八
舟

z

o
a
-
国
-
刊
行
会
}

・2
胃
載
』
AW嘗
酎
圃
ニ
O
O
年
民
主
持
-
m
a
q
、
昭
和
穴

O
年
十
二
月
ニ
+
a
}

e『
日
本
人
物
旭
川
線
犬
系
{
凶
A
V
』
『
備
や
婆
S
8
』
再
三

0
0
0年
七
a
n
+
五
日
、
時
晶
祉
}

S
R
Z
学
者
a
'
h
{
畏
精
娘
飯
山
旬
E
修
、
た
だ
し
崎弁

土
傘
圃
』
で
渇
.
}

-
務
局
だ
よ
り

平
成
十
九
年
度
組
問
懇
唖
究
会
前
制剤
師
会
が
、
六
月

=
s
に
側
か
札
、
由
学
院
大
学
融
担

・
三
揖
博
之
先

生
が
『
軍
司
均
恨
の
粍
務
思
想
l
『提
演
問
客
易
障
』

を
中
心
と
し
て
l
』
金
揮
発
袋
さ
れ
を
し
た
.
さ
ら

に
、
十
三
月
一
白
に
聞
か
札
た
桂
期
倒
会
で
位
、
瑞

石
守
住
圃

本
書
寛
踊
先
生
お
よ
び
向
野
庸
江
出
『向

野
文
庫
紹
介
お
よ
び
そ
の
鹿
瀬
窓
先
賢
文
庫
と
の
関

連
』
を
揖
a
a
し
ま
し
た
.
そ
し
て
.
+
九
年
度
後
期

開
会
開
廊
で
承
認
を
骨
、
本
金
銀
誌
に
お
き
ま
し
て

ほ
.
司
談
窓
護
持
紀
行
』
な
ら
び
に
文
献
紹
介
に
か

え
て
、
本
多
重
酎
先
生
町
『
贋
煩
樟
駄
K
W
『
小
脱
等

水
h
制
本
の
控
見
l
直
方
市
立
鴎
・
・
留
所
蔵

『
向
野

主
鰍
』
の
紹
升
l
"
を
揖
幽慨
し
て
お
り
ま
す
.

ま
た
司
本
自
明
究
金
に
桜
花
繁
回
大
牢
犬
繁
院
融
園
田

直
骨
藤
太
郎
先
生
、
前
出
時
点
多
寛
両
先
生
が
入
会
な

さ
い
ま
し
た
.
以
上
‘
織
@
ψ
し
上
げ
定
サ
.
{
向

野
V

実

行

綬
-snw究
会

・

8M
m
z
=0・
ふ
去
二
茨
隊
機
会爪
戸
歯
市
文
京
-
あ
-
m
w
-

茨
抜
大
掌
敏
省育学
郎

・岡
野
研
究
宅

h
O
九
二
l
=
ニ
A
t
-
五
二
O

編
集
前
川
鎗
三
白
血開
m
a
m
g

防
御
願
。
宮
貝
沢

プ
リ
タ
ク

守
科
茸
γ
&
ま
Z
富
山
保
富
山
市
鳳
崎
'
g
z
ニ
の
ニ

‘
。
七
穴
i
m
丸
ニ
t
六
七
A
穴

淡
窓
研
究
会
会
報

成
貧
困
の
英
才

古
川
智
安
門
東
京
六
学
名
寄
敏
俊
、
回
眠
武
道

大
学
名
答
敏
桂
、
社
団
法
人
a
本

弘
通
会
副
会
長
}

16 

前
回
2
凪
宜
園
の
借
入
』
を
開
介
し
た
の
守
、
次

は
『
厳
命
民
留
を
代
決
す
る
英
才
"
を
副
介
す
る
の
が

願
時
で
あ
ろ
う
.

し
か
し
そ
の
前
巳
‘
威
茸
園
町
争
凶
と
し
て
の
あ

ら
哀
し
&
紹
介
し
て
お
か
な
い
と
英
才
師
英
才
ぶ
り

が
現
明
で
き
に
〈
い
と
車
わ
れ
る
の
で
‘
筆
ず
そ
の

あ
ら
獲
し
を
脱
明
し
て
お
き
た
い
.

成
立
園
町
内
成
宜
』
は
‘
司
蹄
師
』
に
あ
る
文
字
で

『
コ
ト
ゴ
ト
ク
ヨ
シ
』
『
ミ
ナ
ヨ
シ
』
と
岨
臨
む
ら
し
い

が
、
二
の
『
ヨ
ト
ゴ
ト
ク
ヨ
シ
』
『
ミ
ナ
ヨ
シ
輸
と
い

う
と
こ
ろ
に
棋
患
の
数
宵
聞
神
が
蝿
的
に
示
さ
品
て

い
る
よ
う
で
あ
る
.
す
な
わ
ら
.
第
一
に
.
そ
札
に

は
緯
の
入
門
を
も
恒
ま
な
い
と
い
う
情
神
が
打
出
さ

16 

ば
』
と
い
う
作
が
そ
の
『
い
ろ
は
駁
切
に
あ
る
K
二

ろ
か
ら
翻
す
礼
ぱ
、
蝿
才
d
b
a汚
νイ
民
劣
ら
ず
線
量
し

て
い
た
よ
・ヲ
で
、
そ
こ
に
崎
コ
ト
ゴ
ト
ク
ヨ
シ
』
『ミ

ナ
ヨ
シ
』
と
す
る
決
惣
の
徹
也
開
精
神
の
み
ご
と
な
顕

現
を
わ
れ
b
れ
は
見
る
こ
と
が
で
舎
ょ
う
・

働
"
の
人
"
も
舵
ま
な
い
と
い
う
方
針
、
制
性
情
婦
置

の
捕
柚
仰
は
、
む
ろ
ん
、
成
宜
臨
時
代
に
な
っ
て
蛤
ま

。
た
も
の
で
は
な
い
.
住
総
閣
時
代
に
も
、
成
a
・

時
代
に
・
旬
、
あ
る
い
は
符
に
艶
生
の
な
か
っ
た
時
代

に
む
買
し
て
そ
う
い
う
方
掛
や
輔
神
が
と
ら
れ
て

い
た
と
い
え
る
が
‘
-
圏
名
が
戚
宜
固
と
置
ゎ
。
て
以

来
町
出
来
事
で
ま
ず
特
証
す
べ
き
は
、
主
眼
主
体
宇
ヱ

月
二
L
工
ハ
H
に
月
且
に
名
を
撮
す
る
容
が
百
三
人
あ

り
、
R
E
M
V
白
人
を
渇
え
た
の
は
二
れ
が
最
初
で
あ

A
v
t
.
ま
た
判
月
十
九
日
に
は
、
在
⑨
僚
が
五
+
四

人
に
の
ぼ
っ
た
.
こ
札
は
術
開
叩
‘
弗
輪開
や
白
山
の

杭
昆
唱
な
ど
を
緬
え
て
い
る
撃
下
で
、
そ
の
た
め
に

醤
衆
の
内
畠
で
は
担
く
な
っ
た
の
で
.
四
月
・
z・ニ

a
に
五
十
二
人
の
肉
の
ト
二
人
在
駄
恩
師
喝
の
壊
を
か

り
て
忌
ら
し
め
た
・

そ
し
て
醐
盟
主
融
制
年
.
新
た
に
東
伯
曹
を
つ
く
り
、

い
今
さ
い
の
揖
R
-
会
設
を
こ
こ
で
す
る
こ
と
院
し

た
.
'

喜
ら
に
東
値
格
咽
が
剖
に
姐
て
ら
れ
た
.

そ
の
よ
う
に
鯵
の
外
鮮
が
漸
次
と
と
の
。
て
ゆ
く

日
つ
れ
て
、
内
第
も
ま
た
充
実
し
て
、
主
政
三
等
主

-l
I
J
e
s
s
e
-
'
!
B
i
s
i
-
-
!
!
!
!
J

盈
t
』
す
る
ま
で
は
無
輯
よ
り
は
じ
ま
今
て
八
種
主

一

主
恩
賞
・
の
実
，

一

川
・a鳳貴国闘の
'R，
中
企
局
窓
多

二
ER
-

で
あ
っ
た
が
、
改
E
日
後
は
十
処
罰
と
な
A
7
t
.
最
下

一身

刑

一

E

E

-

-

9

2

n

一

は
前
ど
お
り
-
m
級
で
あ
る
が
、
そ
の
ト
に
ご
輯
よ
り

古
川
片
山
刊
は
M
M
パ
M
M
M
.
-
a
z
z
一日

一
九
踏
ま
で
が
あ
っ
た・

司従
揖
ハ

Zヲ
合
シ
テ
九

凶

則

離

輸

で

あ

っ

た

の

に

、
『
今
=
棺
ヲ
鱗
与
加
切
え
た
の

一

副
網
a
h
-
申
立
関
・
鎗
隼
『
向
野
文
筆
"
の
納
会
+
A
m
-

-

1

2鰍
-
R
a
K
M
n
る
お
字
的
。
.z
i

g

-
"
a
-
で
あ
る
.

「
'
h
'
'
a
'
'
'
o
'
'
'
'
a
'
o
'
-

L
か
し
、
そ
の
各
献
が
ま
た
上
下
に
分
か
れ
て
い

れ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

.

た

の

で

.

吋

っ

さ

よ

く

.

企

部

で

十

九

輯

を

敵

え

?

"

・

級
事
-
代
の
門
人
目
、
三

τ八
百
ト
-
入
で
あ
勺
人
門
事
は
‘
学
A
‘
彬
齢
、
蝿
位
の
い
か
ん
を
閣
b

た
と
さ
れ
て
い
る
が
.
そ
の
中
に
は
高
野
長
英
.
大
ず
‘
ま
ず
唄
揖
に
入
札
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
=
慢
げ
法

村
量
次
郎
、
晶
水
率
山
、
畏
エ
棚
、
大
隈
宵
班
、
武
と
帯
し
た
.
二
時
三
稼
揖
に
、
わ
れ
わ
れ
は
槙
懸
の

軒
総
立
.
土
野
愈
耐
m
a
w
松
連
揖
、
観
足
谷
雨、

膚
公
移
銀
弘
な
鞍
a
帽
神
を
く
み
と
る
ζ
と
が
で
き
よ

掴
魁
蒋
な
ど
の
名
闘
が
見
え
る
・
謝
野
畏
英
は
淘

学

う

.

有

.
I村
益
次
臨
時
日
本
陣
械
の
浴
設
省
、
鈴
本
必
さ
て
、
島
生
に
封
4
・
る
慣
薫
は
.
玉
輔
の
聴
章
、

山
は
兵
学
者
で
医
事
‘
量
三
園
田
は
摂
学
者
で
瞥
車
‘
四
摘
の
試
蕪
.
楠
橿
A
a
見
L
G
a
o
い
う
】
で
構
躍
さ

LA
m
曾
道
は
敏
人
で
凶
学
布
、
武
谷
枯
Z
は
幽
医
で
れ
て
い
た
・
五
律
的
理
業
量
四
帽
の
世
藁
で
及
第
点

眠
症
の
正
祖
‘
上
野
直
周
は
写
真
捕
の
正
国
‘
赤
松
&
取
る
と
仮
且
揮
に
な
る
が
.
こ
の

p
g
を
閉
す

連
捕
は
盲
目
指
岡
本
圃
守
的
情
畠
‘
帆
足
符
雨
は
商
事
、
た
め
民
は
.
楠
健
診
通
過
し
な
〈
て
は
な
ら
伝
い
.

横
瀬
姐
瀧
は
輔
君
で
凪
瓦
間
生
の
円
泊
聞
は
多

躍

な

願

締

檎

陪

今

日

の
U
述
試
問
で
鞍
師
対
生
徒
の
単
狼
金

ぶ
れ
で
あ
今
た
が
.
な
か
で
も
多
か
A
7
た
の
は
僧
昌
見
で
あ
る
か
ら
岨
昆
と
も
宮
っ
た
.
生
徒
同
・
"
の
銀

で
、
そ
の
よ
・
フ
に
諸
問
軍
は
万
人
に
民
宜
慣
の
門
を
闇
揖
.
世
東
.
情
権
時
三
つ
毛
刻
々
電
拍
て
無
揖
か
ら

い
て
、
M
用
品
者
は
拒
ま
な
い
方
掛
を
と
っ
て
い
た
の
-
畿
の
ピ
r
h
、
=
恨
の
F
か
ら
組
恨
の
上
へ
.
一

m酷

で

あ

る

.

の

上

か

ら

二

輔

の

F

h

e

e

と

い

う

よ

う

に

遭

紐

し

次
に
、
a
m
宜
に
怯
幽
性
琢
量
的
精
神
が
合
意
さ
れ
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
が
、
幌
患
は
と
ど
こ
お
り
必
〈

て
い
た
よ
う
で
、
威
宜
固
め
宇
輯
制
置
は
買
部
+
年
進
量
サ
る
者
だ
け
金
庫
ん
じ
な
か
っ
た
・
2
聴
き
も
蝿

A
五
+
久
輯
}
三
u
n
-
-
s
声
"
に
『
月
且
ノ
階
畢
ヲ
き
む
砂
川
に
鱒
て
が
た
し
綱
"
と
揖
と
に
峰
。
分
"
々

刈
。
+
五
日
に
改
め
ら
れ
た
月
且
で
中
a
m
益
甚
が
ヒ

睡
時
下
に
遭
ん
だ
.
月
且
が
蛤
怠
っ
て
以
栄
町
+
六

年
間
で
は
穴
組
土
が
最
ゐ
聞
で
あ
っ
た
の
に
、
韮
多
が

初
め
て
七
般
に
遺
し
た
の
で
あ
る
.

基
多
が
威
宜
闘
の
英
才
で
あ
。
t
ζ
と
は
信
か
で

あ
る
が
.
植
に
つ
い
て
伝
え
ら
れ
る
二
と
は
少
な
い
.

わ
た
し
も
以
前
、
草
書
の
出
身
砲
で
あ
る
大
分
創
照
的

位
伯
市
骨
た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
‘
成
世
間
曹

ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
.
同
の
貰
科
4m
得
ら
札

ず
に
鯵
わ
っ
た
の
は
a
n
急
で
あ
っ
た
.
-
w
の
文
曾
を

艇
ん
で
怖
か
賓
軒
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
い
た
だ
舎
た

、.
戚
貧
困
の
英
才
申
島
益
多

古
川
哲
史

是準阜盤盆が・いたl企盆益率J(1812-1813年の著作 f跳説本初
・翼の死去 l 主Aに見せ、⑦且丘二iょ..u2主Lし‘貸し出す.
・自らも捕に拭す l 
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I-{j) fI芋J(佐野使、 1815年}
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掛
軍
昨
日
蹄
『
惜
m
極
筆
舵
』
を
踏
む
と
、
世
が

英
才
を
費
し
た
ζ
と
が
b
か
る
.

そ
う
い
う
英
才
の
ひ
と
り
に
‘
住
抽
人
の
中
島
益

事
が
あ
A
V
た
.
益
事
は
文
化
十
---
修

三

八

二

C

の
容
に
続
宜
国
に
入
門
し
、

-
M
干
足
ら
ず
の
う
ち
に

棉
揖
と
い
う
世
に
つ
き
、
塾
生
量
管
理
す
る
よ
う
に

な
う
た
.
都
清
と
い
う
の
は
碩
究
室
町
助
手
と
個
師

e
a
用
ね
た
世
a
の
よ
う
で
、
持
才
で
あ
る
土
に
、
融

師
の
手
起
の
よ
う
に
動
か
な
〈
て
は
な
ら
な
い
.
そ

れ
で
‘
文
化
g
玉

年

月

八

巴
八
-

E
月
十
回
、
証

多
が
u
k
曲
に
帰
省
す
る
々
、Z病
人
ヲ
教
へ
シ
ヨ
リ
以

米
.
人
才
此
人
ヲ
内
相
テ
揮

.
ト
気
.
其
組
理
ル
ニ
且
ン

デ
、
持
ド
左
お
手
ヲ
央
フ
ガ
曲
シ
M
と
掛
盟
は
な
げ

い
て
い
る
.

量
多
の
e
n
J
ぷ
り
巳
は
‘
『
檀
旧
世
筆
記
』
の

X
敬

-a-
年

2

A
ニ
O
}
A
月
二
a
y
E
H
の
唖
に

月
且
ヲ
作
ル
.
盤
事
ヒ
紐
ノ
F
エ
坦
メ
9
.
チ

月
忌
ヲ
岬
W
9
シ
ヨ
M
9
.
此
エ
茸
ツ
テ
ト
六
年
‘
六

艦
上
ヲ
以
テ
‘
至
極
ノ
地
ト
ス
.
其
地
エ
重
ル
者
、

酎
横
只
王
人
ナ
リ
.
続
山
史
民
、
小
割
事
‘
薗
林

伊
揖
‘
憎
い
〈
帽
‘
相
良
直
ナ
9
.
此
忌
宣
ツ
テ
、

舶
メ
テ一
七
級
ア
リ
.
雄
容
u
モ
五
u
gF
-
Z
按
ケ
シ
レ

タ
り
.
時
=
臨
i
r
哩
ナ

p.

と
あ
る
記
事
で
も
、
ζ
れ
を
+
分
に
う
か
が
い
知
る

ζ
と
が
で
き
る
.
成
宜
置
の
学
組
制
度
は
、
京
陪
+

起
千
三
“
ハ
=
.九
v
-
t
R
工
十
点
"
に

四月
且
の
階
輯

舎
融
制
』
す
る
玄
で
は
然
組
よ
り
蹄
ま
令
た
.
殿
下

は
前
の
と
お
り
鴛
級
で
あ
る
が
.
そ
の
上
に
一
輯
よ

り
九
蝿
漢
で
が
あ
A
V
た
よ
韓
議
ハ
信
用
組
ヲ
合
ど
ア一
九

階
』
で
あ
っ
た
の
に
‘
『
今
-
世
間
ヲ
踊
エ
加
』
え
た
の

で
あ
る
.

し
か
し
.
そ
の
各
階
が
ま
た
k
ト
巳
分
か
れ
て
い

た
の
で
、け
っ
き
ょ
〈
、
全
部
で
?
九
踏
を
瞳
え
た
.

入
門
宥
は
.
争
力
‘
年
齢
.
地
位
の
い
か
ん
&
問
わ

ず
、
ま
ず
毎
回
級
に
入
れ
ら
れ
、
A
a
-
車
膜
〈
句
践
と

も
い
う
V
漢
文
の
意
味
を
融
わ
ら
ず
に
た
だ
緩
む
だ

吋
を
習
う
・
A
Z
}
揖
統
1
意
味
を
恒
明
し
て
聞
か
せ



一
三

る
.
A
3
v
抽
置
塾
生
町
舎
人
O
K
"
に
書
骨
骨
-

E
ず
つ
を
援
金
z
e
奇

-
4
}
鎗
属
l
a
揖
ι
管
制
醤
に

す
る
.
h
s
v
金
量
【
g
a
骨
A
2
と
も
い
う
-
i
司
書

師
事
M
D
V
自
a
.
揖
軒
を
し
.
且
両
容
が
そ
れ
に
冒
圃

し
て
量
発
e
z
治
す
る
・
語
。
た
警
が
盟
轟
の
庸
に

つ
〈
‘
と
H
29
a
曹
の
展
実
K
L
.
-
s
ぜ
話
会
睡

脅
金
量
い
て
そ
の
-
本
が
轟
え
っ
〈
す
去
で
の
圃
聞
に

闘
を
障
毛
.
F
z
v
z
t
I
H
E
時
晴
向
k
z
e
を
作

る
.
A
3
V
句
麗
唱
'
1
闇
巴
時
間
内
に
供
盲
学
ば
か

り
標
文
の
白
文
に
返
9
a
.
旬
鹿
点
を
躍
す
s
h
a
v

--AZ
E
.
革
軒
続
喧
.
と
い
う
同
種
骨
院
寄
金
量
"

て
直
積
ぎ
を
と
る
左
仮
h
a
'
と
な
る
.
ζ
町
『
包
』

を
帽
す
た
的
に
さ
ら
に
情
緒
e
・
過
し
な
〈
て
は
必

ら
伝
い
.
柿
他
国
今
"
の
H
虚
誕
圃
聞
に
陣
2
L
、
先

生
針
生
後
的
幽
，
‘
企
u
異
的
M
R
式
を
b
c
る
帽
で
.
抽
M応

L
e
仇
清
勺
会
τ
生
徒
同
R
‘
u
R
e
‘
a
隅
槍
骨
-
一
う

合
朗
々
亀
H
h
協
が
ら
障
轟
か
ら
.
島
田
v
h
.
.
 ・

町
V
か
ら
-
a
の
t
h
ー
と
い
う
t
a
，
に
'
匝
L
て

い
〈
.
圃
R
-
-
M
p
d
鳳
賞
闘
争
U
E
的
て
か
ら
4
1
人
包
の

あ
い
t
k
間
た
最
高
マ
叫
酎
匁
岨
民
間
.
ハ
-
K
が

y

ん
d
v
定
，
で
.
を
h
H
b
t
A
V
た
-
a
人
円
リ
で
あ
a
v
た
.

k
Z
ゐ
M
v
z
a
.
一
・
=
九
二
O
M
E
n
-
+
玉
"

は
い
た
m
v
て
、
日
じ
時
て
畳
.
，
u
b
、
.
骨
e
H
い
晶
ん

r
.
q
・

8"・二
円
怠
で
も
僑
.
，
m
.
a
-
m
m
市
じ

-
a
a
q
て
以
ゑ
酌
高
才
で
あ
ゆ
た
b
J
"
で
め
る
，

三

時

Z風
'
a
'
は
じ
&
n
v
て
H
H
'九
時
長
，
-
u
z

人
で
も
あ
ヲ
在
庫
・
輯
Z
-
v
z
ン
ト
に
稼
り
出
そ
う

と
し
て
い
る
.

-
胃
型
軍
事
十
一
民
吉
圭
で
ゐ
る
車
離
島
語
民
-
肩

車
置
商
品
圃
草
寧
長
て
再

g
率
シ
テ
ィ
銀
行
蝿
量
で
あ

る
久
毘
健
匁
夫
氏
.
"
“
筒
ゆ
砲
党
嵩
会
事
担
局
・
震
で

あ
る
位
，
A
民
.
2喜
の
そ
れ
ぞ
れ
の
s
a
か
ら

再
豊
宮
M
-R
桂
再
開
い
も
の
と
な
A
Y
て
い
る
.

世
相
轟
麗
車
同
凪
宜
圃
-
と
い
う
M
脇
島
を
鍵
倉
.
そ
-
一

か
ら
書
〈
師
s
a
な
人
"
を
巴
直
し
た
.
慮
宜
闘
で

胃
勺
た
人
々
は
.
明
惜
し乞い
・9
・
止
α
e
r
q
骨
夜
明

ド
で
-
w
・
警
の
均
金
宅
揮
し
た
.
ζ
師
二
土
陪
.
W
一
司

耽
凱
恥
か
ら
町
シ
ス
テ
ム
e
e
そ
相
支
主
偉
人
L
f
r
n

で
同
α
い
-
-
企
を
富
市
し
て
い
る
-
q
z
a
v
.
置
F
蝿

か
ら
近
代
的
な
-
q
s
x
方
的
晶
誼
か
?
で
に
V
眠
、
、
れ

て
H
'
・
ι
g
代
化
に
k
p
h
r
・
-
.
，
e
与
え
た
骨
で
は

伝
い
か
と
い
う
見
H
M
V
凶
さ
れ
る
唄
圏
全
ι
々
。
て

い
る
a
開
民
会
仰
向
寄
桔
.
r
-
a
.
，
で
回
同
つ
の
q
a
'

'
口
分
吋

τ詑
喜
れ
.
-一
轟
そ
れ
右
上
旬
見
解
剖
.

斤

W
F
L
て
い
る
.

崎な
V
令
.
威
宣
明
か
』
で
は
.
-
z
f
a
m
偶
必
止

が
食
曹
が
と
e
-
u
と
に
あ
る
織
車
に
つ
い
て
柚
れ
台

-
輔
氏
u
.
中
央
と
埠
方
と
い
A
?
"
轟
か
ら
.
-
カ

に
あ
り
U
M
V
ら
令
国
か
ら
人
が
民
主
ワ
た
・
・
い
う
a
R

H
・
仰
角
幅
広
A
Y
い
て
買
え
る
・

-
a
た
そ
う
い
令
色
"'
a
v
唖
町
仁
ど
う
吐
か
し
て
い

政
e
a
w
以
撞
に
辿
。
k
勤
"
を
さ
ら
に
唱
っ
て
み
れ

d
、
主
政
a
a
v
A
4
ハ
ニ
-
w
b
ハ
H
二
十
z
a
r
は

盤
e
ま
う
て
隠
証
的
簡
に
麗
び
.
1
月
m
u
畏
輔
よ

り
場
。
て
窯
て
島
に
と
E
ま
る
こ
と
ト
余
白
"
で
.
f

n
4
L
n
.
揖
盟
申
佐
伯
γ
帰
っ
て
い
る
.
こ
れ

が
犬
蝿
』
で
め
っ
た
が
.
『盤
多
絢
聾
艶
F
F
b怜
ム

M
3

t
F
六
年
‘
民
人
r
F
ガ
円
三
44
イ
テ
揮
で
T
9
.
世

ヨ
ソ
ノ
媛
主
ヲ
曹
Z
ス
.
高
e
'
J
7
b
め
下
ニ
出
セ
リ
-

h
C
1
M
m
‘
目
的
商
引
に
特
邑
さ
品
て
い
る
.

-
ナ
ホ
ト
三
同
」

3
れ
て
い
る
革
診
の
『
w
m
き

と
い
う
舟
崎
、
X
世
七
年
七
A
g
}
-
n
-
十

六
u
u
.
撞
書
が
艇
国
世
俗
よ
り
書
M
M
ヲ
器
"
ヘ
大
学

世
ゐ
テ
ノ
賢
官
'
t
輯
じ
た
ご
と
.
Z
畦
九
年
再

M
ハ
弐
v
-
M
-
l
八
.
九
n
時
と
る
、
晶
多
が
検

車
内
醐
州
司
会
I
r
し
て
凪
伯
か
ら
昆
・
"
に
掌
.
『
由
W
A
四

n
v
i
A
綱
"
で
め
っ
た
こ
と
.
買
時
間
年
=
A

r
.
3
LP
A
の
'
d
.
苗
@
が
コ
聞
ゐ
叩
ヲ
犠
ジ
s
，
h

-
v
て
揖
@
を
品
輔
副
お
と
ザ
れ
た
が
、
-
一
h
u
u
、
J
U
作

-
m
a
H
人
桝
ノ
叫
.
鶴
間
セ
ン
司
9
.
九
街
中
ぷ
m
v
で

あ
A
V
止
と
と
.
そ
し
て
足
貼
紙
q

A

八
一
阿
守
岡

"
乞
"
に
は
M
h
附
時
下
島
骨
'h岨開
門
ょ
の
書
仙
執
が
め

A
V
て
.
そ
由
t
?
畿
e
'
が
丸
U
柑
凶
冗
し
た
M
W
L
g
働
げ
.

a
鞠
同
品
e
k
r
け
る
と
L
F
b
に
.
そ
骨
蝿
u
e
f

止
め
て
繋
た
・
-
t
.
ぽ
官
で
あ
る
が
.
K
俺
九
年
四

n
七
"
岬
E
e
r
u
、
以
上
の
一-
tL
Z
E
し
た
あ
と
.

今
年
主
+
n
m
ナ
リ
必
勾
米
リ
シ
マ
ト
.
A
Y
れ

〈
か
が
筒
題
巳
な
。
て
〈
る
と
冒
A
J
，
住
樺
氏
は
.

-
a
R
宜
回
世
般
車
E
M
聞
と
い
う
よ
り
人
針
育
成
守
地

埴
づ
く
り
の
分
野
で
最
人
艇
に
橋
周
し
た
い
』
と
控

バ
て
J
る
.
三
者
と
も
dR宜
慣
の
教
色
"
に
昆
ら
れ
る

渦
色
や
抽
畏
に
檀
A
e
当
て
た
考
え
を
示
し
て
日
る
.

『
『
地
方
』
か
ら
の
眠
A
と
で
は
、
久
組
問
田
氏
が
一
"

守
秘
で
は
今
.
さ
主
Z
袋
h
品
分
野
で
骨
力
者
リ
ー
ダ
ー

A
在
が
軍
曹
に
像
。
て
い
る
e
-
工
、
金
糸
げ
.
位
置
晴

氏
は
4
慌
万
で
位
、

峰
卦
俗
人
討
を
叫
に
鉱
山
ず
る

二
と
は
除
。
て
も
‘
外
か
ら
入
。
て
〈
る
二
止
は
な

い
』
と
い
う
地
方
が
拾
え
る
色
分
野
e
の
2
3
グ
ー

的
作
a
b
i
な
る
人
H
H
AT
迫
田
句
胞
を
桝
掴
L
て
い
る
.

、
牢
カ
と
人
間
a
a
"
と
件
で
は
.
判
時
的
凪
E
閣

に
お
い
て
h
n
会
作
品
T
人
間
仲
町
敏
A
w
t
々
躍
し
食
i

A
れ
v
h
怖
さ
札
て
い
た
こ
と
か
。
畳
け
.
そ
の
γ
人
的
代

揖
的
h
u
a
n
町
と
し
r
・
膚
輔
氏
は
一
品
目
申
e
m
"
"
ド

今
で
い
う
情
機
軸
e
円
に
側
躍
す
畠
よ
う
な
相
W
金
針

。
t
い
t
b
-
w
L
r
e
岨
旬
ム
げ
.
u
例
山
科
叫
民
凶
主
岨

判
官
尉
明
白
人
u
t
圏
a
申
r
n
n
H』
に
今
い
て
触

れ
て
い
畠
.
，
t
.
闘
機
肉
離
明
会
MH倹
酎
e
4
ζ

と
に
£
"
・
事
A
N
'
蝿
企
畠
此
て
い
る
ア
♂
ア
山
町
岨

自
惜
乱
v
a
立
寸
也
弁
め
円
台
n
弘
‘
H
L
U
F
が
か
り
.

札
A
H
M
"
・
人
吻
惜
の
敏
ぬ
阿
が
唖
W
M
む
賓
と
S
れ
て
い

る
二
と
に
つ
い
て
曲
。
て
い
る
・

今
般
に
u
c
-
一ヲ
』
軍
司
か
寸
-
で
陪
、
三
衡
が
人
H
UH

曜
に
陶
t
て
.
剖
鴨
L
V鎚
持

h陣
的
に
取
り
制
ん
で
い
る
等

ノ
永
a
a
F
7
レ
ヲ
.
千
a
a
円
t
量
胃
・
.
化
人
ヲ
ロ

ケ
揮
ノ
賓
才
ト
ス
一
手
書
2
7
之
ヲ
晶
シ
テ
‘
買

才幽
帽
了
瞳
ガ
下
-
-
葬
ズ
色
P
み

h
'
・
R
人
一
家
ツ

テ
ハ
.
予
A
M
3
2
胃
ナ
ル
ヨ

b
苗
シ
.
官
a
.
k

a
'
F
韮
予
ズ
シ
テ
疲
セ
9
.
英
軍
薗
九
事
.
E
a
F

PFH帽
轟
-
-
且
パ
ザ
ル
そ
ノ
a
F
多
Y
9
.
電
信
ヲ
持

フ
テ
.
上
ふ
ノ
亨
ア
ラ一
ン
3
a
p
d
F
直
フ
ノ
ミ
.

&
英
才
益
事
町
画
家
を
留
L
ん
ぜ
い
る
・
モ
L
て
、

そ
の
守
的
=
『
z
n
-
+
E
の
績
に
・
-
中
島
奮
参
事
碑

ノ
宜
民
離
.
之
ヲ
其
u
x
-
-
温
ヨ
量
ハ
-
し
た
旨
が
配

さ
れ
.
『
-
w
I
η
予
-
-
m
ア
ヨ
ト
.
手
Y
y
a
H
E
命
ナ
1
3

.
‘
J
F
悼
と
付
記
さ
れ
て
い
る
・

喝
未
明
治
則
の
戚
貧
鴫
と
興
宗
晴

l
u
窓
自
筆
と
小
県
'
一

珪
中
串
に
1

川
a
a
大
‘
圃
ム
即
犬
小
算
。
情
拍
簿
嗣
-

貧
者
認
従
来
.
明
掛
初
期
拘
束
本
圃
必
ず
よ
画
制
民

に
お
付
る
布
鞍
活
動
指
t
v
u
H
恋
人
布
教
惜
と
情
家

主
人
た
ら
と
の
受
流
に
つ
い
て
研
究
を
仔
う
て
き
た
e

そ
の
噛
眠
で
、
南
京
措
続
附
閉
包
括
砲
し
た
高
品
情
的

中
μ
h
.
成
立
思
出
身
者
が
多
い
こ
&
は
丸
甘
い
た
.

そ
も
そ
も
.
雄
官
慣
の
刷
抽
荷
で
み
る
仏
車
様
車

q
・
本
願
寺
町
僧
俗
で
あ
る
桜
輔
A
眠
障
歯
切

-

H
X
福
寺
v
m
y
そ
の
世
宜
“
ベ
能
園
町
部
修
陥
《
寵
種

八
代
・
寛
也
守
}
号
、
怯
醐

品目
田

広
川
喜
}
t

い
今
た
東
本
剛
キ
の
僧
臥
か
ら
帽
子
間
企
争
ん
で
お
り
.

は
じ
め
に
也
島
常
置
い
た
の
ab
u
R
M
繍
令
で
あ
A
v
t
.

ま
た
.
a
嵐
官
凶
間
的
拘
置
の
四
つ
忙
.
在
帽
す
る
-
F
t

町
一
-
Q
H
仰
は
柵
帆
で
め
勺
合
ユ
と
が
噸
げ
ら
h
.

A
T
で
も
凪
策
摘
が
附
雄
、
融
&
吊
め
て
い
た
L
R
E
わ
れ

る
車
五
聞
に
威
官
酬
で
学
ん
H
a
ふ
鵬
易
的
制
問

た
ら
は
雄
-
m
曲
、
筑
間
ぷ
山
師
叩
悼
と
な
り
.
膚
ト

R
，
凶
m
れ
治
名
釦
四
割
輔
勘
・
門
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n
m
H
・
両
外

企
m
軒
々
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に
砂
加
し
た
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桝
輯
X
U
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惜
何
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m
M
・
h

よ
畠
と
.
g
mah
閉
ド
a
A
山
仰
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胃
圃
正
的
岨
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で
あ

a
v
p
組問
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絹
は
、
掴
術
憧
H
h
u
雄
官
園
出
身
的
仏
棋

が
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民
と
な
り
、
輸
血
肉
内
m
b
z
孤
立
漏
ふ
う
h
n

横
ゲ
畠
A
と
軍
化
サ
品
な
ど
.
買
ふ
蜘
4
7
町
教
測
は

新
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配
置
'
『
九
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ル
平
ザ
ン
ス
1

い
ま
と
そ
也
暖
か
ら
笛
興
レ

1」
よ
り

A
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惨
易
V
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，
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令
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鋤
閤
』
.
，
。
0
・
n
毎
a
n
月
二
+

入

U
紘
6
・
A
t
t
凡
・
に
掲
喧
S
a
H
P
E
雌
貝
脇
氏
.

久
肱
相
到
A
6凡
.

紗
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a
'
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-
尻
町
仲
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合
，
w
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K
酌

た
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で
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句
拘
a
w
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量
的
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『
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州
ル
S
A
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l
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a
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そ
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回
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R
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』
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、
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る
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司
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的

地
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た
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園
田
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，
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て
を
.
Z
F
司

代
治
捕
に
4
き
た
圃
噌
F
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-
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e
.
そ
L
r
-
R
崎

倒
と
今
晶
司
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な
る
岨
眉
圃
婁
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て
軍
司
て
い
る
.
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m
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氏
暗
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し
た
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て
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仕
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て
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a
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す
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‘

世
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車
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で
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句
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家

成
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が
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。
て
い
る

h
H
b
k
e
m
で
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‘
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崎
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叫
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岡
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テ
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れ
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仲
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憎
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史
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司
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述
べ
て
い
る
.
食
岨
の
a
n
ゆ
今
時
虫
応
対
す
る
マ
一
区

分
h
骨
量
且
も
.
様
車
の
こ
の
お
お
古
e
常
広
L
t
w

瞳
院
が
ゐ
る
.
a
R
骨
は
狩
人
の
性
情
的
滅
露
で
あ
る

が
.
必
限
時
民
織
の
凪
官
民
よ
っ
て
b
嘩
化
ず
る
.

詩
嵐
同
氷
久
不
安
ぞ
陪
俗
、
〈
.
惨
か
ら
現
惑
に
歪
る

ま
で
.
ず
?
と
聖
化
し
司
つ
あ
る
・
し
か
し
、
い
く

ら
密
化
が
絹
こ
っ
て
も
.
人
々
が
曽
厚
な
る
心
&
時

q
て
い
れ
ば
、
品
開
時
仕
舎
を
瞳
也
ず
る
作
用
が
ゐ

ゐ
.
禽
町
時
代
。
是
判
氏
は
‘
園
田
軸
と
礼
訟
を
茸
視

し
た
た
め
.
王
山
町
抑
制
的
演
聞
が
世
流
と
な
っ
た
.

札
炉
は
人
る
と
、
鶴
川
正
拙
文
章
を
興
陣
さ
除
、
石

川
士
山
や
持
軍
山
な
E
が
臼
ゆ
か
襟
輔
の
土
台
を
嵩
き
.

睡
僻
で
瞳
高
な
治
帽
を
山
岡
賢
L
t
.
し
か
し
、
こ
の

時
限
の
闘
争
。
酬
明
蹄
は
、
ま
だ
凹
憾
の
よ
う
に
生
臭
く

て
.
中
ふ
織
的
必
旗
開
と
陪
比
d
円
ら
九
な
い
.
一
底
値
幅
・

事
艦
船
m
.
様
狩
骨
太
一
織
が
位
々
と
現
れ
.
輯
抽
根
時

開
情
念
聾
え
た
.
し
か
し
.
朱
下
学
旅
巳
せ
主
、
占

文
辞
総
侃
せ
よ
、
た
だ
槙
持
、
、
ま
た
は
府
常
時
島
会

一
品
、
広
瀬
川
凪
恋

{
-
v
食
輔
の
野
部

『
蕨
漉
持
軍
h
の
n
本
で
の
町
村
に
伴
い
.
広
瀬

風
花
の
『
車
問
両
人
的
出
国
」
町
名
戸
は
両
内
で

-
層

高
ま
り
.
監
聞
の
注
目
を
栴
ぴ
る
よ
う
院
な
。
t.

蝿
義
が
開
壇
的
地
伎
を
楠
立
し
t
の
は
.
抽
揖
時
世

割
安
車
た
し
た
念
崎
町
銘
曹
が
犬
舎
い
と
膏
ヲ
て
も

渇
嘗
で
は
b
怖
い
.
会
縫
は
.
以
下
の
よ
う
に
漉
誌
を

却
価
し
て
い
る
.

祭
主
婦
、
彼
処
宮
、
X
前
皆
mm
eaw有A『幽伺喝泊四勧
VM
+

吾
、
z
，
a
r飽崎
健
は
包
周
倫
濁
又
根
崎ゆam-
-
絡
に『幽慣

婚
姻
鈍
岡
島
W
』
+エ
轡
術
'
》

w
s
m帥
n
.
r依
拠
a
.
g
幻
首
脳
・
a
R
--K
秒
、

館
五
位

A凶陣今、命、

a陪
片
櫨
R
a
a
.
又
館
開
ホ
可
拡
.
幽
a
a
R
a
-
A
'
h
'

Z
A
'
雄
前
拘
束
鵠
沼
、
ゐ
集
時
宥
-
m
司
友
英
@
口
敏
、

k
‘
喝
.
広
嶋
之
技
旬
、
a
-
a
，
磁
幽
幸
一喝
輝
・
華
街
1

・
厚
長
不
時

』
m
h
m
宵
，
R
之
得
者
宅

8
・
猫
忽
厳
時
本

入
品
込
a
.
a
m
規
制
・
司
客
‘
人
.
務
純
綱
江
山
田
島
お
‘
貧
管
内
S

H
凶
符
λ
之
昌
a
・
n
N
策
本
a
m
仙
眠
、
勧
峨
人
潟
者
w
e、
A
H
a

-
下
'
m
司
A
』
胸
骨
陶
の
持
.
8気
絹
跡
捜
鍵
幻
N
H
州
H
e
'
・
袋
鍵

穴
A
W
.
L
A
散
に
入
"
の
a
司
金
援
h
リ
・
虚
構
し
て
R
m
・
-
輯
.
又
た

幽
期
動
尽
に
も
て
徐
ι
0
4
b・

縫
製
争
入
.
.
 
脳陣織
す
ら
〈
.
.
 
箆

め
制
品
会
槽
柄
ι
e
る
々
‘
織
の
調
く
が
膏
〈
.
幽
帽
の
織
〈
M
P
U
唱
し
.

誕
の
a
・
L
z
a
w
し
a
B鋤
hbLt
a
v
に
及
川V
て
館
、
・
"
の
績
に

注
守
る
が
舞
〈
‘
震
の
悔
恨
H
h
測
り
嵐
の
-
n
e
晶
〈
が
お
し
.

6
L
&
・
"
も
道
俗
婦
ら
ず
。
a
R
し
主
婦
問
、
x
h
悩
ら
ず
』と
、
檎
《
ま

駆
除
サ
昌
二
k
だ
惜
り
比
夢
中
に
な
っ
て
、
人
聞
の
昨

情

ι低
"
を
向
け
て
い
な
い
.
費
λ
商
高
の
奥
州
酬
を

す
る
翻
ム
軍
施
の
よ
う
位
、
自
分
が
い
く
ら
抽
園
"
と

思
。

τも
、
実
M
M
聾
人
で
惜
な
い
.
究
明
年
同
町
山

本
北
山
な
ど
が
、中取
締
を
本
聾
す
る
よ
う
比
な
A
Z
ι
.

あ
り
ふ
此
た
a
a訓
告
舎
熊
臨
し
.
"
需
の
鉢
物
叫
刊
で
も

輯
縄
問
な
字
誌
を
用
い
よ
う
と
し
た
.
今
ま
で
思
鴨
川
押
さ

品
た
常
葺
車
副
怖
か
品
W
9
舟
て
.
授
ら
に
借
。
ぽ
〈
な

A
V
K
4
k
e
免
れ
な
い
.
克
明
年
聞
の
時
鼠
陪
鈍
何

時
畦
尉
we
a
R
聾
に
似
て
い
て
.
正
徳

・
草
川
昨
年
鵬
の

帯
鼠
は
葺
問
的
高
寵
な
膏
寵
に
似
て
い
る
が
、
E
札

が
正
し
い
か
判
断
L
に
〈
い
.
持
困
層
の
也
事
時
直
径

会
指
う
の
は
、
二
こ
に
い
る
拍
二
人
{
小
綿
長
陣
・

中
晶
子
玉
)
な
の
で
あ
る
.

中
に
は
.

3
m
割
厳
命
暢
低
.
性
灘
博
鑑
mM
《
絡
m

a
'
敏
に
e
a
e
.
m
m
g
却
で
a
a
4
4
の
よ
う
に
、
λ
申
や

情
を
吐
買
す
る
よ
り
.
模
代
と
府
代
骨
漢
現
を
機
惜

す
る
こ
と
だ
り
に
渇
れ
た
江
戸
中
則
的
世
文
梓
臓
の

接
持
に
対
し
て
.
不
師
役
蝋
夜
明
し
て
い
る
e
定
た

中
身
は
止
も
か
〈
、
軒
を
な
礎
控
を
由
求
し
よ
う
k

a
R
薗
だ
げ
ム
ん
す
る
同
身
代
の
属
関

ι持
し
て
ら
.

批
判
的
阜
見
を
述
べ
て
い
る
.
世
銀
が
、

樺
持
の
a
a

授
と
形
式
よ
り
、
時
中
内
容
.
ウ
重
り

町性
聾
』
を

非
常
に
揖
視
し
て
い
士
と
と
が
わ
か
る
.

前
揖
陪
‘
掛
曹
金
句
平
後
之
ゆ
自
有
情
彩
』
と
僻

倍
L
t
.
減
患
の
演
持
は
、
現
説
が

【事
鈴
』
で
あ

こ
と
》
に
h
a
e
"
の
鱒
合
知
る
省
な
り
・
e
術
創
間
弱
含
縄
a
L
・

位
淘
に
人
E

匂
ず
.
-
a
し
む
赤
信
側
、
‘
.
8
・
人
.
u
w
b
m
M
U

輔
ち
匙
山
a
n
.
-
a
h
q
9
匁
の
a
m儲珂
且れ
の
鼠
た
る
や
・
内

実
に
し
て
島
恨
む
る
に
-
a
h
a
-
総
に
遣
に
λ
る
樹
祭
だ
・
9

し
.

分
ち
て
ヒ
字
谷
島
量
す
か
Z
土

-
R
中
指
実
-
m
n
-
.「
阿
ω
a
m
舗
単
調
λ
a
m
H
-
.
冶
忠
実
似
砂

鉄
哩
有
w
e
H
.
王
寺
母
会
各
判
ぬ
綱
領
時
.
之
後
必
別

府
制
之
.
案
提
也
同
化
ぷ
傘
嗣
句
徹
島
選
宅
』
血
剛
篇
知
e
.

今
袋
二
m
省
保

.
a-
-家
持
鼻
$
司
悠
*
a
剛
綬
絢
伸

張
縄

ー有一
z
e
-
m
別
組
問
目
"
R
『
ada以
n
s
m
、
眼
偏
門
会

役
中
町
制
動
実
『
及
信
手
法

『λ
h
ゆ
テ
・
後
身
之
.
震
揖
級
、

a
.
司
織
呉
川
胤
幽
明
補
他
m
g
.
-
比
節
句
史
実
曲
W
溢
原
俊
才
胎
m
a
.

《
縄
市
v
.
『
貧
血
肩
m
i
-
-
-
H
m
厳
-
m
鱒
附
則
λ
筆
跡
"
句
の
柿
倉
松
-

a
a
鉄
緩
い
い
勝
る
に
M
眠
た
り
.
w
e
'
s
e
w
り
で
曾
〈
.
情A

の
鉱
合
壁
"
-n
嗣
あ
り
・
治
滋
-
a
m
ω
句
的
組
育
館
必
ず
廊
金
制
開
会

て
之
を
節
み
.
M
m
破
。
健
闘
£
の
u
g
ほ
則
ら
栂
o
a
て
奏
逮
た

ら
ん
-
t
.
Mmる
M
m
w
L
C
S
ず
.
今
--
-
R
に
氏
い
て
目
安
a

，
て
一
安
w
w
L
・
工
家
の
総
"
h
k
の
平
e
u附す
.
銭
れ
ω
e
b

w
a
問
鈴
憶
に
於
い
て
z
r
鎗
か
〈
‘

‘徹
夜
"
師
』
ω
務
省

，
て
長
ふ
.
ぷ
伽
及
b''w緑
、
緩
圃
捻
会
q
h
-
と
.
網
開
漢
に
n

E
合
の
'
T
U
ゑ
れ
『
入
』
の
や
?
な
0
・
む
が
-
F
v
h
之
金
轟

ι
m
・
e
R
ひ
と
翁
e
m
b
に
e
飼
え

『兵
の
術
創
摘
の
"
に
緑
色

る
e
・
ふ
の
み
h
b
c・
悠
れ
拶
&
九
凶
耐
の
治
恨
《
み
u
w
b
り
に
2
怖
を

役
-
b
h
h
祢
ざ
る
金
見
る
4
・きなり】

組
証
の
『
陣
地
叫
同
H
O
』
陪
、
文
岳
噴
十
《
h
ハ
ご
い
』
}

年
か
ら
踊
会
五
ご
八
五
二
v
q
に
軍
昌
伸
輯
年
代

る
が
.
中
身
が
『
税
事
』
だ
主
感
じ
た
の
で
あ
ろ
・
之

江
戸
山
市殿
骨
快
抽
な
偽
触
、

同
時
伏
の
明
誕
な
創
作

-
c
量
っ
て
、
柑
明
倫
織
は
凌
現
衝
で
置
な
障
り
が
な
〈
、

た
だ
自
分
の
性
岨
滑
に
縫
い
.
棋
簡
の
酔
現
を
自
由
m
に

嘗
位
し
て
い
る
・
そ
の
砧
畢
、
億
円
抽
町
人
と
陀
ベ
て
.

後
車
闘
に
お
い
て
は
安
度
上
旬
不
具
合
は
見
ら
れ
な

い
.
こ
れ
も
、
朕
患
の
帥
が
食
崎
日
舟
ど
信
政
さ
れ

な
か
n
v
た
理
向
的

一
つ
だ
た
考
え
ら
札
ょ
う
・

千
宜
万
世
し
て
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
入
量
み

は
ず
札
止
蹄
才
の
才
置
が
.
植
田
修
先
に
満
開
ち
磁
札

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
貰
k
叩
神
世
も
呆
眠
と
さ

せ
、
M
R
e
の
轟
魂
e
b
感
位
喜
せ
る
ほ
E
の
見
事
h鳩

山
来
暁
主
で
あ
る
.
iそ
う
だ
か
ら
こ
そ
.
抵
の
開

担
・
b
出
w
b
畳
鴨
ら
生
き
生
き
と
班齢制
し
、
思
恐
b

情
畠
b
自
然
的
憲
章
に
肱
幽
さ
れ
て
い
て
‘
ゐ
人
時

限
慣
や
や
守
匂
の
嘩
肺
と
い
A
v
t
欠
点
が
全
〈
b
怖
い
叩

で
あ
る
.
制
う
に
‘
曹
が
会
得
し
た
も
め
位
.
前
人

的
時
に
訓
電
し
た
よ
う
ぞ
泊
従
峰
a
f
.
鹿
島
し
た
よ

う
で
園
田
副
院
し
な
い
と
い
う
融
静
な
揖
壇
に
限
自
が
あ

る
だ
る
う
か
J
と
あ
り
『
注

3
て
嵐
荘
に
は
訴
し

い
表
現
在
打
ち
凧
し
な
が
ら
aa
現
の
藍
化
合
求
め
る

覇、

a
w
い
が
構
ち
滋
ね
て
い
る
E
m
.
そ
し
て
.
入
。

植
置
を
也
ず
.
器
現
を
自
由
自
在
に
使
い
こ
な
す
所

が
あ
る
と
期
信
摘
し
て
い
る
‘
引
ロ
同
字
国
情
的
睦
買
で
は
、

岨
華
町
暫
奇
さ
と
嵐
皐
&
‘
司
伎
宮
語
圏
.
世
出
島
領
』

と
採
し
、
二
町
田
町
拍
本
軍
棋
の
肱
文
で
位
、
構
成
時

巧
静
占
量
、
内
陣
問
主
第
陣
、
五
寵
典
λ
門
』
K
E
い
、

玄
る
で
布
陣
の
よ
う
に
、
動
車
己
も
露
な
A
V
て
い
て
.

多
種
多
様
な
陣
障
が
ゐ
る
と
高
得
し
て
い
る
.

ゐ
恥
縄
は
陣
韮
の
作
品
を
高
く
野
面
す
る
方
、

『権衆
議
時
避
』
安
調
高
す
る
限
、
源
開
に
"
し
て
修

世
を
加
え
て
い
る
.
以
下
・
曲
閣
の
修
改
&
埠
し
て

旭
荏
聞
の
特
徴
を
柚
剖
目
し
て
み
た
い
.

士
一V
『
遺
思
篠
崎
酔
』
め
紙
本
問
題

さ
た
.
『
宙
滞
甑
昨
漕
』
的
被
感
情
に
毘
ら
品
る
食

岨
聞
の
修
曲
令
巧
輔
し
て
い
る
う
ら
に
、
宮
鹿
島
悼世間

骨
』
の
版
本
問
題
も
、
浮
か
び
上
が
ワ
て
き
た
.
間

』
曹
を
W
円
配
唱
す
る
開
‘
視
軍
は
a
A
刀
の
棋
砕
を
少
し
ず

つ
訂
正
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ワ
た
.

揖
曹
の
手
紙
{
『
広
縁
故
事
旭
荘
禽
噛
釜
高
き

に
よ
る
と
.
実
慌
λ
隼
ご
久
三
・
主
に
、

四『
遺
阜
根

崎肘
静
』
を
正
式
創
刊
行
す
る
前
様
車
佐
多
〈
町
人
に

総
し
制
ゅ
の
持
品
W
を
量
り
曳
感
怒
と
掴
箪
檀
正
也
事
狭

め
て
い
た
.
そ
し
て
刊
行
す
る
崎
、
車
入
た
ち
の
意

見
を
持
静
に
b
反
映
喜
ル
u
p
-
-
し
か
し
.
内
版
に
め

た
A
7
て
の
訂
正
に
つ
い
て
は
、
何
も
触
れ
て
い
な
い
.

今
陪
傘
だ
圃
パ
互
の
段
陪
な
の
で
‘
『
連
思
緩
暗
齢
』

再
販
本
m
M聞
に
つ
い
て
は
、
ま
た
崎
会
改
め
て
碍
し

〈
民
明
し
た
い
と
思
う
・

1J 

婚
は
幅
事
さ
A
.
副
編
ニ
リ
M
i
'
r
四
曽
・
て
積
三
百

申
ト
λ
e
n
・
3
圃
二
百
九
十
三
官
-
m
踊
三
宇治
λ
十

三
官
.
揖
酔

一
千
二
百
二
十
八
百
が
あ
る
.
司
樟
単
蹄

骨
』
の
ゆ
に
は
先
に
引
い
た
槌
銭
的
ほ
h
r
に
、
以
下

母
上
う
な
、
知
人
か
ら
寄
せ
ら
札
た
坪
主
k
総
文
も

多
〈
融
揖
し
て
い
る
{
注
2
1

-
m
持
取
車
h
初
制

・
作
ザ
・
筆
カ
白
旗
.
轡
幻
吉

出
.
聾
掴
之
買
値
直
革
担
司
使
神
島
見
買
尭
・
:
・
2

皇官
以
情
民
措
動
、
車
腫
一大然
、
昔
然
厳
健
耳
立
病

経
拡
幅
咽
椅
在
韓
立
漏
ぷ
・
拠
隠
・
4
圏
不
S
Z
簡
略

-
g
れ
M
o
a
-
an
幻
宙
開
.
a第膚
砲
の
録
、
念
趨
に
盆
鵬
憎
し
.

枠
合
し
て
終
合
し
ぬ
鬼
を
し
て
実
勝
、
L
ゅ
ん
.
a
児
島
z
g

，
君
、
凶
岬
綾
能
動
し
、
寓
樋
米
総
に
し
て
.
-
R
て
与
疑
剛
縁
A
W
2

・
m
・
し
.
A
R
し
町
"
の
得
る
術
館
・
之
に
a
g
内
よ
】
a
r
hMRら

E

ず
.
之
也
管
.
る
れ
ど
も
m
h
ぎ
る
の
'
U
復
る
か
}

-
古
習
字
阻
醐
A
初
縮

・
訟
}
・
他
宮
警
掲
.
府
向
車

覇
。
嘗
四
日
開
積
立
集
蝿
也
.
【
-
"
を
使
〈
L
て
"
安
値
信
〈

L
.
a
o
い
よ
出
づ
h
品
川
ゆ
・
い
主
M
W
h
信
号
・

鳴
へ
ば
術
省
'
の
‘

鎗
-
P
が
"
し
】

-
軸
木
被
飯
合
一
緒
・
政
}
蛙
副
司
最
勤
続
弘
捕
M
嵐
山

信
押
癌
.
醐
問
主
車
内
去
北
典
八
時
経
揖
補
選
樺
n
.

週
宥
失
後
者
事
錫
緑
色
鈴
律
総
圃
聞
に
L
て
気
煎
織
し
.

幽
m
m
に
ヌ
食
品
"
e
g
れ
‘
ぷ
肱
々
と
a
ハ
円
ゐ
0
.
集
曾
の
a
A
S

也
揮
。
婦
さ
が
ご
と
〈
、
事
ふ
お
信
俊
先
を
失
ι
ev

初
植
に
お
ω
り
る
慣
宜
蝿
弁
世
車
の
序
に
は
、
『
そ

の
縫
現
力
問
自
由
自
帯
広
尭
捕
さ
品
.
そ
の
内
容
、

唖
に
従
わ
ず
.
文
字
を
換
え
て
.
司
削
酎
臨
」
・
『-m需

仰
ぎ
の
よ
う
な
衡
し
い
膏
現
に
し
た
の
で
あ
る
う
・

し
か
し
‘
最
輔
は
め
・
留
の
申
轟
省
側
現
日
非
常
に
拘
り
.

凪
蕊
の
創
出
し
た
衡
し
い
夜
間
叫
に
対
し
て
‘
修
故
金

援
し
九
甑
訴
が
幸
い
.

(
2
V
品
担
命
"
な
典
故
後
礎

常
盛
表
現
に
般
ら
ず
.
中
間
時
実
晶
表
現
か
ら

h
処
荘
の
揖
自
伝
符
憶
が
輩
え
る
.

@
。
潟
鵬
車
』

・第

i
首
『
四
月
て
+
九
円
鞭
繋
師
移
村
但
嘩
冊
兄

弟
別
車
夫
見
必
偶
聾
筋
道
割
前
佳
江
』
血
明
白
描
圃
剖
・

酬
a
R
軒
花
吐
1
省軍

『
車
温
骨
選
L

冒
嘩
ニ
b
i
-
-に
眠
揖
L
た
揖

3
狩
-
描
聞

は
白
く
し
て
揮
曲
線
t
り
‘
桝
は
買
に
し
て
野
花

位
三
円
高
」
同
議
増
樹
齢
』
で
口
五
』
に

作
る
.
車
闘
の
K
崎
は
、
事
キ
自
明
帽
王
判
官
時
A
m
h附

岡
崎
民
雄
山
牌
凪
量
い
再
会
“
府
蹄
h
e
ァ
セ
O
』
の
『
切

餅
抽
胴
衣
袋
、
水
興
情
蝿
g.
1
・
明
a
w
裁
を
鳩
ひ
ど
舎
9
.

晶
、
〈
渇
健
全
般
れ
ん
て
下
旬
ほ
根
樹
園
内
岳
州
腔
舟
H
有
企

府
幹
』
単
一
-
A
阿
ぜ
の
お
酬
内
草
花
吐
、
国
副
紅
棉
轟

陪
ω
主
連
関
M
M
O
〈
L
て
虜
佐
佐
倉
・
悔
M
U
W
〈
し
て
池
何
事
値
幅

借
り
》
の
袋
酎
揮
を
損
徹
し
て
い
る
e
し
か
し
、
事
白

骨
下
唱
は
.
崎
町
内
予
』
*
ω
帯
島
間
帯
踊
』
に
‘
『
揖
上

必
人
.
世
持
飯
島
者
.
蝉
E
Z
樺
上
.
飴
揖
白
鳳
姥

橿
鳥
之
車
昔
、
百
件
ぬ
不
完
英
世
由
、
言
問
、
部

品
智
世
仏
師
剖
可
検
眼
謙
吾
表
毛
』
明
B
Z
樹
上
.

会
む
表
現
主
的
紛
世

《1
-
新
た
信
組
担
現
の
創
出

地
避
の
問
時
、
腕
遣
の
織
労
核
軍
や
古
田
半
輔
の
容

に
あ
っ
た
よ
う
に
.
K
W
坦
疋
外
伝
費
思
と
自
由
硲
放

な
輯
a
骨
量
も
っ
て
、
人
々
の
M
W
刊
を
呼
ん
だ
.
特

ι‘

凪
荘
の
-
m
R
崎
容
に
は
、
あ
り
ふ
れ
t
p
化
島
瓜
R
h

だ
リ
で
は
な
〈
、
過
均
織
れ
る
奇
抜
な
融
事
a
b多
〈

見
ら
れ
る
.

@

F主
事
岐
」

・第
7
e
n
Z
A
槻
民
主
下
通
告
到
川
ヒ
時
盟
控
火
き

・
不
世
主
石
川
司
必
盛
早
世
穆
1
喧

『東
海
路
濁
』品管
工
ト
三
に
配
揖
さ
れ
た
、
揮
?

首
の
王
宮
古
請
の
帯
四
十
九
-
E
+
句
は

句集
石
に

蝿
つ
吋
ら
れ
ず
ん
d
.
お
働
f
w
吊
蛇
の
揖
る
と
二
る
と

怠
る
匂
と
あ
り
.
上
崎
町

司書
』
ロ
.
『
梅
地
約
晶
u
h

の
即
時
で
u
-
唖
』
に
作
る
.
鳳
荘
は
.

-
般
的
な

「
傷
つ
け
る
』
で
叫
な
く
.動
唱え
て
『
暗
む
旨
の
時
?

を
温
ん
だ
.
岩
伽
a
e
動
駒
に
喰
え
て
働
時
出
綱
方
的
抽

い
二
と
を
噛
帽
闘
し
.
体
品
に
曜
ま
じ
い
迫
力
士
与
え

よ
う
と
し
た
.
4
こ
で
は
‘
信
油
向
鹿
島
植
手
で
あ

る
に
b
か
か
わ
ら
ず
、
地
経
は
比
瞳
長
挽
を
援
崩
す

る
こ
と
で
.
断
簡
な
感
覚
&
む
た
ら
し
t
.
し
か
し
‘

愈
崎
は

5
と
き
の
組
去
れ
わ
せ
が
不
自
俄

だ
と
厳
t
.
世
め
た
k
地
わ
払
る
・
こ
れ
に
よ
っ
て
、

視
華
町
目
白
書
骨
放
な
伎
掃
と
奇
按
な
聾
掴
喝
の

E
輔
が

鎌
え
よ
う
.

福
島
銅
剣
縮
刷
本
F
穐
融
岡
、
E
肯
念
持
a
z
爵
g
m
鶴
-

AUM
喝
ム
め
入
に
.
a
a
m
を
u
w
b
u
a
事

κり
.
録
。
H
a
m
ム
に
之
《
ゆ
v

e
.
値
観
お
に
俊
ひ
で
e
r
e
-
M
-
島
の
a
ち
る
'
・
E
陰
に
し
て

給
金
ら
ず
・
派
の
父
臼
〈
?
喝容
岨
慣
，
¥
M栂
a
m
体
在
放
民
復

。
て
白
勝
手
と
.
放
励
。
て
必
需
れ
.
命
、
t
e
寂
ば
ん
』
o
e
.
m

u
R
簿
上
に
之
く
に
.
信
局
・
"。
て
下
ら
ず
・
色
沼
包
臼
〈
・
-s

a
陰

d
e
去
り
.
表
民
除
。
.
ず
・
摘
し
と
ど
と
あ
る
典
融
を

硲
漢
え
.
鴎
が
酔
が
る
の
で
陪
な
え
噛
と
ま
に
な

る
.
つ
ま
り
陣
世
と
絶
融
し
た
い
と
い
ヲ
同
時
過
帽
章

恵
令
官
ん
で
い
る
.

a
r
の
事
は
是
々
a
R
と
し
て
.
動
掛
崎
町
を

章
暢
L
て
い
る
.
の
e
ち
に
な
る
と
.
動
詞
と
し
て
.

人
間
に
m
い
る
よ
う
に
な
っ
た
『
健
主
解
本
』
に
、

『
軍
.
臨
ah
と
あ
り
‘
『
亘
書
』
に
苫
そ
用
也
衆

也
』
と
あ
る
.
家
た
.
『
抽
届
恒
偽
書
公
に
主
'
自
.

H
チ
持
官
官
小
φ
‘
軍
側
r
小
党
.
』
【
E
r
a
M
〈
‘
噌
純
子
信
弘
W

U
し
て
a
v
u
ず
‘
し
て
繁
盛
V
ず
》
k
あ
り
、
朱
事
陸
に

『
ふ
抑
制
品
*
日
窓
』
《
わ
以
て
象
広
絡
す
る
u
a
'
と
同
士

と
静
聴
し
て
い
る
・
ζ
こ
の
叫
草
h
ほ
.
睦
家
巴
〈

す
る
の
轟
.
章
た
、
司
穂
子
h
t
制
に
『
力
不
若
牛
、

産
不
着
時
.
附
牛
馬
蝿
附
阿
a
.
g
.
人
能
忠
能
不

能
議
也
J

4カ
は
牟
に
峰
崎
《
主
か
ず
.
走
る
ζ
と
厳
に
a
m
か

ず
.
信
閣
も
h
w
m
の
殉
を
・
・
寸
は
何
ぞ
や
.
a
〈
・
人
ほ
館
〈

織
し
.
後
n
-
-
守
る
ζ
と
総
U
ざ
れ
ば
a
，
v
と
あ
り
.
『
い

。
た
い
、
人
骨
力
位
守
に
A
W
悼
ザ
‘
庄
る
こ
と
む
鰯

に
は
畳
ば
な
い
の
に
.
ル
守
や
幡
周
が
か
え
っ
て
人
H
h
使

念
士
.
風
景
描
写
以
外
に
も
、
以
F
の
よ
?
な
叫

も
あ
る
.

③
『
観
肱
』

・
『
糧
需
舟
』

術
部
首
-
E
"
小
骨
密
翁
離
航
新
自
町
見
A
W
午
挿
町
珊

酔
摘
去
既
葺
帽
樺
不
島
定
草
間
ご
間
以
期
‘

.
車血官

僚
曙
担
鴫
俗
、
姑
副
町
一雄
年
苗

'
i
催

閉
山
首

『拘
齢
制
移
初
嗣
や
作
』
:
和
初
葺
a
R
眠

書
崎
明
身
跡
調
釦
柄
曹
舟
1
・m

・
育
部
首
骨
措
置
古
持
町
田
正
・
阻
向
2
層
推
に
暇

戸
い
と
ま
V
照
〈
視
聴
憎
み
、
飴
【
し
ば
ら
】
〈

肱
を
備
げ
て
百
聾
に
零
ば
ん
切
の
♂
出
』
は
.
司
幽
間

嶋
崎
晶
と
で
は
『
慣
ら
に
樟
る
.
Z
刷
肱
の
袋
現
陪
.

『
笛
翻
』
苦
闘
嵩
に
出
典
が
あ
り
、
般
に
な
AVて、

肘
を
偽
げ
、
抗
代
わ
り
に
す
る
こ
p
"
を
い
う
」
曜
臨
悼

の
組
み
合
h
せ
比
中
国
の
古
盛
岡
に
は
未
見
で
あ
る
.

車
川

W
の
七
宮
樟
割
E
m
-
-
ふ
旬

『務
初
演
を

聾
H
V
て
奮
措

ι臥
す
.
身
跡
調
A
e
'
・
3
て
揖
が
Z
る

血
貯
の
如
し
w
下
骨
骨

刀4
・H舟
随
一
問
、
原
訴
で
U
Z冊

曾
舟
』
に
作
る
.
『
本
軍
舟
w
m
褒
倒
棋
は
『
結
予
』
列

由
選
簡
に
よ
り
拘
分
的
過
過
a
g
感
換
す
る
決
立
。

文
句
k
し
て
定
署
し
た
が
総
亜
の
「
然
揮
舟
b
町

霊
境
陪
憎
い
ら
品

τい
な
い
.

『
民
世
相
』
や
明
華
子
』
は
、
当
時
"
や
か
で
は
品
視

の
魯
と
し
て
却
麗
人
に
舗
周
知
さ
れ
、
立
問
肱
h
・
『不

軍
舟
h
A
り
よ
う
な
鼎
語
を
.
旭
証
が
知
ら
な
い
は
ず

は
必
い
.
こ
こ
で
・
m
赴
位
敢
え
て
中

ω時
世
m
a
R

13 

m
-
さ
れ
る
の
品
.
な
ぼ
で
あ
ろ
う
・
そ
れ
は
人
聞
は

枕
金
魚
揺
を
肯
む
こ
と
が
で
き
畠
が
.
牛
や
耳
陪
そ

乱
が
仰
、
き
な
い
か
ら
で
ゐ
る
J

と
い
う
車
味
で
あ

る
・
動
開
時
-
群
』
は
、
句
h
a
k
な
る
ヘ
車
た

.2

合
、
連
合
』
骨
量
障
を
単
調
す
.

日
上
旬
よ
う
に
.
ぷ
骨
髄
事
が
る
』
と
い
う
の
は
、

ωに
嶋
が
鮮
が
る
骨
で
は
な
〈
.
暗
k
u
a
に
な
る
と

ト
ぅ
、
援
者
的
イ
メ
ー
ジ
を
櫛
ぴ
、
聾
酷
町
時
略
臼

も
深
〈
揖
活
レ
て
い
る
.
し
か
し
.
m
荘
は
そ
の
混

宥
の
イ
〆
1
9を
眠
り
蹄
き
‘
た
だ
@
過
の
凪
既
拐

事
・ζ
L
て
使
用
し
て
い
る
.
そ
骨
た
め
.
A郁揖
は
-
Z
』

金

司金需』

ι宮
え一
て
.
単
純
な
魁
量
繍
字
に
修
誼
L

F、
羽
鎖
的
風
景
表
現
世
.
併
構
附

『輔
ニ
宵
』
耳
ニ

司
企
密
時
』
事
ニ

-
O
}
骨
.
H
問
視
買
高
同
町
、
軒
師

自
薗
議
.
M
《M"は抽
聞に
し
て
貧
a
m
銭
宅

等
伐
a
m
か
に
ら

て
h
m筒
政
た
る
】
に
も
且
ら
品
ゐ
.

@

-階
慣
中
制
』

・第
明
山首
『
通
皇
聞
チ
俗
蹄
買
獄
。
【
隅
齢
》

1

臨
喰
中
町
帽
行
掩
高
崎
草
間
花
散
策
苗

こ
の
七
言
古
時
世
ニ
百
点
÷
ニ
句
.
千
A
百
申
?
に

も
遣
す
る
.
島
義
仲
『
樺
崩
持
品
W
』
で
一
帯
昆
い
仰

品
で
あ
り
.
食
管
伊
丹
漫
樹
虫
土
で
も
診
し
い
長
鋪
火

停
で
あ
ろ
・2
.
闘
の
前
単
位
、
由
時
的
係
者
た
ち
を

批
判
し
て
い
る
.
桂
干
陪
、
主
人
公
的
晶
凪
子叫
曹
を

量
輔
さ
せ
‘
阪
栴
と
人
絡
令
首
-Z

嵐
針
。
第
百
五
十
五

・
6
耳
+
よ
旬
に
‘
『
附
慢

14 



一
六

中
凪
刊
行
掩
a
.
高
盤
符
花
懲
浪
樟
.
h
A
働
側
a
w
舗
に
ま
あ

た
v
h
v
て
行
〈
ゆ
〈
血
"
を
艦
湾
局
お
情
》
O
ぬ
湿
の
符
花
a
a
e

取
主
の
-
旬
が
見
ら
れ
る
.
叉
紘
日
行
〈
通
刷
、

自
が
省
事
れ
て
、
盟
百
花
が
い
っ
ぱ
い
鴨
い
て
い
て
、

外
が
詰
且
る
ほ
ど
、
曹
の
揖
い
昏
が
得
。
て
い
る
と

い
う
a
明
岡
山
懐
中
額
制
町
表
現
は
、
『
量
子
L

再
開
司
王

地
相
』
抑
止
町
耐
に
基
づ
く
.

且
去
虫
住
町
九

P
R
E
色
馳

H
匝
日
不
明
。

ニ
g
.
有
曹
批
判
使
耳
r
小
田
可
巳
旧
い
民
同
棟
悌

r

簡
何
回
岬
.
四
国
‘
五
時
前
口
、
喧
n
m
酬
司
王
目
、

牌
音
訓
関
心
.
使
性
血市場
"
比
五
指
‘
曹
セ
之
e
a
.

A
益
。
来
れ
低
金
-
R
a
'
に
E
B
明
9
・
-
に
円
〈
‘
孟
色
"
e

a
L
τ
.
n
b
e
L
て
雌
明
ら
か
タ
ら
ざ
ら
し
h
百
二
川
市
H
〈
.

-a
'
z
b
g髭
し
て
.
x
e
し
て
e
b
崎
監
ぎ
ら
し
h
0
.
三
民
国

〈
、
・
A
a
a
uh
瓜
じ
て
.
明
侃mM酬は小包。
.
躍
に
凶
〈
.

6
佐
野
u
e
a
し
て
・
n
金
し
て
w
m
a
R
L
U
ら
し
む
・
王
に
H
〈
.

噂
命
。
ゐ
命
鮒
《
み
ど
v
L
て
鍾
預
金
し
て
a
n
・
b
u
し
0
・
此
の

家
管
限
、
絢
-
a
畿
の
e
m
h
m
り
v

在
日
千
は
.
人
嗣
酬
の
単
位
金
矢
ぅ
、
加
と
L
て
‘
『
玉

・
5
4
除
り
上
げ
、
易
会
強
〈
朝
織
し
、
且
"
づ
ま
り

に
な
っ
て
そ
の
苦
術
が
艇
に
も
現
札
る
ζ
と
を
通
べ

る
の
に
討
し
、
地
荘
は
、
人
間
的
本
憶
と
は
附
肱
な

く
.
単
純
に
6
慣
が
鼻
を
抽
聞
く
曲
調
子
を
捌
考
寸
る
に
過

i
:
 

ー

も二
司
の
前
に
は
.
『
時
抗
瞳
偏
見
宵
虫
、
鶴
蝶
岡

国
-
w
タ
絹
.
u
A
時
己
霞
首
側
M
例
。
叉
た
-
-
a
〈
、
前
例
健
m
m

、
心
に
叫
同
を
廿
5
・
間
企
a
b
僻
自
ら
モ
る
・
冒
h
M
袋

町
明
H
9
h
暗
り
て
裂
は
れ
.
骨

去
り
て
描
柵
凪
吹
〈

が
曲
し
て
円
心
に
開
を
帥
品
有
る
も
問
時
臨
に
岬
せ

ら
る
.
轄
へ
ば
傍
そ
梼
め
て
情
宜
を
朗
日
L
、
扇
そ
臨

し
て
撤
廃
を
求
む
る
が
却
し
』
は
.
『
揮
噸
時
世
』
で

は
主
開
心
作
時
前
自
主
.
民
怯
也
，
ω
・
払
m
.
畳
如
実
厳

明
月
襲
、
暑
器
濡
鼠
吹
J
K
『
有
心
仲
鈴
鹿
持
国
司

恒
例
哲
也
可
話
.
嘗
削
除
無
量
滞
揃
筆
、
描
鼠
求
融
周
』

に
作
品
.
探
れ
甘
は
七

-
E
・
七

・
正
・
ヒ

・
耳

・
ヒ

-
E
だ
が
.
命
蝿
は
五
世
・
伸
二
句
を
剤
柚
押
し
。

t
・

七
・
王
・
七

・
七
・
五
に
聾
現
し
て
い
る
・

軍
は
、
凪
涯
の
抽
刊
に
位
、
認
曽
有
閉
が
砂
稽
に
事

ぃ
.
『
資
議
陸
軍
』
に
明
め
ら
れ
て
い
る
乞
王
曹
の

山?
で
、
軍
隊
持
は
八
1
R
肯
{
絶
句
u
i
三
宮
倫
明

幹
は
匂
+
一
首
『
植
の
半
分
以
上
は
山
内
時
で
あ
る
.

蝿
法
的
提
車
内
作
品
に
品
、

-
a句
的
手
量
に
置
化
t

'O
合
せ
よ
う
と
す
る
符
徴
が
&
め
る
・
L
か
L
.
合
岨

は
そ
の
霊
化
eぬ
力
抑
え
て
、
形
殺
控
え
る
こ
k
を

嵯
先
さ
令
て
い
る
鴨
こ
れ
も
量
憎
の
培
故
を
過
し
て

園
高
え
る
結
審
排
の
士
符
微
で
あ
ろ
う
・

・
第
榊
甘
「
六
M
n
l
-
一
旬
興
本
田
0
・
村
咽
野
碍
手
遊

覧
帽
で
・
冬
圃
端
剣
有
市
揖
、
E唾
鍵
h
地
創
品
I

呼
削
叫
二
円
七
-
E
a
蹄
舟
第
豆
ir乞
・
一
-
?
?
八
句
-
冬
観
念

世
絡
む
は
剛
植
ゐ
り
、
置
畦
ー
を
鰭
る
は
是
札
商

瓜
』
の
孟
情
念
』
は
.
『
怖
峨
酌
貯
』
で
は

崎
瞬
時
叙
h

グ
し
て
タ
‘
e
E
W
ぷ
v
k
あ
り
‘
宮
帥
『
札
州
一
の
句
江

開
可
保
理
軍
謹
明
白
田
J
E
m
u
-
m
を
匝
る
可
し
‘

B
-
m
何
ぞ
鈎
a
た
る
ザ
会
締
ま
え
、
長
聞
な
風
情
金
柿

牢
し
て
い
る
.
よ
っ
て
.
俊
輔
ば
二
の
-
h
weが
『
世

チ
』
の
輿
品
事
ま
え
た
ち
の
で
は
な
く
.
罰
金
体

司
容
凶
買
と
柑
w
a
な
い
と
感
じ
.
削
惜
し
た
も
の

k
思
わ
れ
る
.

中
関
町
詩
人
k
損
な
り
.
よ
く
知
ら
札
て
い
る
手

自
の
司
や
『
草
子
』
の
働
問
植
民
剖
し
て
、
間
連
陪
毛

こ
に
仔
細
書
札
τ
い
吾
輩
時
&
鰻
揖
し
.
-
R
費
時
晶

智
伊
的
な
意
棋
の
み
金
網
い
た
の
で
ゐ
る
.
草
瀬
凶
制
葺

は
中
硲
骨
伝
統
的
作
崎
市
朗
安
則
怖
と
品
開
助
副
虫
現
を
敢
え

て
鋪
問
視
す
る
岨
白
骨
劇
作
輯
世
会
神
っ
て
い
介
、
こ

れ
阻
.
出
芸
詩
的
表
現
上
咋

司
令
時
大
き
な
総
量
と

古
え
よ
う
.

-
3
}
膳
戒
に
拘
ら
な
い

旭
託
白
骨
作
.時一
に
長
捕
の
吉
時
に
は
、
融
婦
に

よ
っ
て
す
勘
を
調
練
さ
れ
た
り
.
帥
句
を
削
除
さ
れ

t
り
し
た
都
分
が
事
〈
見
b
れ
る
.

-
影
間
首
崎
品
開
置
師
陣
h
・
2
凶
刈
剥
矧
廊
純
物
Z

撞

製
加
島
曹
Z
R
付
録
1
州
側
姉

-
棋
倒
前
内
総
夜
祭
時
』
・
1
蝉
叫
材
担
崎
潤
筒
臼
.
久

矢
崎
幅
.
U
剖
剖
官
控
数
量
揖
1
睡

-
鰐
問
符
円
也
大
岡
崎
晴
議
崎
両
蝿
』
2

家
遊
軍
融
制
柑

凶閉
、
様
鴫
来
世
が
相
慣
1
ι
円
融
嘩
也
慣

・
帯
山
首

崎町
岨
大
概
事
措
柄
拘
貴
マ
--
a
君
瞳
壮
卦
宜

に
伸
る
・
A
m
出
町
ほ
企
畠
喫
話
会
高
〈
憤
廿
さ
主
を
a
a

す
『
幽
宅
金
銀
玉
』
的
籍
巳
轟
4
い
て
‘
b
称
号
の
畑
で
A織

の
よ
う
に
置
な
る
a
m
と
.
E
に
王
の
よ
う
に
速
伐

る
胃
瓜
世
抑
制
令
し
、

『閉
楠
い
れ
乞
賞
金
に
惜
え
て
、
下

司
の
『
骸
茸
k
対
応
さ
せ
た
.
恥
輔
が
対
悼
を
掛

む
の
に
対
し
て
、
総
事
国
あ
主
り
同
句
に
拘
ら
な
い
.

融
経
は
『
九
程
鋭
意
同
叫
鯵
』
串
E
で
.
対
句
に
つ
い

て
以
予
の
掛
り
連
時
て
い
る
.

別
府
の
七
値
m
m
.
女
婿
跡
計
総
令
m・o
・
-
a
，
幡
市
苛
衡
実

向
下
.
・
a
疲
岡
λ
出
m
w凧
，
m
k
m
a
“
.
』
『
議
集
鵬
字‘

創
欄
働
相
山
品
珊
』
の
級
怠
h
也
、
.
中
a
m
は
匂
u
a
e
"
ふ
・
内
向
d
a

a胴
u
・
湖
面
導
書
.
-
『必
凶
磁
績
m
u
円
借
星
組
"
の
曙
象

伐
の
.
夜
明
拘
湯
本
-
-
e
世
と
せ
句
.. 4
雌
@
破
滅
一係・

何
安
安
衡
是
係
自
民
』
仙
町
駈
・
院
建
白
首
h
v
.
a
m
g
w
の
妙
館
、
h
m
旬

&
剣
ひ
ず
・
a
鎗
L
e
-
w
心
け
ず
級
事
伺
憾
に
し
て
.
慌
織
&窓会

る
に
あ
の
'
・
ぷ
mM例漫
l

a
欄
術
耳
偏
.
『
-
n
a
m
窃
旬
等
刀

匂
・
是
々
9
.
米
自
の
円
g
王
山
減
‘

棺
禍
竃
Z
H
ド
』
n
.
-
慣

例
管
の
体
な
号
・

F-"の
2
m
z
z宅
m
.
回
視
丸
総
餓
』
俗
、

己
に
由
緒
の
凪
を
憎
聞
け
の
・
也
事
実
あ
れ
る
宥
に
H
a
'
・

つ
ま
り
.
嬢
底
伸
明
対
均
牢
期
ひ
ず
』
と
い
う
と

こ
ろ
を
梓
費
し
て
い
る
.
食
品
情
的
修
教
が
ら
も
.
地

殺
が
対
句
に
あ
ま
り
拘
ら
な
い
-"
と
が
明
ら
か
に
だ

っ
た
.
ま
た
.

-
揖
閣
官

「
戒
相
良
生
』
e
zm
M
明
事
h
品
刷
、
a
p
b写
換

』
同
f
令
置

・
揖
同
首
『
理
狩
谷
山
人
石
棺
=
・
剖
金
輯
否
問
遍

書
.
品
川
自
粛
強
制
付
制
1
絹
出
手
此
段

以
k
町
第
岬
古
.
型
山
首
は
地
W
E
K
時
で
あ
る
.

食
梅
市
開
申
形
式
記
は
務
常
民
向
。
て
い
晶
た
め
、

肺
の
内
容
L
差
し
支
え
な
い
限
り
.
信
る
A
〈
出
事
故

金
加
え
て
、
-
T晶慨を
織
え
よ
う
と
す
る
“
ま
た
i

-
揮
引
材
司
廼

F
訂

"
彊
』

心

興
開
永
量
調
掃
.

位
陣
幅
削
-
時
m
-
H司
内
削
障

}
I本
軍
一
斗
凶
官
事
前

曲・
第
m
e
E荷
q
正
日
行
事
U
作
時
四
H
A
U
韮.
自

陣
】
嘗
如
聾
信
明
月
現
地
貯
去
繍
嵐
杭
I
具
品
開
出
可

恰-
割

削

u

z

…q
z
n
』
:
相
心
開
純
量
制
輔
、
A
m

陣
可
慣
畑
am
聾
暗
闇
竜
総
規
求
徹
篤
1
其
苦
也
旬

mmw 
の
よ
う
に
.
持
句
の
削
除
も
見
ら
れ
る
‘
前
例
肯
は

棺
宮
中
町
時
で
み
り
.
帯
九

・
・8
句
句、む

副
惜
し
み
掬
逸

し
蝿
掴
抽
た
り
、
補
問
#
u
時
つ
』
k
-
u
跡
目
置
網
切

の
世
に
.
原
詩
で
は
手
小
量
持
直
輔
事
情
仙
。
毒
F

£
ず
-
斗
符
認
の
e
滋
仙
v
n
明
が
ゐ
る
.
こ
れ

は
社
前
司
軟
由
八
曲
歌
』
(
『
金
活
情
』
揖
‘
一
R
v

m
-
事
向
4
4
・
開
“
旬
、
畏
宮
市
上
満
車
眼
。
』
{
手

角
田
は
τ
々
持
倍
賞
、
長
安
市
上
柄
華
民
間
山
る
)
の

i
句
に
弘
品
が
.
a
M
-
符
傍

ι持
一
揖
h
k
書
冊
が

書
檀
L
.
旬
債
も
九
畳
?
な
の
で
、
食
曜
日
時
的
綿
棒

金
保
つ
た
め
に
、
陶
酔
し
た
k
品
作
品
る
.

揮
別
賞
ふ
姫
君
ゐ
訪
で
あ
H
E第
十
二
1
十
七
句

め
置
土
で
あ
句
、
旭
花
仕
九
者
福
門
的
事
会
毛
柑
元

鉱
に
晶
唱
え
て
.
高
〈
評
価
L
え
，
像
僧
位
8
4
小
町
底

史
家
叫
慣
が
思
酬
で
舎
ず
.
こ
の
こ
喝
を
剛
院
し
た
の

で
ら
る
-Z

eaた
ζ
的
後
、
組
準
仕
『
車
広
寛
賞
作
件
比
d
円
、
勢

調
か
ら
〈
怠
容
に
持
つ
.
A
L
』
と
.
締
法
と
国
m
k

金
比
較
し
.
白
山
田
の
申
u
m
合
連
ベ
て
い
る
・
そ
の
前

の
『
広
平
年
広
広
、
簿
記
柄
拘
幅
四
1

灰
反
事
w
中
氏
、

灰
畠
醤
隅
滋
J
hm
仏
W
減
反
反
命
阜
の
u
m
織
〈
の
釦
L
-

E
K
WM十
W
仏
、
氏
u
a
に
z
n
b
g
副
司
ふ
る
A
m
L
】
司
的
障
問

曹
の
何
時
語
れ
に
合
わ
ず
‘
門
事
前
に
も
不
必
置
で

あ
る
と
与
え
て
剛
陣
し
た
と
思
b
礼
る
.

1$ 

問
、
蹄
日

今
主
で
広
制
後
輩

・
網
拡
臨
時
演
持
に
却
し
て
.
曜

ん
な
餅
究
が
行
わ
れ
て
夫
t
.
本
副
世
、
情
人
の
融

制
略
的
目
を
過
し
て
‘
広
瀬
談
窓
と
胤
涯
の
穣
蹄
が
ど

ラ
い
う
ふ
う
に
挺
・
え
ら
れ
た
か
.
ぞ
雪
惜
し
た
。

輯
懇
再
演
時
回
融
材
と
L
て
喧
宜
聞
で
抽
慣
用
さ

れ
て
い
た
の
で
.
菅
悼
や
拘
酷
.
*
た
表
現
止
に
も

注
般
会
寓
ね
て
、
植
骨
量
に
規
則
合
守
令
で
い
る
.
ょ

う
て
.
能
露
骨
悶
に
討
し
て
、
取
織
は
措
ど
手
を
加

え
て
い
な
い
開
人
官
同
り
で
な
〈
、

世
銀
の
教
両
翼

相
と
持
論
'
u
a
〈
梓
m
冒
し
て
い
る
ζ
止
が
わ
か
っ

た
z

一
方
‘
随
時
株
の
前
に
は
、
会
憾
に
嘩
さ
れ
た
縄

問
が
事
〈
昆
ら
品
る
.
中
に
拙
.
勿
睡
畠
冒
鎗
叩
な
ど
革

後
.
一一
・
艇
亨
臨
旗
第
瞳
1
敏

時
よ
う
に
.
命
揖
は
『
丹
曲
』
と
『
乃
師
円
『
子
宮

本
'同
』
と
よ
叫
金
我
石
』
全
対
に
し
て
、
楊
川
雄
含
鍍

瑚
し
τ
い
る
.
て
の
岨
事
故
か
ら
.
凶
m
w
R
M
放
軍
に
#

を倫明
L
t
器
現
を
純
い
た
の
で
怯
な
い
か
L
C
想
像
で

舎
る
.
4
れ
u
.
串
式
を
直
観
す
る
A
W
剖
聞
と
正
反
対

の
、
組
証
に
組
"
な
聾
現
方
桂
k
も
宵
え
よ
・
2
.
対

句
な
r
、
表
現
両
だ
け
で
は
な
く
‘
内
容
捕
で
も
形

を
m
L
た
郁
分
が
昆
ら
れ
る
.

-
那
市
岡
『
凪
揮
組
問
山
約
書
』
興
也
刑
此
峰
、

時

也
附
此
車
，
《
期
陣
て
t
同
氏
周
肱
成
、

是
正
用
摺
苗

・
忠
明
首
必
壁
画
山
崎
き
-
a
e
.
ω

正

比
宜
武
、
勢
貌
弁
ah何
時
1
灰
W
T
m
守
仏
匹
、
事
届
個
師

6

既
e
K
広
乎
w
帯
広
、
氏
記
官
m
E
A税

7

v

s

-M
町
五
置
占
持
は
、
『時
出世
時
静
』
で
は
.
前
三

+
λ
悼
の
撞
に
『
同
正
問
て
敵
陣
し
‘
高
正
m
て

俗
世
唱
す
-
町
一
旬
が
あ
る
.
こ
れ
は
『
揖
晶
合
腕
暫
』

の
魂
撃
を
路
左
え
た
も
の
で
あ
り
‘

晴晴
氏
』
位
陶
珊

官
、
『
芭
氏
』
は
毛
利
克
置
で
あ
る
.
『
同
氏
問
て
敵

前
し
、
吾
氏
刷
て
情
M
裂
す
』
と
.
て
の
倒
的
旬
『
・
聞

や
け
を
州
て
盛
な
り
.
時
や
仕
を
舟
て
葺
'
O
』
で
は
.

人
向
蝿
興
が
周
"
と
民
幽
門
会
柚
め
て
い
た
町
代
目
盛

ん
で
あ
っ
た
が
‘
品
チ
大
内
線
陵
町
代
日
比
議
え
、

陶
晴
也
関耕
輔
亡
の
置
を
泊
っ
た
の
は
封
L
て
.
毛
利

克
E
m
努
力
企
伸
ば
し
た
こ
と
金
融
う
.
持
極
的
『野

副
山
』
は
琢
芥
九
釘
慨
門
の
こ
k
T
.
剛
院
山
口
帯

際
信
拠
尽
右
拘
・
由
航
先
又
筑
後
、
席
停
加
点
驚
副
町
溜
・
載
。
m
a
胃
ぬ
鏡
、

旬
繍
忽
副
司
情
舗
霊
冗
坦
量
治
a
k
-
-
幽
z
a
言電

m
A
W
総
a
m
定
.
合
作
知
良
穆
。
問
-司外
5・‘
.
遁
鎗
飴
m
-
R
E

k
m
下
必
将
司
管
内
織
、
.
m
g
.
宙
開
飽
足
以
司
』
を
あ
る
.

直
方
市
立
扇
町
冒
館
蔵
『回
毎
文
庫
』の
縄
両川

問
野
文
庫
町
出
奴
写
本

叫
遺
岨
帆
媛
録
集
』

家
多
彼
品
円
同
議
行
停
吋

福
岡
県
富
方
市
立
踊
骨
躍
に
取
級
事
れ
て
い
る
向

野
壇
距
A
こ
う
の
む
今
す
H
己
氏
寄
託
臨
書
酔
を

「肉

m
m
文
銀
』
と
呼
ん
で
い
る
.
ょ
の
事
に
、
写
本
司
選
帆

瞳
《
え
ん
ぱ
ん
ろ
う
】
祭
探
』
ふ
止
さ
替
が
m
R
b
φ
て
い

る
e
般
+争
時
司
書
館
帆
殴
拍
車
』
の
前
岨
闘
に
あ
た
る
4

書
う
虫
で
も
な
〈
『
渡
島
段
阿
静
h
に
酷
似
の
m
a
嗣

剛
、
.
し
か
も
そ
の
博
文
は
盛
融
淡
事
責
4
が
犠
揃
士
蝿

り
.
凪
剖
先
生
が
こ
れ
に
幌
く
・
揖
車
先
主
位
惇
宜
で

か
つ
て
の
盤
生
で
ゐ
る
菅
者
・
也
選
岬
軍
A
つ
ね
と
お

ぜ
い
そ
う
.
h
ハ
O
Z
3
八
六
-
先
立
と
は
.
胃

宜
の
暗
名
ば
か
り
か
.
互
い
の
瞬
通
b
似
て
い
る
こ
k

を
遺
ベ
ら
札
.
逆
に
羽
海
点
を
も
よ
く
指
摘
な
さ
っ
て

お
ら
れ
る
申
で
.
い
か
に
植
し
い
関
怖
か
が
簸
b
れ
と
，

出
幽

5
.こ
2
2宮
崎
時
注
長
官

ぷ
門
野
車
一
と
時

v.
そ
の
特
惜
を
組
介
し
て
.
向
野

ぷ
的
な
訂
正
も
あ
る
が
、

地
建
と
融
構
.
二
人
的

w

t
霞
・
持
挫
の
食
い
迎
い
に
よ
る
崎
市
政
む
少
な
〈
々

は

v・

皿
住
は
斬
筋
書
士
納治
不
す
る
た
め
.
e
mmaa山怖

や
-
R
紋
後
担
金
庫
裡
し
.
あ
り
ふ
れ
た
袋
担
を
E
a

的
比
濠
け
よ
ヨ
と
し
た
・
し
か
し
‘
よ
品
位
保
守
的

必
余
園
内
伶
絡
b
c
衛
費
L
.
会
憶
に
修
改
古
れ
た
e

t
e
た
，
副
皿
荘
は
対
句
や
時
守
船田
な
ど
形
式
よ
丹
東
岬
み
ぞ

嫌
が
っ
て
い
る
.
し
か
し
.
会
構
は
対
句
主
字
離
に

拘
る
.
斑
争
て
、
泊
四
日
が
わ
ざ
と
協
を
崩
し
た
拘
匂

ロ
対
し
て
‘
形
式
傘
型
え
る
修
伎
を
晦
し
て
い
る
‘

・
"
と
か
争
、
凶
凪
務
め
常
奮
を
避
け
.
祭
出
。
伊
温
三
軍
』
r

る
意
図
も
之
ヲ
岡
信
明
白
に
な
A
V
た
.
捉
衆
揖
世
間
さ

品
て
い
h
ゆ
か
n
y
た
鼠
荘
叩
蹄
仰
特
融
慣
が
合
憾
の
曹
岐

に
よ
A
V
て
明
績
に
な
n
v
た
k
思
-
Z

今
桂
も
‘
様
車
と
嶋
崎
配
的
漢
時
叩
特
徴
に
つ
い

て
‘
吋
京
協
開
制
退
」
甲
車
砲
罰
以
外
の
圭
伸
品
を
民
解
す

る
こ
と
&
諭
し
て
.
更
は
考
串
&
探
め
た
い
-
P
E
--

捨

an
-
-
司
東
道
民
町
通
』
A
位
置
m
F
d
g
調
徐
s
・
a
.
北
九

=

&
.，a司
.

?

L
『也'地明bm飴W』A『凶-mut-模傍』・・
4
-.
省
公
川

篠
節
制
帽
、
環
古
梅
院

-
九
八
竃
句
会
e
m
，

円・
8
]

陶付
h
m
-
広
細
民
符
『
陸
m
m
持
吾
と
て
序
盤
院
也
』
高
健

般
文
化
h
w
狩
』
・
・
+
A
.
-
m
孔
ム
》
金
砂
-
m
・

円
・
一
徳
副
賞
八
局
令
玄
関
範
大
留
保
w
m
m
句
に
・

4h思，

ama喝
8・属鹿、

怠
刷且a-mam-鴨
a
.
ゑ
u
m
之
下
凶
作
d
m
e
も
‘
織

患
の
胆
史
的
世
置
を
思
し注
し
て
み
た
い
.
A
以
F
・
敏

絡
を
略
す
】

こ
の
写
車
に
は
.
表
輔
の
轟
{
見
返
し
V
に
.

S

皿
方

嗣
立
同
事
耐
聞
が
持
印
し
た
帽
円
前
町
‘
寄
氏
者
向
野
飽

弘
文
脳
陣
.
挺
方
市
宣
岡
畢
町
畳
託
時
が
あ
り
.
山
哲
理
番

号
と
L
r
句
1
3
l
i
』
と
あ
る
.
=
れ
は
.
昭
和
国

十

年
で
九
六
六
ザ
に
、
内
方
市
新
人
《
の
お
が
た

し
し
ん
に
ゆ
・之
在
住
で
あ
う
た
向
凪
財
務
祐
氏
か
ら
寄

託
書
札
t
k
会
的
。
置
吋
入
札
処
置
で
あ
る
.
ー
た
‘

依
せ
ら
れ
た
B
R
宙
開
会
百
回
}
が
ゐ
9
.
尚
宏
翁
田
正

が

【下
村
晶
嘗
】
由
ド
時
間
】

【uw雄
-
と
判
鋭
.
そ

叩
他
.
園
田
官
製
の
綴
谷
町
目安
車
庫
将
司
d
m
見
ら
れ
る
.

『
潰
帆
使
軒
高
』
の
和
銀
じ
裂
輔
本
・
版
本
に
出
会

主
こ
主
は
揮
し
い
.
ゆ
い
。
字
血
十
則
合
4
0
0
エ}

年
提
む
の
ぷ
一
捕
拘
吋
校
昨
『
迫
級
担
詩
世
』
{
以
下
旬
-
一

回
m
a
小
』
と
呼
r
O
ぜ
を
祖
門
戸
止
の
守
、
家
主
の
み
な
ら
a
T

持
者
・
出
適
鴫
患
の
こ
と
そ
払
a
n
・
a
m
e
闘
の
，
-KLuw

r
.
周
辺
8
情
合
釦
る
F
M
K
が
簡
便
に
な
う
た
.
な
お
.

曲
輔
の
底
本
は
弘
匙
z
a
や

《
八
限
A
V
菅
踊
『
週
帆

盛
時
典
』
と
の
こ
と
で
あ
る
.

似
通
園
町
嘗
は
.
す
和
三
隼
『
A
O，-
=
十
R
A
H
-

豊
前
向
上
毛
郡
貰
日
制
A
V
軒
.
制
遺
伝
内
の
ご
持
と
し
て

生
ま
れ
.
幼
名
を
拘
市
、
世
M
h
欄
除
‘
轟
は
胸
、
下
を

平

海

副
車、

aH川
.
瞬
間
.
逮
阻
桜
Z
入
信
E
E
q

街
牧
炊
測
定
値
0・
釘
同
志
富
窓
会
舷
届
m
・

ー
千
録
制
鉱
水
盾
関
ι

宵
逮
X

忠
実
働
働
側
錫
可
平
時
人
包
野
小
砂
駅
竜
2H1凶桂AbMawme.

-w
鎚
鼠
絡
不
管
a
R
民
煩
禽
刻
。
緒
必
R
M
句
絢
剣
後
後
身
銭
苛

鰭
犬
遣
い
，
“
胃
L
R休
刊

女

個
An
a
i
珊
A
・
m
-m衝
突
破
倫
明
昼
間

昌
、
.
g
a
m
也
m，
奄

・0健制川
崎wu
n
気
4
a
R
舗
定
宿
必
修
m
.

‘
.
，
d習
量

F庫
理
大
島
徐
立
内
問
実
唱
不
眠
不
低
金
轡
緩
.

荷
縄
己
創眠
不
M
m
鳴

禽
a
m
g
m
俊
敏
唱
村
人
曹
締
術
人
u
.

e
g
鎗
s
aa
補
母
、
-
構
盗
働
制
鉱
姐
際
湾
奇
m
‘
‘
側
議
感
嘆

“
同
組
鴫
術
伸
、
谷
凶
別
司
鉱
A
均
値
町
巧
舗
鍵
盤
町
錨
句
助
以
級
修
復
-
m噌
.

刷
仰
向
角
高
-
m
f
'
w
穂
町
R
中
ム
剰
人
情
W
働
眠
時

事
縛
-
m
納
命
視
漏
え

繊
口
司
ル
ザ
，
肴
札
知
弘
副
作
鉱
明
治
釦
健
銀
総
鱒
喝

餓
&司自噂縄片品
"
喧
後
不
e
aso怖
心
埼

e
'
-
n
m
auR審
理

省
m
u
河
徐
布
制
緩
a-
.
己
際
線
問
6
u
句
、
崎
.
d
A
鬼
篠
幽
府
来
銭

奏
、
m
-
鈎
u
a
g
復
活
私
.
人
気
-mau'a岡
崎
本
総
久
尚
徳

山
T
肢
体
岨
Z
W急
活
R
渇
・
盛
岡
持
管
鼠
慨
少
象
.
A
齢
宮
崎
"
趨

-
咽
除
碍
幽
m
M
m
K
釘
山
守
ω
a
R
代
償
先
省
内
m
e
-
-a
司
-
e
ゐ
る
.

円

【ら】
『
九
a
g
-
-偽
e
・
・
管
支
南
統
制
ぷ
蝿
帳
k
d鳳
at--

む
-
川
弘
文
館
.
-
九
七
九
w
e
-
-
m
.

【
6
】
・
m
m
a
鴫
終
末
の
-
m
a
l
也
mHR
a
"
の
m
h
鉱
lh
A『紅

戸
海
"
人
海
底
』
惨
久
-
M
R
別
館
・
均

一
-oo，
s

ιz--
喝
【
7
』
郷
同
信
細
身
須
山
uw
・
u
u
f

縄
紡
後
門

倫
相
，
嶋
吃
峰
崎悩
m
g
.
セ
鱒
多
p
u
，
人
材
省
M
m
石
棺
・
e
n
大

内
氏
.
凶制MMa--演.
-
白
尾
慾
町
ム
，
中網
"“
，
“
m
a・
a腎
耐

震
安
臥
m
.
e
g
活
紙
代
之
.
は
公
明
稔
m
.
ム
了
制
慾
本
除
、
-
問

後
ゑ
‘
.-
信
凶
R
嶋
崎
膏
移
・
-
両
陣
白
剤
此
a
，
.
艦
障
惚
陶
岬
鉱
賓
.

剛
氏
禍
川
敏
様
、
金
氏
舟
得
‘
.
H
b
h
m
Eπ
.
償
制
在
m

a喝
.

2

・"附齢68松
畠
m
.
m
鶴
首
a
m
包
m
.
M
m
"
家
圃
8
.
以

他抑
鈴
蔚
理
組
卯
睡
，
盃
喧
.
，
k
-
-
m
q
反
事
孝
氏
以
.

e
F
U
例
鈎
『
瓜
灰
不
思
h
v
h
a
宮
川
宅
g
k
比
文
民

し
た
・
限
連
主
務
骨
揖
7
に
な
A
V
て
詰
り
、
商
事
と
も

際
師
司
事
柄
で
あ
る
.

主
政
二
牢
ご
い
八
一
九
v
.
腕
帯
は
十
七
歳
か
ら
威

宜
闘
に
入
門
L
・
曲
贋
瀬
液
量
二

ヒ
八
ニ
1
-
久
五
円
)

に
常
ん
だ
.

談
容
の
ち
掴
白
檀
箪
也
』
は
よ
る
と
.
芦
続
二
年
三

λ
一
九
}
検
車
三
+
八
織
の
主
き
.

-此
年
入
門
メ
ル

者
』
問
中
に

『
情
活
柏
市
車
附
入
、
と
し
て
記
般
が
あ

る
・
人
晦
自
に

「詰
生
倦
-
w
袋
p
a
蛾
ヲ
由
可
ル
モ
ノ
い

k

し
て
.
文
俊
二
年
三
八
f
E
巳

t仰
市』

主
政
=
午
2
八
二
O
}
に

『制
時
』

文
耽
同
年
三
八
二

ご
に
『
制
時
』
丹
犠
燐
}

文
瞳
穴
修
士
入
ニ
-
-
J

に
『
輔
M
W
』
民
軍
師
刷
}

主
政
む
知
市
=
λ
ニ
凹
可
に
「
圃
m
m
w
」
{
量
顎
V

と
田
島
輔
さ
れ
て
い
る
s

-
R
宜
協
の
欄
般
が
文
化
1
一
車
『
一
八
三
判
}
h悼の

で
.
n
v
廟
時
総
i
k
B
え
よ
う
.

『
摂
忽
a
畠
h
に
よ
る
と
.
主
政
軍
年
{
八
二
二
}

め
剖
車
A
園
陸
}
n
.
-
月
十
四
日
か
ら
『
m
S
{稼

秋
外
車
ν

』
舎
揖
後
L
て
お
り
.
さ
ら
に
『
潰
草
縫
目

E
h
で
陪
.
文
総
次
作
ニ
ハ
ヨ
言
一
}
草
月
l
六
n
か

ら
司
担
架
R
-
を
掴
縫
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
.
ま

た
.
臥
F
M
酬
《
晶
き
を
も
持
め
た
む
L
t
鹿
減
目
幅
四

A
桂
町
旭
在‘

一八
O
七
1
7
八
‘
2
5
k
櫨
h
H
し
あ

。
て
蝕
曹
の
事
管
に
努
め
た
主
・
一フ
に
車
置
V
J
t
s
.
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一
七

そ
L
て
主
a
a
n
a喝

-
-
n
d
亙
)
A
H
-
+
E
B
ι

-M
S
坤
轟
』
土
配
電
畠
れ
て
い
る
.

二
時
邑
.
橿
患
は
-
a
唄
毎
』
時
屯
で
.
明
揖
竃
ヨ
E
h

に
文
彦
二
集
h
A
-
λ
v
か
ら
主
&
λ
e
-
A
二

五
}
骨
ゐ
L
か
け
も
年
・
h
E
っ
て
た
〈
さ
ん
思
量
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
b
か
る
・

一
方
骨
同
調
軍
関
配
』
も
晴
覧
の
掛
睡
に
車
主
れ
た

い
色
の
だ
が
、
h
a
連
署
.
事
『
，
帥
'
e
'
e
n
g
遣
聾

{
耐
掃
車
掌
続
}
』
白
岨
幅
玉
ム
守
一
町
乞
局
益
軒
}
に
よ

る
と
、
-
E
t
e
a
“
た
て
年
後
・
宜
ま
九
字
A
-
A
-
z
c

v
e
個
何
十
a
か
ら
e
m
-
-
u
a
s
-
"
、
担
軍
時
看
備
に
罫
吟
た

二
k
.
主
た
安
曲
哩
・
竿
A
.
A
査
制
れ
て
量
量
的
舞
占
的

ζ
と
(
+
一
n
ニ
u
R
S
七
日
v
ι
日
&
n
s
れ
て
い
る
.

-
C
て
.
a
‘
貿
信
金
酔
し
た
睡
.
長
崎
々
E
に
書
ザ
し

た
と
い
う
a
-
-
n.

z
-
a
乞
等
-
A
=
岡
V
U
輯
用

で
.
&
島

、自
車
館
-
e
開
い
た
.
二
れ
が
撞
時
『
・
R

.
掴
』
.
刷
雄
同
町
揖
-
n
a』
M
E-
-
e時
-
a晴幽電
て

で
.
周
防
調
合
柑
a
r
か
奇
an障
が
見
え
た
と
い
う
.

-日
曜
帥
d
司
氏
に
よ
る
k
.
m

g
n
'
・
・
t
は
.
『
遣

侠
臨
n
-
e
』
帽
一・
骨
日
か
2
問
喧
柚
』
『
定
.
“
明
』
『
前

車
E
・

2
『
H
a
m
g
h
『
ゅ
，
a
M
』
Q
H
ど
が
圃
ら
t

--の
0
.
『
濯
帆
阻
揖
寓
』
崎
岨
は
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￥
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⑤
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司
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膚
掴
臨

-
F
-
-
正
民
十
二
・
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・
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・
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・
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⑪開
帳
凶
-
u
m
u礼的
叫
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・
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⑤
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岸
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・
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町
凪
彰
圃
が
鵬
輯
v

-
-
u
e
E
a
奥
輔
自
陣
に
よ
る
k
.
な
岨
腕
民
詩
集
』

一

面
的
健
か
、

『通
杭
帳
梓
骨
』

=
酔
.
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檀
紙
橿
間
野
』

こ
H
.
司
埠
帆
雄
輔
静
島
ニ
型

敏

E
ニ
附
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『
連

続
袋
骨
骨
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，合
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厳
稿
幅
二
量
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配
さ
れ
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い
る

A
怪
遺
留
崎
署
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務
末
時
車
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血
智
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を
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路
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立
市
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書
岨
町
井
下
川
電
揖
民

骨
量
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岡
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.
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.
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岬
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岬
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・
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介
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介
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台
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岡
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司
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寸
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岡
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￥
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句
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縄
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e
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.
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-
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司
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向
膏
ぶ
で
.
a
ぺ
が
曙
ら
.
同
宜
字
下
。
た
k
こ
ろ

r
取
民
ヲ
敏
え
ず
.
，
e.
-開
示
が
h
情
事
れ
る
.

。
阻
み

'J五時
蛾
文
'
・
z-
に
た
る
町
だ
る
う
か
.

Lfbも
枯
骨
量
m
-
"に
『
占
e
e
勾
周
』
骨
'
A
診
が
.

向
野
与
に
は
-F
H
.

時
崎

広
務
適
量
昭
氏
車
揖
箆
圃
-
a

呉
司
短
ゐ
Z
書
鈴
壇
江
害
笛
立
畿
南
欝

こ
れ
は

時
時
H
0
.
r
《
踊
E
Uん
臼

反

.
E
量
節
前
一
“
.

雌
河
内
慢
心
園
開
.
壇
証
*
館
骨
組
庫
肱
慣
に
詰
い
て
.
脅
す
』

k
曹
b
の
で
あ
る
う
・

モ
L
て
.
提
暗
畠
由
民
主
化
守
骨

伝聞
の
原
盟
国胃--az-q
骨
福
岡
カ
e
-
喝
て
理
解
で
き
た
こ

台
だ
が
.
4
崎
支
轟
は
う
ま
'
・
均
宜
棋
聖
時
停
k
t
】

E
R
t
a
修
司
一
A
a
句
e
-
a
n
A
M
H
.
画
品
開
出
身

骨
髄
ゐ
置
が
.
弘
実
蝿
膚
人
骨
骨
a
a
晴
織
で
情
事
L
た
』

・2
理
解
で
き
る
そ
う
で
あ
る
.
S
一直
止
が
E
，
a
に
環
ん

だ
弘
化
&
年
内
八
四
八
》
官
同
『
a
-
n
串
時
畠
F
』
h
h
.
 

• 
し
か
し
・
先
伸
身
織
骨
よ
う
に
.
刊
行
間
置
re
的
a
m

立
が
叫
化
一
云
鳳
{
.
A
E
b
2
0
+
-
m
で
め
れ
ば
‘

⑬
九
州
大
牢
回
・
冒
掴
所
量
販
車
旬
、
『
眠
咽
雌
a
m
下
組
職

韓
両
鑓
・
a
輔
帥
嘩
祖
師
-
の
a
m
純
句
『
嘗
鴨
副
司
起
調
行

動玖
』
【
晴
恕
署
芝
田
.

-u特
弘
明
ゆ
盛
日
の

-
つ
銅

即
時
圃
ど
を
E
軍
』
に
僧官
会
接
、
え
て
い
る
・

e

--
同
審
心
得
凶
郎
通
p
a
輔
笥
柄
血
熱
院
予
m
m
u
同
舟
傾
向

障
働

A
H
唱
帯
。
事
立
包
-
-
-
一枯
、
後
半
車
}
で
は
、
向

野
窓
に
令
・
配
偶
ツ
内
乱
札
が
見
ら
れ
る
・

抽

W
G
蝿
此
趣
花
M
M
噌
主
人
捕
、
の
軍
句
U
何
回
圏
直
敏
知

輩"骨吻盆無
』〈
間
同
r
e
治
情
Z
8
.
九
帖
、
曲
学
揮
)
の
-
釦
』

が
.
向
野
み
で
陪
薫
植
し
て
い
る
.

噛
『
・
圃
絹
竹
匝
"
の
-
-
旬
M
志
向
村
相
掛
艶
罫
車
』

の
『
揮
』
は
.
向
野
み
で
は
鼠
す
で
.
訂
正
喜
れ
て

い
る
.
九
州
大
学
時
祷
即
断
瞳
婚
す
ゆ
M
.
二
酌
持
町

1

-a
白
.
a
拘
置

a
揖
昨
週
一
'
』
町
、
-
4a
nの『
織
』

2

e
潮
時
に
書
-
v
構
え
て
い
る
.

⑮
な
担
、
司
宿
直帽
句
な
ど
同
巳
文
宇
柏
崎
り
泌
L
e
.

-司
m
A伊
U
3
・
・
守
』
な
ど
叫
ん
Z
で
省
闘
し
て
い
る

が
.
相
取
は
令
罰
的
に
士
ご
ロ
よ
る
冨
暗
唱
a
a
慣
惜

し
て
い
h憎
い
け

.

工
れ

ga
，

s励
金
b
a
マ
て
.
向
野
本
が
M
摘
が
刷
用
時
岡
由

で
あ
畠
・
・
身
e
H刷
L
ょ
う
』
F
し
て
い
る
U
け
で
は

伝
い
.
蝶
み
か
ら
書
写
し
て
も
.
m岨
れ
幡
宮
島
巧
崎
噛
い

dFUR
-
-
る
か
ら
で
あ
晶
.
し
か
し
.
唱
で
に
開
眼
と
み

宜
的
・
・
跡
的
比
較
に
よ
A
V
て
、
除
ぶ
か
ら
抗
野
ぷ
A
内

・
号
陪
不
可
能
ι
F
判
断
で
念
、
そ
の
お
『
向
野
芯
か
ら

厭
ぷ
h
目
幽
『
Hmhq
押
E
T
峨
で
あ
ゐ
う
主
と
金
庫
・
h

‘r"li:.い.at!砲の‘ぇ'"

g
m
a
-
k
k
岨
怠
と
時
間
世
長
〈
て
蛙
か
り
十
七
伊
丹
で
あ

る
.
信
副

--T曹が
概
牢
を
輔
止
九
州
大
令
前
置
阪
本
時
.

三
綱
志
の
轟
ぶ
主
間
内
訟
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
り
『
m

'
畠
目
量
』
に
も
.
重
艇
の
情
報
は
焦
か
A
V
P
τ
そ
L

て
電
寮
な
こ
と
は
.
-
の
十
七
9
月
比
お
吋
る
.
向
野

ぽ
織
と
垣
本
と
骨
鴻
m
m
柄
、
あ
ろ
主
主

ぎ
て
.
こ
の
掃
‘
者

『圃
心
踊
』
に
直
織
す
る
か
ど

う
か
判
ら
な
い
が

.
W務
官
員
制
県
出
身
時
蹄
必
桔
=

八一

s
?ぜ
な
る
倫
相
瞳
船
頭
が
、
K
陣
'
宜
年
円

八
田
殴
ω
Z
以
来
た
び
危
び
家
厳
し
.
副
首
a
e
a
ハ
午
2

A
i
九
}
以
山
明
司
豊
崎
唐
人
a
m
鍬
輯
代
ぺ
明
給
三
停

=
八
六
九
V
以
降
E
A
晶
司
凶
岡
韓
負
師
棉
代
h
A宮崎明伶

て
い
る
.

2

£
た
.
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得
作
情
報
だ
が
A
買
x
v
t

曲
目
附
止
の
内
究
対
象
『
明
川
崎
順
静
』
の
比
例
に
.

摘園
間
・

t
t
目
る
ハ
処
a
守
槽
鈍
m
A舶
主
国
間
醐
色
町
A千

円払
-

k
-
-
総

2
帽
f
需
品
r
杭
情
句
人
aB献

FM
m
g
e

微
師
き
卯
.
倫
相
【圃
縄
手
陀

w
gこ
嵩

船

翁

針
剣
羽
創
州
側
剖
岡
・
司
た
ぴ
A
U
U
r
u
・
血
U
L
・
の

τ々
り
.

k
の
"
が
あ
ゆ
.
博
幽
帽
を
ポ
し
止
よ
う
に

z
m
心
倒

的
也
が
め
る
.

酬
-
-
の
e
n
@
世
情
書
し
作
川
田
心
国
』
刊
、
乃
聞
の

配

U
O凶
人
も
宮
崎
院
し
介
H
岨
e
剖
甲
山
町
肢
か
.
ま
た
倒

的
.
省
h
u船
主
円
.
人
な
の
か
.
あ
る
い
同
士
〈
別

的
人
鴨
な
の
か
.
H
F
.
調
車
中
だ
が
.
い
A1
れ
に
し



一
八

て
も
、
『
紐
心
掛
』
の
低
位
摘
も
向
野
本
に
伝
え一
揖
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
.

以
上
、
向
野
文
厳
に
伝
わ
る
写
本
司
遺
腕
綾
田
集
』

の
終
訟
を
略
箆
し
、
内
写
本
』
と
い
う
よ
り
『
問
販
閣

の
手
書
き
原
慎
』
と
呼
ぶ
可
眠
時
を
揖
駒
捕
し
て
ゐ
む
た
・

同
時
に
.
向
野
主
躍
の
質
的
復
豊
か
さ
を
麗
明
す
る
一

助
に
な
る
も
の
k
憎
む
‘
こ
こ
に
崎向
野
文
庫
め
紹
介
』

揖
ニ
線
量
終
わ
る
.

《玄
h
伍
.

.

 考
文
依
V

-M
抽
化
a
o筋
-
m
『
遺
留
R
a
域
幅
w
'
』
A
E
-
-
-
A
H
'
永
元
惨
事
刊
・

九
州
大
傘
凶
B

賓館晶用量RV

・2
・-m尚
叫
吋
仏
以
降
『
溜
敏
感
"
-
e
h
A
プ
9
ン
b
ゆ
外
役
、
寧

成
十
@
隼
ピ
A
M
m
一
日
》

J
-
繍
鋤
司
校
'
n
『
溜
a
m
優
位
R
-
w
倹
緬
』
A
プ
ヲ
ン
b
命
外
紙
、

写
成
十
六
M
事
七
月
-
a
v

-
恒逮働事組
問屋
曹
『
・
輸
血R
U
陣
A
V
"
償
穫
祭
《
鮒
幽
開
'
今
後
V
』

《
回
唱
和
五
ト
-
・
七
U
4

-
領
海
働
事
値
明
・
『
a
t
m
の
4
・E・
2

・温帯鋼
」
A
Z-
-
M
m
.
mF成

8u'L℃
on'ru》

『織
・
思
企
'h
《
a
m
a島
原

-RAH-
大
軍
+
関
与
》

止
血
可
高
人
蕃
『
m
，
‘
斧
少
娘
伽
』
《
亀
崎支自陣
・
総
宮

崎
6
.
.
 ，
平
成
四
年
m
m
七
包
》

山
本
紅
側
帯
『
M
R
崎
a
m
人
-m-m』《
徳
光
枕
.
附
納
豆
+
"
ハ

⑮

-
a
n
m
u
v
 

『
g
a
z
・
人
e
a
』
《
伝
文
2
・
事
a
m
+
淘
隼
穴
-
n
+

A
a】

仰
を
守
る
と
い
う
世
割
会
担
っ
て
い
た
Z
ω
講
恥
で

あ
る
が
.
こ
の
役
輯
は
現
代
で
い
う
k
こ
る
の
大
学

融
且
の
何
に
帽
略
す
る
の
だ
ろ
う
か
.
量
省
は
、
臓

な
る
謂
後
担
高
石
と
い
う
控
務
で
は
な
〈
‘
助
F
、

動
量
、
生
活
指
場
位
置
の
任
も

nっ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
.

な
ぜ
な
ら
ば
.
『
臨
成
"
は
樟
宜
図
的
英
才
で
あ

る
中
島
草
多
を
は
じ
め
、
塾
生
の
な
か
で
も
き
わ
め

て
橿
秀
な
者
た
ち
が
務
め
た
.
ζ
の
こ
と
か
ら
、
助

手
町
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
脅
え
ら
れ

る
・
塾
生
に
細
別
し
て
か
今
り
身
近
な
存
在
と
し
て
抽
慣

し
て
い
る
こ
と
か
ら
位
、
生
活
指
導
の
仕
事
が
う
か

が
え
る
か
ら
で
あ
る
.
m
納
に
術
い
た
織
告
も
金
銭

を
房
持
し
て
い
た
渇
告
も
.
必
ず
w
・
湯
が
.
，
情
を
開

い
て
い
る
.
す
ぐ
に
上
司
に
銀
告
す
る
倒
に
つ
い
て

も
、
ゆ
r
ぷ
者
た
ち
の
た
め

ι匁
い
解
設
と
対
策
を
唱

ん
で
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
.

『組制
帽
甑
e
-
銅
像
心
得
万
二
+
甲
山則
"
の
冒
画
的

一
文
は
.
-
間
生
を
チ
荊
と
思
い
‘
信
帯
量
を
も
っ
て
援

す
る
ニ
と
の
重
曹
性
が
設
か
れ
て
い
る
.
こ
れ
こ
そ

が
凪
宜
置
の
教
育
問
伸
で
あ
る
と
思
え
る
.
皿
代
に

お
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
惨
事
に
対
す
る
q
惜
指
導
の

@
湾
に
し
た
い
楠
神
で
あ
る
.

官
-
務
局
だ
よ
り

金
C

る
五
月
二
十
六
a
石
川
伝
太
郎
先
札
が
ご
軍
奮

威
宣
留
に
お
付
る
勘
手
の
邸
得

砂
押
み
ゆ
き
【
草
媛
大
学
大
惨
院
}

，
m
宜
倒
的
敏
脊
』
針
に
口
、
緯
在
、
指
求
ず
万
人

に
門
戸
を
聞
く
こ
と
と
‘
偶
性
線
車
町
輔
神
が
あ
る
.

そ
の
方
針
目
槙
悠
か
ら
即
時
措
H
A
輯
瀬
旭
在
}
日

も
畳
け
絡
が
れ
て
い
る
.
そ
の
ニ
刷
会
う
か
が
わ
せ

る
一
文
が
政
省
の
損
し
た
『
轟
録
勘
母
穆
倹
心
情
芳

二
十
一
則
』
に
記
さ
れ
て
い
る
・
冒
頭
の
『
働
a'者

担
揖
之
人
を
君
子
織
と
思
.
-
同
健
相
量
曹
貸
す
，
h
し
J

と
い
う
.
別
で
あ
る
.

『
都
揖
』
と
は
何
か
を
説
明
す
る
酬
に
、
融
任
酬

の
紹
介
を
し
て
お
き
た
い
と
揖
う
・
成
宜
闘
で
は
塾

生
全
員
会
、
師
範
代
か
ら
宿
直
日
直
ま
で
何
ら
か

の
圃
に
つ
か
せ
、
-
R
伝
を
も
た
惨
た
う
え
で
聾
の
仕

事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
と
い
う
・

ζ
れ
が
凪
証
制
で

あ
る
.
つ
去
り
.
自
始
的
必
岨
臓
に
よ
A
7
て
艶
が
運

働
局
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
作
ゆ
る
.
そ
し
て
、
そ

の
師
範
刊
を
G
W
講
"
と
呼
ん
だ
.

成
宜
回
で
は
哩
・
h
N
や
暢
齢、

地
位
を
附
わ
ず
、
入

門
a
e
製
織
か
ら
畳
吋
入
札
た
.
し
た
が
っ
て
島
内

は
樺
々
な
人
骨
骨
存
距
す
る
凶
四
年
齢
轟
臼
と
な
り
、

盤
内
を
輯
掴
ず
る
都
躍
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
与
え
ら
れ
る
.

『
郷
m
園
祭
綱
引
総
心
持
方
ニ
十
一
郎
』
の
内
容
は

態
内
の
娘
拘
.
盤
外
の
醜
的
.
火
の
植
い
に
つ
い
て
‘

さ
札
ま
し
た
.
柿
年
初
冬
か
ら
体
調
的
興
奮
が
見
ら
九

る
よ
う
民
必
り
‘
寛
子
夫
人
か
ら
何
度
、
術
院
内
行
〈

こ
と
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
『
ど
う
し
て
も
済
ま
せ

な
帥
り
れ
ば
な
ら
な
い
仕
$
が
あ
る
』
左
、
繭
と
し
て
聞

き
入
れ
ず
.
や
っ
と
躍
を
あ
げ
た
の
は
三
月
の
来
語
〈

だ
今
た
そ
う
で
す
・
わ
ず
か
ニ
臨
時
間
何
度
の
検
査
で
.

米
縄
問
的
食
道
館
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
と
e
‘
先

生
は
輸
し
ゃ
あ
な
い
な
.
踊
袋
る
よ
w
t
と
事
ら
緩
い
て
、

続
々
と
衝
し
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
.
愉
鍍
と
緩
師
タ

ア
k
E
ら
ら
e
m
μ
か
か
&
い
う
主
拍
匪
の
置
問
応
対

し
て
も
『
窃
究
者
の

-
人
と
し
て
低
や
低
価
す
何
も

般
か
ず
‘
と
い
う
の
は
援
だ
か
ら
惜
療
は
し
て
欲
し

い
』
と
お
等
え
%
な
っ
た
と
の
こ
と
.
以
桂
.
m
心
で

直
樹
な
処
理
ゃ
、
曜
か
で
細
や
か
な
ゐ
〈
ば
り
L
て
く

だ
さ
る
困
帥
や
看
縄
全
の
方
々
に
守
ら
れ
々
が
ら
、
仙
思

射
輔
の
朗
射
や
統
ガ
ン
剤
師
凪
m
に
明
げ
〈
れ
る
六

十
J
E
"
間
企
過
ご
さ
れ
ま
し
た
・
抽
援
措
嵐
田
で
、
五

月
の
運
休
の
析
に
ほ
‘
問
削
だ
け
な
ら
と
帰
宅
も
際
司

さ
れ
ま
し
た
.
し
か
し
‘
そ
の
後
低
体
力
的
禍
凪
が
奮

し
く
、
五
月
二
士
-百
の
俊
夫
人
伝
ポ
ツ
M
?
と
『
慢

心
う
駄
目
か
も
』
紛
れ
な
い
』
と
篇
ら
れ
た
そ
う
で
す
.

聾
白
か
ら
全
〈
会
話
が
で
き
な
〈
必
り
、
五
月
て
十
六

自
の
午
後
三
時
て
十
分
に
ハ
+
一
-
才
師
生
涯
を
閉
じ

ら
れ
獲
し
た
.
七
M
m
v
a
n
.
四
十
九
"
の
鐙
a
賓
が
い
と

な
ま
れ
植
貴
A
R
a
令
官
置
虜
に
園
初
さ
れ
壊
し
た
.
先

生
時
ご
%
福
を
g
m
島
田
岡
お
祈
り
申
し
上
げ
牢
す
.

師
し
の
胤
舶
の
大
き
く
図
。
に
分
け
ら
れ
る
.
こ
こ

で
は
魯
内
の
脱
割
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
み
た
い
.

2
規
約
に
稀
候
者
は
.
火
小
に
よ
ら
ず
u
e連
司
監
時

職
事
・
"
と
い
う
二
聞
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
心
帽
の

↓
つ
で
あ
る
.
-W
4
で
い
う
大
小
が
部
障
の
犬
小
で

あ
る
の
か
‘
物
e
'
時
大
小
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
は

な
い
が
.
蝿
肋
に
安
い
た
占
に
は
す
ぐ
罰
闘
を
与
え

る
の
で
は
な
〈
、
詳
し
く
写
情
を
聞
く
ζ
と
が
先
世

だ
と
誕
い
て
い
る
.
睦
に
も
崎
市
彬
日
塾
に
金
銭
を
所

持
し
m
m
輯
S
は
.
網
干
巡
時
聴
い
た
し
.
預
さ
せ
可
申

e
・"
の
よ
う
に
企
畿
に
関
す
る
躍
的
に
つ
い
て
b
・

怖
を
昨
し
〈
聞
い
た
桂
に
傾
け
さ
せ
る
べ
き
だ
と
記

し
て
あ
る
・

事
怖
を
聞
〈
ま
で
も
々
〈
、
即
珂
徹
告
す
べ
き
♀

と
の
倒
と
し
て
は
『
咽
窃
し
て
砲
掃
に
桂
札
.
網
棚

肉
離
者
拙
.
般
度
典
昆
相
加
h
.
不
出
臨
時
は
此
B
h

可
申
出
事
.
』
や
『
内
分
に
て
後
織
を
結
び
.
去
曲
蘭
e

は
か
り
.
誼
喧
曜
酎
出
之
圃
h
あ
ら
ば
.
守
適
聾
崎
切

に
帽
し
ら
せ
可
申
w
'
J
が
あ
る
.
遅
刻
や
や
る
気
が

な
い
税
制
に
つ
い
て
陪
撞
軍
を
促
し
.
そ
れ
で
も
世
め

る
よ
と
が
な
い
a
A
W
や
、
能
覚
を
阻
ん
で
の
皐
ス
ケ

ー
プ
や
‘
け
ん
か
や
訴
え
が
あ
る
掛
合
は
移
附
会
聞

〈
ま
で
む
な
〈
組
報
告
を
す
パ
章
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
.
ζ
の
と
き
織
惨
を
す
る
先
は
先
生
、
つ
ま
り
瞳

省
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
.

'"
の
よ
う
に
畢
内
で
の
拘
束
事
を
守
ら
せ
る
‘
ω
m

加
え
て
十
一
月
+
四
a
.
6
円
心
童
話
に
お
e
ま
し

て
三
信
仰
輯
己
先
生
が

『
度
減
税
態
的
動
g
w
-w
に
つ
い

て
先
決
さ
れ
也
事
し
た
こ
と
金
ご
a
w
告
ψ
し
上
げ
ま
す
.

前
年
度
お
よ
び
今
年
度
の
m
掴
淡
怠
研
究
会
恒
前
向
先

発
漢
に
つ
い
て
副
報
告
い
た
し
ま
す
.

ニ
O
O八
年
度
師
側
用
品
、
同
士
誼
大
学
物
例
。
帰動
調
師

川
溢
続
大
先
生
に
よ
る
Z
暢
未
明
帥
剤
師
威
宜
同
と
実

吋械情
h

，
一O
O八
年
度
後
期
は
‘
広
島
大
学
大
学
院

文
学
研
究
創
刊
間
企
田
a
唖
聞
置
回
女
T
大
学
倍
野
総
動

臨
師
輔
副
a
h
伸
、
に
よ
る
『
府
掴
綬
悠
司
簡
単
瞳
蹄
骨
』

と
『
東
嵐
鱒
選
』

1
版
本
問
題
&
命
闘
の
眠
睡
し
た
蹄
』
、

工
O
O九
斜
度
揖
周
は
‘
-
m鍵
ト
入
学
級
授
・
茨
揖
入
学

名
安
値
思
揖
鈴
ぷ
'
R
-
先
生
民
よ
る
.
江
戸
時
代
時
数

符
と
現
代
1
水
戸
後
四
事
倒
か
ら
考
λ
る
i
ぺ
て
俗

学
合
大
学
大
ヤ
膜
下
村
縦
三
氏
に
よ
る
G
m
世
に
幅
削

e
し
た
亀
谷
省
M
W
に
つ
い
て
』
で
し
た
.

来
館
宇
腔
よ
り
事
務
局
が
高
幅
削
量
先
生
に
鯵
り
ま
す
.

“お
手
敷
金
お
か
げ
し
ま
寸
が
今
世
と
む
よ
ろ
し
〈
お

醐
い
申
し
上
げ
ま
す
.
(
砂
押
み
ゆ
き
}

発

行
機
慾
萌
究
会

.
，
務
M
m
z
-z
o
l
t
hニ
疲
陣
織
機
ホ
戸
g
m
文
京
ニ
の
-
の
一

庫駅姐偉大学
-a
W
9
傍
向
E
w
e
a九
議

凶
帽
集
的
剛
川
穆
1

・
拘
鹿
野
a
a
注
高
禽
安
砂
"
み
ゆ
会

印

刷

m
mzzm《

プ
M
Vツ
ク

成

室

園

門
下

生

子
開
聞
の
集
い

三
埠

働

己
{
関
車
掌
院
犬
繁
非
常
勤
鶴
崎
)
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留
守
成
二
十
ニ
修
{
ニ
O
-
O年
}
+
月
三
+
-
日・

十
一
月
一
"
"
の
岡
a、
e
凪
宜
踊
敏
a
開
明
究
セ
ン
タ
ー
開

館
的
配
意
事
聾
と
し
て
、
『
威
宜
剖
門
下
生
予
轟
の
集
い
h

が
周
か
れ
た
.
量
い
の
槙
曙
に
つ
い
て
岨
報
告
さ
ぜ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
す
る
・

車
-
臨
『
戚
宜
聞
に
集
う
門
下
生
た
ら
』
陪
↑
月
三

+
-
日
の
午
接
、
広
瀬
揖
車
が
育
英
情
動
を
岡
持
し
た

曲
目
悼
の
あ
る
{
真
帝
大
帯
探
}
畏
舗
や
の
本
章
で
聞
か

れ
た
・
百
名
を
超
え
る
大
野
の
方
が
@
却
さ
九
た
.
音

源
多
量
瞳
岡
田
市
融
自
胃
畏
の
側
舎
の
曾
票
、
桂
昌
岬
繭
-

a
田
市
畏
・
謹
藤
高
俊
成
宜
崎
教
育
晴
究
セ
ン
タ
ー
名

省
館
長
町
検
修
の
桂
、

三
人
骨
方
の
講
師
陣
が
行
な
わ
れ

た
.
横
車
研
究
会
会
員
の
情
欄
揖
明
氏
が
『
清
掃
揖
膏
「

24 

い
た
だ
い
て
帰
前
し
て
し
奪
っ
た
・

蟹
十
一
月
一
日
位
、
史
時
成
宜
閣
騨
を
金
場
に
、
世

窓
会
{
様
車
の
遣
舗
を
顕
修
す
る
自
的
で
昭
和
二
十
九

年
に
結
成
さ
れ
た
)
主
催
に
よ
り
、
第
三
郎
『
来
集
へ

つ
な
ぐ
後
患
の
鍛
え
』
、
様
車
祭
が
瞳
R
・
跡
的
命
。
ロ
に
合
わ

せ
て
行
な
わ
れ
た
.

集
い
の
桂
、
折
&
同
町
機
会
な
の
で
、
十

一
且
二
日
三

自
の
両
日
、
膚
瀬
貰
開
館
の
先
賢
文
庫
の
史
岨
押
を
閲
覧

さ
せ
て
い
た
だ
い
t
.
今
回
は
実
に
+
七
年
綬
ゅ
の
自

問
訪
問
で
あ
A
7
t.
盛
時
、
在
圃
し
て
い
た
大
倉
晴
神

文
化
師
究
所
で
は
、
徳
年
度
東
に
研
修
旅
行
を
実
践
し

て
い
て
、
研
修
先
の
畏
崎
町
骨
造
.
有
意
と
共
に
臼
田

を
防
ね
て
以
来
で
あ
る
・
そ
の
時
陪
、
秋
風
庵
に
ほ
田

中
晃
先
生
が
持
ら
れ
た
二
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
.

A
し
ぶ
り
の
訪
問
融
.
気
に
な
っ
た
ζ
と
が
あ
る
.
そ

札
は
、
そ
の
時
に
宥
志
と
出
か
け
た
居
酒
屋
が
踊
〈
な

り
、
信
田
駅
前
の
商
府
揖
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
.
臼
田
駅
周
辺
町
滋
性
化
を
、
甑

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
.
そ
の
軍
障
か
ら
も
、
日
田
市

か
ら
威
宜
幽
敏
書
"
を
日
本
内
外
に
聾
惜
し
て
い
く
こ
と

は
、
華
々
量
墜
に
な
。
て
い
〈
こ
と
で
あ
ろ
う
.

今
回
の
自
問
紡
聞
に
つ
い
て
は
‘
虜
瀬
貞
揖
金
畏
を

初
め
‘
虜
掴
咽
梓
一
自
画
瀬
本
軍
家
車
副
社
量
、
蝉
田
俊
槍

-
月
一
慮
宜
置
門
下
生
手
葎
骨
量
い

e
a
e
・

-

E

一

一
号
同
一
近
年
的
理
事
関
係
治
宜
的
紹
介

:-e
・
e・
-
:
:
:
:
2頁一

一
M
W
U争
中
震
宜
慣
教
育
暗
究
セ
ン
タ
ー
の
電
期
揖
鹿

:ee-
-
5
貫一

.
担
川
コ
明
治
学
制
と
威
宜
国
・
マ
-
-
・

0

・
6
R
一

・
制
H
U
H

・
.

E
鼻
氏
が
『
長
三
割
』
の
題
目
で
‘
そ
れ
ぞ
れ
ご
先
績
に
つ
い
て
割
く
語
ら
れ
た
.
・
軸
で
し
か
釦
る
樺
告
の

に
つ
い
て
お
穏
を
さ
れ
た
.
k
い
で
‘
畏
額
守
町
住
職
な
い
門
下
生
に
関
す
る
ご
手
躍
の
お
醤
は
、
持
岨
し
て

震
内
御
用
民
の
怯
鋸
が
あ
っ
た
.
三
人
の
方
の
講
話
は
い
て
と
て
も
揮
し
か
令
た
.
ま
た
‘
大
分
県
立
先
暫
定

阿
れ
も
心
温
ま
る
も
の
で
、
時
聞
の
縫
っ
の
t
g
S
れ
て

料
館
の
大
野
施
主
主
佳
研
究
員
は
‘
鹿
瀬
賢
軒
崎
町
篇

押
帯
し
た
.

壷

経
過
主
共
に
現
世
掴
蝿
金
溜
め
ら
れ
て
い
る
桜
鍍
.

そ
の
桂
、

エ
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
.
様
車
ゆ
か

簡
離
の
お
腐
を
さ
札
止
.
大
野
氏
と
位
、
車
買
に
圃
壷

り
の
地
を
融
揮
し
た
.
午
桂
六
時
か
ら
は
‘
E
m
町
の
に
ζ
ら
れ
‘
患
が
図
書
番
員
と
し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て

『ホ
テ
ル
且
白
き
量
地
内
に
覇
し
〈
で
き
た
『
ア
プ
ロ
い
た
だ
い
て
い
る
篠
割
合
で
偶
借
お
会
い
し
て
以
来
の

ヂ
ィ

l
h
艇
膏
』
金
会
・
に
.
軍
ニ
部

『戚
宜
回
吾
育
再
開
で
あ
っ
た
.
ま
た
‘
車
か
ら
は
‘
桜
慾
栢
究
会
の

ん
だ
ま
ち
目
隠
と
門
下
生
た
ち
切
が
聞
か
れ
た
.
様
車
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
.

研
究
会
的
車
瀬
貧
雄
会
長
の
『
融
通
の
こ
と
ば
h
に
拍
車
の
舗
網
い
た
テ
ー
ブ
ル
は
、
右
闘
り
が
包
窓
陸
離
ス

ま
り
、
石
丸
邦
夫
目
岡
市
観
光
協
会
会
M
震
の
聾
W
に
よ

ポ

1
シ
車
寝
静
随
員
の
撃
噛
臨
馬
民
、
左
瞬
り
が
弁
上

る
乾
柘
が
符
な
わ
れ
て
、
e
加
者
は
そ
札
ぞ
れ
の
指
植
を
酒
遣
の
井
上
時
子
社
長
疋
令
た
.
e
岨
晴
氏
の
お
話
を
う

掴
ん
で
絹
限
会
し
た
.
和
や
か
な
界
四
慢
の
ゆ
.
2
品
と
か
が
い
な
が
ら
、
強
い
郷
土
量
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
情

凪
宜
固
い
と
趨
し
.
{
小
車
鞘
晶
子
轟
}
長
門
脇
氏
、
{
唐
熱
車
で
あ
る
ζ
と
を
感
じ
た
.
斧
K
社
長
か
ら
は
井
上

川
即
定
干
酷
}
唐
川
覚
障
丘
、
{
謹
白
歯
車
田
子
孫
w
谷
白
酒
造
が
井
上
申
之
助
町
生
車
で
あ
る
こ
と
を
敏
え
て
い

楠

7
民
.
A
償
還
圃
憲
子
轟
}
也
選
俊
輔
氏
が
、
ご
先
祖
た
だ
き
、
両
酒
造
の
銘
酒

『男
子
の
本
懐
』
を
注
い
で

贋
瀬
賢
軒
館
鶴
屋
震
に
幅
削
酎
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
.

ま
た
、
『
威
宜
圃
門
下
生
子
轟
の
集
い
』
民
闘
し
て
は
、

省
側
岬
観
民
主
国
般
育
研
究
セ
ン
タ
ー
主
査
の
お
世
話

を
い
た
だ
き
.
先
賢
文
庫
史
料
に
閉
し
て
は
園
田
大
威

厳
寓
軒
舘
学
袋
員
K
ご
助
力
い
た
だ
い
た
.
東
鍍
な
が

ら
襟
甚
の
酎
曹
を
命
し
上
げ
る
.
玄
た
、
"
や
豪
か
ら
『
λ

円
陣
』
の
C
Dで
畿
患
を
い
た
だ
い
て
い
る
日
野
捷
韓

民

k
.
初
め
て
お
目
に
か
か
れ
た
の
も
里
中
外
白
書
び
で

あ
っ
た
.

近
年
の
淡
窓
関
係
鎗
文
の
紹
介

三
薄
暗
己
(
側
車
掌
鍵
大
学
#
-
m
勤
麟
廊
V

広
顕
様
車
に
関
す
る
研
究
史
民
つ
い
て
陪
‘
様
車
晴

究
会
町
中
心
企
画
と
し
て
情
砲
さ
札
、
筆
者
を
様
車
碕

究
会
に
お
隣
い
く
だ
さ
A
Y
た
問
中
加
代
先
生
が
『
広
瀬

被
憲
司
研
究
』

【ベ
り
か
ん
位
、
一
九
九
三
年
}
に
お
い

て
丹
企
に
盤
理
し
て
分
析
さ
札
て
い
る
.
働
問
中
先
生
は
、

対
織
の
宜
献
を
聾
行
年
量
削
に
整
理
さ
れ
た
.
筆
者
も

対
象
と
な
る
文
献
を
、
内
容
に
よ
り
分
野
別
に
分
画
期
盤

環
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
官
広
瀬
横
意
領
究
史
院
槍
』

A
『
悶
学
院
蝿
鶴
』
八
十
六
l
革
、
-
九
八
五
年
五
月
V
}
.

田
中
先
生
と
筆
者
が
対
車
と
し
た
時
期
の
俊
弘
ν

、
燈
続

と
研
究
飴
着
が
聾
裂
さ
札
て
い
る
.
最
近
で
は
『
近
世

私
撃
の
研
究
』
【
串
z
m
出
版
、
一
九
八
三
年
}
で
知
ら

れ
る
梅
原
徴
止
が
、
司
広
漸
世
患
と
慮
宜
思
!
こ
と
ご
と

〈
皆
宜
し

l』
?
、
ネ
ル
ゲ
ア
・
房
‘

エ
O
O八
年
}
を

刊
行
さ
札
.
示
曹
に
富
む
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
.そ
こ
で
、
与
え
て
い
た
だ
い
た
今
聞
の
機
会
に
、
比

般
的
近
年
に
揖
聾
さ
札
た
歯
考
か
ら
注
B
す
ベ
き
三
点

を
眼
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
筆
者
な
り
に
ま
と
め
会
員

諸
民
の
@
考
に
棋
し
た
い
と
思
う
・



一
九

三
つ
の
内、

ニ
つ
は
艇
愈
を
担
っ
た
も
の
で
あ
り
‘

聾
農
年
止
の
販
に
‘
初
め
に
岩
本
書
民
の
『
近
世
都
市

空
聞
の
関
係
構
造
-
A
省
川
弘
文
面
、
ニ
O
O
八
年
)
第

三
曾
『
近
世
都
市
に
桔
吋
る
『
知
』
の
製
聞
と
暗
l
豊

能
国
日
凶
威
宜
間
企
中
心
に
l
』
を
紹
介
す
る
.
岩
本

氏
は
工
字
部
理
察
学
軒
の
出
身
、
そ
の
出
身
学
科
を
反

映
す
る
斬
新
な
角
度
か
ら
感
立
国
を
考
損
さ
れ
て
い
る
.

筆
者
は
続
賞
繍
在
日
聞
と
い
う
空
間
に
置
い
て
考
え
る

こ
と
が
あ
寝
り
指
か
っ
た
の
で
、
岩
本
氏
の
研
究
に
は

新
卸
な
鴛
君
音
量
け
た
.

申
ふ
書
で
は
、
先
ず
、
畏
掘
。
学
也
震
か
ら
成
・
・
舎
、
健

林
側
、
厳
茸
閣
と
継
泳
聾
腰
し
て
い
〈
揖
窓
の
創
録
し

た
魯
の
白
聞
に
お
け
る
場
所
の
喪
章
、
慮
宜
圃
の
般
地

内
で
の
臨
時
範
般
の
位
置
を
植
田
す
る
・

次
に
、
書
留
の
衝
突
銀
世
、
総
連
に
一
旦
島
主
を
慎
吾

文
政
十
三
年

(n天
蝿
元
年
、
一
八
三
O
V
ま
で
の
四

半
般
犯
を
範
囲
と
し
て
分
併
す
る
.
全
体
の
単
散
を
占

め
る
企
固
か
ら
揖
ま
っ
た
儒
生

・
優
生
は
書
留
を
原
則

と
し
な
が
ら
も
、
病
気
練
費
な
ど
の
た
め
に
市
中
に
・
同

居
す
る
桝
も
珍
し
〈
屯
い
こ
と
を
指
損
す
る
.
こ
れ
は
、

日
田
町
人
の
也
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
聞
が
成
立
し
て

い
た
こ
と
を
意
聾
す
る
と
い
う
.

門
生
時
残
り
学
数
が
憎
個
で
あ
り
.
業
振
の
判
明
す

す
る
酔
暗
で
も
、
そ
の
M
R
取
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
・

次
い
で
、
慎
一蹄
の
世
界
に
宥
療
を
進
め
‘
宮
中
自
の
蹄
の

畳
容
が
深
化
し
た
趨
醐
字
国
冊
以
降
の
渡
帽
を
取
り
上
げ

て
い
る
.
そ
ζ
で
は
先
ず
、
大

a持
仏
の
『
対
山
組
酌
』

を
取
り
上
げ
る
.
こ
の
柑
品
で
は
‘
月
に
霊
わ
っ
て
山

が
持
ち
出
さ
札
て
お
り
‘
李
白
内
の
対
慌
心
の
見
え
る

酷
で
あ
る
と
い
う
・
止
に
、
情
仏
と
同
時
代
の
膏
篠
山

『
月
下
独
酌
-
会
考
叡
サ
る
.
同
名
の
二
つ
の
作
品
の

肉
、
四
十
七
離
の
時
的
玉
曹
絶
句
『
且
下
謹
酌
』
は
傘

白
聖
書
畿
し
つ
つ
、
『
祖
自
の
鏡
車
と
不
信
m
障
な
袋
現
と

が
相
盤
。
た
』
作
品
で
あ
る
と
い
う
.
そ
れ
に
却
し
て
、

七
十
五
歳
の
時
の
七
冨
絶
句
『
月
下
壇
酌
』
は
事
自
の

締
患
に
岨
聞
記
れ
ず
に
、
篠
山
の
老
携
に
お
け
る
諜
惑
が

肱
ま
れ
て
い
る
と
い
う
.

晶
圃
文
の
量
桂
に
は
‘
輯
患
の
=
月
下
祖
酎
』
金
線
上

に
鍍
ぜ
て
い
る
.
小
叫
同
氏
は
.
こ
の
持
拡
桜
愈
の
梓
学

内
の
関
心
が
見
え
る
こ
と
に
注
目
す
る
・
こ
の
作
品
で

陪
月
と
地
曹
が
共
に
縁
形
で
あ
り
、
主
踊
の
先
に
よ
り

相
互
に
暁
射
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
肱
ま
れ
て
い
る
.

そ
れ
を
様
ま
え
て
、
月
を
見
る
と
い
う
従
来
町
聾
想
か

ら
‘
態
圃
聞
か
ら
見
れ
ば
地
理
を
飲
み
仲
間
に
し
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
と
避
艇
の
聾
想
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
.

さ
ら
に
.
聾
挙
で
は
宙
滞
の
科
学
的
知
障
を
突
き
踏
め

る
者
の
九
割
近
く
が
怜
土
寛
章
で
‘
中
で
も
東
本
願
盆
可

開
が
事
い
二
と
を
指
植
す
る
.
僧
侶
は
厩
宜
慣
の
寄
砲

を
轟
本
と
し
な
が
ら
も
.
日
閣
に
あ
る
策
本
順
守
揖
の

畏
福
令
広
円
舎
に
、
筒
窓
圃
守
派
左
泊
め
て
寓
届
す

る
・
開
の
多
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
犠
げ
る
.
こ
れ
に

関
連
し
て
、
畏
緬
守

・
広
円
寺
は
東
滅
の
高
貴
学
療
の

町分
校
的
指
移
在
と
し
て
理
解
す
る
方
が
正
確
で
あ
ろ

う
J
と
-m
わ
れ
て
い
る
.

注
い
で
.

4

原
市
宜
閣
の
い
わ
ば

主
再
生
直
』
と
も
雷
う

べ
き
学
按
と
し
て
、
組
在
と
骨
骨
に
様
車
が
指
携
を
行
な

う
だ
大
付
帯
構
伎
の
五
教
館
と
、
組
在
が
日
闘
を
繍
れ

て
大
臣
に
聞
い
た
峰
置
を
眠
り
上
げ
て
い
る
.

山
副
本
氏
は
、
近
世
郷
市
の
中
に

-
躍
の
領
域
を
占
め

て
‘
そ
の
内
部
に
書
憾
な
『掴
』
の
渇
会
包
療
す
る

『領

簸
型
円
穂
市
内
の
飽
の
樺
々
な
人
々
と
の
連
携
の
抱
点

と
し
て
『
知
』
叩
揖
を
形
成
す
る
『
蝿
点
畢
』
に
績
型

化
さ
れ
て
い
る
.
主
教
館
を
前
者
、
旭
桂
の
魯
を
笹
者

と
位
置
づ
け
て
‘
厳
宜
薗
は
こ
の
ニ
つ
の
面
を
併
ぜ
持

っ
て
い
る
と
睡
じ
ら
れ
て
い
る
.

先
遣
の
自
問
の
空
間
に
威
宜
簡
を
位
置
づ
け
て
い
る

点
、
僧
M
闘
の
門
生
と

a聞
の
畏
編
骨
・
広
円
寺
と
の
関

幅
な
ど
で
韓
え
ら
れ
た
.

こ
っ
自
は
小
餅
惜
留
守
氏
m
広
瀬
輯
車
‘
務
自
へ
の
梶

る
方
向
で
は
な
〈
、
司
桂
子
』
の
斉
輯
酋
に
観
近
し
て
、

泥
酔
す
る
こ
と
で
結
び
と
し
て
い
る
と
い
う
.
談
窓
の

帥
人
と
し
て
の
持
持
や
、
字
自
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る

気
績
が
壇
間
見
ら
れ
る
純
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
.

小
財
民
の
抽
は
、
横
患
の

四月
下
組
前
』
に
離
点
を

当
て
‘
事
白
の
轄
の
摂
取
、
洋
学
へ
の
関
心
‘
『
荘
干
』

へ
の
規
近
と
い
う
問
題
を
提
え
興
時
覆
い
.

三
つ
自
は
広
瀬
旭
避
を
極
A
v
t
大
野
稽
之
氏
の
『
広

輔
胤
涯
と
威
宜
調
l
揖
蹄
決
意
の
前
第
を
さ
ぐ
る
l
』

nE軒
割
碩

Z
E目
、
大
分
県
立
先
哲
史
輯
館
、

目
九
九
九
年
三
R
V
で
あ
る
・

ζ
の
曲
文
で
ほ
‘
狭
量

の
末
期
締
在
の
圃
か
ら
虚
宜
園
町
敏
宵
が
考
織
さ
れ
て

い
る
.
織
荘
が
定
宜
踊
の
揮
二
代
盤
主
と
な
る
天
保
年

間
事
で
を
輔
副
と
し
て
、
旭
悲
の
植
学
や
融
慢
の
状
況

が
a
n
t
に
考
顕
在
札
て
い
る
.

先
ず
曹
学
期
聞
を
検
討
さ
札
、
陣
学
の
開
始
金
六
揖

頃
、
様
車
へ
の
入
門
を
九
織
唖
と
措
定
さ
れ
て
い
る
.

そ
の
笹
の
月
且
院
に
お
け
る
成
績
の
権
移
を
分
析
し
、

文
腔
五
年
の
十
六
車
の
時
か
ら
絵
画
眠
に
関
与
す
る
よ
う

に
な
り
、
換
主
E
益
生
の
や
間
的
な
宜
場
に
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
.

政
に
、
主
教
十

一
革
か
ら
豊
年
ま
で
の

一
等
間
隔
い

て
い
た
量
酎
埠
般
の
襲
、
向
十
ニ
俸
の
田
代
{
封
厩
構

車
l
『
月
下
組
詮
脇
l
』
南
文
学
』
+l
e--
.
H
M
檀

・
肩
、

ニ
O
O
九
年
五
月
}
で
あ
る
.
こ
こ
で
は
参
自

の
『
月
下
組
酌
自
首
』
の
肉
、
第
二
"
を
取
り
上
げ
て

い
る
{
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
の
繊
合
、
こ
の
慎
-
首
の

み
を
『
月
下
組
酌
-
と
指
す
自
-
.

こ
の
詰
文
の
輔
半
で
は
、
月
に
珂
し
て
再
を
単
げ
、

月
と
自
分
的
思
法
輔
と
三
者
で
嗣
也
管
酌
み
交
わ
す
鰻
向

の
持
『
月
下
祖
酌
「
の
朱
代
に
お
け
る
畳
容
や
継
承
が

考
寓
さ
れ
て
い
る
.
こ
ζ
で
は
、
と
り
わ
け
揖
万
里
に

注
目
し
て
い
る
.
中
国
で
は
『
月
下
滋
酌
』
と
則
サ
る

揖
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
中
{
当
情
、
事
自
と
比
幽
聖

書
札
る
た
め
.
そ
れ
に
比
し
て
日
本
で
は
散
見
さ
れ
る

と
の
ζ
と
て
万
毘
の

『E
在
、
月
下
揖
酌
ニ
首
』
を
散

り
上
げ
て
い
る
.
a
n
に
住
む
見
と
噛
(
ひ
き
が
え
る
}

を
畳
渇
さ
せ
、
界
の
聾
で
、
百
王
僚
の
不
死
の
業
を
盗

み
飲
ん
で
月
の
仙
女
に
な
っ
た
生
い
う
甑
帽
に
、
月
が

沈
ま
ぬ
よ
う
に
見
蝿
り
を
し
て
い
て
ほ
し
い
と
結
ぶ
"

で
あ
る
.
挙
自
で
は
彦
で
あ
A
V
た
揖
台
を
E
に
移
し
、

事
自

『月
下
掛
酌
』
を
継
承
し
つ
つ
、
騎
他
圏
向
を
創
出

し
て
い
る
と
す
る
・

融
支
横
手
目
江
戸
時
代
の
量
曹
と
展
開
を
考
損
す
る
.

『月
下
組
酌
』
が
『
古
文
庫
室
』

に
臨
め
ら
れ
た
ζ
と

か
ら
規
し
ま
れ
て
い
た
江
戸
聞
で
は
‘
世
葺
を
初
め
と

に
閲
践
を
お
輔
め
す
る
京
第
で
あ
る
.

付
包
本
摘
は
、
平
感
ニ
ιr
-
年
十
二
月
五
日
の
輯

窓
研
究
企
の
費
量
内
容
金
要
動
し
た
も
の
で
ゐ

る
.
な
担
、
自
日
の
尭
a
R
周
U
を
内
容
に
闘
し

て
変
更
し
た
.

の
凪
用
地
V
の
郷
校
{
東
明
笛
)
で
の
短
期
間
の
融
園田町

範
障
や
背
景
を
、
特
に
様
車
の
意
思
介
入
の
荷
摘
を
軸

に
考
嘱
さ
れ
て
い
る
.
政
い
で
‘
頁
保
隼
聞
に
考
際
金

遣
時
、
越
葺
が
様
車
の
療
帽
を
容
札
て
劃
ニ
悶
魯
主
と

な
A
7
た
時
聞
を
検
討
さ
れ
て
い
る
.
こ
の
時
の
旭
務
は
‘

『
働
市
開
書
』
に
既
に
上
方
向
の
遊
傘
の
希
混
が
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
積
極
的
で
あ
。
た
と
は
見
ら
れ
な
い

ζ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
.

胞
を
が
塾
主
継
敢
に
情
帽
的
で
あ
っ
た
と
魁
わ
れ
る

理
陶
と
し
て
‘
大
野
民
は
畳
車
に
付
随
す
る
桂
昌
明
や
責

任
町
大
一脅
さ
を
避
け
る
蝿
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
権
薗
在
比
て
い
る
.
そ
町
こ
と
か
ら
、
従
来
、
代

官
塩
谷
正
揖
と
の
枇
酬
が
、
旭
在
の

R
mを
健
札
る
理

腐
と
さ
れ
て
い
る
点
の
再
検
討
を
慢
唱
さ
れ
て
い
る
.

直
慢
の
揖
機
は
代
官
と
の
眠
輔
に
あ
っ
た
に
ぜ
よ
‘
そ

の
萌
芽
陪
そ
れ
以
前
に
経
離
し
て
い
た
と
結
植
村
吋
ら

れ
て
い
る
.

大
野
氏
が
冒
頭
で
通
ベ
ら
札
る
よ
う
に
、
M
m
袈
に
つ

い
て
は
宋
だ
+
分
な
解
瞬
が
な
さ
品
て
い
な
い
.
合
桂
、

大
野
民
に
よ
り
買
な
る
解
腕
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
.

以
上
、
三
氏
の
昌
悦
&
由
胃
袋
帯
な
り
に
鎗
債
を
ま
と

め
紺
介
し
た
.
提
表
者
の
眼
嘗
が
な
い
か
不
安
で
は
あ

る
が
‘
同
れ
も
荷
量
な
考
由
酬
で
あ
る
の
で
、
岳
民
蹄
民

と
の
関
わ
り
も
探
〈
‘
楼
窓
の
撚
久
兵
術
開
験
は
そ
の

，
量
を
補
佐
し
、
ま
た
続
車
も
朗
人
格
と
し
て
代
官

所
に
出
仕
す
る
と
共
に
、
そ
の
命
に
よ
り
碑
文
の
作
品
凪

な
ど
に
尽
力
し
て
い
る
.
そ
の

-
方
で
、
淡
愈
が

即
時

期
盤
較
を
積
ね
た
束
輪
開
旭
在
と
の
凪
様
、
組
問
織
が
『
官

府
ノ
園
田
』
と
い
っ
た
虚
宜
薗
融
脊
A
の
手
植
v
.
と
い
う

談
窓
を
苦
し
め
た
問
題
も
包
ζ

。
て
い
る
.
本
携
演
で

は
、
そ
れ
ら
の
い
わ
ば
功
揮
を
鹿
明
し
た
桂
、
『
懐
旧
檀

筆
記
』
の
庖
#
の
東
婦
の
配
本
で
引
用
し
て
い
る

司本

以
-
官
俺
大
徳
』
〈
二
曹
を
以
て
大
徳
を
矯
わ
ず
円
典

揖
は
『
審
駄
左
民
伝
』
槽
金
三
十
三
年
の
E
g
v
に
様

車
が
込
め
た
思
い
金
量
.
h
て
結
び
と
し
た
.

構
図
留
の
筆
者
の
『
偉
と
槌
と
を
共
に
活
か
す
植
え

l
埠
宜
樋
の
唖
任
酬
に
つ
い
て
l』
地
、
棋
患
の
『
以

呂
曹
歌
』
に
あ
る
『
鋭
き
も
蝿
舎
も
特
許
に
伶
て
か
た
し

躍
と
舗
と
に
使
ひ
分
吋
な
は
』
に
崩
事
札
る
塾
生
の
個

性
線
量
を
.
島
生
全
員
に
瞳
務
を
与
え
る
離
任
輔
の
角

度
か
ら
・
4
・
惜
し
た
・
初
め
に
、
従
来
、
月
且
解
に
代
表

さ
れ
る
成
績
師
価
の
街
が
注
目
さ
れ
、
瞳
佳
酬
記
陪
注

意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

e
m備
し
た
.
ぞ
れ
を
踏

ま
え
、
先
ず
貫
録
元
年
に

田
且
成
立
圃
の
経
営
を
旭
荘

に
岨
眠
っ
た
際
に
置
さ
れ
た
『
嫌
宙
へ
吻
聞

-Z
を
取
り

上
げ
た
.
そ
こ
に
は
‘
敏
曹
を
『
買
属
加
と
考
え
る
槙

成
宣
国
教
育
研
究
セ
ン
9
l
の
定
期
総
鹿

三
軍
飴
己
(
関
東
寧
院
大
唯
事
.
市
町
議
輔
V

w'成
二
十
=
u
T
士
一
o
-
O
年
}
に
聞
面
し
た
戚
宜

館
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
慮
宜
調
定
期
情
塵
が
、

平
成

ニ
+
三
郁
九
月
か
ら
十
二
月
に
か
げ
て
開
確
さ
れ
て
い

る
{
金
八
回
冗
こ
の
即
座
は
.
広
碩
揖
車
や
威
宜
聞
の

敏
宙
開
催
'
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
罷
め
る
と
い
う
目
的

で
、
初
め
て
般
置
さ
れ
た
繊
鹿
で
あ
る
.
各
回
の
鴎
師

と
鎗
蘭
周
自
国
次
の
通
り
{
離
陣
時
三

第
-
一
回
(
撲
愈
研
究
会
会
長
・高
温
咽
聾
科
副
理
事
長
}

贋
寧
貞
雄

『底
谷
代
官
k
贋
編
輯
軍
l
世
事
的
日
記

か
ら
そ
の
関
わ
り
合
い
を
見
る
l
』

第
二
回
{
広
島
犬
繁
大
学
院
離
散
慢
)
鈴
木
頭
車
『
続

宜
圃
敵
背
の
ひ
ろ
が
り
』

第
三
回
(
大
分
県
立
先
哲
史
開
館
主
任
膚
究
員
}
大

野
組
立

句控
訴
と
栄
光

l
a瀬
様
車
町
生
合
方
に
学

ぶ
l』
第
四
函
(
様
車
研
究
会
会
員
・
国
学
院
大
学
押
常
勤

障
師
)
三
博
勝
己
『
離
と
鑓
と
を
共
に
活
か
寸
教
え

l
威
貧
国
的
圏
任
聞
に
つ
い
て
l
』

第
五
自
{
大
骨
a
m
知
・
・
}
膚
瀕
属
員
『
阜
に
と
っ
て

患
が
、
融
任
割
に
絶
え
ず
改
正
的
手
を
加
え
て
い
た
様

子
が
見
え
る
ζ
と
を
述
ベ
た
.
次
に
、
現
存
す
る
震
宜

闘
の
線
納
額
&
適
し
て
也
実
際
的
欄
務
を
掲
げ
た
.
そ
の

結
畢
、
畳
生
を
統
括
す
る
都
揖
か
ら
、
貴
e
・
の
世
厳
令

す
る
鈷
住
に
重
る
ま
で
‘

ニ
+
近
〈
の
韓
務
の
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
し
た
.
そ
札
ら
は
、
上
量
生
が
下
級
生
を

指
導
す
る
敏
育
内
容
に
関
車
す
る
も
の
、
療
生
括
的
生

活
万
般
に
且
ぶ
も
の
、
と
縦
横
に
網
的
自
の
よ
う
に
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
飽
刷
し
た
.
訟
に
、
睡
務

の
選
任
は
島
本
的
に
ほ
月
且
際
的
瞳
守
輯
に
対
応
さ
せ
な

が
ら
、
、
会
計
担
当
の
主
樟
や
常
設
柑
明
書
で
あ
る
常
持

虫
め
よ
う
に
、
成
績
以
外
の
憶
力
も
遷
銭
的
要
因
と
し

て
い
た
圃
務
の
あ
A
V
た
こ
と
も
捕
摘
し
た
.
そ
の
意
味

か
ら
、
槙
曹
は
あ
ら
ゆ
る
樋
舎
を
過
し
て
‘
塾
生
の
賢

置
を
植
療
し
.
-
量
生
の
僧
健
や
適
性
を
見
極
め
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
運
べ
た
.
仙
帽
び
と
し
て
離
任
制

に
よ
り
、
様
車
は
聾
生
の
い
b
ぱ
生
入
敏
創
刊
を
自
摘
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
遺
ベ
た
.

の
『
構
軍
』
』

第
六
回
(
大
分
県
立
歴
史
得
物
師
館
量
V
穂
町
橋
一

邸

内a
R
掴
揖
車
の
思
想
に
つ
い
て
』

第
七
回
定
宜
園
教
育
碕
究
セ
ン
タ
ー
置
員
『
近
盤

的
私
艶
と
瞳
宜
圃
敏
育
の
果
"
に
つ
い
て
』

第
八
回
twh
ユ
ネ
ス
コ
自
本
棋
晴
代
袋
郁
輯
命
生
曜

大
使
東
軍
国
立
博
物
館
名
書
簡
昼
寝
】
佐
藤
植
-
『
能

界
置
量
を
巡
AVて
』

各
国
共
に
多
数
の
畳
講
生
が
あ
り
、
広
瀕
様
車
や
蔵

官
圏
教
官
へ
の
関
心
の
痛
さ
金
示
し
て
い
る
.
こ
れ
ら

の

m
mの
向
、
様
車
研
究
会
に
関
連
す
る
第
ア
剖
と
第

四
胞
に
つ
い
て
そ
の
既
曹
を
述
べ
る
.

第
四
回
申
贋
獅
貞
雄
揖
患
研
究
会
会
量
的
『
庫
署
代

官
と
揖
瀬
横
車
l
波
車
の
日
記
か
ら
そ
の
関
わ
り
脅
い

を
昆
争
lh
は
、
代
曹
塩
谷
大
四
郎
正
蝿
と
様
車
と
の

交
揖
に
つ
い
て
‘
級
事
の
目
配
中
自
叙
伝
『
懐
旧
緯
筆

画
動
恥
在
中
心
と
し
て
述
ベ
た
も
の
で
あ
る
.
塩
帯
大
田

陣
E
畿
は
文
化
十
周
年

二

八
一
七
}
に
園
田
代
官
と

し
て
箸
任
、
天
保
六
年

こ
八
三
五
}
の
信
任
ま
で
の

二
十
年
近
〈
、
行
政
手
舗
を
聖
揮
し
た
.
こ
の
間
、
主

政
四
修
A
一
八
二

ご

に
は
西
国
麟
郡
代
に
鼻
嘩
.
新

網
開
亮
や
土
木
g
聾
な
ど
に
抽
摘
を
場
げ
た
.
広
績
輩

明
治
学
制
と
威
貧
困

中
島
三
尭
《
目
田
市
文
化
財
保
恒
国
員
}

て

は
じ
め
に

『明
治
学
割
』
に
対
す
る
訟
界
的
に
高
い
碍
価
は
、

普
通
義
務
教
書
問

e.関
民
全
体
に
‘
平
噂
に
実
施
し
た

こ
と
に
あ
る
.
こ
の
揖
め
て
壇
想
的
な
『
明
抽
学
制
』

の
内
容
は
.
わ
が
凪
の
明
柚
輯
軒
を
、
寓
に
檀
紙
た
ら

し
め
た
象
徴
的
な
も
の
で
あ
勺
た
と
い
え
る
.
そ
れ
を

単
に
『
国
梓
を
標
倣
し
た
も
の
で
あ
る
』
と
は
宮
い
世
田

ぃ
.
し
か
る
に
、
学
制
の
潤
掘
を
、
仏
・
朱
そ
の
他
の

諸
国
に
家
晶
、
園
内
に
求
め
る
こ
と
を
‘
ひ
た
す
ら
避

け
て
き
た
『
明
扮
宇
輔
荷
砕
機
艦
眼
』
に
対
し
て
‘
一

石
を
韓
じ
た
い
.

=
、
『
学
制
』
の
呼
輯

『
学
制
』
と
い
う
-
m
聾
・
呼
称
は
、
い
っ
‘
障
が
世

い
始
め
た
の
か
、
牢
舎
で
も
確
か
に
は
知
ら
れ
て
お
ら

ず、

岡
本
は
お
ろ
か
、
中
留
に
お
い
て
さ
え
も
、
分
か

っ
て
い
な
い
事
柄
で
ゐ
る
.
輯
新
政
府
は
留
氏
瞳
曹
の

量
聖
位
に
量
が
み
‘
学
校
創
立
の
前
に
、
学
酬
の
作
成

金
車
視
し
、
明
拍
四
年
三
凡
七
ご
、
+
ニ
名
の
学
制

取
調
併
を
港
出
し
た
・



二
〇

古
来
、
学
俊
樹
度
目
牢
令
(
聾
忽
令
て
学
則
{
日
震
・

明
和
大
革
}
嘩
・線

{
高
歯
槽
明
曲
宜
}
学
卸
{
連
学
私

m
v
惨
と
呼
ば
れ
て
e
t
.

鹿
瀬
被
窓
は
揮
東
.
畳
桂
岡
田
に
続
い
て
私
聾
庫
宜

t

a

t

 

簡
を
開
き
.
2岬
是
人
也
ヱ
均
し
〈
し
〈
量
れ
人
々
り
)

と
い
う
自
白
平
噂
を
基
層
に
‘
近
代
的
な
鞍
育
制
度
を

創
造
し
、
そ
れ
を
事
股
し
た
.

・・
ゐ

中
で
一
も
天
保
十
-
竿
(
?
八
四

O
}に
帯
し
た
『
迂
首
』

・8‘

で
は
量
よ
り
も
皐
く
‘

崎学
制
』
と
い
う
呼
騨
を
飼
い
て

『
学
制
』
を
訟
じ
‘
同
-m"
一
字
に
は
大
村
帯
主
即
位圃曹

を
う
け
て
、
『
大
村
学
制
』
を
著
し
た
.
大
村
に
は
揖
弱

な
岨
R
e
に
代
り
‘
弟
廃
園
咽
腿
涯
が
出
血
胃
圃
師
範
し
、
『
大
村

学
校
制
』
並
び
に
『
大
村
学
輔
』
を
遣
し
て
い
る
.
『
-
a

a
・
嵐
舞
金
銭
』
g
，
A絹

-
m
-
士
写
略
穴
=
事

な
お
‘
『
託
宵
』
で
陪
化
千
六
百
余
曹
で
帽
療
に
近
代

的
学
酬
の
現
企
を
寵
い
て
い
る
.
そ
こ
に
見
る
般
書
"
の

頭
車
・
方
法
は
‘
枇
界
的
に
卓
局
し
て
お
り
、
人
鎖
乎

埠
融
宵
の
魁
を
な
す
も
の
で
あ
る
.

ま
た
‘
遍
墜
に
様
車
の
暢
録
制
が
使
用
さ
札
た
こ
と

に
関
し
て
棺
.
様
車
蝿
荏
と
鎌
方
樺
庵
と
の
麗
し
い

聖
僚
が
あ
り
‘
後
輩
自
ら
記
し
た
も
の
が
あ
る
.

さ
ら
に
‘
明
悼
二
都
【
一
八
六
九
て
高
瀬
体
外
の
『
d
牢

輔
の
厳
』
陪
、
そ
の
種
学
制
車
間
後
に
任
命
さ
れ
た
級

;・

3

酬
畏
英
先
生
が
、
明
治
五
年
広
広
し
て
上
っ
た

『
学
制
王
箇
』
に
轟
づ
く
も
の
で
あ
り
.
そ
の
内

容
は
圃
緬
様
患
の
近
代
的
な
敏
宙
開
車
怨
と
、
五

O

竿
に
E
る
虚
宜
聞
瞳
宙
開
の
学
酬
に
瀬
諒
し
て
い
る
.

中
島
市
三
隠
密

2
予
綱
組
問
定
の
・
・
に
つ
い
て
』

A・

w・
守
衛
-
w
v
大
E
-
z
e
=
九
=
伺
mv

こ
の
研
究
は
虚
宜
関
門
下
生
で
あ
っ
た
情
標
高
吾
島

理
大
臣
を
は
じ
め
、
学
会
で
は
吉
田
熊
故
、
乙
竹
山
首
遣
、

安
部
久
、
息
子
止
、
畏
書
省
・
小
百
量
直
、
睦
月
挿
段
、

篠
原
駒
市
‘

右
川
崎
帽
、
韓
藤
三
郎
等
々
多
〈
町
並
宥
明
な

人
々
か
ら
、
費
成
と
績
障
を
得
た
.
市
三
障
の
死
櫨
.

新
置
軒
に
よ
り
畏
貰
の
蝿
舎
を
地
道
に
翼
寵
し
た
量
択

剛
博
士
の
『
学
劇
的
研
究
』
{
凸
版
印
刷
紘
式
告
社
昭

和
四
八
年
三
九
七
三
宮

が
刊
行
さ
れ
、
市
三
障
の
研

究
は
再
び
緒
目
さ
れ
る
ζ
と
と
な
。
た
.

『
明
抽
学
輔
西
洋
機
倣
観
』
は
『
学
制
』
曹
顧
の
学

区
酬
を
抽
め
、
億
酬
及
び
一
錦
町
軒
し
い
敏
輔
自
の
援i
 

m
を
鞭
拠
と
い
て
い
る
.
し
か
し
、
多
制
取
調
掛
畏
英

昭
学
制
趨
悠
の
療
揖
悼
、

わ
が
国
の
間
体
や
且
俗
民
よ
り
.
歴
史
や
法
令
に

て
ら
し
、
中
国
や
西
岸
に
制
度
が
あ
札
ば
.
桂
輯

を
比
較
対
属
し
て
、
そ
の
畏
短
を
歯
織
し
‘
朱
だ

隊
罪
に
な
い
学
制
の
最
良
な
る
も
の
を
槽
る
.

E
 

友
提
貫
{
三
割
-
の
依
圃
刷
会
費
け
て
検
事
し
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
.
重
た
問
二
年
.
内
田
正
織
の
『
和

薗
学
制
』

は
‘
明
袷
学
制
よ
り
早
い
が
、
雄
歳
。
明
府
の

瞳
量
的
ψ
で
の
使
用
で
あ
っ
た
.

明
暗
四
年

【
一
久
七
三
の
『
半
酬
の
織
』
の
絡
事
、

加
康
有
償
位
畏
買
の
膏
兵
隊
で
の
眠
宜
で
あ
り
、
成
立

個
第
四
代
劇
瀬
枠
外
事
『
学
制
の
締
』
の
紹
介
が
あ
っ

た
も
の
と
湾
え
ら
れ
る
.
こ
の
よ
う
に
見
て
〈
畠
k
、

明
抽
償
割
以
酬
に
『
学
輔
』
と
い
う
呼
跡
を
聞
い
た
も

の
ほ
.
庫
国
帽
横
車
-
a
m
宜
層
関
係
以
外
に
は
見
当
た
ら

な
い
.
今
の
時
点
で
陪
、
a
申
み
で
初
め
て
『
学
制
切
企

定
離
し
た
の
陪
劇
源
談
窓
で
あ
り
.
被
患
が
鑑
み
の
貌

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
.

こ
の
『
学
輔
』
拡
大
材
蝿
甑
仙
石
世
副
な
ど
量
樟
備

の
暗
主
に
鉱
迎
さ
れ
、
被
曹
の
門
弟
で
聾
干
の
賓
議
・
岡

村
{
幅
}
〈
威
貧
困
第
三
代
』
並
び
に
依
田
道
之
【
内
務

大
臣

・
東
京
府
知
官
主
に
よ
る
東
郵
六
回
小
学
肢
の
制

厳
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
明
惜
玉
年
二
月
五
闘
に
は
閉

じ
く
ω
冊
子
中
の
弟
子
畏
買
の
努
力
に
よ
。
て
.
『血
平
副
五

篇
』
に
ez
と
め
ら
れ
、

『
文
陣
省
匁
嗣
』
の
叩
曹
台
と
し

i
 

て
上
ら
れ
た
.
そ
の
轟
志
的
な
象
事
時
学
区
制
を
は

じ
め
『
明
治
学
制
』
の
土
省
と
な
り
、
現
在
も
な
指
令

所
に
生
き
て
い
る
.

で
あ
り
、
初
め
か
ら
世
界
の
良
い
も
の
は
援
用
す
る
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
.
そ
れ
時
制
度
局
在
露
中
か
ら一

t
!
 

買
し
て
お
り
、
『
管
制
五
鋪
』
や
買
の
実
弟
畏
掠
苦

-
三
省
『
挙
制

一
貫
』
の
自
本
他
地
図
上
の
区
分
に
見
る

よ
う
に
、
そ
れ
な
り
の
工
央
と
苦
曹
に
よ
令
て
慮
っ
て

い
る
.
A
大
学
区
の
区
分
だ
け
で
も
単
な
る
慎
倣
で
生

家
札
る
も
の
で
は
な
い
.

『
明
情
学
制
』
揖
て
を
西
洋
の
構
散
と
す
る
樗
え
方

は
.
当
時
の
日
本
の
社
会
状
況
‘
と
り
わ
け
教
育
情
況

ez 

に
量
み
て
、
現
に
値
舗
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
.

も
と
も
と
日
本
で
効
申
告
上
げ
て
い
た
も
の
に
、
西
洋

の
技
術
面
を
睡
り
入
札
た
と
解
世
相
し
た
方
が
よ
り
白
然

で
あ
り
、
書
当
で
あ
る
と
考
え
る
.

由
時
、
『
明
治
学
制
』
銅
m
w
舶
の
@
考
と
さ
れ
る
置
M
H
と

し
て
.
組
問
車
の

『
託
冒
』
的
多
制
や
『
大
村
学
制
』
並

び
規
納
骨
に
優
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
.

特
に
、
続
曲
部
が
取
り
組
ん
で
き
た
人
作
り
の
た
め
の

コ--g
怯
・
月
且
鰐
』
の
考
査
法
や
真
情
ニ
訟
を
加
味

し
た
噂
位
置
輔
は
虚
賞
園
舎
睡
盛
に
渇
い
た
組
幹
の
敏
育

法
で
あ
り
‘
そ
の
二
聞
は
採
用
さ
れ
‘
明
抽
傘
輔
の
小

中
・
大
惨
肢
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
.

こ
の
よ
-フ
に

崎学
輔
』
は
蟹
頓
世
患
が
初
め
て
使
刻

し
た
呼
聴
で
あ
る
.
な
ら
ば
、
『
明
暗
学
輔
』
の
作
成
に

お
い
て
、
呼
島
骨
に
つ
い
て
の
前
置
き
も
稔
〈
取
り
組
ま

れ
た
ζ
と
自
体
が
、
a
-
m
揖
車
成
立
圃
を
等
置
し
た

何
よ
り
の
穫
で
あ
ろ
う
.

そ
も
そ
も
‘
明
拍
学
制
作
成
前
聾
か
ら
‘
『
和
醐
傘
制
』

崎仏
国
年
制
』
簿
k
当
然
の
ご
と
く
『
学
制
』
と
い
う

呼
幹
を
使
用
し
て
い
る
が
‘
『
学
制
』
は
明
惜
の
造
語
で

は
な
い
.
『明
品
明
学
制
西
洋
慎
H
E
綬
』
は
書
何
回
熊
政
博
士
の
、

学
酬
の
嗣
定
に
闘
す
る
眠
臓
の

-
宜、

米
だ
植
真
な
る
面
持
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
.
主
と
し
て
仏
薗
曹
の
制
度
に
岨
由
。
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
.
曜
だ
学
轄
の

分
照
及
。
名
酔
に
関
し
て
は
米
国
の
制
度
t
g
e
考

に
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
・

奮
闘
-
m
a
，
『
怠
隠
教
倉
列
館
南
副
院
』
二
七
九
w
m
"幽
m
・
庖

大
ZE
-
-
M
宇
土
九
二
二
V

に
よ
っ
て
ほ
ぼ
主
一純
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
.

-
方
、
中
島
市
三
郎
【
以
下
市
三
郎
k略
す
}
は
明

拍
や
刷
用
‘
麿
瀬
被
患
の
威
宜
幽
粧
宵
に
め
ぐ
P
通
い
、

止
の
慣
に
帽
舎
し
た
.

学
酬
制
定
の
動
機
は
、
時
の
文
部
少
孟
離
仲
睡
眠
三

に
も
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
.
二
の
よ
う
な
民
間

盤
に
お
け
る
噂
ん
だ
鞍
育
方
法
は
、
明
治
学
制
的
揖
底

を
様
〈
織
餐
し
.
そ
の
漏
源
を
広
〈
掴
聾
し
た
.
天
保

t
t
 

二
年
、
談
車
は
な
酎
曾

8
問
』
を
帯
し
‘
そ
の
や
に

t
i
t
s
-
z
t
t
t
 

『
箇
君
よ
り
酬
を
定
め
て
.
土
は
君
よ
り
下
位
太

-
t
E
2
2
t
z
s
t
 

夫
・康
人
に
韮
る
去
で
.
一
人
も
腫
ら
ず
皆
.
偶
者

•. 

‘‘. 

を
師
と
し
て
道
&
聞
〈
や
う
に
す
へ
し
ょ

a
R
a
・
綾
・
骨
量
宥
『
釣
-
-
a
-
E
文
験
停
=
'
=
A
二
A
V

と
髭
し
、
国
君
よ
り
教

W
の
発
務
制
度
を
定
め
て
、
四

民
平
等
の
笹
温
国
民
鞍
曹
竜
竹
う
よ
う
に
カ
践
し
て
い

る
.
喜
ら
に
ま
た
謹
ん
で
、
田
島
平
等
の
・
過
敏
富
岡
に

よ
。
て
、
齢
別
鎗
位
舎
の
六
大
韓
且
の
熔
正
を
意
圃
し
た
.
 

.

.

 
，
偽

e

そ
の
六
醇
と
は
‘

tt・2
4

①
.
首
骨
僻
高
大
"
大
楠
腔
露
骨
峰
曙
位
に
い
な
が
ら
、
い

ば
り
責
任
を
県
た
さ
な
い
こ
と
.

:
・1
・z，

@
‘
蹄
M
胃

持
白
"
時
大
名
や
幅
眠
た
ち
国
そ
の
行
儀

が
館
帝
大
に
晶
ぜ
る
こ
と
.

-E''・・
h
e
-

③
、
秘
究
開
園

u絡
事
部
働
省
、
問
闘
す
る
ζ
と
.

-v

，.，e
 

品
『
内
地
高
下
"
車
柄
や
円
偶
の
地
位
の
高
い
低
い
を

量
ず
る
こ
え

•. 

，.，，・h
，，
.v

市
可
敏
縮
図
曙
・
尭
務
に
因
梧
す
る
こ
k

''u'
・・7''

晶
司
文
盲
主
I
Z
字
企
知
ら
ず
、
虫
干
を
よ
ん
だ
り
-
-

い
た
り
で
き
な
い
こ
k
.

=
『
a
-m揖
患
の
暗
中
制
抽

横
車
は
‘
文
化
二
年
三
八
O
五
て
珍
欄
よ
り
六
十

七
年
曲
、
玄
た
米
植
の
南
北
鞍
φ
よ
り
+
『
唱
も
単
〈

平
等
の
普
通
敏
曹
を
婁
蛾
し
た
.
す
な
は
ち
.
西
国
郡

代
三
河
口
士
患
の
嫡
子
会
-
一
間
口
畏
公
別
名
久
車
V

を
は
巴
め
.
現
-
m
帽
九
郎
の
息
(
羽
倉
左
門
の
ち
の
羽

倉
簡
盤
}
や
鑓
柑
智
大
田
陣
告
の
瀧
伍
た
ち
の
子
第
を
、

自
分
の
私
塾
に
受
け
入
札
、
身
分
の
低
い

6
控
・
町
人

骨
子
孫
と
嗣
席
さ
せ
.
『
迂
冒
』
の
記
述
町
通
り
に
阿
ら

の
建
別
も
せ
ず
、
一
回
慣
に
教
授
し
た
叩
で
あ
る
.

ま
た
、
慮
宜
園
第
三
代
鹿
瀬
骨
材
{
輯
}
は
‘
最
笹

の
日
田
代
官
盛
田
治
綿
布
輔
門
の
鱗
子
白
太
郎
(
島

問制
・伏
見
町
眠
い
で
膚
匝
と
し
て
頓
死
し
た
J
を
岡
織

に
敏
噂
し
て
い
る
.

単
に
身
分
だ
け
で
な
く
‘
年
令
・
才
学
を
も
録
。
て

行
う
三
餐
九
級
の
月
且
評
に
よ
り
‘
厳
正
公
w
ゃ
な
る
院

歳
の
結
果
、各
盤
生
の
実
h
に
応
じ
て
餌
T
L
e
分
か
ち
、

さ
ら
に
緑
町
上
下
主
定
め
た
.
こ
れ
は
由
時
の
封
建
的

階
組
制
度
の
弊
風
&
打
破
し
た
極
め
て
近
代
的
な
方
法

i'
・s・a-t

で
あ
り
、
淡
慾
が
垂
腰
書
銀
求
の
Z
R
尚
月
且
』
か
ら

た
ど
り
着
い
た
瞳
骨
の
敏
宵
畿
で
あ
。
た
・
こ
の
方
法

陪
広
〈
狭
量
の
鍛
え
子
や
、
こ
れ
を
機
倣
す
る
も
の
に

よ
。
て
.
生
留
に
ひ
ろ
が
り
‘
他
の
書
く
の
鉱
盤
伝
習

『
学
制
w
k
し

τい
な
い
も
の
を
『
学
制
』
と
し
て
車

り
揖
っ
て
い
る
.
そ
の
立
の
あ
い
ま
い
さ
措
置
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
.
内
容
的
民
は
、
横
患
の
『
迂
冒
h

ほ
ど
植
心
に
ふ
れ
、
具
体
的
に
股
い
た
も
の
は
見
当
ら

な
い
.
も
し
‘
様
車
の
『
珪
-
a
』
を
し
の
ぐ
も
の
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
『
学
制
国
内
揮
生
起
』
を
よ
り
明
確

に
裏
付
吋
る
賢
斜
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
.

横
車
は
こ
の
『
迂
曹
』
を
魯
生
【
九
級
下
)
の
必
曹

の
鞍
科
書
に
飼
い
.
そ
れ
ぞ
れ
の
門
携
が
新
し
い
世
代

の
人
尉
育
成
に
貢
献
で
き
る
発
力
を
備
え
る
こ
と
民
心

掛
け
た
の
で
あ
る
.
門
人
中
に
は
晒
揮
し
て
そ
の
地
・

そ
の
地
方
の
舞
先
生
と
な
り
.
こ
の
四
民
移
植
曹
の
鎗
官
通

敏
宙
開
を
実
瞳
す
る
も
の
が
事
〈
.
放
軍
に
町
内
各
陣
尽
に

.
，
E
す
岳
民
い
た
っ
た
.

江
戸
に
渇
く
.
畏
崎
に
近
い
a
m
は
.
豊
臣
秀
曹
の

朝
鮮
遠
征
の
折
り
、
領
主
大
正
省
艇
が
『
敵
醐
逓
亡
』

の
寵
曹
に
合
い
、
園
駅
地
ゃ
、
力
会
稜
収
さ
れ
て
の
も
天

領
と
な
っ
た
.
以
接
、
踏
品
艇
の
回
せ
ざ
る
居
間
と
な
り
‘

永
住
す
る
武
士
の
い
な
い
聞
と
な
勺
た
の
で
あ
る
.
'

府
の
置
晦
績
と
い
う
踊
屈
さ
の
反
面
、
全
く
な
り
ゆ
き

土
の
ζ
と
で
あ
る
の
だ
が
、
E
う
し
て
も
代
官
販
の
経

曹
に
損
わ
ら
な
吋
れ
ば
な
ら
な
い
容
が
必
要
と
な
。
t
.

代
官
所
的
調
用
遣
を
勉
め
る
揖
患
が
そ
れ
で
あ
る
.

で
あ
る
.

輯
憲
司

崎学
制
』
の
趣
旨
k
具
体
的
方
法
陪
院
の
噛

り
で
あ
っ
た
.
i

j

f

z

H

i

i

 

崎図
書
の
踊
予
を
学
校
に
出
し
て
.
岡
入
k
一
閃

2
:
。
・
:

z
E

に
も
の
を
学
惜
し
め
.
-
a
町
議
別
e
せ
す
.
岬
E

i

‘
i
E
E
R
r
-

し
と
路
民
の
予
を
打
混
し
ず
、
只
年
齢
の
畏
し
た
る

-FE.，
樹

、

?

"

も
の
を
上
座
に
置
〈
ζ
と
な
り
.
・・

・
午
鵬
陪
十

t

t

f

h

e

z

 

蛾
よ
り
ザ
四
五
歳
ま
で
残
ら
ず
出
席
せ
し
む

a
i
:
3
・t
1

2

4

し
.
事
行
よ
り
名
前
傾
に
録
し
て
.
上
申
に
遭

3

1

i

-

i

f

z

 

L
.
其
人
生
畏
し
て
.
家
督
相
続
す
る
に
華
。

2

2
‘R

2

2
‘t
"
 

て
‘
始
め
て
其
宜
配
を
量
障
し
.
其
岨
帽
を
摘
す
ベ

'uv
・
《廃
語
録
.
。
，
，
『
」
廷
-
m
』
夫
a
m
-
-
E
$
《
-
A
闘
O匂
】

『
学
制
輪
考
』
の
著
者
で
あ
る
弁
上
久
繊
博
士
陪
市

三
郎
の
『
学
制
九
O
同
年
に
草
女
問
題
を
u
m
〈
』
に
対

し
て
、
太
政
官
の
『
骸
仰
出
・
』
と
司
法
曹
』
「
な
い
し

学
酬
曾
句
の
遭
縁
、
級
別
と
成
宜
園
町
規
約
と
を
陀
椴

し
て
い
る
に
遜
ざ
す
と
駒
郡
し
、
止
の
よ
う
に
述
ベ
て

、i
‘.
4
 径の
冊
似
は
、
条
文
の
構
過
に
お
い
て
探
求
さ
れ

拍
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
・
た
と
い
道
頓
‘
組
制

が
威
宜
園
町
農
納
金
融
畠
然
し
て
い
る
と
し
て
-b
そ

品
位
学
輔
の
す
べ
て
で
品
な
い
.
牢
枝
ノ
布
、
敏

調
用
途
も
、
代
金
量
拍
て
勤
め
る
う
ち
に
肱
揮
に
代

官
所
の
儒
径
が
厚
く
な
り
、
酎
企
な
し
て
.
い
つ
し
か

『
日
間
金
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
抱
え
て
い
た
.
e
が

て
そ
こ
に
は
‘
経
揖
的
決
植
を
揖
る
日
閥
横
人
に
よ
る

町
人
文
化
が
花
開
い
た
.

属
議
様
車
町
生
車
陪
桂
に
そ
の
鈴
鹿
町
-
つ
と
な
る
.

必
ず
し
も
最
初
か
ら
大
き
な
組
問
屋
で
は
な
か
っ
た
.
し

か
し
、
談
窓
骨
竿
徳
は
西
宮
邸
代
は
じ
め
、
九
州
雄
帯

踏
侯
め
上
に
晶
き
ん
で
、
そ
の
皐
畠
威
宜
倒
経
常
は
優

に
各
滞
膏
に
秀
で
て
、
外
に
見
ら
れ
な
い
近
代
的
な
教

育
を
宙
実
践
し
て
い
た
.
自
由
平
等
の
aw
過
敏
富
岡
が
二
町

民
撒
横
車
に
よ
っ
て
初
め
て
生
み
出
喜
れ
た
の
で
あ
る
.

蝿
新
政
府
が
明
措
傘
欄
起
草
段
階
か
ら
畏
哀
を
起
期
し
、

主十日朝
h

と
し
て
取
り
組
む
ζ
と
が
出
来
た
の
は
、
-
R

a
m
様
患
の

例経
持
基
揖
除
籍
生
に
添
す
』
の
詩
や
黛
宜

園
教
省
腐
の
翼
践
に
よ
る
翼
K
4の
賜
物
で
あ
A
v
t
.
そ

札
は
、
水
戸
学
先
・
大
久
保
劇
画
に
思
〈
か
ら
等
級
さ

札
、
相
過
を
持
て
い
た
玉
岳
土
人
の
止
の
障
の
一
蝿
か

ら
も
う
な
ず
け
る
.

題
広
額
様
車
先
生
向
瞳

留
守
野
五
岳

宮
越
田
平
絶
野
康
総

健
命
植
草
耳
慣
趨

.t曾Z

.~重:
11:;':・
*1函e
るつ
li::続1

・・5・4の'の
退:陵E

員
ノ
事
等
に
一む
鎖
似
の
a
M
P
非
常
に
幸
い
よ
し
で

あ
る
が
、
割
聾
さ
れ
て
い
る
た
め
、
歯
鮮
の
か
ぎ

り
で
必
い
.
た
だ
し
、
指
摘
さ
れ
る
司
証
書
』

8

a
の
相
似
な
ら
ば
‘
同
も
『
託
富
』
を
玄
つ
ま
で

も
な
〈
、
外
に
あ
げ
る
こ
と
は
書
晶
で
あ
る
.

錐斤土久
鎗
『
@
ama
m
z
u
m
馨
雪
零
観
九
口
周
年
に
車
大
m

g
e
u
m
〈
』
の
鍍
後
に
由
民
ず
』
昭
和
三
a
ハ
年
=
九
六
-
-
-
w

植
か
に
、
市
三
障
の
こ
の
論
文
で
は
、
規
約
、
吻
聞
・
・
、

管
諭
‘
自
亨
丑
改
正
線
側
、
聾
則
、
学
側
、
い
ろ
は
歌
、

盛
宜
圃
焼
拍
の
改
正
状
況
、
万
轡
揮
、
学
制
ノ
阜
、
大

村
山
平
輔
‘
覚
.
，
手
間
観
等
、
さ
ら
な
る
抽
阪
が
必
要

で
あ
っ
た
.
し
か
し
な
が
ら
‘
P
Z
り
程
度
の
相
似
な
ら

ば
.
同
む
『
迂
冒
』
を
ま
っ
主
で
も
な
く
.
外
に
あ
げ

る
こ
と
同
容
晶
で
あ
る
』
と
.
断
冒
し
な
が
ら
、
そ
の

瞳
草
堂
竹
っ
て
い
な
い
.
止
は
果
た
し
て
『
託
-
a』
を

ま
じ
め
に
混
ん
だ
の
で
あ
る
う
か
、
と
て
も
そ
の
よ
う

に
は
考
え
ら
札
な
い
.
白
か
ら
の
文
曹
に
対
し
て
民
は

昨
揖
な
胎
盤
を
あ
げ
る
ベ
き
で
あ
っ
た
.

--n.
尾
形
絡
麿
博
士
悼
、
尾
屠
描
庫
署
『
学
制
成

立
虫
の
皿
明
究
』
{
昭
和
国
八
-
九
七
三
}
に
お
い
て
わ
が

慎
教
禽
史
に
お
け
る
z
w
明
な
人
輔
の
薯
奮
の
原
宜
を
紹

介
し
た
.
そ
二
で
も
、
『
学
制
-
K陣
打
っ
て
記
述
・
織

告
し
た
も
の
は
談
患
の
『
迂
曹
』
以
外
に
見
ら
れ
守
、

9 

才
草
一

円
縛
道
線

名
櫨
梶
田
揮
執
主
権
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11 ，. 
1!iI..-t 
渇t円E
に に

~:時
、「空
;!<fて，
..2週!f舎一..，
??z 

提
実
は
様
車
の
『
量
曹
』
時
半
劇
を
威
宜
圃
の
必
須

脳
相
目
と
し
て
学
ん
で
お
り
、
学
輔
血
圃
雌
曹
の
要
職
に
舵

〈
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
で
あ
。
t
.
だ
か
ら
こ
そ
威
し

避
げ
ら
れ
た
む
の
と
考
え
る
.

縄

Z

畏
誕
の
問
僚
、
西
梅
酬
も
ま
た
然
り
で
あ
る
.
明
給

亙
字
文
部
省
担
行
の
雄
略
第
一
号
に
配
轍
し
た
限
晶
画
-

E
則
中
の
第
六
則
位
、

正
に
こ
の
問
題
の
櫨
心
を
突
い

て
い
る
.
す
な
惜
ち
‘

E
'
e
e
-
-
t
i
e
-

小
学
離
軒
ヲ
以
テ
帯
争
ト
綜
ス
バ
カ
ヲ
ザ
ι
F

E
E
S《

'tzat‘i
t，.也

事
・

小
学
ノ
科
a
E
障
害
国
ノ
鞍
u
骨
S
似
タ

=

f

t

i
‘
zE 

ル
ヲ
以
テ
観
シ
テ
之
ヲ
洋
学
ト
睡
認
セ
ル
そ
ノ
ア

i
z
z
a
i
i
t
:
 

9
.
其
揖
甚
ア
タ
ラ一
ズ
・
凡
学
問
ノ
遭
ハ
桂
説

z
s
t
t
i
E
T
E
 

ノ
別
ナ
夕
、
異
国
且
Z
宜
夕
、
島
民
幅
P
F

適
セ
パ

い

2

5

i

人
々
学
パ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ガ

.‘，
a

旬

鳥

島

-n

故
三
、
韓
ノ
ナ
ク
シ
テ
事
エ
ア
ル
モ
ノ
ア
リ
、
我
-
-

t

t

z

t

 

ナ
ク
シ
テ
恒
エ
ア
ル
モ
ノ
ア

9
.
厳
司
タ
そ
高
教

p

i

t

-

:

 

ノ
富
国
風
民
帯
三
適
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
パ
‘
各
陣
ノ

!
t
t
z
l
e
a
z
i
f
 

学
U
R
-
-
甑
酌
折
衷
シ
、
様
ツ
テ
立
ヲ
寝
敏
則

?
t
z
a
-
-
f
i
z
f
t
 

剛

T
Z
m
m
a
.
是
拝
堂
・
エ
ア
ラ
ズ
.
即
チ
寝
日
本
国

10 



二
一

t

E

L

e

j

a

z

t

i
‘
s
 

学
ナ
リ
.
況
ヤ
寛
章
・
ハ
国
字
.
其
文
ハ
国
主
.
英

s
i
t
s

-E
包

E

-
ハ
即
チ
困
層
ナ
レ
パ
‘
科
目
ノ
観
タ
ル
，
以
テ

S
E
 

-

E
ス
ベ
カ
ラ
ズ
.

と
.
与
の
坦
'
w
憧
と
固
化
カ
骨
量
で
自
主
憧
骨
量
い
ニ

人
が
、
掌
岡
信
布
積
回
本
金
園
町
大
挙
に
且
ぷ
第
三
大

学
区
・第
四
大
牢
区
・第
五
大
学
区
・算
京
大
学
区
・
(当

時
久
大
学
区
は
七
大
零
区
に
な
A
V
て
い
た
-
第
七
大
学

底
的
令
官
-
e巡
視
し
て
新
学
酬
の
e
R
a
曙
備
砲
に
畠
っ
た

の
で
あ
る
・

二
の
よ
う
な
四
民
平
等
曹
過
敏
曾
"
の
穿
生
え
は
武
士

階
揖
の
優
努
な
構
内
よ
り
も
、
天
M
m
に
あ
っ
た
虚
宜
閣

の
骨
量
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
.

A守
.
鹿
瀬
談
窓
威
宜
舗
の
伊
融
制
k
明
治
学
制
隼
厳

輔
金
比
@
す
る
と
.
場
輔
の
等
量
霞
定
だ
け
に
硯
点
a
g

し
ぼ
れ
ば
、
釦
伺
に
も
冨
回
揮
の
寧
闘
に
曹
う
え
a
uFゐ

る
.
と
こ
ろ
が
.
a
N
P
キ
S

ラ
ふ
内
容
骨
組
み
立
て
に

お
い
て
は
.
正
に
.
e
R
宜
圃
の
且
み
立
て
方
骨
董
り
で

あ
り
.
両
者
は
R
E
形
式
に
お
い
て
相
銀
耳
金
成
し
て

、
与
.

a
-
4
 
家
念
、
車
定
価
で
帯
血
置
が
遍
む
日
ど
牢
年
骨
量
値
が

唱
す
の
は
封
し
て
、
掌
輯
で
陪
縁
組
が
逆
に
国軍
少
し
て

い
る
.
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
‘
-
a
酒
田
企
陸
軍
実
車
車
庫

大綱.. ゆ明. 小明. 
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の
‘
合
-
m
国
'
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
ヨ
二
年
四
置
闘
と
四
年

八
畳
輔
二
校
時
敏
m
m
a
院
を
聾
見
L
、
小
学
敏
婦
の

を
デ
ル
で
あ
る
こ
k
を
瞳
認
し
て
い
る
.
こ
れ
陪
‘
漢

字
者
量
賓
の
百
揮
に
対
す
る
聾
'
骨
鼻
軟
性
と
‘
『
学
制
-

の
等
包
置
が
量
宜
彊
圃
と
置
に
止
っ
た
昼
間
車
に
も
害
え

る
も
の
で
あ
る
.

な
担
、
『
皐
盤

・
草
畠
・

棋
聖
法
師
穣
M
R
-
と
崎
明

情
事
酬
に
み
る
闘
本
国
民
骨
宅
体
性
』
眼
底
輔
横
車

部
わ
が
慣
に
酷
い
て
量
も
・
・
〈
か
ら
割
実
・
実
強
し
.

虚
宜
担
金
隆
盛
に
暗
い
た
院
喪
遍
.揖
に
量
も
よ
〈
厳

て
い
る
色
の
で
あ
る
.

回

.-F圃玉
.
記
。
い
て

量
買
が

『
修
制
正
餌
』
a
g
u
-
-
し
‘
明
暗
五
.二

月
五
回
に
止
。
た
こ
と
は
・
置
の
属
m
'k
a骨
り
‘
そ

の
畢
箪
・圃
の
も
骨
が
圃
庫
大
・
院
で
a
周
有
に
惜
し
た
こ

と
陪
綱
島
量
'
h
a
開
会
記
遺
骨
量
。
で
あ
る
.

aR-
w
a
w
『
厳
宙
開
mt
λ
』
・
-‘
伺
筒
a・
・
“
・
・
R

-
-
-
z
-
・
=
-
e
a
s
-
-
-
a

ζ
司
君
F
圃
玉
'
』

町
娼
究
が
『
明
情
宇
聞
西
神
園
明

世
陵
』
を
成
宜
s
e
て
会
た
鳳
闘
の

-
つ
で
も
ゐ
る
.

昭
和
三
A
隼

2
・
九
声
三
日
‘
提
出
の
弁
上
岡
ま
は

『文

圃
省
学
制
原
婁
』
A
闘
立
会
主
-
-
z
-
z
m
車
}
を
乎
a
v
に

し
、
事
・
・

2宇
嗣
瞳
考
』
汽
O
大
民
的
拘
-
玉
O
買
に

向
車
車
時
金
支
を
絹
舟
し
、
弘
文
で
昨
『
畏
町
名
文
強

慾
と
は
日
ど
遣
い
』
主
、
一
取
し
て
い
る
.
そ
の
袋
抵

の
『
文
臨
書
学
欄
原
盤
』
陪
量
的
白
・
に
間
違
い
な
ど
¥

0
・
桂
を
見
る
と
‘
桂
文
化
さ
れ
た
の
は
そ
の
前
半
だ
吋

で
あ
る
.
聾
協
や
は
‘
曜
だ
椴
酎
不
十
分
な
も
の
‘
留
学

生
を
撮
遣
し
晴
究
中
の
も
の
、
あ
る
い
は
必
要
な
嶋
範

膏
、
予
算
・
間
保
文
.. 句
、
今
植
に
備
え
た
も
の
e
-

ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
.
前
半
の
法
文
化
さ
れ
た

餌
分
悼
、
大
中
小
学
区
分
ノ
$

由
1

=
o
e

-
P校

ノ

-

-

-

ニ

1

開

0
・

-
-
R
ノ
$

四

-
1
岡
八
窓

生
揖
且
び
嶋

竃

之

移

四

九

・
3

九
ニ
g

''z--
九
三
T
ご
士

写

時
正
編

=

-
-
厭
で
あ
る
.
そ
し
て
.
ζ
ζ
に
使
刷
畠

れ
て
い
る
『
O
O
ノ
et
世
初
め
G
R
'
h
z
'
a-

と
い
う
剤
師
陪
.
属
宵
闇
特
有
の
魯
仰
の
胤
駒
・
晶司
副

担
守
に
晶
も
轟
〈
使
わ
れ
た
独
特
の
m
舗
で
あ
る
.
。
。

ノ
事
.
O
O
z
--
k
-
貫
性
官
民
い
た
蝿
分
が
あ
る
も

の
の
.
量
買
の
雌
啄
か
‘

そ
れ
に
近
い
も
の
と
串
わ
れ

る
.
し
か
弘
、
安
値
省
学
制
原
患
の
晶
宜
は
明
抽
朱

醐
成
文
蜘
?
の
首
相
喝
師
卦
に
土
む
と
し
て
し
っ
か
り
揖
え

ら
れ
て
い
る
.
ま
た
、
明
時
五
年
に
豊
行
さ
札
た
『
学

制
』
申
a
a
a
艇
に
量震
の
印
の
ゐ
る
も
の
と
.
そ
の
内
富

町
二
骨
に
朱
を
λ
抗
、
葉
自
ら
町
E
し
た
写
真
三
薫
が

あ
る
.
こ
れ
位
、
e
三
障
が
畳
圃
同
士
か
ら
・
?
?
吋
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
申
訂
正
轟
分
目
E
支
に
憂
軒
書
札

た
学
酬
で
は
朱
・
官
町
通
9
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
.
ζ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
司
令
・
輔
玉
置
』
が
零
創
作
品
障
の
た
た
倉

台
と
し
て
初
め
て
躍
を
な
し
た
も
の
で
あ
'
・
+
卦
に

置
目
を
思
た
し
k
ζ
と
が
倒
え
る
.

『量帽
慣
の
字
削
』
故
に
『
一

般
学
制
』
に
つ
い
て
陪

明
柚
五
年
に
大
い
な
る
鰻
・
町
腫
膏
副
産
が
聾
令
書
h
H

t
.
-
-
-
園
、
E
九
・
・
ょ
P
畠
，
.
.
 

-
-
--A錦
・
・
『
a舗
の
-E・
4
"
-
-
a
.，

=
a
-
o
u

欄
蜘
宜
鶴
次
官
町
民
壇
陪
、
明
崎
貴
-z
--
R
-
A
M

畢
在
の
こ
と
で
.
島
m
a
，
帆
陣
・
士
歯
量
曹
に
よ
り
幌

楠
・
ハ
句
七
月
時
惨
劇
『
ニ
賀
ニ
三

-r・
・
・
.

・
・
・
+膏
-R・
雪
明
‘
，
g
-
e
a
a
a
』
-
a
z
-
-
-‘

-
働
総
e
R
企
買
益
・
明
・
一王.，

=
九
六
E
m-

が
金
高
官
事
れ
た
.
い
ま
.
宜
.
省
事
制
A
O停

史
』
に
よ
る
と
.
牢
制
陪
.

副
明
治
五
.
，
A
月
三
回
.
傘
綱
領
e
-
-
O
九
忠

明
治
事ハ-T-
-a
n
-
-
A
日
.
適
掴
五
0
・

田明治
-n
・
四
月
ア
七
a
.
適
掴
二
九
・・

11 12 

明
柚
穴
隼
四
月
二
A
R
.
追
加

二
五
窓

の
よ
う
に
、
追
加、

直
加
、
高
掴
の
瞳
用
車
k
な
っ
て
い

る
.
『
学
制
五

-E{文
部
省
原
案
】
一

-
=
$
や
の
『
大

@
小
年
区
分
ノ
苓
』
陪
剥
揖
の
ζ
と
、
『
畿
-
M
E
ノ
富
士
に

つ
い
て
.
字
判
に
ご
く
細
か
い
修
正
や
藍
更
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
大
飯
で
は
大
部
分
が
そ
の
ま
ま
成
主
に
生

き
て
い
る
.

玉
.
学
伎
の
単
-
化
に
つ
い
て

さ
ら
に
‘
横
曹
の
三
稼
怯
は
、
乍
酬
の
敏
育
内
容
だ

帥
り
で
な
〈
、

世
育
方
針
と
し
て
傘
舷
の
単
-
t
に
つ
い

て
も
総
宜
蝿
酬
を
満
入
し
た
も
の
で
ゐ
る
.
旧
体
依
然

と
し
た
R
女
階
級
の
闘
埠
干
に
役
付
い
t
.
舗
帆
抽
な
ニ

宣
車
艇
の
担
雌
‘
ず
な
は
ち
食
会
開
量
k
血
工
高
骨
量

刑
e
完
企
に
傍
蹄
し
‘
純
醐
た
る
単
-
化
に
-
属
し
た

大
い
な
る
立
役
者
と
な
勺
て
い
る
.

以
主
の
よ
う
に
横
綱
横
車
・
a
m
R
咽
喧
貨
の
蝿
意
・
方

針
・
嗣
直
・方
訟
は
『
学
制
玉
細
工
宜
鵬
省
等
制
鰍
怠

の
雌
初
か
ら
‘
酬
明
恰
学
酬
の
骨
幽
開
e
な
し
て
却
り
.
事

〈
の
ら
の
が
揖
在
b
生
eて
い
畠
.
こ
の
こ
と
目
今
植

e
b
に
明
ら
か
に
書
机
畠
で
ゐ
・

2
4

き
た
い
と
存
じ
ま
す
.

最
世
に
な
り
ま
し
た
が
.
本
品
。は
、
百
江
昌
司
史
障
が

綬
E
.
高
橋
量
が
掘
鏡
を
担
当
い
た
し
哀
し
た
.
圃
聾

阻
当
で
あ
る
高
舗
の
惇
量
逮
腫
よ
り
、
車
獲
、
百
江
先

生
の
お
力
者
お
借
り
す
る
こ
と
と
な
り
也
ま
し
た
が
.
聾

す
る
こ
と
が
で
き
志
し
た
こ
と
、
百
江
先
生
を
は
じ
め

k
し
て
皆
録
方
に
厚
〈
割
礼
申
し
ゐ
げ
去
す
.【
高
縄
量
)

司修揖
楠村
崎

植
車
眉
究
会

車
京
蝿
町
田
市
玉
川
修
個
R
-
-
-

玉
川
大
学
曹
蘭
学
陣
高
岡
量

園
江
煙
量
帽
、
高
僧
量

== 

六
.
ぉ
b
9に

厳
軍
め
t

s

t

t

t

z

f

E

t

 

-
-
ヲ
箆
ム

ハ
目
周
ノ
轟
ナ
リ
.
書
学
園
ス
ル
ハ
箇

t

t

・
2
r

z

・
2

A

m
-
一
揖
セ
ン
ガ
‘
.
也
.
己

-
-
甚
ア
ル
コ
ト
ハ
之
ヲ

e

a

マ
‘
t

t

z

取
ル
.
真
鍋
冊
子
ヲ
敏
フ
ル
モ
事
カ
タ
ノ
担
シ
・

《

g
a--ag
『
e
.
.
 
，‘E』
V

ゃ
.
『
身
を
立
て
る
の
酎
本
』
量
日
に
『
真
骨
轟
e
畠
に

す
る
』
と
し
た
敏
貨
の
罰
的
位
聾
軍
司
賓
寮
そ
の
ま
ま

太
重
曹
の

角"
置
国
書
』
に
生
か
さ
れ
た
.

温
突
寓
陪
さ
ら
に
、
E
'
取
に
置
が
み
、
『
国
軍
(置き

の
a
k
ず
る
瞳
膏
陪
'
"
?
で
ゐ
る
』
k
明
包
し
‘
，
も

こ

れ
に
対
し
て
.
a
a
・
富
陪

『個
人
骨
な
身
出
働
慌
の
た

め
の
敏
宵
』tg置
さ
.
『
人
民
に
盤
*
誌
の
量
力
が
あ
れ
ば
‘

直
ら
に

甲
田
町
橿
宜
向
車a冒
と
な
'
・
闘
骨
た
め
に
な

る
h
k
『
聞
の
た
め
句
&
主
唱
し
た
.
畳
寓
宜
陣
省
下

ろ
し
が
慮
扮
す
る
k
、

-
育
的
目
的
は
や
が
て
.
『留
の

た
め
"
に
置
曾
か
え
ら
h
.
s
，
創
・
押
績
皿
軍
民
』
-
H
凧

・9民自R
e週
ん
wh.

以
上
辺
べ
た
よ
う
に
.
b
が
回
目
.
郷
土
A
彊
内
》

に
贋
札
た
F
盟
主
生
え
庫
企
を
の
制
鹿
町

内
包
闘
に

a
TZ
書
ぜ
て
い
た
に
a・
か
か
b
ら
ず
.
そ
の
内
w
e
究

め
よ
う
kab
-
E
ず
.
阿
敏
『
暁
柚

-F輔
a四
再
編
瞳
民
』

e
k
圃
し
歯
車
吋
畠
時
か
.
そ
こ
に
陣
・
な

'W字.慣
の

自
膚
性
量
感
じ
る
の
で
あ
る
.

量
聾
に
本
鎗
慣
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
.
門
外
慢
の
筆

者
に
貧
置
な
聾
量
的
機
会
&
与
え
て
〈
だ
さ
。
t
.
後

輩
研
究
会
商
植
民
岨
金
量
舎
は
じ
め
.
各
位
並
び
に

圃
国
々
白
骨
量
慢
圃
い
た
、
茨
城
大
学
向
野
車
江
博
士
に
討

し
て
‘
種
ん
で
感
酎
の
章
&
穫
す
る
.

決
定
研
究
会
事
務
局
ど
よ

q

13 

ま
ず
は
金
値
照
的
地
盲
慣
に
品
、
金
恨
の
担
行
が
大
幅
に

理
晶
、
ご
理
事
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
u
n
v

申
し
上
げ
怠
す
.

ニ
O

四
-
郁
三
月
十

-n.
強
引
回
は
東
北
・
閣
寓

bA震
蝿
骨
量
け
、
そ
の
曹
b
a
慣
や
生
紙
と
い
勺
た
栓

骨
量
陣
に
大
嘗
な
醐
楢
e
m
L
・
現
在
に
置
。
て
お
り

獲
す
.
大
?
で
は
、
学
士
四
個
問
中
軸
阻
輔
成
町
寵
り
方

が
情
b
れ
.
い
よ
い
よ
曹
が
国
の
睡
w
e
織
轟
か
ら
見

直
守
岬
用
世
迎
え
て
い
る
よ
う
で
も
ル
り
ま
す
.
こ
の

よ
予
伝
中
.
本
舎
に
必
け
る
刷
編
輯
車
時
帰
兜
が
祉
舎

の
智
に
立
て
a
a
e
，
ょ
う
事
務
局
と
し
て
は
思
カ
し
て
い

1・



二
二

淡
窓
研
究
会
会
報

谷
口
藍
回
と
威
宣
園

照
本
-
濃
(
明
治
学
院
大
学
教
媛
〕

は
じ
め
に

広
掴
鐘
R
S
同
・
4
7
・
s
n
E
図
2
A
ニ
ニ
ム
九
0

・
-
-
Z
陪
.
-
e
-
e噛
.
a
凪
竃
圃
で
掌
ん
だ
-
.
E
・
4

切関
-

a
-
-
.
且
m
a司
.
-
Z
.
東
京
U
E
に
お
い
て
a
-
E
・
で

陣
ず
る
と
k
も
に
.
そ
の
-
m
T
-
.
崎
明
a
u
v
a
-
A
臨

時
揖
帥
と
必
る
な
ど
.
幽軒
生
a
貧
困
k
骨
.，
e
崎
、
融

け
た
個
ve
・
a
?
-
-
で
あ
る
.

-
a
は
.
谷
u
a
田
町
家
障
に
ゐ
た
る
が
.
=
o
-

。‘由
O
R
E
-
"
・
九
回
・
a
m
で
圃
帽
・
8
れ
た

【aR・R

・
門
下
生
・
8

・
舗
の
・
飼
い
』
に
.
，
掴
し
て
-
a
a
R
圃
氏
と

圏
直
令
書
。
.. K
が
で
き
.
そ
の
置
.
-

a
民
か
ら
骨

軍
倒
的
湯
・谷
口
圃
位
、
生
-
a
H
大
野
郎
寝
【
現
在
住

貨
a
m山
内
町
大
野
}
生
れ
で
あ
る
.
園
町
-m
-
清
水
縄
問

2
ヒ
九
四
，
-
A
五
一
隼
}
目
‘
初
め
は
医
師
で
あ
。

た
が
.
集
蘭
骨
亀
第
議
実

・
亀
伸
介
昭
・
の
円
借
俸
と
な
A
7

た
撞
‘
記
畢
b
z
園
舎
、
E
-
T
-量
争
・
-
a
衝
を
-
a
ぇ
‘
r
Z

E
-
-
円
位
‘
礼
慣
t
g
E
ん
ず
る
二
k
.
人
に
過
ぎ
た

と
い
b
れ
.
-
Z
た
そ
骨
恒
参
行
は
‘
人
的
予
ぷ
に
b
情
。

た
と
い
b
れ
て
い
る
.

会
=
・・・開

幼
少
骨
嘱
目
.
両
慣
に
育
て
ら
れ
て
い
た
が
.
軍
-

に
し
て
傘
"
帽
を
圃
臨
み
.
A
-a
に
し
て
圃
R
b
g
勺
〈
9
.
.
.
 

'
k
g
わ
れ
て
い
る
.

-
て
皐
亀
L
・A・-
骨

"

は

a

z
・
情
e
m
瞳
門
町
・"

え
&
量
げ
た
.

-
A
・
町
時
.
白
骨
蝿
に
か
か
'
・
術
関
厩
明
町
A
唖

a
.
岡
信
・
町
原
輯
》
骨
.
“"E
bA
V
恒
三
-
S
の
柚
練

会
唾
同

1
1
そ
骨
暗
に
.
-
二
時
侵
食
・
量
企
曹
停
に

b峰
崎

7
.
主
た
み
下
草
骨
・
僚
と
必
A
V
て
R
.
，
e
-
s
ん
だ
.

ぞ
町
量
.
甚
と
と
む
に
九
ω
F
e
e
-
ゅ
に
高
a
山
民
入

山
L
.
量
嘩
念
玉
竃
輔
に
島
宇
a
g
'ん
だ
.

--.
凪
宜
.
へ
骨
入
門

出
長
時
聞
に
.
凪
-
m
屠
に
よ
う
て
車
持
さ
れ
て
舎
た
蝿

人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
.
T
-

E
留
の
父

・
谷
口
同
捜
は
.
有
田
且
山
代
官
扇
舟
主

-m
A・・
曹
長
V
を
膏
め
た
世
人
で
あ
a
v
た
.
陶
援
の
父
・

三
宅
省
信
は
医
者
で
‘
旬
。
.
R
・
E
・
-
e
値
い
で
さ
た

よ
う
で
あ
る
が
.
宮
-
骨
量
買
・
慢
が
R
a
-
L
Z
曜
い
だ

た
め
.
次
回m
骨
陶
画
阻
e民会

A
'・
Z
に
段
。
た
k
B

わ
れ
る
.

医
学

-
u
m乍
兵
学
b
学
0
・
内
外
的
惨
閉
会
身
に
つ

け
.
一
八
四
七
(
弘
化
阻
v
e
.
二
六
歳
の
と
き
に
佐
賀

に
帰
。
た
.
位
置
で
は
、

静
枝
弘
通
揖
民
学
研
.
副
-
-

櫨
臣
、
江
揮
級
事
ら
と
費
b
A
v
t
.

一
八
五
回
A
轟
ゑ
四
等
}
.
E
田
は
、
輯
車
町
布
留
に

織
り
、
白
川
且
に
銀
を
聞
い
た
.
そ
の
聾
.
院
帽
の
富

野
村
に
聾
を
移
し
.
世
山
.. 院
{
し
ん
ざ
ん
し
a
い
ん
}

と
名
付
け
た
・

富
山
容
院
は
.
省
関
で
初
め
て
の
本
格

的
な
怠
塾
と
い
わ
れ
.
島
生
記
は
震
土
'
ひ
い
た
が
町

人
-
aR
a
u
多
か
A
V
た
.
平
戸
方
偏
や
鹿
島
か
ら
む
塾

生
が
夜
た
k
い
う
・

し
か
し
‘
-
A
五
七
《
曲
賞
重
囲
v
e
.
富
山
・
肢
が
蝿

失
し
た
た
め
.
宮
野
村
を
傘
り
、
そ
の
世
.
五
-
m
h
y
R

草
食
遊
園
唱
し
た
.

八
六
E
年
(
回
石
段
v
、
-
R
崎
で
畠
也
管
聞
い
た
.
間

隼
.
R
郡
太
郎
ゆ
で
宜
絵
師
フ
ル
ベ
グ
命
t
k
会
見

し
た
が
‘
フ
ル
ベ
シ
帰
か
ら
の
依
am
e
.
鎌
崎
の
融
通

園
【
地
質
帽
の
帯
紙
・
員噛

'
Sで
高
崎
会
植
え
て
い
た

フ
ル
ベ
シ
舟
と
ク
イ
リ
ア
ム
ス
民
和
制
時
働
p
m
e
n
-
e

錨
金
融
え
る
と
と
も
に
‘
フ
ル
ベ
シ
奇
か
ら
は
a
n
-
-

細川島
Y
蝿
岡
e
e
ぷ
ニ
と
と
U
A
v
t
.
フ
ル
バ
ツ
々
か
ら

『
脅
リ
ス
ト
融
情
仰
民
協
力
す
札
ば
s
・
・
債
の
費
用

@
出
す
同
と
・
8
b
れ
た
が
‘
富
山
は
‘
ζ
れ
金
断
。
て

「i 第6<t
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弓診、.
て

... ... 
五四^-
'町宮寛賞

曹
関
を
畳
付
.
二
O
-
=
ω
Z
-
E
ニ

日
‘
東
京
で
聞

か
札
止
絞
軍
研
究
会
に
お
い
て
『
笹
口
竃
闘
と
威
宜
蝿
柚

と
い
う
テ
ー
マ
で
鋪
報
告
を
行
な
。
t
.
以
下
n
.
そ
の

a
・
管
の
値
概
要
で
あ
る
.

一
谷
口
E
a
骨
量
い
立
ち

=
v
生
れ
と
H
A
a
w

苔
m
E
聞
は
.
.
 八
二
-
m
【
文
政
γ

去
年
八
月
三
A
日
.

E
働
問
符
闘
で
や
£
れ
た
.
幼
名
『
紋
乃
助
』
.
E
巴
て
『
E

m
h
と
体
し
た
.
『
置
回
M
U
-
-
m
臨
み
e
は
『
め
い
た
L

と
臨
む
刷
、
省
岡

【
あ
り
た
V
並
ま
れ
で
『
島
町
り
t
h

と
.
a
の
い
た
』
が
畠
盲
で
近
い
の
で
Z園
田
』
企
除
し
た

と
い
b
れ
て
い
る
・

置
幽
は
各
金

、岨
山V
駄
"
と
む
体
し
た
.
『
a
vu
h
と

は
白
八
凶
n
-
A
日
.
ゆ
欲
的
余
川
司
自
に
集
ま
れ
た
か

ら
で
め
9
.
-舗鴨
』
と
は
、
先
祖
が
.
-
E
同
-
n
a
m
帽
岬

-
A
回
申
円
玉
保
一
-
v
等
、
車
"
は
英
必
山
か
ら
下

山
し
.
成
宜
圃
に
入
門
し
、
大
村
草
次
郎
、
虚
実
幽
情
M持
.

平
野
五
語
ら
と
飢
を
並
ベ
て
学
ん
だ
.
入
門
に
際
し
て

は
、
『
山
口
e
-鳳
』
と
い
う
名
で
λ
内
し
‘
λ
円
睡
は
『
蝿

分
お
』
の
名
で
過
し
て
い
た
.

成
宜
圃
λ
円
の
頃
.
父

・
同
揖
民
不
車
な
写
体
が
起

き
た
.
銀
十
年
に

E
宜
伸
金
庫
の
点
検
の
写
が
躍
。
て

き
て
金
庫
会
開
帥
り
た
K
二
ろ
、
三
千
聞
が
輯
央
し
て
い

た
.
醐
棋
が
置
。
た
L
C
時
総
む
M
S
b
h
怖
い
も
の
の
、
そ

の
k
き
主
・
"
を
輔
め
て
い
た
ζ
と
か
ら
帥
失
町
責
任
e

-
m
b
s
品
、
=
・
乎
帽
を
貰
仏
わ
さ
札
た
う
え
.
担
島
さ

れ
た
の
で
あ
A
v
k
.
闘
棋
は
‘
そ
の
置
、
衡
問
町
白
川

マ-
E
e
園
い
て
生
皿
帽
す
る
・
』
と
と
な
令
た
.

二
町
本
・
の
た
め
.
盟
出
叫
入
門
再
開
酬
に
・
2
Z
で

あ
a
v
が
屯
傘
作
.
成
電
帽
の
λ
門
に
M
U
a
R
K
S
れ
て
い

た
絹
介
状
も
待
。
て
い
々
か
。
ち
そ
の
た
め
‘

成
宜

圃
e
聞
阻
止
開
.
-
E
也
た
、
か
ら
入
門
e
断
ら
れ
.

a

m
で
押
し
晴
害
金
し
て
い
た
.
そ
の
や
り
取
り
ル
聞
い

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
・
そ
こ
向
輔
自
思
が
唖
b
れ
.
匝
刷

会
見
る
な
り
‘
食
管
と
な
し
.
他
的
昌
生
に
橿
る
抽
w
-

e
与
え
る
ζ
k
k
h
情
。
た
.
こ
の
よ
う
に
.
置
幽
が
成

宜
闘
記
入
門
で
き
た
の
は
、
t
s
に
掛
悠
的
眼
力
k
配

曜
の
u
a
か
げ
で
あ
A
V
た
と
い
わ
れ
る
.
入
門
檀
陪
.
他

鴨
人
l
・・
2

・
江
口
幡
宮
=
乞
乞
九
修
-
T
h
H
》

-
《
一
A
a
z
-
手
町
宮
a
・

-
【
量
買
》
.，
健
【
匝
-
z

向
次
m
-
E

V
《閥
横
w

軍
事

I

R
且
R
'v
敏
之
助
AE
-
-

主
恩
.
，

bAE
，.-R
E〕

《
量
主
フ
ル

の
値
糧
生
に
働思
え
た
り
字
を
写
し
た
，
.ν
て
毎
圃
を
得
.

麗
筆
の
置
と
し
た
と
い
う
.

成
宜
置
の
文
・
・
に
は
.
-
E
圃
入
山
口
電
車
Z
ハ
個
分

芯
ト
骨
骨
ス
.
才
気
ア
9
・
A
包
恒
三
土
9
・・
揖
エ
佳
x
-
t

配
し
て
あ
る
2
・
，
湧
』
と
且
塾
長
e
Z
聾
す
る
-
.

量
m
m
陪
‘
視
官
R
-
a
で
且
置
火
時
土
に
副
轟
&
拘
'
下
げ

て
匝
.
，
L
.
温
ま
っ
た
画
を
寝
る
圃
に
飲
ん
で
康
に
つ

き
‘
酒
が
幅
め
て
慾
〈
偽
情
る
と
.
E
a
勺
民
起
き
て
飽
・

し
た
と
い
う
.

あ
る
日
.
勉
学

γ
晶
b
E
倒
的
合
体
@
様
車
が
心
配

し
て
縄
入
・
現
圃
ι
寄
与
え
p
-
・

曹
回
目
畳
け
々
か
A
V
た

が
.
m
d
干
す
す
め
ら
h
.
そ
骨
量
償
金
暗
己
て
つ
い
に

量
け
宅
そ
の
陣
.
軍
"
は
『
且
町
父
・
の
且
b
先
生

町
阜
民
は
且
ば
必
い
.
v
h
v
且
-
u
a
か
-
e
e
a
じ
る
の

且
.
い
た
だ
い
企
岨
人
・
羽
園
出
土
.
，
F
か
ら
だ
"
で

は
必
〈
先
生
町
心
的
a
か
喜
が
伝
h
H
A
V
て
〈
る
か
ら
で

あ
る
』
&
同
情
ψ
箆
ん
で
い
る
・

四
e
E
凶
.
院
の
踊
置
と
皇
室
へ
の
量
掴

2
v
隼
理
主
徴
宵
動
語

一
八
八
四
A
瞬
間
拍
一
七
}
悠
‘
聾
a
声
二
曜
の
k
舎
に
.

内
膏
省
に
転
じ
て
い
た
躍
四
郎
が
=
二
銭
で
亡
〈
命
る

と、

遺
品
の
盤
理
の
た
め
に
上
京
、
そ
の
世
.
各
値
砲
を

盟
国
広
し
.
初
わ
れ
る
一と
そ
の
泡
で
踊
鐘
帽
を
L
て
い
た
が
.

F
A
九
O
《
明
抽
ニ
三
V
隼
驚
京
関
谷
で
E
m
-
-
健
会
聞

い
た
.
圃
聞
の
揖
轟
陪
‘

z
'
術
的
聖
位
.
わ
が
宮
古
来
再
調

砲
の
敏
え
や
中
閣
の
儒
輸
の
e
-
R
e
-
-
吟
に
し
.
わ
が

国
圃
衡
の
大
週
を
a
m
幽
押
し‘
$
ψ
の
E
幽
m
e
・
且
し
て
.

人
心
e
申
に
L
て
国
体
&
縄
開
す
る
に
布
9
』
と
い
う

内
管
で
あ
。
た
と
い
う
.

-
閥
的
多
〈
の
・
の
な
か
で
も
最
も
代
後
的
々
も
の

が
.
幽
町
岬
・
い
た
常
蝿
《
明
治
ニ
岡
修
R
n
-
O
R
V
で

ゐ
6
.

z
a
R・
R
・
-
白
押
'
と
鵬
睡

-
A
四
個
《
λ
m
m
-
圃
E
'
・

置
削
u
.
大
阪
に
向
か

い
.
さ
ら

γ
江
戸
に
出
て
朝
食
網
章
司
a
u
k
で
写
ん
戸
、

江
戸
で
目
、
佐
久
岡
-e
山
.
PB
草
p
.
帥
み
容
山
ら

と
買
庄
が
あ

9.
-匁・・
園
開
ヤ
ば
か
り
で
必
〈
.
w
-
+
・

e

R

 

守・凧
国
大
遭

【白
鳳
凶
町
大
遣
を
守
9
-

殿山
b
・
'
t働眠

【串
本
町v底
噴
*
鰍
〈
》

ゆ
F
蝿
は
世
聞
の
刷
。
m
e
蝿
的
巳
a
m
す
む
の
と
し
て
幅

、}t
・・
3長
時
諦
在
中
に
は
.
大
胆
重
信
‘
副
島
稽
E
.
江
轟

-
a
平
ら
と
k
b
に
圃
畠
時
国
・
・
に
ら
尽
力
'
v
た
.
a
ち
な

み
に
.
有
関
在
住
由
車
随
時
鎌
骨
子
盛
時
.
重
富
久
郎
氏

に
よ
れ
ば
.
大
圃
重
量
と
問
、
抽
少
の
頃
か
ら
の
掴
り

合
い
で
.
大
聞
の
-
-
k
e
『
久
太
郎
』
と
い
う
抽
名
で

坪
研
、

可
量
M
V
今
て
い
た
と
い
う
.

明
措
纏
厳
に
陪
、
京
事
・
江
戸
を
大
胆
.
眠
晶
、
E

S
ら
と
安
定
し
て
い
た
が
.
割
に
幅
ny-
-
揮
し
た
.

-
R
崎
揮
を
中
に
位
、
ま
た
‘
円
人
た
ら
E
U
-
p
・
マ

ス
・
グ
ラ
パ
0
&
と
む
に
高
-
-
a
包
圃
聾
に
・
・
圃
し
て

、L
，.

・・
3-
-
八
六
九
《
明
抽
ニ
v
s
'
・

盛
綱
田
七
織
の
&
き
に
.

a
前
鹿
.. 

，E-
Z
骨
蝿
-
-
E
障
A
h
ゆ
お
よ
し
=
哩
・】

に
聞
か
A
.
E
-
-
檀
鉱
宜
・
骨
量
檀
A
・
晶
v
k
a
A
V

て
駿企育
的
也
切
の
賓
館
w
e径
が
れ
る
t
と
も
に
.
『
a槽
大

・
・
・
2
K
し
て
.
岐
に
b
周
b
る
二
含
と
u
a
v
p
、
.
M
m

'
a
薗
位
、
a
-
瞳
雄
骨
組
・
7
圃
卦
・
に
・
て
ら
札
.
そ

の
揖
.
直
島
市
ザ
ヤ
.
さ
ら
に
a
a
-
-
句
世
p
b
略
。
て
い
。
.

，
 

•. 
宙
局
置
時
圃
-
a
に
陪
.
量
e
i
で
.
・
"
の
-
-
F
a
R
』

《睡

蓮

の
・
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
企
い
え

魔
-
E
-
m
E
停
い
・
置
MB
支
・
骨
組
謂
・
聞
が
&
R
b
れ
た

た
め
.
量
酒
は
.
明
惜
忌
細
専
に
-
R
蝿
の
唖
晶
F
・
A
吋
い
り

ら
れ
て
い
る
が
.
Z
E
E
-
に
つ
い
て
.
量
留
は
・
園

田
置
は
.
孔
チ
骨
董
k
会
す
.
孔
予
の
首
位
袋
が
皇
軍

同
詮
a
R
A
ち
ゅ
う
易
、
思
し
い
民
明
と
い
う
量
廃
】
な

り
M
【
語
圏
内
引
用
-
Z
と
連
べ
て
い
る
.

聾
創
的
E
g
巴
綾
膏
動
置
に
ら
E
'
す
る
二
と
と
な

。
た
・
-
a
a
m
骨
略
的
量
四
費
目
.
三
条
'
R
-
R
や
・
日
広
町

陸・四
重
舗
に
尽
力
し
た
由
医
圃
-
a
骨
質
司
令
得
て
、
元

図
氷
雪
・
の
忽
量
に
E
'
e
与
え
た
と
い
b
h
る
.

A-=
・
-
軍
と
由
園
嘩

-
入
九
雪
=
明
措
二
六
}
年
.
円
入
且
地
-
e
つ
う
じ

て
揖
ぷ
・
ハ
師
団
量
で
あ
る
之
白
川
宵
恒
久
・
主
か
ら
の

曹
輔
@
畳
n
.
鹿
本
で
嘩
圃

&
時
々
。
た
.
こ
の
a
織

が
.
量
飼
骨
量
Z
K
骨
鋼
蝿
骨
圃
胃
檀
k
h
唱
。
t
.

且
蝿
.
は
周
ぶ
骨
a
t
に
・
e・
e
・
-
し
て
a
E
岡
町

住
ま
い
と
し
.
E
凶
陪
.
w
E
や
守
生
・
に
も
虚
〈
m

-

e
H
な
い
.
ぞ
骨
瞳
え
阻
圃
与
に
担
い
て
も
畠
ん
日

必
ろ
う
k
し
た
が
.
t
a
H
冒
骨
太
田
m
h
骨
眠
佐
官
に
停

ぃ
.
量
廃
en
a
た
大
E
m
h
e
-
-
e
.
さ
ら

r皮
膚
内
と

峰
い
た
.
-
周
ぷ
・
大
医
・
驚
脅
威
で
同
‘
宅
れ
ぞ
れ
官
軍

骨
髄
内
に
掌
岡
商
ea
w
.
-
a
e柑
々
。
t
.

生
白
川
・
"
は
.
-
E
伺
骨
傘
揖
に
探
〈
貧
困
L
.
S
-

帽
必
軍
事
令
に
径
じ
.
富
宮
町
島
内
E
掌
圃
畠
m
e
e
M
り
て

車
銚
や
・
m
g
町
恒
王
た
金
り
の
瞳
育
会
直
闘
に
託
し
た
.

ん
か
ん
}
に
迎
え
ら
れ
て
陣
織
を
し
た
が
.
-
A
七
R

A
明
抽
九
V
等
日
再
び
鹿
島
に
贋
り
‘
廃
島
縫
網
島
で

-e
え
る
ζ
と
と
な
っ
た
.
寛
a
m
盟
関
聾
ち
ま
た
蝿
ク
圃

公
E
に
建
て
ら
れ
‘
現
在
・
岡
公
園
に
陰
『
藍
出
処
郁
』

と
い
う
鳴
が
立
っ
て
い
る
.

蝿
-
直
蝉
位
、

τ八
七
九
{
明
拍
±
=
年
に
初
代

神
圃
蛾
知
恵
に
離
任
し
た
が
、
費
等
コ
レ
ラ
に
橿
今
た

り
.
R
-
-
企
畿
の
低
航
に
あ
A
V
た
り
し
た
た
め
.
明
抽

一
四
俸
に
鹿
島

κ贋
る
ζ
と
と
な
っ
た
.

瞳
図
的
第
四
乎
・
谷
ロ
置
図
鑑
柑
{
ま
た
し
ろ
う
v
b

直
蝉
槙
に
同
行
し
‘
紳
縄
県
庁
に
閉
め
た
.
置
問
自
身

a
b
明
措

一五
年
、
紳
縄
に
行
倉
、
帽
範
年
慣
で
量
遣
を

謂
鍵
し
た
.

a
a
m
-
m
E
円
強
冊
予
に
.
櫨
に
凪
宜
閣
で
敏
え
畠
ζ

k
-
z
h
ゆ
a
v
た
蝿
厳
明
薦
2
八
六
O
z
-
-
九
三
三
年
】
が

い
る
・

"
且
は
・
岨
田
島
町
惜
町

-
八
八
五
円
明
附
-

A
V
組
干
に
成
宜
・
に
λ
門
.

-
八
九
O
A明
柚
三
三
v

・
よ
9
位
闘
で
私
・
間
企
聞
・
旬
、
術
闘
争
醐
な
ど
で
構
ヤ

全
般
え
た
.
そ
の
世
.

-
A
九
穴
【
明
抽
=
九
》
個
'
A

R
よ
り
四
回
"
。
働
開
明
書
れ
て
.
a
t
幽
の
R
・
四
日
尽
力

し
合
、
組
に
.
椙
m
-
名
古
腫
-
a
胴
体
舗
の
中
ψ
続
。
-

n
'
m
田
専
門
学
肺
訴
で
横
文
の
敏
慣
を
輔
め
て
い
る
.

ま
た
‘
唱
の
皇
桜
町
教
育
に
ら
あ
た
る
こ
と
に
な
り
.

若
宮
成
久
捜
王
、
輝
久
俊
王
、
久
造
宮
岨
S
主
‘
位
置

宮
玉
、
小
観
相
官
軍
下
の
-e
w
を
藍
図
に
挺
し
た
k
さ
れ

て
い
る
.

-
A
九
六
《
明
給
二
九
】
年
、
北
白
川
宮
は
台
持
出
兵

の
‘
措
置
官
と
し
て
g
e
遭
め
た
が
‘
台
聞
に
て
蝶
摘

に
よ
，
逝
去
し
た
・
そ
の
た
め
、
置
伺
陪
、
北
白
川
島

を
揮
し
、
閉
鎖
し
て
い
た
盤
図
書
院
A
東
京
四
谷
}
L
e

寓
聞
し
た
.

東
京
で
は
‘
大
胆
直
情
か
ら
の
曹
聞
に
応
じ
.
a'培

隠
大
字
で
-
a
e
や
b
g
隅
睡
し
た
.
ま
た
‘
曹
関
に
つ
い
て

の
z
・
『
谷
口
量
偲
』
金
書
し
た
崎
川
畢
民
に
よ
れ
ば
、

量
闘
は
.
大
幅
量
慣
や
伊
織
縛
ー
か
ら
政
愉
上
町
附
雌

に
つ
い
て
欄
圃
e
-
R
H
.
し
ば
し
ば
量
畑
町
・
杭
@
遇

。
て
い
た
と
い
う
.

八
九
九
m
明
抽
一
号
号
停
に
は
a
z
臨
時
舟
鰻

で
.
e-e"
の
『
姐
両
国
崎
打
弘
A
情
。
を
批
判
し
て
岡
崎
k

し
て
縛
証
書
れ
た
高
齢
町
長
揮
ご

A
O
田
・
-
A
五

0
・
v

e
帽
h
z
-
-
e
銀
貨
の
出
会
胞
m
p
県
水
沢
に
避
。
た
.

そ
の
宜
・
恩
給
.
e
m
沢
町
公
・
町
布
陣
に
岬
主
と
し
て
嗣

怠
れ
て
い
る
・

四
九
O
ニ
《
明
抽
五
五
v
aャ
-

n

.
岨
俗
血
に
て
死

袋
.
来
年
A
o
a
.
高
は
東
京
・
青
山
婿
抽
唱
に
あ
る
.



二
三

一
九
二
圃
【
大
正
一
-
三
年
.
『
豊
田
谷
ロ
先
生
全
量
h

金
玉
舎
が
門
人
・
恒
a
e
費
量
人
&
L
.
踊
畠
g
A
踊

-
m
直
-
R
.
圃
-
E
a
v
.
大
圃
用
車
A
大
限
島
市
宮
}
.
写
摺

瞳
一
郎
ら
&
吸
器
軍
.
宮
本
轟
ら
繁
一
6
・
を
-
R
酌
量
と
し

て
纏
轟

実
行
8
品
て
い
る
.

E
E
園
田
畢
畢
を
晶
ぞ
ヲ
て

最
量
に
.
置
関
町
皐
患
に
闘
し
て
.
若
手
時
ヨ
メ
ン

a
p
ι
写
し
て
お
き
た
い
.

-
m
置
に
.
‘
量
司
-
に
つ
い
て
で
あ
る
.

豊
田
に
よ
品
ば
.
Z
幌
国
』
と
也
、
前
曜
の
よ
う
に
『
乳

4
?
の
よ
う
色
人
骨
k
し
て
骨
買
畠
が
抽
め
る
箇
』
の
こ

と
で
&
司
令
た
.
し
か
し
.
『
-
唄
圃
司
両
軍
主
が
‘
そ
骨
睡
.

E

m
M
炉
込
め
た
庫
味
か
ら
像
"
に
・
・
置
し
て
い
倉
.
..
 

笛

E
・
同
町
量
化
に
剥
m
s
h
て
い
A
V
た
二
L
C
陪
膏
置
し

圃
い
・
・
寓
で
あ
る
・

益
事
.
阿
曽
掃
に
つ
い
て
b
量
〈
隅
蝿

で
あ
る
.
と
す
れ
ば
.
E
E
-
-"が
そ
ζ
ま
で
寧
凶
あ

る
い
は
予
思
し
て
l
v
々
か
A
V
え
に
A
V
ょ
.
置
園
田
に
も
虚

い
草
時
で
の
帽
・
-
R停
が
あ
る
と
且
b
れ
る

e
a
t
-
-m
-
-
u
.
瞳
-
e
品
。
n
は
.
費
量
に
は
孟
帽
歯
車

王
国
時
植
民
地
血
』
島
e
脅
え
る
が
.
量
闘
は
.
そ
れ
金

量
聞
に
と
A
7
て
の
'
g
m
聞
で
あ
る
一
‘
圃
h
e
鉱
大

ず
る
蝿
食
k
縫
え
て
.
益
w
蝿
で
.
・
吸
困
町
人
適
切
金
田

の
と
こ
ろ
、
-
m
t
b
も
が
ら
、
そ
の
皐
民
圃
す
る
藍
闘
の

考
え
会
知
る
手
が
か
9
時
々
い
.
こ
の
慮
.
富
沢
目
.

関
東
大
軍
現
時
に
お
吋
る
暢
a
A
a
量
に
対
L
て
.
五
島

曾
窓
語
に
よ
る
置
扇
動
性
k
.
睡
眠
錬
に
対
す
る
懇
量

の
欠
乏
.
ζ
礼
二
そ
b
出
国
民
絵
師
二
大
欠
陥
と
し
て
.

a
畏
が
ゐ

F
に
轟
む
な
け
品
ば
な
ら
冶
ζ
と
で
あ
ろ
う
相

?
"
と
章
式
て
い
る
.

a
ぷ
陪
.
明
抽
以
降
、
軍
夢
r
h
園
&
め
ざ
し
て
融
・

で
掩
軒
し
‘
a
a
"
ゐ
入
国
を
め
ざ
し
て
パ
プ
ル
周
箇慣
で
控

訴
し
、
量
逮
紋
置
が
瞳
〈
々
か
で
.
田
町
め
ざ
す
d

司
会

方
嗣
を
見
失
い
.
か
っ
.
E
A
V
リ
ゐ
ぐ
担
て
い
る
総
直

に
あ
る
よ
う
に
阜
b
れ
る
‘

そ
の
よ
う

α状
況
に
‘
司
令
て
.
明
柚
以
建
・
a
，.
骨

方
が
で
ゐ
9
植
げ
た
崎
E
a
竃
入
車
』
金
見
直
L
・

町民
殺

人
軍
h
h
k
艦
-Rす
る
-
-
K
H
唖
軍
司
阻
喧
と
筆
奮
は

吟
え
て
い
る
が
.
そ
骨
た
め
に
は
.
0国
・
嶋
固
に
"

す
畠
u
a'
人
骨
量
航
-
-
e
a
岨
L
.
そ
骨
組
慣
蝿
が
い

か
「
鋳
掛
か
.
-
a
止
.
そ
れ
が
い
か
r
-
e
a
で
竃
す

付
ゐ
巳
あ
た
る
か
金
明
ら
か
に
L
て
.
"
ぶ
人
的
-
s
・

宜
積
金
慢
し
て
い
〈
ニ
K
が
宜
穫
で
a
の
ろ
う
.

簡
一
-
一
位
.
“
‘
.
置
か
ら
冊
e
.
，
ぷ
か
に
つ
い
て
で
ル
る
.

江
戸
時
代
置
周
に
在
聞
い
た
t
国
・
埴
骨
‘
畠
は
.

m
ふ
が
7
3
ア
崎
聞
の
な
か
で
明
摘
且
a
聞
い
ら
思
〈
量

-罰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.
止
す
札
ば
、
量
胞
は
‘
隊

民
絶
化
を
正
由
化
守
る
た
め
の
イ
デ
方
ロ
ー
グ
と
し
て

の
世
割
金
果
た
し
て
い
た
・
-
と
に
な
る
・

胡
い
圃
明
か
ら
、
父
や
貌
緩
か
ら
置
闘
の
穏
を
聞
い
て

い
た
隼
省

qζ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
遺
骨
喝
さ

ら
民
は
後
ろ
め
た
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
い
た
.

そ
の
よ
う
lu
-
-
-
e
a
m
る
個
程
度
総
然
し
て
〈
れ
た
の

は
.
肥
蘭
鹿
島
離
の
名
活
蝿
-
a
直
樺
.
且
び
鹿
島
-
m
a
情

念
的
軍
に
生
念
品
‘
抽
少
の
明
か
ら
底
幡
町
滋
闘
会
量

け
て
e
n
っ
t
m
a
n
-m
舗
で
あ
る
.
宿
駅
尚
、
内
w
m
官
置

を
や
め
て
盟
国
・
粛
正
週
勘
に
取
り
組
み
.
ょ
た
日
本
青

年
闘
を
創
置
し
て
『
日
本
・
司似
の
茸
』
と
呼
ば
れ
た
人

で
あ
る
.
植
に
貧
輯
腕
融
m
k
な
る
む
、
壇
賞
敏
抽
s

h
町
λ
会
を
錨
み
、

F
付
醐
入
『
次
郎
鋤
開
』
伺
苫
幽

帽
先
生
』
の
も
デ
ル
と
な
A
V
て
い
る
人
で
b
ル
る
.
『
次

郎
骨
信
』
ι
寄
っ
う
じ
て
倒
帆
舎
幅
り
、
か
拍
て
か
ら
尊

-
L
て
い
た
g
w
は
、
そ
の
幽
択
が
『
E
E
毎
回
先
命

令
郷
』
の
貨
助
脅
に
名
を
適
ね
て
い
る
の
L
g
見
て
、
a
a

t
.
凶
ω
n
e
a
開
て
た
偶
鳥
直
岬
か
ら
蝉
聞
が
弘
文
陣
院

佐
乱
宮
崎
b
れ
た
事
実
@
陣
。
て
.
世
わ
れ
た
よ
う
な
録

"
ら
に
な
り
.
日
世
ょ
う
や
〈
、
盟
憾
に
勺
い
て
‘
功

'
官
め
て
勾
え
ら
札
る
よ
う
に
h
情
。
た
町
で
あ
。
‘
，
z

-
m
ニ
に
‘

ψ
岡
・
蝿
聞
に
対
す
る
u
e
A
人
骨
量
制
Z

代
吃

・
工
量
化
a
g
遣
血
し
た
獲
国
と
し
て
.
今
日
.
a

〈
野
価
さ
れ
て
い
る
・
翼
師
、
江
戸
米
聞
に
ほ
、
置
土

の
み
な
ら
ず
島
民
や
輯
入
時
間
で
も
学
習
意
欲
が
高
〈
、

B
本
人
の
置
字
事
や
学
力
は
き
わ
め
て
高
い
レ
バ
ル
に

あ
っ
た
と
い
う
.

当
時
の
学
聞
は
主
と
し
て
哩
学
や
漢
弔
で
あ
り
‘
人

間
形
ほ
と
関
連
し
て
い
?
・
・
私
織
は
.
争
び
た
い
・
慣
が

自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
内
需
的
広
島
写
ぶ
燭
で
あ
。
‘
，
も

ま
た
.
人
々
に
k
っ
て
、
掌
ぶ
こ
と
が
す
な
わ
ち
人
間

性
骨
蝿
掴
と
-
殺
し
て
い
た
.
e
R
耐
に
持
い
て
む
、
唖

圃
舗
と
し
て
の
捕
だ
付
で
は
h
ゆ
く
‘
人
間
性
骨
髄
膚
が

重
視
さ
札
て
い
た
こ
と
は
.
『
a
R
遭
ヘ
『
揖
適
』
‘
『
闘
適
切

な
ど
の
『
遭
』
と
い
う
-
R
躍
に
岡
市
昌
れ
て
い
る

-z'

m
 .
.
.
 
‘
.
R
輔
舎
は
じ
め
‘
師
事
に
却
い
て
も
、
*

彊
帽
怖
が
*
め
ら
札
.
人
間
間
内
線
a
m
が
量
慣
畠
抗
た

ζ
と
は
‘
日
ふ
宜
化
町
人
e
h
情
脚
色
で
お
り
.
-
R
斯
で

あ
ろ
う
.

そ
の
よ
う
な
‘
由
宛
世
に
属
司
〈
、
人
間
性
恒
腐
の

.. で
‘
町
。
た
U
B
が
.
刷
抽
以
陣
.
ぷ
人
的
傘
曹
車
歓

bF随
b
り
な
〈
.
4
'
A
て
の
国
民
に
剣
山
明
化
畠
れ
た
公

敏
W
に
次
聞
に
酌
吸
う
て
代
わ
ら
れ
て
い
〈
ζ
と
に
々
。

た
.明
治
以
舟
町
公
-
m
・
岡
町
中
身
は
‘
肖
崎
町
・
"
・
"
で
首

-
聞
に
つ
い
て
で
あ
る
・

瞳
回
目
.
a
ら
『
.. 中
総
』
あ
る
い
目
『
圃
R
A
J
宥
』

と
名
乗
。
て
い
た
二
止
に
-m
s
h
る
よ
う
に
.
'
S象
-

a・か
ら
連
時
さ
札
て
き
た
尭
畠
&
持
A
J
'、
と
を
再
，
に

し
て
い
た
よ
う
に
且
わ
札
る
・
そ
品
陪
.
S
温
情
唾
&
亨
に

高
利
し
‘
宇
田
や
蝿
闘
に
錦
し
て
韮
田
章
障
を
持
つ
よ

う
に
必
。
た
明
拍
中
掴
車
両
町
多
〈
骨
自
本
人
か
ら
す

れ
ば
坦
解
し
鍵
い

4
と
か
a
o
し
れ
な
い
.

し
か
し
.
橿
字
や
来
-
n
e
は
じ
め
.
宜
化
的
多
〈
金

大
畠
置
か
ら
鎗
入
し
て
き
た
箇
本
で
は
.
-
明
抽
中
園
会
る
で

は
.
む
し
ろ
・
遍
で
灘
た
り
闘
の
こ
k
で
あ
令
た
一と
思

わ
れ
る
・
ま
し
て
や
.
・
-
F
宥
司
・
舎
陪
.
ゆ
歯
位
.

い
b
ば
帽
医
師
団
に
あ
た
'
・
-
闘
に
街
し
て
畳
聞
書

陣
ど
こ
ろ
か
‘
畳
-唖
由
主
&
宮
崎
向
。
て
揖
L
て
J
R
陪
ず

で
ゐ
る
.

瞳
留
が
惜
し
た
即
時

-
丸
O
ニ
e
.
u
珊
岨
・
の
A

U
F
睡
で
あ
る
.
目
繍
軍
令
に
.
帽
し
た
曹
.
@
圃
h
T
蝿

・
w
h
掛
川
ず
る
築
制
書
睡
が
次
・
"
に
圃
咽
属
し
て
い
〈
崎
代

に
あ
今
て
.
咽
陣
か
ら
運
行
占
抗
て
@
た
尭
・
に
開
'

e
陣
。
て
い
た
E
ω
.
ま
た
入
園
置
値
畠
y
p
g
聞
宜
か

ら
政
情
土
師
附
置
@
量
げ
て
い
止
&
u
b
札
る
量
纏
が
.

そ
れ
命
ど
う
置
え
て
い
た
釦
.
ど
骨
よ
う
に
そ
骨
帽
闘

に
は
A
V
た
か
.
掴
り
た
い
k
こ
ろ
で
あ
る
が
.
今
ま
で

日
ぷ
の
敏
樹
阿
や
低
金
会
見
曜
し
.
積
め
て
い
く
う
え

で
‘
江
戸
時
代
の
広
畠
か
ら
学
ベ
る
も
の
は
酷
し
て
少

な
〈
必
い
k
E
わ
れ
る
・

注内
主
連
行
の
聞
に
は
.
刷
本
に
轟
札
て
き
て
世
に
立
つ

何
ら
か
の
特
筏
筏
帽
を
持
つ
人
々
が
軍
制
さ
れ
て

適
持
S
れ
た
と
い
わ
品
て
い
る
.

卸
値相
応
連
行
さ
れ

て
き
た
人
民
は
、
学
三
平
【
陶
工
て
揖
冷
酷
【
儲
争

奪
匂
ら
が
い
た
よ
う
で
あ
る
.

揖
畠
m
t
よ
る
適
行
を
テ
lov
と
し
た
N
H
u
n
-

岨
の
取
併
に
同
行
し
た
、
棋
給
総
時
千
島
揖
ひ
か

る
吐
{
明
抽
学
院
太
常
・
肉
筆
膏
の
ゼ
ミ
向
学
金
-
に

よ
れ
ば
‘
瞳
甘
さ
れ
た
蝿
織
は
.
-
明
陣
帯
晶
画
餌
、

釜
山
町
商
方
位
位
置
す
る
曹
州
輔
の
近
辺
&
い
う
'
相

と
で
あ
る
.

'
S
九
州
大
乍
文
化
史
研
究
穏
に
・
用
水
制
円
に
関
守
る

ゆ
白
文
書
が
鍬
多
〈
怪
曹
さ
れ
て
い
ゐ
.

主
@
み
F
由
-
丈
ぷ
下
=
聖
目
、

輔
島
鹿
島
梅
町
民
席

醒
陣
駄
泳
躍
の
宮
.
m
で
ぶ
下
車
に
貴
子
拡
出
t
.
置

科
酬
と
な
り
‘
"
務
官
壁
材
る
と
は
&
富
司
て
て
且
司
令

た
h
k
い
b
れ
た
ほ
ど
の
a
陶
磁
で
め
り
.
a
p
.
人

師
免
置
金
融
h

e
-
-
u.
"
し
い
車
置
か
ら
は
代
金

e
t
ら
必
い
ば
か
り
か
、
代
園
周
ι
寄
与
A
於
と
い
ね
れ

て
い
る
.

Z
句

Z
骨
-
z
r
-
2
W
2
A
=
0
・
由
八
九
八
g
v

は
.
す
ラ
ン
グ
・
ザ
イ
ス
令
市
出
身
‘
士
エ
車
両
岬

に
来
園
に
檀
9
.

-
A
五
九
隼
‘
血
旅
田
広
ラ
ン
グ
昌

弘
回
世
卦
か
ら
置
敏
酬
と
し
て
"
本
に
同
車
さ
れ

う
会
樟
4
P
で
あ
る
梓
学
中
心
白
金
-
e
宵
で
"
M
.
E
・

阿
曽
得
が
主
な
a
的
k
h
悟
り
.
人
罰
性
骨
量
置
の
喧
復

位
失
わ
れ
て
い
A
7
た
.
そ
札
陪
.
ま
島
工
薗
と
い
う
身

分
割
置
が
援
聴
さ
れ
‘
『
圏
直
司
自
由
』
必
炉
実
現
し
た
重

代
世
会
に
お
い
て
.
あ
る
恒
産
は
必
重
な
・
匂
と
で
あ
A
7

た
ろ
う
・
し
か
し
.
そ
肉
見
亀
，
と
し
て
、
樟
W
H
.
人
同
a
e

a
E
m
'
四
割
し
.
さ
傘
ざ
ま
e
・
置
に
E
置
lu
て
い
く
量

制
置
別
融
量
を
強
め
.
そ
町
な
か
で
.
崎
&
官
学
ぶ
か
で

な
〈
、
遭
学
や
氏
瞳
.
さ
ら
に
位
争
鹿
取
得
自
修
e
a

耐
と
す
る
よ
う
必
ヤ
習
が
e
蝿
す
る
よ
う
に
な
A
V
た
.

砺
究
者
に
し
て
一
も
、
a
-
・
聞
a
e
-
-
で
明
ら
か
に
な
A
V

た
‘
原
予
カ
柑
に
象
置
さ
此
る
ふ
う
に
.
a
"
a
-
-

舎
の
*
L
.
植
カ
に
通
告
す
る
よ
う
a
m
'
R-"
が
聖
a・

す
る
よ
う
に
々
。
た
黛
週
間
"
が
-
x
b
h
た
ば
か
，

か
、
崎
情
舟
危
め
に
惨
ぷ
町
か
「
司
掴
河
町
史
民
"
に
a
-
R
す

る
の
か
』
が
周
b
れ
る
・
金
、
み
る
い
ほ
・
ら
周
う
薗

・
4
0
曹
績
に
遭
い
.

私
B
b
g
そ
の
歳
定
植
代
に
曹
係
書
信
る
ζ
止
措
.
い

う
ま
で
も
な
〈
不
可
岨
で
あ
る
が
.
息
島
町
向
。
て
い

た
『
人
間
位
陣
鵬
両
岨
竃
』
や
求
嘩
鴫
槍
e
R
h
π
・
h
e

り
贋
し
て
い
〈
こ
と
は
.
曹
司
・
で
あ
る
し
.
-
a
t
重
曹

で
は
あ
る
・
よ
い
か
・
言

長

三
洲
『
櫨
閣
議

後

日

記
』

に

つ

い

て

川
温
経
大

{
ニ
松
学
舎
大
学
非
常
勤
舗
筒
)

現
在
.
俗
本
a
a
市
=
八
三
八
s
-
九
二
世
C
の
旧

憲
-
-
-
e
所
属
す
る
石
川
県
白
山
機
宣
伝
任
問
・
・
園
自

-
-
z
・
巳
は
.
z
，
.
僚
目
配
』
(
以
下
.
本
自
民
と
呼

骨
骨
}
と
・
さ
れ
た
a
E
が
所
属
喜
れ
て
い
る
.
本
u
E

拙
‘
明
抽
玉
網
干
=
八
七
二
》
茸
a
か
ら
同
年
十
二
月

二
信
ま
で
の
一
匁
聞
に
直
勺
て
・
"
か
札
て
担
。
、
褒
輯

に
は
.
『
富
山
縄
増
刷
兵
働
嘗
・

0
・
Z
圃
/
明
治
-
A

U
守
正
申
/
阻
m
H
問
。
"
配
』
止
め
り
.
市
中
表
輯
に
は
.

『・
・
織
B
配

信

明

抽

E
等
号
e
E
刈
h

k
書
か
れ

て
い
る
.

鍋
盤
・
慢
と
は
量
三
酬

ご
八
三
-
4
3
7
ハ
九
E
V
時

.. 停
で
あ
る
・
瞳
索
、
-
R
2
4
酬
の
自
E
は
明
地
穴
.
，
k

・
か
品
た
『
明
抽
穴
細
帯
主
棉
大
畠
掌
区
揖
m
u
a
A爾

園
間
日
記
》
』
が
知
ら
れ
て
M
り
‘
既
に
線
開
も
伝
畠
れ
て

い
る
が
t
w
-
伺
配
は
.
現
在
の
と
ζ
ろ
白
m
z
E
以

外
で
は
所
鼠
が
砲
鶴
喜
品
て
い
必
い
.

『
酉
宙
開
n
R
』
は
捗
帖
は
鉛
箪
で
小
喜
々
竿
で
・
か

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
.
移
隠
毘
は
揖
制
緩
の
量
子
比
毛

.. で
・
・
か
れ
て
い
る
.
そ
の
た
め
、
阿
宥
舟
筆
植
は
大

t
.
a
e
・
で
は
努
奮
し
や
す
い
よ
う
司
フ
ル
ベ
フ
今
」

と
名
乗
り
.
-
事
在
に
董
る
ま
で
こ
の
よ
う
に
袋
包
さ

れ
て
い
る
・

明
拍
鎗
，
.
岡
町
包
本
で
且
E
g
障
と
し
て
居
画
す

る
与
と
が
で
き
h
怖
か
今
た
た
め
.
し
ば
ら
く
は
a
E

で
重
量
な
ど
を
象
え
生
野
を
宜
て
て
い
た
が
‘
や
が

て
事
府
が
量
暗
に
つ
〈
今
た
星
崎
実
睡
桂
曹

F
の
英

E
E
輔
に
H
H
掴
さ
h
.
そ
の
量
、
一
a
A
e
n
A
年
か
ら

量
遺
留
で
敏
曹
を
と
。
た
.
設
志
蝿
・
主
に
よ
る
明

抽
掌
健
の
割
霞
k
a
骨
た
A
V
て
位
、
制
措
曹
の
へ
ボ
ン

え
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
表
置
の
鍾
-
R
者
v
に
次
ぐ
功

労
脅
と
畠
h
.
-
A
A
六
年
明
暗
字
車
電
・
・.
-
A

A
ヒ
隼
明
抽
象
障
碍
零
薗
象
曹
に
食
堂
し
て
い
る
.

2
E
前
骨
量
SB
陪
.
植
内
ζ

軍
抽

小
暗
-
E
・

時
三
つ
骨
主
-
-
e
情
。
て
い
た
.

2
・
-
-
a
幽
需
は
、
明
暗
躍
橿
明
暗
骨
蝿
・
S
幡
町
方
針
金

薗
慣
に
鴻
〈
う
え
で
a
u
買
依
し
た
司
直
車
町
-
s
z
-

と
し
て
.
a
g
a
-
圃
a
n
抽
'
"
が
r
u
r
'
e
代
表
す
る

樟
玄
金
三
人
殺
げ
て
日
し
い
』
k
・
ね
ら
れ
て
算
。

先
に
あ
げ
6
H
E
.
-
w
土
K
L
て
掴
ら
h
H
て
い
た

1.

鹿
島
市
で
は
.
-
嘱
O
a
u
・
閉
血
同
か
ら
2
a
帽
【
a
吻
よ

〈
H
V
ん
-
餓
』
と
岬
ば
札
τ
-
b
れ
て
い
る

Z
下
H
圃
人
『
・
』
骨
入
金
処
よ
と
図
面
R
・
圃
-
eAq創
.

-
九
九
=
-
z

'
S
劉
侠
ほ
.
n
ふ
骨
め
草
す
4
・
e
"岨咽ι
主
置
の
園
・
.

『
週
祖
師
団
-
t
a
-
唱
し
て
い
る
.

F
Z
た
だ
し
.
g
'
暗
鬼
"
は
.
事
〈
舟
保
守
-
a
地
曹

が
‘
え
て
い
る
鴫
週
-
--

w
町
檀
居
"
と
は
畑
・

9ι

々
い
.
ぞ
れ
ど
ζ
る
か
.
む
し
ろ
E
E
m
で
あ
る
-

k
い
う
の
n
.
m-
・
・
・
・
岡
町
慣
信
』
が
司
銅
車
・

札
-
e
人
贋
に
量
覧
-
e
e
る
こ
と
h
Z
協
会
の
た
め

-C〈・
"
な
A
7
て
お
り
、
主
園
町
直
筆
か
ど
う
か
陪
不
明

で
あ
る
が
、
本
文
雄
栂
・
で
・
か
h
s
"
が
鈴
抽
一
帽
寂

し
て
い
る
の
で
.
袋
三
嵩
む
し
〈
位
割
入
が
の
ら
に
筆

写
し
た
も
の
で
ゐ
る
k
E
b
品
る
・

さ
ら
に
.
ぷ
a
a
n
『
西
南
a
E
h
&
軒
蝿
に
‘
父

幽
膏
M
R
A
-
A
O
九
S
一
A
A
玉
v
e
『
草
書
竺
怠
車
2

A
玉
-
-h
s
-
八
八
三
-
e
-
田
陣
-
m
』
.
肱
・
予
A
-
A

目
e
n
s
-
九
-
一
-
e
『
-
w
蜂
』
.
量
女
揖
予
三
八
六

九
s
-
九
三
四
】
を
『
揖
児
』
ま
た
陪
句
阿
曽
』
.
書
量

子
2
・
A
冒
九

E
一
九
三
一
三
》
&
『
量
掴
克
』
k
g
a
E
L

て
お
'
・
包
追
さ
れ
る
向
g
b
.
，

a
E
に
E・
喜一札

た
内
申
鳴
と
士
震
ず
る
の
で
、
量
三
園
時
日
記
で
あ
る
と

見
て
周
車
い
々
い
.

内
線
&
冒
し
〈
見
て
い
〈
と
.
宜
-
e・
に
出
仕
し
.

z
.
，
4
h
*
・
&
骨
b
k
で
聞
置
骨
野
村
寓
介
・
問
幽

附

a
a
t
貧

・
・
・
・
ら
と
と
も
に
写
輔
の
蝿
曹
に
揖

b
A
7
て
い
る
・
7
r
ゃ
.
鱒
障
に
"
す
る
E
壇
‘
耳
鳴
外

や
-
m
陣
h
ゆ
ど
車
庫
骨
晶田
両
U
E
u
p
適
d

司
ら
抗
て
い
る
.

E
・
す
る
人
名
b
、
内
-
e
M
巴
の
.
a
-
-
e
に
a
m
a

す
る
写
寓
工
員
，
に
移
a
v
t
人
骨
や
.
玉
川
崎
仕
・・・

怠
時
祉
の
栓
員
昨
日
か
.
広
-
-
内
H
-
a
掴
体
外
-
m

帽
竃
事
な
ど
の
a
E
宜
園
調
蝿
宥
骨
翁
・
闘
が
多
〈
且
ら
れ

る
.
と
〈
に
虜
家
蝿
に
員
三
園
&
置
。
立
教
-
m
嶋
円
・

に
人
聞
が
あ
る
こ
と
旬
舎
め
ざ
し
て
い
る
の
巳
対
し
‘

筆
者
時
畿
会
は
‘
『
人
聞
の
た
め
に
社
会
が
あ
る
こ

k
蜘
を
め
ざ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
・

デ
ン
マ
ー
ク
町
教
育
は
、
各
人
が
自
己
の
層
圏
桂
・
夕
、

a
-
e
.
闇
花
8
ぜ
て
い
〈
こ
と
に
主
眼
&
お
い
て
い

る
.
金
実
a
b
、
ど
ζ
を
$
費
し
た
か
で
な
〈
.
向
を

学
ん
だ
か
金
量
揖
し
て
援
渇
す
る
.
仕
夢
が
自
分
を

虚
長
さ
せ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
、
時
め
て
踊
た
な

仕
専
を
憶
す
.
圃
轟
割
檀
を
畳
け
な
が
ら
自
分
に
合

A
V
た
仕
専
が
見
つ
か
る
ま
で
‘
三
年
聞
は
生
活
が
保

障
さ
れ
る
・
『
フ
レ
キ
シ
・
デ
キ
ラ
リ
テ
イ
【
フ
レ
キ
シ

ピ
リ
テ
ィ
と
を
や
a
リ
テ
ィ
の
合
成
遣
揮
ご
と
呼
ば

れ
る
‘

ζ
の
m
a
置
輔
置
と
あ
い
ま
。
て
‘
デ
ン
マ

ー
ク
の
敏
吉
岡
は
.
世
舎
の
た
め
に
人
簡
が
あ
る
の
で

必
〈
、
人
間
の
た
め
に
住
金
が
あ
る
よ
う
な
銑
舎
を

割
り
.
ま
た
そ
札
令
宜
え
て
い
る
.

-
者
の
い
う
『
*
過
馳
も
玄
え
.
a
w
人
が
自
己
の

個
性
を
園
e
.
開
花
8
ぜ
て
い
〈
ζ
と
&
意
味
し
て

い
る
.

過
民
・
本
摘
に
お
凶
り
る
谷
口
瞳
闘
に
つ
い
て
の
記
遺
品

捕
川
島
『
軒
n
雌
開
』
A
九
九
三
年
》
に
書
〈
a
e
・
"
。

て
い
る
・
二
円
a
-
e
緬
滑
り
て
.絹
川
氏
に
廊
聞
し
た
い
.

4
た
.
薗
川
島
『
谷
口
礎
帥
』
の
λ
ゅ
に
閉
し
て
同
.

帽
川
島
氏
2
z
・
S
E
，
a
・後
温
z
g
》
H
h
聞
い
A
w
b
せ
を

制
覇
い
L
た
い
.

軒
太
田
績
予
は
蝿
覇
世
上
京
し
‘
市
島
7
谷
組
桐
原
町
歯

車
娠
に
ゐ
。
た
量
三
欄
障
の
東
闘
に
引
唱
し
て
来
て
お

り
、
両
者
の
図
面
は
非
鎗
に
担
穫
で
あ
A
7
t
.
こ
の
隼

町
家
に
量
こ
っ
た
山
揖
量
和
助
・
件
に
つ
い
て
も
、
品
候

“
n
毎
朝
大
障
か
ら
陣
掴
を
聞
い
て
い
る
2
こ
の
ほ
か
-

E
本
a
軍
小
栗
布
揖

・
小幅寓
摘
醤
慣
ら
厳
宜
園
関
係

町
東
本
困
層
守
備
歯
伺
ほ
か
.
大
副
院
然
島
地
閉
園

-

a
w
飢
脳
連
植
a
r
E
州
出
身
町
西
本
刷
局
守
備
臨
時
名
曲
も

置
々
見
え
る
.

な
お
.
ゆ
み
R
E
の
寄
掴
官
時
帰
属
庸
兵
衛
や
、
本
自

民
が
8
・
曹
の
事
軒
に
置
。
た
艦
縄
民
つ
い
て
は
金
〈
不

明
で
あ
る
が
、

ζ
ζ
で
白
血
思
と
員
三
酬
と
の
関
係
に
つ

い
て
腫
れ
て
却
舎
た
い
.

0
・
・
は
掴
置
訟
怯
・
ぶ
曹
ゆ
【
府
本
帽
。
・
寓
帝
大

谷・
5
・
m
ニ
'
R
像
作
揖
で
め
る
が
、
事
朱
五
年
七

八
E
o
v
.
寓
畠
に
出
て
宵
鳳
掛
蝿
に
'
台
、
出
岬
留
再
開
蝿

や
広
瀬
級
事
的
円
入
で
も
あ
る
例
検
事
に
輔
園
会
常
ん

だ
と
事
れ
る
t
書
公
亙
悠
2
A
Z
-
-
》
に
.
自
-

陪
人
置
の
E
a
咽
凪
世
町
内
に
入
品
.
こ
ζ
で
割
石
依
-

m
敏
錨
L
g
は
じ
め
と
す
る
成
由
民
幽

・
凪
居
門
下
車
た
ら

に
出
a
，
。
て
お
り
・
・
a
〈
と
む
由
民
放
ニ
修
二
八
軍

E
V
三
月
に
ほ
量
一
ユ
聞
と
も
会
っ
て
い
る
・
が
.
岡
修

'
二
月
に
E
R
兄
が
寂
し
た
た
め
理
学
よ
り
帰
陣
し
て
い



二
四

A
w
-
-
-
骨
役
、
自
制
は
州
ぴ
庫
板
M
h
週
令
L
.
-
M障

・
で
策
隼
e
a
め
る
明
ら
.
引
き
つ
づ
き
岨
罷
に
掌
ん

で
い
る
.
a
m
骨
院
『
唖
醤
輯
』

・
巳
は
、
方
圏
-一元
年

土
A
六
O
》
隼
ニ
R
由
M
m
E
朱
批
が
鎮
与
抗
て
拍
9
.

司
令
・
奪
回
絶
建
翁
酷
華
民
席
上
院
領
主
人
瞳
真
少

-K-

e
ロ
ロ
波
及
で
『
須
車
軸
担
荘
翁
鐸
』

・
z
'
a
'
商
圏

在
先
生
跡
輔
珂
村
ゆ
向
上
瞬
間
-
e
眠
韓
す
る
.

こ
の
よ
う
に
、
白
・
陪
成
宜
園
田
出
身
者
で
は
な
い
も

の
の
.
ス
娠
の
姐
明
荘
畳
で
常
ん
で
お
り
、
a
R
三
酬
と
嗣

巳
〈
a
-
R
園
高
畿
の
人
物
で
あ
る
と
い
え
る
.

，
、
再
検
.
u
a
・
拍
車
内
附
a
m
k
し
て
富
山
帽
。
腐
6
v
，

惨
・
'
L
λ
L
a
-
-
仲
《
欄
I
m
-
-
踊
れ
}
に
徳
島
危
ず

る
.
明
治
同
組
宇
角
八
七
乙
V
K
京
.
成
宜
鴫
比
身

時
耳
-
m幡
.

J

中a帯
情
a
，
珊
・
小
a
司
令
e
m
比
例
や
樹
齢
$
圃

必
守
府
大
酬
鉄
蹄
ら
と
と
b
ι
端
名
俊
置
哩
由
&
押
い
、

ヨ
"
・
舗
で
あ
勿
た
大
園
田
重
傷
に
掛
き
鎌
崎
吋
て
.
韓
議

時
一
向
掃
に
か
b
っ
て
浄
土
実
際
骨
名
勝
を
檀
鯛
ず
る

こ
と
に
成
功
L
た
，
軍
制
措
五
M
弔
問
舟
に
は
世
嗣
省
に

出
と
し
.
河
年
九
月
か
ら
翌
朝
抽
穴
e
z
A
位
三
}

七
月
玄
で
寝
間
主
A
大
草
先
位
可
申
控
-
m
'
w
も
ら
と
と

む
に
象
g
g
術
後
織
の
た
め
融
酬
は
縫
い
て
い
。
.

一
方
.
量
三
割
M
M
鷹
市
採
用
に
長
州
で
釘
兵
臨
時
中
露

畳
h
y
.
明
倫
圃
帥
輔
な
Y
金
保
ほ
し
た
.
明
抽
u
-
零
士

は
量
世
脚
聖
8
・
・
が
酷
閣
し
‘
各
方
面
は
紹
介
韓
合
求
め

て
い
る
置
述
が
あ
る
e

s
e
 

a
-
駒
栄
本
植
.
去
、
時
帯
百
洋
各
国
.
乞
余
曲
w
-

a
紹
介
在
a側外
知
E.
賢
雨
鼻
咽
黒
岡
乃
島
W
与
晶
則

弥
二
陣

・
幅
凶
岬
健
相
・
-w聞
健
介

・
措
m
e
-
-
陣
・

，z. 
L
か
し
.
民
.
4
酬
U
A
術
的
伸
引
h
l
つ
い
て
且
陣
捕

@
企
〈
畑
a
9
6
れ
て
何
ら
ザ
.
L
F
角
二
目
的
目
配
に
且

U
T
骨
ょ
う
比
記
L
て
い
晶
.

鶴
自
寧
立
揮
持
、
不
鋼
需
官
際
.
金
係
渇
t
a
m
寝
台
.

園
。
圭
み
世
持
品
v
.
A
m
本
佃
曽
R
8
・
爾
.
臨
典
値
幅
家

融
処
持
主
不
止
高
行
後
徳
間
.
宮
崎
命
事
理
主
週

臭
事
帯
.

そ
時
世
.
明
拍
・
ハ
年
『
一
A
七
三
官
に
ほ
傘
"
置
田

町
た
め
扇
商
品
剖
援
す
る
必
E
，
ふ
の
睡
眠
時
員
三
d
f

時
黛
宜
圃
掴
M
w
e
町
中
で
冒
固
と
し
て
語
隠
し
た
時
闘

で
あ
A
v
t
i
-
悼
の
よ
う
に
官
界
で
措
帽
し
て
い
P
袋
三

園
血
管
玉
川
崎
仕
向
間
人
が
帽
る
二
開
k
し
て
.
明
働
団
z
z

匂
-
-
m
に
袋
三
酬
が
は
・
u
別
刷
ゃ
に
当
叫
.
理
暗
中
の
縄

人
七
O
V
に
同
士
車
し
i
A世
暢
岡
崎
大
史
tL
て
嗣
a
a聞

に
λ
9
.
民
蝉
舗
単
伺
知
己
を
鍋
w
a
》
・
同
等
.
『
a
m
m
・

-
』
含
量
日
咽
う
て
鹿
鶏
置
網
"
に
w
w
与
す
る
と
二
ろ
が

あ
'
・
以
量
且
請
な
関
係
に
あ
。
た
と
見
ら
れ
る
.
大

学
少
会
録
制
贋
a
司
出
仕
主
な
。
t
E
王
制
時
同
僚
明
月
.

小
-
-
-
g
旋
量
と
と
も
に
清
国
止
の
量
酌
暗
暗
質
強
W
に
あ

た
る
伊
喧
指
輔

・
陣
原
前
先
日
泊
計
し
t
持
0
.
a
m
国

後
、
M
，
置
さ
れ
た
文
種
苗
に
六
縛
刷
位
し
た
・
両
者
が

笥
車
で
再
圃
サ
る
骨
同
輯
鱒
極
的
明
柚
円
q
A
-
A
乞

=
a
D
L
〈
陪
玉
笥
品
九
七
二
V
で
あ
る
.

"
し
も
哨
給
開
州
中
角
八
七
w
に
ほ
-
m
豆
酬
の
O
A

i
‘
 

畳
.
外
ら
に
よ
今
て
標
軸
開
時
百
川
崎
怯
が
柚
曜
在

抗
台
・
一
れ
は
制
R
k
a
m
w
阿
国
出
身
併
で
輔
雄
容
れ
て
M

o
u
-
-
a
u
，
e
た
こ
れ
に
・
摘
す
る
こ
と
と
U
A
V
た
.

a
・
は
二
時
‘
袋
三
併
が
悼
長
命
つ
k
a
町
た
圃
岨
F
岬

陣
後
.
書
庫
時
紘
v
b
・
-
m
L
て
い
る
.

広
に
.
宮
e
g
包
含
む
と
に
‘
明
抽
A
e
ご
八
七
ニ
-

S
暗
骨
轟
三
酬
の
勘
舎
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
.

二
月
瓦
自
に
桂
文
餌
少
畠
に
怪
ぜ
ら
れ
.. 
『
学
割
五

省
-
e
起
草
し
て
い
る
‘
二
月
か
ら
五
月
に
か
付
て
は

司令
A
陣
省
学
園
厚
実
』
ι
g
a
m
-
-
L
・
四
月
十
宜
日
に
は

正
次
也
に
恒
ぜ
ら
れ

A
-
開
ト
丸
"
に
位
置
内
事
陣
俣

t
z
a
e
て
い
る

s
t
急
n
に
は
依
埴
内
に
E
3.酬
盟
主

aH，
 .
.
 時
出
品
u
e
画
き
か
り
て
い
る
.
、
と
世
凶
田
植
崎
鎗

'a
a
轟
&
草
川
崎
祉
の
人
々
‘
=
・
で
.
盛
三
間
よ
り
U

S
軒
家
a
m
骨
奮

.2・e用い
て
す
で
に
m
d
た
が
.
本

S
E
t
-
趣
向
寝
瞳
に
縄
畢
ず
る
記
述
が
あ
る
.
u
下
、

.

.

 
と
B
E
を
旬
開
い
て
鍵
が
仕
官
す
る
ー
で
の
島
健
に

つ
い
て
首
円
直
属
】
た
い
.

k-"芭
に
よ
る
k
.
聞
か
エ
月
1
日
に

喝同
町
生
w
m

e
R
e-
-
葺
婦
a
圃
草
子
依
樺
倣
a
.
k
ゐ
9.
官
L
T

-
自
に
2
4
帽
は

π雌
"
に
以
下
の
よ
う
俗
書
総
合
活
a
v
て

い
る
・

【
薗
曙
】
・
m
a
咽
a
k
置
構
園
生
-
畢
.
同
開
脚
処

舟
援
凪
下
僕
暗
.
取
術
後
叩
聞
後
下
構
ハ
ユ
竃
w

-
α
-
m
.
明
人
も
久
衛
‘
省
、
輔
布
告写
色
鴨
島
眠
、

R
圃
留
置
‘
飯
島
符
山
市
悩
倹
g
s
抑
眼
健
、
揖
様
車

議
V
E
Sa
吟

お

T.輔
官
、

三
丹
十
-

aa 
-
司
・
岡
入
a
R
-
F
悼
、
冊
か
働
眠
障
Z
融
有
z
e
ハ
、

第
樟
包
吉
岡
可
鞍
下
時

江
層
圏
蝿
員
暗
亀
骨
量
書

。
ま
り
.
-aeニ欄一
U
4
t
時
&
院
耐
揖
量
で
あ
勺
た
伍

・
・
に
蝿
の
a
R
出
佐
&
打
障
し
で
M
'
・
楓
か
ら
量

の
耐
震
置
路
a
a
uF
壇
。
さ
れ
P
S
1
A
R
-
-
四
位
は

学
園
u
p
-
-
唱
さ
れ
・
2
L
7
A
ニ
8
ι
同
学
耳
出
蝿
が
あ

，
.
同
+
こ
a
に
桔
文
相
犬
車
a
‘
.
に
低
憎
ら
h
.
間

"
+
七
回
に
は
敏
轟
大
星
を
薫
ね
て
い
る
‘
.. 

二
の
よ
う
に
.
明
抽
玉
M
阜
の
長
三
樹
は
.
文
郎
官
僚

と
し
て
学
闘
の
輔
竜
江
多
忙
径
一
$
で
あ
勺
た
.

a
g
に
属
す
る
程
遠
と
し
て
.
本
田
記
に
は
二
月
二。。

ι
・
ヒ
8
に
『
面
倒
僧
俗
画
幅
川
崎
臨
』
と
、
盟
回
に
は
『
備
陣

曾
家
主
.
画
』
を
め
る
.
事
ら
に
.
3
一
n
L
+
三
日
『
天

分
風
骨
・
冒
薬
師
.
e
喧
戸
依
入
備
陣
大
冊
.
余
柚
圃

久
.
曲
u
.
h
n
g
業
宵
・
咽
a
m
e
b
b
躍
。
F
E
可
"
と
.

E
n
k
u
Z
蝿
車
申
繋
軌
可
車
問
韓
太
郎
火
分
県

u
F
a
-
-
楓
-
m
.
.
 ‘骨
量
圃
M
W
瞳
町
、
-
t
b
り
.
骨
頂
-

e
・
岳
民
-
m
dF
量
Z
一
酬
を
勤
剛
L
て
い
る
記
述
が
あ
晶
.

『
禽
晶
・
闘
関
さ
ー
に
よ
号
k
e
Z
同
三
月
に
k
a

L
て
い
る
の
で
‘
k
京
喰
間
b
a
く
員
e
H
回
附
し
て
い

る・

e
c
 

こ
柿
色
.
目
月
二
健
一
個
白
銀
務
梅
田
舟
晦
日
サ

‘，. 

玉
虫
暗
家
省
桂
a
・
車
掌
a
v
相
同
肱
東
組
閣
外
久
盲
除

匝
J
k
.
4
h
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・
・
.
喧
万
e
a
M
明
化
禽
!
鰍
抽
虫
凶
阪
会
白
鳴
ら

v，h・

寺
割
問
極
的
方
々
に
u
.
官
軒
両
崎
賢
・
-
e
a
w
に
ご

命
昆
安
椙
'
・
6
L
た
.
憎
ゆ
〈
御
礼
似
し
L
げ
s
e
w
-

-
桝
毘
】
本
摘
は
a
e
令
嗣
師
"
倉
・
刈咽予
間切符
曹

司
北
九
酬
の
庫
採
令
制
止
し
止
仏
靴
近
内
胞
に
圃
帽
す
る

轟
轟
的
自
明
究
』
《
基
盤
研
究
《
C
て
率
低
=
+
B
5
ニ

+
六
年
度
‘
文
化
学
、
眠
m
a
a
'
2
4
6
1
7
0
1
8、

輔
膏
性
表
者
"
川
撞
歯
犬
}
に
よ
る
む
の
で
あ
る
.

市
直
瀬
旭
避
と
僧
月
性

西
江
鎗
史
郎

(
闘

士
舘
大
学
}

a--
'
a
帽
凪
革
円
F
か
ら
は
書
〈
町
線
軍
軍
が
・
出
L
て

い
る
.
-
井
車
局
、
行
絶
唱
は
‘
宵
-m・開通問
‘
-
m
呈
桝
.

僧
淘
健
拘
聞
儀
費
。
民
u
m
H
、
‘
谷
省
，
v
.
嗣
V
1
・
m
.

晶
崎
持
民
.
後
凶
作
園
山
.
喝
a
N
.
問
健
打
直
入
h
wど

で
め
る
.

司
令
は
宜
化
同
二
八
む
ザ
与
‘
幽
開
明
国
K
・

"
-
m
崎
骨
帥
向
。
民
世
誕
札
た
・

1
は
.
d
R
・
.
a
栂
陪

-
-
k
e
m
楓
茸
に
純
揖
.
測
障
が
い
る
.
周
周
m
U
円
・

九
代
住
睡
で
‘
月
伶
n
そ
の
担
予
と
な
り
同
考
+
代
住

-
e
闘
ぐ
.
-
田
畑
明
、
剤
師
"
・
A
性
企
む
に
'
壇
凶
咽
荘
と

目
躍
い
か
か
わ
り
&
む
つ
・

m
-甥阻
E
E
王
与
に
静
岡
等
比
生
ま
れ
.
文
化
=
a
E

+
三
・
で
策
曹
の
亀
弁
昭
島
に
入
門
し
た
・
畠
に
陪
信

震
時
代
白
書
編
俊
恵
が
い
た
.
岨
同
種
は
文
化
九
修
二
o

a
相
時
.
大
臣
民符先
寺
町
量
踊
の
倹
予
と
な
今
た
.

提
M
h
e
は
A
耳
過
の
圃
・
耐
実
醐
の
軸
'
a
h
h
近
か
っ
た

W
E
懐
中
骨
月
健
同
こ
こ
に
輯
恒
し
た
.
-
略
国
間
島
-
4
n

性
町
'
e
E
m
a
土
舗
が
捕
ま
り
.
且
尻
島
、
W
u
-
-
-
-
の

沼
崎
両
・
開
a
に
b
q
A
v
h

・
・
"
は
茸
碓
4
伺アユ
H
6
u
+
=
倫
傾
向
崎
量
級
自
司

再
度
綱
決
怠
骨
威
宜
留
に
入
門
し
た
.
権
学
中
世
揖
議

が
-
E
圃
=
輔
.
罫
証
明
学
h
L
C
酔
L
健
有
企
と
も
に

宮
司
〈
曹
彊
し
て
い
る
.
周
蝿
位
自
分
が
峻
宜
置
で
お
に

学
ん
だ
哩
雁
縄
E
e
且
倹
の
畢
却
の
師
と
し
て
遭
0
.

量
圃
拘
置
窓
時
下
で
争
ぽ
せ
た
.
さ
ら
に
飼
揖
は
自
分

が
韓
民
震
骨
遍
睡
判
的
ト
で
拠
に
事
ん
だ
依
拠
の
不
阜
の
'

t
m
a
n
e
λ
れ
宗
鍵
を
争
ば
令
ゐ
~
.

橿
-
-
g
町
m
a
R
騰
に
M
ゆ
る
刈
性
的
障
費
ほ
王
位

z
w
h
v
b
五
等
閣
に
捻
ん
w
-
-
そ
の
揖
1
X
此
憎
む
写
に

u

*
・酬
の
軍
第
晴
山
に
入
門
し
晶
、

A--v 

e・軒
uv水
野
島凶岡
敏
曜
の
下
で
.
ぞ
札
a
で
の
個
個

-
m
-
m
a
v
』
・
慣
し
た
二
企
が
.
S
A
師
四
朗
帯
損
爽
融
醤
骨
骨

刈
世
に
や
む
に
や
よ
品
ぬ
a
m
p
の
抗
意
L
g
e
せ
た
.

m
警
は
大
M
畿
で
は
愛
党
守
k
m
し
て
.
暗
崎
小
竹
見

入
門
L
た
，
小
竹
位
二
の
時
領
山
陽
な
さ
他
恨
の
寓
躯
宜

-a
骨
頂
ぶ

γ
い
え
.
岡
下
に
阻
W
Z
掴
実
的
個
三
樹
三

車、

膏
a
'
自
慢
ら
が
M
O
g.
周
辺
に
は
腐
識
障
荏
‘
揖

揮
官
降
、
藤
沢
東
曜
、
野
箇
幅
縮
、
E
例
白
布
ら
が
い

た
.
こ
b
・
9
の
守
者
同
外
国
事
情
に
柑
過
し
た
鷹
市
河
瞳

・
"
で
ゐ
令
pw--
舟
惜
は
剖
s
a
"
に
丹
凶
事
情
民
A
V
い
で
岨

瞳し・r』
E

弘
信
-
一
-
・
九
-
n
.
膏
掴
岨
竃
は
K
H
で
町
晴
勧
@
断

章
し
.
A
後
r
帽
m
L作

O
H
L
t
王
"
に
は
楠
崎

町
田
量
骨
社
副
珂
に
人
リ
た
綱
劃
で
畠
L
e
・
円
脅
し
止
.

-
m
掴
掴
韮
は
.
江
戸
で
の
Z
人
語
働
時
轄
副
司
時
障

に
慣
す
る
量
衡
の
情
，
と
且
蝿
を
む
っ
て
い
r
t
.

昆
華
日
韓
-
R
笥
堂
、
国
呼
弁
唱
遣
、
世
粛
軍
崎
、
川
念

事
提
‘
翼
伶
W
E
R
-
-
佐
久
間
a
e
山
ら
向
一
一
臨
時
学
膏
連

p
e
E
置
に
よ
今
世
界
情
勢
丹
掴
置
が
揖
か
A
V
た
・
ま

た
適
量
骨
圃
方
侵
略
k
骨
密
慢
な
協
力
関
陣
が
あ
。
t
.

同
会
事
比
企
岨
吾
島
国
た
ら
ま
ら
宜
匝
で
の
人
質
a
e
a

の
企
.
m
睡
眠
旭
暑
の
F
に
λ
門
L
P
z
m
花
時
b
A
a
蝿
.

骨
E
a
・
-
醐
-m
町
e
月
以
k
削
の
弘
他
・
郎
九
刈

丸
S
ぞ
め
9
た

m

u
間
m
e
a
高
』
に
は
.
咽
弘
化
開

.
九
月
-
四
個
ま
で
ι
L
T
回
田
町
川
時
飛
跡
μ
炉
問
画
さ

れ
て
い
る
，

周
健
相
a
m
宜
・
止
の
燭
b
p
u
.
人
保
七

三
八
三

R
V
B苧
t
-
n
一
四
U

ヨ
か
ら
ヒ
制
鋼
管
純
生
と
L
て
級

車
時
下
で
伊
ん
だ
こ
と
-
e
.
弘
化
-
-
-
Z
A
例
大
}
録
時

九
月
九
B
か
ら
の
-
年
困
問
究
草
地
在
島
で
の
修
写
で
あ

A
v
t
.
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創
刊
研
賞
篠
沢
に
つ
い
て

川
拍
車
艦
大
(
二
船
学
舎
大
学
非
常
勤

隣
舗
}

写
且
=
+
四
釘
宇
宙
月
よ
り
‘
日
窓
禁
傷
復
興
会

ep

零
窃
究
費
Z
も
九
州
司
真
串
を
剖
と
し
た
仏
a
重
代
t

に
損
す
る
葺
m哩
的
破
究
』
h
g
成
二
十
E
E
十
置

1
ニ
+
京

写
a
.
宜
化
学
、
基
盤
研
究

c.
信
切
実
鶴
掴
a
-
a
，
2
4

6
2
7
0
1
R
V
が
採
民
一
書
れ
た
・

ふ
研
究
は
、
明
抽
潮
時
仏
級
車
聞
と
り
h
け
a
m
k
-
R

Z
h
以
下
o
wm
宵
本
圃
晶
z
r
よ
る
宙
開
相
暗
島
等
に
a
a

れ
る
対
外
的
問
品
"
と
.
そ
れ
K
畑
出
陣
町
周
備
に
あ
。
ぇ

象
骨
内
線
開
軍
舗
の
綱
同
聞
に
唖

"
し
.
‘
.
.
 
酌
Y

・駅停，aF

・
崎
代
に
m
応
し
幡
町
制
書
札
止
白
原
理
代
屯
骨
-
帽
傘
、

直
〈
宜
他
常
時
見
胞
か
ら
構
え
艇
を
う
k
r
る
む
骨
で

あ
る
.
具
体
的
に
は
.
北
九
州
戸
崎
間
風
・
像
前
-
m
-

量
蝿
園
風
・
大
分
県
内
情
E
-
に
お
け
る
寝
泊
ぷ
・
8
に
‘

輔
と
a
m
H
食
蝿
躍
し
C句
'
t
骨
特
徴
L
C
寧
轟
に
つ
い
て
.

特
に
怠
E
の
極
点
か
ら
勾
曹
を
加
え
る
.

ー
北
九
州
司
寓
宗
が
持
つ
地
理
的
摩
史
的
-
a情

的
な
騎
搬
.

E

E
策

?
w
'
k
漢
学
換
の
腿
m
帽
仁
冒
U
Lた
.
仏
蹟

k
橿
掌
町
問
時
.

圃
-
-
A
総
紙
湖
町
雌
w
m
-
mに
滞
日
し
た
、
仏
縁
唾
代

吃
町
唖
臼
句

m完
aR
u
町
自
娘
婿
回

吋鈴
本
自
m
m
L
C
小
東
布
岳
』

袋
内
品
開
m
Z
偽
倉
学
当
慣
を
虚
実
革
・
2

O
現
地
調

査

A

R

川

晶

・
町
-
a
，
H

+
H
高
山

0
・
舟
積
回
@
究
会

白
ロ
同
月
五
回

・
骨
止
凪
研
究
所

置
軒
飯
合
h
w
u
-
小
国
術
品

情
聴
n
a
E
-

且
帽
帽
曽
“
令
桂
内
情
型
台
刀
併
に
A
V
い
て
打
合
作

跡
事
‘
暗
$
健
開
*
u
Fa

F
開
発
費
“
高
山
押
副
句
令
官
と
何
融
』

八
月
町
鎚
胞
に
お
吋
る
研
究
命
柄
、
は
、
同
他
民
あ
え

A
7
て
，
R
宜
圃
般
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
〈

と
と
a
n
，
h
.
畳
曜
守
よ
り
合
岨
-
e
ご
健
担
膚
い
た
・
草

画
を
締
り
で
障
く
醐
礼
申
し
上
げ
る
次
揮
で
み
る
.

事
雌
-
+
玉
e
a
b引
き
続
き
.
各
分
櫨
傷
者
M
P璽
念
肩

企

・
研
究
会
宙
実
E
L
‘
ま
え
定
期
的
に
辱
究
書
を
園
圃

L
て
偽
情
究
且
果
的
品
開
*
也
を
闘
か
ゆ
.
傍
受
信
動
金
櫨

喧
し
て
い
き
た
い
と
毎
-X
て
い
る
.

-
思
揖
M
.
wゃ
a
十
九
館
干
の
入
金
a
w然
.
g
a
骨
鍾
宥
究

措
晶
曹
に
ご
-
e
u
mLC
ご
協
力
合
い
た
だ
い
て
い
る
周
係
各

也
に
.
こ
同
組
・
&
槽
9
て
感
験
時
置
を
表
す
る
と
と
も

に
.
今
後
冊
目
明
党
指
酌
向
師
匠
な
る
掴
醐
蝿
L
V
蝿
av
r

〈
思
う
.

w
a
閣
外
翁
岨
河
川
勘
が
主
化
型
縄
と
仏
般
近
代
屯
h
h-
m

公
，
た
耳
睡
.

積
究
代
表
者
は
隼
者
、
研
究
A
W
国
官
同
町
a
m
a
R
闘
会

睦
学
.
育
大
学
縫
絵
担
v
・
嵐
山
秀
嗣
(
回
非
常
量
瞳
師
v
・

9
特
車
品
玉
川
犬
繁
品
目
檀
w
の
主
各
.
本
会
的
広
薗
貞

・
・
会
畏
・
百
E
・
史
値
置
土
瞳
大
傘
敏
畳
に
研
究
a
力

者
を
お
圃
軍
い
し

τい
る
・

-
e
u
研
究
全
体
b
u
揖
帽
す
る
K
L
Z
も
に
.
主
に
則
"

に
4
1
ド
て
東
本
薗
令
を
中
心
に
研
究
す
る
.

明
崎
躍
鑑
周
e
M
m
e
-
醐
ゆ
u
e
本
向

-
f小
里
薗
-

ら
暖
貧
困
d
m
統
的
信
刷
会
舟
L
て
.
さ
儲
鍵
島
・

江
a

，
.
，
ら
情
検
問
耳
人
と
の
冊
耐
を
凶柵
輔
し
た
a
だ
が
.

震
・
瞳

《
明
治
決
修
司
働
航
費
》
H
h
よ
る
-
R
a
η
即
決
"
に

よ
A
V
て
.
惜
し
.
催
問
れ
に
大
久
保
何
dL
C
内
問
係
&
岬

壇
場
る
・
大
久
肱
と
し
て
は
国
与
咽
ゆ

1
長

H
鳴
ラ
イ

ン
民
句
抗
す
る
庫
峰
明
か
む
も
e
m
S
H
'
'
k
開
帳
金
陣
つ

.
、
と
阻
荷
量
で
あ
る
た
め
M
副
内
外
各
壇
《
の
お
敏
居

跡
金
警
押
・
も
し
た
の
で
あ
。
た
.
こ
う
し
色
攻
愉
と
瞳

沼
町
揖
蝿
会
主
踊
に
置
き
つ
つ
.
川
嶋
陣
的
に
は
媛
宜
鑓

国
身
で
明
倦
初
期
に
壇
治
相
布
軟
に
種
事
し
た
由
忽
絵

本
・
小
泉
置
で
同
じ
く
輔
酔
R
W
命
救
拡
時
慈
し
た
英
司

何
ゐ
ら
を
帽
£
L
て
.
領
袖
岡
町
策
本
願
寺
に
よ
る
車

窓
・
圃
m
-
智
也
領
令
由
心
に
つ
い
て
値
切
究
令
書
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
.

こ
h
H
広
で
に
寓
趨
し
た
を
な
明
究
活
闘
は
以
F
時
過

'
E由
趨
だ
よ
り

ニ
O
+
E
B
贋
酌
掴
は
‘
事
江
崎
史
郎
先
生
【
箆
全

信
文
学
-
巳
よ
る
『
弘
化
三
写
以
降
円
麿
婿
属
E
h
量

購
位
.
嶋
本
蝿
先
生
A
明
惜
半
院
大
乍
-
に
主
る

3
2
H
盛
田
と
離
宜
聞
』
に
つ
い
て
章
表
が
ゐ
り
草

し
た
.
そ
町
a
・
h
w
は
、
晴
朗
で
は
向
肝
雌
鉱
先
哲
A
置

揖
犬
繁
》
か
ら
向
野
働
問
甑
軒
会
‘
陸
繍
で
は
高
・

.
，
h
玉
川
人
喰
》
か
ら
の
『
玉
川
大
令
鞍
.
ヒ
ン
タ

1
・
・
創
刊
且
之
内
向
陀
術
輸
ー
に
つ
い
て
で
L

P
B
 
=
o
-
oq
m
か
ら
‘
削
布
勝
局
間
西
岡
野
岨
江

量
生
か
ら
引
e継
ぎ
ま
し
た
が
、
h
L
小
雌
に
よ
り
官

慢
に
位
陣
述
修
会
お
側
リ
般
L
て
お
り
止
4.
骨
に

会
・
の
聾
行
的
理
れ
に
つ
い
て
は
‘
漉
く
お
詫
び
・

L
K
げ
ま
す
争

働
集
行
脚
樽
見
底
し
て
e
り
た
い
と

N
W
C去
す
.

ま
た
.
a
a
帽
副
明
書
に
鵬
サ
る
情
離
帯
ご
Z
い
草
し

た
ら
お
寄
e
a
e
た
〈
存
じ
ま
す
.
A
可
奇
と
b
E
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
騒
い
申
し
上
げ
ま
す
.

(高
膚
膏
町

り
で
あ
$.

0
・
一
副
a
司
令
畠

u
旬
同
月
二
十
八
日

aa
摂

e
e
学
舎
e
A
学
千
代
田
キ
a
τ
ン
パ
ス

門
書
事
究
テ
1
4
7
・
方
制
郡
司
植
認
、
n
A
n
h
も
置
軒

容
に
つ
い
て
町
告
せ

。
軍
-
g
m
・
里
会
{
棋
車
研
究
会
主
鈴
情
V

幽a
時

六
月
一
a

-
F
値
幅
霊
支
車

""眉
・
ι
択
の
aRnw
"
川
品
"
大

a
-
-
冗
鑑
湾
事
実
首
位
陣
史
郎
司
弘
化
。
ぺ
年
以
鱒
均
衡
輔

舗

-
E
・

o
・
2
-
圃
e
R
岳
・
郷
三
田
敏
伽
w
a

m

-

t

n
-
e
八
日

-
附

=
修
学
・
4
《
令
下
代
田
禽
ヤ
ン
パ
メ

嘩
抽
W
仙
帆
毘
骨
-
e
・
今
世
の
予
砲
に
つ
い
て

灯
台
b
せ

破
究
集
血
管
・
下
H
何
事
三
品
研
究
協
力
貨
切
均
策
検
笥
車

町
置
置
に
つ
い
て
一

宮
骨
鷲
昏
b
せ
・
小
集
布
島

『班
球
回
配
値

0
.，
三
H
a
究
会

告
時
A
月
二
十
困
層

-
晴
量
薗
亀
ザ
A
大
分
県
日
沼
市
}

轟
捧
-
高
a
，
.
思
慮
貧
困
融
宵
窃
究
セ
ン
タ
ー
長

提
内
向
-
m
a
寓
循
ゆ
健
圃

16 

a
舞
有
事
量
・
司

揖
窓
研
究
金

東
京
都
町
留
市
玉
川
隼
館
六
。
一
一

玉
耐
火
学
芸
修
争
棉
高
瞳
量

三
幅
廊
己
、
前
札
崎
町
史
郎
.
高
幅
量

玉
川
学
園
咽
D
T
P
珊
岬
蝿

暗 躍
闘舞

16 



二
六

淡
窓
研
究
会
会
報

明
治
期
策
本
願
寺
の
疏
琢
布
教
に
つ
い
て

l
回
療
法
水

・
小
栗
布
岳
を
例
と
し
て

l

川
遁
縫
大
会

一松
学
舎
大
学
非
常
勤
鴎
鈎
・

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
圏
内
研
究
員
}

は
じ
め
に

江
戸
郷
町
車
総
で
は
‘
語
-婦
の
膨
曹
に
よ
り
真

eme

M
M
止
し
て
い
た
が

t
ひ
そ
か
に
揖
が
組
融
さ
れ

-
向

然
{
砂
土
災
家
}
肉
情
脚
が
続
け
ら
れ
て
お
り
(
か
く

れ
意
仏
て
鮮
京
か
ら
明
抽
初
年
に
か
品
り
て
三
次
に

E
り

璃
軍
国
【
属
躍
活
庁
}
に
よ
っ
て
鱒
正
喜
れ
る
『
真
京

怯

m
g伶
』
が
提
生
し
た
・

e'市
源
開
に
量
生
し
た
軍
司
欽
お
よ
び
第
二
次
法
軍
穆

件
に
つ
い
て
配
車
し
た
も
の
に
.
伊
滋
鐘
宵
猷
「
ゆ
土
真

揖
沖
縄
冊
数
醜
宜
伸
昆
次
崎
駅
陪
と
民
柑
何
最
』
宅
島

氏
勝
太
郎
『
近
世
紳
縄
の
社
会
左
京
敏
』
そ
知
事
定

一

車
窓
鳳
寺
町
積
琢
布
敏

以
下
、
買
本
園
寺
町
璃
球
初
敏
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
.
明
措
初
年
に
属
曲
原
有
働
慰
金
村
っ
た
回
眠
法
水
位
、
『
履

歴
』
{
穆
厳
守
蔵
}

H

h

よ
る
と
、
天
保
十
四
停
A

一
入
国

三
V

卯
十
二
月
+
五
日
に

em副
守
{
量
後
回
大
野
踊
弁

図
村
字
長
時
}
住
聴
欣
也
仰
の
二
男
と
し
て
金
主
れ
た
.

そ
骨
量
、
保
留
働
側
F

A

遺
児
師
石
垣
肘
}
が
股
立
し
た

鎮
で
盤
量
の
畏
陣
聾
A

幽情
M
n
v

に‘

-a応
・冗
年
=
λ

ψ

ハ
五
}
に
成
宜
慣
で
広
婿
綜
外
に
種
学
舎
学
ん
で
い
る

a
t
明
治
元
信

?
2
八
六
八
v
k
掴
川
千
躍
{
結
晶
雄
図

骨
鹿
町
田
泊
東
寺
}
に
、
明
抽
六
組
中
{
一
久
七
三
}
に
大

分
小
草
学
院
で
小
栗
栖
昏
珊
不
盟
会
仰
岳
町
見
、
続
宜

園
出
身
の
耳
宗
帽
で
中
固
有
敏
に
世
事
)
に
仏
乍
を
学

ん
で
い
る
・

同
年
二
月
、
融
湯
輯
十
四
銀
拭
輔
と
な
り
豊
崎
中
韓

院
に
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
‘
七
月
に
『
外
島
根
聾
紡
ノ
命
ヲ

僻
ピ
テ
.
長
輔
副
m
冨四
銭
終
恒
三
重
村
正
線
材
令
並
エ
神

鋼
軒
先
鰍
ゆ
ノ
冊
4

て
駒
三
等
間
駐
在
世
相
敏
ヲ
ナ
シ

ッ
、
ァ

9
シ
ガ
‘
其
目
的
ヲ
遣
シ
躍
キ
ヲ
昆
テ
、
同
意

気@白幽
鴫
圃
揮
戸
今
ハ
現
寓
斑
長
崎

}
n見
俊
寓
A
W
然
大
分

簿
闘
務
掴
お
す
衆
捷
て
清
脈
融
秀
《
謹
現
韓
三
芥
郡
三
次

世
明
寺
}
ト
践
リ
‘
韓
線
開
融
ノ
帽
R
a
R
ヲ
企
テ
』
た
の

場
躍
踊
織
の
真
宗
』
B
Z
の
解
院
に
わ
ず
か
に
宵
車
が

あ
る
も
の
の
、
抽
出
時
玉
代
努
桂
書
『
真
宗
絵
蝿
史
』

の
ほ
か
K
瞳
蛾
布
敏
会
酔
遺
し
た
も
の
は
な
い
の
が
笑

悼
酬
で
あ
る
・

指倶栂得布島
取と
閉
じ
〈
明
惜
初
年
に
行
わ
れ
た
.
北
梅

遭
【
明
拾
三
年
γ
a
R児
島
A

明
抽
九
年

}-m閏
A

岡
)
・

輔
僻
{
明
措
十
匁
V

本
敏
に
つ
い

C
は
.
そ
れ
ぞ
れ
配

企
酷
が
刊
行
さ
れ
窃
究
が
遭
め
ら
れ
て
い
る
の
と
比
べ

る
と
‘
不
充
分
で
あ
る
と
冨
わ
ざ
る
&
得
々
ぃ
・
2

本
摘
で
位
、
慮
宜
橿
出
身
の
兵
揖
俗
、
田
原
並
水
や

小
車
利
畠
ー
ら
に
よ
る
東
本
順
守
の
布
敏
活
動

e
e

心
に
、
刷
出
の
買
軒
・
窃
究
の
陪
か
、
布
晶
が
住
・
曹
を

つ
と
め
た
讐
草
。
-
大
分
県
住
抽
市
}
に
所
一躍
す
る
貰

料
等
を
も
と
位
、
明
拍
十
等

2
八
七
七
日
に
揖
生
し

た
揮
三
次
『
真
家
出
離

e件
』
に
つ
い
て
続
た
に
検
針

を
加
え
る
.

た
-
A
Rニ

aに
袋
線
滞
庁
と
の
会
眠
が
行
わ
れ
.
京

市小
園
守
か
ら
小
M
m
布
晶

・
制
原
法
水
・
三
-
m
鼻
高
が
‘

壇
線
穆
庁
か
ら
陪
畢
且
{
伊
舎
宜
盛
英

γ
阿
草
檀
摩

文
仁
の
各
組
四
寓
上
が
曾
加
し
た
2
2

-
w
町
会
離
に
お
い
て
旗
本
圃
寺
は
、内
輯
省
か
ら
『
高

離
の
蝿
は
宮
野
金
量
〈
る
に
且
ば
ざ
る
阻
と
可
相
心
持

曹
き
と
の
栂
令
が
あ
り
、
布
離
に
関
し
て
は
官
許
を
畳

帥
り
る
必
要
が
な
い
こ
と

.
m雌
雌
障
す
な
わ
ら
車
児
島
は

真
*
解
講
演
で
あ
る
こ
と
、
円
桂
内
の
用
聞
は
倍
の
刑

罰
と
比
駁
し
て
管
酷
で
あ
る
ζ
と
、
真
講
は
真
俗
工
闘

の
e

扇
動
哩
で
あ
り
‘
『
宝
庫
エ
在
テ
ハ
宝
庫
ノ
主
語
ヲ
本
ト

シ
、
自
本
Z

在
デ
ハ
関
窓
ノ
王
法
ヲ
本
ト
h

な
し
て
い

る
な
ど
と
し
て
‘
真
宗
布
敏
の
合
法
性
・

E
当
性
を
主

穫
し
た
.
ζ
れ
に
対
し
て
属
雄
藩
庁
は
『
当
事
情
ハ
内
地

エ
お
ナ

p.
人
民
轟
エ
廟
田
ニ
シ
テ
、

内
地
ノ
掴
夕
闇

ケ
サ
ル
敏
、
串
旨
ニ
開
Z
ナ
リ
テ一
ハ
相
互
エ
船
窓
ヲ
生

ス
ル
敏
Z

、
師
"
タ
ル
ナ
り
.
決
テ一
串
旨
ノ
可
非
ヲ
画

ス
ル
ニ
非
ス
』
と
述
ペ
た
ほ
か
、
門
徒
の
担
慨
は
訟
働
"

に
vm
づ
い
て
お
り
直
軍
で
あ
る
な
ど
と
金
彊
し
‘
京
方

は
事
骨
組
帽
を
た
ど
勺
た
.

八
月
五
日
に
布
畠
が
帯
庁
宛
に
聾
出
し
た
・
・
・
2
・

に
、
膿
球
に
お
ゆ
る
布
敏
胆
闘

『観
融
条
規
』
の
京
集

が
あ
り
.
輯
一
意
に
『
王
龍
、
命
本
ノ
務
処
ヲ
臥
テ
信
正

「一一一一一一一「

I f，7今
I -~川M

寛

『
沖
縄
揖
敏
史
の
罰
究
』
・
な
ど
が
あ
る
・

寅
三
次
並
建
苓
併
に
つ
い
て
位
、
軍
代
野
並
富
『
寓

策
法
建
受
』
8
・
東
恩
納
寛
掠
『
尚
黛
憤
寓
量』

・
、
韓

館
設
府
餌
『
沖
縄
県
史
』
揮
十
ニ

e
t
Z
A料
梅
本
{
商

務
関
係
史
料
ご
.
な
ど
が
あ
り
‘
続
究
と
し
て
.
a開山

亜
明

的璃
球
品
分
に
お
ゆ
る
瞳
判
槽
檀
車
問
蝿
と
莫
宗

怯
蝿
窃
伴
』
モ
山
口
揮
臣
=
惜
敏
自
陶
』
在
『
閣
鵠
』

l

韓
揖
緩
・
沖
土
真
宗
・
内
務
省
1
1
。
な
ど
が
あ
る
が
、

い
ず
品
b
前
出
の
置
"
を
、
と
に
検
酎
し
た
む
の
で
あ

る
.-
方
、
実
宗
史
か
ら
の
町
究
陪
少
な
く
、
腫
厳
期
的

東
ぷ
属
守
{
耳
東
大
谷
揮
}
に
つ
い
て
述
べ
た
高
血
本

炭

車

百
瓢
明
拍
『
明
措
属
新
の
東
本
願
守
宮
本
の

最
大
の
民
衆
hm離
は
い
か
に
微
動
の
時
R
e生
き
ぬ
い

た
か
嵐
の
な
か
の
怯
輔
嶋
悟
』
・
・
・
で
は
全
く
触
札
ら

れ
て
お
ら
ず
、
拍
車
舗
由
来
圃
『
官
民
指
史
観
軒
集
成
劃
十
一

で
あ
っ
た
.

世
ら
は
『
飽
軍
属
様
分
遣
融
』
少
位
、
和
国
男
馬
{
防

火
村
槽
士
】
が
鹿
児
島
に
い
る
と
棚
倉
、
和
隠
の
組
躍

で
ゐ
る
輔
本
軍
七
の
説
.
.
 を
得
て
.
明
暗
丸
年
{
四
八

七
六
}
四
月
十
八
日
に
畏
暗

・
三
車
村
を
出
聾
し
た
.

五
月
八
日
‘
麗
児
島
に
調
婚
し
卯
田
少
佐
に
面
会
し
旅

銀
布
働

me告
げ
る
と
.
師
下
旬
麟
井
少
闘
の
間
行
を
徹

朗
し
た
.
悶
二
十
三
回
、

g
m船
大
有
丸
に
揖
離
し

鹿
児
島
を
出
鼻
.
二
十
在
日
に
廊
園
遊
民
剖
浴
し
た
.

そ
の
韓
、
世
水
は
樹
原
監
抽
と
寵
名
し

E
q
惜
岬
の
中

心
人
物
で
あ
A
V

た
鏑
帽
筑
豊
之
;
と
檀
触
し
‘
此
避
輔

を
午
、
む
に
硲
@
慢
に
務
教
活
動
を
行
い
.
信
者
を
鍵
帽

し
て
い
A
V

た
.

ニ
『
真
集
盆
蝿
..
 件』
白
血需生

明
措
十
年

A
-
A
七
七
}
十
月
二
+
=
日
、
韓
銀
総
市

庁
に
よ
っ
て
問
看
が
工
R
E摘
さ
札
た
.
お
し
り
も
.

両
年
五
月
に
宿
本
園
舎
の
琉
庫
布
数
計
画
を
知
。
た
韓

車
帯
庁
が
讐
波
会
強
め
て
い
た
時
期
で
あ
。
ぇ
.

8
・

ζ
の
『
官
民
京
陸
軍
事
件
』
に
対
し
て
.
関
原
器
em仕

上
京
し
.
当
時
策
本
願
守
の
瞳
ろ
機
k
な
令
て
い
た
内

萌
Ew
--
A融
制
過
に
本
体
的
経
緯
&
民
明
し
、
重
揮

を
願
い
出
る
と
と
一
も
に
、
ヨ
朝
野
新
開
』
【
明
柚
十
一
停

-
月
四

-
R
・
久
臼
}
に
法
水
の
日
記
が
蝿
・
8
札
、

こ
の

甲
由勝
の
蝿
輔
が
鍬
適
さ
れ
た
.
司
輔
野
轟
聞
h

の
主

移
者
で
あ
る
戚
am酬
主
目
、
明
胎
初
年
に
世
底
本
願
寺

で
敏
師
会
つ
と
め
、
厳
門
主
恩
師
の
揖
外
韓
織
に
同

行
す
る
な
ど
東
本
園
寺
と
近
い
人
物
で
あ
っ
た
.

明
椅
十
=
隼
〔

-
A七
八
}
二
月
ニ
+
七
負
"
、
班
琢

岨
槽
斤
に
よ
る
鍛
判
の
結
果
、
信
者
た
ち
世
罰
傘
や
am流

し
々
ど
の
刑
罰
が
併
せ
ら
品
た
.

同
月
、
法
水
は
笹
主

・
大
谷
党
届
の
・
曲鴨
&
甥
え
碑

車
内
膜
り
‘
韓
車
槽
押
k
門
後
の
釈
放

・
布
教
&
遣
。

て
空
替
安
行
っ
た
.

四
月
二
十
九
日
、
韓
慾
帯
庁
は
布
般
を
許
可
し
な
い

冒
聞
事
し

4
、
五
月
六

a
uは
緩
庁
か
ら
大
谷
完
勝
揖

に
布
粧
を
綿
織
比
す
る
旨
の
書
織
を
畦
出
し
た

2
t
そ
の

ご
‘
よ
月
に
証
水
世
島
崎
に
仮
観
敏
届
酬を
段
置
し
布
敏

岡
崎
〈
内
務
省
出
離
置
所
は
併
可
}

2
き
し
た
が
‘
こ
れ
に

怒
し
て
同
月
十
ニ

aに
熔
庁
は
出
様
所
持
に
布
敏
禁
止

の
嵐

--tg量
出
し
て
い
る
2
・

こ
の
よ
う
に
‘
円
挫
の
韓
敏
・
布
敏
活
動
の
問
周
目

解
暁
せ
ず
、
同
年
七
月
に
本
山
か
ら
捕
壇
さ
れ
た
の
が

小
泉
彬
吊
で
あ

Avt.

布
岳
は
向
月
十
九
日
.
軍
帽
に
到
着
し
、
同
月
二
十

四
日
よ
り
・
函
を
用
い
て
碑
嫁
珊
庁
と
究
惨
を
聞
抽
し

内
輯
宥
が
介
入
し
た
結
果
‘

抽揖曲
思
帯
庁
に
よ
る
融
判
は

鎌
晶
酬
と
な
ヲ
‘
術
訴
は
棋
融
さ
札
銅
色
は
適
理
さ
れ
.

‘
算
上
町
揖
闘
に
終
わ
っ
た
.

そ
の
曹
、
副
遣
の
通
り
璃
舗
陣
地
分
に
よ
り
.
結
集
と

し
て
璃
障
に
お
帥
り
る
真
講
師
『

m-moa』
は
認
め
ら

れ
る
ζ
と
と
な
。
た
が
、
明
措
揖
政
府
品
本
件
を
揖
敢

に
関
す
る
移
件
と
し
て
取
り
担
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
.普

働
恩
寺
麗
『
暗
躍
応
援
銀
迅
』

ι.
油
相
暗
祢
珊
庁
に
よ

る
車
輔
・
織
判
・
処
罰
に
つ
い
て
径
回
遭
之
内
華
大
書

記
官

・
古
田
原
大
震
大
・
E
宵
の
曹
麗
を
叙
睡
し
て
い
る

2
2
一一本
曹
軒
陸
軍
要
だ
と
魁
わ
れ
る
の
で
‘

Amu
桜
部
分

を
童
文
掲
曾
す
る
.

璃
理
帯
情
後
担
分
事
件
Z
付
、
島
圏
内
語
大
寄
【
斑

記
〉
官
弁
エ
吉
原
大
蔵
大
.配
官

z
-
m合
候
昼
、

-m鋤
之
島
恒
署
在
ノ
如
シ
.

紙
回
大
書
記
官
ノ
脱

一
時
停
臨
鍵
布
鞍
ノ
掴m
z
材
、
圃

--h捕令
ハ

元
g
u
y
内
田
控
セ
シ
健
-v

テ‘

融油
田
ハ
官
軒
ヲ
包

サ
レ
ハ
叶
ハ
サ
ル

1
エ
ナ
レ
ハ
.
却
テ
融
持
院
ノ
匹

緩
ヲ
狭
タ
ス
ル
遭
壇
敏
エ
量
量
ノ
捕
令
セ
シ

1
串
.

ノ
割
A
W
ヲ
理
由
マ
セ
シ
ム
ヘ
キ
2

・2
と
あ
る
.

耳
東
の
敬
雄
と
し
て
、
『
主
酷
ゐ
本
』
『
寓
搭
エ
輔
』

が
あ
る
.
ζ
品
位
、

-
般
的
に
惜
王
が
定
め
た
挫
つ
ま

り
煙
車
の

a
t・
法
徐
験
停
な
ど
惟
惜
の
瞳
な
ど
を

王
桂
と
い
い
、
宅
は
買
畠
令
章
嫁
す
る
が
、
布
岳
は
こ

こ
で
は
班
慾
稽
帰宅
が
定
め
た
揖
令
を
王
並
と
明

E
し
て

、
》
.
tva 
ζ
の
よ
う
に
、
お
岳
は
内
総
と
は
異
な
る
僻
慣
を
用

い
て
必
殺
を
適
め
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
.

そ
の
桂
‘
引
き
続
き
・
面
に
よ
る
費
接
老
健
け
た
が
‘

両
者
的
主
彊
は
寧
行
性
を
た
ど
っ
た
た
め
‘
八
月
+
穴

自
に

a聞
記
駐
在
し
て
い
た
向
指
省
出
置
所
〈
所
後
・

木
梨
陪
-
陣
V

に
調
停
を
位
酬
し
た
.

九
月
二
十
二
日
‘
主
彊
所
で
会
岨
酬
が
行
わ
れ
‘
出
媛

所
官
吏
に
錫
し
買
方
が
世
家
の
主
聾
を
述
べ
た
が
、込凧

鍋
射
的
に
出
置
所
官
吏
が
班
睡
糧
庁
に
討
し
、
現
崎
原
抱
術
庁

は
す
で
に
俊
輔
織
を
有
し
な
い
に
も
か
か
b
ら
T
融
制

帽
を
辞
世
し
た
こ
と
は
『
図
描
エ
触
レ
ル
揖
h
R

ア
9
h

-zつ
審
り
車
誌
で
あ
る
と
し
て
、
続
庁
に
討
し
て
曲
家

.
慣
の
聾
出
金
命
じ
た
.
 

• 倉

2‘.，
4e.鍵唱
出
し
酎
嵐
縛
拝
し
.
情
者
は
白
帆
雄
‘掴隅
金
は
返
置
さ

れ
た
.E

惜
後
ノ
蝿
エ
付
‘
願
書
へ
指
令
ノ
題
意
ハ
其
蹄

信
徒
ハ
拘
留
中
ノ
ー
ナ
レ
ハ
、
帯
翁
蝿
内
エ
信
網
シ
、

先
曽
ヨ
リ
臨
措
ノ
適
宜
ニ
佳
ス
へ
キ
恋
仲
ユ
へ
、
世

府・
3

リ
世
量
指
樗
ス
ヘ
キ
郁
三
鍋
之
ナ
9
・
依
テ

u
m
X量
-mト
指
令
セ

9
.
全
体
先
年
仙
個
省
出
現
ノ

申
、
臨
南
ト
拘
束
セ
シ
山
市
そ

谷
自
ノ
揖
ハ
誼
務

S

そ
許
可
セ
リ
、
総
判
ノ
曜
ハ
政
府
ユ
陪
ル
駅
ナ

• 9
 
-

此
麿
帽
後
ヲ
樟
a
m
X
ハ
罰
象
Z
処
ス
ル
ハ
企

タ
融
制
織
内
エ
シ
m

ア一
、
政
府
三
冊
ノ
上
ナ
ラ一
テ
ハ

釦
此
処
分
ス
ル
ー
不
拍
車
.
都
ル
ニ
臨
海
ユ
島
デ

撞
断
セ
シ
ハ
、
敏
府
エ
対
シ
不
都
合
ノ
飲
揖
ナ
リ
.

内
臓
省
令
立
ヲ
知
テ
ハ
照
止
ス
h
a
マ癌

z-mz.

肱
テ
其
事
情
ヲ
本
聞
や
ヨ
り
典
出
R
A
へ
シ
.

一

政
府
ハ
其
具
状
ヲ
得
テ
、
直
与
措
置
出
銭
ノ

舷骨量
へ
陵
偵
セ
シ
メ
.
相
遣
ナ
キ
旨
ヲ
魁
但
岡
市
.

南
極
眼
帯
へ
訊
問
シ
、
一
ハ
政
調
ノ
槍
阻
ヲ
哩
セ

シ
匝
‘
一
ハ
誼
縄
問
韓
ヲ
処
分
セ
シ
ヨ
リ
本
掴
守
門

家
ノ
ロ
情
ヲ
瞳
ス
段
。
曲
シ
、
連
S
涜
周
ヲ
府
シ

罰
金
ヲ
軍
サ
シ
ム
へ
シ
.
元
ヨ
M
Y
本
輔
自
w
ノ
申
立

ヲ
阻
上
ι
P
Z
伯作ス
.
柵
分
ノ
ロ
崎
明
ヲ
噸
ル
エ
非
ス

ト
鍵
そ
、
其
門
家
ハ
即
叩
蝿
ノ
人
民
放
Z
其
白
情

ハ
政
府
そ
撚
此
ス
へ
カ
ラ
ス
.
位
テ
政
府
Z
公
テ

そ
し
て
、
翌
朝
抽
十
二
年

三

八
七
九
V

三
月
に
符

b
れ
た
璃
稼
処
分
に
よ
り
、
油
相
球
指
備
は
潮
離
し
沖
縄
燥

が
置
鑑
さ
れ
た
・

ζ
の
甜
県
‘
韓
僚
に
お
け
る
爽
宗
の
布
瞳
に
討
す
る

雌
制
拙
な
〈
な
っ
た
.
怯
水
位
袴
縄
ド

haり
、
幽
明
抽
十

七
郁
ご
八
八
由
)
に
は
混
融
樋
が
殴
量
さ
れ
、
明
治

二
十
エ
修

{
7八
八
九
】
に
は
琉
滋
別
院
と
な

Avt.

明
抽
=
十
五
年
会
八
九
伽
=
に
は
璃
障
別
院
を
廃
止

し
て
J
w
れ
を
-
般
家
守
に
編
入
し
寓
敵
。
と
な
。
た
.

盟
明
拍
ニ
+
六
年
三
八
九
三
}
に
酷
家
は
関
市
守
揖
一

世
銭
圃
と
な
り
‘
監
離
の
敵
陣
師
や
出
揖
併
の
保
絡
事

畢
に
尽
力
し
.
酎
闘
能
人
沖
縄
自
営
舎
を
組
惜
し
た
.

昭
和
二
年
三
九
二
七
】

エ
月
十
五
回
、

A
t
E障
で

類
し
た
=
ー
そ
の
笹
.
昭
島
側
二
十
組
中
二
九
昭
五
}
に

仲
縄
睡
で
寺
院
は
企
燥
し
.
陣
車
種
し
ば
ら
〈
敷
地
は
米

軍
情
種
下
に
ゐ
A
7

た
が
耳
置
さ
札
、
等
院
は
拷
聴
き
札

今
自
に
韮
。
て
い
る
2
・・

-Z
.
E
本圃園
寺
・明
治
新
匝
府
の
対
応

欽
位
、

ζ
の
『
真
也
市
絵
里
務
停
泊
に
対
す
る
束
中
⑮
願

寺
お
よ
び
明
抽
衛
政
府
の
封
応
に
つ
い
て
見
て
い
舎
た

• 
東
本
願
。
に
と
A
7

て
.
ζ
の
m

世
庫
事
件
』
は
政
府

・

ハ
竃
モ
宗
融
上
エ
関
セ
サ
ル
鰐
合
ナ
レ
ト
モ
間
接

Z
鈴
テ
処
分
ノ
源
国
ヲ
抽
ス
レ
ハ
車
置

3
9起
レ

ル
守
ナ
レ
ハ
、
自
院
-ve
宗
教
ニ
抽
且
ス
デ
γ
.

一
岡
兵
陣
・
・
サ
h

内
務
へ
量
出
セ
ハ
‘
晶
m
z
別

段
揖
遺
ニ
ハ
不
良
Z
似
タ
レ
ト
号
、
錐
具
輸
ハ
本

願
晶
守
カ
原
告
ト
ナ
ル
ヘ
キ
筋
エ
そ
非
ス
.
且
ツ
健

輔
・
・
面
ヲ
担
テ一
輩
出
ス
ヤ
フ
エ
見
ヘ
テ
ハ
不
可
ナ

9
.
世
テ
本
山
ヨ
凶
y
カ
樺
々
々
ノ
布
伶
Z

ナ
9
ユ

キ
録
係
樺
遺
セ
シ
ム
ル
ノ
所
以
ヲ
具
杭
ス
ル
ヲ
可

ト
ス
.
開
ル
時
ハ
本
山
ハ
派
遣
S
付
.
具
輯
ノ
嘗

忌
ナ
M
Y
原
告
文
ハ
探
偵
2
7
シ
タ
見
へ
ズ
、
官
--決

テ
其
関
闘
状
ヲ
見
テ

-z'初
テ
輯
槽
ユ
政
措
ヲ
盟
セ

シ
鼻
ア
ル
ヲ
揖
見
セ
ル
路
ナ
リ
テ
大
Z
順
序
ヲ
待

ル
ナ
9
.
醐
旦
派
遣
セ
ハ
世
日
必
ス
輯
法
ノ
ゐ
ナ

LP
1
多
カ
ル
へ
シ
.

一
応
懐
ノ
為
メ
出
張
ス
ト
モ
植
糟
必
マ
ハ
ハ
キ
ト

シ
タ
ル
害
弁
ハ
ア
ル
マ
シ
.
袋
ハ
後
ヨ

9
激
偲
ノ

答
弁
ア
レ
ハ
却
テ
面
白
キ
寸
エ
そ
及
フ
内
グ
レ
ト

号
、
桂
れ
れ
爽
ハ
量
輔
尚
早
圃
唖
睦
棋
腫
ヲ
以
テ
守
札

ノ
国
体
ト
自
際
セ
シ
圃
皿
機
ナ

9
.
先
年
、
摘
看
守

百
自
問
毎
日
ノ
往
植
ナ
レ
ト
号
、
竜
そ
後
ハ
神
経

感
セ
ル
阪
Z
2
7
国
錦
千
万
ナ
リ
.
悼
テ
此
直
ハ
輯

ヨ
リ
+
文
ニ
也
市
度
キ
1
ヲ
官
ヒ
、

-Z四=
そ
輯
メ



二
七

テ
応
揖
ス
ヘ
シ
.
瞳
テ
後
答
弁
ヲ
軍
セ
ス
、
週
ニ

昌
司
ル
カ
籾
ナ
p
.

-

臨
糟
応
援
ノ
朝
、
内
藤
出
鐸
所
内
取
次
杯
ヲ

依
頼
只
ル
ハ
不
可
ナ
リ
.
伺
ト
ナ
レ
ハ
植
帯
韮
雌

眠
障
ヲ
生
シ
‘
官
-
P
本
原
市
w
-
P
合
体
セ
ル
ヤ
フ
エ
眠

窃
ス
へ
シ
.
且
敏
桂
ハ
金
ク
政
措
ト
令
制
ナ
ル
そ

ノ
ナ
レ
ハ
其
辺
ヲ
モ
融
緩
-
z
w
聞
ク
・
夜
F
工
持
続

セ
ハ
却
テ
後
輩
隆
警
解
ル

1
ア
ル
へ
シ
.

巴
上

奮
闘
郎
大
書
配
管
ノ
眠

一
揖
内
人
民
ロ
土
ア
ル
ヲ
以
テ
陣
織
-
Z
持
続
ス

ル
ハ
僧
畠
g
p
O
立
ノ
揖
軍
Z
ハ
可
ナ
レ
ト
号
、

官
ヨ
リ
之
ヲ
口
実
ト
ス
ル
ハ
不
可
ナ
リ
・
何
ト
ナ

ν
ハ
現
今
、
綱
相
蝉
敏
米
タ
公
酔
ナ
キ
エ
付
、
外
国

人
民
ロ
情
ア
L
w
b
聞

'
舵
ノ
1
s
へ
強
テ
鉱
滞
へ

そ
応
援
ノ
口
実
ト
ハ
為
サ
ル
ヲ
可
ト
ス
・

-
獄

'

エ
於
テ
真
宗
ヲ
尋
ム
ハ
躍
槽
幽
u
a
ト
同
-
般
ナ
レ

ハ
、
其
e
R
米
タ
指
数
ノ
情
樟
タ
ル
ヲ
不
知
ヨ
リ
鑑

レ
H
.依
テ
麟
帯
出
様
ノ
止
ハ
也
市
殺
ヲ
鼠
眠
セ
ハ
、

自
閉
忌
隅
綾
織
ぷ
ト
ナ
ル
内
シ
・
鎗
m
v
テ
来
敏
ヲ

心
骨
タ
ル
省
出
須
ス
へ
キ
ナ
リ
.

此
飽
ハ
大
模
臥
町
田
氏
a
p
制
嵩
ナ
リ
.

軍
帽
に
沿
A
7
た
も
の
で
あ
り
・
4
・
班
車
布
較
も
こ
の
一

輔
の
躍
れ
に
東
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
勺
た
と
い
う

こ
k
が
で
き
よ
う
.
策
本
願
ゆ
も
関
係
の
深
か
っ
た
成

鳥
柳
草
が
主
審
す
る
『
朝
野
鱗
聞
』
に
関
車
法
水
の
報

告
&
控
山
積
し
.
.
 
，
件
を
奥
歯
に
鴨
草
し
た
ほ
か
、
大
久

保
利
通
・
依
田
道
之
を
国
巴
め
と
す
る
政
府
匪
人
と
田

原
畿
ホ
小
限
開
憲
一
等
が
対
置
の
た
め
会
般
を
行
。
て

い
た
の
だ
A
V
た
・

こ
の
二
療
の
司
法
厳
事
件
』
は
‘
当
時
必
ず
し
b
明

睡
で
な
か
。
た
司
甚
指
が
日
本
暁
府

・
内
積
書
に
あ
る

こ
と
を
融
箆
さ
せ
る
m
つ
の
被
告
で
‘
司
令
た
と
い
う
ζ

と
は
既
に
先
行
研
究
で
運
べ
ら
れ
て
い
る
が
‘
こ
の
布

暑
が
問
題
化
し
た
明
暗
+
・
十
昨
年
当
時
悼
、
璃
離
の

帰
属
を
め
ぐ
。
て
臼
滑
両
国
が
対
宜
を
掛
け
て
い
た
時

帰
で
め
っ
た
・
そ
の
た
め
、
明
椅
新
政
府
と
し
て
阻
擁

緑
町
実
効
支
配
・
日
本
A
の
帰
属
を
明
捕
に
す
る
意
味

で
‘
璃
障
と
情
自
主
の
外
壁
関
蝿
瞬
絶
と
.
司
能
町
慣
が

日
や
か
政
府
に
血
病
ず
る
ζ
と
を
明
砲
に
す
る
必
曹
が
あ
。

た
の
で
あ
る
.

そ
し
て
‘
明
拍
世
府
が
キ
リ
ス
ト
敏
を
公
魅
し
て
い

な
い
棋
況
に
あ
る
た
め
.
璃
縁
組情
庁
に
よ
る
真
家
の
取

締
は
信
敏
白
闘
に
匡
す
る
か
吾
か
鎗
ず
る
こ
と
を
し
な

か
A
V
た
の
で
あ
る
・

こ
の
よ
う
に
、
島
現
府
と
し
て
は
‘
塙
総
'
庁
に
は
檀

奪
悔
悟
{嘗
鍛
繕
}
は
有
す
る
も
の
の
、
司
法
繍
{
織
朝

縄
-
は
自
本
政
府
【
内
務
省
}
出
荷
す
る
ζ
と
が
確
認

さ
れ
る
と
言
明
し
た
・
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暗
躍

帯
庁
が
勝
手
に
織
判
を
行
い
門
捷
を
処
罰
し
た
こ
と
は
.

世
揖
と
し
て
b
宥
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
東
本
廟

畠
す
か
ら
ζ
の
旨
仰
し
出
る
こ
と
‘
京
本
圃
守
主
帯
庁
と

の
買
紗
を
内
苗
省
出
張
所
に
位
刷
す
る
と
、
政
府
k
京

本
願
守
が
通
じ
て
い
る
よ
う
な
疑
い
を
ふ
押
た
れ
る
の
で

避
け
る
こ
と
な
ど
を
述
ペ
て
い
る
・
也
忍
た
‘
放
府
が
発

リ
ス
ト
融
金
公
隠
し
て
い
な
い
現
時
点
-
a
u
お
い
て

は
、
外
国
か
ら
の
子
静
安
置
付
る
た
め
に
も
、
宗
教
上

の
捜
白
A
信
教
自
陶
)
で
働
車
線
が
介
入

・
取
揮
を
行
う

こ
と
は
適
明
で
な
い
旨
を
述
A
て
い
る
.

そ
の
た
め
、
内
輯
省
と
し
て
は
明
抽
+

一
等

2
八

七
七
)
久
月
二
十
二
日
に
、
こ
の

目
・
の
布
件
に
つ
い

て
‘
続
融
上
の
開
園
{
惜
融
自
由
}
で
は
必
〈
、
司
笹

上
の
問
題
{
壇
膿
繕
庁
に
よ
る
後
判
帽
の
行
置
}
と
し

て
舟
入
し
て
い
る
?
が
、
そ
の
指
針
は
す
で
に
小
軍
布

岳
町
置
現
前
に
決
定
し
て
い
た
k
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
.

な
お
‘
『璃
球
応
措
毎
込
』
に
は
‘
明
抽
+
一
炉
格
(
-

八
七
七
}
六
月
十
二
a
に
捕
添
倒
壊
方
が
内
務
省
出
護
所

員
・本
梨
柑
一
帽
に
宛
て
た
.
，
鎗
ー
を
衝
突
障
し
て
い
る

註，
璃
障
で
は
、
中
山
王
・
英
畑
慣
の
時
代
に
‘
情
・
縛
艦

〈国
帽
不
明
}
が
廊
聞
に
源
婚
し
.
め
ら
極
貧
血
守
札g

a
m
立
し
た
.
そ
の
曲
‘
真
曾
門
前

-
a
宗
{
臨
書
家
)

の
@
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
・

2

明
拍
車
旬
舵
車
学
昔
、
大
E
十
五
年
.

S

雪
ご
書
層
、
昭
和
五
十
五
隼
.

-
樟
欄
枇
・

平
成
六
年
.

s
布
唾
仏
献
金
.
昭
和
三
等
.

-
大
正
十
三
年
.
『
明
措
百
年
-
m
-
Z
A
原
・
房
‘
昭
和

問
+
穴
俸
}
お
よ
び
『
東
車
輸
寛
樽
金
集
』
ニ
巷
A
第

一
-
-
a
層
、
昭
和
五
十
三
革
}
に
再
睡
す
る
.

，
瞳
縁
政
府
、
昭
和
田
L
工
組
事
.

-
-
-
m
厩
市
役
所
術
史
踊
豊
被
『
鵬
覇
市
虫
』
賢
輔
幅
揮

二
曹
中
町
四
A
E覇
市
世
所
.
昭
和
四
十
六
年

τ

-
腫
球
大
竿
般
育
学
部
『
諸
帽
波
大
学
瞳
育
学
郷
白Z
E

揮

四
郎
L冒
傭

mw一
七
場
{
昭
和
五
十
九
年
可
そ
の
桂
.

本
蝿
は
高
山
芭
明
司
明
抽
同
車
の
形
成
と
司
法
制
虞
』

(
樟
策
の
水
・・
属、

ア
九
九
三
年
-
に
援
障
さ
れ
て

い
る
.

a
A
梅
錦
.
編
「
日
喜
怒
政
抽
の
形
成
主
賓
塁
審

州
弘
主
館
、
平
成
+
七
年
}
.

ー
岡
山
.，園田
新
社
‘
昭
如
六
十
=
年
.

;
悶
朗
舎
出
版
、
昭
和
五
+
八
年
・

s
a
こ
札
ら
の
峰
雄
頓
に
お
け
る
旗
本
園
寺
町
布
敏
措
動

に
つ
い
て
‘
止
の
よ
う
な
置
軒
が
あ
る
.

大
谷
派
本
願
@
朝
鮮
間
最
監
修
部
編
『
朝
鮮
開
敏

五
十
停
路
』
(
大
谷
揖
志
願
守
帽
蝉
聞
融
量
管
健
昭

和
二
年
)
.

忠
商
賢
正
綴
『
車
本
圃
令
上
揮
隣
教
六
十
年
史
』

A
貰
ぶ
園
寺
上
晦
副
院
、
昭
和
十
二
年
可

こ
と
か
ら
‘
軍
属
あ
る
い
は
買
買
で
同
書
飴
帽
を
内
見
し

た
も
の
k
且
わ
れ
る
陪
か
.
小
型
布
畠
『
韓
縁
8
記
、
-e

久
月
ニ
+
日
の
配
事
に
.
韓
盟
漕
庁
に
よ
る
a
e
に
気

を
付
付
る
よ
う
思
告
し
た
り
、
巡
査
の
護
葡
金
付
け
る

ー
な
ど
、
政
府
時
並
水
や
布
畠
ら
有
量
備
に
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
恒
宜
を
伺
っ
て
い
る
.

一
七
八
買
、

【五
五
七
】
明
拍
十
年
五
月
十
六
R
付
1

・

2
・
『
由
禽
棋
実
晶
』
【
駐

6
に
掲
出
て

三
九
八
買
.

2

，
史
時
薗
本
(
胤
問
縁
関
係
史
軒
ご
{
院
8
に
掲
出
}
.

-
a
A
O
買
、

【五
六
七
】
明
柚
十
一
年
五
月
六
日
付
.

1
『
曲
s
e
棋
聾
融
h
【
践

6
に
縄
出
て

三
九
久
買
.

2
2

『史
観軒楠
本
(
輯
袋
聞
係
史
骨
ど
〔
践
8
に
掲
出
て

-
A
O
買
、【五
穴
九
】明
柚
+
-
M
裕
穴
月
+
二
日
付
与

2
2
小
a
R
4
倍

『壇
曲
部
自
記
』
{
嘗
敏
守
厳
1

:
『
史
軒
描
本
{
耐
ae
関
係
史
掛
ど
【
駐
8
に
摘
出
て

-
A
回
買
.【
五
七
-
-
=
明
措
十
一
年
久
月
五
B
付
、

2
・
布
融
後
『
璃
篠
田
内
事
省
出
m
置
所
往
祖
書
離
庁
箆
檀

応
援
配
置
込
1

1
『
仲
縄
県
史
h
賞
十
ニ
-e
A位
7
に
縄
出
て

=
六

八
買
.

2e
『
耳
措
法
輝
史
』
【
髭
S
に
掲
出
}
.

-
a
・
『
真
也
市
怯
鰻
虫
h
【
院
5
に
抽
出
}
巳
よ
る
と
、
曲
事

前
仲
蝿
に
は
旗
本
圃
守
的
a
v
院
で
は
寓
融
守
の
ほ
か
.

8
引
鰻
k
e
"
s
a
m
江
設
敏
岨
.
が
、
糸
構

・
高
手
耕
-
g
'

S

噌
聾
且
泡
軍
備
句
に
出
張
所
が
あ
っ
た
と
さ
札
る

が
.
現
在
は
庫
融
守
と
沖
縄
開
院
の
こ
タ
畠
す
と
な
っ

て
い
る
.
し
か
し
‘
日
本
本
土
と
は
館
"
な
り
橿
官
事
制

置
が
な
く
‘
民
家
聞
に
お
い
て
仏
般
の
膨
.
が
少
な

い
と
い
う
廊
史
的
情
量
金
持
つ
紳
蝿
に
お
い
て
陪
、

向
巴
〈
揖
敏
蝿
睡
で
あ
今
た
鹿
児
島
や
‘
明
惜
初
期

に
布
敏
竜
討
。
た
北
海
道
な
ど
と
比
べ
る
と
‘
布
教

活
動
は
踊
置
に
進
ん
で
い
る
と
は
曾
い
蝿
い
.

-
m時
-
a
所
と
も
民
不
明
.
や
み
賢
科
目
ほ
ぽ
時
車
列

に
躍
ら
札
て
お
り
、
主
面
か
ら
幽
危
機
ず
る
に
布
曲
が

璃
確
に
韓
航
す
る
前
に
・
か
れ
た
ら
の
を
思
b
れ
る
.

s
・
明
抽
穴
年
‘
キ

F
ス
ト
触
を
締
ず
る
-
m
札
が
酷
去
さ

れ
た
結
果
、
キ
リ
ス
ト
敏
の
揮
止
は
解
か
れ
た
も
の

総
わ
り
に

以
上
、
『
高
指
陸
離
宮
'
件
』
の
経
緯
に
つ
い
て
連
ベ
た

が
‘
当
時
の
涜
障
会
め
ぐ
る
情
"
に
つ
い
て
踊
討
し
た

し

そ
も
そ
も
、
車
本
刷
。
の
碑
抽
相
秘
敏
が
開
拍
書
札
た

時
期
は
、
-
m
臓
に
兵
曹
が
叡
貨
さ
品
、
内
鹿
省
出
孤
軍
所

に
よ
。
て
緩
判
本
務
が
聞
抽
(
明
抽
九
年
八
月
申
M
-

書
札
た
時
期
で
も
の
。
た
.
し
か
も
.
蘭
停
の
明
措
八
忽
・

2
八
七
五
V
に
低
悶
彊
之
悼
、
清
朝
へ
の
闇
年
輔
買
-

a
賀
使

・
置
蝉
世
お
よ
び
福
州
壇
康
面
白
廃
止
な
ど
を

ロ
適
し
て
い
る
s
t

こ
の
よ
う
に
、
明
胎
軒
政
府
は
明
抽
五
年

ご

久
七

二
}
叫
陣
い
b
ゆ
る
コ
担
感
処
分
』
を
遺
め
て
い
る
が
‘

こ
れ
を
主
漉
し
た
の
は
内
務
瞬
・
大
A
保
利
過
で
あ
っ

た
・
前
述
し
た
よ
う
に
、
後
世
省
略
東
本
圃
守
k
の
関

係
&
槽
皆
無
し
て
お
り
、
清
国
・
朝
鮮
布
敏
も
大
久
臨
の

e
，
腫
前
払
緬
司
旗
本
願
寺
北
樺
道
関
敏
史
』
A
W
帰
京
大

谷
揖
窓
圃
等
札
幌
別
隊
、
昭
和
二
十
五
年
)
.

真
集
大
掛
揖
鹿
児
島
融
区
間
敏
百
年
史
踊
轟
袋
員

会
面
苫
開
数
百
年
史
』
h
庫
理
島
敏
直
圃
瞳
百
年
史
刊

行
書
員
会
、
昭
和
五
十
在
年
}
.

こ
の
陪
か
・
東
本
願
寺
棺
明
恰
初
年
に
鶴
唖
・
監
揖

嫌
に
お
い
て
も
布
教
活
動
を
開
始
し
て
い
る
.

:
小
療
布
暗

{τ八
三
回

s
-九
一
五
}
は
量
檀
捗

正
等
民
生
申
哀
れ
.
見
・小
湊
栖
醤
田
と
同
巴
〈
忠
a
-

a
宜
摘
に
学
ぶ
.
書
家
鳳
新
聞
に
か
げ
て
長
崎
な
ど

で
例
月
々
リ
ス
ト
教
活
動
を
行
い
.
融
新
後
は
家
名
回

復
連
動
{
明
拾
四
年
-
に
診
加
し
.
監
部
・鋤
恩
師
事

大
蔵
省
で
鋤
務
し
た
ほ
か
、
真
宗
京
都
中
学
償
提
や

鈴
敏
寺
住
置
を
つ
と
め
た
.
明
拍
+

=
キ

2
八
七

八
v
に
は
班
縁
e.
明
拾
三
+

一
#

{
-
八
九
八
)

に
は
帽
菌
を
肪
札
て
い
る
・
-
s
に
、
『
-
E
盤
情
史
』

A
朝
柚
+
セ
館
中
}
・『
真
宗
興
瞳
縁
起
』【
別
措
二
十
五

年
】
『
小
梨
栖
骨
骨
頂
略
伝
』
【
明
抽
四
十
年
}
な
ど
が

あ
る
・

i
戚
宜
聞
の
入
門
怖
に
は
、

『畳
世
大
野
鵬
歯
車
材
需

踊
a
v
次
男
副
航
続
月
号
工
・ニ
蛾
v
.
車
庫
ニ
年
七
月
二

十
九
白
入
門
、
紹
介
者
釈
摘
遣
』
と
あ
る
.

a-
『
踊園出
』
〈聾
唖
AV
U鳳)
に
‘
『
十
二
月
七
日
、
内

am省
出
張
所
長
判
事
心
梅
本
軍
輔
-
健
司
ノ
名
ヲ
以
テ
、

岡
A
f
z
品
名
脳
出
ノ
m
z
a
リ
‘
罰
金
@
円
ヲ
創
軒
セ

ラ一
ル
J
と
あ
り
、
偽
名
を
使
用
し
た
か
ど
で
罰
金
"

と
な
。
て
い
る
.

;
務
由
来
鯛
に
後
生
し
た
解
ニ
k
s
m
串
訟
置
$
件
』
で

は、
書
〈
の
円
後
が
島
揖
し
な
ど
の
煎
を
畳
旬
た
が
.

復
措
置
を
遮
れ
て
い
た
.

a
-
崎市文科
ω桐
本
【
尚
察
嶋
悟
史
軒
}
二
註

8
に
掲
出
v
、

と l広
し祭壇

三て秋liii
霊 l村延
室頑と
ム 舎1戒
E主 義怠
稲 ・園
田 畏蔵
大~・学序m
非-，ζ 
輔 怠岨

語 手集
• b' 
飾か
}り

は
じ
め
に

広
瀬
旭
草
の
門
人
態
駄
村
に
‘
Z
-
舎
a
-
-
日
蝿
芹
M

(
『
耽
村
軍
捕
』
A
企
三
治
V
下
a
e
耐
量
所
思
‘
量
広
太

郎
費
行
.
7
九
O
一
年
}
と
い
う
宜
厳
が
ゐ
る
.
こ
の

0
・
に
.
a
m
宜
圏
に
お
い
て
広
嶺
処
荘
司
祭
薫
に
よ
り
、

塾
生
か
ら
麗
復
費
金
量
め
、
そ
れ
を
檀
い
畠
生
が
共
同

利
用
で
舎
る
.
梅
{
取
材
は
縫
書
と
い
う
}
を
間
λ
し

た
‘
と
い
う
毘
隠
す
A
き
記
遣
が
あ
る
.

し
か
し
‘
『
-
m
aw-嶋
・・
8
骨
停
』
惜
こ
れ
窓
で
生
〈
と

い
。
て
よ
い
陣
ど
注
意
さ
れ
て
い
な
い
.
験
村
に
つ
い

て
騨
踊
伝
聞
葺
し
た
田
中
京
圏
民
『
接
欽
岨
摘
鰻
』
A
・

跡
社
.
一
九
九
二
年
}
で
'句
、
内
容
目
障
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
.
そ
こ
で
.
今
回
陪
こ
の
文
章
に
焦
点
を
当

て
て
亮
表
し
た
.
各
項
の
骨
子
を
以
下
に
述
ペ
る
.

幽寂勧
mH刊
の
崎
臨

鍵
以
村
に
つ
い
て
は
、
旭
荘
島
問
問
の
‘
谷
哲
軒
標

通
『
仙
紙
村
遺
構
』
の
序
文
、
中
野
範
民
の
『
威
宜
園
出

身

λ
百
名
略
伝
聾
』
会
九
七
四
年
.
『
慮
宜
園
入
門
-
m

の
.
政
府
棺
キ
り
ス
ト
般
を
公
怒
し
た
わ
帥り
で
は
な

〈
.
開
認
す
る
と
い
う
伏
聾
が
醜
い
て
い
た
.

-a
，
『暗
躍
国
内
務
省
出
血
慣
商
往
檀
寄
糧
庁
往
置
応
援
配

績
込
』
{
駐
呂
に
拠
出
回
.

-E
『史観宵
繍
本
《
拘
海
関
係
虫
回
忌
』
{註
8
に
掲
出
て

四
八
O
貰

【玉
六
九
『

・3
・8

艶
器
に
掲
出
.

・3
・
A
崎
間
際
}
両
右
拶
件
冊
運
エ
臨
シ
.
曙
庁
必
ス
大
忌

箇
車
等
ヲ
怨
ル
1
ア
ル
内
ク
レ
ハ
‘
諜
タ
刷
心
ス
A

シ
.
悼
テ
悦
融
場
ノ
近
闘
へ
ハ
嘩
査
ヲ
宿
シ
ム
ル
へ

シ
.
自
総
稀
智
杯
ノ
事
モ
ア
ル
〈
ケ
レ
ハ
、
混
入
ユ

控
章
ス
へ
シ
・
先
等
、
鹿
児
島
移
行
ヲ
幽
骨
髄
シ
タ
ル

倒
そ
有
之
、
拍
眠
ノ
ナ
ヲ
ヌ
ー
な
り
.
拙
省
、
昨
年

大
事
件
蹟
輔
ノ
嗣
.
ホ
ヲ
移
モ
選
T
Z
欽
マ
シ
メ
テ

鮒
桂
白
星
フ
飲
1
ア
M
3.

食
輯
事
指
p.

X
姐
者
ノ
円

帥
土
人
世
百
人
覚
ヲ
骨
テ
集
ル
ー
モ
ア
リ
.
決
テ
油

噺
ス
宵
カ
ラ
ス
.
両
省
量
議
ノ
応
援
・
鎖
ハ
惣
テ
出

領
所
江
幽
盟
問
a
H
ヨ
ト
島
F
E
7
太
政
府
ノ
決
ヲ
取
ι
w
h

a
マ
件
ア
リ
.
不
通
内
エ
断
酷
タ
ル
適
シ
ア
ル
へ
シ
.

・3
・
本
段
搭
は
‘
住
繭
三
郎
『
壇
草
書
処
分
間
園
町
考
綴
』

(
山
階
大
学
届
『
山
博
文
竿
位
置
安
門
人
文
科
婦
伊
}
』
曹

三
巻
揮
一
号
、
昭
和
二
十
九
年
)
な
ど
e
e
崩
し
た
.

-Z蝿
訴
種
、
軍
本
圃
av位
三
幌
業
費
や
証
揚
輯
率
ら
続

腫
府
高
人
と
鍋
蝿
を
崎明策
す
る
が
.
盤
情
守
は
M
眠
障
歯

{
明
拾
円
俸
の
瞳
E
V
に
よ
り
失
跡
し
た
た
め
‘
大

久
保
利
通
左
肩
た
に
鴎
輯
を
揖
鑑
捜
し
た
の
で
あ
っ
た
.

『
市
川
窓
廟
響
上
申
湾
問
教
六
+
年
史
』
A
註
冨
に
描
出
】

二
七
茸
買
.
『置
創
刊
第
十
日

目
守
石
川
鼻
ム
ロ師
時
慣
嗣

眠
」
に、

町わ
し
ら
の
梓
行
か
ら
帰
っ
た
の
は
明
抽
七

年
【
滋
穴
年
に
眠
り
v
w
り
や
.
婦
つ
て
は
来
た
が
そ

れ
民
世
話
に
な
っ
た
三
障
害
提
・
江
雌
鑑
朝
専
掠
蜘
は
、

揮
図
版
Z
E

ュz
w
厳
』
h
a
野
見
掃
会
、
ニ
O
一
一
時

9
08
、
問
答
申
鉄
材
の
療
は
.
火
山
砿
禽
官
民
司
威
宜
樋

入
門
百
草
小
伝
』
に
幽
理
る
て
嗣
掲
闘
中
氏
『
障
措
曲
伝
部
糟

脱
』
な
E
か
ら
、
そ
の
生
輔
の
あ
ら
立
し
が
わ
か
る
.

そ
れ
ら
e
e
E
m
し
な
が
ら
‘

生
田肌在
郷
略
に
通
.
h
る
・

荻
村
は
阿
草
徳
a
m
の
人
.
天
眼
-X
隼
ご
八
三
O
}

に
生
ま
れ
、
明
措
四
年
三
八
七
=
ま
に
亡
〈
な
。

て
い
る
.
名
目
撃
、
字
は
袖
野
‘
通
酔
は
六
陣
、
『
鉄
材
-

は
も
k
b
k
旭
荘
司
令
で
‘
旭
在
か
ら
与
え
ら
れ
た
.

入
織
で
睡
牢
学
ん
だ
が
そ
れ
を
や
め
、
揮
者
の
揖
居
ぷ

肺
刊
に
学
ん
だ
種
.
江
戸
に
出
て
大
摺
枕
山
に
骨
文
を
学

ぼ
う
と
し
た
が
枕
山
に
肱
躍
さ
れ
た
.
し
か
し
.
明
倉

舗
輩
に
そ
の
才
を
量
さ
れ
て
、
そ
の
障
に
よ
り
大
臣
に

出
て
旭
荘
に
入
門
.
岨
織
T
H
h
a
b
関
心
を
寄
せ
蹄
方
棋
庵

に
も
入
門
し
て
い
る
.
そ
の
桂
、
企
覇
の
瓜
宜
閣
舎
跡

聞
し
E
年
糟
在
‘
こ
の
崎
、
民
民
様
怠
は
亡
く
な
勺
て

い
て
、

畳
主
陪
広
桶
脊
軒
で
あ
。
た
.
そ
の
開
、
安
政

主
知
事
【
て
八
五
A
V
H
h
は
皿
在
幽
盟
関
患
の
畏
三
割
申
車

内
に
よ
り
、
宣
宇
佐
や
摩
山
に
も
遊
ん
で
い
る
(
長
三
酬

に
つ
い
て
は

.ω
・-m
三
夫
氏
『
三
酬
提
言
著
作
嘩
車
i

付
作
品
目
睡
・
略
伝
l
』
〈
ニ
O
O---
年
v
e
岨
m
v
.

文
久
茸
年
ご
八
六

一
}
に
鉄
抱
さ
れ
徳
島
糟
の
『錨

員
集
洋
学
校
正
局
萌
』
と
な
令
た
が
、
車
活
福
田
氏
の

家
臣
に
よ
る
分
帯
誼
定
置
艶
に
よ
り
、
明
拾
三
年
目
一

久
七
O
}
に
極
関
氏
車
鹿
内
町
-R
e
・
件
が
躍
こ
る
(
揮

午
務
官
A
健
闘
騒
動
vv
・
首
謀
者
と
し
て
師
の
厳
届
e
m

内
閣
の
阻
動
で
追
い
て
仕
舞
っ
た
.
そ
こ
で
紅
麗
の

向
り
に
大
久
悔
利
過
に
話
し
込
ん
で
(
以
ド
略
ご

k

の
記
述
が
あ
る
.

酎
脚
本
舗
悠
悠
に
あ
た
り
.
縛
瞳
令
住
輯
・
長
門
組

氏
、
東
京
順
守
枠
蝿
別
院
長
谷
暢
民
、
耳
敏
守
嗣
住

輯
・
関
原
大
興
氏
、
成
宜
閣
敏
宙
開
研
究
セ
ン
タ

g
、
佐

伯
史
眠
舎
の
』
々
に
祖
、
置
軒
の
側
責
・
蝿
露
等
に
梅

宮崎
由民
を
幅
り
ま
し
た
.
車
〈
榔
礼
ゆ
し
土
げ
玄
す
.

酎
配
本
績
は
副
本
学
帽
振
興
会

・
科
移
研
究
費
『
北

九
州
の
古
典
内
駅
舎
倒
と
し
た
仏
縁
近
代
化
に
模
す
る
基
傷

的
研
究
h
円高
盤
研
究
C
、平
成
ニ
+
四
t
ニ
+
穴
停
車
、

文
化
学
、
国
軍
管
場
2
4
8
1
7
0
1
8
‘
国
明
究
托
費

者
川
撞
雄
大
)
の
一
帽
を
な
サ
も
の
で
あ
る
・

竹
は
切
腹
.
秋
H
引
も
幽
慣
文
届
首
械
の
・
"
を
関
わ
れ
講
掴
三

悼
の
担
分
を
畳
け
憤
り
つ
つ
生
涯
を
閉
じ
た
と
い
〉
.

援
跡
事
H
刊
と
広
車
組
閣
E

動
帆
村
と
処
世
と
の
健
保
に
つ
い
て
世
闘
中
氏
が
『
指

紋
細
事
情
観
』
で
.
旭
珪
の
自
記
『
日
開
捜
本
備
忘
揖
恒

か
ら
‘
大
臣
の
旭
荘
畠
在
銘
州
?
の
駄
村
に
闘
す
る
記
a
・

也管悉
〈
噛
げ
て
い
る
-
a
聞
珊
事
欄
事
睡
』
桔
広
潮
風

在
令
-
m
(
思
宜
間
出
版
}
に
毘
印
阿
酬
が
収
量
さ
れ
て
い

る
}.
そ
れ
を
・
期
し
て
記
す
と
、
高
永
二
厳
守
A
-
aハ
哩

九
}
七
月
宜
関
条
に

Z
町
誼
担
保
餌
即
自
問
置
軍
帥
費
量
入

畠
』
と
あ
り
‘
勧
帆
H
"
が
こ
の
時
に
入
聾
し
た
こ
と
が
わ

か
る
.
ζ
の
頃
、
組
荘
は
ニ
由
自
の
江
戸
滞
在
{
天
保

+
四
年
、
弘
化
三
年
}
を
軒
え
て
‘
再
び
大
臣
に
腐
り

後
路
町
に
闇
聾
し
て
い
た
時
期
で
あ
。
ぇ
.
そ
の
聾
‘

『
門
間
環
.
，
蝿
忘
量
』
に
は
執
村
の
こ
と
が
鹿
島
勾
出
て

〈
る
が
、
そ
の
や
で
ち
-
w
骨
に
関
す
る
記
夢
が
多
〈
見

ら
れ
る
.
高
A
m三
竿
四
月
二
十
四
日
条
で
目
、

-
h慣に

問
内
島
茂
兵
衛
の
倉
に
符
e
そ
の
蔵
寄
金
借
り
て
き
た

こ
と
‘
翌
四
年
五
月
十
七
日
長
で
は
.
江
戸
で
亡
く
な

。
t
要
伝
チ
舎
幽
圏
在
が
車
悼
し
た
『
過
思
量
』
を
鉄
材

が
a
m
移
し
て
そ
札
が
完
成
し
た
こ
と
、
盟
王
年
+
-
mm

ニ
+
九
日
粂
で
は
『
梅
瞳
蹄
静
聞
編
『
翌
六
年
八
月
十

八
日
粂
で
は
『
宜
樹
首
車
骨
四
編
』
の
そ
れ
ぞ
れ
嗣
帽

を
、
相
同
荘
と
鉄
材
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
配
さ
れ
て

い
る
・
型
自
の
八
月
+
九
日
島
に
雄
、
緩
動
・
の
M
m
棋
と



二
八

"
畠
陣
伸
成
e
-
"
に
行
a
v
え
ζ
k
が
圃
E
-
e
札
て
い
る
.

凪
桂
が
自
ら
の
a
，
e
・
'
ぇ
‘
旬
開
置
よ
p
脈
融
後
聞
と
ゆ

回
開
岨
E
2
・
m
m
瞬
時
生
入
円
』
士
【
e
来
酔
V
七
月
十
円
付

凶り広
緬
脅
材
鼻
息
荘
・・・
hhaRa'省
・小
野
崎

一
民
共

編
『
広
編
後
窓
揖
荘
・
・
-m
H
E
Z
量
寄
園
、
-
九
四

三
午
乙
と
評
し
た
叡
柑
e.
旭
草
が
個
amし
て
い
る
織

す
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
.

ま
た
、
安
政
ニ
写
に
阻
.
検
特
陪
留宿
命
民
よ
り
輔
方

検
蝿
の
葺
畳
に
4
6
入
門
し
て
い
る
・
検
躍
と
担
史
的
あ

A
V
た
畑
峰
が
仲
介
し
角
"
Rm
・
-
-s
'』
同
年
八
MM

幽
m
n
a
R
に
偏
窟
配
布
が
且
え
る
て
調
島
町
檀
仇
障
に
b

関
月
日
付
り
で
λ
円
し
た
ζ
t
が
包
串
れ
て
い
る
と
の

ζ
と
で
あ
る
【
綱
揖
昇
氏
『
館
方
槙
揮
と
適
畠
牢
l
Z
H

闇
鵬
首
，
.
忘
』
に
み
え
る
l
』
A
S
Z園
出
版
、
一
九
A

四
年
v
v
.
な
拘
‘
教
材
n
a
R
宜
圃
に
は
宮
島
眼
目
匁
か
ら

万
彊
元
年
ま
で
の
=
年
同
夜
・冒
し
た
穫
後
だ
が
‘
成
宜

置
の
入
門
鯵
に
は
E・
が
見
え
令
い
よ
う
で
あ
る
.
3鳳

宜
園
出
身
λ
百
名
‘
伝
量
』
色
、
『
入
円
筒
本
陣
(
客
席

入
門
i
ご
と
配
す
.

『'
a，
.

.

 8・開序
』骨
肉
曹

--
-w揖
・
目
量
庫
』骨
車
文
陪
欲
的
量
り
で
あ
る
.

a
4z・
aE以
実
.
在
位
主
人
.
慣
例
慣
柵
.
絹
史

凶
車
立
・
.
連
政
調
8
.
-
aa
敏
6
等
竜
聞
大

阪
府
所
印
揮
M
眉
実
A
.
圏
三
戸
之
村
.
-
田園
立
市
.

正
不
機
・
審
理
宜
圃
aR在
皆
同
g
.
人
気
a
m
時

膏
仇
官
由
R
u
e
-
得
た
り
.
其
骨
学
町
通
む
と
こ
ろ
‘

穫
し
掴
る
べ
か
ら
ざ
る
者
金
制
，
て
、
量
虐
婦
の
卸
会

の
盛
ん
な
る
も
廃
食
事
に
宜
置
に
揺
ら
ざ
る
ベ
し
.

管
~
俗
文
正
予
轟
の
た
め
に
愛
吾
を
置
き
、
聾
置

の
ま
矢
車
蝿
に
個
儲
'
e
.
剛
、
先
生
時
此
の
桜
、

湾
〈
ん
ぞ
橿
舗
骨
量
と
な
ら
ざ
る
を
担
ら
ん
や
.

而
し
て
醐
宜
母
‘
円
争
乱
官
邸
て
g
e
つ
〈
ら
し
む
.

聞
も
先
生
時
円
に
.
E
e
置
げ
a
ι
宮
崎
し
地
之
の

佃
$
奮
の
出
づ
畠
ζ
k
e
周
す
ベ
し
.
今
、

市
・

に
寓
す
る
響
は
E
E.
"
し
て
先
便
宜
む
る
と
こ

ろ
の
-
-
e掴
む
骨
怯
.
伎
の
“
・
e
園
舎
納
れ
て
m

L
坦
腫
せ
ん
と
す
る
e
は
睦
名
を
・
し
.
州
を
植

に
開
"・

随
筆
ず
る
部
骨
の
み
.
現
代
睡
眠
を
世
み
る
.

-R長
元
布
留
守
固
め
瞳
且
町
終
息
以
策
、

在
位
の
入

は
僧
帯
e
.
，
a
m
L
.
甚
・
貴

・
百
家
の
・・晶
曹
を
順

次
刊
行
し
て
‘
お
お
よ
そ
鍍
釘
か
ら
像
£
主
轡
に
の

ぼ
る
.
そ
し
て
.
大
艦
屑
に
ゐ
る
放
圃
か
ら
a
m
行

寸
る
も
の
が
.
そ
の
A
聞
に
の
ぼ
勺
た
.
【
だ
か
ら

大
鮫
周
辺
で
陪
w
F島眠
時
a
v
h
怖
い
村
や
周
り
に
園

い
を
遍
ら
し
た
-
つ
の
閉
・
で
あ
令
て
も
、
-
輸

を
押
た
な
い
轡
は
い
必
い
.
円し
か
し
}
続
宜
園
時

蝿
磁
の
遣
い
と
こ
ろ
に
在
9
.
人
的
ゐ
は
蝉
り
気

が
な
〈
、
学
聞
に
島
み
野
元
す
る
が
緩
.
，
は
き
b

め
て
畢
な
い
.
[
そ
こ
で
]
鳳
韮
先
生
は
公
益
の
た

め
の
--
-
e
賃
〈
ζ
止
を
幽
閉
め
た
.
そ
の
方
揖
は

-
写
力
h
.
聞
・
・
・
梅
島
.
凪
訓
問
先
生
削
a
a

-
-

E
揖
・
人
月
腕
E
'
"
・
情
陣
宥
踊
+岨
可
.
，

瞳
胃
拘
一
印
.
宜
B
.
世
園
緑
賓
.
日
.
R
革
関
掴

-霊

宅

日
.
住
外
圃
醜
成
故
有

本
野
情
湾

立
壷
-
入
.
直
記
出
掛
.
帽
火
置
柚
者
有
田
.
梅

園
野
-
m
者
有
田
ω
先
生
車
種
世
.
任
事
揖
舎
餐
者
.

一
冊
震
診
.
飽慣韮
五
千
余
e
.
今
回
方
造
会
.
不

a
n
Z
措
置
鼠
騨
司
尭
生
之
カ
也
.
副
大
阪
区
銀
、

本
車
鍾
・

.dz-
障
害
宅
嘗
生
幸
司

以
身
不

幽
帽
-
e
.
院
a
'
K
多
制
等
‘

.4.比
高
侃
語
花
'
・

後
陣
町
月
.
不
置
m
，
Z
省
亡
時
台
，

.E宅

周
揖
ポ
壇
賞
句
舗
川
鴛
帯
符
掴
得
司
田
圃
膏

a

-
-
量
生
且
ゐ
摘
圃
其
怯
.
氷
柚
寓
略
国
大
儀

尤
便
慣
司
剛
ニ
+
停
睡
.
宜
野
当
俄
橿
貧
蝿
.
昌

子
夏
有
箇
鋤
之
置
。
而
不
安

-q
帯

g
z
E
.

其
参
斎
車
.
葺
有
不
可
掴
者
・
而
世
w
求
書
士
z
a
.

事
吉
不
量
宜
圃
.
音
信
宜
正
‘
骨
子
轟
置
-
R
E.
聾

世
K
夫
掴
憤
適
用
.
側
先
生
総
幽
・
曙
担
不
為
後
置

Z
睦
餓
.
圃
瞳
宜
公
以
門
生
ゐ
証
.m
先
生
主
弓

出
・
贋
簡
貫
釦
過
之
容
吋
胴
司

令

稼
-
m
e
布
業

高
.
圃
先
生
府
軍
個
.，
怯
.
間
此
幽
'納
-
m
圃
置

書
瞳
宅
間
剤
"
司

瞳
み
下
し
宜
に
す
る
と
.
武
の
よ
う
に
な
ろ
う
・

a
-一文
・
a
以
来
‘
在
位
白
人
‘
情
帽
を
最
前
し
.

範
史
百
憲
司
・
.
量
次
刊
釦
仰
す
る
こ
k
.
-
m
g
敏

百
千
容
な
'
・
省
聞
し
て
大
阪
府
の
印
聾
す
る
粛
は

各
人
u
n
に
玉
十
慣
を
納
め
、
そ
の
鳶
・
・
ι
苦
情
，

て
置
b
曹
に
陪
さ
ら
に
+組
合
加
え
る
と
い
う
b

の
で
ゐ
る
.
魔
-
-
町
場
首
に
は
す
ベ
て
、
三
つ
の

印
を
揖
す
.
そ
の
主
に
白
く
『
笈
圏
麗
.. 』
と
.

自
〈
『
用
量
目
掴
-
m
R厳
』
と
.
日
〈
『
社
外
躯

恒
虚
像
人
不
-
R
m声
』
と
.
量
管
者
を
-
人
立
て

て
.
雌
置
に
出
納
&
白
馬
障
す
る
.
あ
か
り
会
倒
L

-
e
こ
ぼ
し
た
e
に
同
闘
が
め
る
・
よ
帽
e
-
帽
い

た
9
.
す
み
傘
"
。
た
e
に
も
闘
が
め
る
.
止
金

M
伊
東
に
e
a
ヲ
た
睡
も
.
割
同
e
A
W
M
R
ι
佳
・
命
c
h

t
着
陸
.
ひ
と
し
〈
そ
の
方
総
合
貴
吋
a
f
.
.
 

.
 
，
e
積
み
上
げ
て
五
千
轡
余
り
に
々
。
?"・
今
‘

四
方
か
ら
塵
ま
令
て
い
る
博
士
が
.
島
眠
揮
金
曜
れ

て
あ
ち
こ
ち
と
醇
学
す
る
こ
と
な
〈
.
幡野鰭
金
属

・
属
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
先
金
町
尽
力
に
よ
る

の
で
ゐ
る
.
軍
り
逼
勺
て
み
る
と
大
医
院
大
事
舎

で
ゐ
'
・
-
輸
出
量
い
と
い
う
心
配
は
い
ら
な
い
.

し
か
し
ぶ
且
時
事
〈
陪
必
畠
ベ
〈
利
益
舎
上
げ
よ

う
と
し
.
-
主
的
，
〈
陪
貸
し
い
.
だ
か
ら
‘
“
相

互
い
骨
倹
・
目
.
a
m
い
腐
れ
な
い
の
で
め
る
.
そ

し
て
膏
会
的
事
〈
陪
僧
間
金
名
U
と
し
な
が
ら
、

実
障
に
陪
花
開
界
に
院
み
踊
れ
て
‘
む
な
し
〈
.

R

e
'
や
し
て
.
-
一
置
と
・
・
輯
骨
密
明
る
鴛
し
&
圃

b
な
〈
な
る
.
膏
が
・
・
・
の
冊
子
は
.
そ
の
圃
っ

て
い
る
こ
と
目
成
宜
置
と
置
わ
ら
ず
‘

書
に
・

*

ι
g
手
伝
入
札
に
〈
い
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
.
そ

高
時
八
に
帰
る

.2.戸町
村
‘

-
圃
町
市
L
C・

A.-

'
e
幽
R
・
6
6
晶
守
な
し
・
宜
圃
阻
膚
耐
に
圃
借
問
し

て
‘
人
気
僻
晩
、
歯
学
力
行
す
る
b--・
は
甚
だ

車
な
し
.
旭
在
先
生
.
峰
書
令
官民
〈
こ
&
L
e創
b
.

民
的
怯
陪
人
ご
と
に
月
に
玉
+
量
金
割
札
、
情
臨

時
宥
は
十
銭
舎
加
ふ
.
e
-
-
に
皆
‘
三
印
&
軒
す
.

主
に
固
く
『
宜
圏
庫
-z
t
.
目
〈
『
月
量
B
加

-m
尽
疎
』
と
.
目
〈
『
社
外
量
恒
慮
値
観
人
不
野
惜

買
』
と
.
E
一
入
金
立
て
.
置
ん
で
出
閉
会
配
す
.

火
金
帽
し働
側
令
橿
す
る
者
に
陪
田
a
'
・
刷
e
-
帽

舎
角
乱
智
弘
別
る
柑
拡
は
罰
省
9
.
先
生
直
種
骨
量
‘

a
m
・
合
員
民
伴
ず
る
g
.
-
に
高
時
胎
置
に
血
町
9
.

摘
み
て
軍
千
余
唱
に
軍
畠
.
今
、
問
書
骨
軍
k
・

置
&
負
わ
ず
し
て
騨
鰭
e
aa置
す
る
睦
先
生
時
h

u
'
・

園
み
る
に
大
臨
時
E
-『
・
-a
e
e
S
へ

ず
し
て
、

書
感
多
〈
貴
b
7
.
-
生
事
〈
貸
す
.
以

て
揖
ひ
脂
容
九
ず
.
離
し
て
書
主
宰
〈
学
金
鉱
て

名
と
ゐ
し
、
其
の
実
は
花
'
に
既
睡
し
て
、
提
ら

に
崎
月
を
蝿
し
‘
檀
た
と
・
の
宥
る
亡
し
金
閣
陪

ず
.
轟
が
盛
期舎
の
鶴
子
、
出
鎗
同
宣
圃
に
彊
ら
ず

し
て
.
備
に
.
，
e
-
R
掴
舎
に
E
符
4
'
・
関
り
て
薗

・
ψ
寓
〈
こ
k
e
同
0

・
.
先
生
且
ゐ
め
に
民
的
揖

を
掴
留
し
、
水
〈
柚
い
て
・
・
ふ
る
寓
し
・
置
し
て

大
阪
は
尤
一b
-
e
-
m
b
に
恒
証
札
ば
、
同
ち
ニ
+

修
聾
.
宮
w
t
当
に
宜
園
に
他
市
z
・
す
A
し
.
・
・
チ
震

に
抽
勉
の
賀
あ
る
d
0
・
-
F砲
を
-
Re
c
ず
し
て
.
ニ

こ
で
公
益
の
た
め
の
書
幽
曹
を
包
〈
こ
と
金
困層
い
.

先
生
は
又
そ
の
方
法
を
柑
渇
し
て
〈
だ
き
り
.
そ

れ
に
永
〈
給
。
て
待
え
る
ζ
と
は
な
い
.
そ
し
て

大
阪
は
・
鞠
を
買
う
に
は
も
?
と
も
恒
輔
で
あ
る

の
で
.
=
十
年
韓
に
は
威
貧
置
の
-a・・
町
鎗
僚
に

ぬ
鳴
る
だ
ろ
う
.
蹄
乎
に
は
苦
し
い
と
い
う
寮
慣
が

あ
畠
が
.
[
そ
の
輝
度
〕
全
曲
e
置
う
こ
と
必
〈
【

一

耳
目
-
つ
の
柄
の
か
め
.
.. 輔
金
借
用
し
た
札
k

し
て
柄
の
λ
。
た
か
め
e
唱
。
た
k
い
う
O
鹿
町

-
a
，
に
困
る
可
欽
多
〈
の
---
e
a
b
-
-
t
が
で

倉
品
【
『
二
回
』
阻
ゆ
閣
の
大
酉
山
主
小
園
山
町
宮

穴
に
省
・
4ra・が
庫
さ
れ
て
い
た
と
い
う
縁
・
・
に

固
り
.
庫
奮
の
多
い
ζ
と
に
唱
え
る
】
.
そ
の
学
聞

の
温
み
具
合
目
、
削
る
ζ
k
が
で
き
必
い
暗
ど
で

あ
り
.
睡
か
ら
乗
る
晴
樹
ま
が
書
〈
必
る
の
陪
、
成

宜
慣
に
も
輯
ら
な
い
ほ
E
に
々
ろ
う
.

『，
.
.

.

 
u
揖
修
』
の
威
宜
・
闘
係
毘
遍

『-
-
a
-
-
u
阻
序
』
に
お
い
て
.
a
-
t
圃
の
濁
世

俗

n
也
に
抽
れ
て
い
る
郷
A
M
は
.
拘
置
圃
・開
花
a
間
百
憎
か
ら

z
a
m
E
而
鍍
観
岬
埼
先
生
主
力
豊
ま
で
で
あ
る
.

こ
こ
で
.
凪
涯
に
よ
り
a
・
を
置
〈
ζ
と
が
抽
め
ら
れ

た
と
す
る
部
分
で
、
そ
の
た
め
の
食
用
金
各
入
か
ら
鰐

月
五
+岨
園
集
し
‘
躍
-
を
信
用
す
る
者
は
さ
ら
に
十

盤

&
加
え
る
と
い
う
方
睦
で
あ
。
た
・
と
い
う
寵
明
記

陪
.
風
窓
口
身
が
多
少
曹
且
し
て
い
る
.
そ
れ
桔
.
随

-
『
九
四
必
虫
館
組
事
』
書
九
時

=

&
v
J
・
a
n
.
属
鹿

公
富
島
臥
シ
宅
h
L
N
M
眠
、
余
畠
政
ヲ
聞
ク
'
・
能
岬
-E

ノ
晶
陣
瞳
ヲ
多
タ
仕
立
テ
.
E--・
ヲ
買
フ
ヨ
a
F
，
抽
メ

タ
p
-
k
い
う
配
通
で
あ
る
{
日
窓
偶
aE
・
ニ
〈
昆

出
原
.
一
九
七
八
年
誼
鍵
v
v.
撞
韮
は
文
化
固
写

2

A
O
七
日
に
生
れ
.
頁
骨
正
年
二
十
回
曾
由
時
に
-
且
、

厳
宜
濁
的
経
営
を
駿
悠
か
ら
鼠
ら
品
畠
A
凪
茸
睦
開
ヒ

・?に
嘆
に
出
る
}.
す
る
と
Z
Z
・
ノ
年
・
は
.
主
敏
九

・

2

A

--守
C

U
肖
畠
.
そ
の
慣
に
つ
い
て
.
融
車

両
自
信
信
組

E
S
E
-摘
揖
寧
竜
安
息
宜
坦

-
九
七
=
事
慣
劃
O

k
a-v
e
見
て
み
る
&
.
蝿
修
司

宜
歳
入
.
，
問
。
n
こ
し
!
ニ
自
の
倫
明
に
.

在
-寄
生
凡
y
・
百
十
三
人
.
量
，
在
畠
，
人
ノ
櫨

ト
ス
・
七
月
月
且
‘
通
計
百
八
+
六
人
.
畳
ヲ
月

且
多
人
ノ
橿
ト
ス
.
千
二
+
目
・
.
s盲目
+
R
a

ヨ
9
関
車
シ
テ
‘
長
福
寺
響
曲Z
ヲ
ヵ
，
移
住
ス
.

同
居
生
安
民
、
伊
圃
聞
こ
入
ナ
リ
.
其
隼
A
R
.
成

-
-
TF8
住
シ
.
抽
d
p
テ
月
且
ヲ
量
ル
.
名
ヲ
量

ス
ル
e
.
凡
+
五
人
ナ
u
y
.
高
後
通
-
s
a
置
シ
テ
.

a
m
=
車
内
〆
テ
=
+
@
‘
策
動限
措
s
--軍
ιT鐘期セ
9
.

鼻
骨
橿
ナ
レ
ハ
必
ス
車
フ
.此
年
'
M
P
大
商
，
蝿
‘

生
後
関
目
費
へ
夕
日
.
畠
岡
山
ノ
哩
.
才
y
ι
w
h
e

ノ
耳
鳴
ナ
u
y
.

k
a
田
昌
.
ζ
町
大
病
は
翌
年
、

さ
ら
に
そ
骨
量
隼
と
縫

い
て
い
る
.
ま
害
に
『
揖
車
公
常
-
-
m
凧
シ
玉
内
ル
』
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
.
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
‘
旭
荘
は

10 

E
u
u
a
置
さ
れ
.
・
崎
町
出
酬
に
当
う
た
こ
と
ι
電
通
ベ

て
い
る
.
『
田
火
曜
術
者
有
問
.
防
車
街
角
者
有
伺
.
』

回
.
'
E
崎
町
注
意
事
項
に
量
札
て
い
る
.

-哩
生
嗣
げ
の
威
宜
楓
の
線
拍
彊
骨
0
・で、

定
書
監
の

こ
と
が
出
て
〈
る
の
は
、
『
'
ゑ
五
等
圭
子
瞳
f
R
聾
劇
-

LC『
-e
聞
』
A製
陣
年
上
剤
"
だ
が
‘

『漏
則
』
町
初
め
に

z
-
n
一
ノ
日
且
包
紀
元
臨
究
畳
・
"
・
民
主
・罵録
n
，

体
目
ト
窟
ム
』
と
あ
る
の
で
.
明
帥
時
代
に
入
。
て
か

ら
骨
も
の
で
あ
る
ζ
と
が
b
か
る
J
-
の
=
q
n
具
に
.

K
9
・
m
a
m
m
の
広
幅
車
の
広
瑚
尭
冒
宜
庫
民
唄
移
-

で
あ
Z
9.

『
蔦
氷
宜
保
壬
子
改
正
畠
闘
』
骨
方
に
目
、
2

・
a
車
ノ
面
画
凪
ぐ
以
魯
蝿
宮
司
惜
0

・
・
厨
ハ
a
-
-
E
ヲ

以
テ
可
情
.
雄
官
績
踊
ノ
骨
タ
"
ト
モ
.
且
喧
券
ヲ
出
b
y
.

且
現
d
p
軍
ノ
日
限
ヲ
・
キ
餓
ス
札wa・
p
.
』
&
あ
る
.
『聾

圃
』
町
方
に
阻
‘
『
園開
隼
』
と
し
て
塾
生
時
・
量
全
二
十

一
噂
げ
る
中
に
‘
十
三
書
"
と
し
て
-
E
・
E
-
圃
・

ノ
出
入
ヲ
R
担
h
y
XH
依
存
ヲ
野
圃
ス
』
止
ゐ
'
・
事

ら
に

ma
-
-
電
ハ
侮
刈
塁
。
"
白
血
ユ
於
?
"
生
Z
開

檀
シ
タ
ル
・
am
ノ働問
欄
ヲ
‘
只
h
b'
』
k
a院
関
さ
れ
て

い
る
.
『
-司
間
h
に
は
寝
た
『
幽
m
m
-
舟
喧
白
で
麿
.
，
，

a
b
幽
属
鹿
書
札
て
お
り
4
一
月
副
島・買
貴
割
怠
・
・買値守ハ

-
m
前
窟
ノ
・
・
位
川
剛
ハ
会
常
正
盤

--

a
-
-
貴

ハ
轟・・
ヲ
借
覧
ス
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ハ
ラ
ス
金
一
鎗
ト
ス
』

k
E
さ
れ
て
い
る
.

a
R
t
聞
の
純
賃
金
正
式
に
-m
ホ
す
る
以
舗
は
.
屯
の
-
m

e
金
事
前
い
、
-
A
V
た
金
-
e
健
A
V
て
a
m
宜
掴
蝿
書
金

蝿
入
す
る
こ
と
が
品
開
ま
令
た
こ
と
に
必
る
.

た
だ
し
.
『
九
軒
写
室
副
筆
』
で
陪
.
-E
生
各
人
か
ら

鎌
・
・
貨
を
集
め
た
と
い
う
こ
&
世
遺
ベ
て
い
な
い
.
こ

の
こ
&
に
曹
直
し
て
い
る
割
合
実
軒
と
し
て
‘
-
m
谷
総

之
の
陪
a
g
2
用
開
-
a，
』
M
，
a
骨
る
.
-
R
谷
徳
之
は
天
保

七
年
か
ら
t
r
田
修
ま
で
慮
宜
圃
に
在
畠
‘
そ
の
植
‘
崎

弁
棋
蝿
に
象
ん
だ
人
骨
.
『
廟
何
m
m，』
目
成
宜
珊
研
究

で
度
々
引
畑
・
0
れ
る
宜
置
で
あ
る
が
.
そ
の
山
中
民
依
の

よ
う
必
ド
唱
が
あ
る
奇
聞
H
-
-
Z
陪
惨
睡
が
.
増
補

観
車
生
躍
中
暑
に
限
値
障
害
礼
て
い
る
v
.

雌
-
-
監
ハ
、
z
-
w
u
R
次
a
g
"
'
佳
ス
.
歳
-
w
ノ
出

納
ヲ
町
A
R
.
-
人
-
・
ヲ
直
昔
シ
・
副
院
T
リ
テ
他

.. ヲ
恒
貨
シ‘

-
時
-
一
量
轟
ヲ
匝
，
m
.
大
徳
ノ

.. ハ
五
六
世
揖
佐官
貸
ス
.
傘
下
等
生
Z
'E
ル
.

H
Z
六
+
宜
ヲ
割
ι
w
.
土
等
ノ
金
ハ
置
ル
モ
菅
ル

モ
野
之
ヲ
酬
ル
.
貯
置
シ‘
置
草
ノ
・宵
ヲ
圃
求
ス
.

回
・・
.
E
旬
R
.
壇
家
‘
'
A
史
略
.
文
怠
刷
用
範
.

回
世
略
、
目
ぷ
M
n
-
x
・
ノ
・
ハ
.
-
R
十
同
副
ヲ
・
"

で
け
4
・
E.
十
=
‘
.
R
他
4
・
頬
.
帥
文
蝿
‘

z
a
細
書
-
w
そ
個
へ
仮
岨
R
n
.
撞
聞
酒
伊
来
週
ノ
豆
電

ノ
お
ハ
.
大
-
-
恒
剃
ヲ
与
へ

9
.

臨
南
駄
村
町
『
S
・
a
・
-
a
量
序
』
時
記
述
と
岨
m
応
す

る
臨
A
N
T
あ
り
、

塾
生
か
ら
麗
-
-
-
mを
揖
集
し
た
と
い

う
綬
明
は
品
川
過
す
る
.
し
か
L
・
z
m
舎
轟
書
白
骨
序
蜘

E
掴
旭
在
的
威
宜
mE
-
-u
a
骨
実
理

『-
m
舎
舗
a
-n
a耳障
』
に
主
る
と
、
広
掴
皿
涯
が
‘

見
の
広
顕
談
車
の
割
置
し
た
e
R
宜
置
に
お
い
て
、
塾
生

か
ら
庫
管
・
現
金
量
め
‘
そ
品
に
よ
'
共
同
し
て
利
用
す

る
こ
と
の
で
き
る
-
-
e
園
入
し
て
隼
生
の
利
用
に
曲

し
た
と
い
う
.
厳

-
即
に
ゐ
る
よ
う
に
.
成
宜
情
的
畠

生
で
は
な
い
仕
外
の
e
に
阻
m
m
e
毘
め
な
い
と
い
う

制
約
は
あ
る
&む
の
の
.
且
盲
で
-Rm
e
出
し
合
い
‘
そ
品

に
ム
り
砂
川
有
司
'
'
e
圃
入
す
る
.
k
い
う
揖
偲
金
旭

置
が
向
。
て
い
た
と
い
う
.
敏
村
町
鍵
曾
時
過
り
で
あ

る
な
ら
ば
‘
成
宜
掴
町
値
置
に
陪
.
a
-
-
の
量
制
と
い

う
角
直
か
ら
も
録
証
骨
貫
障
が
ゐ
う
た
ζ
と
に
な
る
.

ま
た
.
な
ぜ
成
宜
圃
に
ゐ
品
目
E
多
量
の
円
あ
が
集
定

。
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
.
一
つ
の
湾
向
を
提

示
し
て
い
る
点
で
も
‘
-
a
H
骨
二
時
宜
-s
位
置
悶
さ
れ

る・

畠
晶
乏
の
俳
両
官
刊
で
舎
る
轟
・
骨
魅
力
が
、
成
貧
閣
に

多
散
の
畠
並
金
銭
め
た
k
ず
る
『
廟
-
w
踊
・
H
蝿
序』

の
観
別
品
、
こ
れ
獲
で
a
T
〈
々
か
a
v
た
蝿
仰
で
あ
る
.

ζ
時
点
に
つ
い
て
.
今
後
検
岡
e
掴
え
て
み
た
い
.

付
配
窓
揖
皐
震
は
.
百
江
圃
a
x
・
先
生
が
所
長
会
輔
め

る
困
念
館
大
学
政
範
学
畠
耐
民
経
M
R
研
究
所
の
『
基
済

研
紀
安
』
ニ
+
E
『
エ
O

一
三
年
三
月
-
四
鍋信網

『広

準
凪
韮
の
成
宜
E
E

-
-世
集
時忠
実
gk
つ
い
て
l柴
獣

材
司
倉
舎
-n
-
a
量
芹
』
金
手
が
か
り
と
し
て
I
』
を

骨
子
と
し
て
い
注
す
.
a
・
に
つ
い
て
も
、
ご
Z
R
い

は
-
俸
に
五
L
r
髄
.
情
周
す
る
岨
A
V
は
そ
れ
に
↑
瞳
e

m
え
る
と
サ
る
の
に
対
し
て
.
言
問
H
-
-
Z
u
-
--に

穴
+
文
.
『
土
・
ノ
生
』
即
ち
川
且
醇
に
お
い
て
上
包
慣
に

在
る
島
生
時
.
震
宜
圃
必
寄
金
情
用
し
な
〈
L
C
a
m-
n
+

文
e
納
め
る
左
鼠
明
す
る
の
世
、
綬
明
に
遣
い
が
め
る
.

ま
た
‘
『
m
H
'
乏
の
方
で
は
‘
岨
聾
し
た
蔵
書
の
具

体
的
な
・・
名
e
'
げ
て
い
る
点
も
興
暁
深
い
.
ζ
の
書

"
を
見
る
と
.
a
鳳
宜
.
の
-ea聞
で
必
領
俗
文
置
が
@
ゐ

に
島
め
ら
れ
て
い
る
・
千
金
車
う
ζ
k
が
で
舎
る
.
担

問
で
い
え
ば
.
回
・
・
の
.
，
a
弓
同
・
に
遣
い
宜
.皿
金
主

に
員
め
た
と
見
る
ζ
と
が
で
-
e
る
の
で
は
な
い
か
.

『，
.
a

s
M
峰
岸
』
聞
記
喧
民
は
.
三
A
Y
骨
a
・

即
時
製
明
b
さ
h
て
い
る
・
三
軒
崎
H
愉
白
『
a
--
町
圃

揖
三
・
2
A
『
Z
H
何
物
情
集
』

一
.
日
本
.. 蹄
竿
文
系
ニ

十
三
A
一
て
脅
寓
量
--
a
m
.
一
九
λ
二
年
}
骨
『
広
顕

雄
官
・
去
の
項
目
に
、
こ
の
三
つ
が
爽
闘
に
揖
-R
S
れ
て

い
る
.
そ
こ
で
は
.
芸
品
圃
之
緩
.. 』
『
白
昼
a
n
掴
量
尿

慮
』
A
S
・
柑
骨
文
忠
で
は
『
月
量
日
加
無
尽
怠
円

ζ
向

-
一
つ
陪
量
方
車
時
金
森
町
三
嗣
怯
之
外
置
制
緩
敏
人
不
軒

憎
比
三
間
躍
の
袋
町
.
品
航
村
時
宜
・
事
町
印
と
は
圃
帽
子
'

m
が
帽
事
す
る
》
が
蝿
げ
ら
れ
て
お
り
.
『，‘
w
蝿

-
u

雌
W
作

』

咽

-
R
明
に
m
g
す
る
.

11 

E

-
置
と
圃
買
崎
由
E
E
--唖
銅
蝿
配
埠

『-'・

a
--
筒
量
序
』
の
次
町
『
立
置
一
入
、
直
記

畠
艶
』
の
蝿
A
賓
待
.
『
車
問
問
一
夢
』
に
も
出
て
い
る
量
寄

た
だ
砂
れ
ほ
・
甚
で
す
.

12 



二
九

平
成
二
五
年
六
月
-
日

報
告

淡
世
相
研
究
会

西
江
・
史
m
A
国
土
舘
大
学
教
媛
}

算
主
蝿
実
瞳
者
康
調
混
在

A

-

}

 
綱"・
・
・
は
圏直情
級
車
.
蝿
E
e-辱
乏
寧
と
考
え
る
.

書
ら
に
鳳
裂
を
蝿
貰
圃
宥
と
す
る
.

車
置
の
揖
車
.
皿
E
・
究
・
ー
に
は
.
そ
の
帽帯
主
思

組
が
睡
り
あ
げ
ら
品
て
い
な
い
.
理
-
凪
庫
慣
的
に
醜

車
、
組
廷
に
.帝
王
・
-
m
圃
L
g
a
a
明
L
た
宜
・
・
が
伝
い
こ

と
に
よ
る
.
そ
品
目
岨
宜
・
U
買
個
自
聞
に
あ
り
、

本

車
置
瀬
娠
が
日
間
代
官
a
m
の
-
-
e
つ
と
め
て
お
り
.

e
牌
府
に
却
す
る
遣

a
s
‘
司
令
t
k勾
え
ら
れ
る
.
向
車

所
緑
町
草
島
原
批
判
&
し
え
凪
華
『
置
小
首』

に
は
『
他

見
合
軒
さ
ず
』
と
の
朱
毎
時
・・
さ
込
み
が
袋
置
に
あ
り
‘

同
所
出
憶
に
注
品
る
こ
k
a
g
畢
れ
て
い
た
こ
と
が
他
輔

で
舎
る
.

膚
編
処
韮
陪
審
〈
の
.
企
車
k
費
量
属
し
た
.
捌
岩
外

舵
.
院
久
間
象
山
.
恒
三
--S
E
-
-
R
川
M
輯
融
‘
刷
出

東
出
町
村
岡
情
且
.
金
属
矢
主
蜘
.
寅
戸
珊
.
周
制
政

之
助
‘
斉
庫
叫
問
量
・
植
内
町
筋
.
-
田
圃
小
村
.
省
町
岡
松

陣
、
慣
紳
介
小
掴
.
a
'
E
T
-
-
瞳
小
五
郎
、
大
久
保
耳
、

大
幅
削
庵
.
舗
網
讃
.
a中
E
-
m
'
u
.
個
句
爪
で
あ
る
.

事
務
局
だ
よ
り

ニ
O
+
三
年
置
圃
掴
は
.
原
蹴
倒
鉱
篭
主
E
A
a飼也
m

a
鳳
宜
圏
融
資
盤情究
セ
ン
タ
ー
-
に
よ
る
『
戚
宜
聞
に
燭

す
る
役
昇
軍
軍
費
母
権
量
移
軍
お
よ
び
圃
査
晴
究
報

告
』
‘
横
綱
は
‘
川
揖
島
大
先
生
(
二
島
等
合
大
学
岬

-m鋤
謂
師
V
に
よ
る
『
明
治
則
買
本
覇
。
の
曜
時
布

般
に
つ
い
て

1
田
原
桂
木
・
小
廉
布
揖
L
g
例
と
し
て

l
旬
、
-
t
-
T
'己
先
生
A
.
，
錨
回
大
学
昨
常
働
幡
町
蜘
}

に
よ
る
『
広
瓢
旭
草
k
a
宜
圃
慮
書
の
取
揖
l
品
開
秋

材
『
掴
合
縫
・
・
目
録
序
』
e
手
が
か
り
と
し
て
lw

に
つ
い
て
担
獲
が
ゐ
'
ま
し
た
.

そ
の
他
帽
告
は
、
前
期
で
は
百
江
錫
史
郎
先
生
戸
国

会
館
大
学
}
か

ら

z
-
王
護
費
積
書
広
源
旭
廷
』
に

つ
い
て
で
し
た
.

園
町
瀬
様
車
に
関
す
る
槽
恒
等
ご
E
い
ま
し
た
ら
お

寄
せ
慣
き
た
〈
帯
じ
ま
す
.
A
守
曹
と
b
E
う
ぞ
よ
る

し
〈
お
願
い
幽
申
し
上
げ
e
a
す
.

A

高
摘
さ

圃a帽
掴
甚
円
，
か
ら
陪
多
〈
町
線
ヒ
軍
が
・
出
し
て

い
畠
.
a
n
曹
圃
.
符
飽
玉
縄
西
島
・
岡崎
信
凋
蝿
.

量
三
園
.
前
-
荷
量
究
、
揖
教
H
.
亀
谷
省
軒
、
揖
宥
-
n
.

尾
崎
秀
R
.
院
副
総
量
山
.
同
車
円
で
お
る
.

本
闘
の
健
舎
陪
廃
緬
m
E
の
n
E
『
n
間
嘆
e
・
g

-曙』

か
ら
.
費
綾
玉
等
ニ
m
t
z
an
の
旭
正
骨
量
州
車

在
時
時
.
腫
荘
を
め
ぐ
る
長
州
構
内
の
情
"
を
遣
い
な

が
ら
.
量
産
金
稼
正
圏
実
的
人
と
し
て
封
応
し
た
量
畑

圃
骨
周
骨
金
明
ら
か
に
す
る
.

42
-u
 

a-咽
旭
豊
陪
宮
陵
町
三
八
軍
七
V
隼
太
E
e
'
L

て
.
山
-
遍
か
ら
九
州
角
的
肺
内
出
有
そ
の
壇
上
-

u
r
E
H
耳
目
か
ら
一
、
R
ニ
-
n
*
で
民
州
は
植
に
岡
高

し
ゃ
.. 
-一x
-
e
蝿
庄
に
且
第
二
回
江
戸
下
以
来
量
倒
置
に

は
掴
己
が
お
お
か
っ
た
が
.
ζ
時
時
は
堂
々
た
る
信
書

の
札
を
も
。
て
適
え
ら
れ
土
居
芦
之
助
の
嶋
盤
に
よ
り

纏
掌
明
・
薗
で
.
畿
監
伸
名
字
翁
暢
円
以
下
骨
量
分
掴

k
町
史
置
が
骨
b
れ
た
.

こ
即
時
代
長
倒
置
で
は
宜
年
修
行
の
学
曹
の
-m
・
を

敏
適
し
て
.
恒
-"
な
学
者
の
根
川
の
遭
&
聞
い
て
い
た
.

士
轟
陪
こ
骨
位
・
み
e
刷
局
し
て
岨
轄
の
量
州
s'
h
骨

・
・
圃
金
師
。
t
.
凪
紐
の
師
来
初
の
-
M'A
晴
り
舗
に
.

圃
巴
〈
土
且
町
周
腹
拡
よ
る
幽
聞
仰
寓
凶
酬
の
岡
・
・
・
園
田

m
・
H
幽
幽
m
d
F
実
現
し
て
い
た
.
R
州
珊
は
寓
棋
の
圃
a

興
行
政
-m
e
H
M
周
し
て
い
た
.
だ
が
梅
岡
寓
援
民
用
金

冨周章
し
た
土
屋
矢
之
駒
や
放
昆
世
之
助
の
目
的
は
聞
の

k
ζ
ろ
に
あ
。
t
.
土
星
や
鉄
血
は
量
償
属
材
士
冨
輯

e
--圃
e
e
ぜ
.
層
内
比
o
，
織
り
@
伸
''
内
向
--z
-R

・R・四働
金
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
A
v
t
.

宮

a
a-
-
'
A川
に
暗
殺
の
mw
艇
に
亙
'
噴
い
た
陣
・
月

九
お
傷
円
が
抽
め
た
勘・圏
構
晶
骨
量
積
極
回聞
は
量
。
て

い
た
が
、
穆
外
販
売
先
が
見
つ
か
ら
ず
箸
a
し
て
い
た・

梅
田
町
躍
は
録
用
さ
れ
た
が
う
ま
〈
檀
聾
し
て
い
必
か

。
ぇ
.
m
m
陪
長
州
を
禽
A
V
た
.
土
-
は
・
曹
関
骨
代
置

を
旭
珪
巴
求
め
た
.

岡
修
‘
即
斧
九
占
‘
開
門
陪
大
置
の
揖
E
e
田
園
し
た
.

占

τ
三
釦
ゃ
ぶ
り
の
固
円
滑
骨
丙
盛
で
ゐ
A
V
俗
、
九
省
‘問問
団

打
開
賃
金
値
圏
犯
に
求
め
た
.
属
産
同
そ
此
に
応
巴
て
円

高
崎
H
e
と
な
。
t
.
だ
が
組
在
が
車
に
入
る
咽
.
a
R
州

町
政
情
は
蝿
乱
し
凪
涯
の
移
圃
阻
寓
・
視
し
必
か
A
V
た
.

一
方
‘
組
凪
"注
目
革
で
の
学
者
と
し
て
の
傘
戸
時
上
が
。

ぇ
.'切れ
を
檀
に
旭
在
と
土
屋
町
恒
圃
・
係
陸
曹
〈
な
り
、

埠
荘
塾
-
n
副
長
三
酬
が
万
麗
完
俸
に
董
ん
だ
時
.
-
階
段

明
・
・
鵬
敏
に
路
用
さ
れ
る
.

岡
修
三
川
=
-
"
は
軒
e
怠

A
V
た
且
霊
位
九
州
内
且

金
属
ほ
し
目
倒
に
同
月
拡
-
-
e
.
圃
R
大
E
R
h
・
・
帽
し

食
.

発
持

軍

'
E
a同

楠
息
研
究

a'

東
京
鶴
町
m
m
玉
川
学
園
式
・
?
-

玉
川
大
争
書
術
学
属
高
・
量

高
檀
量

草
川
繁
圏
D
T
P
圃
作
睡

印 a
II1J‘ 

一淡
窓
研
究
会
会

長ETa 
11! ; 
在 室
と 忌
筑 E
勢 七
昆 5
職 三

決

急

• a • 
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毎
回

震

一

銭
努
靖
と
は
両
・
・
か

H
Z
量
的
存
や
岨
は
‘
-
過
に
は
名
時
閣
こ
え
た

大
草
に
帽
む
も
の
で
ゐ
6
.
広
績
旭
桂
町

『
術
輸
蹄

島町』
は
.
問
綱
ま
で
問
H
4
れ
て
い
る
が
.
-
g
は
・

4
h
偏
向
人
ゆ
え
比
取
り
分
け
争
S
し
た
岨
肉
が
圃
・

で
ゐ
ろ
う
.
と
予
却
さ
品
る
の
で
め
る
.
そ
こ
で
.

初
・
か
ら
囲
網
ま
で
の
作
曲
雌
a
e

置
し
て
昆
る

ル
、
国
幅
修
身
町
筒
井
'
a
.
米
尾
町
檀
田
町
蝿
陣

.'‘ 

不
在
で
金
え
な
か
っ
た
.

写
と
い
う
吏
診
が
あ
る
こ
と
が
掴
ら
れ
る
.

事
象
に
入
っ
て
も
‘

直
ぷ
四
年
二
月
九
日
‘
仙
凧
産
目
、
江
戸
町
暗
躍
に

奮
す
る
東

t
告
側
同
し
‘
ト
五
名
ほ
ど
町
人
各
会
凋
場

す
る
が
.
ゃ
に
占
師
久
-
RX
&
徐
円
』
町
名
ゐ
'
・

・
と
い
う
真
砂
が
知
ら
品
る
の
で
ゐ
る
が
.
"
に
.

E
朱
五
e
hハH
十
ニ
n
.
慣
州
町
人
富
島
雌
停

民‘
相来
た
り
て
.
始
剛
弘
弁
車
踊
町
車
e倹
サ
.

量
よ
り
先
.
隊
陣
織
岨
持
静
金
程
む
玉
古
量
篇

L
Z
圃
る
.
蝿
荘
、
比
比
を
・
・
し
て
暗
に
代
え
ん

こ
止
を
濁
う
.
路
抽
之
を
許
す
.
今
回
宣
る
.

k
.
こ
の
暗
に
こ
そ

『骨
骨
』
揮
思
園
田
曹
に
繍
宣

す
る
策
弁
愉
町
民
白
金
拠
・
す
る
よ
-一?
に
会
る
・
と

い
う
夢
情
“
r
M
b札
る
の
で
あ
る
・

主

圃
圃
"組問
量
抑
喧
.

右
町
主
う
に
『
鍋
忠
』
に
標
。
て
.
凪
証
主
鏡
野

蝿
園
町
内
実
砂
舟
w
m
陣
L
g
M
網
喧
L
て
来
る
と
.
圃
荘
が

画
a
n
-m
い
町
に
も
向
bら
ず
.
蝿
鴎
町
存
在
会
障

aqて
量
か
に
e

年
能
的
弘
化
二
年
目
月
に
位
置
に
a
・

櫨
四
位
鰐
を
依
願
し
.
阻
暗
闘
が
こ
れ
に
蓄
え
て
、

そ

の
二
か
R
檀
の
六
月
に
は
枇
帽貯
を
寄
せ
て
来
る
日
ど

に
‘
そ
の
学
織
金
総
め
る
よ
う
に
な
A
V
K
こ
と
が
掴

日

t
f
r
a--2・

H

-
-Ra-
-

『
£
A
u
"
の
寓
-
m
e
例
と
し
食
仏
・・を
代
化
に
"
す

@
動

一

る
・・・
崎
“・
・
E
院
す
鯵
符

古川
・・・・
大》

g

e
-
-
・
・
畿
・
5

【
天
明
こ
も
他
民
畠
明言
J

-
七
A
二
、
-
A
玄
'
n
.

，J司一
七

8

・
A
E
の
錆
髭
に
見
る
『
m
k
-
m
』白血実
・
遭
玄
白

S

引
一
審
谷
道
-R
-e
大
凶
a
e
鳳
定
価
凪
鴎
係
史
"
に
勺
い
て
A
m
盛田
‘
己
v

，，

-
A底
室
副
ag
突
の
度
決
&
鰐
切
に
A
V
い
て
《
側
-a
a
大
v

a，

保
理
.
エ
圃
即
席
S
輔
--
a
量
、
・-
a
時
序
暑
の
u仲

t--
組欄網
、
大
開
嶋
構
.
田
岡
崎
劉
G
a
R
.
同
働
市
岬
町
駅

・
u
m川、

高
届
醐
量
は
.
a
a
明
必
個
人
・
宜
人
で
あ

る
・
と
こ
ろ
が
‘
潔
島
町
鴎
闘
の
策
弁
m
z
"
阻
.

大
方
民
知
ら
れ
て
い
伝
い
鏑
名
人
で
ゐ
る
.

そ
こ
で
‘
銃
身
構
と
位
、
ど
的
よ
う
な
人
"
で
あ

る
町
か
.
な
ぜ
畿
の
よ
?
な
集
名
人
目
薗
ば
れ
て
い

る
の
で
あ
る
う
か
.
と
い
-一ヲ
後
嗣
が
生
ず
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
問
題
に
M
m
事
を
闘
す
J
R
〈
.
以
下
に
組

担
と
車
体
耐
と
の
関
蝿
町
ゐ
り
ょ
う
&
眠
時
て
み

Au--

--

-m持
鴻
・
M
骨
-ma

『
蝿
桔
柑
骨
』
開
園
・
・
2
A
尾
田
畑
町

内
組
距

先
生

側
岨
帥
睦
を
車
£
る
・
此
h
e
眠
し
て
噛
聞

す
"
と
湖
す
る
五
古
は
.
毘
鴎
咽
腕
る
H
皿
、
聞
、

ら
れ
る
の
で
あ
る
.
そ
れ
目
.
2R
S
』
に
は
明
詑

し
て
い
な
い
が
、
そ
の

一
隼
聞
に
往
時
時
文
な
r
e

見
る
蟻
舎
が
あ
っ
て
の
g
で
あ
う
た
ろ
う
.
健
か
に
‘

そ
の
憧
の
弘
化
二
年
E
R
の
蝿
園
町
尺
蝿
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
値
観
世
血
典
骨
量
い
見
.. 必
樺
文
を
寄
け

る
人
物
で
あ
る
.
弘
化
Ea
e
二
月
町
火
$
見
-
m
い
の

セ
簡
や
‘

同
闘
停
+
-
島
町
t
a
に
圃
的
に
爽
れ
て

い
る
よ
う
に
.
瞳圃帽
で
鹿
圃
S
A
t
蹄
合
作
る
こ
と

も
で
倉
畠
の
で
あ
る
.
要
す
る
に
m
-
w
骨
骨
人
と

し
て
や
失
回
開
宜
・
に
回
全
〈
B

割引
聞
こ
え
て
い
な

い
人
物
で
あ
る
の
に
a
m
拘
b
ら
ず
.
時
も
zap
-
叩縄

文
人
に
引
り
を
取
ら
ぬ
怯
い
.
そ
う
し
た
多
庫
k
開
才

と
を
揖
荘
は
認
め
た
の
で
あ
る
.
二
時
認
薗
こ
そ
‘

阻
峰
町
蹄
金
聾
開
園
正
に
置
か
せ
た
揮

-
町
思
闘
に

b
ゆ
る
で
あ
ろ
う
.

そ
の
ζ
と
陪
.
傷
み
『
幽
m
R
W
Z
静
』
q
a
-
-
g

令
--h
m
九
・
》
に
町
重
る
『
・・田
久砂川
'v繍
聾
』

に
よ
A
V
て
b
a
協
で
-e畠
.

今
人
の
帥
‘

瞳
巧
俗
晶

.
f〈
贋
陣
に
笛
つ
.

米
K
W向
緩
圃
留
‘
此
町
・・
町
掴
-
e
S
L
g
員
ず
.

置
し
作
者
指
て
府
置
の
車
蹄
e滋
ま
ず
.
敏
に

能
く
悠
る
必
ら
ん
.

組
荘
は
‘
阻
園
町
情
が
岨
巧
嘗
・置
に
蝿
ら
な
い
理

自
桐
橿
骨
震
0
・唱
で
め
る
m
-倒
的
市
岡
陣
岡
崎
に
『
側

峨
同
晶
と

が
昔
ら
h
て
-m
t
ζ
と
に
抽
ま
り
.
そ
の

艇
圃
a
m
e逮
4
.
値
園
祭
と
の
膏
静
町
観
陣
&
嗣
圃
し‘

し
か
し
実
闘
に
同
ま
だ
会
。
て
い
h怖
い
の
で
‘
種
目

の
面
舎
を
帽
置
す
る
・
と
い
う
内
*
の
aむ
の
で
あ
る
.

そ
の
"
と
圏
在
骨
8
記
『
飼
間
積
窃
鍵
阜
』
と
を

仔
・
に
検
討
す
る
と
.
掴
庫
調
離
な
る
捻
治
的
友
人

が
凪
証

ε畠
園
舎
健
介
し
.
弘
化
ニ
ω
帝
王

・
穴
月
の

買
に
阻
幅
が
・
掴
を
江
戸
町
組
荘
に
帯
ぜ
て
来
た
こ

企
が
岡
λ
骨
聾
静
の
崎
会
り
で
あ
る
ζ
と
が
判
明
す

る
.こ
う
し
て
“
円
畿
弁
岡
崎
に
績

"
し
て
『
日
間

嶋
-
-
ag
』
令
暗
闘
す
る
と
.
つ
い
で、

弘

t
t
e
士
A
8
・
2
八
月
十
五
n
、
理
禍

が
江
戸
に
凪
在
舎
蹄
閉
し
て
来
た
が
.
地
在
が

仰
を
、
後
が
そ
う
し
た
揖
向
を
持
つ
措
"
な
ど
金
聾

ま
ず
.
も
A
v
d
ら
唐
g
薗
の
占
典
"
を
践
ん
で
い
る

所
に
求
め
る
.
緩
多
必
作
品
を
置
認
す
る
こ
と
よ
り

ふ
修
自
民
な
作
品
ι
宮
崎
援
す
る
二
t.
そ
こ
に
こ
そ
旭

狂
は
高
崎
闘
の
a
a
a
認
の
唖
陶
を
見
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
.
そ
し
て
.
圃
申
に
引
川
し
た
蝿
鳩
町
民

幅
五
省
に
も
・
そ
う
し
合
恒
-
Rh
ゆ
帥
畦
e
u
時
た
敏

に
‘
こ
れ
em
m
掴
崎
淑
血
に
置
い
た
の
で
あ
る
う
・

第
二
民
.
且
証
は
.
蝿
圃
聞
の
肉
品
n
h
の
横
山
町
仕

方
や
睡
庄
.
一
お
よ
び
a
分
に
寄
せ
て
*
た
時
宜
か
ら
.

自
分
へ
の
寓
-
e
a
-
-
章
を
感
じ
た
ζ
と
が
掲
.
慌
の
理

命
聞
に
な
る
で
ゐ
ろ
う
.
そ
の
a
H'
a
e
置
は
.
誼
@・

に
引
用
し
た
畏
い
尺
掴
や
火
e
見
調
い
の
七
絶
.
弘

化
閉
年
+
T
m
骨
七
台
必
ど
に
謙
次
れ
て
い
る
.
何
よ

り
b
丸
ず
・
令
-
m
-
-
e
に
引
い
た
畏
圃
五
官
に
そ
れ

は
融
〈
a
a
明
書
九
て
い

p・
・
そ
の
鰍
世
脚
内
町
帽
仰

と
.
凪
荘
に

-
且
金
闘
う
夜
間
書
k
に
他
躍
が
打
止

A
.
こ
礼
金
曹
関
園
球
且
に
縄
貧
し
よ
う
L
C
勾
え
る

よ
う
に
必
る
聞
で
ゐ
ろ
う
・

ζ
う
し
て
.
m闘
の
学
園
・
"才
と
内
分
内
町
周

恩
な
敏
章
と
金
包
め
た
二
と
が
、
-
d
臨
む
鰻
〈
.

蹄
壇
に
位
揖
E
割
こ
え
て
い
々
か
A
v
t
畠
岨
固
め
持
を

内
分
の
時
畠
に
揖
・
ず
る
・
k
い
う
事
に
嵐
荘
&向

-2-



三
〇

か
b
せ
た
骨
で
あ
ろ
う
.

定
師
白
・
・
完
全
.
，
.RaR
2
-
o
-
亙
・
穴

六
、
鈴
m
aa

文
庫
匂

創
刊
回
刷
費
『
北
九
州
の
真
宗
を
例
と

し
た
仏
教
近
代
化
に
関
す
る
墨
礎

的
研
究
』
終
了
織
告

川
温
峰
夫

留守暗
ニ

+
阻
停
車
に
接
立
賦
さ
れ
た
、
日
本
学
術
園

開
会
-
U何
学
信
網
究
費

『
主
九
掃
の
真
家
を
開
L
と
し
た

仏
敏
近
代
化
に
冒
す
る
基
傷
的
m
w
究
』
《
平
成
島平
副
m

e
a
s
--LV火
M-
a
.
文
化
学
.
s
・
a
・
-
九
c
.
g
'
究
-R・

e
u
守
"
-
e
a
-
8
は
‘
当
初
旬
予
定
通
9wT威
ニ
+

六
年
度
合
db
AVて
鎗

T
し
た
.

ぶ
制
買
は
.
明
柚
周
町
仏
瞳
柑
聞
と
'
b
け
倫
W土

aH
山
市
《
以
V
RE
窓
.
、
V
》
に
よ
る
め
勝
目
働
値切に

占
札
る
間
外
的
信
動
L
C
.
ぞ
れ
企
綿
即
の
関
係
に
あ

っ
た
機
微
内
障
の
‘
輔
骨
画
面
に
a
u
し
.
構
働
相
や

分
割
し
て
掲
貧
し
た
が
‘
こ
の
ゆ
か
ら
厳
宜
圃
持
よ

リ
aR
紙
風
証
に
関
す
る
翁
考
を
褐
げ
て
お
く
.

-m-
・

町
自
然
a
N
酷

『曹
7
R
宜
瞳
陰
寓
t車
本
剛
@
l
膚
槍
聞

高
値
"
・
守
恒
輔
の
絹
AM1』

割
ニ
--

爾
伝
情
史
郎

『aR
Z
国
畠
健
常
KM
H
師
岡
本
刷
。

町
輔
副
』

抽柵
偶
直
己

『広
岨
量
華
町
窃
m
B
に
つ
い
て
l
機
関

塾
に
亜
畠
置
構
と
円
下
生
咽
ネ
ァ
ト
ワ

t
タ
巳

つ
い
て

』

揮
四
・
思

川
撞
姐
悼
大

崎
明
時
掃
の
瞳
嫁
に
お
け
る
真
白
川
怯
橿
事

停
に
関
す
る

一
考
書
1
膏
置
や
世
"
を
中
心
に

a'" 

同

・
‘
明
柚
聞
に
お
同
"
る
東
本
圃
血守
的
情
阿
術

-Oに
AV
い
て
l
e
a'
a
・
・
-
も
ん
必
凪ι
宮
市
中
心

に
l』

同

『『
車
車
商
事
』

蝿
畠
に
蘭
す
る
目

考貴闘

l
明
拍
車
師
事
と
自
由T聞
障
と
の
関
わ
り
を
中

心
に
』

厳
守
が
‘
明
随
時
開
に
錦
応
Lm
・
4

A
た
u
e
み
置
代
化

時
過
個
m
e
.
底
〈
宜
化
傘
の
且
凶唱か
ら
蝿
え
直
そ
う

k
ず
る
も
の
で
あ
る
.

具
体
的
に
は
.
北
九
州
《
温
縄
県
・
佐
賀
・
干
a
R
a司

・
・
大
Awa
e
E
-A縄
全
・
w
に
お
け
る
東
西
本
園
警

に
絶
織
と
象
車
を
限
定
し
て
.
そ
の
他
拘置
と
軍
星
に

つ
い
て
.
昌"
に
a
E
の
担
必
か
ら
肴
銭
安
加
え
が、

t

北
九
州
骨
R
，あが
持
つ
処
理
的

-
M
P
史
的
・
政

崎
町
h
ゆ
健
胃
a.

目

寓

官僚宇
痩
企
檀
慣
?
畠
時
間
保
に
・
闘
し
た
.
仏

-E
k
a--'骨
聞
編
.

回

耳

東
瞳
鋳
掃
の
a
・
・
鎗
帽
に
場
"
し
た
.
仏
・幅
広沼

代
化
時
過
8.

W

掴

外
・
8
桔
曲
が
宜
化
費
揖
と
仏
敏
近
代
位
に

畢
た
し
た
量
繕
.

研
究
代
表
S
目
g

e
.
置
明
寛
A
W
阻
宥
は
町
血
薄
暗

《
ニ
e
字
合
A・p
・思
慢
で
奮
闘
山
発
嗣

《同
容
員
研
究
員
守

・
中

H
卑

A
豪
州
犬
繁
教組鷹
》
時
三
名
で
検
虚
し
、
e
-

告
の
寓
a
・
m
・
2
量
・
層
住
蝿
虫
臨
凶
士
値
園
大
惨
融

慣
に
碩
R
・
h
-
"
金
値
幽
閉
し
た
陪
か
.
組
欄
a
w
'
刊
h

ι
あ
た
A
V
て
は
構
舗
Ed
民
《
‘
定
価問
@
・伺
血切実ぞい，

，
S
電
位
》
は
嘗凶聞
し
て
い
た
だ
い
た
.

な
お
.
量
二
轟

・
置
軒
掴
で
は
.
櫨
-
-思
考
A
Xa方

-m食
舗
事
】
に
肩
車
す
る
小
東
軍

一
嗣
縦
覧

"
の@・

で
.
『暗構軍
備
記
』
『
随
躍
世
ホ
略
底
で

『
創
車
量

水
記
崎明
碑
』《
・・
・
で
『
瞳
続
出
雌
R
M
m閉
g

E

u
-
e
寓
録
』
金
蝿
介
す
る
と
と
も
に
.
帽
剖
金
帽
情
岨

し
た
.
ゐ

b
e
て
.
『舗明
野
術
開
』
・
『
飢
聾
毎
園
周
』

に
縄
畿
書
札
氏
周
章
怯
-
g
-
仲
間
耐
Z

記
事
合
蝿
剖
蝿

.慨
し
た
.

本
制
自
・
で
目
.
昌
明
か
ら
康
世
同
門
下
生
の
や
に

寓
象
情
が
多
か
今
た
と
い
う
点
に
倉
宮
し
た
二
と
も

あ
り
、
月
桂

-
e
a
'
z
'穣

A
以
主
、
百
窓
・
・
v
.
奥

村
円
心
・

小
a
K
E
-
-
小
量
帽
肴
頃
・
岡
原
E
ホ
・

鈴
ぷ
a
・

《
g
k
.
-R
S
g
a
守
句
必
ど
.
慮
宜
圃
お
よ

び
そ
の
争
館
現
金
量
む
耳
鼎
圃
聞
に
つ
い
て
‘
現
姐
唱
圃
査

は
よ
A
V
て
・"ら
れ
た
-R
H
b
怯
ど
を
も
と
に
検
闘
す
る

こ
と
が
で
合
た
.

ζ
骨
組
-R
.
am
買
圃
台
民
家
と
の
m
b
り
や
.
成

宜
蝿
出
身
時
買
-m
備
に
関
寸
志
薗
常
が
多
〈
bq
令

‘， .. ‘
容
は
主
に
.
明
品
開
制
聞
に
旋
殺
で
需
生
し
た
a

事
桂
E
g
体
且
つ
い
て
.
湾
敏
守
に
肩
車
す
る
鋪
出

-
-
aR
で
拙
.
酬
遣
し
た
凹
唖
"
を
a
w
a
H
・
R
・
"
が

分
極
し
て
量
点
的
に
研
究
也
管
温
め
旭
か
.
丸
剖
@
は

E
め
と
ふ
す
る
"
ぶ
悶
内
a
w
-
-
さ
ら
に
は
a
a
m
で
骨

曽
創
刊
調
査
を
実
‘
し
た
.

ま
た
‘
定
期
的
に
研
究
会
を
関
蝿
し
て
‘
各
員
同

宿
賓
の
湧
惨
状
配
を
纏
認
す
る
だ
"
で
な
〈
.
摺
a
m

時停持
金
制
を
行
う
な
ど
し
て
研
究
情
動
e
抱
達
し
た
.

事
成
て
+
回
毎
鹿
院
は
‘
第
一一回
窃
究
会

《
-
n
m

m
"
》
は
検
患
研
究
A
U
R
A
興
・

"ω雀
実
-
E
K
然
倒

で
.
第
三
園
田
明
R
A田
z
n
a
w
ι
v
m-
w
U
島
・
・
《-A

9
・R
・
圃
-
m
v
で
.
"
や
必
ニ
L
r
E
e
a
に
時
.
'
z

開
血
甥
覧
会

m
A
-
s
-n
u
e
玉
川
aR
宜
掴

a・m・鳳
・
町

"
宣明・
玉
川
学
僧
大
移
内
】
で
開
処
す
る
α
r
.
広
語

検
E
・
e
R
宜
趨
に
ま
つ
b
る
睡
で
窃
究
会
金
行
う
ζ

k
が
で
き
た
.

写
盛
こ
+
七
年
三
M
に
は
‘
三
隼
島
区
亙
る
窃
費

時
虚
・
震
を
主
と
め
た
研
究
成
毘
舗
報
告
・
・
『
主
九
州
拘

e列
車
を
聞
と
L
た
仏
跡回世
代
化
比
慣
す
る
反
骨
前
a
'

究
』
会
創
刊
行
し
企
.

ぶ
-
"
'
"
は
.
間
-
師
・
圃
宜
鎗

《
士
-
・
2
と

-m
句
圃

・
鍵
判
抽

角関
創
w
か
ら
な

'
・
副
主
圃
陪

闘
a
立
と
し
、

薗
吟
ψ
よ
艇
の
ー
か
ら
W
骨
分
野
に

骨
関
係
賢
軒
e
m
い
て
、
成
宜
園
出
身
の
真
家
帽
で

ゐ
る
飼
庫
桂
水
お
よ
び
小
衆
車
-
を
中
心
に
綾
討
す

る
与
と
と
な
A7
た
・
あ
わ
せ
て
筒
係
官
輯
骨
纏
掃
を

行
。
ぇ
二
と
に
よ
り
‘
世
来
必
ず
し
b
全
体
僚
が
明

ら
か
で
h怖か
h
v
t
同
事
件
に
つ
い
て
b
.
明
ら
か
に

す
る
こ
k
が
で
夕
、

ま
た
.
世
幾
は
M
九
熔
k
さ
礼
が
ら
だ
a
v
t
.
m
お

よ
び
人
厳
に
圃
曲目畠
れ
た
組
閣
鹿
島

内・
az
-
-
k
a

a
凧
玄
情
v
ゃ
‘
線
新
世
東
京
で
暖
宜
園
出
身
身
た
、

に
よ
令
て
鎗
成
主
れ
た
弘
川
崎
枚
に
ウ
い
て
・慣討
で

き
た
a
-
b
属
果
的

一
つ
で
あ
る
・
と
吟
え
て
い
る
.
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植
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憎
み
制
覇
で
同
酔
し
〈
触
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.
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融
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し
た
か
.
骨
量
や
a
聞
置
企

画
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た
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績
や
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舗
の
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.
圃
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冒
輔
の
個
闘
に

回
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て
隊
不
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点
が
臨
め
ら
れ
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で
.
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れ
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の
園
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に
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て
は
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し
た
い
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て
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様
車
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め
骨
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.
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岨
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す
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通
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縁
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薦
、

u'
S劃
mk
し
て
-
m
ド
ら
れ
る
.
h

a
金
集
“
，
b
.w

【正
M
-

同

A

U

『帽
嶋
崎
世
も
と
通
り
陪
じ
の
た・

f
鮎
は
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の
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め
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4
干
の
鴎
揖

U
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h恰か
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た
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略
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月
-
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揖
気
で
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府
へ
往
A
V
て
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連
司
令

か
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た
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圃
玉
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年
・
龍
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揖
が
つ
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え
て
.
胸
が一

係
に
な
AVた・

連
思
様
袋
町
田
轟
は
や
め
た
J

向
島
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日
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嗣
気
は
昨
n
に
向
じ
.
隆
一応
申
書
を
a
m

用
し
が
も
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言
唾
応
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い
て
い
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か
ら
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い
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予
廟
ニ
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足
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て
だ
る
い
・
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m
金
融
ん
だ
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【略》
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が
良
〈
必
ら
な
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骨
で
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植
山

費
民
を
よ
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で
韓
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m
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て
む
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‘
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伺

ん
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町
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》《・
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。
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に
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寧
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体
し
て
属
加
と
い
う
は
こ
の
幽
か
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忘
る
J
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】

二
月
六
"
向先
円
か
ら
駒
が
ふ
さ
が
'
・
闘
が
量
〈
.

そ
の
上
に
微
幽聞
が
あ
A
v
k
.
本
R
は
そ
れ
が
や
や

ひ
r
く
な
っ
た
.
葺
を
厳
む
よ

前

八

日

『網
目
昨
回
と
同
巴
.
掴
'
の
聾
を
服
む
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饗
む
窓
た
病
気
に
な
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傘
帽
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亨
》
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・
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・
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を
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e
幽
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中
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轟
S
A
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M
己
的
経
状

が
出
t.
a司
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》
が
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・
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・
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.
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出
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岨
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.
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摘
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.
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.
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.
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て
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れ
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.
車
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ど
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踊
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宣
園
関
係
史

創
刊
に
つ
い
て

靖
国
直
己

ぷ
-
-
M
目
周
縁
世
田
・
大
飯
旭
荘
豊
町
門
下
生

で
ゐ
A
V
K
禽
谷
車
蝿
且
つ
い
て
‘
ま
た
占
保
管
官
に
伝

b
a
v
止
次
官
'
a
宜
圃
捌
鍋
史
料
に
つ
い
て
腕初
予
骨
今

自
を
掴
え
.
岨
脅
す
晶
、
の
で
あ
る
.

ゐ
谷
車
庫
巴
.
宜
綾
元

年

=

A
-
A
》
二
月

-

a
.
a
a
-
-
膏
量
棚
田町
中
-R
窓
蝿
付

《・守
山
a

ame'mam
-
a
町
】
の
お
谷
車
岬
町
民
男
と
し
て
生
ま

れ
た
・
古
谷
軍
陪
.
そ
町
圃
を
舟
仙
k
い
い
車
仲
・

遭
庵
・
・
葺
と
つ
づ
き
.
田
代
に
わ
た
っ
て
字
貴
広

揮
で
匝
者

《ae亨
信R
V
を
曹
め
た
輩
で
み
る
.

道
-
耳
目
.
各
金
阜
、
百
般
名
は
馳
太
郎
、
?
は
念

丸
.
a
ヲ
位
置
縄
師
日
か
に
駒
村
‘
耐
用
碑
植
主
人
.
m

g
宜
主
人
々
E
が
め
り
.
通
助冊
目
凪
留
守
・
費

《・
u

'
e
蝿
い
た
.

適
雌
n
L
r
=
・
司
町
、
a
m
世
田
で
令
ん
だ
二
見

7

m
a
m
-
-
‘
町
】
出
身
町
住
々
木
a
mゃ
に
畿
を
畳
"
て

組
正
豊
に
畠
い
て
む
回
開
成
貧
困
k
同
聞
に
n
n
且
評

《em
-
-
v
a
p
実
草
さ
れ
て
結
踊
7
.
盤
主
で
あ
る
旭
荘

が
留
守
に
し
て
い
る
際
に
は
、
遭
山
障
が
代
わ
り
に
n

且
評
会
作
躍
し
て
塾
生
記
膏
-RL
て
い
た
・
二
時
m

H
併
に
は
a
a
a
宜
圃
で
令
ん
だ
倫
明
生
が
大
亜
の
凪

桂
島
に
入
塾
し
た
自
に
目
‘
月
且
"
の
織
が
そ
町
-
参

議
引
余
儀
が
九
る
な
ど
.
"
問
-
b
《
厳
聞
の
月
"
"

に
は
車
検
怯
舎
備
し
て
お
り
.
場
桜
が
K
甑
で
闇
い

た
島
田
.
K
E
a
-
圏
在
圃
と
も
呼
ぶ
d

門
舎
艶
で
あ
a
v
p・・

担
在
.
古
谷
道
竃
岡
輔
の
史
料
陪
、
温
庵
の
"
記

で
あ
る

-占
谷
道
車
"
-
E
L
g抽
め
と
し
て
下
院
議叩

腫
育
費
員
会
が
所
・
属
し
て
い
る
.
そ
の
遭
庵
慣
骨
骨

量
開
企
回
覧
し
た
k
こ
ろ
・
大
板
威
世
置
に
お
同
リ
る

月
且
醇
三
伎
と
・軍
司
令
N
'
A
干
品
ラ
ム
が
・
か
札
て
い

る

‘時
圃
』
e岨
錫
し
た
.
日
創
厳
貧
困
の
月
且
"

も一
一甲
信
し
か
製
作
し
て
紛
ら
ず
、
新
た
に
=
伎
の
月

且
"
が
-
a
で
@
た
の
は
人
書
伝
揖
且
で
め
る
・
ζ

九
ら
骨
月
比
"
民
同
植
民
蝿
穐
岡
山
m
時
圃
圃
と
な

。
た
亙
弓
・
車
や
事
同
・
珂
酬
の
お
の
随
輔
の
ι
?
で
め

る
軍
圃
帽
MW.
a-
岡
剛
障
の
子
で
あ
る
噂
醐
育
押
な

ど
a
'
圃
樟
u
n
u
"
E
ξ
し
て
会
に路間
阻
し
て
い
る
.

『
宵
掴
-
に
よ
机
ば
.
朝
六
町
に
E
e
て
輔
緩

ま
で
の
聞
に
畠
e働
時
.
a'
飯
置
か
ら
量
乏
で
は
情

い
る
、
十
四
車
で
師
に
蝿
m
v
て
輯
に
出
て
e
H
E岨

骨
円
に
入
0
.
眠
噌
ιg惨
ぶ
と
と
む
に
.
*
H
E
宜

に
入
門
し
て
『
小
隼
』
舎
学
ん
だ
.
そ
し
て
瓦
骨
穴

年

士
A
三
玄
】
三
月
三
日
.
+

A
・
時
過
・耳目
、

百
鴫
曽
留
干
の
紹
舟
で
仰
個

・
媛
宜
寓
位
入
門
し
て
担

h7.
贋
圃帽
横
車
よ
り
塾
孜
企
画
ら
れ
て
い
た
鎗

・
魅

聾
A
篠
宮》

が
畠
主
を
臨
め
て
い
た
時
期
町
円
下
生

と
必
A
v
t
.

ま
た
置
幽
四
時
.
H
M
W
じ
修

士
A
T
-
-
2
s
明
惜

-
e
=
A
U
A
W
ま
で
に
且
ぷ
凶
E
量
-
-
A

E
e
書
し
て
お
り
.
二
円
R
E
に
陪
瓜
宜
園
高
島
崎

町
二
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
‘
-
E
町
下
で
大
E
a
R

宜
園
町
軍
省
民
鴨
b
A
V
て
い
る
時
期
町
ζ
k

b
書
か

れ
て
い
る
.
峰
山
民
慣
に
k
っ
て
陪
‘

塾
主
阻
an
骨
麗

怠
か
ら
'R
宜
置
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
a
E
で
あ

'
・
大
宮
貨
車
な
も
の
で
あ
る
.

現
庵
が
威
宜
圃
に
入
門
し
た
天
保
六
年

=
-
n
z

z
k
い
う
時
周
は
.
頁
係
ニ
与
四
月
二
+
A
U
か

ら
R
R声
e
A
H
事
で
鞭
い
た
『
曾
a
m
骨
量
』
骨
量

家
"
で
ゐ
り
.
制
関
代
官
宙
函
・
・
8
代
で
塩
谷
大

目
・
正
揖
に
よ
る
a
同
省
偏
向
的
-
m
a
"介
入
金
"
師
自

止
，
に
し
ヂ
屯
定
た
瓜
世
田圏第
二
代
聾
主
e
a
め
て

い
た
贋
組
蝿
在
日
魯
験
&
棋
織
に
直
L
.
k
H
h
肉

で
.
『
量
且
w
m
.
泳
い
で

『
惟
謹
駐
円
岡
崎
に
『
畳

ea・

m
.
次
い
で
『
鎗
圃錨
柚
続
.
『
左
伝
』

瞳
箆
・
『
札

E
M
瞳
援
を
行
・?
と
ゐ
る
・
昼
町
線
陪
・
・

7
本
零

時
同
民
衆
担
金
行
い
、
八
時
《
A
A
7
時
の
ふ
&
か
・
ょ

'
軍
事
で
悶
宜
命
的
m
.
ゐ
る
い
は

『健
睡
』
鎗

a

e
H
9
て
い
る
.
そ
し
て
伎
は
曙
瞳
《
組
問
釘
の
-
e嶋

君
仰
の
ち
は
-m河
と
あ
り
.
院
帽
唱
し
た
よ
う
で
め

る
.-
』
れ
ら
の
史
"
が
直
谷
車
に
伝
来
し
た
量
障
は

不
明
で
あ
る
が
.
大
級
成
山
旭
国
に
お
い
て
週
縄
陪
-

a
ま
で
覇
め
て
お
り
、
月
乱
時
を
輔
岨
車
時
代
理
で
作

草
す
る
ζ
と
も
あ
。
た
た
め
.
-冊
現
時
実
置
と
し
て

こ
れ
ら
の
吏
轄
の
移
し
も
し
く
は
‘
影
と
し
て
耳
同
情

し
て
い
た
吋
量
性
も
考
え
ら
れ
る
.

以
上
、

厳
宜
陽
・
大
躯
威
宜
臨
で
学
ん
だ
省
毎

週
庵
町
恒
震
と
杭
谷
軍
に
伝
来
し
た
史
軒
民
つ
い
て

綱
貴
L
て
曹
た
が
.
今
世
は
大
歓
時
代
町
且
桂
町
"

包
&
置
魔
的
日
記
と
念
碑
帽
に
買
台
管
る
ζ
&
に
よ

A
V
て
.
え
振
威
宜
国
骨
組
管
省
R
憾
に
迎
。
た
い
.

定
例
制
-
R
・
・
・
w
m
a
R
含

-
o
-
n
-
m
・
関
.
-
a
-
e

，
.
大
傘
九
a
m
-
a
τ
ン
パ
匁
】

威
霊
園
研
究
の
現
状
と
線
忽
に
つ

い
て

川
遁
}一極文

一?ー

後
輩
演

e
は
.
こ
れ
ま
で
拘
-
o
e
年
周
に
b
た
9

喧
買
慣
は
関
す
る
続
究
を
行
m
v
て
舎
た
.

憧
業
.
a
観
覧
醐
お
よ
び
Z帽
級
車
に
"
す
る
研
究

は
.
t
に
働相
・
岡
常
か
ら
の
拠
A
M
V
?
a
闘
で
め
り
.
成

宜
圏
ド
お
け
る
敏
宙
開
や
.
Z
輔
線
車
両
横
聞
な
ど
に

関
す
る
b
司
が
事
か
A
V
た
.

こ
れ
に
封
し
‘
罪
表
宥
口
近
代
a
'
主
配
吏
証
虫

・
ゆ
由
主
乍
お
よ
び
U
本
書
士
学
時
担
底
か
ら
.
-

未
明
論
周
に
お
け
る
a
山
市
僧
と
厳
宜
園
町
周
障
に
つ

い
て
窃
究
ι管
理
め
て
き
た
.

園
樗
k
・
文
会
ま
と
め
た
.
拙
著
『
隻
ぷ
贋
守
町
中

凶
@
暗
』
《
E
明
文
削
減
.
制
'
a
属
国
一
宮
智
》
で
は
.
・
・
末
踊

に
入
車
町
広
相
似
冊
・
唱
で
傘
ん
だ
商
事
情

・
伝
広
自

-
-
e剛
T
2
V
に
.
成
電
闘
が
車
問
骨
g
g
に
M
M
"
。教

育
に
与
え
た
魁
aw
e
-
成
貧
困
で
零
ん
だ
a
.
，
m
た

%
が
明
治
則
に
機
内
で
県
た
し
た
俊
輔
に
つ
い
て
閉

う
て
目
、
王
朝
日
関
や
厳
掴
曹
の
聾
贋
過
程
‘
さ
ら

に
目
E頑
軍
だ
け
で
な
〈

e
am事
と
い
A
v
t
也
骨
組慣

量
向
島田
向
も
植
野
に
λ
礼
て
盤
情
究
金
量
め
て
い
〈
必

貨
が
あ
る
の
で
は
々
い
だ
ろ
う
か
.

-8-

ら
か
と
必
a
v
t
.
二
骨
日
か
.
a
移
膚
肺
-
m
叫
農
協

蹄
曙恒

向
明
愉
"
A
M
'
"
n
.
す
で
に
成
宜
圃
関
係
在

の
車
"
が
書
〈
拐
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
が
‘

編
耳
に
色
の
た
A
V
て
は
h
n
象
ら
実
家
"
の
関

与
し
た
可
瞳
世
に
つ
い
て
宮
且
し
た
・

平
成
-
一四
年
ー
置
か
ら
二
六
隼
置
に
か
昨
て
行
わ
れ

た
.
制
"
併
骨

『
皐
九
州
骨
a
-
m
e
割
と
し
た
仏
鍾軒
近

代
化
に
視
す
る
轟
礎
的
事
究
』
a
s
-
-
q
・
実
代
a
R

，
u
川
掴
偉
大
w
で
陪
‘
-
a
R
e
は
九
州
出
身
で
瓜

貧
困
圃
で
?
ん
だ
高
取
・
.

.

 
，
t
a
h
y
小
-
m車
で
か

明
抽
削
剛
に
担
-
-u
a
v
た
鷹
取
‘
勘帽
に
つ
い
て
歯
切
買

し
た
.
二
四
日
か
.
聾
来
m
a
R
宜
園
舎
は
じ
干
の
と
す

る
級
品
中
盤
や
‘
京
円
時
宇
宙
窓
で
符
わ
れ
て
い
た
奥
京

帽
の
融
賓
が
.
級
編
韓
位
鏡
た
に
家
内
位
置
げ
ら
札

た
学
校
や
、
-
高
・
東
軍
a
'
大
で
軒
わ
れ
る
よ
う
に

な
今
て
い
A
V
た
阜
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
.
な
お
、

本
利
晴
鮒
@
奏
で
は
、
摘
聞
置
己
氏
に
よ
。
て
、

広

緩
岨
荘
が
峨
で
闇
略
す
る
に
あ
た
A
V
て
‘
高
第
幡
町

u
m
h
H
h
y
山
市
内
町
蝿
介
ι
w
j
b
が
あ
a
v
t
・

か
と
伝
。
k
.

ぶ
削
刊
血
明
町
地
眠
畢
と
し
て
.
-
R
a畢
保
管
署

内側中

瓜
e

・七
偲
》
を
刊
行
し
止
問
か
.
『
AW
土
実
内
m
k
世
代

日
本
1
厳
ア
ジ
ア

・
ゐ
-
一
揖
宇
l
』
《
鎗
蝕
幽
厳
.

留
守
a
A
-
z
e
出
願
し
宅

現
在
日
.
a
z
・
の
有
力
必
門

F
生
時

一
人
で
あ

る
長
三
闘
に
つ
い
て
園
駅
究
会
連
め
て
い
舎
た
い
と
符

え
て
い
る
.
民
体
的
に
は
.
E
が
宜
部
省
別
冊
・
帥
a

と
し
て
置
覆
し
た
明
抽
四
期
に
つ
い
て
.
長
白
星
鴫

&
昆
て
い
倉
た
い
.
量
陪
明
拍
天
皇
の
伎
町
泌
を
つ
と

め
た
が
.
-
-
a
や
掴
局
大
豆
天
-
m
働
問
me

ゃ
.
加
措
聞曙

立
亮
《
4

・
・開‘，
A盾
伶

m
-
h
ゆ
E
と
の
陀
軸
研
究
e
h

う
-
-
k
に
よ
今
て
‘

緑
町
新
た
伝
-

H

陶
が
比
え
て
〈

る
町
で
は
伽
憎
い
か
と
与
え
て
い
晶
.

将
来
的
に
ほ
.

d

鳳
竃
圃
に
入
舎
な
鵬
'
e
与
え
た

人
鞠
.
調
-
m
圃
-a・

a
谷
大
判
郎
に
つ
い
て
且
て
い

〈
必
要
が
ゐ
る
だ
ろ
う
.
事
保
"
は
成
冗
個
時
置
に
介

入
す
る
S
u
廟
骨
圃』

を
届
こ
し
た
人
輸
と
し
て
g

名
高
い
が
.
当
時
事
軒
陪
2-一実
感
且
三
文
化
三
隼
》

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
.
e
R
緑
内
的
島
山
安
心
開
暗
に

も
介
入
し
て
お
'
・
こ
の
『
官
府
の
幽問
、
に
つ
い
て

も
篤
胸
骨
量
向
島
T
介
入
が
み
A
V
た
も
の
と
拙
b
れ

る
.
調
-
-
に
つ
い
て
b
.
時
枠
内
的
占
有
ピ
Z

オ
ン
"
3
1

ダ
!
と
S
品
々
が
ら
、
.
必
ず
し
む
克
a
n
に
a
究
M
F

咽
ん
で
い
な
い
町
が
寓
帽
で
あ
'
'
捌
・
，
資
料
L
E剤

い
た
窃
買
が
"
た
れ
る
.

こ
町
個
師
か
.
厳
密
民
園
町
処
置
を
見
て
い
〈

ιゐ
た

ー'ー-10ー



三
二

-
a
a島
だ
よ
り

O
後
車
儀
費
量
内
の
ご
，
加
金
お
開
。
り
岨
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
.

聞
い
合
b
せ
0
.
定
置
の
事
揖
局
内
お
車
い
し
ま

す
.

-T
三

O
l
A
E
-
-
一

車
媛
県
成
戸
市
文
京
ニ

1
-
l
-

軍
瞳

K
?敏
宙
開
乍
郁
向
野
康
江
町
究
.
‘
気
付

機
感
研
究
古
事
蘭
帥;Jji i 

i i i i 

信
究

h

畿

-za究
会

事
事
局
葺
埴
県
水
戸
市
主
席
凧
ニ

l
-l
一

ま
瞳
文
字
種
禽
傘
"
・
向
回
m
g
m江
世
情
究
質

問
E
H
E

M
車

踊
集

-Ll-
-1%-



三
三

　

咸
宜
園
が
近
世
最
大
の
私
塾
で
あ
っ
た
理
由
に
つ
い
て 

― 

七
つ
の
要
因

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー　

深
町　

浩
一
郎　

は
じ
め
に

　

豊
後
の
国
日
田
に
あ
っ
た
儒
学
者
・
廣
瀬
淡
窓
の
開
い
た
私
塾
「
咸
宜
園
」
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
お
い
て
常
時
百
人
程
度
が
学
ん
で
い
た
私
塾
で
、
近
世
日
本
で
最
大
規
模
の
私
塾
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
在
塾
生
の
最
高
は
二
三
三
人
（
嘉
永
五
年
六
月
）
で
あ
っ
た
と
の
記
録
が

あ
り
、
全
国
六
八
カ
国
中
の
六
六
カ
国
か
ら
塾
生
が
来
て
学
び
、
塾
生
数
は
入
門
簿
上
で
は
閉

塾
ま
で
に
四
、七
九
七
人
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
入
門
簿
の
見
当
た
ら
な
い
塾
生
や
聴
講
生
も

相
当
数
い
た
の
で
、
実
際
の
塾
生
数
は
六
、〇
〇
〇
人
近
く
に
の
ぼ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

最
大
規
模
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
塾
生
数
の
規
模
が
、
在
塾
生
数
と
し
て
も
卒
塾

生
数
の
総
数
と
し
て
も
大
き
い
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
に
は
存
続
期
間
の
長
い
こ
と
、
主
宰
し
た

廣
瀬
淡
窓
が
約
五
〇
年
間
の
教
授
を
し
た
後
、
淡
窓
の
養
子
や
門
人
が
引
き
継
い
で
明
治
三
〇

年
ま
で
約
九
二
年
間
存
続
し
た
存
続
期
間
の
長
い
私
塾
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

当
時
の
多
く
の
私
塾
は
、
一
般
的
に
主
宰
者
の
住
居
な
ど
に
あ
っ
た
比
較
的
小
規
模
な
も
の

で
、
し
か
も
主
宰
者
が
亡
く
な
れ
ば
閉
塾
と
な
る
短
期
間
の
塾
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　
「
咸
宜
園
」
は
、「
史
跡　

咸
宜
園
跡
」
と
し
て
現
在
、
大
分
県
日
田
市
に
遺
っ
て
お
り
、
居

宅
で
あ
っ
た「
秋
風
庵
」と
書
斎
の「
遠
思
楼
」が
現
存
す
る
が
、当
時
は
そ
の
ほ
か「
東
塾
」「
西

塾
」「
南
塾
」「
講
堂
」
や
居
宅
「
招
隠
洞
」
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
ま
た
、
多
く
の
咸
宜

園
関
係
の
文
書
・
史
料
に
つ
い
て
は
、「
公
益
財
団
法
人　

廣
瀬
資
料
館
」
の
書
庫
「
廣
瀬
先

賢
文
庫
」
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
状
況
も
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
私
塾
「
咸
宜
園
」
の
あ
っ
た
大
分
県
日
田
市
は
、
県
の
西
部
に
位
置
し
、
筑
後
川
の
上

流
の
山
間
部
の
盆
地
に
開
け
た
小
都
市
で
あ
る
。
現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
の
鉄
道
（
久
大
本
線
）
と
道

路
交
通
（
大
分
自
動
車
道
、
国
道
２
１
０
号
、
２
１
２
号
、
３
８
６
号
な
ど
）
が
通
じ
て
い
る

が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
交
通
の
利
便
の
よ
く
な
い
、
か
な
り
山
間
部
に
位
置
す
る
地
で
あ
る
。

　

都
会
で
も
な
い
こ
う
し
た
小
さ
な
町
に
な
ぜ
近
世
日
本
で
最
大
規
模
の
私
塾
と
い
わ
れ
る

「
咸
宜
園
」
が
存
在
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
若
者
が
来
て
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、以
下
で
、咸
宜
園
を
取
り
巻
く
様
々
な
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ

て
み
た
い
。

１
．
要
因
の
考
察

　

咸
宜
園
が
近
世
最
大
規
模
の
私
塾
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
当
時
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
っ
た
咸
宜
園
教
育
の
内
容
の
特
徴
や
そ
の
独
自
性
の
指
摘

で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
だ
け
に
帰
し
た
の
で
は
十
分
と
言
え
ず
、
さ
ら
に
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
を
探
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
咸
宜
園
の
開
塾
し
た
江
戸
時
代
後
期
の
時
代
背
景
、
と
く
に
咸
宜
園
な
ど
私
塾
を
取

り
巻
く
教
育
文
化
環
境
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
咸
宜

園
の
立
地
し
た
日
田
の
地
の
歴
史
的
背
景
や
自
然
環
境
が
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
広
瀬
淡
窓
の
生
れ
た
家
庭
環
境
、
淡
窓
の
教
育
に
か
け
る
信
念

な
ど
、
教
育
者
と
し
て
の
広
瀬
淡
窓
の
人
物
像
・
思
想
な
ど
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
塾
生
と
、
全
国
へ
拡
が
っ
て
い
っ
た
卒
塾
生
の
動
き
な
ど

も
総
合
的
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
様
々
な
要
因
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
お
お
む
ね
七
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
外
的
な
要
因
と
し
て
、

①
近
世
の
教
育
環
境

　

咸
宜
園
の
開
塾
し
た
江
戸
時
代
の
後
期
は
、
全
国
に
寺
子
屋
（
手
習
い
塾
）
が
普
及
し
て
お

り
、
庶
民
の
教
育
熱
が
高
ま
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
が
何
ご
と
も
文

書
や
書
簡
で
の
通
知
や
申
請
が
必
要
と
さ
れ
る
「
文
字
社
会
」
と
言
わ
れ
る
社
会
で
あ
っ
た
た

め
、
読
み
書
き
・
算
盤
の
知
識
が
必
須
と
さ
れ
る
時
代
で
、
庶
民
の
子
弟
が
学
ぶ
寺
子
屋
が
広

く
普
及
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
庶
民
の
識
字
率
は
諸
外
国
に
比
べ
て
高
い
水
準
を
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
寺
子
屋
な
ど
の
初
等
教
育
を
終
え
た
若
者
が
さ
ら
に
中
・
高
等
な
教
育
を

望
ん
だ
た
め
、
私
塾
（
学
問
塾
）
に
学
ぶ
者
の
需
要
が
増
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
咸
宜
園
」

は
そ
の
需
要
に
最
も
広
汎
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
た
私
塾
で
あ
っ
た
。

②
近
世
日
田
の
歴
史
的
背
景

　

近
世
日
田
は
、江
戸
幕
府
直
轄
地
の
「
天
領
」
で
あ
り
、九
州
の
政
治
の
中
心
地
と
し
て
「
西
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国
筋
郡
代
」
の
役
所
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
各
藩
の
御
用
達
を
勤
め
る
日
田
商
人
が
活
躍
す
る

こ
と
と
な
り
、
文
化
的
に
も
俳
諧
文
芸
な
ど
が
盛
ん
な
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
理
的
に
も
北

部
九
州
の
真
ん
中
に
位
置
し
、
当
時
は
交
通
の
要
衝
と
し
て
人
々
の
交
流
も
盛
ん
で
、
い
わ
ば

九
州
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
と
も
言
え
る
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
に
、
淡
窓
は
、
豊
か
な
商
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
少
よ
り
修
学
し
て
そ

の
恵
ま
れ
た
才
能
を
伸
ば
し
、
儒
学
者
と
な
っ
て
私
塾
経
営
に
情
熱
を
か
け
て
当
た
っ
た
の
で

あ
る
。「
咸
宜
園
」
の
発
展
に
は
、
こ
の
日
田
の
地
の
繁
栄
の
基
盤
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
日
田
は
、
代
官
所
の
武
士
は
数
名
し
か
居
ら
ず
、
実
質
は
町
役
人
の
管
掌
す
る
町
人

町
で
あ
っ
て
、
比
較
的
自
由
な
雰
囲
気
の
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
咸
宜
園
に
入
塾
の
た
め

に
日
田
を
訪
れ
ま
た
離
れ
る
塾
生
の
出
入
り
の
行
動
も
、
他
の
地
域
と
く
に
大
名
領
内
の
地
な

ど
の
場
合
に
比
べ
て
、
格
段
に
自
由
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

③
日
田
の
自
然
的
環
境

　

日
田
は
、
九
州
の
山
間
部
の
盆
地
に
あ
る
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
小
都
市
で
あ
っ
て
、
周
囲
を

低
い
丘
陵
が
囲
む
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
江
戸
や
京
都
・
大
坂
な
ど
の
大
都

市
に
比
べ
て
静
か
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
あ
っ
て
、
寮
生
活
を
し
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
勉
学

に
励
む
に
は
か
え
っ
て
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
塾
生
は
勉
学
の
合
間

に
は
付
近
の
山
野
に
遊
び
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
自
然
豊
か
と
は
言
っ
て
も
「
咸
宜
園
」
は
ま
っ
た
く
の
孤
立
し
た
山
間
に
在
っ
た
の

で
は
な
く
、
人
の
行
き
交
い
の
頻
繁
な
豆
田
町
の
郊
外
に
位
置
し
、
そ
れ
な
り
の
小
都
市
の
雰

囲
気
の
中
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
当
時
の
日
田
は
勉
学
に
最
適
な
土
地
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
内
的
要
因
と
し
て

④
淡
窓
の
人
間
的
魅
力

　

淡
窓
は
、
人
格
的
に
も
教
育
者
と
し
て
も
魅
力
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

淡
窓
は
、
と
て
も
謹
厳
で
誠
実
な
人
格
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
普
段
は
優
し

い
温
か
み
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
淡
窓
の
人
柄
は
、
幼
少
か
ら
病
弱
な
体
質
で
、
生
涯
の

ほ
と
ん
ど
を
病
気
に
苦
し
ん
だ
生
活
を
送
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
分
で

三
大
厄
と
称
し
て
い
る
、
生
死
の
境
を
彷
徨
う
よ
う
な
生
涯
に
三
度
の
大
病
に
逢
っ
た
ほ
か
、

い
つ
も
流
行
病
に
罹
っ
た
り
、
い
く
つ
も
の
持
病
に
苦
し
ん
で
床
に
臥
し
て
寝
込
む
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。
病
苦
に
耐
え
た
だ
け
に
、忍
耐
力
や
克
己
心
に
富
む
強
い
精
神
力
を
も
つ
、

謙
虚
で
温
か
い
温
厚
な
人
物
と
な
り
得
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

淡
窓
は
、
教
育
者
と
し
て
は
、
講
義
の
時
や
日
常
の
塾
生
の
生
活
面
に
つ
い
て
は
厳
し
い
態

度
で
臨
ん
で
い
る
が
、
言
葉
で
は
叱
ら
ず
態
度
で
示
し
て
自
然
に
教
化
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
配

慮
し
、
ま
た
塾
生
を
差
別
的
に
扱
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
そ
の
塾
生
の
持
つ
個
性
を
尊
重
す

る
姿
勢
を
執
っ
て
い
た
。
淡
窓
は
、
こ
の
よ
う
に
、
教
師
と
し
て
威
厳
を
も
ち
、
か
つ
温
和
で

誠
実
な
態
度
で
接
す
る
先
生
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
幼
少
時
か
ら
神
童
と
称
さ
れ
、
亀
井
塾
に
お
い
て
も
秀
才
の
評
判
を
取
っ
た
才
能

と
学
識
の
優
れ
た
学
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
高
名
な
漢
詩
人
と
し
て
も
広
く
名
を
知
ら
れ
て
い
た

人
物
で
あ
る
の
で
、
漢
学
の
才
能
に
つ
い
て
は
誰
も
が
皆
な
尊
敬
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
先

生
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
淡
窓
六
一
歳
の
と
き
に
は
幕
府
か
ら
永
世
苗
字
帯
刀
の
恩
命
を
受
け
て
、
い
わ
ば

そ
の
業
績
が
全
国
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、「
淡
窓
先
生
」
と
「
咸
宜
園
」
の

評
判
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

淡
窓
の
人
間
的
魅
力
、
と
く
に
教
育
者
と
し
て
の
魅
力
は
、
学
問
を
志
す
塾
生
に
と
っ
て
か

な
り
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

⑤
咸
宜
園
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム

　

咸
宜
園
が
、
常
時
百
人
を
超
え
る
多
く
の
塾
生
を
擁
し
、
し
か
も
永
年
に
わ
た
り
運
営
で
き

た
最
大
の
要
因
は
、
整
っ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
因
る
。
そ
の
特
色
と
し
て

掲
げ
ら
れ
る
の
は
、「
三
奪
法
」「
月
旦
評
」「
職
任
制
」な
ど
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、

淡
窓
の
独
創
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
そ
れ
を
塾
の
仕
組
み
と
し
て
採
り
入
れ
、
淡
窓
が
工
夫

に
工
夫
を
重
ね
て
独
自
の
制
度
に
整
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
塾
生
の
入
門
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
か
ら
、
毎
日
の

学
習
・
課
業
と
毎
月
の
成
績
評
価
の
効
率
的
な
運
用
が
な
さ
れ
、
塾
や
寮
の
日
常
の
生
活
の
統

制
運
営
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
た
め
、
塾
生
を
多
数
受
け
入

れ
て
も
完
全
に
統
御
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
淡
窓
没
後
も
後
継
者
が
塾
を
継
続
し
て
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
こ
そ
、「
咸
宜
園
」
が
近
世
最
大
規
模

の
私
塾
と
な
っ
た
最
も
大
き
い
理
由
で
あ
る
。

　

こ
の
教
育
方
式
は
高
く
評
価
さ
れ
、全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
模
倣
す
る
私
塾
も
多
く
現
れ
、

「
咸
宜
園
」
以
降
、
次
第
に
全
国
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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⑥
廣
瀬
家
の
支
援

　

淡
窓
は
、
日
田
の
有
力
な
商
家
の
一
つ
で
あ
っ
た
博
多
屋
廣
瀬
家
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
病

弱
な
た
め
、
家
督
を
弟
の
久
兵
衛
に
譲
っ
た
が
、
廣
瀬
家
の
中
で
は
一
番
の
年
長
者
と
し
て
最

後
ま
で
重
き
を
な
し
て
い
た
。
廣
瀬
家
の
慶
弔
の
際
や
弟
た
ち
と
の
相
談
な
ど
で
広
瀬
家
に
頻

繁
に
出
入
り
し
て
い
る
。

　

淡
窓
は
二
四
歳
で
開
塾
し
て
三
六
歳
で
咸
宜
園
に
移
る
ま
で
廣
瀬
家
に
居
住
し
て
お
り
、
開

塾
当
時
に
は
廣
瀬
家
の
土
蔵
を
一
時
塾
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
開
塾
か
ら

桂
林
園
の
時
代
の
経
営
は
ま
だ
財
政
上
は
廣
瀬
家
に
依
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
後

に
咸
宜
園
に
移
っ
て
も
、
塾
舎
建
設
や
運
営
な
ど
に
際
し
て
は
弟
の
久
兵
衛
や
三
右
衛
門
ら
に

よ
る
協
力
と
支
援
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
咸
宜
園
の
私
塾
経
営
は
、
廣
瀬
家
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
、
と
く
に

財
政
上
の
支
援
が
な
け
れ
ば
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
開
塾
初
期
の
段
階
で
は
運
営
で
き
な
く
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
廣
瀬
家
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
着
実
に
塾
の
規
模
の
拡
大
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

⑦
塾
生
紹
介
の
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

咸
宜
園
に
入
門
の
際
に
は
、
入
門
簿
に
塾
生
の
住
所
・
氏
名
等
を
記
す
る
と
と
も
に
必
ず
紹

介
者
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
初
は
、
紹
介
者
は
淡
窓
や
広
瀬
家
の
知
人
や
友
人
が
主

で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
卒
塾
生
が
紹
介
人
と
な
り
、
さ
ら
に
在
塾
生
も
積
極
的
に
紹
介
人
と
な

り
郷
里
の
親
族
・
友
人
・
知
人
を
入
門
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
な
が
ら
、
塾
の
評
判
と

と
も
に
、
入
門
者
も
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

咸
宜
園
に
は
特
に
塾
生
に
僧
侶
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
郷
里
や
近
隣
地
や
遠
方
に
居
る
同

じ
宗
派
の
知
人
を
紹
介
し
て
い
く
な
ど
、
地
域
の
枠
を
超
え
る
宗
派
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
い
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
僧
侶
の
次
に
多
か
っ
た
と

さ
れ
る
医
師
の
塾
生
も
、
同
じ
医
師
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
次
々
と
紹
介
し
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
紹
介
に
よ
っ
て
国
や
地
域
の
枠
を
越
え
て
塾
生
が
広
が
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
紹
介
シ
ス
テ
ム
は
咸
宜
園
が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
七
つ
の
要
因
に
つ
い
て
、
以
下
さ
ら
に
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

２
．
近
世
の
教
育
環
境

　

江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
庶
民
の
教
育
環
境
が
大
き
く
拡
大
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
そ
れ
は
「
寺
子
屋
（
手
習
い
塾
）」
の
普
及
に
現
れ
て
い
る
。「
寺
子
屋
（
手
習
い
塾
）」
は
、

庶
民
の
子
弟
の
七
歳
か
ら
一
二
・
三
歳
に
及
ぶ
子
供
た
ち
に
「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
程

度
の
初
等
普
通
教
育
を
教
授
し
た
庶
民
教
育
機
関
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
文
字
学
習
や
計
算
能
力
の
学
習
が
必
要
と
な
っ
た
理
由
は
、
江
戸
時
代
が
「
文

字
社
会
」
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
幕
府
に
よ
る
行
政
の
文
書
主
義
の

徹
底
と
全
国
的
規
模
の
商
品
流
通
網
成
立
が
、
文
字
の
読
み
書
き
能
力
や
書
式
・
用
語
・
約
束

事
の
学
習
、
文
字
を
流
麗
に
書
く
能
書
の
技
の
習
得
、
計
算
能
力
や
計
算
知
識
の
学
習
な
ど
の

必
要
性
、
い
わ
ゆ
る
「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
の
学
習
へ
の
需
要
を
一
挙
に
高
め
た
と
さ

れ
て
い
る
（
1
）。

　
「
文
字
社
会
」
と
は
、
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
社
会
の
仕
組
み
が
出
来
て
い

る
社
会
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
「
文
字
社
会
」
が
成
立
し
た
の
は
、
戦
国

時
代
が
終
わ
り
「
兵
農
分
離
」
体
制
と
な
っ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
武
士
と
農
民
が
分

離
さ
れ
、
少
数
の
武
士
が
城
下
町
に
住
み
、
多
数
の
農
民
が
農
村
に
住
み
、
支
配
す
る
武
士
側

か
ら
文
字
に
書
い
た
法
令
や
行
政
文
書
の
情
報
が
示
さ
れ
、支
配
さ
れ
る
農
民
側
か
ら
も
届
出
・

陳
情
・
申
告
・
訴
訟
な
ど
が
文
書
で
提
出
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

徹
底
し
た
文
書
主
義
の
社
会
で
は
、
読
み
書
き
の
能
力
が
あ
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
な
る
の

で
あ
る
。農
民
支
配
は
、村
の
有
力
な
村
民
が
村
役
人
と
な
っ
て
年
貢
な
ど
請
負
う
制
度
で
あ
っ

た
の
で
、
村
役
人
に
は
書
記
能
力
や
計
算
能
力
が
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
農
民
も
、

武
士
や
村
役
人
の
不
正
な
ど
に
異
議
を
申
し
立
て
る
た
め
に
は
、
自
身
に
も
読
み
書
き
能
力
が

必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
商
業
の
発
達
と
海
運
の
整
備
に
よ
る
全
国
的
な
商
品
流
通

網
の
成
立
に
よ
っ
て
、
農
村
ま
で
も
貨
幣
経
済
の
社
会
と
な
り
、
農
民
で
も
文
字
や
計
算
の
能

力
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
、
都
市
・
農
村
を
問
わ
ず
、
庶
民
が
文
字

学
習
と
計
算
能
力
の
習
得
を
必
要
と
し
た
時
代
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
2
）。

　

さ
ら
に
、「
出
版
文
化
」
の
広
が
り
・
普
及
が
あ
っ
た
。
庶
民
の
文
字
の
識
字
率
の
向
上
、

つ
ま
り
読
者
層
の
増
加
に
よ
っ
て
、
商
業
的
な
大
量
出
版
を
す
る
専
門
出
版
業
者
（
書
肆
）
が

出
現
す
る
。
版
木
に
直
接
文
字
や
挿
絵
な
ど
を
彫
り
込
む
整
版
印
刷
技
術
の
発
達
が
大
量
出
版

を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
出
版
本
は
、
筆
写
に
よ
る
書
写
本
と
違
い
誤
字
や
誤
伝
が
な
く
、

文
字
文
化
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
文
芸
作
品
や
学
問
教
養
書
が
大
量
に
流
通
し
て
文
化



三
六

の
大
衆
化
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
貸
本
屋
も
多
数
出
現
し
、
営
業
も
盛
ん
で
、
貸

本
で
読
ん
で
楽
し
む
人
々
も
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
大
量
出
版
に
よ
り
、「
寺
子
屋
（
手
習
い

塾
）」
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
往
来
物
」
も
、
多
種
類
の
も
の
が
大
量
に
普
及
し
、
こ
の
た
め
、

全
国
で
共
通
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
文

の
書
籍
で
あ
る
儒
学
の
「
経
書
」
な
ど
の
学
問
テ
キ
ス
ト
も
普
及
し
て
比
較
的
容
易
に
入
手
で

き
、
さ
ら
に
、
儒
学
者
な
ど
が
成
果
で
あ
る
著
作
物
も
出
版
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
、
学
問
の

環
境
も
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
全
国
的
に
均
質
な
文
字
文
化
が

成
立
し
、
庶
民
が
学
ぶ
教
育
環
境
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
3
）。

　

こ
の
よ
う
に
「
文
字
社
会
」
の
成
立
と
「
出
版
文
化
」
の
発
展
の
背
景
が
あ
り
、
全
国
的
な

教
育
・
学
問
の
普
及
が
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
寺
子
屋
（
手
習
い
塾
）
は
、
一
七
世
紀
に

か
ら
次
第
に
普
及
し
、
江
戸
時
代
後
期
で
あ
る
一
九
世
紀
の
前
期
に
は
「
教
育
爆
発
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
に
拡
大
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の

全
国
の
寺
子
屋
（
手
習
い
塾
）
の
総
数
は
一
万
五
千
余
で
あ
り
、と
く
に
文
化
期
（
一
八
〇
四
ー

一
八
一
七
）・
文
政
期
（
一
八
一
八
ー
一
八
二
九
）
以
降
に
年
々
爆
発
的
な
開
設
数
（
全
体
の

七
十
％
）
を
見
た
と
さ
れ
て
い
る
（
4
）。

　

こ
の
よ
う
な
初
等
教
育
を
終
え
、
な
お
向
学
心
の
あ
る
子
弟
を
対
象
に
す
る
中
等
・
高
等

教
育
機
関
と
し
て
「
私
塾
（
学
問
塾
）」
が
あ
り
、「
寺
子
屋
（
手
習
い
塾
）」
の
普
及
・
発
達

と
同
時
に
増
え
て
い
っ
た
。「
私
塾
」
に
は
、「
漢
学
塾
」「
国
学
塾
」「
洋
学
塾
（
蘭
学
塾
）」

「
医
学
塾
」「
習
字
塾
」「
武
芸
塾
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
っ
た
が
、
学
問
の
基
礎
に
は

漢
学
的
素
養
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
「
漢
学
塾
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。『
日
本
教
育
史
資

料
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
全
国
の
「
私
塾
」
の
総
数
は
約
千
五
百
余
で
あ
る
が
、「
寺
子

屋
（
手
習
い
塾
）」
の
普
及
と
同
じ
く
文
化
・
文
政
期
以
降
か
ら
急
速
に
増
え
て
い
る
（
全
体

の
七
五
％
） （
5
）。

　

廣
瀬
淡
窓
の
「
咸
宜
園
」
は
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
の
開
設
、前
身
の
「
長
福
寺
学
寮
」

は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
開
設
で
あ
り
、
淡
窓
が
開
塾
し
た
文
化
期
に
は
こ
の
よ
う
な
庶

民
階
級
の
教
育
環
境
が
す
で
に
整
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
庶
民
教
育
に
支
え
ら
れ
た
、
江
戸
後
期
の
日
本
の
教
育
水
準
の
高

さ
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
も
け
っ
し
て
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
日

本
の
場
合
は
特
権
階
級
ば
か
り
で
は
な
く
一
般
庶
民
が
読
み
書
き
で
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
特

筆
さ
れ
る
。
ま
た
、
男
子
ば
か
り
で
な
く
女
子
も
読
み
書
き
が
で
き
た
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。

江
戸
後
期
の
日
本
の
識
字
率
に
つ
い
て
は
、
基
礎
史
料
と
す
る
統
計
の
取
り
方
や
地
域
の
選
び

方
で
研
究
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
高
い
も
の
で
は
七
〇
～
八
〇
％
程
度
と
す
る
も

の
が
多
い
（
6
）。

　

こ
の
国
民
的
規
模
の
高
い
教
育
普
及
の
基
盤
が
あ
っ
て
、
明
治
の
教
育
制
度
の
実
現
が
可
能

に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
維
新
後
の
欧
米
列
強
と
肩
を
並
べ
る
日
本
の
急
速
な
近
代
化

が
達
成
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、当
時
の
日
本
人
と
く
に
庶
民
の
読
み
書
き
能
力
の
高
さ
と
教
育
の
普
及
に
つ
い
て
は
、

幕
末
維
新
期
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
が
非
常
に
驚
き
の
目
を
向
け
そ
れ
を
高
く
評
価
す
る
記

録
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
7
）。

　

ロ
シ
ア
の
軍
人
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
千
島
列
島
で
日
本
側
に
捕
え

ら
れ
函
館
等
に
二
年
以
上
幽
閉
さ
れ
た
人
で
あ
る
が
、
そ
の
体
験
記
に
は
「
他
国
民
と
比
較
す

れ
ば
、
日
本
人
は
天
下
を
通
じ
て
最
も
教
育
の
進
ん
だ
国
民
で
あ
る
。
日
本
に
は
読
み
書
き
の

で
き
な
い
人
間
や
、
祖
国
の
法
律
を
知
ら
な
い
人
間
は
一
人
も
い
な
い
。
日
本
の
法
律
は
、・・・

大
き
な
板
に
書
い
て
町
々
村
々
の
広
場
や
人
目
に
た
つ
場
所
に
掲
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」「
国

民
全
体
を
採
る
な
ら
ば
、
日
本
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
下
層
階
級
よ
り
も
物
事
に
関
し
す
ぐ
れ
た

理
解
を
も
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
て
も
教

育
の
最
も
普
及
し
た
国
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。（
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
『
日
本
幽
囚
記
』）

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
日
英
修
好
通
商
条
約
の
た
め
に
来
日
し
た
在
日
イ
ギ
リ
ス
公
使

館
書
記
官
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
は
「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
男
女
を
問
わ
ず
、
す

べ
て
の
階
層
を
通
じ
て
必
ず
初
等
学
校
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
読
み
書
き
を
学
び
、
自
国
の
歴
史

に
関
す
る
い
く
ら
か
の
知
識
を
教
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
国
民
教
育
は
、
イ
ギ
リ
ス
よ

り
も
っ
と
普
及
し
て
お
り
進
歩
し
て
い
る
、
町
を
通
る
と
き
私
は
学
習
す
る
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
い
喋
々
の
声
を
聞
く
、
日
本
人
は
確
か
に
書
物
を
読
む
国
民
で
あ
り
、
女
性
は
そ
の
心
情
の

発
達
に
お
い
て
男
性
に
劣
ら
な
い
。（
中
略
）彼
ら
は
ま
た
、ま
る
で
郵
便
制
の
楽
し
み
に
ふ
け
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
、
た
が
い
に
短
い
手
紙
を
書
く
こ
と
が
好
き
で
あ
る
・
・
・
手
紙
を
王
国

の
端
か
ら
端
ま
で
運
ぶ
組
織
は
き
わ
め
て
完
全
な
も
の
が
あ
る
。」
と
、
教
育
制
度
の
普
及
や

全
国
規
模
の
郵
便
制
度
（
飛
脚
制
度
）
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
驚
き
を
も
っ
て
記
録
し
て
い
る
。

（
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
『
エ
ル
ギ
ン
卿
遣
日
使
節
録
』）



三
七

　

ま
た
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
来
日
し
て
長
崎
で
幽
閉
さ
れ
、
長
崎
通
詞
た
ち
に
英
語

を
教
え
た
ア
メ
リ
カ
人
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
「
日
本
の
す
べ
て
の
人 

―
最
上
層
か
ら
最
下
層

ま
で
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
男
女
・
子
供
― 

は
、
紙
と
筆
と
墨
を
携
帯
し
て
い
る
か
、
肌
身
離
さ

ず
持
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
が
読
み
書
き
の
教
育
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、下
層
階
級
の
人
々

で
さ
え
も
書
く
習
慣
が
あ
り
、
手
紙
に
よ
る
意
思
伝
達
は
我
が
国
に
お
け
る
よ
り
も
広
く
行
わ

れ
て
い
る
。」
と
記
し
、
す
べ
て
の
日
本
人
が
読
み
書
き
が
で
き
、
筆
記
用
文
房
具
（
矢
立
て
）

を
持
ち
字
を
書
い
て
頻
繁
に
手
紙
の
や
り
取
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
母
国
ア
メ
リ
カ
よ

り
も
進
ん
で
い
る
と
記
録
し
て
い
る
。（
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
『
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
「
日

本
回
想
記
」』）

　

さ
ら
に
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
浦
賀
に
来
航
し
た
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長

官
ペ
リ
ー
は
日
本
の
印
象
に
つ
い
て
「
下
田
で
も
函
館
で
も
・
・
・
書
物
は
店
頭
で
見
受
け
ら

れ
た
。・
・
・
通
俗
的
な
物
語
本
又
は
小
説
本
で
、
明
ら
か
に
大
い
に
需
要
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
っ
た
。
人
民
が
一
般
に
読
み
方
を
教
え
ら
れ
て
い
て
、
見
聞
を
得
る
こ
と
に
熱
心
だ
か
ら

で
あ
る
。
教
育
は
同
帝
国
至
る
所
に
普
及
し
て
お
り
、
ま
た
日
本
人
の
婦
人
は
支
那
の
婦
人
と

は
異
な
っ
て
、
男
と
同
じ
く
知
識
が
進
歩
し
て
い
る
し
、
女
性
独
特
の
芸
事
に
も
熟
達
し
て
い

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
固
有
の
文
学
に
よ
く
通
じ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。
一
般
の
人
々
が
読
み
書
き
で
き
る
た
め
物
語
本
な
ど
の
書
籍
が
普
及
し
て
い

る
こ
と
、
と
く
に
婦
人
の
知
識
レ
ベ
ル
の
高
い
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。（
ペ
リ
ー
『
ペ
ル
リ

提
督
日
本
遠
征
記
』）

　

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
～
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン

人
の
画
家
ベ
ル
ク
は
「
読
み
書
き
、
国
史
、
道
徳
哲
学
な
ど
に
つ
い
て
の
青
少
年
教
育
は
、
非

常
に
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
段
階
の
教
育
施
設
も
あ
る
。・
・
・
書
道
は
低
い

身
分
の
間
で
も
一
般
的
に
よ
く
広
ま
っ
て
い
る
。
暇
な
と
き
の
読
書
は
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
日
本

人
が
第
一
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
本
屋
は
至
る
所
の
通
り
に
あ
り
、
本
は
信
じ
ら
れ
な

い
く
ら
い
安
く
、
そ
れ
で
い
か
に
多
く
の
本
が
読
ま
れ
て
い
る
か
も
わ
か
る
の
で
あ
る
」
と
述

べ
、日
本
の
教
育
の
普
及
と
出
版
（
読
書
）
文
化
の
普
及
を
驚
き
の
目
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
。

（
ベ
ル
ク
『
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
日
本
遠
征
記
』）

　

ま
た
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
来
日
し
た
、ト
ロ
イ
ア
の
発
掘
で
有
名
な
ド
イ
ツ
人
シ
ュ
リ
ー

マ
ン
は
「
日
本
の
教
育
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
文
明
化
さ
れ
た
国
民
と
同
じ
く
ら
い
よ
く
普

及
し
て
い
る
。・
・
・
だ
か
ら
日
本
に
は
、
少
な
く
と
も
日
本
文
字
と
中
国
文
字
で
構
成
さ
れ

て
い
る
自
国
語
を
読
み
書
き
で
き
な
い
男
女
は
い
な
い
。」
と
、
教
育
の
普
及
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
明
国
と
同
じ
く
全
国
民
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。（
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ

リ
ー
マ
ン
『
日
本
中
国
旅
行
記
』）

　

こ
の
よ
う
な
幕
末
明
治
期
に
来
日
し
た
外
国
人
は
、
い
ず
れ
も
高
等
教
育
を
受
け
た
知
識
人

で
あ
り
旺
盛
な
好
奇
心
を
持
っ
て
日
本
の
こ
と
を
観
察
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
外
国
人
の
目
で

見
た
旅
行
記
・
印
象
記
は
、
多
少
の
誇
張
表
現
は
あ
っ
て
も
、
当
時
の
様
子
を
精
確
に
記
録
し

た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
日
本
の
教
育
水
準
の
高
さ
を
正
し
く

証
明
す
る
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

３
．
近
世
日
田
の
繁
栄
と
歴
史
的
意
義

　
「
咸
宜
園
」
は
、
日
田
の
地
に
無
関
係
に
突
然
に
現
れ
て
発
展
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

背
景
に
近
世
日
田
の
繁
栄
の
基
盤
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

近
世
の
日
田
は
、
九
州
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
の
位
置
に
あ
っ
た
。
政
治
面
で
は
、

寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
に
代
官
所
が
置
か
れ
て
以
降
九
州
の
幕
府
直
轄
地
の
中
心
と
し
て
、

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
は
西
国
筋
郡
代
と
な
り
九
州
の
諸
大
名
を
監
視
し
た
。
経
済
面
で

は
、
代
官
所
と
各
藩
を
取
り
次
ぐ
御
用
達
や
幕
府
の
金
銭
を
取
り
扱
う
掛
屋
を
勤
め
る
日
田
商

人
が
活
躍
し
、
大
名
貸
を
中
心
と
し
た
「
日
田
金
」
と
い
わ
れ
る
金
融
資
本
が
九
州
一
円
を
支

配
し
た
。
こ
う
い
っ
た
商
業
的
繁
栄
を
バ
ッ
ク
に
町
人
文
化
が
繁
栄
し
、
と
く
に
日
田
俳
壇
と

い
わ
れ
る
俳
諧
文
化
が
栄
え
た
。
近
世
後
期
の
淡
窓
の
時
代
は
、
日
田
は
す
で
に
幕
府
直
轄
地

「
天
領
」
と
し
て
大
い
に
繁
栄
し
、
文
化
的
な
雰
囲
気
が
満
ち
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
繁
栄
の
基
盤
の
上
に
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
日
田
の
商
家
廣
瀬
家
の
長
男

と
し
て
淡
窓
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
、
淡
窓
は
幼
少
か
ら
神
童
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
聡
明
で
、
当

時
の
庶
民
と
し
て
望
み
う
る
か
ぎ
り
の
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

日
田
が
幕
府
直
轄
地
「
天
領
」
に
な
っ
た
の
は
、地
理
的
に
北
部
九
州
の
真
ん
中
に
位
置
し
、

古
代
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
田
か
ら
六
〇
キ
ロ
の
円
周

上
に
、
北
部
九
州
の
主
要
都
市
（
福
岡
市
、
北
九
州
市
小
倉
、
大
分
市
、
熊
本
市
、
佐
賀
市
）

が
す
べ
て
位
置
し
、
し
か
も
す
べ
て
の
都
市
へ
陸
上
交
通
の
街
道
が
通
じ
て
い
て
、
ま
た
河
川

交
通
で
は
九
州
一
の
大
河
で
あ
る
筑
後
川
の
上
流
に
位
置
し
て
い
る
。
日
田
は
、
九
州
の
大
藩

を
監
視
す
る
の
に
適
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
唯
一
の
海
外
交
流
の
地
の
長
崎
と
も
結
ば
れ

て
い
て
そ
の
情
報
が
届
き
易
く
、
そ
れ
を
瀬
戸
内
海
を
通
じ
て
大
阪
・
江
戸
へ
報
告
し
や
す
い



三
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中
継
地
的
な
場
所
で
も
あ
っ
た
。

　

日
田
の
文
化
的
繁
栄
で
は
、日
田
商
人
を
中
心
に
庶
民
文
芸
で
あ
っ
た
俳
諧
が
盛
ん
で
あ
り
、

江
戸
初
期
か
ら
江
戸
中
期
に
俳
人
を
輩
出
し
「
日
田
俳
壇
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
形
成
し
て

い
た
（
8
）。
中
村
西
国
、
坂
本
朱
拙
、
長
野
野
紅
、
長
野
倫
女
な
ど
の
俳
人
が
活
躍
し
、
松

尾
芭
蕉
門
下
の
蕉
門
十
哲
に
数
え
ら
れ
る
各
務
支
考
や
志
太
野
坡
ら
が
来
遊
し
て
い
る
。ま
た
、

日
田
代
官
で
あ
っ
た
岡
田
庄
太
夫
俊
惟
（
俳
号 

露
泊
）
や
、
揖
斐
十
太
夫
政
俊
（
俳
号 

楽
水
）

も
俳
諧
を
嗜
み
好
ん
で
い
る
。
江
戸
後
期
に
な
る
と
、
廣
瀬
月
化
、
廣
瀬
桃
秋
、
佐
藤
葵
亭
な

ど
が
活
躍
し
、
と
く
に
月
化
は
日
田
俳
壇
の
中
心
で
全
国
に
知
ら
れ
、
そ
の
隠
居
所
で
あ
る
日

田
の
秋
風
庵
を
訪
れ
る
行
脚
俳
人
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
廣
瀬
月
化
は
淡
窓
の
伯
父
で
あ

る
廣
瀬
平
八
で
、
三
五
歳
で
家
督
を
弟
三
郎
右
衛
門
に
譲
っ
て
秋
風
庵
に
隠
居
し
た
。
廣
瀬
桃

秋
は
平
八
の
弟
で
、
淡
窓
の
父
で
あ
る
廣
瀬
三
郎
右
衛
門
で
あ
る
。
淡
窓
は
二
歳
か
ら
六
歳
ま

で
伯
父
月
化
の
秋
風
庵
で
養
育
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
幼
少
期
に
秋
風
庵
の
文
学
的

雰
囲
気
と
周
囲
の
田
園
の
自
然
環
境
の
中
で
の
び
の
び
と
育
ち
、
文
学
的
資
質
に
大
き
な
影
響

を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
豆
田
町
の
長
福
寺
住
職
の
宝
月
及
び
子
の
法
幢
・
法
海
と
、
隈
町
の
広
円
寺
住
職
の

法
蘭
は
、
学
僧
で
も
あ
り
漢
詩
文
に
長
じ
て
い
て
名
を
知
ら
れ
、
子
ど
も
時
代
の
淡
窓
に
も
漢

詩
文
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
彼
ら
は
、
本
山
の
京
都
高
倉
学
寮
に
お
い
て
講

師
を
勤
め
た
り
漢
詩
集
を
刊
行
し
た
り
し
て
い
る
。

　

な
お
、
代
官
支
配
の
日
田
の
町
は
代
官
以
下
の
武
士
は
わ
ず
か
し
か
居
ら
ず
、
実
質
は
町
役

人
と
し
て
の
町
人
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
町
人
町
で
あ
り
、
そ
の
た
め
比
較
的
自
由
な
雰
囲
気

が
あ
っ
て
人
々
の
出
入
り
も
厳
し
く
な
く
、
遊
学
し
て
来
る
者
が
集
ま
り
易
か
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
咸
宜
園
が
塾
生
数
で
規
模
の
大
き
な
私
塾
と
な
る
の
に
大
い

に
影
響
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
も
し
咸
宜
園
が
、大
名
支
配
の
藩
の
中
の
地
域
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、

塾
生
の
自
由
な
出
入
り
は
か
な
り
困
難
を
伴
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
比
較
的
自
由

な
教
育
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
主
的
な
塾
運
営
上
、
公
的
な
干
渉
を
極
力
排
除
す
べ
き
私

塾
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
観
点
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

４
．
淡
窓
の
人
格
的
魅
力
と
教
育
者
と
し
て
の
資
質

　

江
戸
時
代
に
遊
学
を
め
ざ
す
者
が
塾
に
入
門
す
る
に
際
し
て
は
、
当
然
な
が
ら
、
私
塾
と
し

て
の
評
判
と
そ
の
先
生
の
名
声
を
聴
い
て
そ
の
決
断
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
生
の
評
判

は
と
く
に
重
要
な
目
安
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
咸
宜
園
の
入
門
者
が
年
を
追
う
ご
と
に
次
第
に

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
淡
窓
は
教
育
者
と
し
て
次
第
に
高
い
評
価
を
受
け
て
広
く
知
ら

れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
漢
詩
人
と
し
て
次
第
に
有
名
に
な
り
、
ま

た
儒
学
者
と
し
て
も
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
入
門
者
が
増
え
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
育
者
と
し
て
ま
た
儒
学
者
・
漢
詩
人
と
し
て
の
淡
窓
の
評
価
が
高
ま
っ
た

た
め
塾
生
が
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
塾
生
に
と
っ
て
は
、
淡

窓
の
教
育
に
か
け
る
情
熱
や
温
か
い
人
柄
な
ど
そ
の
人
間
的
な
魅
力
も
大
き
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

①
人
間
的
魅
力

　

淡
窓
は
温
厚
篤
実
そ
し
て
謹
厳
高
潔
な
人
格
者
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
ま
た
、

謙
虚
で
柔
和
、
温
か
み
の
あ
る
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
性
格
は
、
淡
窓
が
非
常
に
病
弱

な
体
質
の
人
で
、
常
に
病
気
に
苦
し
み
悩
ん
だ
生
涯
を
過
し
、
そ
の
た
め
、
自
分
の
身
体
の
養

生
と
精
神
の
修
養
の
生
き
方
を
心
が
け
、
善
行
の
実
践
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
重
ね
た
人
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
淡
窓
は

自
ら
「
三
大
厄
」
と
呼
ぶ
、
生
涯
に
三
度
も
死
を
覚
悟
し
た
よ
う
な
大
病
に
罹
っ
て
お
り
、
日

常
に
お
い
て
も
多
く
の
持
病
や
流
行
病
に
苦
し
ん
で
寝
床
に
就
く
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
が
日

記
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
常
に
養
生
に
努
め
、
結
果
と
し
て
当
時
と

し
て
は
長
寿
で
あ
る
七
五
歳
の
生
涯
を
全
う
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
病
弱
で
あ
る
自
分
の
運

命
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
し
て
、
常
に
厳
し
い
自
省
と
自
己
修
養
に
努
め
た
の
で
あ
り
、
そ
の

善
行
の
実
践
記
録
が
一
万
善
を
達
成
し
た
「
万
善
簿
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

病
弱
で
あ
っ
た
淡
窓
の
生
涯
を
見
て
く
る
と
、
単
に
虚
弱
な
弱
い
性
格
で
は
な
く
、
自
分
が

病
人
と
し
て
常
に
苦
し
ん
だ
だ
け
に
、
む
し
ろ
病
苦
に
耐
え
る
忍
耐
力
や
我
慢
強
さ
と
克
己
心

に
富
む
強
い
精
神
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
他
人
に
対
し
て
謙

虚
で
優
し
く
温
か
み
の
あ
る
態
度
を
示
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
希
望
を
失
わ
ず
け
っ
し
て

悲
観
し
な
い
楽
観
的
と
も
い
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
志
向
の
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
人
の
痛
み
が
分
か
る
優
し
い
人
で
、
か
つ
前
向
き
な
性
格
も
人
々
を
魅
き
つ
け
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

淡
窓
は
ま
た
、
穏
や
か
で
信
心
深
い
人
で
も
あ
っ
た
。
表
向
き
に
は
儒
学
者
と
し
て
過
し
て
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い
る
の
で
あ
る
が
、
神
仏
へ
の
敬
虔
な
態
度
が
見
ら
れ
る
。
廣
瀬
家
は
代
々
信
心
深
い
家
柄
で

あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
淡
窓
の
日
記
に
は
廣
瀬
家
で
の
法
事
の
記
事
や
墓
参
の
記
事
が

多
く
見
ら
れ
、
近
隣
の
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
記
事
も
頻
繁
に
見
ら
れ
、
と
く
に
曾
祖
父
の
源

兵
衛
の
勧
請
し
た
稲
荷
社
（
龍
馬
森
の
源
兵
衛
稲
荷
）
に
は
廣
瀬
家
の
氏
神
と
し
て
事
あ
る
ご

と
に
詣
で
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
記
で
は
、
毎
年
、
元
旦
の
朝
に
は
必
ず
聖
像
（
孔

子
像
）
と
、
大
神
（
天
照
大
神
）、
祖
先
神
、
年
神
、
諸
神
を
拝
し
、
二
日
頃
に
は
日
田
地
域

の
総
鎮
守
社
の
大
原
八
幡
宮
に
参
詣
し
て
い
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。

②
教
育
者
と
し
て
の
信
念

　

淡
窓
は
教
育
者
と
し
て
の
資
質
に
長
じ
た
人
で
あ
っ
た
。
咸
宜
園
教
育
に
お
い
て
は
、「
人

材
ヲ
教
育
ス
ル
ハ
善
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」（
9
）
と
い
う
信
念
で
、
教
育
者
を
自
分
の
天
職

と
定
め
て
、
塾
教
育
に
真
摯
な
努
力
を
行
っ
て
、
様
々
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
工
夫
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、「（
淡
窓
先
生
の
）
生
徒
ヲ
教
育
ス
ル
、
偏
固
狭
隘
ニ
陥
ラ
ズ
、
務
テ
其
ノ
材
ヲ
達

ス
ル
ヲ
主
ト
ス
」（
10
）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、塾
生
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、

社
会
に
有
用
な
人
材
の
育
成
を
心
掛
け
た
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も「
咸
宜
」と
い
う
名
称
が『
詩

経
』
の
「
咸
ク
（
こ
と
ご
と
く
）
宜
シ
（
よ
ろ
し
）」
と
い
う
言
葉
か
ら
き
て
お
り
、
す
べ
て

の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
天
よ
り
豊
か
な
資
質
を
禀
け
た
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
世
の
た

め
に
活
か
し
て
い
く
と
い
う
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
塾
生
一
人
一
人
の

資
質
を
大
切
に
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
引
き
出
し
伸
ば
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
教
育
し

て
行
く
こ
と
が
自
分
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
教
師
と
し
て
の
在
り
方
に
も
心
を
配
っ
て
い
る
。教
師
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
、

塾
生
に
対
し
て
「
礼
義
ヲ
詳
ニ
シ
テ
法
律
ヲ
略
シ
、
教
化
ヲ
先
ニ
シ
テ
賞
罰
ヲ
後
ニ
シ
、
口
ヲ

以
テ
教
ヘ
ズ
身
ヲ
以
テ
教
ヘ
月
日
ヲ
経
テ
自
然
ト
人
ノ
化
ス
ル
様
ニ
致
ス
ベ
ク
候
」
と
い
う
姿

勢
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、「
師
ニ
孔
子
ノ
徳
ナ
ク
テ
ハ
弟
子
ニ
モ
顔
閔
ノ
行
ヒ
ハ
責
メ
難
ク

候
」（
11
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
教
育
者
と
し
て
は
師
に
人
徳
が
あ
っ
て
始
め
て
塾
生
が

服
す
る
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
お
り
、「
人
の
師
と
な
る
は
容
易
の
こ
と
に
あ
ら
ず
。・
・
・
弟

子
の
行
状
は
多
く
其
の
師
に
似
る
も
の
な
り
。・
・
・
少
々
文
字
を
知
り
た
り
と
て
、
師
と
す

べ
き
程
の
器
に
あ
ら
ざ
る
も
の
に
教
を
托
す
る
事
、猶
ほ
未
熟
の
医
に
性
命
を
托
す
る
が
如
し
。

危
き
事
な
り
。・
・
・
若
し
人
の
師
た
る
こ
と
を
欲
せ
ば
、
得
と
学
業
を
修
し
、
行
事
を
研
き
、

己
が
為
に
す
る
の
務
め
既
に
終
て
、
而
し
て
後
、
人
の
為
に
せ
ば
、
誠
に
天
下
有
益
の
こ
と
な

り
」（
12
）
と
塾
生
た
ち
に
諭
し
た
よ
う
に
、
師
た
る
者
は
そ
れ
な
り
の
学
業
と
修
徳
と
を
修

め
て
見
識
を
研
い
た
後
で
な
け
れ
ば
、
師
と
な
っ
て
も
世
の
中
に
と
っ
て
は
益
が
な
く
む
し
ろ

危
険
で
さ
え
あ
り
、
人
を
指
導
す
る
立
場
の
師
と
な
る
こ
と
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

③
淡
窓
の
教
育
方
針
―
先
ず
治
め
て
後
教
え
る

　

淡
窓
の
教
育
方
針
は
、
塾
生
を
正
し
く
教
え
導
く
に
は
「
教
え
る
」
だ
け
で
な
く
そ
の
前
に

し
っ
か
り
と
「
治
め
る
」
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
し
、
塾
で
の
「
職
任
制
」
や
「
規
則
類
」
を

定
め
て
い
た
。「
凡
ソ
人
ヲ
率
ヰ
ル
ノ
道
ニ
二
ツ
ア
リ
、
一
ハ
治
、
二
ハ
教
ナ
リ
。・
・
・
数
百

傑
驁
ノ
少
年
ヲ
一
室
ニ
聚
メ
、
唯
ダ
経
義
ノ
ミ
ヲ
伝
ヘ
、
規
約
賞
罰
ヲ
施
サ
ズ
バ
、
是
レ
之
ヲ

駆
ッ
テ
放
逸
ニ
赴
カ
シ
ム
ル
ナ
リ
。
故
ニ
余
ガ
人
ヲ
教
フ
ル
ハ
、
先
ヅ
治
メ
テ
、
而
ル
後
之
ヲ

教
フ
ル
ナ
リ
」（
13
）
と
述
べ
、
血
気
に
は
や
る
少
年
た
ち
に
規
則
な
ど
で
統
制
せ
ず
に
唯
だ

勉
学
を
教
え
る
だ
け
で
は
放
逸
に
向
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
共
同
生

活
の
中
で
塾
生
全
員
に
職
任
分
担
を
さ
せ
て
自
主
的
な
運
営
を
行
わ
せ
て
塾
の
統
制
を
保
つ
と

と
も
に
、
規
約
規
則
類
で
厳
し
く
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
実
践
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
規
約
に

つ
い
て
は
「
規
約
法
度
、
謹
厳
ヲ
極
メ
、
賞
罰
黜
陟
、
殆
ド
軍
令
ノ
如
シ
。
其
ノ
施
設
ス
ル
所

一
端
ニ
非
ズ
ト
雖
モ
、
大
意
、
其
ノ
放
蕩
懶
惰
ノ
気
ヲ
除
キ
テ
、
順
従
勤
勉
ノ
行
ヒ
ヲ
生
ゼ
シ

ム
ル
ニ
在
リ
。
故
ニ
、
在
塾
ノ
者
、
百
人
ニ
過
グ
ル
ト
雖
モ
、
忿
争
畔
乱
ノ
患
ヘ
少
ク
、
淫
逸

邪
侈
ノ
害
多
カ
ラ
ズ
。
才
モ
不
才
モ
、
皆
ナ
少
シ
ク
成
ス
所
ア
リ
。・
・
・
是
レ
、
門
下
ノ
人

多
キ
所
以
ナ
ル
ベ
シ
」（
14
）
と
、謹
厳
を
極
め
た
た
め
そ
の
成
果
の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。
こ
の
「
教
え
る
前
に
治
め
る
」
と
い
う
教
育
方
針
こ
そ
、
そ
れ
ま
で
の
先
行
す
る
私

塾
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
徹
底
し
た
方
針
で
あ
っ
た
。
塾
に
お
け
る
教
育
の
外
は
自
由
放
任
の
私

塾
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
時
期
に
、
塾
生
の
生
活
の
面
ま
で
配
慮
し
て
正
し
く
教
え
導
こ
う
と

工
夫
し
た
の
で
あ
る
。

　

淡
窓
の
私
塾
経
営
の
巧
み
さ
に
つ
い
て
、
井
上
義
巳
は
淡
窓
を
「
優
れ
た
教
育
組
織
者
」
と

評
し
、「
門
人
た
ち
を
一
人
一
人
大
切
に
し
な
が
ら
、
咸
宜
園
と
い
う
私
塾
を
経
営
し
、
塾
生

が
何
人
に
殖
え
よ
う
が
、
こ
れ
を
一
つ
の
組
織
と
統
轄
の
中
に
入
れ
、
咸
宜
園
を
維
持
し
、
経

営
し
続
け
た
、
い
わ
ば
教
育
組
織
者
で
あ
っ
た
」（
15
）
と
述
べ
て
い
る
。
淡
窓
の
日
記
に
詳

細
に
記
さ
れ
て
い
る
塾
生
の
入
退
塾
の
記
録
及
び
毎
月
の
月
旦
評
で
の
在
塾
状
況
（
在
塾
生
・

外
塾
生
・
居
家
生
・
帰
省
生
に
分
類
し
て
記
載
）
の
記
録
で
分
か
る
よ
う
に
、
淡
窓
が
塾
生
の
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動
向
を
正
確
に
把
握
し
掌
握
し
て
い
た
こ
と
を
「
門
生
の
正
確
な
把
握
を
常
に
実
施
し
、
す
べ

て
の
門
生
が
確
実
に
淡
窓
に
掌
握
さ
れ
た
こ
と
は
、
塾
発
展
、
門
生
の
教
育
徹
底
の
決
定
的
要

因
と
な
っ
た
。淡
窓
に
お
け
る
他
に
そ
の
類
を
見
な
い
塾
勢
の
発
展
の
基
礎
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

淡
窓
の
教
育
組
織
力
の
見
事
さ
と
い
う
の
は
、
こ
の
門
生
の
見
事
な
掌
握
に
あ
っ
た
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
衣
笠
安
喜
は
「
私
塾
経
営
に
プ
ロ
意
識
」
が
徹
底
し
て
い
た
と
し
、「
こ
う
し
た
施

設
や
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
、決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
や
は
り
塾
主
の
学
問
と
人
格
で
あ
る
。

公
的
な
教
育
機
関
と
違
っ
て
、
門
人
が
多
い
と
い
っ
て
も
私
塾
で
あ
る
か
ら
と
く
に
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
わ
た
し
が
ま
ず
感
心
す
る
の
は
、
淡
窓
の
私
塾
経
営
者
な
い
し
教
育

者
と
し
て
の
徹
底
し
た
プ
ロ
意
識
で
あ
る
。
淡
窓
は
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
末
弟
の
旭
荘

に
い
っ
た
ん
咸
宜
園
の
経
営
を
譲
っ
た
が
、
そ
の
時
旭
荘
に
申
聞
書
を
手
交
し
て
塾
経
営
の
心

得
を
伝
え
た
。
そ
の
な
か
に
は
、「
儒
家
の
門
人
は
僧
家
の
檀
越
同
様
に
候
」
以
下
の
一
条
が

あ
る
。
檀
家
の
帰
依
な
し
に
寺
が
成
り
立
た
な
い
よ
う
に
、
門
人
の
帰
依
な
し
に
は
師
家
は
成

り
立
た
な
い
。し
か
も
寺
の
場
合
と
違
っ
て
儒
家
門
人
は
出
入
自
由
で
あ
る
か
ら
な
お
難
し
い
。

儒
家
に
と
っ
て
は
「
門
人
の
帰
依
第
一
の
心
掛
に
候
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
要
す
る
に
、

世
間
に
は
名
儒
は
多
い
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
面
倒
な
事
を
嫌
い
、
門
人
の
世
話
が
行
き
届
か

ず
、
そ
れ
ゆ
え
門
下
も
繁
盛
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
す
ま
せ
ら
れ
る
の
は
「
官
禄
ア
ル

人
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、「
我
等
其
方
は
門
人
の
力
を
以
て
妻
子
を
養
ひ
候
得
ば
、
第
一
の
天

職
な
り
」、
門
人
の
世
話
を
ゆ
め
ゆ
め
粗
略
に
思
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
淡
窓
は
説
い
て
い
る
。

研
究
者
と
教
育
者
を
兼
ね
る
今
日
の
大
学
教
師
に
と
っ
て
、
い
さ
さ
か
耳
の
痛
い
こ
と
ば
で
あ

る
」（
16
）
と
述
べ
て
い
る
。

④
塾
生
と
の
触
れ
合
い

　

一
方
で
は
、「
扨
テ
、
禁
ヲ
厳
ニ
ス
ル
カ
ラ
ニ
ハ
、
禁
外
ノ
事
ハ
如
何
様
ニ
致
シ
候
テ
モ
一

切
差
許
シ
置
キ
候
。
是
ハ
一
張
一
弛
ノ
道
理
ナ
リ
。・
・
・
礼
儀
ヲ
詳
ニ
シ
テ
法
律
ヲ
略
シ
、

教
化
ヲ
先
ニ
シ
テ
賞
罰
ヲ
後
ニ
シ
、
口
ヲ
以
テ
教
ヘ
ズ
身
ヲ
以
テ
教
ヘ
、
月
日
ヲ
経
テ
自
然
ト

人
ノ
化
ス
ル
様
ニ
致
ス
可
ク
候
。・
・
・
兎
ニ
角
、
忠
ア
リ
テ
モ
恕
ナ
ク
テ
ハ
人
ハ
帰
服
セ
ヌ

モ
ノ
ナ
リ
」（
17
）
と
述
べ
、
教
師
に
は
、
た
だ
厳
し
い
だ
け
で
な
く
思
い
や
り
や
寛
容
の
心

得
も
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　

勉
学
面
で
は
淡
窓
は
あ
く
ま
で
威
厳
の
あ
る
教
師
で
あ
っ
た
が
、
勉
学
以
外
で
の
淡
窓
の
門

人
へ
の
思
い
や
り
や
温
か
さ
を
示
す
例
と
し
て
、
塾
生
を
招
い
て
の
談
話
（
夜
話
）
を
好
ん
で

行
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
塾
生
と
の
接
触
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
た
の
で
あ

る
。「
古
人
ハ
琴
瑟
ヲ
以
テ
憂
ヲ
解
ク
。
我
ハ
則
チ
吟
詩
、談
話
ヲ
以
テ
憂
ヲ
解
ク
」（
18
）
と
、

漢
詩
の
吟
詠
と
と
も
に
談
話
を
も
っ
て
憂
愁
を
解
消
す
る
楽
し
み
と
し
て
い
た
こ
と
を
言
い
、

さ
ら
に
自
身
の
亀
井
塾
で
の
修
学
の
回
想
と
し
て
「
其
ノ
益
ヲ
得
シ
モ
ノ
ハ
、
聴
講
ニ
在
ラ
ズ

シ
テ
談
話
ニ
在
リ
。
一
生
ノ
識
見
、
其
ノ
話
中
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
多
シ
。
当
時
或
ハ
漫
然
ト
シ
テ

之
ヲ
聴
キ
シ
モ
、
後
ニ
シ
テ
之
ヲ
思
ヘ
バ
、
其
ノ
語
ノ
皆
確
カ
ナ
ル
ヲ
覚
ユ
」（
19
）
と
談
話

の
効
用
を
強
調
し
て
い
る
。
門
人
の
思
い
出
で
も
「
和
粛
堂
（
秋
風
庵
）
に
於
て
夜
話
と
云
ふ

小
会
が
催
さ
れ
て
、
雑
談
即
ち
四
方
八
方
の
話
の
裡
に
、
塾
生
そ
れ
自
身
の
国
風
や
古
人
の
俤

を
偲
ぶ
と
り
ど
り
の
話
や
、
さ
て
は
詩
歌
文
章
の
話
も
聞
き
も
し
、
又
述
べ
も
し
て
、
知
ら
ず

識
ら
ず
の
間
に
師
弟
の
情
誼
が
結
ば
れ
た
り
、
一
面
淡
窓
に
在
り
て
は
又
塾
生
の
性
格
を
知
る

べ
き
機
会
を
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
20
）
と
の
追
想
が
語
ら
れ
て
お
り
、
各
地
方
か
ら

来
た
塾
生
か
ら
は
故
郷
の
国
の
話
や
悩
み
な
ど
を
聞
き
、
淡
窓
か
ら
は
学
問
や
詩
文
に
対
す
る

質
問
に
答
え
て
、
お
互
い
に
人
柄
を
親
し
く
知
り
合
う
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

淡
窓
の
塾
生
に
対
す
る
温
か
い
応
対
が
逸
話
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る 

（
21
） 

の
で
紹
介
す

る
。
一
つ
の
逸
話
は
、
塾
生
の
一
人
が
夜
に
乗
じ
て
園
の
中
に
あ
っ
た
柿
の
木
に
登
っ
て
い
る

の
を
見
た
淡
窓
は
、
黙
っ
て
樹
下
で
読
書
を
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
塾
生
は
逃
げ
ら
れ
ず

已
む
を
得
ず
に
木
を
降
り
て
柿
を
盗
っ
た
罪
を
謝
し
た
が
、
淡
窓
は
一
言
も
云
わ
ず
徐
に
樹
の

下
を
去
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
柿
を
盗
む
も
の
は
全
く
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
一
つ
の
逸
話
は
、
あ
る
塾
生
が
た
び
た
び
夜
間
に
近
く
の
実
家
に
帰
り
菓
子
類
を
買
っ
て
来

て
食
う
癖
が
あ
っ
た
の
を
知
っ
た
淡
窓
は
、
夜
に
呼
ん
で
肩
を
叩
か
せ
な
が
ら
教
訓
談
を
聞
か

せ
る
よ
う
に
し
た
が
、
毎
晩
肩
を
叩
か
せ
る
の
で
、
そ
の
塾
生
は
堪
え
切
れ
ず
、
強
く
叩
け
ば

そ
の
う
ち
苦
痛
に
耐
え
ず
に
止
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
段
々
と
拳
に
力
を
入
れ
て
叩
い
て

い
っ
た
が
、
淡
窓
は
平
然
と
し
て
い
た
。
入
浴
時
に
当
番
の
塾
生
が
、
先
生
の
肩
が
真
っ
赤
に

腫
れ
上
が
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
、
そ
の
訳
を
聞
い
て
そ
の
塾
生
に
告
げ
た
の
で
、
恐
懼
し
て

に
わ
か
に
悔
悟
の
念
を
起
こ
し
、
そ
れ
か
ら
後
は
大
い
に
学
に
励
む
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
淡
窓
は
、
直
接
に
厳
し
く
叱
っ
た
り
せ
ず
に
、
身
を
も
っ
て
教
え
諭
し
て
、
自
然

と
悟
っ
て
改
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
教
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
淡
窓
の
詩
集
『
遠
思
楼
詩
鈔
』
の
中
に
は
、
塾
生
の
生
活
や
気
持
ち
を
詠
ん
だ
漢
詩

が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
て
、
淡
窓
の
塾
生
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
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さ
ら
に
、
塾
の
規
約
で
は
定
ま
っ
た
休
日
の
ほ
か
に
春
秋
の
山
行
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

が
あ
り
、塾
生
は「
春
秋
両
回
、山
行
ト
称
シ
山
或
ハ
社
寺
等
ニ
遊
行
」（
22
）し
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
て
い
た
。
淡
窓
の
日
記
に
も
、
山
行
の
日
や
放
学
（
休
講
）
の
日
な
ど
に
、
塾
生
ら

と
と
も
に
一
緒
に
近
隣
の
山
野
や
寺
院
仏
閣
を
遊
山
し
、周
辺
の
景
色
を
楽
し
み
弁
当
を
開
き
、

興
に
よ
っ
て
詩
作
を
し
た
こ
と
が
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
情
操
教
育
と
し
て
の
漢
詩
教
育

　

江
戸
時
代
の
後
期
、
淡
窓
は
有
名
な
漢
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
菅
茶
山
、
頼
山
陽

と
と
も
に
江
戸
後
期
の
三
大
漢
詩
人
と
も
呼
ば
れ
、
淡
窓
の
詩
集
『
遠
思
楼
詩
鈔
』
は
天
保
八

年
に
大
坂
で
出
版
さ
れ
る
が
、
菅
茶
山
、
頼
山
陽
を
凌
ぐ
人
気
が
あ
っ
て
大
い
に
流
行
し
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
漢
詩
人
の
魅
力
に
引
か
れ
て
入
門
し
よ
う
と
し
た
者
も
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

淡
窓
は
漢
詩
に
つ
い
て
通
暁
し
て
い
た
の
で
、
漢
詩
文
に
よ
る
教
育
を
情
操
教
育
と
し
て

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
詩
は
人
の
情
を
詠
う
も
の
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
詩
に
よ
っ
て
塾

生
の
情
操
を
育
み
、
豊
か
な
人
間
性
を
創
っ
て
い
く
教
育
で
あ
っ
た
。
淡
窓
は
詩
作
の
意
義
と

効
用
に
つ
い
て
「
詩
ハ
情
ヨ
リ
出
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
詩
ヲ
好
マ
ザ
ル
ハ
其
ノ
人
、
天
性
ニ
情
ナ
キ

ガ
故
ナ
リ
。
若
シ
コ
レ
ヲ
シ
テ
詩
ヲ
学
バ
シ
メ
バ
、
自
然
ト
情
ヲ
生
ズ
」
と
述
べ
「
詩
ヲ
作
ル

人
ト
詩
ヲ
好
マ
ザ
ル
人
ト
異
ナ
ル
所
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
詩
ヲ
作
ル
人
ハ
温
潤
ナ
リ
、
詩
ヲ
好
マ
ザ

ル
人
ハ
刻
薄
ナ
リ
。
詩
ヲ
作
ル
者
ハ
通
達
ナ
リ
、
詩
ヲ
作
ラ
ザ
ル
者
ハ
偏
僻
ナ
リ
。
詩
ヲ
作
ル

者
ハ
文
雅
ナ
リ
、
詩
ヲ
作
ラ
ザ
ル
者
ハ
野
鄙
ナ
リ
」
と
し
、「
詩
文
ノ
道
、
文
ハ
意
ヲ
述
ブ
ル

コ
ト
ヲ
主
リ
、
詩
ハ
情
ヲ
述
ブ
ル
コ
ト
ヲ
主
ル
。
故
ニ
、
無
情
ノ
人
ハ
必
ズ
詩
ヲ
作
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
。
作
リ
テ
モ
詩
ニ
ナ
ラ
ズ
。
カ
ク
ノ
如
キ
ノ
人
ハ
方
正
端
厳
ノ
君
子
ナ
リ
ト
雖
モ
、
其
ノ

行
事
必
ズ
人
情
ヲ
尽
サ
ザ
ル
所
ア
リ
。
孔
子
曰
ク
、
温
柔
敦
厚
ハ
詩
ノ
教
ヘ
ナ
リ
ト
。
此
ノ
四

字
、
唯
一
ツ
ノ
情
ノ
字
ヲ
形
容
ス
ル
ノ
ミ
。
是
レ
、
予
ガ
弟
子
ヲ
シ
テ
詩
ヲ
学
バ
シ
ム
ル
所
以

ナ
リ
」（
23
）
と
述
べ
て
、
詩
を
作
る
こ
と
は
塾
生
の
人
間
と
し
て
の
情
を
涵
養
し
温
厚
な
人

格
を
形
成
す
る
の
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
塾
生
に
詩
を
学
ば
せ
る
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

淡
窓
は
塾
生
に
は
吟
詠
を
許
し
て
い
た
よ
う
で
、
塾
生
の
塾
生
活
の
記
録
に
は
「
午
後
七
ツ

時
、夜
四
ツ
時
ノ
間
ハ
、吟
詩
、読
書
、高
声
ヲ
許
シ
可
ス
。
其
ノ
余
ハ
沈
黙
、諠
嘩
ナ
ル
ヲ
禁
ズ
」

（
24
）と
あ
る
。吟
詠
に
つ
い
て
、別
の
塾
生
の
回
想
に
は「
塾
の
規
律
は
随
分
厳
粛
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
一
方
に
は
英
気
を
養
う
為
と
て
寛
裕
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
晩
食
後
、
点
灯
頃
迄
は
散

歩
も
許
さ
れ
、
ま
た
塾
内
に
於
い
て
朗
々
と
互
い
に
相
唱
和
し
て
詩
を
吟
ず
る
こ
と
な
ど
も
最

も
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
其
の
吟
じ
方
は
流
暢
淡
雅
、
一
種
の
宜
園
調
と
当
時
世
人
は
評
し
ま

し
た
」（
25
）と
あ
り
、吟
詠
は
塾
生
の
間
で
盛
ん
で「
宜
園
調
」と
呼
ば
れ
る
独
特
の
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　

ま
た
、
淡
窓
は
塾
生
に
詩
作
を
奨
励
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
塾
生
の
作
っ
た
詩
を
編

集
し
て
『
宜
園
百
家
詩
』
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。
初
編
・
二
編
・
三
編
の
合
計
二
〇
巻
、

五
一
八
名
の
門
人
の
詩
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
木
版
印
刷
の
時
代
で
あ
り
、
出
版
の

困
難
な
時
に
二
〇
巻
の
詩
集
を
刊
行
し
た
こ
と
は
、
詩
を
学
ぶ
塾
生
を
励
ま
す
と
と
も
に
咸
宜

園
教
育
の
成
果
を
世
間
に
知
ら
し
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

⑥
偏
ら
な
い
教
育
方
針

　

淡
窓
の
学
問
的
態
度
は
、
一
つ
の
学
派
や
学
説
に
拘
ら
な
い
学
風
で
あ
っ
て
、
そ
の
教
育
方

針
も
広
く
学
ば
せ
て
特
定
の
学
説
に
こ
だ
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
福
岡
の
亀
井
塾
で
は
、

徂
徠
学
を
学
ん
だ
が
、
病
気
の
た
め
や
む
な
く
一
九
歳
で
退
塾
し
た
後
は
、
療
養
し
な
が
ら
独

学
で
朱
子
学
な
ど
を
学
び
、
と
く
に
諸
子
学
で
あ
る
老
子
の
思
想
に
惹
か
れ
傾
倒
し
て
お
り
、

ま
た
仏
教
思
想
に
も
興
味
を
も
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
淡
窓
自
身
は
自
ら
撰
し
た
墓
誌
銘
に
、

自
分
の
学
問
を
「
其
ノ
学
ハ
大
観
ヲ
主
ト
シ
、
人
ト
同
異
ヲ
争
ハ
ズ
、
旁
ラ
佛
老
ヲ
喜
ブ
。
世
、

称
シ
テ
通
儒
ト
曰
フ
」（
26
）
と
総
括
し
て
い
る
。「
通
儒
」
と
は
全
般
に
通
じ
た
儒
学
者
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
儒
学
だ
け
で
な
く
老
荘
学
な
ど
の
諸
子
学
・
歴
史
学
・
漢
詩
文
お
よ
び
仏
教

思
想
な
ど
広
く
通
じ
た
漢
学
者
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
学
説
の
細
か
い

違
い
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
の
優
劣
を
争
わ
ず
、「
大
観
」、
つ
ま
り
大
局
か
ら
物
事
を
観
る
立

場
で
学
問
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
一
方
に
お
い
て
、
儒
学
だ
け
で
な
く

仏
教
思
想
も
老
子
思
想
も
好
ん
だ
と
述
べ
る
。
そ
の
た
め
、儒
学
の
朱
子
学
と
古
学
（
徂
徠
学
・

仁
斎
学
）
と
の
異
な
る
学
説
に
つ
い
て
は
「
予
ハ
二
説
共
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
」（
27
）
と
拘
ら
な
い

こ
と
を
述
べ
て
お
り
、「
世
ノ
所
謂
折
中
学
者
ト
相
似
タ
ル
モ
、
其
ノ
実
ハ
則
チ
非
ザ
ル
ナ
リ
」

（
28
）
と
、
自
分
の
学
は
、
各
学
説
を
取
捨
選
択
し
良
い
と
こ
ろ
を
採
っ
て
折
衷
的
見
解
を
説

く
折
衷
学
で
は
な
く
中
立
の
立
場
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。

　

当
時
は
、
高
名
な
塾
の
主
宰
者
（
学
者
）
は
、
自
分
の
学
説
を
門
人
に
講
義
し
他
の
学
説
と

の
異
同
と
優
劣
を
論
じ
て
、
そ
の
説
を
門
人
が
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
る
と
い
う
型
の
塾
が
多

か
っ
た
の
で
、
淡
窓
の
咸
宜
園
の
教
育
は
思
想
的
に
自
由
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
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え
よ
う
。

　

門
人
の
武
谷
祐
之
の
記
録
に
よ
る
と
「（
淡
窓
）
翁
ノ
学
、
敬
天
ヲ
主
ト
シ
、
処
義
、
制
数

ヲ
用
ト
ス
。
経
ヲ
解
ク
、
新
古
ニ
拘
泥
セ
ズ
、
唯
本
文
ニ
折
衷
シ
、
書
ヲ
読
ム
、
内
外
和
漢
古

今
ヲ
問
ハ
ズ
、
唯
其
ノ
適
用
ヲ
採
ル
。
生
徒
ヲ
教
育
ス
ル
、
偏
固
狭
隘
ニ
陥
ラ
ズ
、
務
テ
其
ノ

材
ヲ
達
ス
ル
ヲ
主
ト
ス
」（
29
）
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
淡
窓
先
生
の
経
典
の
学
は
、
新
註

と
か
古
註
と
い
っ
た
註
釈
な
ど
に
と
ら
わ
れ
な
い
態
度
で
、
古
典
本
文
の
み
を
解
釈
す
る
も
の

で
、
古
今
和
漢
の
様
々
な
書
物
を
広
く
読
ん
で
、
真
に
実
用
に
適
し
た
と
こ
ろ
を
採
る
立
場
で

あ
り
、
塾
の
教
育
で
は
狭
く
偏
ら
な
い
態
度
で
、
主
と
し
て
の
び
の
び
と
塾
生
の
個
性
や
才
能

を
伸
ば
す
よ
う
な
教
育
指
導
を
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
広
く
自
由
に
学
問
を
教
授

す
る
咸
宜
園
の
学
風
は
、
塾
生
を
魅
き
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
淡
窓
の
学
問
的
態
度
は
、
実
は
、
病
弱
で
あ
っ
た
淡
窓
の
生
涯
と
実
体
験
か
ら
来
て
い

る
。
そ
れ
は
、
淡
窓
に
は
若
い
頃
よ
り
眼
疾
が
あ
り
、
二
八
歳
の
時
に
専
門
の
眼
科
医
を
訪
ね

て
診
察
を
受
け
た
結
果
、
こ
の
ま
ま
読
書
を
続
け
摂
生
を
し
な
け
れ
ば
将
来
失
明
す
る
と
診
断

さ
れ
た
た
め
、
悩
ん
だ
末
、
あ
え
て
細
字
の
註
釈
等
を
読
む
こ
と
を
避
け
、
た
だ
太
字
の
本
文

だ
け
を
読
む
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
予
、
経
ヲ
説
ク
ニ
、
唯
ダ
本
文
ア
ル
コ
ト

ヲ
知
リ
テ
、
註
釈
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
。
諸
家
ノ
説
知
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
是
非
ヲ
折
衷
ス

ベ
キ
様
ナ
シ
」（
30
）と
、細
か
い
註
釈
は
考
慮
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。し
か
し
そ
の
結
果
、

「
是
（
眼
科
医
の
診
察
）
ヨ
リ
後
、
再
ビ
註
解
ヲ
見
ル
コ
ト
無
ク
、
マ
タ
雑
書
ヲ
博
覧
ス
ル
コ

ト
無
ク
、
唯
ダ
本
文
ヲ
熟
読
シ
、
其
ノ
他
ハ
瞑
目
静
坐
ノ
中
ニ
工
夫
ヲ
用
ヒ
、
書
ヲ
検
閲
ス
ル

コ
ト
ナ
シ
。
然
セ
シ
ヨ
リ
今
日
ニ
至
ル
マ
デ
殆
ド
四
〇
年
、
眼
モ
追
々
衰
ヘ
タ
レ
ド
モ
失
明
ニ

ハ
至
ラ
ズ
。（
中
略
）
是
、
敢
テ
諸
説
ノ
得
失
可
否
ヲ
論
ゼ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
。（
中
略
）
先
ニ
予

ヲ
シ
テ
眼
疾
ノ
患
ナ
カ
ラ
シ
メ
バ
、
今
少
シ
ハ
疏
解
ヲ
モ
究
メ
博
覧
ヲ
モ
務
ム
可
ケ
レ
ド
モ
、

必
ズ
訓
詁
考
証
ノ
中
ニ
精
力
ヲ
費
シ
、
道
ノ
実
用
ヲ
味
フ
コ
ト
有
ル
マ
ジ
。
予
、
固
陋
ナ
リ
ト

雖
モ
、
瞑
目
静
坐
ノ
中
ニ
於
テ
自
ラ
了
悟
ヲ
得
タ
リ
ト
思
フ
コ
ト
多
シ
」（
31
）
と
、
六
五
歳

の
時
の
回
想
録
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
文
の
み
を
熟
読
し
て
瞑
目
し
思
索
し
た
た
め
に
、

か
え
っ
て
悟
り
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
淡
窓
の
学
問
観
は
、
自
分
の
た
め
に
学
ぶ
自
主
的
な
学
問
、
つ
ま
り
自
分
の
修
養
の

た
め
の
学
問
、
あ
る
い
は
自
分
の
生
き
方
や
日
常
の
行
為
に
役
立
つ
学
問
を
学
ぶ
と
い
う
態
度

で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
、「
我
、
学
問
ヲ
ス
ル
ハ
古
人
ニ
奉
公
ノ
為
ニ
非
ズ
。
唯
ダ
己
ガ
身

ノ
為
ニ
ス
ル
ナ
リ
。
故
ニ
聖
人
ノ
言
ト
雖
モ
己
ガ
身
ニ
切
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ハ
之
ヲ
除
キ
、
諸
子

百
家
ノ
言
タ
リ
ト
モ
己
ニ
益
ア
ル
事
ハ
之
ヲ
取
ル
。
其
ノ
弟
子
ヲ
教
フ
ル
、
亦
カ
ク
ノ
如
シ
。」

（
32
）
と
い
う
よ
う
に
、
儒
学
の
経
書
だ
け
を
尊
ぶ
だ
け
で
な
く
諸
子
百
家
の
学
で
も
自
己
の

修
養
の
た
め
に
な
る
言
説
は
取
り
入
れ
る
と
い
う
柔
軟
さ
が
あ
り
、
塾
生
へ
の
教
育
の
や
り
方

も
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
書
ヲ
読
ム
ハ
、
日
用
ノ
為
ナ
リ
。
古
人
ニ

奉
公
ノ
タ
メ
ニ
ス
ル
ニ
非
ズ
ト
思
ハ
バ
、
何
ニ
テ
モ
己
ガ
心
ニ
合
ヒ
タ
ル
説
ヲ
取
ル
ベ
シ
。
其

ノ
説
ノ
吾
心
ニ
合
ハ
ザ
ル
ハ
、
畢
竟
我
ガ
物
ニ
ナ
ラ
ヌ
故
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
強
テ
行
事
ニ
施
ス
ハ

危
シ
」（
33
）
と
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の
心
に
納
得
の
で
き
る
役
に
立
つ
実
用
的
な
学
問
を
め

ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
淡
窓
の
塾
が
め
ざ
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
私
塾
の
よ
う
な
、
自
分
の
学
風

を
弟
子
に
及
ぼ
し
継
承
さ
せ
る
学
派
的
な
学
者
を
育
て
る
塾
や
、
自
分
の
思
想
を
植
え
付
け
た

同
志
的
な
活
動
家
を
つ
く
る
塾
で
は
な
く
、
広
く
学
問
の
基
礎
や
教
養
を
教
授
し
て
真
に
社
会

に
有
用
な
人
材
を
育
て
る
塾
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
淡
窓
が
「
予
ガ
門
ニ
入
ル

者
、
前
後
数
千
人
ニ
シ
テ
、
其
ノ
儒
ヲ
業
ト
ス
ル
者
、
数
十
人
ニ
過
ギ
ズ
。（
中
略
）
故
ニ
儒

ト
ナ
ル
者
ニ
至
リ
テ
ハ
他
門
ニ
モ
遊
バ
セ
、
其
ノ
人
ノ
本
志
ニ
従
ッ
テ
其
ノ
居
ル
処
ヲ
択
バ
シ

ム
。
敢
ヘ
テ
予
ガ
学
風
ヲ
以
テ
之
ニ
及
サ
ズ
」（
34
）
と
、
儒
学
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
え
て
自
分
の
学
風
は
教
授
せ
ず
、
儒
学
の
基
礎
や
漢
詩
文
の
教

養
を
マ
ス
タ
ー
し
て
卒
塾
し
た
後
は
、
そ
の
人
の
個
性
や
志
望
に
応
じ
て
さ
ら
に
専
門
的
に
学

ん
で
飛
躍
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
た
の
で
あ
る
。
儒
学
者
で
あ
れ
ば
福
岡
の
亀
井
塾
な
ど
の
他

塾
に
進
ま
せ
、
医
師
志
望
で
あ
れ
ば
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
や
緒
方
洪
庵
の
適
塾
な
ど
の
蘭
学

塾
ま
た
は
著
名
な
漢
方
医
の
塾
に
進
学
さ
せ
、
僧
侶
で
あ
れ
ば
浄
土
真
宗
の
高
倉
学
寮
な
ど
の

宗
派
本
山
の
学
寮
に
進
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ま
ま
咸
宜
園
で
最
高
の
等
級
の
八

～
九
級
ま
で
進
級
し
て
高
度
な
学
問
内
容
を
学
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
偏
ら
な
い
教

育
の
結
果
と
し
て
、
門
下
生
の
卒
塾
後
の
活
躍
分
野
は
非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。
政
治
家
・
官
僚
・
財
界
人
・
儒
学
者
・
蘭
学
者
・
医
者
・
僧
侶
・
神
官
・
画
家
・
科

学
者
・
歌
人
・
勤
皇
家
な
ど
様
々
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
と
く
に
自
分
の
郷
里
に
帰
り
私
塾
等

を
開
き
教
育
者
と
な
っ
た
儒
学
者
や
僧
侶
は
数
多
く
輩
出
し
て
お
り
、
庶
民
教
育
の
裾
野
の
拡

大
・
普
及
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
。

⑦
全
国
的
な
評
価

　

教
育
者
と
し
て
の
淡
窓
は
、晩
年
に
は
そ
の
名
が
広
く
知
ら
れ
全
国
的
な
評
価
を
得
て
い
た
。
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天
保
一
三
年
、
淡
窓
六
一
歳
の
時
、
永
年
の
教
育
の
功
績
に
よ
り
「
多
年
学
業
相
励
ミ
、
世
上

手
広
ク
教
授
致
シ
候
ニ
付
キ
、
苗
字
帯
刀
永
々
差
免
ス
」（
35
）
と
い
う
、
幕
府
か
ら
の
永
世

苗
字
帯
刀
の
恩
命
を
受
け
た
。
こ
れ
は
幕
府
老
中
の
水
野
忠
邦
よ
り
授
け
ら
れ
た
も
の
で
、
淡

窓
の
業
績
は
幕
府
の
中
枢
に
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
淡
窓
は
大
村
藩
に
招
聘

さ
れ
、
続
い
て
府
内
藩
に
招
聘
さ
れ
、
藩
校
で
の
講
義
や
藩
校
改
革
に
当
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
淡
窓
の
名
は
い
っ
そ
う
知
ら
れ
、
淡
窓
と
咸
宜
園
の
評
判
は
全
国
的
に

さ
ら
に
高
ま
り
、
塾
生
数
も
増
え
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

５
．
咸
宜
園
の
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム

　

咸
宜
園
が
、
常
時
百
人
を
超
え
る
多
く
の
塾
生
を
擁
し
、
し
か
も
永
年
に
わ
た
り
変
ら
ず
に

維
持
し
え
た
の
は
、
そ
の
整
っ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
因
る
。
私
塾
咸
宜
園

教
育
の
特
色
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
三
奪
法
」「
月
旦
評
」「
職
任
制
」
等
の
し

く
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
そ
の
発
想
の
基
に
お
い
て
は
け
っ
し
て
淡
窓
の
独
創
の
も

の
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
を
私
塾
教
育
の
仕
組
み
と
し
て
採
り
入
れ
、
工
夫
に
工
夫
を
重
ね

て
独
自
の
制
度
に
整
え
た
の
は
淡
窓
の
独
力
の
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
工

夫
改
良
に
つ
い
て
の
努
力
に
つ
い
て
、
淡
窓
は
、
四
九
歳
の
時
に
弟
の
謙
吉
二
四
歳
に
塾
政
を

譲
る
た
め
に
与
え
た
申
聞
書
で
「
教
授
の
儀
は
二
〇
年
来
心
を
砕
き
候
に
付
き
手
覚
へ
候
処
も

之
あ
り
、
門
下
も
他
方
よ
り
は
繁
盛
に
候
。・
・
・
人
の
心
付
き
之
な
き
処
に
工
夫
を
労
し
候
。

凡
そ
席
序
の
法
、
分
職
の
法
、
試
業
の
法
、
一
切
の
規
約
等
、
何
れ
も
二
〇
年
来
の
工
夫
を
以

て
、
或
は
増
減
し
或
は
改
革
致
し
置
き
候
」（
36
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
整
っ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
、
咸
宜
園
が
多
く
の
塾
生
を
受
け
入
れ
て
統
御
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
、
淡
窓
没
後
も
後
継
者
が
永
く
塾
を
運
営
し
え
た
基
盤
で
あ
り
、
咸
宜
園
が
近

世
最
大
規
模
の
私
塾
と
な
っ
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
教
育
方
式
が
高
く
評
価
さ
れ
、
し

だ
い
に
全
国
的
に
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

①
三
奪
法

　
「
三
奪
法
」
に
つ
い
て
は
「
我
ガ
門
ニ
入
ル
者
、
三
奪
ノ
法
ア
リ
。
一
ニ
曰
ク
、
其
ノ
父
ノ

付
ス
ル
所
ノ
年
歯
ヲ
奪
ヒ
テ
、
之
ヲ
少
者
ノ
下
ニ
置
キ
、
入
門
ノ
先
後
ヲ
以
テ
長
幼
ト
為
ス
。

二
ニ
曰
ク
、
其
ノ
師
ノ
与
フ
ル
所
ノ
才
学
ヲ
奪
ヒ
テ
、
不
肖
ナ
ル
者
ト
伍
ヲ
同
ジ
ク
シ
、
課
程

ノ
多
少
ヲ
以
テ
優
劣
ト
為
ス
。（
三
ニ
曰
ク
）、
其
ノ
君
ノ
授
ク
ル
所
ノ
階
級
ヲ
奪
ヒ
テ
、
之
ヲ

卑
賎
ノ
中
ニ
混
ジ
、
月
旦
ノ
高
下
ヲ
以
テ
尊
卑
ト
為
ス
。
是
レ
三
奪
ノ
法
ナ
リ
」（
37
）
と
淡

窓
が
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
入
門
時
に
年
齢
・
学
歴
・
身
分
の
三
つ
を
奪
っ
て
す

べ
て
の
者
を
無
級
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
、
当
時
の
身
分
制
社
会
に
在
っ
て
、
学
ぶ
意
欲
の
あ

る
す
べ
て
の
者
に
、
と
く
に
一
般
の
庶
民
に
広
く
開
放
さ
れ
た
塾
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
入
門
に
際
し
、
そ
の
人
が
そ
れ
ま
で
に
持
っ
て
い
た
他
人
と
の
格
差

と
な
る
も
の
を
全
て
奪
い
取
っ
て
、ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
平
等
に
揃
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

塾
生
を
人
間
と
し
て
平
等
に
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
す
る
淡
窓
の
教
育
の
原
点
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
発
想
の
基
は
た
ぶ
ん
、
前
時
代
か
ら
中
心
を
占
め
て
き
た
寺
院
に
お
け

る
教
育
が
、
佛
の
前
で
は
衆
生
は
平
等
で
あ
る
と
の
教
え
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
子
ど

も
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
の
連
想
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

咸
宜
園
の
実
態
で
は
、
入
門
簿
に
よ
る
入
門
者
の
身
分
別
に
よ
る
統
計
に
よ
る
と
、
武
士
は

わ
ず
か
六
・
四
％
で
、
僧
侶
が
三
三
・
八
％
、
そ
の
他
が
五
九
・
八
％
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
庶

民
階
級
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
年
齢
別
で
は
、
一
四
歳
か
ら
二
三
歳
ま
で
が
多
く
、
平
均
年
齢
は

一
九
歳
で
あ
り
、
ほ
ぼ
現
代
の
高
校
生
と
大
学
生
の
年
齢
の
者
が
混
在
し
て
学
ん
で
い
た
こ
と

に
な
る
（
38
）。
学
歴
別
に
つ
い
て
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
他
塾
な
ど
で
学
ん
で
い
た
者
も
か

な
り
入
門
し
て
来
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
場
合
は
入
門
し
た
後
に
「
超
遷
」
い
わ
ゆ
る

飛
び
級
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
分
か
る
。

　

こ
の
「
三
奪
法
」
は
、
結
果
的
に
、
当
時
の
封
建
的
身
分
制
度
と
く
に
世
襲
制
に
対
す
る
挑

戦
で
も
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

②
月
旦
評

　
「
月
旦
評
」
は
「
月
旦
（
月
の
つ
い
た
ち
）
の
評
価
」
と
い
う
意
味
で
、
中
国
の
『
後
漢
書
』

の
「
許
劭
伝
」
に
あ
る
、許
劭
が
従
兄
の
許
靖
と
毎
月
の
朔
日
に
郷
里
の
人
物
の
批
評
を
し
あ
っ

た
と
い
う
、
も
と
も
と
「
人
物
批
評
」
と
い
う
意
味
の
故
事
か
ら
き
て
い
る
。
こ
れ
を
塾
生
の

成
績
評
価
の
こ
と
に
使
用
し
た
も
の
で
、毎
月
末
に
塾
生
一
人
ひ
と
り
の
学
業
成
績
を
評
価
し
、

翌
月
初
め
に
発
表
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
先
行
の
私
塾
や
藩
校
で
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
淡
窓
は
そ
れ
ら
に
存
し
た
身
分
な
ど
に
よ
る
一
切
の
差
別
を
払
拭
し
て
、
純
粋
に
成
績
の

み
で
評
価
す
る
よ
う
に
さ
ら
に
厳
密
な
も
の
に
整
備
し
、
開
塾
当
初
の
四
級
制
か
ら
六
級
制
、

さ
ら
に
九
級
制
に
拡
大
整
備
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
厳
密
に
評
価
す
る
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た
め
、
試
験
の
得
点
数
の
み
で
は
仮
進
級
と
し
、
そ
の
級
で
決
め
ら
れ
た
課
程
を
満
た
し
て
い

る
か
を
検
閲
す
る
「
消
権
法
」
を
も
追
加
改
良
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
月
旦
評
」
で
の
評
価
が
厳
正
公
平
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
淡
窓
が
数
カ
月
を
要
す
る
旅

行
中
で
も
わ
ざ
わ
ざ
咸
宜
園
か
ら
資
料
を
送
り
届
け
さ
せ
て
自
ら
月
旦
評
を
作
成
し
送
り
返
し

て
い
た
こ
と
な
ど
、
他
人
に
任
せ
ず
に
常
に
淡
窓
が
自
ら
作
成
し
た
こ
と
に
表
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
官
府
の
難
」
で
郡
代
か
ら
月
旦
評
改
変
の
干
渉
を
受
け
て
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
際
も
、
秘
か
に
別
に
正
当
な
成
績
評
価
の
も
の
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か

る
。
こ
の
「
月
旦
評
」
の
厳
正
さ
は
、
と
く
に
塾
生
が
上
級
で
あ
る
七
級
・
八
級
・
九
級
に
進

級
し
た
よ
う
な
優
秀
な
人
物
で
あ
れ
ば
、
卒
塾
し
て
社
会
に
出
た
ば
あ
い
、
そ
の
人
物
の
学
力

や
人
格
を
示
す
指
標
と
し
て
社
会
的
な
評
価
を
受
け
て
信
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
、
多
く
の
門
下
生
が
、
国
に
帰
り
藩
校
の
教
授
な
ど
に
登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
分

か
る
。
な
お
、
後
に
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
清
浦
圭
吾
も
政
府
の
官
僚
と
し
て
抜
擢
さ
れ
る
と

き
に
、咸
宜
園
の
都
講
を
務
め
た
と
い
う
評
価
で
高
官
た
ち
に
信
用
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
月
旦
評
」
の
制
度
は
、
当
時
の
何
事
も
家
柄
・
身
分
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
身
分
制

社
会
で
、
自
分
の
学
問
の
実
力
の
み
に
よ
っ
て
公
平
正
当
に
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
塾
生

た
ち
の
学
習
意
欲
と
競
争
心
を
刺
激
し
真
剣
に
勉
学
に
励
ま
さ
せ
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
な
に
よ
り
も
、
塾
生
自
身
に
と
っ
て
自
分
の
学
力
レ
ベ
ル
が
は
っ
き
り
自

覚
で
き
る
、
眼
に
見
え
る
制
度
で
あ
り
、
さ
ら
に
自
信
を
も
っ
て
勉
学
に
励
む
こ
と
を
促
が
す

も
の
で
あ
っ
た
。
勉
学
に
燃
え
る
若
者
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
教
育
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
当
然
そ
の
前
提
と
し
て
、
公
平
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
咸
宜
園
教
育
す
な

わ
ち
淡
窓
先
生
へ
の
信
頼
が
あ
り
、
そ
の
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
月
旦
評
に
つ
い
て
は
、
淡
窓
も
「
月
旦
評
ヲ
設
ケ
テ
、
其
ノ
勤
惰
ヲ
明
ニ
シ
、
勤
ル
者
ハ

上
ニ
擢
ン
デ
、
惰
ル
者
ハ
下
ニ
抑
ヘ
、
栄
辱
ヲ
分
チ
テ
、
惰
夫
ト
雖
モ
一
度
我
ガ
門
ニ
入
レ
バ

勉
励
ノ
心
ヲ
生
ゼ
シ
ム
」（
39
）
と
、
勉
学
に
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
九
級
制
の
場
合
、
無
級
を
下
等
、
一
級
か
ら
四
級
ま
で
を
中
等
、
五
級
か
ら
九
級
ま

で
を
上
等
と
し
た
が
、
七
級
か
ら
九
級
に
至
る
に
は
少
な
く
と
も
大
抵
五
～
六
年
は
要
し
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
数
人
程
し
か
達
す
る
も
の
は
な
く
、
多
く
は
四
級
か
ら
六
級
程
度
で
卒
塾
し
て

い
る
。
上
等
で
あ
る
五
・
六
級
に
も
至
れ
ば
充
分
に
漢
学
の
基
礎
と
漢
詩
文
の
教
養
を
修
得
し

た
相
当
の
学
力
の
程
度
で
あ
っ
て
、
入
塾
・
退
塾
自
由
の
い
わ
ば
出
入
り
自
由
が
建
前
の
私
塾

で
あ
る
の
で
、
自
分
自
身
が
こ
れ
で
満
足
と
思
わ
れ
る
程
度
の
等
級
で
卒
塾
し
て
い
く
の
は
当

然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
月
旦
評
」
こ
そ
咸
宜
園
教
育
の
最
大
の
特
色
で
あ
っ
て
い
わ
ば
近
代
学
校
の
先
駆
的
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
以
降
の
多
く
の
塾
に
普
及
し
て
い
っ
た
制
度
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
月
旦

評
」
に
つ
い
て
は
、
点
数
で
評
価
さ
れ
る
競
争
の
世
界
で
あ
る
の
で
、
塾
生
の
学
習
が
点
数
獲

得
の
た
め
の
勉
学
に
終
始
す
る
傾
向
が
現
れ
て
く
る
の
は
避
け
が
た
く
、
淡
窓
も
「
月
旦
評
」

シ
ス
テ
ム
の
そ
の
弊
害
は
よ
く
理
解
し
て
お
り
、「
消
権
法
」
な
ど
様
々
な
工
夫
を
加
え
て
改

良
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
弊
害
に
つ
い
て
は
、
淡
窓
自
身
も
五
四
歳
の
時
に
「
月
旦
評
ヲ
作

リ
テ
門
人
ヲ
誘
掖
ス
。
是
レ
門
下
ノ
盛
ナ
ル
所
以
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
亦
タ
其
ノ
弊
少
ナ
カ
ラ

ズ
。
諸
生
ノ
課
程
、
外
ヲ
務
メ
テ
内
ヲ
廃
シ
、
名
ヲ
取
リ
テ
実
ヲ
捨
ツ
。
今
、
之
ヲ
矯
メ
ン
ト

欲
ス
ル
モ
、
三
十
年
ノ
旧
習
速
ヤ
カ
ニ
変
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
。
須
ラ
ク
善
巧
ナ
ル
方
便
ニ
テ
之
ヲ
誘

ヒ
、
以
テ
虚
名
ノ
地
ヲ
離
レ
テ
実
践
ノ
域
ニ
入
ラ
シ
ム
ベ
シ
。
此
ノ
工
夫
、
亦
タ
容
易
ニ
非
ズ
」

（
40
）
と
反
省
を
述
べ
、
ま
た
そ
の
普
及
状
況
に
つ
い
て
は
、
六
五
歳
の
時
に
「
当
時
ハ
余
ガ

門
人
帷
ヲ
垂
レ
テ
業
ヲ
講
ズ
ル
者
、
諸
国
ニ
ア
マ
ネ
シ
。
皆
ナ
月
旦
ヲ
作
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
余

ガ
門
人
ニ
ア
ラ
ザ
ル
者
モ
亦
タ
其
ノ
風
ヲ
聞
キ
テ
之
ニ
倣
フ
者
多
シ
。
或
ハ
文
学
ニ
与
ラ
ヌ
他

芸
ヲ
ナ
ス
者
迄
モ
往
々
此
ノ
風
ニ
倣
ヘ
リ
。
教
フ
ル
者
モ
此
ヲ
以
テ
教
ヘ
、
学
ブ
者
モ
此
ヲ
以

テ
学
ブ
。
因
ッ
テ
当
時
ノ
学
風
大
ニ
古
昔
ト
変
ジ
、
殆
ド
漢
人
ノ
科
挙
ノ
業
ヲ
習
フ
ガ
如
シ
。

抑
モ
百
事
皆
ナ
一
得
有
レ
バ
一
失
有
リ
、
一
利
ア
レ
バ
一
害
ア
リ
。
後
人
此
事
ヲ
論
ゼ
ン
ニ
、

余
ヲ
以
テ
功
首
ト
セ
ン
カ
、
将
タ
罪
魁
ト
セ
ン
カ
」（
41
）
と
述
べ
て
お
り
、
淡
窓
は
、
以
後

広
く
諸
塾
に
普
及
し
た
「
月
旦
評
」
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
自
分
の
功
績
と
し
て
認

め
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
大
き
な
罪
過
を
流
し
た
張
本
人
と
し
て
非
難
さ
れ
る
の
か
は
、
後

世
の
判
断
に
委
ね
る
と
し
て
、
そ
の
弊
害
も
謙
虚
に
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
淡

窓
は
そ
の
欠
陥
も
工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
克
服
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
月
旦
評
」
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
淡
窓
も
語
っ
て
い
る
よ
う
に
広
く
緒
塾
に
行

わ
れ
芸
事
に
ま
で
も
及
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
漢
学
塾
ば
か
り
で
な
く
蘭
学
塾
で
も
採
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、緒
方
洪
庵
の
「
適
塾
」
の
月
毎
の
等
級
評
価
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
で
分
か
る
。

緒
方
洪
庵
は
、
咸
宜
園
の
第
二
代
塾
主
を
務
め
た
後
に
大
坂
で
漢
学
塾
を
開
塾
し
て
い
た
廣
瀬

旭
荘
と
、
年
齢
も
近
く
ま
た
塾
の
場
所
も
近
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に
懇
意
に
交
際
し
て
い
た
こ

と
が
旭
荘
の
日
記
『
日
間
瑣
事
備
忘
録
』
の
記
述
で
知
ら
れ
る
が
、
互
い
に
共
通
の
門
人
も
い

る
な
ど
、塾
の
運
営
に
関
し
て
は
お
互
い
に
影
響
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

緒
方
洪
庵
の
師
で
あ
る
坪
井
信
道
は
、
若
い
頃
日
田
で
三
松
斉
寿
の
家
に
寄
宿
し
て
医
術
を
学
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ん
で
お
り
、そ
の
際
に
若
き
教
育
者
で
あ
っ
た
廣
瀬
淡
窓
と
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
が
淡
窓
の『
懐

旧
楼
筆
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
月
旦
評
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
学
問
に
競
争
原
理
を
持
ち
込
む
の
は
、
礼
儀
道
徳
を
教

え
る
べ
き
教
育
に
反
す
る
と
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
宋
の
程
伊
川
が
「
学
校
ハ
礼
儀
ヲ

先
ン
ズ
ル
ノ
地
ナ
リ
、
然
ル
ニ
、
之
ヲ
シ
テ
争
ハ
シ
ム
ル
ハ
教
養
ノ
道
ニ
非
ズ
、
以
後
試
ヲ
改

メ
テ
課
ト
ナ
シ
、
高
下
ヲ
考
定
セ
ザ
ラ
ン
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
中
国
に
は
科

挙
の
制
度
が
あ
っ
て
そ
れ
に
及
第
す
る
た
め
の
学
問
が
な
さ
れ
て
い
て
名
利
を
競
う
社
会
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
程
伊
川
の
言
葉
は
そ
れ
を
患
え
た
こ
と
に
よ
る
競
争
を
否
定
す
る
発
言
で

あ
り
、
そ
れ
に
反
し
て
日
本
は
世
襲
制
の
封
建
社
会
で
あ
っ
て
「
士
太
夫
皆
世
官
世
禄
、
賢
モ

進
ム
ニ
道
ナ
ク
、
愚
モ
退
ク
ニ
縁
ナ
シ
。
人
心
皆
傲
惰
偃
蹇
ニ
シ
テ
学
業
ニ
趣
カ
ズ
」
と
い
う

状
態
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
此
レ
ヲ
以
テ
月
旦
評
ヲ
設
ケ
、
之
ニ
示
ス
ニ
栄
辱
ヲ
以
テ
シ
テ
、

之
ヲ
鼓
舞
ス
ル
ナ
リ
。・
・
・
凡
ソ
学
問
ノ
道
、
和
漢
古
今
、
体
勢
ノ
異
ナ
ル
所
ヲ
察
ス
ル
ヲ

以
テ
要
務
ト
ス
」（
42
）
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
よ
う
な
高
級
官
吏
登
用
試
験
で

あ
る
科
挙
制
度
の
無
い
世
襲
制
の
日
本
で
は
、
学
問
を
し
て
も
立
身
出
世
に
は
繋
が
ら
な
い
の

で
、
学
問
に
競
争
を
持
ち
込
ん
で
鼓
舞
し
な
い
と
人
々
は
学
業
に
励
ま
ず
、
文
化
や
社
会
は
活

性
化
し
な
い
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
月
旦
評
」
を
中
核
と
し
た
咸
宜
園
の
教
育
は
、
教
育
の
原
点
と
も
い

え
る
「
公
平
と
競
争
」
の
原
理
の
貫
徹
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

③
職
任
制

　

咸
宜
園
に
は
全
国
六
六
カ
国
か
ら
入
門
者
が
あ
り
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
塾
生
た
ち
は
寮
生

活
を
送
っ
て
い
た
。「
職
任
制
」
は
、
寮
生
活
を
送
る
塾
生
を
中
心
と
し
て
す
べ
て
の
塾
生
に

何
ら
か
の
役
職
を
与
え
る
も
の
で
、
こ
れ
を
重
要
な
教
育
の
一
環
と
と
ら
え
て
重
視
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
規
約
に
は
「
上
は
九
級
、
下
は
無
級
に
至
る
迄
、
壱
人
た
り
と
も
無
職
の
者
有

る
べ
か
ら
ざ
る
事
」（
43
）
と
あ
っ
て
、
塾
生
は
全
員
が
何
ら
か
の
職
務
に
就
く
こ
と
と
な
っ

て
い
た
。
都
講
（
塾
頭
・
総
括
責
任
者
）
か
ら
副
監
（
都
講
補
佐
）・
舎
長
（
塾
舎
の
長
）・
主

簿
（
会
計
担
当
）・
典
薬
（
医
療
保
健
衛
生
担
当
）
や
威
儀
監
（
礼
儀
指
導
担
当
）・
経
営
監
（
塾

舎
営
繕
担
当
）・
蔵
書
監
（
蔵
書
管
理
担
当
）
な
ど
か
ら
定
侍
史
（
師
の
応
接
係
）・
書
記
（
筆

写
記
録
係
）・
洒
掃
（
清
掃
係
）・
給
仕
（
雑
用
係
）
ま
で
様
々
な
職
が
あ
り
、
い
わ
ば
塾
を
自

治
的
に
塾
生
に
運
営
さ
せ
て
い
た
。「
規
約
」
で
は
、
職
任
は
必
ず
し
も
「
月
旦
評
」
の
等
級

に
は
こ
だ
わ
ら
ず
「
時
宜
ニ
随
ヒ
」
適
材
適
所
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
原
則
で

あ
っ
て
、
都
講
・
副
監
・
舎
長
な
ど
の
主
要
ポ
ス
ト
は
、
在
塾
年
数
が
長
い
月
旦
評
の
上
位
の

者
で
人
格
的
に
も
確
か
な
人
物
か
ら
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
規
約
」
や
「
告
諭
」
な
ど
の

厳
格
な
規
則
類
を
制
定
し
、
塾
生
活
の
指
針
と
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
塾
の
運
営
や
寮
の
管
理
を
塾
生
の
自
治
組
織
に
任
せ
て
、
塾
の
統
制
を

図
る
と
と
も
に
、
自
づ
か
ら
社
会
性
・
協
調
性
や
助
け
合
い
の
精
神
を
育
て
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
当
時
、
先
行
の
私
塾
で
は
、
塾
内
で
の
勉
学
に
つ
い
て
は
塾
生
を
よ
く
指
導
し
て
も
、

そ
の
外
は
何
を
し
て
も
許
さ
れ
る
、
い
わ
ば
自
由
放
任
の
姿
勢
の
塾
が
ご
く
当
た
り
前
で
あ
っ

た
。
塾
外
で
放
蕩
や
不
道
徳
な
行
為
が
あ
っ
て
も
関
知
し
な
い
の
で
あ
り
、
淡
窓
も
若
い
こ
ろ

学
ん
だ
亀
井
塾
で
、
優
秀
な
先
輩
が
道
を
誤
り
身
を
持
ち
崩
す
の
を
目
撃
し
た
経
験
か
ら
、
こ

の
点
に
つ
い
て
反
省
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

淡
窓
は
、
日
常
の
生
活
態
度
・
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
い
く
ら
学
問
を
し
て
も

立
派
な
人
間
の
形
成
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
と
く
に
、
ま
だ
一
五
歳
か
ら
二
〇
歳
前

後
の
未
熟
な
若
者
を
教
育
す
る
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
生
活
態
度
の
確
立
が
先
だ
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
淡
窓
は
「
数
百
傑
驁
ノ
少
年
ヲ
一
室
ニ
聚
メ
、
タ
ダ
経
義
ノ
ミ
ヲ
伝
ヘ
、
規
約
賞
罰

ヲ
施
サ
ズ
バ
、
是
レ
之
ヲ
駆
ッ
テ
放
逸
ニ
赴
カ
シ
ム
ル
ナ
リ
。
故
ニ
余
ガ
人
ヲ
教
フ
ル
ハ
、
先

ヅ
治
メ
テ
而
ル
後
之
ヲ
教
フ
ル
ナ
リ
。
余
ガ
長
所
、此
ノ
外
ニ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
」（
44
）
と
述
べ
、

血
気
盛
ん
な
青
少
年
を
正
し
く
教
え
導
い
て
放
逸
を
防
ぐ
に
は
「
教
え
る
」
だ
け
で
な
く
、
そ

の
前
に
「
治
め
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

咸
宜
園
で
は
、
塾
生
は
「
規
約
」
な
ど
の
塾
の
規
則
に
則
り
行
動
が
規
制
さ
れ
、
塾
生
は
決

ま
っ
た
日
課
に
よ
っ
て
規
則
正
し
く
生
活
し
た
。
午
前
五
時
に
起
床
・
清
掃
し
、
六
時
に
早
朝

講
義
、
七
時
に
朝
食
・
清
掃
、
八
時
か
ら
一
二
時
ま
で
は
聴
講
・
会
読
・
素
読
・
輪
読
な
ど
の

授
業
が
あ
り
、一
二
時
に
昼
食
・
散
歩
、午
後
一
時
に
輪
講
、午
後
二
時
か
ら
六
時
ま
で
試
業
（
試

験
）
の
時
間
が
あ
っ
た
の
ち
、
六
時
に
夕
食
・
散
歩
、
七
時
か
ら
一
〇
時
ま
で
が
自
学
自
習
の

夜
学
、
午
後
一
〇
時
に
就
寝
と
い
う
の
が
、
ほ
ぼ
一
日
の
日
課
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
決
ま
っ

た
休
日
や
休
講
日
（
放
学
）
も
あ
っ
た
。
規
約
で
は
、
休
日
は
毎
月
二
七
日
、
五
節
句
（
人
日
・

上
巳
・
端
午
・
七
夕
・
重
陽
）、
六
月
一
五
日
（
祇
園
祭
）、
八
月
一
五
日
（
中
秋
）、
盆
二
日
、

冬
至
、
臘
月
二
九
日
、
春
秋
山
行
、
井
戸
浚
、
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
送
別
会
の
た
め
の
休
日

や
先
生
の
病
気
な
ど
の
都
合
で
の
休
講
の
日
も
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
納
涼
の
た
め
の
夜
行
や
神

社
参
拝
な
ど
も
許
可
し
て
い
る
（
45
）。「
職
任
制
」
は
、
咸
宜
園
教
育
を
支
え
る
重
要
な
制
度



四
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で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
三
奪
法
」「
月
旦
評
」「
職
任
制
」
に
よ
る
咸
宜
園
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
多

数
の
塾
生
に
対
す
る
継
続
・
一
貫
し
た
平
等
な
教
育
が
可
能
と
な
り
、
寮
な
ど
が
完
備
さ
れ
た

行
き
届
い
た
生
活
指
導
も
な
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
人
材
育
成
の
成
果
が
広
く
評
価
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
一
般
の
評
判
は
、
咸
宜
園
で
学
べ
ば
確
実
に
相
当
の
学
力
が
付
き
、
し
か
も
社
会
的
に

も
人
格
的
に
も
立
派
な
人
物
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
評
判
を
聞
い
て
入
門
を
志
し
た
若

者
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
な
に
よ
り
も
多
額
の
学
費
を
負
担
し
て
は
る
ば
る
遠
方
か
ら

大
事
な
子
弟
を
送
り
出
す
父
兄
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
私
塾
と
し
て
評
価
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
入
門
者
が
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
一
番
大
き
な
理
由
で
あ

ろ
う
。
井
上
義
巳
も
、「
三
奪
法
」「
月
旦
評
」
及
び
「
職
任
制
」
に
よ
る
教
育
制
度
に
よ
っ
て

塾
の
見
事
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
「
す
べ
て
零
か
ら
の
発
起
で
自
学
研
修
の
成
果
が

確
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
く
咸
宜
園
の
制
度
は
、
門
戸
を
す
べ
て
開
け
放
っ
た
世
界
と
し
て
、
す

べ
て
に
身
分
が
つ
き
ま
と
い
自
身
の
実
力
の
た
め
し
よ
う
も
な
か
っ
た
当
時
の
世
界
に
あ
っ
て

は
、
若
い
門
生
た
ち
を
魅
き
つ
け
る
最
も
大
切
な
咸
宜
園
の
仕
組
み
で
あ
っ
た
」（
46
）
と
述

べ
て
い
る
。

６
．
日
田
の
自
然
的
環
境

　

日
田
は
、
北
部
九
州
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
し
、
古
代
か
ら
河
川
や
道
路
に
よ
っ
て
各

都
市
へ
八
方
に
通
じ
て
い
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ
る

た
め
、
日
田
に
至
る
に
は
ど
の
方
面
か
ら
も
山
の
間
の
峠
を
越
え
て
来
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
を
越
え
る
と
小
さ
な
盆
地
、
い
わ
ば
小
さ
な
別
天
地
が
開
け
、
そ
こ
に
代
官
所
の
あ
る
小
さ

な
城
下
町
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
日
田
は
、
九
州
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
布
政
所
（
西
国
筋
郡
代
役
所
）
が
あ
り
、

日
田
商
人
の
活
躍
す
る
九
州
の
経
済
金
融
の
中
心
地
で
も
あ
っ
て
、
ま
た
俳
諧
文
芸
な
ど
も
盛

ん
で
文
人
墨
客
が
訪
れ
る
文
化
的
雰
囲
気
の
漂
う
都
市
で
あ
っ
た
。
江
戸
や
大
坂
・
京
都
な
ど

に
は
到
底
及
ば
な
い
小
さ
な
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
規
模
の
都
市
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
の
田
舎

の
農
村
で
も
な
く
適
度
に
賑
や
か
な
商
人
町
で
も
あ
り
、
都
会
に
比
べ
て
却
っ
て
静
か
な
勉
学

に
適
し
た
都
市
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
周
囲
に
は
自
然
豊
か
な
丘
陵
や
河

川
や
田
園
が
連
な
り
、
緑
豊
か
で
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
咸

宜
園
か
ら
半
径
二
㎞
の
周
辺
部
に
小
高
い
丘
が
連
な
り
、
頂
上
付
近
に
は
観
音
堂
な
ど
多
く
の

神
社
仏
閣
が
存
在
し
て
お
り
、
咸
宜
園
の
塾
生
が
、
春
と
秋
の
山
行
（
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

の
場
と
し
て
、
ま
た
詩
作
な
ど
の
遊
山
の
場
と
し
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
行
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
田
の
地
は
当
時
と
し
て
は
、
遠
方
か
ら
遊
学
し
て
寮
生
活
を

し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
勉
学
す
る
に
は
、
都
市
の
規
模
も
、
ま
た
自
然
環
境
も

最
適
の
地
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
近
隣
の
豆
田
町
に

は
、
商
人
な
ど
の
住
民
の
理
解
や
援
助
も
あ
っ
て
学
園
都
市
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
生
活
も
し

や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
日
田
の
地
を
取
り
巻
く
環
境
や
雰
囲
気
が
、
塾
生

が
長
く
在
塾
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
の
で
き
た
要
因
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
日
田
を
訪
れ
た
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
の
紀
行
記
『
街
道
を
ゆ
く
』
の
中
で
の
日
田

の
印
象
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
「
日
田
の
町
は
、
典
型
的
な
盆
地
と
い
っ
て
い
い
。
四
囲
こ
と

ご
と
く
山
で
、
山
々
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
水
は
玖
珠
川
や
三
隈
川
に
そ
そ
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水

流
が
た
が
い
に
枝
を
な
し
た
り
迂
回
路
を
な
し
た
り
し
て
、
な
る
ほ
ど
水
郷
で
あ
っ
た
。
し
か

も
四
囲
の
山
々
は
、
迫
っ
て
威
圧
す
る
こ
と
な
く
、
人
の
心
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
遠
山
を
な
し

て
、
藍
色
に
か
す
ん
で
い
る
」
と
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
、
し
か
も
水
流
の
豊
か
な
水
郷

で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
江
戸
時
代
の
天
領
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
豊
後
日
田
は
、

江
戸
期
で
は
三
万
二
千
石
、
堂
々
た
る
天
領
の
地
で
あ
っ
た
」「
天
領
は
元
々
豊
か
な
土
地
が

選
ば
れ
て
い
た
」「
天
領
で
あ
っ
た
た
め
に
代
々
の
生
産
の
余
剰
が
生
活
文
化
の
か
た
ち
で
蓄

積
さ
れ
て
ゆ
き
、
や
が
て
は
町
も
人
も
雅
び
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」「
日
田
代
官

以
来
の
町
の
風
情
を
色
濃
く
の
こ
し
て
い
る
」
な
ど
と
天
領
で
あ
っ
た
日
田
の
豊
さ
に
つ
い
て

記
し
て
い
る
。
ま
た
咸
宜
園
に
つ
い
て
は
「
江
戸
末
期
の
日
田
が
全
国
に
有
名
で
あ
っ
た
の

は
、
広
瀬
淡
窓
の
塾
あ
る
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。・
・
・
入
門
簿
に
よ
れ
ば
三
〇
八
一
人
と
い

う
多
数
の
青
年
が
こ
の
塾
で
学
ん
だ
。そ
れ
ら
の
出
身
地
は
奥
州
の
は
し
か
ら
対
馬
ま
で
及
び
、

六
〇
余
カ
国
の
う
ち
隠
岐
国
と
下
野
国
の
二
ヶ
国
が
欠
け
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
」「
江
戸
期

に
お
け
る
慶
応
、早
稲
田
と
い
っ
た
私
学
の
雄
は
、江
戸
よ
り
も
む
し
ろ
こ
う
い
う
土
地
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
、
江
戸
体
制
を
考
え
る
上
で
興
味
が
あ
る
」
と
記
し
て
、
咸
宜
園
が
江
戸
期

の
私
学
の
雄
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。（
47
）

　

な
お
経
済
面
で
は
、
日
田
が
江
戸
や
大
坂
な
ど
の
都
会
で
は
な
い
小
都
市
で
あ
っ
た
た
め
、

比
較
的
物
価
が
安
く
生
活
が
し
や
す
か
っ
た
こ
と
も
塾
生
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
環
境
で
あ
っ

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
米
価
で
み
る
と
江
戸
に
比
べ
て
七
～
八
割
程
度
で
あ
っ
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た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
48
）。

７
．
廣
瀬
家
の
物
心
両
面
の
支
援

　

淡
窓
は
豆
田
魚
町
の
商
家
博
多
屋
廣
瀬
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
本
来
な
ら
ば
嫡
男
と

し
て
家
督
を
継
ぐ
べ
き
境
遇
に
あ
っ
た
が
、
身
体
が
生
来
病
弱
で
あ
り
、
学
問
が
よ
く
出
来
た

の
で
、
父
三
郎
右
衛
門
の
子
供
の
進
路
は
必
ず
し
も
慣
習
に
囚
わ
れ
ず
に
本
人
の
性
格
や
才
能

に
よ
っ
て
決
め
さ
せ
る
と
す
る
考
え
に
よ
っ
て
、
淡
窓
に
は
学
問
の
道
を
進
ま
せ
、
八
歳
下
の

弟
の
久
兵
衛
が
廣
瀬
家
の
家
督
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
淡
窓
が
す
で
に
桂
林
園
で
開
塾
し
て

い
た
二
九
歳
の
時
、
文
化
七
年
に
二
一
歳
の
久
兵
衛
に
家
督
が
譲
ら
れ
た
が
、
正
式
に
は
、
淡

窓
三
四
歳
の
文
化
一
二
年
に
二
六
歳
の
久
兵
衛
の
家
督
が
官
府
か
ら
許
さ
れ
て
い
る
。
家
督
は

放
棄
し
た
と
は
言
う
も
の
の
、
淡
窓
は
ま
だ
廣
瀬
家
の
南
家
に
居
住
し
て
お
り
、
長
兄
と
し
て

廣
瀬
家
の
中
で
は
重
き
を
な
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
記
に
は
、
久
兵
衛
が
遠
方
に
行

き
家
を
空
け
た
場
合
は
、
そ
の
間
、
主
屋
の
北
家
に
居
を
移
し
て
い
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
三
六
歳
で
咸
宜
園
に
移
っ
た
後
も
、
日
記
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
官
府
に
詣
っ
た
帰
り

に
立
ち
寄
っ
た
り
、
法
事
な
ど
の
冠
婚
葬
祭
や
宴
会
に
招
か
れ
た
り
、
盆
正
月
な
ど
の
挨
拶
、

祇
園
会
な
ど
の
祭
り
見
物
、
病
気
・
出
産
な
ど
の
見
舞
い
な
ど
に
、
廣
瀬
家
に
ほ
と
ん
ど
毎
月

足
繁
く
通
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
廣
瀬
家
及
び
咸
宜
園
運
営
の
相
談
事
に
も
た
び
た
び
訪
れ
て

い
る
。
と
く
に
、
天
保
八
年
、
塩
谷
郡
代
の
更
迭
の
あ
と
、
郡
代
の
片
腕
と
し
て
多
く
の
公
共

事
業
に
関
与
し
て
い
た
弟
の
久
兵
衛
が
収
賄
疑
惑
で
訴
え
ら
れ
か
け
た
、
い
わ
ゆ
る
廣
瀬
家
の

「
家
難
」
の
際
に
は
、
廣
瀬
家
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
に
奔
走
し
真
剣
に
対
応
し
て
い
る
姿
が
日

記
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
淡
窓
の
廣
瀬
家
に
対
す
る
責
任
感
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、親
子
兄
弟
の
間
の
助
け
合
い
や
信
頼
関
係
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

塾
経
営
に
関
し
て
見
る
と
、
お
そ
ら
く
、
淡
窓
が
長
福
寺
学
寮
で
塾
を
開
い
た
と
き
か
ら
桂

林
園
時
代
ま
で
は
束
脩
・
謝
儀
な
ど
の
収
入
だ
け
で
は
経
営
は
維
持
で
き
ず
、
廣
瀬
家
の
援
助

に
よ
っ
て
維
持
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
懐
旧
楼
筆
記
」
に
は
、
文
化
一
二
年
二
月
、

三
四
歳
の
時
、
淡
窓
は
廣
瀬
家
の
南
家
に
転
居
し
「
今
朝
、
妻
ヲ
シ
テ
飯
ヲ
炊
カ
シ
ム
。
予
生

来
父
母
ノ
養
ヲ
受
ク
ル
事
、
昨
年
マ
デ
三
三
年
ナ
リ
。
此
ニ
至
ッ
テ
始
メ
テ
衣
食
ヨ
リ
雑
費
ニ

至
ル
マ
デ
、
己
ガ
手
ヨ
リ
具
シ
、
父
母
ヲ
累
ハ
ス
コ
ト
ヲ
免
カ
レ
タ
リ
」（
49
）
と
述
べ
て
、

始
め
て
独
立
し
た
生
計
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
塾
経
営
が
独
立

し
て
順
調
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
三
六
歳
で
咸
宜
園
に
移
転
開
塾
し
て
以
降
の

事
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
も
、
日
記
等
に
よ
れ
ば
、
咸
宜
園
の
経
営
や
塾
舎
の
建
築
に
つ
い
て
は
弟
の
久
兵
衛

や
三
右
衛
門
が
常
に
相
談
な
ど
に
与
っ
て
お
り
、
と
く
に
資
金
調
達
や
運
用
な
ど
の
財
政
的
な

面
に
つ
い
て
は
二
人
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
廣
瀬
家
の
物
心
両
面
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、
早
い
時
期
に
運
営
が
行
き
詰
ま
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
順
調
に
規
模
を
拡
大
し
て
行
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

廣
瀬
家
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
、
な
に
よ
り
も
淡
窓
自
身
が
安
心
し
て
教
育
に
専
念
で

き
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
廣
瀬
家
は
咸
宜
園
を
裏
か
ら
支
え
た
存
在
で
、
廣
瀬
家
と
咸
宜
園
は

一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
咸
宜
園
は
実
質
は
廣
瀬
家
一
族
の
経
営
に
よ

る
淡
窓
の
運
営
す
る
私
塾
で
あ
っ
た
言
え
る
も
の
で
、
現
代
風
に
譬
え
て
み
れ
ば
、「
咸
宜
園
」

は
「
学
校
法
人
廣
瀬
学
園
」
の
経
営
す
る
「
学
校
」
で
あ
り
「
理
事
長
及
び
学
長
」
が
廣
瀬
淡

窓
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

８
．
塾
生
紹
介
の
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

咸
宜
園
の
入
門
に
際
し
て
は
、
本
人
又
は
紹
介
者
に
「
入
門
簿
」
へ
の
記
載
を
求
め
た
。
桂

林
園
の
開
塾
時
か
ら
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
入
門
年
月
日
、
出
身
地
、
氏
名
、
紹

介
者
を
記
入
す
る
も
の
だ
が
、
の
ち
に
年
齢
、
父
兄
の
名
前
・
続
柄
も
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
入
門
簿
は
、
次
第
に
増
え
る
多
く
の
塾
生
の
管
理
上
で
作
成
が
必
要
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
他
面
で
は
、
他
国
者
を
受
け
入
れ
る
地
と
し
て
の
代
官
所
の
取
り
締
ま
り
に
も
対

応
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
紹
介
者
を
必
要
と
し
た
の
は
、
身
元
不
詳
の
者
の
旅

行
や
滞
在
を
制
限
し
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
入
門
者
の
確
実
な
身
元
保
証
人
・
身
元
引
受

人
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
入
門
制
限
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
逆
に
見
る
と
、

私
塾
と
し
て
紹
介
者
が
確
実
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
誰
で
も
入
門
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
家
柄
等
を
厳
し
く
問
わ
れ
た
封
建
時
代
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
自
由
な
出
入
り
を
保
証
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

咸
宜
園
の
場
合
、
紹
介
者
は
、
は
じ
め
は
広
瀬
家
の
関
係
者
や
淡
窓
の
知
人
や
友
人
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
卒
塾
生
や
在
塾
生
が
紹
介
者
に
な
っ
て
い
る
。
入
門
者
が
次
第
に
増
加

し
て
行
っ
た
背
景
に
は
、
卒
塾
生
・
在
塾
生
が
自
分
の
兄
弟
や
親
戚
の
者
、
さ
ら
に
出
身
地
の

友
人
知
人
等
を
次
々
に
紹
介
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
全
国
的



四
八

に
紹
介
網
が
拡
が
っ
た
の
は
、咸
宜
園
の
塾
生
の
三
分
の
一
が
僧
侶
の
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
医
師
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と
関
連
が
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、宗
派
を
同
じ
く
す
る
僧
侶
同
士
や
医
師
同
士
に
は
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、

卒
塾
生
・
在
塾
生
の
僧
侶
が
同
じ
宗
派
の
寺
院
の
僧
侶
を
紹
介
し
た
り
、
医
師
が
同
じ
医
師
仲

間
の
知
人
を
紹
介
し
た
り
し
て
、紹
介
が
出
身
地
域
を
越
え
た
遠
方
の
地
の
知
人
に
及
び
、次
々

と
全
国
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

教
育
史
学
者
の
海
原
徹
が
、長
門
・
周
防
二
国（
現
在
の
山
口
県
）の
出
身
者
全
員
の
紹
介
ル
ー

ト
を
詳
細
に
調
査
し
た
結
果
か
ら
、
在
塾
生
・
卒
塾
生
ら
が
紹
介
者
と
し
て
次
々
と
知
人
を
紹

介
し
て
い
っ
た
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
50
）。
そ
の
調
査
に
よ
る
と
、紹
介
ル
ー

ト
は
い
く
つ
か
に
グ
ル
ー
プ
分
け
が
で
き
、
い
ず
れ
の
場
合
も
い
ち
ば
ん
最
初
の
紹
介
者
は
日

田
在
住
の
人
物
で
あ
り
、
そ
の
紹
介
で
入
塾
し
た
人
物
が
数
名
を
紹
介
し
、
次
に
そ
の
紹
介
で

入
塾
し
た
者
が
ま
た
数
名
を
紹
介
し
、
こ
う
し
て
次
々
と
入
塾
者
が
増
え
る
と
い
っ
た
人
的
系

譜
ル
ー
ト
図
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
紹
介
し
た
人
数
は
、
ま
っ
た
く
紹
介
し
て
い
な
い
者

も
い
る
が
、
一
人
当
た
り
一
名
か
ら
多
い
も
の
で
一
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
例
で
み

る
と
、
日
田
在
住
の
医
師
三
松
斉
寿
が
紹
介
し
た
周
防
熊
毛
郡
の
医
師
岡
研
介
が
四
名
を
紹
介

し
た
が
、
そ
れ
は
医
師
の
弟
と
甥
、
熊
毛
郡
の
僧
侶
と
隣
の
大
島
郡
の
僧
侶
で
あ
る
。
こ
の
二

人
の
僧
侶
は
、
一
人
は
七
名
の
僧
侶
（
周
防
五
名
、
長
門
一
名
、
隣
国
の
安
芸
一
名
）
と
一
名

の
医
師
（
長
門
）
を
紹
介
、
ま
た
他
の
一
人
は
三
名
の
僧
侶
（
周
防
二
名
、
長
門
一
名
）
と
四

名
の
医
師
（
周
防
二
名
、
隣
国
の
安
芸
二
名
）
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
僧
侶
た
ち
は
何
れ
も
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
の
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
僧
侶
が
ま
た
同
じ
く
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
僧
侶
を
紹
介
し
、
医
師
は
ま
た
同
郷
の
医
師
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
僧
侶
が
同
じ
宗
派
の
僧
侶
や
近
隣
の
医
師
を
、
医
師
が
医
師
仲
間
や
近
隣
の
寺
の
僧
侶
を
紹

介
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
人
的
系
譜
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
主
に
僧
侶
や

医
師
の
紹
介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
な

お
、
僧
侶
同
士
の
紹
介
や
医
師
同
士
の
紹
介
に
依
ら
な
い
紹
介
の
例
で
は
、
国
が
異
な
る
場
合

に
あ
っ
て
も
、
個
人
的
な
交
遊
関
係
で
紹
介
者
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
長
門
・
周
防
の
例
の
よ
う
な
、
国
を
越
え
た
、
ま
た
同
じ
国
の
内
で
も
郡
を
越
え
た
紹

介
は
、
同
じ
宗
派
の
僧
侶
同
士
の
紹
介
ル
ー
ト
や
医
師
仲
間
の
紹
介
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
、
同
じ

よ
う
に
全
国
各
地
で
も
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
紹
介
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み

が
、
咸
宜
園
の
入
門
者
が
全
国
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
咸
宜
園
の
名
が
全
国
に
拡
が
り
入
門
者
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
咸
宜
園
の
す
ぐ
れ
た
私
塾
教
育
の
評
判
と
広
瀬
淡
窓
の
教
育
者
と
し

て
の
高
い
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

９
．
ま
と
め

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
咸
宜
園
」
の
開
塾
し
た
江
戸
時
代
後
期
は
教
育
熱
の
高
ま
っ
て
い

た
時
代
で
、
初
等
教
育
が
普
及
し
中
高
等
の
私
塾
の
教
育
が
期
待
さ
れ
る
背
景
と
教
育
文
化
環

境
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
咸
宜
園
の
あ
る
日
田
の
地
は
、
当
時
、
九
州
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の

中
心
の
地
で
、
幕
府
の
直
轄
地
「
天
領
」
と
し
て
比
較
的
自
由
な
雰
囲
気
に
あ
っ
て
人
的
交
流

の
盛
ん
な
人
の
集
ま
り
や
す
い
地
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
江
戸
や
大
坂
・
京
都
の
大
き
な
都
市

と
違
い
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
静
か
な
都
市
で
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
勉
学
の
地
と

し
て
最
適
な
地
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
学
者
と
し
て
も
漢
詩
人
と
し
て
も
一
流
の
広
瀬
淡
窓
と

い
う
儒
学
者
の
主
宰
す
る
私
塾
が
あ
っ
て
、
教
育
者
と
し
て
情
熱
を
傾
け
て
塾
経
営
を
し
て
お

り
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
、
塾
生
の
勉
学
の

努
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
満
足
の
い
く
成
果
が
得
ら
れ
る
内
容
で
、
ま
た
寮
も
完
備
し
安
心
し

て
塾
生
活
が
送
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
特
定
の
学
派
な
ど
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
に
広
く

学
ば
せ
る
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
漢
学
の
基
礎
と
漢
詩
文
の
教
養
を
身
に
つ
け
、
将
来
の
自
分

の
進
路
の
希
望
を
か
な
え
る
に
は
も
っ
と
も
望
ま
し
い
私
塾
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
咸
宜
園
の

バ
ッ
ク
に
は
、
有
力
な
商
家
で
あ
る
廣
瀬
家
の
支
え
が
あ
り
、
経
営
的
に
も
確
固
と
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
近
隣
の
豆
田
町
に
つ
い
て
も
、
商
家
な
ど
住
民
の
理
解
や
援
助
も
あ
っ
て
学
園
都
市

的
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
塾
生
活
も
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
咸
宜
園
」
の
評

判
は
、
全
国
か
ら
来
た
在
塾
生
と
、
全
国
へ
拡
が
っ
て
い
っ
た
卒
塾
生
に
よ
る
、
国
や
地
域
を

越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
様
々
な
要
因
が
働
い
て
、「
咸
宜
園
」
が
近
世
日
本
最
大
規
模
の
私
塾
と
な

り
得
た
の
で
あ
る
。

【
註
】
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史
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岩
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史
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史
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史
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史
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史
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上
巻
』

19　
「
燈
下
記
聞　

巻
一
」
1
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

20　

清
浦
奎
吾
『
奎
吾
夜
話
』
47
頁　

今
日
の
問
題
社　

21　

中
島
市
三
郎
『
教
聖　

廣
瀬
淡
窓
の
研
究
』
295
頁
「
先
生
の
逸
話
」
第
一
出
版
協
会

22　

武
谷
澧
蘭
「
南
柯
一
夢
抄
録
」
9
頁　
『
淡
窓
全
集　

中
巻
』

23　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
二
」
39
～
40
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

24　

武
谷
澧
蘭
「
南
柯
一
夢
抄
録
」
9
頁　
『
淡
窓
全
集　

中
巻
』

25　

中
島
市
三
郎
『
教
聖　

廣
瀬
淡
窓
の
研
究
』
321
頁
「
清
浦
伯
爵
漢
詩
朗
吟
に
就
い
て
の
お

話
」　

第
一
出
版
協
会

26　
「
文
玄
先
生
之
碑
」「
淡
窓
先
生
小
伝
」
9
～
10
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

27　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
一
」
8
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

28　
「
六
橋
記
聞　

巻
十
」
112
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

29　

武
谷
澧
蘭
「
南
柯
一
夢
抄
録
」
2
頁　
『
淡
窓
全
集　

中
巻
』

30　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
二
」
15
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

31　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
二
」
16
～
17
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

32　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
三
」
41
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

33　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
二
」
20
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

34　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
三
」
41
～
42
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

35　
「
恩
命
文
書
」　

公
益
財
団
法
人
廣
瀬
資
料
館

36　
「
謙
吉
へ
申
聞
候
事
」
4
頁　
『
淡
窓
全
集　

中
巻
』

37　
「
燈
下
記
聞　

巻
二
」
14
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

38　

井
上
義
巳
『
広
瀬
淡
窓
』
216
頁　

吉
川
弘
文
館

39　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
二
」
19
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

40　
「
再
新
録
」　

3
～
4
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

41　
「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
十
一
」
138
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

42　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
三
」
40
～
41
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

43　
「
癸
卯
改
正
規
約
」
1
頁　
『
淡
窓
全
集　

中
巻
』

44　
「
夜
雨
寮
筆
記　

巻
二
」
20
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

45　
「
都
講
勧
学
都
検
心
得
方
」
24
頁　
『
淡
窓
全
集　

中
巻
』

46　

井
上
義
巳
『
広
瀬
淡
窓
』
166
頁　

吉
川
弘
文
館

47　

司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く 

８
』　
「
豊
後
日
田
街
道
」　

朝
日
新
聞
社

48　

海
原
徹
『
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
』
129
～
130
頁　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

49　
「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
十
六
」
197
～
198
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

50　

海
原
徹
『
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
』
131
～
151
頁　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房



五
〇

　

京
都
府
の
学
校
と
咸
宜
園
教
育
―
と
く
に
廣
瀬
青
邨
に
つ
い
て

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員　

深
町　

浩
一
郎

は
じ
め
に

　

京
都
府
は
、
明
治
初
年
か
ら
全
国
の
他
府
県
に
先
駆
け
て
、
新
し
い
時
代
の
教
育
改
革
を
積

極
的
に
推
し
進
め
、
日
本
の
近
代
教
育
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
。

　

早
く
も
明
治
二
年
に
は
、
全
国
初
め
て
の
小
学
校
で
あ
る
「
番
組
小
学
校
」
六
四
校
が
開
設

さ
れ
、
翌
明
治
三
年
一
二
月
に
は
、
東
京
府
に
次
い
で
全
国
二
番
目
の
中
学
校
が
開
設
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
京
都
府
の
教
育
制
度
創
設
の
時
期
に
、
京
都
府
の
行
政
の
内
部
に
は
、
咸
宜
園
出
身
者

の
京
都
府
大
参
事
で
あ
っ
た
松
田
道
之
、
及
び
京
都
府
典
事
・
督
学
で
あ
っ
た
廣
瀬
範
治
（
青

邨
）
が
在
職
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
京
都
府
の
先
駆
的
教
育
改
革
の
内
容
に
、
咸
宜

園
教
育
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
年
に
作
成
さ

れ
た
五
等
級
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
「
小
学
課
業
表
」、
続
い
て
明
治
七
年
に
改
正
さ
れ
た

八
等
級
の
「
改
正
小
学
課
業
表
」
に
、
咸
宜
園
の
「
月
旦
評
」
の
階
級
区
分
の
影
響
が
あ
っ
た

可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
京
都
府
の
教
育
を
総
括
す
る
役
職
で
あ
る
京
都
府
督
学
で
あ
っ
た
廣
瀬
青
邨
に

注
目
し
、
彼
が
京
都
府
の
学
校
教
育
制
度
の
創
設
等
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

１
．
京
都
府
の
学
校

　

明
治
元
年
に
、
京
都
府
で
は
寺
子
屋
に
代
わ
る
新
し
い
教
育
施
設
と
し
て
小
学
校
を
設
立
す

る
こ
と
を
提
示
し
た
が
、
町
民
側
に
お
い
て
も
各
町
組
に
一
つ
の
会
議
所
（
町
会
所
）
を
設
け

そ
れ
に
小
学
校
を
併
設
す
る
構
想
が
持
ち
上
が
り
、
京
都
府
は
そ
の
方
針
に
よ
っ
て
明
治
二
年

一
月
に
ま
ず
大
小
様
々
な
規
模
の
町
組
の
編
成
替
え
を
行
っ
て
三
条
通
り
を
境
と
し
て
上
京

三
三
、
下
京
三
三
の
六
六
の
町
組
に
し
、
官
民
協
力
に
よ
り
明
治
二
年
五
月
に
最
初
の
上
京

二
七
番
組
小
学
校
（
柳
池
小
学
校
）
が
開
設
、
続
い
て
七
月
に
下
京
一
四
番
組
小
学
校
（
修
徳

小
学
校
）
が
開
設
さ
れ
、
以
後
続
々
と
開
設
が
続
き
、
一
二
月
ま
で
に
六
四
（
二
つ
の
町
組
で

一
校
設
置
が
二
箇
所
）
の
「
番
組
小
学
校
」
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
我
が
国
の
最
初
の
学
区
制

小
学
校
で
あ
る
。
な
お
、
開
設
の
い
き
さ
つ
か
ら
、
こ
の
小
学
校
の
施
設
は
教
育
施
設
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
自
治
会
の
徴
税
、
戸
籍
、
消
防
、
治
安
な
ど
の
役
所
や
集
会
所
を
兼
ね
る
機

能
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
建
物
自
体
に
、
火
の
見
櫓
で
あ
る
望

火
楼
や
時
刻
を
知
ら
せ
る
太
鼓
楼
を
備
え
て
い
た
学
校
が
多
く
見
ら
れ
る
。（『
京
都
学
校
物
語
』

な
ど
よ
り
）

　

な
お
、
福
沢
諭
吉
が
、
明
治
五
年
五
月
に
中
津
に
赴
く
途
中
に
京
都
を
訪
れ
、
小
学
校
・
中

学
校
を
視
察
し
『
京
都
学
校
の
記
』
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、小
学
校
・

中
学
校
の
数
、
生
徒
数
、
教
員
の
状
況
、
課
業
・
試
業
の
内
容
、
運
営
費
用
、
教
員
の
給
料
な

ど
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
「
小
学
課
業
表
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
科
業
は
・・・

習
字
・
算
術
・
句
読
・
暗
誦
、
各
々
等
を
分
か
ち
、
毎
月
吟
味
の
法
を
行
ひ
・
・
・
小
学
の
科

を
五
等
に
分
か
ち
吟
味
を
経
て
等
を
登
り
、
五
等
の
科
を
終
る
者
は
中
学
校
に
入
る
の
法
な
れ

ど
」
な
ど
と
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
感
想
と
し
て
「
民
間
に
学
校
を
設
て
人
民
を
教

育
せ
ん
と
す
る
は
余
輩
積
年
の
宿
志
な
り
し
に
、
今
京
都
に
来
り
始
て
其
の
実
際
を
見
る
を
得

た
る
は
、
其
の
悦
び
恰
も
故
郷
に
帰
て
知
己
朋
友
に
逢
ふ
が
如
し
。
大
凡
、
世
間
の
人
、
こ
の

学
校
を
見
て
感
ぜ
ざ
る
者
は
、
報
国
の
心
な
き
人
と
い
ふ
べ
き
な
り
」
と
非
常
に
感
心
し
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

　

明
治
二
年
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
創
ら
れ
た
六
十
四
の
「
番
組
小
学
校
」
は
、
京
都
市
中

の
町
組
と
呼
ば
れ
る
町
内
組
織
ご
と
に
一
つ
の
学
区
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
京
都
市
内
の

み
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
山
城
国
一
円
と
丹
波
国
の
一
部
が
京
都

府
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
郡
部
に
も
「
郡
中
小
学
校
」
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明

治
五
年
二
月
に
、
最
初
に
宇
治
郡
の
小
学
校
が
開
業
し
、
各
郡
に
次
々
と
小
学
校
が
開
業
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
小
学
校
の
建
設
は
順
調
に
進
み
、
明
治
八
年
ま
で
に
は
京
都
全
府
下
に

郡
部
百
九
十
八
校
が
で
き
、
市
内
六
十
四
校
、
伏
見
町
四
校
を
合
計
し
て
二
百
六
十
六
校
と
な

っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

中
学
校
も
、
明
治
二
年
に
設
置
計
画
を
立
て
た
が
実
現
を
見
ず
、
明
治
三
年
十
月
に
漢
学
所
・

皇
学
所
の
後
身
で
あ
る
大
学
校
が
京
都
府
に
移
管
さ
れ
、
そ
れ
を
府
学
校
と
し
、
さ
ら
に
十
二

月
に
中
学
校
と
改
称
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
東
京
府
の
中
学
校
に
次
い
で
我
が
国
で

最
初
期
の
開
設
で
あ
っ
た
。
な
お
、
中
学
校
は
京
都
府
学
務
課
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
り
、
教
官

と
と
も
に
事
務
吏
員
も
置
か
れ
、
規
則
を
作
り
小
学
校
の
教
師
を
監
督
す
る
な
ど
教
育
事
務
を



五
一

統
括
す
る
機
能
を
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
。

２
．「
小
学
課
業
表
」
に
つ
い
て

　

明
治
二
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
開
設
さ
れ
た
京
都
の
「
番
組
小
学
校
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

あ
る
「
小
学
課
業
表
」
は
、
明
治
四
年
八
月
に
京
都
府
が
独
自
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
科

目
は
「
句
読
、
暗
誦
、
習
字
、
算
術
」
の
四
科
目
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
第
一
等
～
第
五
等
」

の
五
等
級
に
な
っ
て
お
り
、
試
験
に
よ
っ
て
上
が
っ
て
い
く
仕
組
み
の
も
の
で
あ
る
。
教
育
内

容
は
「
読
み
・
書
き
・
算
盤
」
と
い
っ
た
商
売
な
ど
生
活
に
直
接
役
立
つ
内
容
の
も
の
で
、
江

戸
時
代
の
寺
子
屋
の
延
長
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
西
洋
の
学
問
の
知
識
も
組
み
合
わ
さ

れ
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
の
も
の
で
、
最
上
級

の
第
一
等
は
、「
暗
誦
」
で
は
外
国
里
程
（
外
国
地
理
）
や
英
語
・
ド
イ
ツ
語
基
礎
単
語
五
百

語
が
あ
り
、「
算
術
」
で
は
求
積
・
開
平
方
（
平
方
根
）・
開
立
方
（
三
乗
根
）
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
等
に
上
が
る
者
は
稀
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
小
学
課
業
表
」
は
、
等
級
を
五
等
級
に
分
け
て
い
る
点
、「
句
読
」
の
科
目
の
第
五

等
に
「
孝
経
」、
第
四
等
に
「
学
庸
、
論
語
」、
第
三
等
に
「
孟
子
、
小
学
」、
第
二
等
に
「
五
経
」

第
一
等
に
「
易
知
録
」
が
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
咸
宜
園
の
漢
学
教
育
の
内
容
を
思
わ
せ
る
も
の

が
あ
る
。

　

京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
な
ど
に
照
会
し
た
結
果
で
は
、
こ
の
「
小
学
課
業
表
」
の
制
定
の

経
過
や
関
与
者
な
ど
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
制
定
時
期
が
開
業
し
て
二
年
後
の
明
治

四
年
八
月
で
あ
る
の
は
、
対
象
児
童
が
一
般
庶
民
階
級
の
子
弟
か
ら
、
華
族
・
社
寺
や
武
士
階

級
の
子
弟
に
拡
大
さ
れ
た
時
期
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
七
年
一
月
に
、
文
部
省
公
布
改
正
小
学
校
則
に
よ
り
京
都
府
も
小
学
校
則
を

改
正
し
た
が
、
そ
れ
に
併
せ
て
「
課
業
表
」
を
さ
ら
に
細
か
く
改
正
し
て
い
る
。

「
上
等
課
業
表
」
と
「
下
等
課
業
表
」
に
分
け
て
、
科
目
が
「
句
読
、
暗
誦
、
習
字
、
算
術
」

の
四
科
目
か
ら
、
上
等
は
「
書
牘
、
読
本
、
輪
講
、
習
字
、
算
術
、
修
身
及
養
生
口
授
、
余
科
」

の
七
科
目
、
下
等
は
「
会
話
、
単
語
、
読
本
、
習
字
、
算
術
、
修
身
及
養
生
口
授
、
余
科
」
の

七
科
目
に
な
り
、
等
級
が
五
等
級
か
ら
上
等
・
下
等
と
も
に
八
等
級
（
名
称
は
「
第
一
等
～
第

五
等
」
を
「
一
級
～
八
級
」
に
変
更
）
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
二
月
に
、
小
学
課
業
表

を
終
え
た
者
の
た
め
に
「
読
講
、習
字
、算
術
」
の
三
科
目
、八
等
級
（
一
級
～
八
級
）
の
「
超

等
課
業
表
」
を
作
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
改
正
課
業
表
」
は
、
八
等
級
（
一
級
～
八
級
）
に
な
っ
て
い
る
点
や
、「
余
科
」
の

内
容
で
小
学
下
等
の
四
級
以
上
と
小
学
上
等
で
は
、
大
学
・
論
語
・
孟
子
・
十
八
史
略
な
ど
漢

学
の
科
目
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
咸
宜
園
教
育
の
影
響
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
京
都
府
立

京
都
学
・
歴
彩
館
で
調
査
し
た
結
果
で
も
、
こ
れ
ら
の
八
等
級
の
「
改
正
課
業
表
」
が
作
成
さ

れ
た
経
過
や
そ
の
関
与
者
に
つ
い
て
は
、「
改
正
課
業
表
」
を
載
せ
て
い
る
『
京
都
小
学
三
〇

年
史
』『
京
都
府
史　

政
治
部
学
政
類
第
二
』
な
ど
に
も
と
く
に
記
載
が
な
く
不
明
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
の
『
京
都
学
校
物
語
』
で
は
、「
明
治
政
府
は
（
番
組
小

学
校
開
設
の
）
三
年
後
の
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
教
育
の
目
的
を

示
し
、
こ
の
年
か
ら
各
地
に
公
立
学
校
を
創
設
し
始
め
ま
す
。
こ
の
と
き
に
国
の
示
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
、
京
都
の
課
業
表
の
五
段
階
を
八
段
階
に
細
か
く
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

京
都
の
課
業
表
を
参
考
に
し
て
作
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。」（『
京
都
学
校
物
語
』
51
頁
）

と
し
て
い
る
。　
　

３
．
松
田
道
之
に
つ
い
て

　

咸
宜
園
門
下
生
の
松
田
道
之
は
、
明
治
元
年
閏
四
月
か
ら
明
治
四
年
十
一
月
ま
で
京
都
府
に

京
都
府
大
参
事
な
ど
と
し
て
在
職
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
京
都
府
の
教
育
制
度
の
創
設
な
ど
に

関
与
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

松
田
道
之
は
、
天
保
一
〇
年
五
月
、
鳥
取
藩
の
家
老
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
、
安
政
三
年

一
〇
月
三
日
に
一
六
歳
「
木
下
俊
蔵
」
の
名
で
咸
宜
園
に
入
門
し
四
年
間
学
ん
で
い
る
。
そ
の

後
、
文
久
二
年
に
家
老
に
従
っ
て
養
父
と
と
も
に
京
都
に
滞
ま
り
、
尊
王
攘
夷
の
志
士
と
し
て

活
躍
し
、
そ
の
功
に
よ
り
本
藩
士
籍
に
列
し
た
。

　

明
治
元
年
閏
四
月
に
京
都
で
徴
士
・
内
国
事
務
局
権
判
事
に
任
命
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
京
都

府
権
判
事
、
京
都
府
判
事
、
明
治
二
年
七
月
に
京
都
府
大
参
事
を
歴
任
し
、
明
治
四
年
一
一
月

に
大
津
県
令
に
転
任
し
、
翌
五
年
正
月
に
改
称
さ
れ
て
滋
賀
県
令
に
な
っ
た
。
滋
賀
県
で
は
県

政
の
近
代
化
に
尽
く
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
八
年
三
月
に
内
務
卿
大
久
保
利
通
に
抜
擢
さ
れ
て

内
務
大
丞
に
な
り
、
と
く
に
沖
縄
県
の
設
置
を
行
う
琉
球
処
分
の
任
に
当
た
り
こ
れ
を
断
行
し

た
。
明
治
一
二
年
一
二
月
に
東
京
府
知
事
に
任
命
さ
れ
、
在
職
中
の
明
治
一
五
年
七
月
に
四
四

歳
で
病
死
し
た
。

　

京
都
府
で
は
教
育
行
政
に
も
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
記
載
な
ど
が
行
政
文



五
二

書
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
な
い
か
を
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
で
調
査
し
た
が
、『
京
都
小
学

三
〇
年
史
』
に
、
小
学
校
視
察
や
春
秋
二
度
の
大
試
業
（
試
験
）
の
際
に
出
席
し
た
記
事
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
京
都
府
大
参
事
と
し
て
す
べ
て
の
府
行
政
に
関
与
す
る
立
場
か
ら
か
、
教
育

制
度
へ
の
具
体
的
な
関
与
の
記
載
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

４
．
広
瀬
範
治
（
青
邨
）
に
つ
い
て

　

咸
宜
園
門
下
生
で
第
三
代
塾
主
を
務
め
た
廣
瀬
範
治
（
青
邨
）
が
明
治
二
年
八
月
に
京
都
に

往
き
、
明
治
三
年
九
月
か
ら
明
治
八
年
四
月
ま
で
京
都
府
に
典
事
・
督
学
と
し
て
在
職
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
京
都
府
の
教
育
制
度
の
創
設
な
ど
に
関
与
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

廣
瀬
範
治
は
、
文
政
二
年
八
月
下
毛
郡
土
田
村
の
矢
野
家
の
次
男
に
生
れ
、
天
保
五
年
九
月
、

一
六
歳
の
時
「
矢
野
卯
三
郎
」
の
名
で
咸
宜
園
に
入
門
し
、
天
保
一
〇
年
二
一
歳
で
九
級
に
進

み
都
講
と
な
り
、
天
保
一
二
年
、
二
三
歳
の
時
、
塾
を
去
っ
て
肥
後
の
深
水
玄
門
に
医
学
を
学

ぶ
が
、
弘
化
元
年
、
二
六
歳
の
時
に
請
わ
れ
て
淡
窓
の
義
子
と
な
り
「
廣
瀬
範
治
」
と
改
名
す

る
。
安
政
二
年
三
月
、
三
七
歳
で
咸
宜
園
第
三
代
塾
主
と
な
る
が
、
翌
安
政
三
年
一
一
月
に
淡

窓
が
歿
し
、
文
久
二
年
、
四
四
歳
で
、
廣
瀬
林
外
二
七
歳
に
塾
を
譲
る
ま
で
塾
主
を
務
め
た
後
、

文
久
三
年
六
月
に
府
内
藩
校
遊
焉
館
に
賓
師
と
し
て
招
か
れ
明
治
二
年
六
月
ま
で
務
め
る
。

　

明
治
二
年
八
月
に
、
五
一
歳
で
京
都
に
往
き
、
九
月
に
漢
学
所
御
用
掛
、
一
二
月
に
大
学
校

御
用
掛
と
な
る
が
、
明
治
三
年
九
月
に
招
か
れ
て
京
都
府
に
出
仕
し
、
京
都
府
典
事
と
な
り
、

明
治
四
年
一
〇
月
に
兼
ね
て
京
都
府
督
学
、
明
治
六
年
八
月
に
京
都
府
大
属
に
任
ぜ
ら
れ
、
明

治
八
年
、
五
七
歳
の
と
き
、
四
月
に
岩
手
県
令
島
惟
精
に
招
か
れ
て
京
都
を
離
れ
岩
手
県
に
赴

任
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
に
還
り
修
史
局
に
出
仕
し
た
が
、
廃
局
と
な
っ
た
の
で
私
塾
・
東
宜
園
を
主

宰
し
た
。
華
族
学
校
（
学
習
院
）
で
も
教
鞭
を
執
り
、
宮
内
省
文
学
御
用
掛
も
務
め
た
が
、
明

治
一
七
年
二
月
に
六
六
歳
で
病
没
し
た
。

　

廣
瀬
範
治
の
京
都
府
の
教
育
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
現
在
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
『
小
学

校
一
件
』（
明
治
五
年
の
み
）
な
ど
当
時
の
京
都
府
の
行
政
文
書
等
に
は
関
与
の
は
っ
き
り
と

し
た
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
戦
前
の
昭
和
一
五
年
に
京
都
府
教
育
会
が
刊
行
し
た
『
京
都
府

教
育
史 

上
』
の
記
述
に
、
広
瀬
範
治
に
関
し
た
箇
所
が
数
か
所
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
『
京
都
府
教
育
史 

上
』
は
、
凡
例
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
編
纂
・
執
筆
に
当

た
っ
て
「
厳
密
な
選
択
的
態
度
を
以
て
採
蒐
し
た
史
料
、
就
中
筆
写
し
た
そ
れ
だ
け
で
も
約

八
千
点
、
四
万
数
千
枚
に
及
び
、
而
も
そ
の
大
部
分
は
京
都
府
所
蔵
の
公
文
書
に
拠
っ
た
正
確

な
も
の
で
あ
る
が
、
尚
お
府
下
各
学
校
に
及
び
、
有
志
者
の
報
告
、
著
述
、
旧
教
科
書
、
追
憶

談
よ
り
一
般
書
籍
・
新
聞
・
雑
誌
に
至
る
ま
で
広
く
集
め
加
え
て
遺
漏
な
か
ら
ん
こ
と
を
期
し

た
」
と
さ
れ
て
い
る
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
京
都
府
所
蔵
の
公
文
書
に
拠
っ
た
正
確
な
も

の
で
あ
る
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
記
載
内
容
は
十
分
に
信
用
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

る
。

　

な
お
、『
日
本
教
育
史
文
献
集
成
』
の
解
題
に
よ
る
と
、『
京
都
府
教
育
史 

上
』
は
、
明
治

初
年
か
ら
明
治
二
四
年
ま
で
の
記
事
を
載
せ
る
第
三
篇
か
ら
第
五
編
の
執
筆
者
は
、
編
集
主
任

で
あ
っ
た
大
谷
大
学
教
授
の
徳
重
浅
吉
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
京
都
府
京
都
学
・
歴
彩
館

に
は
、
徳
重
が
執
筆
に
当
っ
て
蒐
集
参
照
し
た
行
政
文
書
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
膨
大
な
「
徳

重
文
書
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
典
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
中
に
は
現
在

は
失
わ
れ
た
行
政
文
書
も
多
く
あ
る
も
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
『
京
都
府
教
育
史
』
は
明
治
二
四

年
ま
で
記
述
の
上
巻
の
み
し
か
刊
行
さ
れ
ず
、
明
治
二
五
年
以
下
の
下
巻
は
戦
争
開
始
の
た
め

に
未
刊
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

以
下
、『
京
都
府
教
育
史 

上
』
の
記
述
箇
所
を
整
理
し
て
内
容
等
を
検
討
し
て
み
る
。

①
廣
瀬
範
治
が
京
都
府
典
事
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

　
『
京
都
府
教
育
史 

上
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
年
八
月
、
槇
村
京
都
府
権
大
参
事
が
、
太
政
官

に
よ
る
京
都
大
学
校
を
廃
止
し
て
府
へ
引
き
継
ぎ
す
る
と
の
命
令
等
を
確
か
め
、
か
つ
京
都
府

の
教
育
方
向
を
定
め
よ
う
と
す
る
た
め
、
東
上
し
て
太
政
官
に
願
い
出
た
際
に
、「
府
学
で
は
、

皇
典
神
典
を
以
て
基
本
と
な
し
漢
籍
を
以
て
補
翼
と
な
す
の
（
太
政
官
の
）
大
趣
意
は
元
よ
り

遵
奉
す
る
け
れ
ど
も
、
之
は
道
の
本
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
学
術
に
至
っ
て
は
皇
漢
は
勿
論
広
く

海
外
の
事
に
も
亙
り
折
衷
実
用
遂
に
皇
朝
の
大
道
に
帰
着
す
る
を
主
と
し
、
生
徒
の
学
業
の
進

む
事
を
急
務
と
な
す
べ
き
」
と
し
て
広
く
人
材
教
育
を
し
た
い
旨
を
伺
い
出
て
、「
次
に
は
、

即
今
仮
に
学
則
を
建
て
て
開
校
致
し
度
く
、
そ
れ
に
は
差
当
り
廣
瀬
範
治
を
府
学
専
務
の
者
に

採
用
し
た
い
か
ら
、
之
を
当
府
典
事
に
任
命
致
さ
れ
た
い
と
願
い
出
て
居
る
。
廣
瀬
は
豊
後
の

人
本
姓
矢
野
氏
で
あ
る
が
、
夙
に
咸
宜
園
に
学
び
淡
窓
先
生
に
愛
せ
ら
れ
て
都
講
と
な
り
、
遂

に
子
養
せ
ら
れ
て
沢
山
の
門
弟
を
教
育
し
て
ゐ
た
が
、
明
治
元
年
漢
学
所
の
教
官
に
召
さ
れ
て

出
仕
し
て
ゐ
た
か
ら
、
こ
れ
を
簡
抜
任
用
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
爾
来
京
都
府
典
事
或
は

督
学
と
い
ふ
役
で
七
年
一
二
月
ま
で
府
の
学
政
教
育
に
尽
力
し
た
」（
326
頁
）
と
記
さ
れ
て
い



五
三

る
。
原
文
で
あ
る
明
治
三
年
八
月
二
九
日
の
上
申
書
の
後
半
部
分
を
み
る
と
「
追
テ
学
則
仰
セ

出
ダ
サ
レ
候
迄
先
ズ
即
今
右
辺
之
処
ヲ
以
テ
仮
ニ
学
則
ヲ
立
テ
開
校
イ
タ
シ
度
候
条
、
右
大
主

意
之
処
前
以
テ
一
応
御
届
イ
タ
シ
置
候
、
付
テ
ハ
規
則
出
来
之
上
ハ
追
々
相
伺
フ
可
ク
候
得
ド

モ
、
差
当
リ
府
学
専
務
之
者
一
員
ヲ
相
置
キ
度
キ
処
、
廣
瀬
範
治
儀
則
其
ノ
人
ニ
之
有
ル
可
キ

ト
存
ジ
候
間
、
至
急
ニ
当
府
典
事
ヘ
御
任
ジ
下
サ
レ
候
得
バ
同
人
ヲ
以
テ
督
学
ト
致
シ
、
専
ラ

府
学
之
規
則
相
立
チ
度
、
此
ノ
段
至
急
ニ
相
伺
ヒ
候
也
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
政
府
直
轄
の
京
都
大
学
校
を
廃
止
し
て
京
都
府
学
を
設
置
す
る
よ
う
に
命

ぜ
ら
れ
た
た
め
、
京
都
府
は
広
く
諸
学
を
学
ば
せ
る
学
校
の
開
設
を
目
指
し
、
そ
の
規
則
類
を

整
備
す
る
た
め
、咸
宜
園
塾
主
を
務
め
当
時
は
漢
学
所
御
用
掛
で
あ
っ
た
廣
瀬
範
治
を
抜
擢
し
、

府
学
に
専
任
す
る
典
事
・
督
学
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

廣
瀬
範
治
を
登
用
し
京
都
府
の
学
校
行
政
の
指
導
監
督
に
当
た
ら
せ
た
の
は
、
当
時
は
権
大

参
事
で
あ
り
後
に
京
都
府
知
事
に
な
る
槇
村
正
直
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
槇
村
に
つ
い
て

は
、
京
都
府
に
一
四
年
間
在
職
し
京
都
府
の
教
育
の
功
労
者
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
海

原
徹
『
日
本
史
小
百
科　

学
校
』
に
も
「
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
頃
府
当
局
の
中

枢
に
槇
村
正
直
（
の
ち
府
知
事
）
の
よ
う
な
、
長
州
藩
閥
の
一
員
で
、
中
央
政
府
の
顕
官
グ
ル

ー
プ
、
そ
れ
も
西
欧
ス
タ
イ
ル
の
近
代
的
学
校
教
育
制
度
の
創
設
に
熱
心
な
木
戸
や
伊
藤
ら
と

緊
密
な
関
係
に
あ
る
人
物
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
木
戸
孝
允
の
槇
村
宛
て
書
簡

に
、
明
治
新
政
の
何
た
る
か
を
教
育
に
よ
っ
て
理
解
さ
せ
小
学
校
の
普
及
に
よ
っ
て
開
化
を
促

し
人
民
の
方
向
を
定
め
る
な
ど
と
あ
り
、
京
都
府
の
小
学
校
が
中
央
政
府
の
教
育
構
想
を
下
敷

き
に
し
て
い
た
、
い
わ
ば
そ
の
趣
旨
を
忠
実
に
体
現
す
る
一
種
の
実
験
教
育
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
」（
118
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、廣
瀬
範
治
の
抜
擢
に
は
、槇
村
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
に
加
え
、
当
時
、
槇
村
の
上
司
に
当
る
京
都
府
大
参
事
で
あ
っ
た
咸
宜
園
出
身
者
の
松
田

道
之
の
推
挙
な
ど
の
関
与
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
「
学
体
」
及
び
「
小
学
課
業
表
」
の
制
定
に
つ
い
て

　

京
都
府
で
は
、
明
治
三
年
一
〇
月
に
漢
学
所
・
皇
学
所
の
後
身
で
あ
る
大
学
校
が
京
都
府
に

移
管
さ
れ
て
、
そ
れ
を
府
学
と
し
、
さ
ら
に
一
二
月
に
中
学
校
と
改
称
し
た
。
中
学
校
は
、
東

京
府
の
中
学
校
に
次
い
で
の
開
設
で
あ
っ
た
。
一
二
月
七
日
の
中
学
校
の
開
校
式
は
、
府
知
事

の
長
谷
信
篤
が
御
誓
文
を
読
み
、
次
い
で
督
学
の
廣
瀬
範
治
が
「
学
体
」
を
読
み
、
こ
の
あ
と

国
書
を
出
雲
路
桂
蔭
、
漢
書
を
廣
瀬
典
事
、
洋
学
を
リ
ュ
ー
ト
ル
・
ク
レ
ー
マ
ン
が
講
じ
て
終

わ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
京
都
府
教
育
史 

上
』
に
は
、
明
治
三
年
一
一
月
の
京
都
府
中
小
学
規
則
に
あ
わ
せ
て
、
府

民
に
諭
す
た
め
の
教
育
全
般
に
亘
る
綱
領
で
あ
る
「
学
体
」
を
定
め
、
一
二
月
七
日
の
中
学
校

の
開
業
式
で
読
ま
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
趣
意
は
政
府
が
前
に
定
め
た
学
規
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る

が
、
唯
だ
文
字
や
仮
名
遣
い
な
ど
を
法
格
に
適
ふ
様
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
云
ふ
位
の
相

違
を
見
る
。
多
分
廣
瀬
典
事
の
如
き
能
文
家
が
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。（
中
略
）
ま
こ
と
に
文

簡
に
し
て
意
広
く
、
教
学
の
旨
要
を
尽
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
学
校
で
挙
行
す
る
儀

式
に
は
、
常
に
之
を
宣
読
し
て
、
児
童
の
み
な
ら
ず
一
般
に
も
之
を
遵
奉
せ
し
め
ん
と
期
し
て

学
制
頒
布
の
時
に
至
っ
た
。」（
279
～
280
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
京
都
府
の
教
育
綱
領
で
あ
る

「
学
体
」
の
制
定
に
廣
瀬
範
治
が
深
く
関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
学
体
」
の
本
文
は
、
行
政
文
書
で
あ
る
『
小
学
校
一
件
（
明
治
五
年
）』
の
中
に
見
出
さ
れ

た
の
で
、
引
用
す
る
と
「「
學
體
」　

道
ノ
体
タ
ル
、
物
ト
シ
テ
在
ラ
サ
ル
ナ
ク
、
時
ト
シ
テ
存

セ
サ
ル
ナ
シ
。
真
理
ハ
則
、
綱
常
、
真
事
ハ
則
、
政
刑
、
学
校
ハ
斯
道
ヲ
講
シ
、
実
用
ヲ
天
下

国
家
ニ
施
ス
所
以
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ハ
則
、
孝
悌
彜
倫
ノ
教
、
治
国
平
天
下
ノ
道
、
格
物
窮
理

日
新
ノ
学
、
是
皆
宜
シ
ク
究
覈
ス
ヘ
キ
所
ニ
シ
テ
、
内
外
相
兼
テ
、
彼
是
相
資
ケ
、
所
謂
天
地

ノ
公
道
ニ
基
キ
、
智
識
ヲ
世
界
ニ
求
ム
ル
ノ
聖
旨
ニ
副
ハ
ン
ヲ
要
ス
。
勉
メ
サ
ル
可
ン
哉
。」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た『
京
都
府
教
育
史 

上
』に
は
、明
治
四
年
八
月
の「
小
学
課
業
表
」の
制
定
に
つ
い
て
、「
四

年
八
月
に
は
小
学
課
業
表
と
い
ふ
整
ふ
た
も
の
が
制
定
発
布
さ
れ
て
、
四
科
五
等
の
制
度
を
稠

密
に
規
定
し
た
。（
中
略
）
之
を
見
る
と
、
旧
来
の
行
は
れ
来
た
り
し
も
の
と
、
新
時
代
の
学

問
の
思
潮
と
を
組
合
せ
て
、
国
民
に
と
し
て
の
常
識
を
与
ふ
る
教
育
を
施
さ
ん
た
め
に
、
苦
心

し
て
作
っ
た
こ
と
が
よ
く
察
せ
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
槇
村
参
事
や
廣
瀬
督
学
が
考
へ
た
も
の
で

あ
ら
う
。そ
れ
に
し
て
も
当
時
す
べ
て
が
草
創
時
代
で
、参
考
と
す
べ
き
も
の
は
殆
ど
皆
無
、（
中

略
）
高
尚
過
ぎ
る
嫌
あ
り
と
は
云
へ
、
か
く
整
備
し
た
詳
細
な
る
も
の
が
出
来
た
こ
と
は
、
大

に
多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
和
漢
洋
に
亙
り
て
よ
く
取
捨
し
組
合
せ
て
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
博

識
者
な
ら
で
は
出
来
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
ど
う
も
福
沢
諭
吉
の
意
見
が
加
つ
て
ゐ
る

ら
し
く
思
は
し
む
る
色
が
濃
い
。
そ
れ
は
翌
五
年
六
月
福
沢
が
大
分
県
の
委
嘱
に
よ
り
作
つ
た

小
学
課
業
表
と
余
り
に
之
が
似
て
ゐ
る
こ
と
で
も
推
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
福
沢
が
全
く
模
倣

し
た
と
見
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。」（
282
～
283
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
記
述
を
み
る
と
、「
小
学
課
業
表
」
の
制
定
に
典
事
で
あ
っ
た
廣
瀬
範
治
が
か
な
り



五
四

関
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
福
沢
諭
吉
の
関
与
に
つ
い
て
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
福
沢
諭
吉
は
、
明
治

五
年
五
月
に
中
津
に
赴
く
途
中
に
京
都
を
訪
れ
、
小
学
校
・
中
学
校
を
視
察
し
『
京
都
学
校
の

記
』
と
い
う
記
録
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「（
小
学
校
の
）
科
業
は
・
・
・
習
字
・

算
術
・
句
読
・
暗
誦
、
各
々
等
を
分
か
ち
、
毎
月
吟
味
の
法
を
行
ひ
・
・
・
小
学
の
科
を
五
等

に
分
か
ち
吟
味
を
経
て
等
を
登
り
、
五
等
の
科
を
終
る
者
は
中
学
校
に
入
る
の
法
な
れ
ど
も
、

学
校
の
起
立
未
だ
久
し
か
ら
ざ
れ
ば
中
学
に
入
る
者
も
多
か
ら
ず
。」
な
ど
と
そ
の
「
小
学
課

業
表
」
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
し
、「
民
間
に
学
校
を
設
て
人
民
を
教
育
せ
ん
と
す
る
は
余

輩
積
年
の
宿
志
な
り
し
に
、
今
京
都
に
来
り
始
て
其
の
実
際
を
見
る
を
得
た
る
は
、
其
の
悦
び

恰
も
故
郷
に
帰
て
知
己
朋
友
に
逢
ふ
が
如
し
。」
と
、
京
都
で
始
め
て
民
間
学
校
で
あ
る
「
番

組
小
学
校
」
を
実
際
に
見
た
こ
と
に
感
激
し
て
お
り
、
こ
の
文
面
か
ら
見
て
、
福
沢
諭
吉
が
前

年
の
明
治
四
年
に
出
来
た
「
小
学
課
業
表
」
に
関
与
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

③
「
郡
中
小
学
校
」
の
開
設
に
つ
い
て

　

明
治
二
年
五
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
創
ら
れ
た
六
十
四
の
「
番
組
小
学
校
」
は
、
京
都
市
中

の
町
組
と
呼
ば
れ
る
町
内
組
織
ご
と
に
一
つ
の
学
区
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
内

の
み
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
山
城
国
一
円
と
丹
波
国
の
一
部
が
京

都
府
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
府
下
一
二
郡
の
郡
部
に
も
「
郡
中
小
学
校
」
を
建
設
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
『
京
都
府
教
育
史 

上
』
に
よ
る
と
、
明
治
五
年
二
月
に
最
初
に
宇
治
郡
の
小
学
校
が
開
業
し

た
が
、
そ
の
模
様
に
つ
い
て
「
五
年
二
月
五
日
に
は
、
宇
治
郡
第
二
区
醍
醐
・
日
野
・
南
小
栗

栖
・
石
田
四
ヶ
村
の
小
学
校
が
新
建
開
業
の
式
を
挙
げ
る
に
至
っ
た
。
式
は
午
前
一
〇
時
に
始

ま
り
、
府
か
ら
督
学
広
瀬
範
治
、
小
監
察
藤
原
省
吾
と
同
郡
出
張
庁
付
属
官
員
沢
野
敬
二
郎
及

び
中
学
教
官
等
が
礼
服
着
用
で
出
席
し
、
村
よ
り
は
大
庄
屋
、
庄
屋
、
年
寄
、
勧
農
方
並
に
三

道
教
師
奥
野
精
一
以
下
生
徒
九
六
人
中
七
五
人
出
席
し
、
総
人
員
二
七
〇
人
を
以
て
盛
大
な
式

典
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
総
員
着
席
後
、
督
学
よ
り
大
庄
屋
初
め
生
徒
一
同
に
干
鮑
と
熨

斗
と
を
下
さ
れ
、
終
つ
て
督
学
よ
り
京
都
府
下
人
民
告
諭
大
意
、
小
学
規
則
、
同
課
業
表
を
授

け
、
学
体
を
朗
読
し
、
次
に
教
師
奥
野
精
一
が
孝
経
宗
明
義
之
章
を
講
じ
て
郡
中
制
法
懇
和
之

章
に
説
き
及
ん
だ
。
其
の
次
に
、
督
学
よ
り
学
校
の
大
意
を
説
諭
し
、
終
つ
て
午
後
一
時
に
式

を
閉
ぢ
三
時
退
校
し
た
の
で
あ
る
。」（
300
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
本
で
あ
る
府
庁
文

書
『
郡
中
小
学
校
記
』
の
「
醍
醐
村
外
三
カ
村
組
合
の
小
学
校
開
業
の
次
第
」
を
見
る
と
配
席

図
の
一
番
上
段
に
廣
瀬
典
事
の
席
が
あ
り
、
記
載
の
よ
う
に
式
典
の
主
な
役
割
は
廣
瀬
典
事
が

務
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
後
、
各
郡
の
小
学
校
が
次
々
と
開
業
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
『
京
都
府

教
育
史 

上
』
で
は
、「
こ
れ
よ
り
順
次
各
郡
村
の
学
校
が
開
業
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
み
な
同
様

な
儀
式
で
、
非
常
に
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
同
年
（
五
年
）
七
月
五
日
の
亀
岡
校
開

業
式
に
は
、
廣
瀬
典
事
、
今
村
権
典
事
が
臨
席
し
、
学
校
建
設
に
因
み
て
出
席
者
に
典
事
よ
り

褒
詞
を
与
へ
、
次
に
村
内
高
年
の
者
に
真
綿
を
遣
は
し
、
且
つ
学
校
尽
力
の
者
へ
別
段
の
褒
詞

を
与
へ
た
る
後
、
熨
斗
と
鮑
を
下
げ
遣
し
た
。
其
の
次
に
は
、
教
師
、
士
族
閭
長
惣
代
、
戸
長
、

と
い
ふ
順
序
で
こ
れ
亦
典
事
よ
り
各
熨
斗
鮑
を
授
け
た
が
、
之
は
旧
藩
学
を
改
造
し
て
士
庶
民

の
学
校
に
し
た
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
生
徒
中
へ
亀
岡
出
張
庁
員
よ
り
熨
斗
鮑
を
与
へ
、

終
つ
て
学
体
を
読
み
、
句
読
師
が
郡
中
制
法
を
講
じ
た
。
そ
し
て
最
後
に
典
事
が
孝
経
と
告
諭

大
意
の
講
義
を
な
し
、且
つ
府
県
名
一
部
を
学
校
に
下
げ
て
式
を
閉
ぢ
た
の
で
あ
る
。」（
301
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
旧
藩
で
の
学
校
開
設
に
つ
い
て
は
、
士
族
は
藩
校
で
学
び
平
民
は

私
塾
・
寺
子
屋
で
学
ん
で
い
た
の
を
士
族
平
民
の
別
な
く
同
様
の
教
育
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
、
旧
藩
校
の
建
物
の
使
用
な
ど
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
、
旧
園
部
藩
で
は
庁
外

の
長
屋
を
改
築
し
た
が
、
そ
の
開
業
式
に
つ
い
て
「
こ
こ
の
開
業
式
に
は
廣
瀬
典
事
が
学
体
を

読
ん
だ
後
、
句
読
師
上
野
佐
寿
が
郡
中
制
法
を
読
み
且
つ
孝
経
を
講
じ
、
更
に
筆
道
師
浄
教
寺

覚
了
が
学
校
掟
則
を
読
み
上
げ
た
後
に
、典
事
が
学
校
の
大
意
に
つ
い
て
説
諭
し
た
。
そ
し
て
、

之
が
終
る
と
、
次
に
は
士
族
劉
須
の
姉
ふ
み
（
一
五
歳
）
と
い
ふ
生
徒
が
、
左
伝
荘
公
八
年
の

条
を
講
義
し
た
が
、そ
の
流
麗
な
る
に
皆
が
驚
い
た
と
あ
る
。」（
303
頁
）
と
特
に
記
し
て
い
る
。

　

な
お
、
府
庁
文
書
の
『
郡
中
小
学
校
記
』
を
み
る
と
、
以
上
の
小
学
校
の
開
業
式
の
外
に
も

各
郡
の
小
学
校
開
業
式
へ
廣
瀬
典
事
の
出
席
の
記
録
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
後
、
小
学
校
の
建
設
は
順
調
に
進
み
、
明
治
八
年
ま
で
に
は
京
都
全
府
下
に
郡
部

一
九
八
校
が
で
き
、
京
都
市
内
六
四
校
、
伏
見
町
四
校
を
合
計
し
て
二
六
六
校
と
な
っ
た
と
記

し
て
い
る
。

　

以
上
の
記
述
を
見
て
く
る
と
、
廣
瀬
範
治
は
京
都
府
典
事
・
督
学
と
し
て
多
く
の
開
業
式
に

臨
席
し
て
、
褒
詞
を
与
え
、
熨
斗
を
授
け
、
学
体
を
読
み
上
げ
、
告
諭
大
意
や
孝
経
の
講
義
を

し
、
ま
た
学
校
の
大
意
を
説
諭
す
る
な
ど
式
典
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
郡
中
小
学

校
の
開
業
に
つ
い
て
は
中
心
と
な
っ
て
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
明



五
五

治
五
年
か
ら
の
京
都
府
郡
部
の
小
学
校
の
設
立
の
総
責
任
者
は
、
典
事
・
督
学
で
あ
る
廣
瀬
範

治
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④
京
都
府
中
学
校
に
つ
い
て

　

京
都
府
は
明
治
二
年
に
独
自
の
中
学
校
の
設
置
計
画
を
立
て
た
が
実
現
を
見
ず
、
明
治
三
年

一
〇
月
、
漢
学
所
・
皇
学
所
の
後
身
で
あ
る
大
学
校
が
京
都
府
に
移
管
さ
れ
、
そ
れ
を
府
学
校

と
し
、
さ
ら
に
一
二
月
に
中
学
校
と
改
称
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
年
一
二
月
七
日
に

二
条
城
北
旧
所
司
代
邸
に
開
校
し
、
明
治
四
年
一
月
一
一
日
に
開
業
式
を
挙
げ
て
い
る
。

　
『
京
都
府
教
育
史 

上
』
に
よ
る
と
、
こ
の
中
学
校
の
性
質
に
つ
い
て
は
「
初
め
之
は
京
都
大

学
校
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
維
新
前
の
学
習
院
の
伝
統
が
あ
り
、
公
卿
堂
上
の
学
問
所
、

そ
れ
も
漢
学
講
義
を
聴
く
場
所
と
し
て
の
性
質
が
中
心
を
な
し
、
次
に
維
新
草
創
期
の
大
学
寮

代
と
し
て
の
国
学
を
中
心
と
す
る
皇
学
所
の
匂
い
が
濃
厚
に
伝
へ
ら
れ
、
加
ふ
る
に
尊
王
攘
夷

の
精
神
に
動
い
て
頓
に
そ
の
社
会
的
地
位
を
上
げ
た
士
族
・
神
官
社
会
に
も
入
学
を
許
す
中
央

教
育
機
関
と
い
ふ
や
う
な
意
味
も
加
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
京
都
府
が
受
継
い
だ
後

も
、
経
費
は
政
府
か
ら
出
る
し
、
東
京
大
学
と
対
立
す
る
や
う
な
気
分
は
失
せ
ず
、
ま
た
府
が

先
に
創
め
た
小
学
校
に
対
し
て
は
、
矢
張
り
、
堂
上
と
地
下
役
人
・
神
官
・
僧
侶
及
び
官
員
、

士
族
の
子
弟
の
た
め
の
学
校
た
る
性
質
を
多
分
に
存
し
て
ゐ
る
の
で
、
自
然
そ
の
中
に
初
等
教

育
機
関
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
風
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
中
学
内
に
小
学
舎
が
出
来

た
理
由
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
後
幾
何
も
な
く
、
こ
の
小
学
舎
は
廃
止
し
て
、
華
士
族
の
子

弟
も
皆
な
市
中
小
学
校
に
入
学
す
べ
き
事
に
な
つ
た
か
ら
、
自
然
中
学
は
立
成
舎
と
称
す
る
国

漢
合
併
の
中
等
教
育
機
関
の
み
と
な
り
、
そ
の
性
質
が
一
変
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。」（
329
～
330

頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
学
校
開
設
に
つ
い
て
は
、「（
明
治
三
年
）
閏
一
〇
月
に
は
、
府
よ
り
当
府
学
校
を
中

学
と
唱
へ
、
上
は
華
族
よ
り
下
庶
人
に
至
る
迄
、
広
く
入
学
差
許
さ
れ
度
き
旨
の
願
を
出
し
た
。

之
は
先
月
、
太
政
官
よ
り
東
京
府
に
中
学
校
を
取
建
て
、
華
族
始
め
士
庶
人
に
至
る
迄
、
入
学

を
許
す
と
言
ふ
御
沙
汰
が
あ
っ
た
の
で
、
之
に
倣
は
ん
事
も
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

が
、
一
つ
に
は
、
槇
村
（
権
大
参
事
）
の
相
談
相
手
で
あ
っ
た
廣
瀬
（
典
事
）
の
意
見
に
依
る

事
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
宜
園
の
三
奪
の
法
と
名
付
く
る
有
名
な
教
育
方
針
を
知
る
者
は
、
直
ち

に
「
入
学
生
は
門
閥
貴
賎
の
分
を
問
は
ず
都
て
府
学
門
内
に
於
て
府
学
の
規
律
を
相
ひ
守
り
候

様
、
且
つ
学
業
の
深
浅
に
依
て
等
級
を
相
ひ
立
て
身
分
上
下
に
拘
ら
ざ
る
様
い
た
し
度
云
々
」

と
い
ふ
言
葉
の
出
づ
る
所
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。」（
326
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
華
族
や
庶
民
の
身
分
の
上
下
に
拘
わ
ら
ず
す
べ
て
の
者
が
入
学
で
き
る
と
す

る
京
都
府
中
学
校
の
設
立
方
針
に
、
典
事
・
督
学
の
廣
瀬
範
治
の
意
見
に
よ
っ
て
咸
宜
園
の
三

奪
法
の
精
神
や
月
旦
評
の
等
級
制
度
が
活
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
規
則
に
つ
い
て
は
「
中
学
は
半
面
、
京
都
府
学
務
課
で
あ
つ
た
か
ら
、
廣
瀬
以
下

は
そ
の
掛
員
で
も
あ
つ
た
。」（
335
頁
）
ま
た
「
中
学
校
は
府
知
事
の
直
轄
で
あ
る
が
事
実
上
の

校
長
は
学
務
分
担
の
槇
村
参
事
で
、
そ
の
下
に
典
事
廣
瀬
青
村
以
下
の
吏
員
が
教
官
事
務
官
と

し
て
色
々
な
規
則
を
作
つ
た
。」（
331
頁
）
と
記
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
「
此
時
の
規
則
は
未
だ
充

分
に
定
ら
な
い
で
大
体
か
の
学
則
に
依
つ
た
様
で
あ
る
が
、
舎
中
常
規
な
る
特
定
の
十
ヶ
条
の

規
則
が
定
ま
つ
て
居
る
。
そ
れ
に
は
、
生
徒
学
内
に
於
い
て
は
長
幼
尊
卑
を
論
ぜ
ず
学
業
の
等

級
を
以
て
序
と
す
る
事
、
朝
八
時
よ
り
四
時
迄
を
正
科
の
時
と
す
る
。
尤
も
一
二
時
よ
り
二
時

迄
歩
行
運
動
を
許
す
。
事
故
に
依
り
欠
席
す
る
時
は
舎
長
へ
届
出
で
舎
長
よ
り
教
官
に
申
し
達

す
る
。
門
限
は
毎
日
六
時
、
外
出
は
一
・
六
・
九
の
日
に
限
る
。
下
宿
は
諸
官
よ
り
証
憑
を
以
て

願
出
づ
る
事
。
拝
借
の
書
籍
は
書
籍
出
納
上
の
定
則
に
依
る
。
舎
中
に
て
酒
を
禁
ず
る
と
い
ふ

様
な
も
の
で
あ
つ
て
、
寮
内
に
宿
泊
し
且
つ
書
籍
は
学
校
よ
り
貸
与
す
る
が
主
で
あ
つ
た
。」

（
328
～
329
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
学
校
の
規
則
内
容
を
見
る
と
、
咸
宜
園
の
規
約
・
塾
約
類
を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ

り
、
廣
瀬
範
治
が
京
都
府
学
務
課
の
事
務
官
と
し
て
中
学
校
規
則
の
制
定
等
に
関
わ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

中
学
校
の
制
度
は
、
小
学
校
に
八
歳
で
入
学
し
普
通
学
を
修
め
終
え
た
者
が
、
一
六
歳
以
降

入
学
し
て
専
門
の
学
を
修
め
る
も
の
で
、
俊
秀
な
者
は
二
二
歳
で
大
学
に
推
薦
す
る
制
度
と
な

っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
在
官
の
者
或
は
年
長
者
で
も
修
業
の
た
め
中
学
校
で
学
び
た
い
者
は
申

し
出
て
許
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

中
学
校
の
責
任
者
や
事
務
官
・
教
官
に
つ
い
て
は
、『
京
都
府
教
育
史 

上
』
で
は
、「
中
学

校
の
官
制
も
定
つ
て
、
督
学
一
人
、
之
は
中
学
諸
教
師
を
督
し
生
徒
の
黜
陟
を
知
り
都
て
校
内

大
小
の
事
務
を
聴
き
、兼
ね
て
小
学
校
の
諸
教
師
を
督
す
る
も
の
な
り
。
そ
の
下
に
大
属
一
人
、

小
属
二
人
、
之
は
校
内
の
会
計
用
途
図
書
等
の
出
納
を
分
掌
す
る
。
司
生
一
人
、
校
内
総
て
の

筆
記
を
司
る
。・
・
・
他
に
教
官
と
し
て
教
授
従
六
位
、
大
助
教
正
七
位
、
中
助
教
従
七
位
、

小
助
教
正
八
位
等
の
職
制
も
決
つ
た
。
そ
し
て
又
、
学
科
は
、
小
学
は
句
読
、
習
字
、
算
術
、

語
学
、
地
理
等
、
中
学
は
教
科
、
法
科
、
理
科
、
医
科
、
文
科
と
い
う
風
に
し
て
五
科
に
分
れ



五
六

る
方
針
で
あ
つ
た
様
で
あ
る
。」（
327
～
328
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
教
授
に
は
廣
瀬
青
村
を
筆
頭

と
し
、
南
摩
綱
紀
、
菊
池
三
溪
、
出
雲
路
定
信
（
桂
陰
）、
植
松
有
経
、
吉
田
秀
穀
、
坪
井
玄
龍
、

渡
忠
秋
、
中
山
繁
樹
、
上
野
惟
喬
と
い
ふ
や
う
な
有
名
な
学
者
が
揃
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
月
俸
は

廣
瀬
の
四
五
両
を
最
高
と
し
、
三
五
両
、
二
五
両
、
二
〇
両
ま
で
あ
つ
た
。
授
業
は
毎
日
八
時

よ
り
一
〇
時
迄
句
読
、
一
〇
時
よ
り
一
二
時
迄
講
義
、
一
二
時
か
ら
二
時
迄
質
問
と
な
つ
て
居

り
、
そ
の
他
輪
読
、
復
講
、
回
読
が
毎
月
各
々
三
度
宛
あ
る
。」「
そ
し
て
毎
月
五
日
小
検
査
を

行
ひ
、
春
秋
二
季
に
大
検
査
を
し
て
ゐ
た
。
此
の
検
査
は
毎
月
五
日
、
廿
日
の
二
度
あ
る
筈
で

あ
つ
た
の
が
、
余
り
数
が
多
い
と
い
ふ
の
で
、
四
年
二
月
か
ら
五
日
一
度
に
し
て
ゐ
る
。」（
335

頁
）
と
あ
る
。
こ
の
後
に
は
、
中
学
の
一
分
科
と
し
て
、
外
国
人
教
師
を
雇
い
洋
学
も
教
え
る

こ
と
と
な
り
「
欧
学
舎
」
と
い
う
も
の
が
出
来
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
を
見
る
と
、
廣
瀬
範
治
（
青
村
）
は
督
学
と
し
て
、
中
学
校
の
総
括
的
な
責

任
者
（
中
学
諸
教
師
を
督
し
、
生
徒
の
黜
陟
を
知
り
、
す
べ
て
校
内
大
小
の
事
務
を
聴
き
、
兼

ね
て
小
学
校
の
諸
教
師
を
督
す
る
も
の
）
で
、
管
理
事
務
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
か
た

わ
ら
、
中
学
校
の
筆
頭
の
教
授
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
中
学
校
は
こ
の
他
に
も
小
学
校
の
指
導
機
関
や
市
民
へ
の
啓
発
機
関
の
役
割
も
果
た

し
て
い
て
「
ま
た
市
中
小
学
校
を
巡
り
、市
民
を
導
く
た
め
の
巡
講
師
と
い
ふ
も
の
も
あ
っ
て
、

（
中
略
）
又
こ
こ
に
は
毎
月
一
日
に
、
市
内
小
学
校
の
三
道
教
師
（
句
読
師
・
筆
道
師
・
算
術
師
）

が
集
ま
る
の
が
例
と
な
っ
て
居
り
、
殊
に
各
科
の
教
師
は
余
暇
を
以
て
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
講
義

を
聴
く
べ
し
と
命
令
さ
れ
て
あ
っ
た
か
ら
殆
ど
毎
日
来
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
が
と
に

か
く
中
学
は
小
学
校
の
指
導
機
関
と
し
て
、
中
等
教
育
の
施
行
所
と
し
て
の
体
裁
を
少
し
づ
つ

整
へ
て
行
っ
た
。
そ
の
一
面
に
小
学
教
師
志
願
者
の
試
験
所
で
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
槇
村
参
事

自
ら
臨
む
の
が
常
で
あ
っ
た
。」（
335
～
336
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
京
都
府
教
育
史 

上
』
に
は
、
中
学
校
の
創
設
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
「
槇
村
（
権
大
参
事
）

を
中
心
と
し
て
、
そ
の
華
々
し
き
産
業
政
策
と
併
行
し
て
出
来
上
つ
た
京
都
府
の
教
育
は
、
殆

ど
欧
米
学
術
の
吸
収
文
明
開
化
の
為
の
急
先
鋒
と
も
云
ふ
べ
き
非
常
な
進
歩
し
た
も
の
で
あ
つ

て
、
そ
れ
だ
け
又
活
発
な
意
気
を
持
ち
改
新
日
本
の
進
歩
に
対
応
し
、
明
治
政
府
の
開
化
方
針

に
よ
く
合
致
し
て
そ
の
先
鋒
を
承
る
も
の
で
あ
っ
た
。」（
329
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

⑤
ま
と
め

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
廣
瀬
範
治
は
、
明
治
二
年
九
月
に
漢
学
所
御
用
掛
と
し
て
京
都
に
来

て
、
一
二
月
に
そ
の
後
身
で
あ
る
大
学
校
御
用
掛
と
な
り
、
そ
の
廃
止
後
、
明
治
三
年
九
月
に

京
都
府
に
京
都
府
典
事
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
京
都
府

の
教
育
行
政
を
中
心
に
な
っ
て
担
当
し
て
い
た
槇
村
正
直
権
大
参
事
が
、
廣
瀬
範
治
の
経
歴
を

恃
ん
で
教
育
制
度
を
整
備
す
る
た
め
の
協
力
者
と
し
て
京
都
府
典
事
に
登
用
し
た
も
の
で
、
当

然
に
咸
宜
園
出
身
者
の
大
参
事
の
松
田
道
之
の
推
挙
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

京
都
府
の
教
育
行
政
で
は
、
府
の
教
育
綱
領
で
あ
る
「
学
体
」
の
制
定
に
関
わ
り
、
明
治
三

年
一
二
月
に
開
校
の
京
都
府
中
学
校
の
創
設
に
関
係
し
て
、
そ
の
教
育
方
針
の
内
容
に
関
与

し
、
ま
た
中
学
校
の
筆
頭
教
授
に
な
っ
て
教
育
に
当
た
る
と
と
も
に
、
事
務
官
と
し
て
規
則
の

制
定
等
の
制
度
整
備
に
も
当
た
っ
た
。
中
学
校
は
京
都
府
学
務
課
を
兼
ね
る
も
の
で
、
明
治
四

年
一
〇
月
に
は
督
学
に
任
命
さ
れ
、
京
都
府
教
育
行
政
の
中
心
に
あ
っ
て
事
務
を
総
括
し
中
学

及
び
小
学
校
の
教
師
を
監
督
し
て
い
る
。

　

小
学
校
行
政
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
年
に
創
設
さ
れ
た
「
番
組
小
学
校
」
の
制
度
整
備
に
つ

い
て
、
明
治
四
年
八
月
の
「
小
学
課
業
表
」
の
作
成
に
関
与
し
、
明
治
七
年
一
月
の
、
上
等
と

下
等
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
八
等
級
に
拡
大
さ
れ
た
「
改
正　

小
学
上
等
（
下
等
）
課
業
表
」
の

改
正
に
も
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

廃
藩
置
県
後
に
京
都
府
に
編
入
さ
れ
た
郡
部
に
、明
治
五
年
二
月
か
ら
順
次
開
設
さ
れ
た「
郡

中
小
学
校
」
の
開
業
に
は
、
典
事
・
督
学
と
し
て
大
き
く
関
与
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
多

く
の
小
学
校
の
開
業
式
の
記
録
で
は
京
都
府
の
総
括
責
任
者
と
し
て
式
典
で
の
重
要
な
役
目
を

勤
め
て
い
る
。
小
学
校
の
規
則
類
の
制
定
な
ど
小
学
校
の
整
備
に
も
深
く
関
わ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
廣
瀬
範
治
は
、
京
都
府
で
、
明
治
三
年
九
月
か
ら
、
府
の
教
育
綱
領
や
中
学
校

の
教
育
方
針
や
規
則
、
小
学
校
の
課
業
表
な
ど
の
教
育
内
容
、
郡
部
の
小
学
校
の
開
設
事
業
な

ど
、
教
育
行
政
の
中
枢
の
制
度
の
創
設
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

廣
瀬
範
治
に
つ
い
て
述
べ
た
『
京
都
府
教
育
史 

上
』
の
表
現
で
み
る
と
、「
廣
瀬
範
治
を
府

学
専
務
の
者
に
採
用
し
た
い
か
ら
、
之
を
当
府
典
事
に
任
命
さ
れ
た
い
・
・
・
廣
瀬
は
豊
後
の

人
本
姓
矢
野
氏
で
あ
る
が
、
夙
に
咸
宜
園
に
学
び
淡
窓
先
生
に
愛
せ
ら
れ
て
都
講
と
な
り
、
遂

に
子
養
せ
ら
れ
て
沢
山
の
門
弟
を
教
育
し
て
ゐ
た
が
、
明
治
元
年
漢
学
所
の
教
官
に
召
さ
れ

て
出
仕
し
て
ゐ
た
か
ら
、
こ
れ
を
簡
抜
任
用
せ
ん
と
し
た
」「「
学
体
」
な
る
も
の
を
定
め
て
、

府
民
に
諭
す
所
が
あ
っ
た
。・
・
・
趣
意
は
、
政
府
が
前
に
定
め
た
学
規
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る

が
、
唯
だ
文
字
や
仮
名
遣
な
ど
を
法
格
に
適
ふ
様
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
云
ふ
位
の
相
違
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を
見
る
。
多
分
、
廣
瀬
典
事
の
如
き
能
文
家
が
し
た
事
で
あ
ら
う
。」「
小
学
課
業
表
と
い
う
整

ふ
た
も
の
が
制
定
発
布
さ
れ
て
、
四
科
五
等
の
制
度
を
稠
密
に
規
定
し
た
。・
・
・
苦
心
し
て

作
っ
た
こ
と
が
よ
く
察
せ
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
槇
村
参
事
や
廣
瀬
督
学
が
考
へ
た
も
の
で
あ
ら

う
。・
・
・
殊
に
和
漢
洋
に
亙
り
て
よ
く
取
捨
し
組
合
せ
て
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
博
識
者
な
ら
で

は
出
来
ぬ
こ
と
で
あ
る
。」「
府
よ
り
当
府
学
校
を
中
学
と
唱
へ
上
は
華
族
よ
り
下
庶
人
に
至
る

迄
広
く
入
学
差
許
さ
れ
度
き
旨
の
願
を
出
し
た
。
之
は
・
・
・
一
つ
に
は
槇
村
の
相
談
相
手
で

あ
っ
た
廣
瀬
の
意
見
に
依
る
事
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
宜
園
の
三
奪
の
法
と
名
付
く
る
有
名
な
教

育
方
針
を
知
る
者
は
、
直
ち
に
「
入
学
生
は
門
閥
貴
賎
の
分
を
問
は
ず
都
而
府
学
門
内
に
於
て

府
学
の
規
律
を
相
守
候
様
且
学
業
之
深
浅
に
依
て
等
級
を
相
立
身
分
上
下
に
不
拘
様
い
た
し
度

云
々
」
と
い
ふ
言
葉
の
出
づ
る
所
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。」「
中
学
校
は
府
知
事
の
直
轄
で
あ

る
が
事
実
上
の
校
長
は
学
務
分
担
の
槇
村
参
事
で
、
そ
の
下
に
典
事
廣
瀬
青
村
以
下
の
吏
員
が

教
官
事
務
官
と
し
て
色
々
な
規
則
を
作
っ
た
。」「（
中
学
の
）
教
授
に
は
廣
瀬
青
村
を
筆
頭
と

し
・
・
・
有
名
な
学
者
が
揃
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
月
俸
は
廣
瀬
の
四
五
両
を
最
高
と
し
、・
・
・

二
〇
両
ま
で
あ
っ
た
。」
な
ど
と
学
識
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
京
都
府
の
教
育
関
係
者
に
は
、

私
塾
「
咸
宜
園
」
の
三
奪
法
な
ど
の
教
育
内
容
、
及
び
「
咸
宜
園
」
の
塾
主
を
務
め
た
漢
学
者

「
廣
瀬
範
治
（
青
邨
）」
の
こ
と
は
か
な
り
有
名
で
、
し
か
も
評
価
も
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑥
「
立
命
館
」
と
の
関
係

　

参
考
ま
で
に
、
廣
瀬
範
治
は
、
私
塾
「
立
命
館
」
と
も
関
係
し
て
い
る
。

　

私
塾
「
立
命
館
」
は
、
西
園
寺
公
望
が
明
治
二
年
九
月
に
京
都
御
所
御
苑
内
に
あ
っ
た
西
園

寺
邸
内
に
開
設
し
た
私
塾
で
あ
る
が
、
翌
明
治
三
年
四
月
に
は
閉
塾
し
て
い
る
。

　

明
治
三
年
二
月
か
ら
、
当
時
大
学
校
の
御
用
掛
で
あ
っ
た
廣
瀬
範
治
は
、
私
塾
「
立
命
館
」

に
賓
師
と
し
て
招
か
れ
、
大
学
校
に
勤
務
の
傍
ら
、
出
講
し
て
講
義
し
て
い
る
。「
詩
経
」
を

講
じ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
内
容
は
わ
ず
か
な
が
ら
『
青
邨
公
手
沢
日
記
』
に
見
え
て
い
る
。
し

か
し
明
治
三
年
四
月
に
は
、
西
園
寺
公
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
準
備
の
た
め
長
崎
に
遊
学
し
た
た

め
、京
都
留
守
長
官
か
ら
立
命
館
の
差
し
留
め
が
命
じ
ら
れ
て
閉
塾
し
て
い
る
。
西
園
寺
公
は
、

し
ば
ら
く
の
間
、
閉
塾
す
る
も
の
と
し
て
い
た
が
再
開
さ
れ
ず
、
そ
の
後
、
西
園
寺
公
は
明
治

三
年
一
二
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
明
治
一
三
年
に
帰
国
し
て
、
そ
の
後
政
界
で
活
躍
を

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
「
立
命
館
大
学
」
は
、
明
治
三
三
年
に
西
園
寺
文
部
大
臣
の
秘
書
官
な
ど
を
務
め
た
中

川
小
十
郎
が
京
都
法
政
学
校
（
の
ち
京
都
法
政
大
学
）
を
創
設
し
、
明
治
三
八
年
に
西
園
寺
公

か
ら
「
立
命
館
」
の
名
称
の
襲
用
を
許
さ
れ
、
大
正
二
年
に
立
命
館
大
学
と
改
称
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

５
．
結
論

　

明
治
二
年
か
ら
明
治
八
年
の
京
都
府
の
教
育
制
度
創
設
の
時
期
に
、
京
都
府
の
行
政
の
内
部

に
は
、
明
治
元
年
閏
四
月
か
ら
明
治
四
年
一
一
月
ま
で
京
都
府
大
参
事
で
あ
っ
た
松
田
道
之
、

明
治
三
年
九
月
か
ら
明
治
八
年
四
月
ま
で
京
都
府
典
事
・
督
学
で
あ
っ
た
廣
瀬
範
治
（
青
邨
）

が
在
職
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
京
都
府
の
先
駆
的
教
育
改
革
の
内
容
に
、
咸
宜

園
出
身
者
を
通
じ
て
咸
宜
園
教
育
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
参
事
で
あ
っ
た
松
田
道
之
に
つ
い
て
は
、
府
行
政
の
全
般
に
関
与
し
て
い
た

た
め
か
、
教
育
行
政
だ
け
に
関
与
し
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら

教
育
行
政
に
も
決
定
権
者
の
一
人
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

京
都
府
典
事
・
督
学
で
あ
っ
た
廣
瀬
範
治
（
青
邨
）
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
京
都
府
の
教

育
改
革
を
中
心
に
な
っ
て
推
進
し
た
後
に
京
都
府
知
事
に
な
る
槇
村
正
直
権
大
参
事
が
、
廣
瀬

範
治
の
教
育
者
と
し
て
の
経
歴
を
恃
ん
で
抜
擢
登
用
し
て
、
京
都
府
の
教
育
行
政
の
改
革
や
創

設
に
当
ら
せ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
京
都
府
中
学
校
の
創
設
に
関
わ
り
、
教
育
綱
領
で
あ
る

「
学
体
」
の
制
定
や
規
則
制
度
の
整
備
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
中
学
校
の
筆
頭
教
授
と
し
て
教

育
に
当
り
、
学
務
課
の
責
任
者
と
し
て
教
育
事
務
も
総
括
し
、
教
師
の
監
督
に
も
当
た
っ
て
い

る
。
小
学
校
で
は
、
す
で
に
開
校
し
て
い
た
番
組
小
学
校
の
五
等
級
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
小
学

課
業
表
」、
続
い
て
改
正
さ
れ
た
八
等
級
の
「
改
正
小
学
課
業
表
」
の
作
成
に
関
与
し
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、
京
都
府
の
郡
部
に
順
次
開
設
さ
れ
た
郡
中
小
学
校
の

創
設
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
開
業
式
で
式
典
の
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
設

の
総
括
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
か
ら
、京
都
府
の
教
育
の
総
括
的
な
役
職
の
京
都
府
督
学
で
あ
っ
た
廣
瀬
範
治
（
青
邨
）

は
、
京
都
府
の
学
校
教
育
制
度
の
創
設
等
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し

て
彼
を
通
じ
て
咸
宜
園
教
育
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
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京都番組小学校・小学課業表
（京都市学校歴史博物館蔵）

京都府下・小学課業表（下等）
（京都府立 京都学・歴彩館蔵）

京都府下・小学課業表（上等）
（京都府立 京都学・歴彩館蔵）



五
九

【
研
究
ノ
ー
ト
】

咸
宜
園
と
慶
應
義
塾
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　

溝
田　

直
己

は
じ
め
に

　

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
は
、
明
治
維
新
か
ら
一
五
〇
年
を
迎
え
、
全
国
各
地
で
幕
末
か

ら
明
治
に
関
す
る
様
々
な
行
事
や
展
示
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
多
く
の
人
物
が
咸
宜
園
か
ら

輩
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、『
咸
宜
園
と
明
治
維
新
』
と
題
し
て
、
企
画
展
や
公
開
講
座
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
咸
宜
園
と
慶
應
義
塾
に
学
び
、
近
代
の
日
本
で
活
躍
し
た

門
下
生
ら
に
つ
い
て
、
展
示
を
行
っ
た
。

　

慶
應
義
塾
を
開
い
た
福
澤
諭
吉
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
中
津
藩
の
福
澤
百
助
の
次

男
と
し
て
大
坂
で
生
ま
れ
た
。
父
の
死
去
に
伴
い
、
中
津
へ
帰
郷
し
た
福
澤
は
、
中
津
の
儒
学

者
で
あ
る
白
石
照
山
に
漢
学
を
、
長
崎
や
大
坂
の
適
塾
に
お
い
て
蘭
学
を
学
ん
だ
。
適
塾
の
緒

方
洪
庵
は
、
廣
瀬
淡
窓
の
末
弟
で
あ
る
旭
荘
と
深
い
親
交
が
あ
り
、
旭
荘
の
日
記
を
み
て
み
る

と
、
そ
の
関
係
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
日
田
の
咸
宜
園
で
学
ん
だ
門
下
生
ら
が
そ
の
後
、
緒
方

洪
庵
の
適
塾
で
学
ぶ
者
が
い
る
な
ど
、
福
澤
諭
吉
は
人
づ
て
に
咸
宜
園
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た

者
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
福
澤
が
咸
宜
園
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、『
福
翁
自
伝
』

の
中
の
次
の
一
節
の
み
で
あ
る
（
１
）。

　　
「（
前
略
）
一
体
の
学
流
は
亀
井
風
で
、
私
の
先
生
は
亀
井
が
大
信
心
で
、
余
り
詩
を
作
る
こ

と
な
ど
は
教
え
ず
に
む
し
ろ
冷
笑
し
て
い
た
。
広
瀬
淡
窓
な
ど
の
事
は
、「
発
句
師
、
俳
諧
師

で
、
詩
の
題
さ
え
出
来
な
い
、
書
く
こ
と
に
な
る
と
漢
文
が
書
け
ぬ
、
何
で
も
な
い
奴
だ
」
と

い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
が
そ
う
い
え
ば
門
弟
子
も
ま
た
そ
う
い
う
気
に
な
る
の
が
不
思

議
だ
。
淡
窓
ば
か
り
で
な
い
、
頼
山
陽
な
ど
も
は
な
は
だ
信
じ
な
い
、
誠
に
目
下
に
見
下
し
て

い
て
、｢

何
だ
粗
末
な
文
章
、
山
陽
な
ど
の
書
い
た
も
の
が
文
章
と
い
わ
れ
る
な
ら
誰
で
も
文

章
の
出
来
ぬ
者
は
あ
る
ま
い
。
た
と
い
舌
足
ら
ず
で
吃
っ
た
と
こ
ろ
が
意
味
は
通
ず
る
と
い
う

よ
う
な
も
の
だ｣

な
ん
て
た
い
そ
う
な
剣
幕
で
、
先
生
か
ら
そ
う
教
え
込
ま
れ
た
か
ら
、
私
ど

も
も
山
陽
外
史
の
事
を
ば
軽
く
見
て
い
ま
し
た
。（
後
略
）」（
福
澤
諭
吉
『
福
翁
自
伝
』
講
談

社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
よ
り
一
部
引
用
）

　

こ
の
『
福
翁
自
伝
』
に
よ
れ
ば
、
福
澤
の
漢
学
の
師
匠
で
あ
る
白
石
照
山
の
廣
瀬
淡
窓
へ
の

評
価
が
低
か
っ
た
た
め
、
福
澤
自
身
も
自
然
と
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、

少
年
期
の
福
澤
に
と
っ
て
、
廣
瀬
淡
窓
・
咸
宜
園
、
頼
山
陽
な
ど
は
、
取
る
に
足
ら
な
い
存
在

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
福
澤
が
学
ん
だ
大
坂
の
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
は
、
多
く
の
咸
宜
園
出
身

者
が
学
び
、
淡
窓
の
末
弟
で
あ
る
廣
瀬
旭
荘
は
緒
方
洪
庵
の
親
友
で
も
あ
り
、
適
塾
の
す
ぐ
そ

ば
に
居
を
構
え
、
漢
学
塾
を
開
い
て
い
た
。

　

ま
た
福
澤
が
大
坂
の
適
塾
で
学
ん
で
い
た
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
か
ら
江
戸
の
中
津

藩
邸
に
呼
ば
れ
る
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
間
に
も
咸
宜
園
出
身
者
が
適
塾
に
学
ん
で
い
る
。

中
で
も
の
ち
に
洪
庵
の
娘
婿
と
な
り
、洪
庵
が
亡
く
な
っ
た
後
に
適
塾
を
継
い
だ
緒
方
拙
斎（
吉

雄
卓
爾
＝
西
鶴
太
郎
）
な
ど
が
お
り
、
福
澤
の
周
り
に
は
否
応
な
く
、
咸
宜
園
出
身
者
が
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、大
分
県
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
江
戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
私
塾
で
あ
る
「
咸
宜
園
」

と
幕
末
に
開
塾
し
、
現
在
に
ま
で
至
る
「
慶
應
義
塾
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
両
方
の
私
塾

に
学
ん
だ
門
下
生
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
門
下
生
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で

あ
る
。
今
回
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
咸
宜
園
門
下
生
を
調
査
す
る
中
で
、
咸
宜
園

で
学
ん
だ
の
ち
に
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
門
下
生
ら
に
つ
い
て
若
干
の
知
見
を
得
た
た
め
、
数

人
の
門
下
生
で
あ
る
が
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

一
、
咸
宜
園
と
慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
門
下
生
た
ち

慶
應
義
塾
と
は

　

ま
ず
初
め
に
慶
應
義
塾
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、『
慶
応
義
塾
史
事
典
』（
慶
応
義
塾
一
五
〇

年
史
資
料
集 

別
巻
一
）
を
参
考
に
確
認
し
た
い
（
２
）。

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
〇
月
中
旬
、
江
戸
築
地
鉄
砲
洲
（
現
東
京
都
中
央
区
明
石
町
）

に
あ
っ
た
中
津
藩
中
屋
敷
に
開
い
た
蘭
学
塾
が
そ
の
起
源
で
あ
る
。
幕
末
の
中
津
藩
で
は
、
蘭

学
研
究
が
大
変
盛
ん
で
、
蘭
学
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
大
坂
の
適
塾
で
、
塾
頭
を
務
め
て

い
た
福
澤
を
江
戸
に
呼
び
寄
せ
て
開
塾
し
た
も
の
が
そ
の
起
源
で
あ
り
、
福
澤
塾
・
蘭
学
塾
と

呼
ば
れ
た
と
い
う
。

　

開
塾
の
翌
年
の
安
政
六
年
、
開
港
し
た
ば
か
り
の
横
浜
を
訪
れ
た
福
澤
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
が

全
く
通
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
英
学
へ
の
転
向
を
決
意
。
独
学
研
究
す
る
と
と
も
に
ア
メ
リ
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カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
歴
遊
し
、
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）、
イ
ギ
リ
ス
で
み
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
参
考
に
、
福
澤
は
洋
学
研
究
を
志
す
同
士
で
あ
る
「
社
中
」
の
協
力
に
よ

る
学
塾
経
営
を
目
指
し
、
中
津
藩
か
ら
も
独
立
、
ま
た
当
時
の
年
号
の
「
慶
應
」
を
と
っ
て
、

塾
名
を
『
慶
應
義
塾
』
と
命
名
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
は
洋
学
教
育
を
中
心
と
し

な
が
ら
、
幼
稚
舎
か
ら
大
学
ま
で
の
一
貫
教
育
制
を
整
備
・
発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
咸
宜
園
出
身
者

　

慶
應
義
塾
に
は
、
咸
宜
園
に
お
け
る
入
門
簿
と
同
様
に
入
学
者
の
氏
名
、
年
齢
、
出
身
地
、

父
兄
・
保
証
人
氏
名
な
ど
を
記
録
し
た
帳
簿
で
あ
る｢

入
社
帳｣

が
残
っ
て
い
る
。
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
四
月
の｢

慶
応
義
塾
社
中
之
約
束｣

に
よ
れ
ば
、
初
期
に
は
新
た
に
義
塾
の
社

中
と
な
る
こ
と
を｢

入
社｣

、寄
宿
舎
に
入
る
こ
と
を｢

入
塾｣

と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は｢

入
社｣

で
統
一
す
る
。

　

日
田
の
咸
宜
園
に
学
ん
だ
の
ち
に
慶
応
義
塾
に
入
社
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
六

名
の
人
物
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
早
く
入
社
し
た
の
が
、
豊
前
国
下
毛
郡
宮
園
村

（
現
大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
宮
園
）
出
身
で
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
二
月
に
入
社

し
た
朝
吹
英
二
（
実
業
家
）
で
あ
る
（
３
）。
朝
吹
は
、
廣
瀬
林
外
が
第
四
代
塾
主
を
務
め
て

い
た
際
の
咸
宜
園
に
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
九
月
一
五
日
に
二
一
歳
で
入
塾
し
て
い
る
。
朝

吹
は
幼
少
の
頃
、
廣
瀬
淡
窓
の
高
弟
で
あ
っ
た
村
上
姑
南
（
の
ち
に
咸
宜
園
第
七
代
塾
主
も
務

め
る
）
の
私
塾｢

養
翼
園｣

で
学
ん
で
お
り
、
実
兄
の
謙
三
も
咸
宜
園
に
学
ん
で
い
た
。

　

続
い
て
同
五
年
二
月
八
日
に
は
、
豊
後
国
日
田
郡
豆
田
町
（
現
大
分
県
日
田
市
豆
田
町
）
の

長
島
芳
次
郎
（
日
本
銀
行
等
）
が
入
社
し
て
い
る
。
長
島
の
入
社
帳
「
入
社
證
人
ノ
姓
名
」（
保

証
人
）
に
は
福
澤
諭
吉
の
名
前
が
見
え
る
（
４
）。
咸
宜
園
の
入
門
簿
に
は
、
慶
應
三
年
四
月

一
五
日
に
一
五
歳
で
入
門
し
て
い
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　

同
年
八
月
八
日
に
は
、
横
田
國
臣
（
大
審
院
長
）（
５
）・
廣
瀬
敬
四
郎
（
地
方
官
吏
）（
６
）・

田
代
丈
吉
（
判
事
）（
７
）
の
三
人
が
同
時
に
慶
応
義
塾
に
入
社
し
て
お
り
、
保
証
人
欄
に
は

い
ず
れ
も
咸
宜
園
塾
主
の
廣
瀬
林
外
が
署
名
し
て
い
る
。
林
外
は
明
治
四
年
末
に
洋
学
研
究
の

た
め
、
咸
宜
園
の
経
営
を
門
弟
の
唐
川
即
定
に
託
し
て
、
東
京
へ
上
京
し
て
お
り
、
横
田
ら
が

慶
応
義
塾
に
入
社
す
る
際
に
は
太
政
官
正
院
歴
史
課
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
前
身
）
に
務

め
て
い
た
。
し
か
し
、
林
外
は
明
治
七
年
、
病
に
か
か
り
三
九
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
て

い
る
。

　

横
田
國
臣
は
、
豊
前
国
宇
佐
郡
辻
村
（
現
大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
）
の
阿
部
辰
之
丞
の
名
前

で
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
咸
宜
園
に
入
門
し
て
い
る
。
廣
瀬
敬
四
郎
は
、
淡
窓
の
末
弟
で

咸
宜
園
第
二
代
塾
主
も
務
め
た
廣
瀬
旭
荘
の
四
男
で
あ
る
。
咸
宜
園
の
入
門
簿
は
確
認
で
き
な

い
が
、
林
外
の
日
記
か
ら
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
頃
に
入
門
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
代
丈

吉
は
、
筑
後
国
生
葉
郡
大
石
村
（
現
福
岡
県
う
き
は
市
）
の
人
で
廣
瀬
林
外
・
長
三
洲
（
文
部

大
丞
）
と
並
ん
で
咸
宜
園
の
三
才
子
と
称
さ
れ
た
田
代
潤
卿
の
息
子
で
あ
る
。
咸
宜
園
に
は
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
入
門
し
て
い
る
。

　

こ
の
三
人
の
後
に
確
認
で
き
る
の
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
〇
月
、
咸
宜
園
の
第
三

代
塾
主
を
務
め
た
廣
瀬
青
邨
の
長
男
で
、
の
ち
に
咸
宜
園
第
八
代
塾
主
や
日
田
町
長
を
務
め
た

廣
瀬
貞
文
（
濠
田
）
で
あ
る
。
こ
の
時
、「
楨
蔵
」
の
名
で
入
社
し
て
い
る
（
８
）。
こ
の
時
す

長嶋芳次郎入門簿

朝吹英二写真・入門簿
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で
に
林
外
が
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
か
、
保
証
人
の
欄
に
は
朝
吹
英
二
の
名
前
が
見
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
咸
宜
園
入
塾
の
記
録
は
確
認
で
き
な
い
が
、
咸
宜
園
門
下
生
の
親
類
で
入
社
し

た
人
物
を
数
え
る
と
、
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
人
物
は
、
五
名
ほ
ど
確
認
で
き
る
。

二
、
慶
應
義
塾
退
塾
後
の
進
路

　

咸
宜
園
と
慶
應
義
塾
の
両
方
で
学
ん
だ
門
下
生
の
内
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
同
時
に

咸
宜
園
か
ら
慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
横
田
國
臣
・
廣
瀬
敬
四
郎
・
田
代
丈
吉
ら
三
人
は
、
い
ず
れ

も
慶
應
義
塾
か
ら
埼
玉
県
へ
入
庁
し
て
い
る
こ
と
が
、
埼
玉
県
に
残
る
公
文
書
か
ら
判
明
す
る

（
９
）。
こ
の
三
人
に
先
行
し
て
埼
玉
県
に
は
、
咸
宜
園
で
同
窓
で
あ
り
、
の
ち
に
内
閣
総
理
大

臣
に
ま
で
な
っ
た
清
浦
奎
吾
（
釈
普
寂
）
が
明
治
五
年
に
採
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ
明
治
六

年
に
は
横
田
が
、
そ
の
翌
年
で
あ
る
同
七
年
に
は
廣
瀬
・
田
代
ら
が
埼
玉
県
に
採
用
さ
れ
て
お

り
、
横
田
ら
の
埼
玉
県
入
庁
に
は
、
清
浦
の
斡
旋
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

慶
應
義
塾
卒
業
後
の
足
取
り
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
横
田
國
臣
と
廣
瀬
敬
四
郎
の
動
き
を
見
て

い
き
た
い
。

横
田
國
臣
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
三
）

　

横
田
は
前
述
し
た
と
お
り
、
豊
前
国
宇
佐
郡
辻
村
の
出
身
で
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

に
咸
宜
園
の
孫
塾
に
あ
た
る
涵
養
学
舎
に
学
び
、
文
久
元
年
に
咸
宜
園
に
入
門
。
慶
應
二
年

（
一
八
六
六
）
に
退
塾
し
、
長
崎
へ
遊
学
し
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
再
び
咸
宜
園
に

入
塾
し
、
そ
の
翌
年
で
あ
る
明
治
五
年
に
は
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
（
10
）。

　

明
治
六
年
五
月
、
埼
玉
県
へ
入
庁
し
て
、
埼
玉
県
学
校
改
正
局
一
等
教
授
・
埼
玉
県
学
校
視

察
兼
大
掌
教
・
埼
玉
県
権
少
属
・
少
属
へ
と
昇
任
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
が
、
同
八
年
に
は

埼
玉
県
を
辞
し
て
慶
應
義
塾
に
復
学
。
同
九
年
に
司
法
省
へ
出
仕
し
て
以
後
は
、
検
事
・
司
法

書
記
・
司
法
省
民
刑
局
長
・
司
法
次
官
・
検
事
総
長
と
昇
進
し
、
最
終
的
に
は
大
審
院
長
を
務

め
て
い
る
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
二
月
、
七
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
（
11
）。

横田國臣入門簿・入社帳田代丈吉入門簿・入社帳

廣瀬敬四郎入社帳

廣瀬貞文（楨蔵）入社帳

横田國臣肖像写真

　　　（『咸宜園写真帖』より転載）

※
入
社
帳
は
い
ず
れ
も
、
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
慶
応
義
塾
発
行
の
『
慶
応
義
塾
入
社
帳
』
よ
り
転
載

し
た
。
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廣
瀬
敬
四
郎
（
一
八
五
一
～
一
八
九
四
）

　

摂
津
国
西
成
郡
淡
路
町
（
現
大
阪
市
中
央
区
）
の
出
身
。
淡
窓
の
末
弟
で
あ
る
廣
瀬
旭
荘
の

四
男
。
父
・
旭
荘
の
死
後
、
大
阪
か
ら
日
田
へ
引
き
上
げ
、
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
頃
に
咸

宜
園
に
入
門
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
慶
應
義
塾
に
入
社
、
同
七
年
に
は
埼
玉
県

改
正
局
へ
入
庁
し
て
い
る
。

　

埼
玉
県
で
は
、
学
務
課
及
び
教
師
職
務
を
兼
任
し
、
少
師
範
兼
小
教
諭
・
権
中
教
諭
と
昇
任

す
る
も
同
九
年
に
埼
玉
県
を
退
職
し
、
再
び
慶
應
義
塾
で
洋
学
を
学
ん
だ
。
こ
の
時
に
取
得
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
福
澤
の
著
述
『
分
権
論
』（
明
治
一
〇
年
一
一
月
刊
行
）
の
写
本
が
廣
瀬

家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
刊
行
前
に
敬
四
郎
は
慶
應
義
塾
を
退
塾
し
て
お
り
、
原
稿
に
近
い
も
の

を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
十
年
二
月
に
群
馬
県
へ
入
庁
し
、
学
務
課
等
で
勤
務
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
大
蔵
省
租
税
局
（
主
税
局
）
に
出
向
し
、
静
岡
・
宮
城
で
勤
務
し
、
愛
媛
・
熊
本
・

神
奈
川
で
は
収
税
長
を
務
め
た
が
、明
治
二
十
七
年
、四
十
三
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
（
12
）。

廣瀬敬四郎肖像写真

横田國臣 履歴書（埼玉県立文書館所蔵）

廣瀬敬四郎 辞職願（埼玉県立文書館所蔵）

群馬県出張命令書（個人蔵）

大蔵省命令状（個人蔵）

　
　

履
歴

　
　
　
　
　

小
倉
縣

　
　
　
　
　
　

埼
玉
縣
権
少
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
國
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
三
年
八
月
九
日
生

安
政
六
年
ヨ
リ
萬
延
元
年
マ
テ
豊
後
鴛
海
退
藏

ニ
従
ヒ
文
久
元
年
ヨ
リ
慶
應
元
年
マ
テ
豊
後

廣
瀬
範
治
ニ
従
ヒ
漢
学
研
究

慶
應
二
年
ヨ
リ
明
治
二
年
マ
テ
豊
後
物
集

高
世
ニ
従
ヒ
皇
学
研
究

明
治
三
年
ヨ
リ
同
四
年
マ
テ
豊
後
廣
瀬
孝
ニ

従
ヒ
漢
学
研
究

明
治
四
年
ヨ
リ
長
崎
縣
中
学
ニ
入
り
同
五
年

ヨ
リ
同
六
年
四
月
マ
テ
東
京
福
沢
諭
吉
ニ
従
ヒ

洋
学
研
究

明
治
六
年
五
月
埼
玉
縣
ニ
於
テ
学
校
改
正
局

一
等
教
授
拝
命
同
十
一
月
視
察
兼
大
掌
教
拝
命

同
七
年
一
月
御
雇
出
仕
拝
命
同
六
月
権
少
属
ニ

任
セ
ラ
ル

　
　
　

辞
職
願　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
義

明
治
七
年
六
月
旧
改
正
局
在
勤
被
仰
付
其
後

縣
立
學
校
少
教
諭
之
寵
命
ヲ
蒙
リ
涓
滴
ダ
モ

其
鴻
恩
ニ
報
セ
ン
ト
欲
シ
精
々
注
意
仕
候
固
ヨ
リ

短
才
浅
學
ニ
シ
テ
力
及
ハ
ス
慙
靦
之
至
リ
ニ
奉
存
上
候

然
ル
處
積
年
洋
學
之
宿
志
ニ
付
近
頃
其
資

本
之
一
途
之
出
来
候
故
速
ニ
就
学
仕
度
就
て
ハ

職
務
御
解
申
被
下
候
様
伏
て
奉
願
上
候
也

　

明
治
九
年
二
月
十
五
日　

権
中
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬
敬
四
郎
（
印
）

埼
玉
縣
令
白
根
多
助
殿

埼
玉
縣
参
事
岸
良
俊
介
殿



六
三

お
わ
り
に

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
咸
宜
園
の
の
ち
に
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
咸
宜
園
門
下
生
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
本
稿
を
執
筆
中
に
も
咸
宜
園
か
ら
慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
人
物
に
つ
い
て
の
新
た
な

情
報
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
ま
だ
充
分
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　

慶
應
義
塾
の｢
入
社
帳｣

と
咸
宜
園
の｢

入
門
簿｣

に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
の
比
較
・
検

討
・
精
査
に
よ
り
ま
だ
ま
だ
門
下
生
の
数
は
増
え
る
と
思
わ
れ
、
今
後
も
咸
宜
園
と
慶
應
義
塾

の
関
わ
り
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
福
沢
諭
吉
著
／
土
橋
俊
一
校
訂
・
校
注
『
福
翁
自
伝
』
講
談
社 

二
〇
一
〇
年　

一
八
頁

（
２
）『
慶
応
義
塾
史
事
典
』
慶
応
義
塾
一
五
〇
年
資
料
集 

別
巻
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会 

二
〇
〇
八
年

（
３
）『
慶
応
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
一
』
基
礎
資
料
編 
塾
員
塾
生
資
料
集
成 

二
〇
一
二
年

二
三
頁

（
４
）
前
掲
（
３
）
四
七
〇
頁

（
５
）
前
掲
（
３
）
七
〇
一
～
七
〇
二
頁

（
６
）
前
掲
（
３
）
五
四
五
頁

（
７
）
前
掲
（
３
）
三
六
六
頁

（
８
）
前
掲
（
３
）
五
四
六
頁

（
９
）
手
塚
豊
「
大
審
院
長 

横
田
国
臣
」『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
三
（
社
団
法
人
福
沢
諭
吉
協
会
、

　
　

一
九
七
六
年
）
に
よ
る
と
横
田
は
、
在
塾
九
ヶ
月
で
学
資
に
欠
乏
し
て
慶
應
義
塾
を
退
学

　
　

し
て
、
埼
玉
県
学
生
改
正
局
一
等
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。「
学
生
改
正
局
」
は
、
埼
玉

　
　

県
庁
内
に
設
け
ら
れ
た
新
し
い
師
範
学
校
で
、
そ
の
主
任
は
横
田
と
同
年
で
咸
宜
園
で
も

　
　

同
窓
で
あ
っ
た
清
浦
奎
吾
が
大
教
授
心
得
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
廣

　
　

瀬
や
田
代
の
埼
玉
県
入
庁
も
学
資
に
欠
乏
し
た
た
め
、
清
浦
・
横
田
を
頼
っ
た
も
の
と
思

　
　

わ
れ
、
明
治
初
期
の
埼
玉
県
の
教
育
行
政
に
咸
宜
園
出
身
者
が
多
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

　
　

が
わ
か
る
。
ま
た
埼
玉
県
立
文
書
館
に
は
、
清
浦
や
横
田
、
廣
瀬
、
田
代
ら
に
関
す
る
履

　
　

歴
書
や
昇
任
、
辞
職
に
関
す
る
公
文
書
が
保
管
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
横
田
國
臣
履
歴
（
明
治
七
年 

庶
務
部 

職
制
（
県
官
履
歴
） 

）
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵 

（
11
）
前
掲
（
９
）
の
手
塚
豊
「
大
審
院
長 

横
田
国
臣
」
や
七
戸
克
彦｢

主
査
委
員
④
－
横
田

国
臣
・
高
木
豊
三｣

現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
々
７
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』、小
貫
芳
信
「「
最

高
不
倒
距
離
」
の
人 

横
田
国
臣
」『
法
曹
』
No.
七
三
二
号
を
参
考
に
し
た
。

（
12
）
廣
瀬
敬
四
郎
の
子
孫
の
家
に
伝
わ
っ
た
資
料
の
中
に
は
、
敬
四
郎
の
写
真
や
慶
應
義
塾

　
　

 

で
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
教
科
書
の
一
部
、
福
澤
諭
吉
著
の
『
分
権
論
』
の
写
本
な

　
　

 

ど
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
群
馬
県
勤
務
以
降
の
履
歴
書
が
あ
り
、

　
　

 

敬
四
郎
の
経
歴
が
よ
く
わ
か
る
。

参
考
文
献

福
沢
諭
吉
著
／
土
橋
俊
一
校
訂
・
校
注
『
福
翁
自
伝
』
講
談
社 

二
〇
一
〇
年

『
慶
応
義
塾
史
事
典
』
慶
応
義
塾
一
五
〇
年
資
料
集 

別
巻
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会 

二
〇
〇
八
年

『
慶
応
義
塾
入
社
帳 

復
刻
版
』
慶
応
義
塾 

一
九
八
六
年

『
慶
応
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
一
』
基
礎
資
料
編 

塾
員
塾
生
資
料
集
成 

二
〇
一
二
年

『
慶
応
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
二
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
礎
資
料
編 

教
職
員
・
教
育
体
制
資
料
集
成 

二
〇
一
六
年

七
戸
克
彦｢

主
査
委
員
④
－
横
田
国
臣
・
高
木
豊
三｣

現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
々
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
日
本
評
論
社 

二
〇
〇
九
年

小
貫
芳
信
「「
最
高
不
倒
距
離
」
の
人 

横
田
国
臣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   『
法
曹
』
No.
七
三
二
号 

財
団
法
人
法
曹 

二
〇
一
一
年

手
塚
豊
「
大
審
院
長　

横
田
国
臣
」『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
団
法
人
福
沢
諭
吉
協
会
一
九
七
六
年

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
春
季
企
画
展
「
廣
瀬
旭
荘
・
敬
四
郎
文
庫
」
二
〇
一
七
年



六
四

咸
宜
園
門
下
生
略
伝
（
六
）

井
上 
知
愚
（
い
の
う
え
・
ち
ぐ
）

名　

前　
　

井
上 
直
次
郎　

字
は
希
忠
、
諱
は
申
勝
、
通
称
は
直
次
郎
、
号
は
知
愚

生
没
年　
　

文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
～
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
三
月
一
日

出
生
地　
　

筑
後
国
御
井
郡
大
城
村
日
比
生

◆
入
門
簿　
　
　

あ
り

◆
入
門
簿
情
報

　

入
門
名　
　
　

井
上 

直
次
郎

　

入
門
年
月
日　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
庚
辰
七
月
二
日

　

住
所　
　
　
　

筑
後
御
井
郡
大
城
村

　

年
齢　
　
　
　

一
五
歳

　

紹
介
者　
　
　

鹿
毛 

逸
記

◆
師
事
者　
　
　

廣
瀬 

淡
窓

◆
月
旦
評　
　
　

不
明

◆
職
任
制　
　
　

塾
長
（
文
政
八
年
五
月
一
〇
日
就
任
）

◆
大
帰
日　
　
　

不
明
（
文
政
八
年
七
月
か
ら
九
年
頃
）

◆
職
業　
　
　
　

久
留
米
藩
士
・
儒
者
・
柳
園
塾
主
宰

◇
井
上 

知
愚
（
直
次
郎
）
の
略
年
譜
（
１
）

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）		



井
上
要
左
衛
門
勝
寛
の
次
男
と
し
て
御
井
郡

日
比
生
村
に
生
ま
れ
る

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）		



新
以
心
流
居
合
剣
術
の
免
許
を
得
る

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）	

 

七
月
二
日	

咸
宜
園
に
入
門
（
一
五
歳
）

	

七
月
二
五
日	

月
旦
評
上
で
「
入
席
」

	

八
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
一
級
下
」
に
昇
級

	

九
月
四
日	

帰
郷

	

九
月
一
六
日	

帰
塾
（
塾
に
戻
る
）

	

九
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
一
級
上
」
に
昇
級

	

一
一
月　

五
日	

帰
郷

	

一
一
月
一
四
日	

帰
塾

	

一
一
月
二
五
日	

月
旦
評
で
「
二
級
下
」
に
昇
級

	

一
二
月
二
三
日	

帰
郷

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）	

 

二
月
一
九
日	

帰
塾　
　
　
　
　

	
 

五
月
二
六
日 	

月
旦
評
で
「
二
級
上
」
に
昇
級

	

六
月
二
八
日	

帰
郷

	

一
〇
月
七
日	

帰
塾

	

一
一
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
三
級
下
」
に
昇
級

	

一
二
月
二
三
日	

帰
郷

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）	

一
月
二
七
日	

帰
塾　
　
　
　

	
 

二
月
三
日	

帰
郷

	

四
月
三
日	

帰
塾

	

五
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
三
級
上
」
に
昇
級

	

六
月
八
日	

帰
郷

	
 

七
月
一
七
日	

帰
塾

	

一
〇
月
二
日	

月
旦
評
で
「
四
級
下
」
に
昇
級

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）	

 

三
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
四
級
上
」
に
昇
級

	
 

五
月
一
一
日	

帰
郷

咸宜園入門簿



六
五

	
 

五
月
一
五
日	

帰
塾

	

八
月
二
六
日	

帰
郷

	

一
一
月
一
日	

淡
窓
の
代
理
で
日
田
代
官
所
に
行
く

		


（
こ
の
後
も
度
々
代
理
で
使
い
を
す
る
）

	

一
一
月
七
日	

月
旦
評
で
「
五
級
下
」
に
昇
級

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）	

四
月
七
日	

帰
郷

	

五
月
二
一
日	

帰
塾

	
六
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
五
級
上
」
に
昇
級

	

閏
八
月
一
九
日	

帰
郷

	

一
〇
月
二
四
日	

帰
塾

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）	

 

三
月
二
五
日	
直
次
郎
の
父
・
井
上
要
左
衛
門
が
淡
窓
の
も

と
を
訪
れ
る

	

三
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
六
級
下
」
に
昇
級

	

同
日	

淡
窓
が
帰
郷
す
る
井
上
要
左
衛
門
を
見
送
る

	

三
月
二
七
日	

帰
塾

	

四
月
一
日	

帰
郷

	

五
月
七
日	

帰
塾

	

五
月
一
〇
日	

直
次
郎
が
永
祐
に
代
わ
り
塾
長
と
な
る

	

七
月
二
七
日	

帰
郷

	

同
日	

直
次
郎
に
代
わ
り
直
衛
が
権
塾
長
と
な
る

文
政
九
年  （
一
八
二
六
）		



大
帰
（
退
塾
）
か
？
（
２
）

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）	

春
頃	

淡
窓
の
許
し
を
得
て
、
故
郷
で
塾
を
開
く

	

一
〇
月	

井
上
直
次
郎
の
長
子
・
栄
が
生
ま
れ
る

文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）		



久
留
米
藩
の
浪
人
格
と
な
り
、
月
に
数
回
藩

士
に
居
合
術
を
指
導
す
る

	

二
月
一
四
日	

直
次
郎
の
門
人
が
咸
宜
園
で
学
ぶ
（
３
）

	

二
月
二
四
日	

淡
窓
は
直
次
郎
の
父
が
先
月
死
去
し
た
と
の

報
せ
を
受
け
、
弔
い
の
手
紙
を
出
し
た

文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）	

六
月
一
三
日		



肥
前
田
代
に
滞
在
中
の
淡
窓
の
も
と
を
訪
れ

て
宿
泊
し
た

文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
） 	

六
月
一
四
日	

帰
郷

	

六
月
二
〇
日	

日
田
に
帰
る
途
中
の
淡
窓
と
逢
う

	

九
月
四
日	

淡
窓
の
も
と
を
来
訪
し
て
宿
泊
す
る
（
自
撰

し
た
父
の
碑
文
に
つ
い
て
淡
窓
の
意
見
を
求

め
る
た
め
に
咸
宜
園
を
訪
問
し
た
）

	

九
月
六
日	

帰
郷

文
政
一
三
年
（
天
保
元
年　

一
八
三
〇
）　

	

一
一
月
三
〇
日	

直
次
郎
の
門
人
が
淡
窓
の
も
と
を
訪
れ
る

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）	

一
月
七
日	

 

淡
窓
を
訪
ね
て
東
塾
に
宿
泊
す
る

	

一
月
八
日	

淡
窓
か
ら
食
事
に
招
か
れ
る

	

一
月
九
日	

辞
去

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）	

八
月
一
三
日	

直
次
郎
の
使
い
が
淡
窓
の
も
と
を
訪
れ
る

	

八
月
二
八
日	

直
次
郎
の
門
人
が
淡
窓
の
も
と
を
訪
れ
る

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）	

六
月
二
四
日	

直
次
郎
の
使
い
が
淡
窓
の
も
と
を
訪
れ
る

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）	

九
月
五
日	

直
次
郎
の
長
子
・
栄
が
咸
宜
園
に
入
門
す
る

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）	

七
月
二
三
日	

淡
窓
の
旧
門
人
で
山
田
主
一
郎
と
□
□
文
郁

が
直
次
郎
の
書
を
淡
窓
に
持
参
し
て
咸
宜
園

へ
の
再
入
塾
を
お
願
い
し
た

	

八
月
一
六
日	

淡
窓
の
旧
門
人
で
林
修
文
が
直
次
郎
の
書
を

持
参
し
て
咸
宜
園
へ
の
再
入
塾
を
お
願
い
し

た

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）	

八
月
二
四
日	

直
次
郎
の
使
い
が
淡
窓
の
も
と
を
訪
れ
る

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）	

二
月
一
九
日	

直
次
郎
は
寵
命
を
賜
っ
た
こ
と
を
淡
窓
に
報

せ
る
（
七
人
扶
持
を
賜
っ
て
右
筆
格
と
な
り

久
留
米
藩
主
に
謁
見
し
た
）（
４
）

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）	

閏
三
月
一
日	

死
去
（
享
年
五
五
歳
）



六
六

◇
井
上 

知
愚
の
事
績

　

井
上 
知
愚
（
直
次
郎
）
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）、
御
井
郡
日
比
生
村
（
現
久
留
米
市
北

野
町
）
に
て
、
久
留
米
藩
士
井
上
要
左
衛
門
勝
寛
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
・
勝
寛
と
同

じ
く
、
新
以
心
流
居
合
剣
術
を
小
倉
の
渡
邊
有
眼
斎
綱
昌
に
学
び
、
文
化
九
年
七
歳
の
時
に
、

新
以
心
流
居
合
剣
術
の
免
許
を
得
る
。
ま
た
、
柔
術
、
槍
術
な
ど
に
も
秀
で
て
い
た
。

知
愚
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
七
月
二
日
、
咸
宜
園
に
一
五
歳
で
「
入
門
」
し
、
廣
瀬
淡
窓

に
師
事
す
る
。
紹
介
者
は
淡
窓
の
旧
門
人
で
鹿
毛
逸
記
（
旧
名 

俊
介
）
で
あ
る
。

　

知
愚
は
、
同
年
七
月
二
五
日
、
月
旦
評
上
で
「
入
席
」
し
、
八
月
二
六
日
、
月
旦
評
で
「
一

級
下
」
に
昇
級
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
帰
郷
と
帰
塾
を
し
て
お
り
、
同
年
九
月
二
六
日
、
月
旦

評
で
「
一
級
上
」
に
昇
級
す
る
。
ま
た
、
そ
の
後
も
帰
郷
と
帰
塾
を
繰
り
返
す
も
、
帰
塾
を
し

た
際
に
は
順
調
に
昇
級
を
続
け
た
。

　

ま
た
、
文
政
六
年
一
一
月
一
日
、
淡
窓
の
代
理
で
日
田
代
官
所
に
行
き
、
そ
の
後
も
度
々
代

理
で
使
い
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
淡
窓
が
知
愚
に
対
し
て
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
後
、
知
愚
は
文
政
八
年
三
月
の
月
旦
評
で
「
六
級
下
」
に
昇
級
し
、

同
年
五
月
一
〇
日
、
永
祐
の
大
帰
（
退
塾
）
に
伴
い
塾
長
と
な
っ
た
。

　

知
愚
は
、
文
政
九
年
に
大
帰(

退
塾)

と
み
ら
れ
る
が
、
文
政
八
年
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で

は
淡
窓
の
日
記
で
該
当
す
る
記
載
が
な
く
、
ま
た
、
文
政
九
年
と
一
〇
年
の
二
年
間
は
淡
窓
の

日
記
自
体
が
存
在
し
な
い
た
め
、
正
確
な
大
帰
日
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
帰
郷
し
た
知
愚

は
、
文
政
一
〇
年
春
頃
に
筑
後
か
ら
淡
窓
を
訪
ね
て
い
る
。
以
前
か
ら
知
愚
の
も
と
に
入
門
を

希
望
す
る
子
弟
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
知
愚
は
自
ら
の
不
才
浅
学
を
も
っ
て
弟
子
を
取
る
こ

と
を
断
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
父
か
ら
淡
窓
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
淡
窓

と
相
談
し
て
許
可
が
出
た
た
め
「
柳
園
塾
」
と
い
う
漢
学
塾
を
開
く
に
至
っ
て
い
る
。（
５
）

　

淡
窓
は
『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
中
で
、
知
愚
が
郷
里
で
塾
を
開
い
た
経
緯
な
ど
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

井
上
直
次
郎
筑
後
ヨ
リ
来
訪
ヒ
、
余
ニ
請
ウ
テ
言
ヒ
ケ
ル
ハ
、
郷
里
ノ
子
弟
、
某
ニ
教
ヲ
受

ケ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
者
多
シ
。
某
不
才
浅
学
ヲ
以
テ
辞
ス
ト
イ
へ
ト
モ
、
猶
請
ウ
テ
止
マ
ス
。

父
命
シ
テ
曰
ハ
ク
、
日
田
ニ
行
イ
テ
先
生
ニ
問
ヒ
、
先
生
以
テ
可
ト
セ
ハ
之
ヲ
始
メ
、
不
可

ト
セ
ハ
ヤ
ム
ヘ
シ
ト
。
願
ハ
ク
ハ
先
生
ノ
一
言
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
セ
ン
ト
。
余
乃
之
ヲ
許
セ
リ
。

直
次
郎
是
ニ
於
テ
塾
ヲ
開
キ
、四
方
ノ
生
徒
ヲ
誘
引
ス
。
ソ
ノ
後
門
客
年
ヲ
追
ウ
テ
盛
ニ
ナ
リ
、

終
ニ
恒
遠
重
富
ノ
二
生
ト
、
鼎
足
ノ
勢
ヲ
ナ
セ
リ
。（
６
）

◇
柳
園
塾
の
概
要

　

柳
園
塾
は
、
筑
後
国
御
井
郡
大
城
村
日
比
生
の
地
で
井
上
知
愚
と
長
子
の
昆
江
に
よ
り
、
父

子
二
代
に
亘
り
、
運
営
さ
れ
た
漢
学
塾
で
あ
る
。
塾
名
は
昆
江
の
時
代
に
付
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。
塾
は
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
か
ら
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
約
六
〇
年
間
つ

づ
き
、
門
人
一
〇
〇
〇
人
ほ
ど
を
輩
出
し
た
と
い
う
。
柳
園
塾
出
身
者
に
は
、
衆
議
院
議
員
や

県
会
議
員
、
村
会
議
員
な
ど
の
政
治
家
、
村
長
、
学
校
長
な
ど
の
役
人
が
多
数
存
在
す
る
。
な

か
に
は
、
吉
富
復
軒
や
石
井
眞
太
郎
の
よ
う
に
咸
宜
園
教
育
を
継
承
す
る
こ
と
で
時
代
を
牽
引

す
る
人
材
も
多
く
育
っ
て
い
た
。

　

現
在
、
柳
園
塾
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
知
愚
の
後
を
継
い
だ
昆
江
が
塾
主
を
務
め
た
時

代
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
知
愚
が
開
塾
し
た
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
そ
の
後
、
開
塾
し
た
翌
年
の
文
政
一
一
年
、
亡
父
勝
寛
の
跡
を
継
ぎ
、
久
留
米
藩
の
浪
人

格
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
月
に
幾
回
城
下
に
出
仕
し
、
藩
士
に
居
合
術
を
指
南
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
二
月
一
四
日
、
知
愚
の
門
人
が
咸
宜
園
に
入
塾
し
、
二
月
二
四
日
に
は
、
知
愚

の
父
が
先
月
死
去
し
た
報
せ
を
受
け
、
淡
窓
が
弔
い
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
。

　

翌
年
六
月
一
三
日
に
は
、
知
愚
が
淡
窓
の
も
と
に
来
訪
し
て
お
り
、
田
代
に
て
宿
泊
し
て
い

る
。
翌
日
に
は
、
帰
郷
し
て
い
る
が
、
六
月
二
〇
日
、
淡
窓
が
日
田
に
帰
る
途
中
で
知
愚
と
会

っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
、
知
愚
の
使
い
が
度
々
淡
窓
の
元
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
や
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三
）
昆
江
が
入
門
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
大
帰
後
も
淡
窓
と
積
極
的
な
関
係
性
を

築
い
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

ま
た
、
知
愚
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
久
留
米
藩
で
の
働
き
が
認
め
ら
れ
右
筆
格
と
な

り
七
人
扶
持
と
な
る
。
こ
の
時
、
師
の
淡
窓
か
ら
次
の
祝
い
の
漢
詩
を
う
け
る
。

　
　

文
武
良
才
草
莾
雄　
　

朝
鳴
玉
入
城
中　

　
　

弱
毫
舒
去
如
流
水　
　

長
劍
揮
來
是
疾
風　
（『
昆
江
井
上
先
生
』
よ
り
）

　

ま
た
、
知
愚
は
常
に
自
分
を
諭
す
た
め
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
我
未
熟
ナ
ガ
ラ
御
上
ヨ
リ
格
扶
持
ヲ
賜
フ
ハ
、
先
考
勝
寛
我
ヲ
忠
考
文
武
ニ
導
キ
給
フ
餘

慶
ナ
リ
、
汝
等
租
徳
ヲ
忘
レ
ズ
、
文
武
忠
孝
ヲ
励
ム
ベ
シ
」（『
昆
江
井
上
先
生
』
一
五
七
頁
）



六
七

【
後
記
】

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
筑
紫
女
学
園
大
学
教
授 

時
里
奉
明
氏
に
資
料
の
提
供
な
ら
び
に

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
井
上
昆
江
子
孫
の
中
島
昭
代
氏
や
、
永
野
健
康
氏
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
久
留
米
市
文
化
財
保
護
課 

本
田
岳
秋
氏
に
も
貴
重
な
情
報
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
註
】

（
１
）
こ
の
年
譜
に
つ
い
て
は
、、
主
に
『
淡
窓
日
記
』
を
参
考
と
し
て
作
成
を
お
こ
な
い
、
必

要
に
応
じ
て
『
懐
旧
楼
筆
記
』
や
『
昆
江
井
上
先
生
』
で
補
完
し
た
。

（
２
）
知
愚
に
関
し
て
、
文
政
八
年
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
は
淡
窓
日
記
に
記
載
が
な
く
、
文

政
九
年
と
一
〇
年
の
二
年
間
は
、
淡
窓
の
日
記
が
存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
、
文
政
八
年

七
月
二
七
日
の
帰
郷
と
文
政
一
〇
年
春
頃
の
故
郷
で
の
開
塾
の
間
を
と
り
、
文
政
九
年

頃
に
大
帰
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
知
愚
（
直
次
郎
）
の
門
人
た
ち
が
柳
園
塾
に
席
を
お
い
た
状
態
で
咸
宜
園
に
入
塾
し
た

た
め
、
入
門
簿
へ
の
記
載
が
な
い
。

（
４
）
右
筆
と
は
、
武
家
の
秘
書
役
で
文
官
の
こ
と
。
江
戸
幕
府
や
諸
藩
で
は
、
右
筆
（
格
）

と
呼
ば
れ
る
役
を
お
い
た
。

（
５
）「
柳
園
塾
」
と
い
う
名
称
を
つ
け
た
正
確
な
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
６
）『
増
補
淡
窓
全
集
』
上
巻
、
三
三
一
頁
に
も
記
載
あ
り
。

【
参
考
文
献
】

廣
瀬
淡
窓
「
淡
窓
日
記
」『
増
補
淡
窓
全
集
』
上
巻
（
思
文
閣
、
一
九
二
五
）

倉
富
了
一
『
昆
江
井
上
先
生
』（
秋
松
活
版
所
、
一
九
三
七
）

『
大
城
村
郷
土
読
本
』（
大
城
村
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
）

平
野
彦
次
郎
『
福
岡
縣
三
井
郡
方
言
私
考
』（
野
口
一
郎
、
一
九
七
二
）

井
上
義
巳
『
福
岡
県
の
教
育
史
』（
思
文
閣
、
一
九
八
四
）

『
北
野
町
史
誌
』（
北
野
町
史
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
一
）

『
ふ
る
さ
と
大
城
』
久
留
米
市
立
大
城
小
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
〔
別
巻
史
料
集
〕（
大

城
小
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
四
）

時
里
奉
明
「
筑
後
国
『
三
井
郡
』」
の
明
治
維
新
―
柳
園
塾
の
遺
産
―　

筑
後
地
区
研
究
集
会

二
『
地
方
史
ふ
く
お
か
』
一
六
五
号
（
福
岡
県
地
方
史
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
九
）

井上知愚（直次郎）の入門記事（『淡窓日記』より）

井上知愚・シゲの夫妻墓

井上知愚墓



六
八

咸
宜
園
門
下
生
略
伝
（
六
）

井
上 
昆
江
（
い
の
う
え
・
こ
ん
こ
う
）

名　

前　
　

井
上 
栄　

名
は
節
、
字
は
大
中
、
通
称
は
栄
、
号
は
昆
江

生
没
年　
　

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
一
〇
月
～
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
八
月
一
六
日

出
生
地　
　

筑
後
国
御
井
郡
日
比
生
村
（
大
城
村
）

◆
入
門
簿　
　
　

あ
り

◆
入
門
簿
情
報

　

入
門
名　
　
　

井
上 

栄

　

入
門
年
月
日　

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
癸
卯
九
月
五
日

　

住
所　
　
　
　

筑
後
久
留
米
日
比
生
村

　

年
齢　
　
　
　

一
七
歳

　

紹
介
者　
　
　

築
山 

文
斎

◆
師
事
者　
　
　

廣
瀬 

淡
窓

◆
月
旦
評　
　
　

九
級
下

◆
職
任
制　
　
　

都
講
（
弘
化
四
年
一
月
二
五
日
就
任
）

◆
大
帰
日　
　
　

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

◆
職
業　
　
　
　

儒
者
・
柳
園
塾
主
宰
・
久
留
米
師
範
学
校
教
誨

◇
井
上 

昆
江
（
栄
）
の
略
年
譜
（
１
）

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）	

一
〇
月	

井
上
直
次
郎
の
長
男
と
し
て
御
井
郡
日
比
生

村
に
生
ま
れ
る

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）	

九
月
五
日		



咸
宜
園
に
入
門
（
一
七
歳
）

	

九
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
入
席
」

		


超
遷
に
て
「
真
一
級
上
」
に
昇
級
（
２
）

	

閏
月
二
五
日	

三
超
に
て
「
権
三
級
下
」
に
昇
級

	

一
〇
月
二
六
日	

超
遷
に
て
「
権
四
級
下
」
に
昇
級

	

一
一
月
二
六
日	

超
遷
に
て
「
二
権
五
級
下
」
に
昇
級

	

一
二
月
二
二
日		



月
旦
評
で
「
三
権
五
級
上
」
に
昇
級

天
保
一
五
年
（
弘
化
元
年
、
一
八
四
四
）

	

二
月
二
五
日	

月
旦
評
で
「
三
権
六
級
下
」
に
昇
級

	

三
月
二
五
日	

月
旦
評
で
「
四
権
六
級
上
」
に
昇
級

	

六
月
二
六
日	

月
旦
評
で
「
五
権
七
級
下
」
に
昇
級

	

八
月
二
五
日	

月
旦
評
で
「
六
権
七
級
上
」
に
昇
級

	

一
一
月
二
五
日	

月
旦
評
で
「
六
権
八
級
下
」
に
昇
級

天
保
一
六
年
（
弘
化
二
年
、
一
八
四
五
）　　

	

一
〇
月
二
五
日	

月
旦
評
で
「
六
権
八
級
上
」
に
昇
級

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）	

二
月
二
七
日	

新
例
に
よ
り
栄
を
含
め
「
八
級
上
」
に
あ
っ

た
四
名
が
権
舎
長
の
職
に
任
じ
ら
れ
る（
３
）

	

一
〇
月
二
五
日	

 

月
旦
評
で
「
三
権
九
級
下
」
に
昇
級

	

一
一
月
二
六
日	

舎
長
に
任
命
さ
れ
る

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）	

一
月
八
日	

大
帰
す
る
た
め
淡
窓
か
ら
夕
食
に
招
か
れ
る

	

一
月
九
日	

咸
宜
園
を
去
っ
て
大
帰
す
る

	

一
月
二
五
日	

大
帰
し
た
栄
が
都
講
に
追
任
さ
れ
る
（
４
）

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）	

九
月
一
三
日	

咸
宜
園
を
訪
問
（
以
降
、
淡
窓
の
日
記
に
記

載
な
し
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）		



淡
窓
翁
の
三
回
忌
に
「
戊
午
十
一
月
朔
文
玄
先

生
第
三
回
忌
有
感
」
と
題
し
た
詩
を
つ
く
る

井上昆江肖像写真
（大城小学校蔵）

咸宜園入門簿



六
九

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）	

閏
三
月
一
日	

父
・
知
愚
の
死
去
（
享
年
五
五
歳
）
後
、
栄

が
知
愚
の
跡
を
継
い
で
塾
主
と
な
る

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）		



奥
州
戦
役
に
従
軍

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃		



久
留
米
師
範
学
校
の
教
誨
と
な
る

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）		



「
柳
園
塾
」
は
四
年
制
の
私
立
中
学
校
「
柳

園
学
校
」
と
な
る
（
５
）

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）		



咸
宜
園
再
興
の
た
め
日
田
に
寓
居
す
る

		


こ
の
時
「
柳
園
学
校
」
が
閉
校
（
６
）

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）		



咸
宜
園
の
都
講
を
辞
職
す
る
（
７
）

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）	

八
月
一
六
日	

死
去
（
享
年
六
二
歳
）

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）	

五
月	
栄
の
門
下
生
に
よ
り
墓
碑
が
建
立
さ
れ
る

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）	

一
〇
月
二
六
日	
門
弟
が
主
催
す
る
追
悼
会
が
筑
後
の
善
導
寺

恵
照
院
で
執
行
さ
れ
る

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）	

六
月
五
日	

『
昆
江
井
上
先
生
』
刊
行

	
 

八
月
一
六
日	

末
女
の
宮
原
サ
メ
が
五
〇
年
忌
法
要
を
行
う

◇
井
上 

昆
江
と
咸
宜
園
の
関
係

　

井
上 

昆
江
（
栄
）
は
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
一
〇
月
、
御
井
郡
日
比
生
村
（
現
久
留

米
市
北
野
町
）
に
て
、
井
上
知
愚
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

昆
江
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
九
月
五
日
、
咸
宜
園
に
一
七
歳
で
「
入
門
」
し
、
廣
瀬

淡
窓
に
師
事
す
る
。
紹
介
者
は
、
淡
窓
や
弟
の
旭
荘
の
も
と
で
学
ん
だ
築
山
文
斎
で
あ
る
。

　

同
年
九
月
二
六
日
、
月
旦
評
で
「
入
席
」
す
る
と
、
直
ち
に
超
遷
に
て
「
真
一
級
上
」
に
昇

級
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
ひ
と
月
ご
と
に
順
調
に
昇
級
し
、
同
年
一
二
月
二
二
日
に
は
、
月
旦

評
で
「
三
権
五
級
上
」
に
昇
級
し
た
。
咸
宜
園
で
は
五
級
以
上
を
「
上
等
生
」
と
位
置
付
け
て

い
る
。
そ
の
後
も
昆
江
は
学
問
を
進
め
て
着
実
に
昇
級
を
続
け
た
。

　

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
二
七
日
に
は
、
月
旦
評
の
八
級
上
に
あ
る
昆
江
を
含
め
た

　

四
名
を
権
舎
長
に
就
任
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
淡
窓
は
先
例
の
な
い
こ
と
で
「
新
例
」
で
あ

る
と
日
記
に
記
し
て
い
る
が
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
同
年
一
〇
月
二
五
日
の
月
旦
評
で
は
「
三
権
九
級
下
」
に
昇
級
し
、
同
年
一
一
月

二
六
日
に
は
舎
長
と
な
っ
た
が
、
淡
窓
は
塾
内
の
最
高
職
で
あ
る
都
講
に
準
じ
る
も
の
と
し
て

日
記
に
記
し
た
。
さ
ら
に
『
淡
窓
日
記
』
の
「
一
歳
要
事
」（
８
）
に
は
、
こ
の
年
の
九
級
に

五
名
が
在
籍
し
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
人
に
昆
江
の
名
が
含
ま
れ
る
。（
９
）

弘
化
四
年
一
月
八
日
、
淡
窓
は
大
帰
（
退
塾
）
す
る
昆
江
を
夕
食
に
招
い
て
い
る
。
翌
日
、
昆

江
は
大
帰
し
、
咸
宜
園
を
去
っ
た
。
こ
の
と
き
、
昆
江
は
月
旦
評
で
「
二
権
九
級
下
」
に
ま
で

到
達
し
、
舎
長
お
よ
び
準
都
講
の
職
に
就
い
て
い
た
。
淡
窓
は
大
帰
す
る
昆
江
の
こ
と
を
日
記

の
中
で
「
優
秀
で
得
難
い
人
物
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

　

昆
江
は
大
帰
後
の
弘
化
四
年
一
月
二
五
日
、「
都
講
」
に
追
任
さ
れ
た
。
大
帰
後
に
在
籍
者

以
外
の
者
が
都
講
に
指
名
さ
れ
る
の
は
前
例
の
な
い
こ
と
で
、
淡
窓
も
「
新
例
」
と
記
し
て
い

る
。
都
講
に
任
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
塾
政
に
貢
献
し

た
名
誉
職
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
淡
窓
が
昆
江
の

こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
大
帰
後
も
咸
宜
園
と
は
交
流
を
続
け
て
お
り
、
同
年
八
月
一
日
に
来
訪
し
、
翌
日
は

淡
窓
が
設
け
た
酒
席
に
村
上
慎
治
や
春
甫
と
と
も
に
参
加
し
た
記
事
が
見
え
る
ほ
か
、
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
五
月
五
日
に
も
再
訪
し
、
翌
日
の
六
日
に
淡
窓
と
食
事
を
供
に
し
た
。

◇
井
上 

昆
江
と
柳
園
塾

　
「
柳
園
塾
」
は
、
昆
江
の
父
・
知
愚
が
開
い
た
塾
を
継
承
し
て
後
に
「
柳
園
塾
」
と
名
付
け

た
と
さ
れ
る
。
呼
称
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
の
知

愚
の
死
後
ま
も
な
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
柳
園
塾
の
塾
舎
は
簡
素
な
瓦
葺
二
階
造
が
あ
る
ほ

か
は
、
講
義
は
塾
主
家
の
一
室
を
講
堂
と
し
て
使
用
し
た
と
伝
わ
る
。

　

柳
園
塾
の
入
門
者
に
つ
い
て
は
、
九
州
以
外
で
は
東
京
、
横
浜
、
滋
賀
、
香
川
や
遠
く
朝
鮮

栄
山
浦
か
ら
も
入
塾
し
て
い
る
。
中
で
も
、
代
表
的
な
門
下
生
と
し
て
は
、
衆
議
院
議
員
に
十

回
当
選
し
、
筑
後
川
の
治
水
に
尽
力
し
た
佐
々
木
正
蔵
や
大
城
村
長
を
つ
と
め
、
当
域
の
養
蚕

業
の
振
興
を
行
っ
た
福
田
芳
太
郎
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。
昆
江
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
記
事
が
知
ら
れ
る
。

先
生
は
鍛
錬
又
鍛
錬
、
筋
骨
逞
し
き
偉
丈
夫
、
背
長
の
割
に
は
面
太
く
、
頭
は
斬
髪
の

常
に
長
く
、
貫
目
充
溢
、
一
歩
忽
か
せ
に
せ
ざ
る
底
の
堂
々
た
る
態
度
の
所
有
者
な
り

き
。
秋
霜
を
以
て
自
ら
律
し
、
春
風
を
以
て
人
に
接
し
、
威
あ
り
て
猛
か
ら
ず
、
親
む

べ
く
し
て
褻
る
べ
か
ら
ず
。
是
故
に
人
と
争
は
れ
ず
、
而
し
て
人
は
常
に
先
生
に
服
し



七
〇

た
り
。
そ
の
家
族
に
臨
ま
る
る
や
厳
厲
な
ら
ず
、
随
つ
て
叱
咤
の
聲
の
婢
僕
に
至
り
し

こ
と
絶
無
な
り
。
門
人
に
於
け
る
も
亦
然
り
（『
昆
江
井
上
先
生
』
二
三
頁
）

　　

明
治
維
新
後
の
昆
江
は
、明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
久
留
米
師
範
学
校
の
教
誨
と
な
る
が
、

同
時
に
「
柳
園
塾
」
を
維
持
す
る
た
め
、
同
一
〇
年
に
は
「
柳
園
塾
」
を
「
柳
園
学
校
」
と
改

称
し
て
私
立
中
学
校
へ
と
転
換
し
、
学
校
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
同
一
八
年
、
咸
宜
園
塾
主

が
廣
瀬
濠
田
（
貞
文
）
の
と
き
、
咸
宜
園
再
興
の
た
め
に
咸
宜
園
の
都
講
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

日
田
に
移
り
住
ん
で
塾
生
を
教
授
し
て
い
る
。「
柳
園
学
校
」
は
こ
の
頃
に
閉
校
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
日
田
で
教
授
し
た
の
は
短
期
間
で
翌
年
に
は
地
元
に
帰
っ
て
い
る
。
帰
郷
の

理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
帰
郷
は
病
の
た
め
と
さ
れ
る
一
方
で
、
昆
江
の
娘
た
ち
の
証

言
で
は
、「
帰
郷
後
、
大
病
を
患
っ
た
。」
と
の
記
述
も
伝
わ
り
判
然
と
し
な
い
。

◇
井
上 

昆
江
の
顕
彰
活
動

　

昆
江
は
明
治
二
一
年
、
六
二
歳
で
死
去
し
た
。
翌
年
五
月
に
は
、
昆
江
の
門
下
生
に
よ
っ
て

故
郷
の
御
井
郡
日
比
生
村
に
墓
碑
を
建
立
す
る
が
、
竿
石
正
面
に
は
「
昆
江
井
上
先
生
之
墓
」

と
刻
ま
れ
る
。
書
は
咸
宜
園
出
身
の
長
三
洲
に
よ
る
も
の
で
、
銘
の
側
に
は
「
友
人
長
炗
書
」

と
記
し
て
あ
る
。
ま
た
左
右
裏
の
碑
銘
は
同
じ
く
咸
宜
園
出
身
で
昆
江
の
門
人
で
も
あ
っ
た
谷

口
藍
田
の
撰
文
で
、
書
し
た
の
は
筑
前
の
井
上
蕉
園
な
る
人
物
で
あ
る
。

　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
一
〇
月
二
六
日
に
は
、
昆
江
の
門
下
生
に
よ
る
追
悼
会
が
善
導

寺
の
恵
照
院
で
執
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
五
日
に
は
『
昆
江

井
上
先
生
』
を
刊
行
し
、
同
年
八
月
一
六
日
に
は
昆
江
の
末
女
で
あ
る
宮
原
サ
メ
が
五
〇
年
忌

法
要
を
行
っ
て
い
る
。

【
井
上
昆
江
遺
稿
】

『
塞
責
詩
集
』、『
昆
江
漫
稿
』（
一
・
三
・
四
・
五
）、『
昆
江
詩
鈔
』、『
昆
江
遺
玉
』、

『
合
一
篇
』、『
民
権
論
憶
説
』

【
後
記
】

　

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
筑
紫
女
学
園
大
学
教
授 

時
里
奉
明
氏
に
資
料
の
提
供
な
ら
び

に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
井
上
昆
江
子
孫
の
中
島
昭
代
氏
や
、
永
野
健
康
氏
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
久
留
米
市
文
化
財
保
護
課 

本
田
岳
秋
氏
に
も
貴
重
な
情
報
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
註
】

（
１
）
年
譜
は
作
成
に
あ
た
っ
て
は
『
淡
窓
日
記
』、『
昆
江
井
上
先
生
』
を
参
考
に
し
た
。

（
２
）
超
遷
と
は
月
旦
表
に
お
け
る
飛
び
級
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
二
超
、
三
超
な
ど
の
例

が
あ
る
が
、
二
超
は
現
在
の
等
級
か
ら
三
等
級
先
に
進
む
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）『
淡
窓
日
記
』
に
は
、
当
時
、
八
級
上
に
在
席
す
る
萊
藏
、
麟
兮
、
栄
、
益
太
郎
の
四
名

に
対
し
て
、
同
時
に
権
舎
長
の
職
に
任
じ
て
い
る
。
こ
の
事
は
新
例
で
あ
り
、
詳
細
は

別
録
す
る
と
記
事
は
続
く
が
、
史
料
が
現
存
し
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
４
）『
淡
窓
日
記
』
で
は
こ
の
記
事
に
続
い
て
「
新
例
」
と
あ
る
。

（
５
）『
北
野
町
史
誌
』
四
八
三
～
四
八
四
頁
掲
載
。

（
６
）『
北
野
町
史
誌
』
四
八
五
頁
掲
載
。
た
だ
し
、『
ふ
る
さ
と
大
城
』
七
九
頁
に
は
閉
塾
は

明
治
二
一
年
の
昆
江
の
死
去
に
伴
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）『
昆
江
井
上
先
生
』
一
四
七
頁
に
咸
宜
園
を
去
る
前
に
詠
ん
だ
「
留
別
宜
園
諸
子　

此
日

初
雨
夕
晴　

大
会
于
西
教
寺　

三
十
九
名
二
首
」
が
あ
る
。

（
８
）「
一
歳
要
事
」
と
は
淡
窓
が
日
記
の
な
か
で
一
年
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
と
め
た
記
事

の
こ
と
で
あ
る
。

（
９
）『
淡
窓
日
記
』
に
は
三
郎
、
栄
、
麟
兮
、
瀧
治
、
顕
藏
の
五
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

廣
瀬
淡
窓
「
淡
窓
日
記
」『
増
補
淡
窓
全
集
』
上
巻
（
思
文
閣
、
一
九
二
五
）

倉
富
了
一
『
昆
江
井
上
先
生
』（
秋
松
活
版
所
、
一
九
三
七
）

『
大
城
村
郷
土
読
本
』（
大
城
村
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
）

平
野
彦
次
郎
『
福
岡
縣
三
井
郡
方
言
私
考
』（
野
口
一
郎
、
一
九
七
二
）

井
上
義
巳
『
福
岡
県
の
教
育
史
』（
思
文
閣
、
一
九
八
四
）

『
北
野
町
史
誌
』（
北
野
町
史
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
一
）

『
ふ
る
さ
と
大
城
』
久
留
米
市
立
大
城
小
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
〔
別
巻
史
料
集
〕（
大

城
小
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
四
）

時
里
奉
明
「
筑
後
国
『
三
井
郡
』」
の
明
治
維
新
―
柳
園
塾
の
遺
産
―　

筑
後
地
区
研
究
集
会

二
『
地
方
史
ふ
く
お
か
』
一
六
五
号
（
福
岡
県
地
方
史
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
九
）
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井上昆江（栄） の入門記事（『淡窓日記』より）井上家墓所（全景）

井上昆江墓　銘「友人長炗書」

大城小学校校歌には塾名の「柳園」がみえる
（大城小学校蔵）

井上昆江墓（背面には昆江の室と後室２名の墓がある）

井上昆江宅跡・柳園塾推定地（墓所南側）



七
二

教
育
遺
産
を
歩
く
（
二
）

３
．
水
哉
園
（
す
い
さ
い
え
ん
）

　
　
「
仏
山
塾
跡
」
福
岡
県
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

【
は
じ
め
に
】

　

福
岡
県
行
橋
市
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
儒
者
、
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し

た
村
上
仏
山
（
一
八
一
〇
～
一
八
七
九
）
の
私
塾
「
水
哉
園
（
通
称
は
仏
山
塾
）」
が
あ
っ
た
。

　

天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
、
仏
山
は
二
六
歳
の
と
き
に
地
元
の
上
稗
田
の
地
に
私
塾
「
水
哉

園
」を
開
設
し
、漢
学
を
教
授
し
た
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た
塾
生
は
三
千
人
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、

現
在
も
一
千
名
を
超
え
る
門
人
た
ち
の
記
録
「
入
門
姓
名
録
」
が
残
っ
て
い
る
。
塾
名
に
あ
る

「
水
哉
」
と
は
『
孟
子
』
の
中
の
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
で
、「
水
の
流
れ
に
源
が
あ
る

よ
う
に
、
学
問
も
根
本
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

仏
山
は
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
、
享
年
七
〇
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
が
、
塾
は
養
嗣
子

の
静
窓
に
引
き
継
が
れ
て
同
一
七
年
ま
で
五
〇
年
間
続
い
た
。

　
「
水
哉
園
」
は
、
咸
宜
園
出
身
の
恒
遠
醒
窓
が
主
宰
し
た
「
蔵
春
園
」
と
並
ん
で
、
幕
末
維

新
期
の
豊
前
地
域
に
存
し
た
北
部
九
州
を
代
表
す
る
私
塾
で
あ
っ
た
。

現
在
、
塾
跡
は
「
仏
山
塾
（
水
哉
園
）
跡
」
と
し
て
福
岡
県
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に
な
っ
て

い
る
ほ
か
、「
入
門
姓
名
録
」
を
始
め
と
す
る
関
係
資
料
は
「
仏
山
塾
関
連
資
料
」
と
し
て
同

じ
く
有
形
の
福
岡
県
指
定
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　【

沿
革
・
概
要
】

　

仏
山
は
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
一
〇
月
二
五
日
に
豊
前
国
京
都
郡
上
稗
田
村
の
郷
士
・

村
上
盛
之
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
健
平
。
諱
は
剛
。
兄
の
義
暁
（
彦
九
郎
）
は
新

津
手
永
の
大
庄
屋
と
し
て
、
弟
の
貴
之
（
半
六
）
は
稗
田
村
の
庄
屋
を
務
め
て
い
る
。
父
・
盛

之
は
仏
山
二
一
歳
の
と
き
に
死
別
し
、
仏
山
は
母
・
お
民
を
生
涯
に
わ
た
り
支
え
た
。
仏
山
の

学
問
の
始
め
は
九
歳
の
頃
、
津
積
村
大
島
八
幡
宮
の
定
村
直
榮
に
師
事
し
、
そ
の
後
は
一
五
歳

で
筑
前
秋
月
の
原
古
処
の
塾
に
入
門
し
た
。
ま
た
、
そ
の
長
子
・
白
圭
に
も
学
ん
だ
ほ
か
、
京

師
の
貫
名
海
屋
や
筑
前
の
亀
井
昭
陽
な
ど
に
も
師
事
し
た
。

　
「
仏
山
」の
号
は
、天
保
三
年（
二
三
歳
）の
頃
か
ら
使
用
し
始
め
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
私
塾「
水

哉
園
」
の
開
塾
は
還
暦
を
迎
え
た
母
の
薦
め
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。

　

水
哉
園
出
身
で
旧
制
の
豊
津
中
学
校
の
教
師
（
図
画
）
を
務
め
た
山
田
季
造
が
当
時
の
塾
の

様
子
を
「
水
哉
園
旧
景
図
」
と
し
て
描
い
て
い
る
。
塾
の
前
に
は
長
峡
川
が
流
れ
、
川
沿
い
の

通
り
に
面
し
て
構
え
た
門
を
入
る
と
、
菜
園
が
広
が
る
正
面
に
鍵
屋
形
式
の
仏
山
の
居
宅
が
あ

る
。
門
の
二
階
は
「
金
波
楼
」
と
呼
ば
れ
仏
山
の
高
弟
諸
兄
が
居
住
し
た
。
ま
た
、
門
の
右
側

に
接
続
す
る
建
物
は
塾
生
ら
の
食
堂
や
寮
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
敷
地
中
央
の
右
側
に

は
教
場
と
さ
れ
る
草
葺
き
の
建
物
が
二
棟
並
列
し
て
建
っ
て
い
た
。

　

敷
地
内
に
当
時
の
建
物
は
現
存
し
な
い
が
、
主
屋
は
以
前
の
鍵
屋
形
式
と
そ
の
間
取
り
を
踏

襲
し
て
建
築
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
周
囲
の
景
観
も
絵
図
な
ど
に
見
ら
れ
る
景
色
を
十
分
に
留
め

て
い
る
。
現
在
は
、
仏
山
堂
日
記
な
ど
貴
重
な
史
料
を
保
管
す
る
「
仏
山
堂
文
庫
」
が
新
た
に

建
築
さ
れ
て
い
る
。

　

仏
山
の
代
表
作
に
『
佛
山
堂
詩
鈔
（
全
四
編
）』
が
あ
る
が
、
第
一
編
に
は
篠
崎
小
竹
の
序

や
梁
川
星
巖
、
廣
瀬
淡
窓
な
ど
当
世
の
著
名
な
詩
人
が
文
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
水
哉
園
と

咸
宜
園
の
関
係
に
つ
い
て
、
仏
山
の
詩
鈔
が
一
時
咸
宜
園
で
の
教
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と

や
仏
山
の
門
弟
が
咸
宜
園
に
遊
学
し
た
こ
と
な
ど
、
双
方
の
塾
に
は
深
い
交
流
が
あ
っ
た
。

【
水
哉
園
の
教
育
】

　

水
哉
園
の
教
育
は
廣
瀬
淡
窓
が
主
宰
し
た
咸
宜
園
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
仏

山
は
全
寮
制
で
厳
し
い
塾
則
を
整
備
し
、試
験
に
よ
る
進
級
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
ま
た
、

そ
の
教
育
内
容
は
咸
宜
園
と
同
様
に
詩
文
に
そ
の
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
佛
山
の
日
記
な

ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
仏
山
は
「
水
哉
」
の
意
義
を
「
水
哉
園
詩
示
門
生
」（『
佛
山
堂
詩
鈔

第
二
編 

風
』
所
収
）
に
詠
ん
で
勧
学
の
精
神
と
し
て
い
る
が
、
淡
窓
の
代
表
的
な
漢
詩
「
桂

林
荘
雑
詠
示
諸
生
」
と
類
似
し
た
題
は
興
味
深
い
。

　

水
哉
園
の
塾
生
は
、
毎
月
末
に
実
施
さ
れ
る
詩
文
の
解
釈
や
数
人
で
行
う
輪
読
な
ど
の
試
験

に
よ
っ
て
進
級
し
、
そ
の
成
績
は
「
席
序
」
表
と
し
て
毎
月
作
成
さ
れ
た
。
等
級
は
上
級
・
中

級
・
下
級
に
大
別
し
、
さ
ら
に
級
毎
に
上
中
下
を
設
け
る
な
ど
全
九
級
制
と
し
た
。
表
の
中
に

は
塾
内
で
の
役
職
（
都
講
、
塾
長
、
塾
監
等
）
が
名
前
の
側
に
記
載
さ
れ
る
な
ど
咸
宜
園
の
月

旦
評
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
山
の
交
友
関
係
は
広
く
、
咸
宜
園
の
歴
代
塾
主
や
豊

前
出
身
の
咸
宜
園
門
下
生
な
ど
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
咸
宜
園
教
育
の
影
響
を
受
け
た
の

で
あ
ろ
う
。
後
に
、
友
石
孝
之
は
水
哉
園
の
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
水
哉
園
で
は
、
知
恵

よ
り
も
先
ず
道
義
を
教
え
、
理
屈
よ
り
も
先
ず
実
践
を
尊
重
さ
せ
た
。」
と
語
っ
て
い
る
。



七
三

　

水
哉
園
で
は
、
毎
月
朔
日
に
全
生
徒
が
仏
山
に
拝
礼
す
る
こ
と
、
ま
た
一
五
日
は
全
員
で
塾

舎
の
大
掃
除
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
他
、
仏
山
の
日
記
か
ら
は
年
中
行
事
に
関
す

る
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
特
に
神
事
・
祭
事
・
詩
会
・
吟
行
な
ど
が
多
く
、
星
会
（
観
察

会
）
や
蛍
を
観
賞
す
る
会
な
ど
も
あ
っ
た
。
仏
山
と
塾
生
た
ち
が
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
学
問

に
取
り
組
む
様
子
が
具
に
感
じ
ら
れ
、
自
由
で
開
放
的
な
塾
風
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

【
水
哉
園
出
身
の
門
下
生
】

　

現
在
、
水
哉
園
に
は
天
保
五
年
か
ら
明
治
一
七
年
ま
で
の
「
入
門
姓
名
録
」
が
あ
る
。
記
載

さ
れ
る
門
下
生
の
数
は
一
二
六
三
名
に
上
り
、
そ
の
内
、
地
元
の
豊
前
国
出
身
者
は
九
一
九
名

で
、
次
に
長
門
国
の
九
九
名
、
筑
前
国
か
ら
は
九
七
名
が
学
ん
で
い
た
。
一
時
的
な
通
塾
生
も

含
め
る
と
約
三
千
名
の
門
下
生
が
学
ん
だ
と
さ
れ
、
明
治
初
期
に
隆
盛
を
極
め
た
。

　

水
哉
園
で
学
ん
だ
出
身
者
に
は
、
明
治
時
代
に
政
治
家
や
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
末
松
謙
澄

や
安
広
伴
一
郎
、
吉
田
増
蔵
（
学
軒
）
を
始
め
と
し
て
、
狭
間
畏
三
や
守
田
蓑
洲
、
杉
山
貞
な

ど
地
域
で
活
躍
し
た
人
材
を
数
多
く
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。

◆
守
田
蓑
洲
（
大
庄
屋
・
福
岡
県
議
会
議
員
）
一
八
二
四
～
一
九
一
〇

　

豊
前
仲
津
郡
沓
尾
村
の
大
庄
屋
に
生
ま
れ
た
。
水
哉
園
で
は
初
代
塾
長
を
務
め
、
新
田
開
拓

や
村
内
の
育
英
小
学
校
へ
の
援
助
な
ど
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

現
在
、「
守
田
蓑
洲
旧
居
」
は
行
橋
市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
と
な
っ
て
い
る
。

◆
末
松
謙
澄
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
）
一
八
五
五
～
一
九
二
〇

　

豊
前
前
田
村
の
大
庄
屋
に
生
ま
れ
る
。
仏
山
に
学
ん
だ
後
、
上
京
し
て
東
京
日
日
新
聞
に
入

社
し
た
。
多
才
多
能
の
巨
人
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
も
逓
信
大
臣
や
内
務
大
臣
等
を
歴

任
。
そ
の
他
、
維
新
資
料
「
防
長
回
天
史
」
の
編
纂
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
在
学
中
に
「
源
氏

物
語
」
を
最
初
に
英
訳
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

◆
安
広
伴
一
郎
（
官
僚
）
一
八
五
九
～
一
九
五
一

　

行
橋
出
身
。
山
県
有
朋
の
知
遇
を
得
て
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
長
官
や
法
制
局
長
官
、
枢
密
顧

問
官
な
ど
を
歴
任
。
南
満
州
鉄
道
社
長
（
総
裁
）
に
も
就
任
し
た
。

◆
吉
田
学
軒
（
漢
学
者
・
官
僚
）
一
八
六
六
～
一
九
四
一

　

学
軒
は
仏
山
と
そ
の
後
継
者
で
あ
る
静
窓
の
薫
陶
を
受
け
た
。
そ
の
後
は
米
国
留
学
を
経
験

し
、
咸
宜
園
出
身
の
堤
正
勝
や
谷
口
藍
田
に
も
学
ん
だ
。
森
鴎
外
と
は
親
交
が
あ
り
、「
鷗
外

日
記
」
の
代
筆
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
昭
和
」
の
元
号
の
創
案
者
。

　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
村
上
良
春
様
な
ら
び
に
城
戸
淳
一
様
に
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
福
岡
県
の
教
育
史
』（
思
文
閣
出
版
一
九
八
四
）

行
橋
市
歴
史
資
料
館
編
『
平
成
二
二
年
度
特
別
展
「
生
誕
二
百
年
記
念　

村
上
佛
山
」』
展
示

図
録
（
行
橋
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
〇
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
平
成
二
五
年
度
特
別
展
（
秋
季
企
画
展
）「
九
州
の
私
塾
と

教
育
～
咸
宜
園
と
そ
の
周
辺
～
」』
展
示
解
説
書
（
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
三
）　

【
関
連
図
書
】

友
石
孝
之
『
村
上
佛
山　

あ
る
偉
人
の
生
涯
』（
美
夜
古
文
化
懇
話
会
一
九
五
五
）

古
賀
武
夫
『
村
上
佛
山
を
巡
る
人
　々

幕
末
豊
前
の
農
村
社
会
』（
一
九
九
〇
）

行
橋
市
教
育
委
員
会
『
郷
土
に
生
き
た
偉
人　

村
上
佛
山
展
』
図
録
（
一
九
九
九
）

行
橋
市
教
育
委
員
会
・（
財
）
行
橋
市
文
化
振
興
公
社
『
企
画
展
「
第
九
回　

行
橋
の
先
達
の

書
画
展
‐
村
上
佛
山
を
巡
る
人
々
‐
」』
図
録
（
二
〇
〇
七
）

伊
東
尾
四
郎
『
京
都
郡
誌
』（
一
九
一
九
）

山
崎
有
信
『
豊
前
人
物
志
』（
国
書
刊
行
会
一
九
二
四
）

行
橋
市
教
育
委
員
会
・（
財
）
行
橋
市
文
化
振
興
公
社
『
特
別
展
「
明
治
の
元
勲
を
感
動
さ
せ

た
男　

守
田
蓑
洲
」』
図
録
（
二
〇
〇
九
）

【
交
通
ア
ク
セ
ス
】

　

〒
８
２
４
─

０
０
５
５　

福
岡
県
行
橋
市
上
稗
田
５
５
３

　

電
話　

０
９
３
０
（
２
５
）
１
１
１
１
（
行
橋
市
教
育
委
員
会
文
化
課
）

　

駐
車
場　

無

　

見
学
希
望
の
場
合
は
事
前
連
絡
が
必
要

　

Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
か
ら
バ
ス
で
15
分



七
四

詩人邨之図（『佛山堂詩鈔』第三編より）

「水哉園南画」（水哉園部分）

水哉園遠景（手前は長峡川）
「水哉園南画」帆足杏雨画

（杏雨は咸宜園出身）

水哉園旧景図（山田季造作）
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五

水哉園旧宅

仏山先生木製坐像

扁額「佛山堂」( 貫名海屋書 )

入門姓名録

水哉園席序（個人蔵）

拓影「佛山先生墓」 墓碑「佛山先生墓」（生前墓）

仏山堂文庫



七
六

教
育
遺
産
を
歩
く
（
二
）

４
．
青
谿
書
院
（
せ
い
け
い
し
ょ
い
ん
）　

　
　

兵
庫
県
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

【
は
じ
め
に
】

　

兵
庫
県
養
父
市
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
儒
学
者
の
池
田
草
庵
が
開

い
た
漢
学
塾
「
青
谿
書
院
」
が
あ
っ
た
。

　

池
田
草
庵
は
「
但
馬
聖
人
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
、
近
代
日
本
の
基
礎
を
築
い
た
政
治
家
や

教
育
者
な
ど
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
教
育
者
で
も
あ
っ
た
。

　

天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
、
三
〇
歳
で
帰
郷
し
た
草
庵
は
、
初
め
但
馬
国
八
鹿
村
で
「
立

誠
舎
」
と
名
付
け
た
塾
を
開
い
た
が
、
そ
の
後
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
は
宿
南
村
（
現

在
地
）
に
塾
を
移
し
て
「
青
谿
書
院
」
と
し
た
。
明
治
一
一
年
、
六
六
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に

草
庵
に
学
ん
だ
門
下
生
は
全
国
三
〇
カ
国
か
ら
六
七
三
人
を
数
え
る
。
現
在
は
宿
舎
と
講
堂
を

兼
ね
た
木
造
茅
葺
二
階
建
の
主
屋
や
納
屋
、
便
所
な
ど
往
時
を
し
の
ぶ
建
物
が
良
好
に
残
る
。

　

主
屋
の
二
階
は
生
徒
の
宿
舎
に
利
用
し
た
と
さ
れ
、
一
階
の
奥
に
あ
る
六
畳
間
は
草
庵
の
居

室
と
し
て
、
ま
た
手
前
の
八
畳
二
間
は
客
間
と
講
堂
を
兼
ね
て
い
た
。

　

青
谿
書
院
は
、
草
庵
の
死
後
、
ま
も
な
く
閉
塾
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
精
神
を
継
い
だ
門

弟
ら
が
中
心
と
な
っ
て
八
鹿
の
地
に
「
山
陰
義
塾
」
が
開
か
れ
、
明
治
二
八
年
ま
で
継
続
し
て

い
る
。
そ
の
後
も
八
鹿
に
は
明
治
三
〇
年
に
県
立
蚕
業
学
校
が
設
立
さ
れ
、
現
在
の
県
立
八
鹿

高
等
学
校
や
同
但
馬
農
業
高
等
学
校
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
二
年
に
統
合
し

て
新
た
に
生
ま
れ
た
学
校
に
は
「
八
鹿
青
渓
中
学
校
」
と
塾
名
を
採
用
し
て
い
る
。

　

青
谿
書
院
の
所
在
地
は
養
父
市
八
鹿
町
宿
南
に
あ
る
が
、
市
街
地
中
心
の
八
鹿
駅
か
ら
直
線

で
約
四
㎞
の
場
所
で
あ
り
、
豊
岡
方
面
に
向
か
う
山
陰
本
線
の
西
側
で
狭
隘
な
谷
部
の
閑
か
な

農
村
部
に
位
置
す
る
。
昭
和
四
十
五
年
に
は
、兵
庫
県
指
定
文
化
財
（
記
念
物
・
史
跡
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　

【
池
田
草
庵
と
青
谿
書
院
】

　

池
田
草
庵
は
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
、
宿
南
村
の
農
家
、
七
代
池
田
孫
左
衛
門
の
三

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
歌
蔵
、
通
称
は
禎
蔵
で
名
を
緝
、
字
は
子
敬
、
号
を
草
庵
と
し

た
。
一
〇
歳
の
と
き
母
親
を
、
そ
の
二
年
後
に
は
父
を
亡
く
し
た
た
め
、
一
二
歳
で
広
谷
村
の

満
福
寺
に
出
家
し
た
。
そ
の
後
、
広
谷
村
の
大
橋
惣
右
衛
門
宅
に
寄
寓
し
て
い
た
京
都
の
儒
学

者
、
相
馬
九
方
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
が
後
の
草
庵
の
人
生
に
大
き
く
影
響
し
た
。
草
庵
一
八

歳
の
時
、
帰
京
す
る
相
馬
九
方
の
後
を
追
っ
て
、
京
都
で
本
格
的
な
学
問
の
道
を
歩
み
始
め
て

い
る
。京
都
で
は
学
問
の
修
得
だ
け
で
な
く
、生
涯
の
友
と
な
る
春
日
潜
庵
と
の
出
会
い
も
あ
っ

た
。
天
保
一
一
年
八
月
、
最
初
の
塾
を
京
都
一
条
烏
丸
西
で
二
七
歳
の
時
に
開
い
て
い
る
。

　

開
塾
か
ら
三
年
後
の
天
保
一
四
年
、
か
ね
て
よ
り
地
元
の
郷
党
か
ら
開
塾
し
て
欲
し
い
と
勧

め
ら
れ
て
い
た
が
、
帰
郷
を
決
意
し
た
草
庵
は
八
鹿
村
で
私
塾
「
立
誠
舎
」
を
開
い
た
。
立
誠

舎
は
八
鹿
村
の
西
村
潜
堂
が
心
学
を
教
え
て
い
た
塾
名
の
こ
と
で
あ
る
が
、
草
庵
は
そ
の
呼
称

を
受
け
継
ぎ
塾
名
と
し
た
。
青
谿
書
院
に
移
る
ま
で
の
約
四
年
間
に
六
二
名
が
入
門
し
て
い

る
。
現
在
、「
立
誠
舎
」は
但
馬
地
方
で
は
最
も
歴
史
あ
る
学
校
建
築
と
し
て
適
切
に
保
存
さ
れ
、

地
域
の
交
流
と
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

立
誠
舎
の
開
塾
か
ら
四
年
が
経
過
し
た
弘
化
四
年
、
草
庵
は
地
元
の
宿
南
村
に
塾
を
移
し
て

新
た
に
「
青
谿
書
院
」
と
名
付
け
た
。
当
時
、
諸
国
に
遍
く
存
在
し
た
私
塾
（
学
問
所
）
の
多

く
は
漢
学
塾
で
あ
っ
た
た
め
、
塾
名
は
中
国
の
漢
籍
を
出
典
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
草
庵
は
土
地
の
名
前
か
ら
塾
名
を
採
用
し
て
い
る
。
青
谿
書
院
は
、
宿
南
村
の
上
流
に
あ

る
青
山
村
か
ら
流
れ
出
る
青
山
川
を
堺
に
し
て
、
右
岸
は
書
院
の
あ
る
源
氏
山
、
反
対
側
に
は

夜
気
山
と
呼
ぶ
小
高
い
山
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
狭
隘
な
谷
に
流
れ
る
青
山
川
の
名
称
と
そ
の

景
観
か
ら
「
青
谿
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
塾
舎
は
源
氏
山
の
麓
の
斜
面
を
切
り
出
し
た
平

場
に
配
置
し
、
谷
を
挟
ん
だ
夜
気
山
に
は
草
庵
の
墓
所
が
あ
る
。

　

故
郷
で
開
塾
し
た
草
庵
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
が
、
諸
国
の
文

人
と
の
交
流
は
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。
特
に
林
良
斎
や
近
藤
篤
山
、
山
田
方
谷
な
ど
と
は
関
係

が
深
く
、
江
戸
で
は
幕
府
儒
官
の
佐
藤
一
斎
に
学
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
塾
の
外
で
は

豊
岡
藩
や
出
石
藩
、
福
知
山
藩
な
ど
の
藩
校
で
講
義
を
し
た
。

　

草
庵
の
著
書
は
、『
中
庸
略
解
』
や
『
肄
業
餘
稿
』
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
生
前
に
出
版
さ

れ
た
の
は
中
国
の
『
大
学
』
を
解
釈
し
た
『
古
本
大
学
略
解
』（
明
治
五
年
刊
）
だ
け
で
あ
る
。

池田草庵肖像画



七
七

【
池
田
草
庵
の
思
想
と
教
育
】

　

草
庵
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、「
慎
独
」
と
「
静
坐
」
の
二
つ
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
草
庵
の
学
問
は
、
朱
子
学
と
陽
明
学
を
合
一
し
た
も
の
で
、『
大
学
』
や
『
中
庸
』

な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
「
慎
独
」
の
精
神
を
重
ん
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
自
分
が
独
り
で
い
る

と
き
で
も
、心
を
正
し
く
持
ち
、自
分
に
恥
じ
な
い
行
動
を
す
る
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
慎

独
」
は
、
中
江
藤
樹
や
大
塩
平
八
郎
な
ど
も
大
切
に
し
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
面

や
学
習
面
に
お
い
て
は
「
静
坐
」
の
実
践
を
最
も
肝
要
な
も
の
と
し
た
。

　

草
庵
の
著
書
『
肄
業
餘
稿
』
は
、
草
庵
が
青
谿
書
院
で
実
践
し
た
講
義
や
講
話
の
記
録
で
あ

る
。
序
文
に
は
、
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
月
に
一
、二
度
、
自
ら
が
思
い

つ
く
ま
ま
に
話
し
た
内
容
を
課
題
と
し
て
塾
生
に
漢
文
で
書
か
せ
、
文
章
の
出
来
を
指
導
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
か
ら
草
庵
が
没
す
る
一
年
前
の
明
治

一
〇
（
一
八
七
七
）
年
ま
で
の
内
容
を
凡
そ
年
代
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
全
四
九
〇
条
か
ら

な
る
。
中
に
は
、「
理
想
は
高
く
持
ち
、
学
問
は
身
近
に
役
立
つ
事
を
重
ん
じ
る
」（
一
九
条
）、

「
学
問
を
す
る
者
は
日
常
の
営
み
や
肉
体
労
働
を
い
や
が
っ
て
は
い
け
な
い
」（
九
三
条
）、「
人

間
が
草
木
と
同
じ
よ
う
に
朽
ち
て
し
ま
わ
な
い
そ
の
わ
け
は
、
徳
の
備
わ
っ
た
り
っ
ぱ
な
人
間

と
な
り
、そ
の
り
っ
ぱ
さ
が
世
に
た
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
点
で
あ
る
」（
二
一
一
条
）
な
ど
、

徳
行
に
関
す
る
内
容
も
含
ま
れ
、
草
庵
に
よ
る
教
育
実
践
が
門
下
生
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
地
域

領
民
に
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
さ
ま
を
門
下
生
の
木
築
秀
次
な
ど
が
後
に
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
草
庵
の
建
学
の
理
念
は
「
青
谿
書
院
記
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
青
谿
の
景
勝
を
真

に
永
遠
な
ら
し
め
た
る
た
め
に
は
、
自
ら
が
古
人
に
恥
じ
な
い
と
こ
ろ
の
百
世
の
師
と
な
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
の
自
戒
が
込
め
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
。
明
治
一
一
年
、
草
庵
が
六
六
歳
で
逝
去

す
る
と
、
門
弟
を
代
表
し
て
斉
藤
哲
太
郎
や
池
口
右
衛
門
ら
が
「
青
谿
書
院
記
碑
」
の
建
立
を

企
て
た
。
草
庵
が
作
っ
た
「
青
谿
書
院
記
」
を
碑
銘
と
す
る
た
め
、
書
を
依
頼
し
た
人
物
は
豊

後
の
私
塾
咸
宜
園
出
身
の
長
三
洲
（
豊
後
国
日
田
の
人
）
で
あ
っ
た
。
三
洲
は
、
維
新
後
に
文

部
官
僚
と
な
っ
て
、「
学
制
」
創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
漢
学
者
や
書

家
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
が
、草
庵
と
直
接
交
流
し
た
記
録
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。

幕
末
に
は
長
州
藩
に
属
し
て
奇
兵
隊
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
草
庵
門
下
の
北
垣
国
道

や
原
六
郎
な
ど
と
関
係
の
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。あ
る
い
は
青
谿
書
院
出
身
の
久
保
田
譲（
旧

豊
岡
藩
士
）
と
は
文
部
省
創
設
期
か
ら
の
同
僚
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
な
ど
を
通
じ
て
依
頼

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
碑
は
明
治
一
三
年
九
月
に
建
立
さ
れ
た
。　

　

青
谿
書
院
に
関
係
す
る
歴
史
資
料
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
草
庵
三
五
歳
か
ら
三
二
年

間
に
わ
た
り
綴
っ
た
日
記
『
山
窓
功
課
』
は
、
書
院
の
歴
史
そ
の
も
の
と
も
言
え
、
塾
生
た
ち

と
過
ご
し
た
日
々
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
草
庵
の
著
作
で
あ
る
『
古
本
大

学
略
解
』『
肄
業
餘
稿
』『
読
易
録
』
な
ど
の
自
筆
本
八
〇
冊
を
含
む
一
三
一
冊
や
大
橋
訥
庵
や

春
日
潜
庵
な
ど
、
多
く
の
学
友
と
交
わ
し
た
書
簡
な
ど
の
一
一
五
三
点
は
「
青
谿
書
院
蔵
書
」

と
し
て
兵
庫
県
指
定
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
に
な
っ
て
い
る
。　

【
青
谿
書
院
・
池
田
草
庵
の
門
下
生
】

　

現
在
、
青
谿
書
院
に
は
立
誠
舎
時
代
の
も
の
も
含
め
て
「
門
人
簿
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

名
簿
上
で
は
立
誠
舎
は
六
二
名
、
青
谿
書
院
に
は
六
一
一
名
の
記
録
が
あ
る
。
草
庵
に
師
事
し

た
門
人
は
但
馬
地
方
を
中
心
に
全
国
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
多
く
は
地
元
の
農
家
の
青
少

年
で
あ
っ
た
。
幕
末
に
は
、
志
士
と
し
て
活
躍
し
た
も
の
も
多
く
、
維
新
後
は
政
治
家
や
教
育

者
、
実
業
家
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
多
く
の
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。

◆
北
垣
国
道　
（
一
八
三
六
～
一
九
一
六
）

京
都
府
知
事
。
男
爵
。
養
父
市
能
座
に
生
ま
れ
、
七
歳
で
青
谿
書
院
に
入
門
し
た
。
二
七
歳

の
時
、「
生
野
の
変
」（
生
野
義
挙
）
で
は
草
庵
の
反
対
を
お
し
き
っ
て
、
門
人
の
原
六
郎
・

西
村
哲
二
郎
と
と
も
に
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
長
州
藩
に
逃
げ
て
、
倒
幕
軍
に
加
わ
っ
て
活

躍
し
た
。
坂
本
龍
馬
や
勝
海
舟
な
ど
と
交
流
が
あ
っ
た
。
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
鳥
取

藩
士
と
な
っ
た
後
、
同
一
四
年
京
都
府
知
事
に
就
任
し
た
。
業
績
と
し
て
は
、
同
二
三
年
に

完
成
を
見
た
「
琵
琶
湖
疏
水
」
で
あ
る
。
同
二
五
年
に
は
北
海
道
庁
長
官
に
転
じ
た
。

◆
原　

六
郎　
（
一
八
四
二
～
一
九
三
三
）

日
本
金
融
界
の
基
礎
を
築
い
た
銀
行
家
。
朝
来
市
佐
嚢
佐
中
の
生
ま
れ
。
青
谿
書
院
で
は
九

年
間
学
び
、
二
一
歳
で
退
塾
し
て
「
生
野
の
変
」
に
参
加
し
た
。
挙
兵
失
敗
の
後
も
長
州
藩

に
属
し
て
倒
幕
を
目
指
し
た
。
明
治
四
年
に
鳥
取
藩
士
に
な
る
と
、
藩
を
代
表
し
て
米
国
へ

派
遣
。
そ
の
後
も
自
費
で
留
ま
っ
て
エ
ー
ル
大
学
で
勉
強
し
た
ほ
か
、
渡
英
し
て
経
済
学
や

社
会
学
を
修
め
た
。
帰
国
後
は
鳥
取
に
第
百
国
立
銀
行
を
設
立
し
た
ほ
か
、
横
浜
正
金
銀
行

（
東
京
銀
行
の
前
身
）
の
再
建
に
貢
献
し
た
。
山
陽
鉄
道
会
社
、
播
但
鉄
道
会
社
、
北
海
道

鉄
道
会
社
、
東
武
鉄
道
な
ど
鉄
道
事
業
に
も
尽
力
し
た
。

◆
浜
尾　

新　
（
一
八
四
九
～
一
九
二
五
）

東
京
大
学
総
長
を
務
め
た
教
育
家
、
文
部
大
臣
。
子
爵
。
豊
岡
藩
江
戸
屋
敷
の
生
ま
れ
。



七
八

一
三
歳
で
豊
岡
藩
校
の
稽
古
堂
で
池
田
草
庵
に
学
ん
だ
。
明
治
二
年
、
藩
費
遊
学
生
に
選
ば

れ
て
上
京
。同
六
年
に
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
。帰
国
後
、東
京
開
成
学
校
の
副
校
長
と
な
っ
た
。

同
一
○
年
に
は
、
校
長
の
加
藤
弘
之
（
出
石
藩
出
身
）
と
協
力
し
て
東
京
大
学
の
開
校
に
関

わ
り
、
そ
の
後
、
総
長
を
二
度
務
め
、
そ
の
在
任
期
間
は
一
一
年
四
か
月
に
及
ん
だ
。
ま
た
、

東
宮
太
夫
と
し
て
昭
和
天
皇
の
教
育
係
や
枢
密
院
議
長
に
も
就
任
し
た
。

◆
河
本
重
次
郎　
（
一
八
五
九
～
一
九
三
八
）

日
本
近
代
眼
科
の
父
、
東
京
大
学
医
学
部
教
授
。
豊
岡
の
生
ま
れ
。
豊
岡
藩
の
藩
校
稽
古
堂

で
池
田
草
庵
に
学
ん
だ
。
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
後
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
へ
と
進
み
、
同

級
生
に
は
北
里
柴
三
郎
が
い
た
。
そ
の
後
、
同
大
医
学
部
外
科
学
教
室
の
助
手
と
な
り
、
明

治
一
八
年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
後
、
同
大
眼
科
学
教
室
主
任
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
日
本

の
眼
科
を
先
進
国
の
水
準
に
近
づ
け
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
現
在
も
「
日
本
近
代
眼
科
の

父
」
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

　

草
庵
の
没
後
、
門
人
た
ち
は
「
青
谿
書
院
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
八
鹿
村
に
私
塾
「
山
陰

義
塾
」
を
開
い
た
。
招
聘
さ
れ
た
初
代
塾
長
の
北
村
寛
愨
や
二
代
目
の
塾
長
・
斎
藤
哲
太
郎
も

草
庵
の
門
弟
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
私
塾
「
味
道
館
」
を
開
い
た
森
周
一
郎
や
「
自
成
軒
」
の

主
宰
者
・
安
積
理
一
郎
、
ま
た
「
宝
林
義
塾
」
を
主
宰
し
た
久
保
田
精
一
な
ど
、
青
谿
書
院
か

ら
は
近
代
の
教
育
環
境
を
整
備
し
た
教
育
者
を
多
く
輩
出
し
た
。

　

最
後
に
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
養
父
市
教
育
委
員
会
よ
り
写
真
画
像
の
提
供

を
受
け
た
ほ
か
、
池
田
哲
二
様
・
千
晶
様
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

米
田
啓
祐
『
池
田
草
庵
先
生
の
こ
と
ば
「
肄
業
餘
稿
」
を
読
む
』（
一
九
八
九
）

八
鹿
町
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
第
四
集
『
八
鹿
の
文
化
財
』（
八
鹿
町
教
育
委
員
会
一
九
九
一
）

鈴
木
正
幸
・
布
川
清
司
・
藤
井
譲
治
『
兵
庫
県
の
教
育
史
』（
思
文
閣
出
版
一
九
九
四
）

八
鹿
町
教
育
委
員
会
編
『
青
谿
書
院
ル
ネ
サ
ン
ス
』（
八
鹿
町
一
九
九
五
）

養
父
市
教
育
委
員
会
編
『
草
庵
先
生
と
青
谿
書
院
』（
養
父
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
）

木
南
卓
一
『
林
良
斎
・
池
田
草
庵
の
往
復
書
簡
』（
二
〇
一
二
）

米
田
啓
祐
『
草
庵
百
話　

池
田
草
庵
『
肄
業
餘
稿
』
よ
り
』（
二
〇
一
三
）

【
関
連
図
書
】

『
近
世
後
期
儒
家
集
』
日
本
思
想
大
系
四
七
（
岩
波
書
店
一
九
七
二
）

木
南
卓
一
『
池
田
草
庵
先
生
―
生
涯
と
そ
の
精
神
―
』（
池
田
草
庵
百
年
祭
実
行
委
員
会
一
九

七
六
）

八
鹿
町
教
育
研
修
所
編
集
『
草
庵
先
生
』（
池
田
草
庵
百
年
祭
奉
賛
会
一
九
七
七
）

池
田
草
庵
全
集
編
集
委
員
会
『
池
田
草
庵
先
生
の
著
作
』（
青
谿
書
院
保
存
会
一
九
七
七
）

西
村
英
一
編
『
池
田
草
庵
先
生
日
記
、
山
窓
功
課
』（
青
谿
書
院
保
存
会
一
九
七
九
）

『
草
庵
先
生
著
作
集
』（
青
谿
書
院
保
存
会
一
九
八
一
）

岡
田
武
彦
監
修
『
池
田
草
庵
遺
墨
集
』（
青
谿
書
院
保
存
会
一
九
八
五
）

木
南
卓
一
『
池
田
草
庵
研
究
』（
一
九
八
七
）

疋
田
啓
祐
ほ
か
著
『
春
日
潜
庵
・
池
田
草
庵
』
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
四
四
（
明
徳
出
版
社

一
九
八
七
）

上
田
平
雄
『
但
馬
聖
人
池
田
草
庵
』（
但
馬
文
化
協
会
一
九
九
三
）

『
但
馬
人
物
も
の
が
た
り
』
上
巻
（
但
馬
文
化
協
会
一
九
九
八
）

『
肄
業
餘
稿
・
但
馬
聖
人
・
池
田
草
庵
』
青
谿
書
院
開
塾
一
五
〇
周
年
記
念
（
青
谿
書
院
保

存
会
一
九
九
八
）

二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
所　
『
陽
明
学
』
第
一
一
号
池
田
草
庵
特
集
号
（
明
徳
出
版
社

一
九
九
九
）

望
月
高
明
『
池
田
草
庵
』
シ
リ
ー
ズ
陽
明
学
三
〇
（
明
徳
出
版
社
二
〇
〇
一
）

【
交
通
ア
ク
セ
ス
】

〒
６
６
７
─

０
０
０
３　
　

兵
庫
県
養
父
市
八
鹿
町
宿
南
一
七
一　

不
定
休　

駐
車
場
有

　

電
話　

０
７
９
─

６
６
４
─

１
６
２
８
（
養
父
市
社
会
教
育
課
）

「
青
谿
書
院
」
見
学
無
料
・「
養
父
市
立
青
谿
書
院
記
念
館
」
開
館
10
時
～
15
時　

見
学
無
料

　

Ｊ
Ｒ
八
鹿
駅
か
ら
全
但
バ
ス
日
和
山
行
き
「
宿
南
」
下
車　

徒
歩
10
分
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青谿書院記碑

青谿書院記
池田草庵作、長三洲（炗）書

青谿書院（江戸時代）

青谿書院（大正時代）

青谿書院（昭和 30（1995）年）

青谿書院（平成 26（2014）年） 池田家墓所
（左から三番目が草庵、その右は妻の久子）



咸宜園教育研究センター年報（平成 29 年度）

 1 . 展示事業

Ⅰ . 教 育 普 及 事 業

1

（1）常設展

会　期：平成 29年   4 月   1 日（土）～ 
　　　　　　　平成 30年   2 月 6日（火）
内　容：廣瀬淡窓と咸宜園をテーマに日田市が所蔵する
　　　　咸宜園関係史料を中心に展示した。 
協　力：公益財団法人廣瀬資料館

（2）企画展：咸宜園開塾 200 年記念事業
　　　　　　「咸宜園門下生遺墨展」

会　期：平成 29年  9 月 3日（日）～  9 月 17 日（日）
内　容：近世日本最大規模の私塾である咸宜園は、平

成 29年（2017）に開塾から 200 年を迎えた。
日田市では開塾 200 年記念事業の一環として、
これまで平野五岳や長三洲の遺墨集の刊行や展
示会を開催して、日田の先人・先哲の普及啓発
に取り組んでいる「日田先哲研究会」と共催で
企画展を行った。
今回の企画展では、日田先哲研究会の会員が所
蔵している咸宜園関係者の書幅や個人が所有し
ているもので、これまであまり公開されていな
かったものを中心に展示を行った。また日田先
哲研究会より『咸宜園門下生遺墨撰集』が刊行
された。

会　場：日田市民文化会館（パトリア日田）ギャラリー
協　力： 公益財団法人廣瀬資料館、廣瀬貞雄、伊藤恵之

助、松永敦海、中島三夫、諌元幹夫、青柳吉宣、
畑 秀樹、平野法好、山下潤一、髙瀨重光、竹
井信行、矢幡英明（順不同・敬称略）

主な展：廣瀬淡窓肖像画（日田市蔵 複製品）
示品　　廣瀬淡窓書「桂林荘雑詠示諸生 四首のうち二

　　　　　　 首（休道之詩）」（個人蔵）
　　　　廣瀬淡窓書「彦山」（個人蔵）
　　　　廣瀬旭荘書「三行詩書」（個人蔵）
　　　　廣瀬旭荘書「一行双幅」（個人蔵）
　　　　廣瀬旭荘書「山水画賛」（個人蔵）
　　　　廣瀬青邨書「伊藤氏雅嘱」（個人蔵）
　　　　廣瀬青邨書「三行詩書」（個人蔵）
　　　　廣瀬林外書「三行詩書」（個人蔵）
　　　　廣瀬林外書「五行詩書」（個人蔵）
　　　　園田鷹城書「船中値両詩書」（個人蔵）
　　　　村上姑南書画「水墨山水図」（個人蔵）
　　　　廣瀬濠田書「雨中下浴水川有作」（個人蔵）
　　　　諫山菽邨書画「梅花図」（個人蔵）
　　　　長　三洲書画「孟宗竹画賛」（個人蔵）
　　　　平野五岳書画「熊本城下画賛」（専念寺蔵）
　　　　千原夕田書画「太湖石枯木図」（個人蔵）
　　　　森　静古書画「桂菊図」（個人蔵）
　　　　杜　菱湖書画「淡彩花卉図」（個人蔵）
　　　　長　梅外書　「三行詩書」（個人蔵）

　　　　長　古雪書画「野菊蘭図」（個人蔵）
　　　　手島二渓書画「淡彩花鳥図」（個人蔵）
　　　　帆足杏雨書画「青緑山水」（個人蔵）
　　　　吉嗣拝山書画「淡彩山水」（個人蔵）
　　　　清浦奎吾書　「二行書」（個人蔵）
　　　　柴　秋邨書　「四行詩書」（個人蔵）
　　　　劉　冷窓書　「二行書」（個人蔵）
　　　　井上昆江書　「六行書」（個人蔵）
　　　　高木豊水書画「放牛の図」（個人蔵）
　　　　藤井藍田書画「鍾馗図」（個人蔵）
　　　　秋月橘門書　「四行詩書」（個人蔵）
　　　　西　秋谷書　「六行書」（個人蔵）
　　　　秋月新太郎書「二行書」（個人蔵）
　　　　赤松連城書　「二行書」（個人蔵）
　　　　劉　石秋書　「三行詩書」（個人蔵）
　　　　小栗栖香頂書「三行詩書」（個人蔵）
　　　　堤　静斎書　「三行詩書」（個人蔵）
　　　　小栗布学書　「堪忍袋画賛」（個人蔵）
　　　　羽倉簡堂書　「二行書」（個人蔵）
　　　　横田国臣書　「二行書」（個人蔵）
　　　　楠本石水書　「二行書」（個人蔵）
　　　　山田梅村書　「四行書」（個人蔵）
　　　　松原盤龍書画「達磨大師図」（個人蔵）
　　　　雲英晃耀書画「羅漢図」（個人蔵）
　　　　谷口藹山書画「水墨山水」（個人蔵）
　　　　坪井信良書　「消息」（個人蔵）
　　　　後藤東庵書　「二行詩書」（個人蔵）
　　　　緒方拙斎書　「三行書」（個人蔵）
　　　　中村陸舟書　「水墨山水」（個人蔵）
　　　　行徳玉江画　「玉堂富貴図」（個人蔵）
　　　　大賀賢励書　「四行詩書」（個人蔵）
　　　　井上雲樵書画「太湖石・竹図」（個人蔵）
　　　　谷口藍田書　「二行書」（個人蔵）
　　　　重富縄山書　「二行詩書」（個人蔵）
　　　　鼎　金城書画「淡彩柳林山水」（個人蔵）
　　　　大隈言道書　「二行詩書」（個人蔵）
　　　　孔　珠溪書　「三行詩書」（個人蔵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他多数

（３）企画展：「咸宜園教育研究センター」新収蔵品展

会　期：平成 30年 2月 10日（土）～  3 月 31 日（土） 
内　容：平成 29 年度中に寄贈・寄託を受けた資料を中
　　　　心に展示を行った。
　　　　日田市隈町の合原士郞氏（故人）が収集した廣
　　　　瀬淡窓愛用と伝わる硯や咸宜園に関わる掛軸や
　　　　漢籍類、また日田市夜明関町の行徳家の所縁の
　　　　方から行徳家所用の薬箱や廣瀬淡窓の屏風をい
　　　　ただき、いずれも今回の展示で初公開した。



 2 . 講座・講演会・イベント等
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■講座

①咸宜園教育研究センター公開講座（年８回）参加者数 延べ 319 名

「日本遺産子どもガイド」

講　座 開 催 日 事業名など 場　所 参 加 者

第 1回
平成 29年　　　
  6 月 20 日（火）

「新たな日本遺産の認定について」
咸宜園教育研究センター名誉館長　　後藤　宗俊　氏

パトリア日田
スタジオ 1

47 名

第 2回   6 月 27 日（火）
「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡－人、技、
心－」

高岡市市長政策部文化創造課　　流森　清悌　氏

パトリア日田
スタジオ１

34名

第 3回   7 月　4日（火）
「世界遺産のはなし①」

咸宜園教育研究センター名誉館長　　後藤　宗俊　氏
パトリア日田
スタジオ１

36名

第 4回   7 月 16 日（日）

公開シンポジウム「日本遺産と林業観光の振興」
　パネリスト
　　　　　奈良県代表：吉野町参与　　田中　敏雄　氏
｢森に育まれ、森を育んだ人々の暮らしとこころ～美林連
なる造林発祥の地　吉野～｣
　　　　長野県代表：池田木材社長　　池田　聡寿　氏
｢木曽路はすべて山の中～山を守り 山に生きる～｣
　コーディネーター
　　　　　　　　　日田市観光協会　　黒木　陽介　氏

パトリア日田
ギャラリー

豪雨災害の
ため中止

  第 5回    8 月   3 日（木）
「“日本最大の海賊 ”の本拠地」

今治市村上水軍博物館　学芸員　　田中　謙　氏
パトリア日田
スタジオ１

39名

第 6回   8 月 24 日（木）
「四国遍路」
愛媛県教育委員会文化財保護課主幹　日和佐　宣正　氏

パトリア日田
スタジオ１

45名

第 7回   9 月 28 日（木）
「世界遺産のはなし②」

咸宜園教育研究センター名誉館長　　後藤　宗俊　氏
パトリア日田
スタジオ１

48名

第 8回 10月  9 日（月）

公開シンポジウム「日本遺産の活用について」
　パネリスト

　別府大学教授　　飯沼　賢司　氏
｢大分県内の日本遺産の取組みについて｣

中津市教育委員会文化財室長　　高崎　章子　氏
｢やばけい遊覧～大地に描いた山水絵巻の道をゆく～｣
　コーディネーター

咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤　宗俊　氏

パトリア日田
ギャラリー

70名
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②咸宜園平成門下生講座　対象：咸宜園平成門下生之会（現在、会員数約 200 名）参加者数 延べ 432 名

その他

　咸宜園平成門下生之会会員による「咸宜園交流事業サポーター」協力事業（登録者：27 名）

　・5 月 24 日　「日田川開き観光祭」どんたくカーニバルへのパレード参加

　・7 月 25 日　山鹿市主催「立志の道を歩こう」（日田市協力）事業への協力

　・11 月 12 月及び平成 30 年 3 月 17・18 日　「日本遺産子どもガイド」への協力

　・平成 30 年 2 月　「淡窓先生に学ぶ～学校の取組み～」（「咸宜園の日」記念事業）での展示作業協力

講　座 開 催 日 事業名など 場　所 参 加 者

第 1回
平成 29年　　　
  6 月 20 日（火）

「新たな日本遺産の認定について」
咸宜園教育研究センター名誉館長　　後藤　宗俊　氏

パトリア日田
スタジオ 1

47 名

第 2回   6 月 27 日（火）
「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡－人、技、
心－」

高岡市市長政策部文化創造課　　流森　清悌　氏

パトリア日田
スタジオ１

34名

第 3回   7 月　4日（火）
「世界遺産のはなし①」

咸宜園教育研究センター名誉館長　　後藤　宗俊　氏
パトリア日田
スタジオ１

36名

第 4回   7 月 16 日（日）

公開シンポジウム「日本遺産と林業観光の振興」
パネリスト

奈良県代表：吉野町参与　　田中　敏雄　氏
｢森に育まれ、森を育んだ人々の暮らしとこころ～美林連
なる造林発祥の地　吉野～｣

長野県代表：池田木材社長　　池田　聡寿　氏
｢木曽路はすべて山の中～山を守り 山に生きる～｣
コーディネーター

日田市観光協会　　黒木　陽介　氏

パトリア日田
ギャラリー

豪雨災害の
ため中止

  第 5回    8 月   3 日（木）
「“日本最大の海賊 ”の本拠地」

今治市村上水軍博物館　学芸員　　田中　謙　氏
パトリア日田
スタジオ１

39名

第 6回   8 月 24 日（木）
「四国遍路」
愛媛県教育委員会文化財保護課主幹　日和佐　宣正　氏

パトリア日田
スタジオ１

45名

第 7回   9 月 28 日（木）
「世界遺産のはなし②」

咸宜園教育研究センター名誉館長　　後藤　宗俊　氏
パトリア日田
スタジオ１

48名

第 8回 10月  9 日（月）

公開シンポジウム「日本遺産の活用について」
パネリスト

別府大学教授　　飯沼　賢司　氏
｢大分県内の日本遺産の取組みについて｣

中津市教育委員会文化財室長　　高崎　章子　氏
｢やばけい遊覧～大地に描いた山水絵巻の道をゆく～｣
コーディネーター
咸宜園教育研究センター名誉館長　　後藤　宗俊　氏

パトリア日田
ギャラリー

70名

第 9回 10月 13日（金）

日田市世界遺産登録推進講演会
演題　「世界遺産の現状」
講師　文化庁文化財部記念物課世界遺産室文化財調査官

　　　鈴木　地平　氏

パトリア日田
小ホール

90名

第 10回 12月 10日（日）
大分県立図書館・大分県立先哲史料館・咸宜園教育研究
センター連携講座
｢私塾としての咸宜園と松下村塾｣ 市民参加

バス研修
（大分市）

23名
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（1）　咸宜園教育研究センター研究紀要第 7号－咸宜園開塾 200 年記念号－
◇研究紀要
咸宜園開塾 200 年記念事業記念講演会講演録
　偉大なる教師－広瀬淡窓と吉田松陰 海　原　　　徹

平成 28年度咸宜園教育顕彰事業（教育文化部門）
優秀賞 咸宜園関連書の点訳及び点訳書の寄贈　　  た ん ぽ ぽ の会

咸宜園開塾 200 年記念事業の開催にあたって
　　　　　　－これまでの顕彰事業の歩み－ 吉　田　博　嗣

廣瀬淡窓の易の思想－『義府』について 深　町　浩一郎

早稲田大学図書館蔵・平野五岳『五岳詩集』
（市島春城旧蔵）について 川　邉　雄　大

史料紹介 ｢広瀬青邨文庫｣（国文学研究資料館所蔵）
にみる咸宜園関係の新出史料について 溝　田　直　己

◇咸宜園教育研究センター年報（平成 28年度）
◇咸宜園教育研究センター要覧

（2）　廣瀬淡窓日記　続編一 弘化三年～嘉永二年
　故井上源吾氏（長崎大学名誉教授）が訳注・出版をされていた『廣瀬淡
窓日記』の続編として企画したもの。
　廣瀬淡窓の「淡窓日記」を市民団体と協働で翻刻作業を行っており、平
成 24年度からの継続事業。今回は、続編一として弘化三年（1846）から
嘉永二年（1849）までの 4年間の範囲を収録した。
　
　日  記  訳：漢文日記を読む会（代表：野田高巳氏）
　編　　集：咸宜園教育研究センター
　発　　行：日田市教育委員会

 3 . 刊行事業

■交流・教育普及事業

①東明館中学 1 年生「咸宜園研修」（新入学生を対象）

　◇期　　日：平成 29 年 4 月 14 日（金）41 名

②第 17回「立志の道を歩こう」

　　　　　　（熊本県山鹿市が主催する日田市との交流事業）
　◇内　　容： 山鹿市（旧鹿本町）の小学生が地元出身の咸宜園門下生清浦奎吾（元内閣総理大臣）の歩いた道の　　
　　　　　　　りを辿る取組み
　◇日　　時：平成 29年 7月 25日（火）　⇒　豪雨災害のため中止

                         午前 11 時～午後１時

　※平成 29年 8月 18 日（金）には、参加予定であった山鹿市内の小学 6年生児童代表と山鹿市教育委員会・清浦奎

　　吾顕彰会の方が日田市を来訪し、千羽鶴・寄せ書き・義援金をいただいた。

③「咸宜園入門ぼっくす」移動教室

　日田市内の小中学校や地域からの要望を受け、研修室の入門ぼっくすを貸し出し、廣瀬淡窓や咸宜園について興味関

心を持ってもらうきっかけとした。
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 4 . ふれあい宅配講座（講師派遣実績）

日　付 内　容 申 込 団 体 人　数

平成 29年 　5月 25日 「淡窓先生と咸宜園」 日隈公民館 20人

        〃          6 月 21 日 「咸宜園と村上姑南に関するもの」 姑南顕彰会 50人

        〃          8 月   8 日 「咸宜園が学校教育に伝えること」 日田市教育委員会 20人

        〃 　  　8 月 19日 「日本遺産シンポジウム」 大分県教育庁文化課 30人

        〃 　    11 月 18 日 咸宜園の教育について 大分県芸術文化スポーツ振興財団 25人

        〃 　    11 月 28 日 「人権・同和問題秋秋期講座」
八女地区企業内
同和問題研修推進協議会

20人

        〃 　    12 月 14 日 「廣瀬淡窓と咸宜園」 咸宜公民館 30人

平成 30年     1 月 26 日 先哲学習（廣瀬淡窓）　 日田市立南部中学校 60人

        〃 　      2 月   1 日 廣瀬淡窓（咸宜園教育について） 筑紫女学園大学 20人

        〃 　      3 月 16 日
咸宜園教育センター
情報検索システムについて

関西大学 20人

※計 10回　295 名

・第 21回　平成淡窓祭

　　淡窓先生の遺徳をしのぶ平成淡窓祭が第 21回目を迎えた。主催の淡窓会は廣瀬淡窓を顕彰するため、昭和　　　

　27年にその前身となる組織を発足。11月 1日は淡窓先生の命日。

　　　日　時：平成 29年 11月 1日（水）　午前 10時～正午

　　　会　場：史跡咸宜園跡（秋風庵にて）

　　　講　話：「老子の思想について」　深町 浩一郎 （咸宜園教育研究センター研究員）

　　　主　催：淡窓会

 5 . その他の取り組み

平成淡窓祭（平成29年11月1日 秋風庵）
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 調査研究について

Ⅱ . 調 査 研 究 事 業

咸宜園教育研究センターでは、咸宜園や廣瀬淡窓等に関
する調査研究及び関係資料の収集を行っている。以下に
その概要を報告する。

（１）廣瀬淡窓著述史料に基づく調査研究
　故井上源吾氏（長崎大学名誉教授）が訳注・出版をさ
れていた『廣瀬淡窓日記』の続編として企画したもの。
　廣瀬淡窓の「淡窓日記」を市民団体と協働で翻刻作業
を行っており、平成 24 年度からの継続事業。今回は、
続編一として、弘化三年（1846）から嘉永二年（1849）
までの 4年間の範囲を収録した。

　委託団体：漢文日記を読む会（代表：野田高巳氏）
　担当職員：髙村智恵美・深町浩一郎
　編　　集：咸宜園教育研究センター
　発　　行：日田市教育委員会

（２）歴代塾主・門下生に関する情報の収集
１．資料調査（一部、研究会活動も含む）
　　場　所：東京都千代田区（二松學舎大學）
　　　　　　東京都立川市（国文学研究資料館）
　　期　日：平成 29年 6月 3日（土）～ 6日（火）
　　調査者：溝田直己
　　内  容：６月・１２月の第一土曜日に東京において
　　　　　　開催されている淡窓研究会の６月例会に出
　　　　　　席し、日田市の近況及び咸宜園教育研究セ
　　　　　　ンターや世界遺産推進室の調査・研究の進
　　　　　　捗状況等について報告した。
　　　　　　また継続調査をしている「広瀬青邨文庫」

の調査のため、国文学研究資料館を訪問。
　　　　　　調査では、国文学研究資料館が所蔵する「広

瀬青邨文庫」の史料のうち、下記のとおり
撮影を行った。

　　　　　　・「九桂草堂随筆」
　　　　　　・「和肅堂詩鈔」
　　　　　　・「和肅堂日暦」
　　　　　　・「和肅堂詩稿第三編」

２．現地調査
　　中津市出身の門下生　村上姑南
　　場　所：中津市山国町（明円寺ほか）
　　期　日：平成 29年 6月 10日（土）
　　調査者：吉田博嗣
　　内　容：村上姑南は豊前国下毛郡中摩村出身（現在

の中津市山国町）で医者・教育者として活
躍した咸宜園出身の門下生である。咸宜園
には天保 5（1834）年、17 歳の時に「村
上虎来」の名で入門した。淡窓の日記で
は、後に改名した「慎次」の名前でも登場
する。咸宜園退塾後は筑後や筑前秋月など
で医学修業をおこなったほか、佐賀藩では
種痘術を修めている。郷里では医業の傍ら
で、私塾「養翼園」を開業し、子弟の教育
をおこなっている。また、明治 13 年から
同 15 年までの間は咸宜園の第 7代塾主を
務めた。今回は、毎年 6月に「村上姑南顕
彰会」によって姑南の年忌法要が行われる
菩提寺「明円寺」を訪問し、関連史跡の有
無や情報収集を行うとともに、姑南の居宅
跡や墓所、顕彰碑（写真）などを現地で確
認した。なお、明円寺も咸宜園門下生を輩
出した浄土真宗寺院の一つである。

　　　　　　・「峡中雑詠」
　　　　　　・〔詩稿〕
　　　　　　・「和肅堂遺稿」
　　　　　　・「六橋記聞」
　　　　　　・「刑罰権ハ公益ト徳義トニ起因ス」
　　　　　　・「国権党大会手記」
　　　　　　・「和文集」
　　　　　　・「断簡」
　　　　　　・「古文尚書正文」
　　　　　　・「詩経古註」
　　　　　　・「詩経国風」
　　　　　　・「国語写本」
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４．資料調査
　　場　所：千葉県松戸市（門下生子孫宅）
　　　　　　東京都立川市（国文学研究資料館）
　　期　日：平成 29年 12月 2日（土）～ 5日（火）
　　調査者：溝田直己
　　内　容：咸宜園第四代塾主である廣瀬林外期の咸宜

園門下生である芳川笛邨の子孫が所蔵して
いる資料の寄託受入のための調査及び国文
学研究資料館所蔵の「広瀬青邨文庫」の史
料撮影を行った。

　　　　　　芳川笛邨は、大和国笛堂村（現奈良県葛城
市笛堂）の出身で咸宜園で学び、平野五岳
や帆足杏雨と交流した。その後は長崎に赴
き、鉄翁祖門に師事し、南宗画家として活
躍した人物である。芳川笛邨に関わる資料
が子孫宅に伝わっており、日田市に寄託い
ただけるとのことから、資料受入のために
現地調査を行い、梱包及び日田市へ輸送を
行った。

　　　　　　また国文学研究資料館では、引き続き ｢広
瀬青邨文庫｣ の写真撮影を行った。今回の
調査では下記の資料の撮影を行った。

　　　　　　・｢月化文草｣
　　　　　　・｢箒木｣
　　　　　　・｢自新録・再新録｣
　　　　　　・｢遠思楼詩鈔｣
　　　　　　・｢遠思楼文集｣
　　　　　　・｢咸宜園蔵書目録｣
　　　　　　・｢咸宜園蔵書目録旭荘蔵書目録｣
　　　　　　・｢旭荘蔵書目録｣

3．現地調査（旭荘日記に関する調査）
　　場　所：金沢市（石川県立歴史博物館）・石川県輪

島市（輪島市黒島地区伝統的建造物群保存
地区・総持寺祖院・輪島塗会館）、富山県
高岡市（高岡市立博物館・瑞龍寺・加賀藩
主前田家墓所・勝興寺）・氷見市（氷見市
立博物館・光西寺）

　　期　日：平成 29年 10月 25 日（水）～ 28日（土）
　　調査者：吉田博嗣
　　内　容：廣瀬淡窓の末弟で、咸宜園塾主も務めた

廣瀬旭荘は天保４（1833）年から文久３
（1863）年までの日記『日間瑣事備忘』を
後世に残している。内容は身辺の雑事に始
まり、交友関係や門弟の動静、社会情勢と
多岐にわたる。中でも、全国を旅した記録
は詳細で、各地の風土や旧跡、景観に至る
まで、地方の当時を物語る貴重な資料と
なっている。平成 24 年度から継続した調
査を行っているが、今回は万延元（1860）
年に旅した北陸地方の一部を対象とした。

輪島市黒島地区伝統的建造物群保存地区

総持寺法堂（大祖堂）（輪島市）

総持寺祖院　表門（輪島市）

重要文化財 勝興寺唐門（高岡市）

国宝  瑞龍寺 回廊（高岡市）
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　　　　　　・｢旭荘先生書籍目録｣
　　　　　　・｢旭荘所蔵書画目録｣
　　　　　　・｢青邨蔵書目録｣
　　　　　　・｢和肅堂蔵書目録｣
　　　　　　・｢和漢書価録｣
　　　　　　・｢東宜園蔵書目録｣
　　　　　　・｢平山楼蔵書目録｣
　　　　　　・｢〔読書目録〕｣
　　　　　　・｢五月三十日横井忠直氏方へ貸渡シ書籍目録｣
　　　　　　・｢苓陽先生細楷李太白絶句抄｣
　　　　　　・｢川路敬斎公日記｣
　　　　　　・｢献芹微志｣
　　　　　　・｢大原丸尾山敬神頌徳碑文并忠孝碑文｣
　　　　　　・｢針灸諸病治例｣

５．資料調査
　　場　所：東京都立川市（国文学研究資料館）
 東京都千代田区（国会図書館・国立公文書

館）
 埼玉県和光市（租税大学校）
　　期　日：平成 30年 3月 12日（月）～ 15日（木）
　　調査者：溝田直己
　　内　容：平成 25 年にセンターに寄託された廣瀬敬

四郎の調査のため、租税史料室を調査した。
租税大学校和光校舎の税務情報センターに
ある租税史料室では、税に関する貴重な史
料を収集・保存・展示を行っている。

　　　　　　廣瀬敬四郎は、咸宜園・慶應義塾で学んだ
のち、埼玉県・群馬県に奉職した。その後、
大蔵省に務め、租税局に出向して、近代日
本の始まりの頃に徴税業務に携わり、のち
には各地で収税長を務めたことがわかって
いる。

　　　　　　収蔵資料のデータベースでは、直接関係す
るものを確認することができなかったもの
の、研究員の方より ｢初代収税長の履歴に
ついて｣ という論考の中に廣瀬敬四郎が収
税長の一人として紹介されていることをご
教示いただいた。

　　　　　　また国文学研究資料館では、引き続き ｢広
瀬青邨文庫｣ の写真撮影を行った。今回の
調査では下記の資料の撮影を行った。

　　　　　　・｢迂言｣
　　　　　　・｢周会魁校正官板名儒四書大全｣
　　　　　　・｢四書集註（林家正本）｣
　　　　　　・｢廿二史纂畧｣
　　　　　　・｢詠詩大概聞書｣
　　　　　　・｢読書矩｣
　　　　　　・｢名家詩文｣
　　　　　　・｢名家雑著｣
　　　　　　・｢十七士丹忠編（水府浪士三月三日事畢り

　御届に罷出候節差出候書付）｣
　　　　　　・｢〔五事略抜粋〕｣

　　　　　　国会図書館では、平成 30 年度企画展の準
備のため、近代に活躍した咸宜園門下生に
関する資料や図書の閲覧・複写を行った。

　　　　　　国立公文書館では咸宜園関係の資料の調査
を行い、下記の資料の撮影を行った。

　　　　　　・｢咸宜園図｣
　　　　　　・｢古今雑鈔｣（宜園抄本）
　　　　　　・｢老子正文｣
　　　　　　・｢公文録｣（内務省之部）
　　　　　　・｢高青邱詩鈔｣

６．資料調査
　　場　所：東京都千代田区（国会図書館・国立公文書館）
 大阪府大阪市（大阪市立中央図書館）
　　期　日：平成 30年３月 26日（月）～ 29日（木）
　　調査者：溝田直己
　　内　容：咸宜園第二代塾主を務め、のちに大坂に生

活の拠点を置き、漢学塾を開いた廣瀬旭荘
の調査のため、大阪市市立中央図書館にお
いて調査を行った。

　　　　　　大阪市立中央図書館には、大阪コーナーが
設置されており、江戸期の大阪に関する調
査を行う上でも図書や資料が充実してお
り、廣瀬旭荘に関わる資料や図書の閲覧を
し、下記の図書の複写を行った。

　　　　　　・北脇洋子『幕末泉州のサロン－里井浮丘
　と京坂文化人－』（展望社、2016 年）

　　　　　　・松本順司『原老柳の生涯－幕末大坂の名
　医』（創元社、2002 年）

　　　　　　・第 3回郷土先賢史蹟顕彰 ｢廣瀬旭荘顕彰
　講座 - 廣瀬旭荘の講學と尊皇思想｣『大阪
　の先賢と史蹟』（大阪市文化課、1944 年）

　　　　　　
　　　　　　国会図書館においては、近代最初の児童福

祉施設とも言われ、その設立に多くの咸宜
園関係者が関わった ｢日田養育館｣ に関す
る論考などを中心に下記の資料の複写を
行った。

　　　　　　・古長敏明『大分県酪農史』（大分県農業
　振興運動会、1966 年）

　　　　　　・高橋梵仙 ｢日田県知事松方正義の養育館｣
　『大東文化大学紀要』（経済学部第 5号　
　1966 年）

　　　　　　・川嶌眞人「村上姑南と種痘」『日本醫事
　新報』№3835（日本醫事新報社、1997年）

　　　　　　・｢廣瀬四先生追遠會｣『斯文』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斯文、1934 年）
　　　　　　国立公文書館では、平成 30 年度企画展の

準備のため、下記の資料の撮影を行った。
　　　　　　・｢公文録｣
　　　　　　・｢学制沿革考｣
　　　　　　・｢學制一覧｣
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（3）教育史・教育遺産に関する調査
　1．教育史調査
　　場　所：京都府京都市（京都市学校歴史博物館・京

都府立京都学 歴彩館）
　　期　日：平成 30年３月 26日（月）～ 28日（水）
　　調査者：深町浩一郎
　　内　容：京都府は明治 2年に全国で初めての小学

校「番組小学校」を開設し、翌 3年には東
京都についで全国二番目の中学校を開設し
た。この京都府の先駆的な教育制度の創設
時期に、京都府の行政の内部には咸宜園門
下生である京都府大参事として松田道之、
及び京都府典事・督学として廣瀬青邨が在
職していることから、これらの教育改革の
内容に咸宜園教育の影響があったのではな
いかと推察して調査を行った。当時の行政
文書「京都府史・政治部学政類」「小学校
一件」や、教育史関係資料「京都小学三十
年史」「京都府教育史上」などを閲覧した
結果、とくに廣瀬青邨が京都府の教育制度
の整備に中心的な役割りを果たしていたと
思われる記載が数ヶ所にわたり見られた。

　２．教育遺産調査（日本遺産の現地視察を含む）
　　場　所：山形県鶴岡市（日本遺産の構成文化財＿旧

致道館・風間家住宅表門・旧風間家住宅丙
申堂・旧渋谷家住宅・旧西田川郡役所ほか）

　　期　日：平成 30年３月 26日（月）～ 29日（木）
　　調査者：吉田博嗣
　　内　容：国内の教育遺産の調査については、当セン

ターの職員により継続して実施している
が、今回は国の史跡で、かつ日本遺産にも
認定されている藩校「致道館」を実査した。

　　　　　　致道館は、庄内藩主第 9代の酒井忠徳が武
士を律するためには教育が必要であるとし
て、文化二（1805）年に学問所を創設し
たのが始まりで、同 13 年に第十代藩主の
忠器が現在地に致道館を建設した。門弟の
学力に応じた少人数制による個別的な指導
を実践するため、小規模な教場を多く必要
としたとされる。現存するのは、表御門・
廟門・聖廟・御入り間・講堂・西御門・東
御門・養老堂である

（４）その他の関連調査
　1．現地調査
　　場　所：広島県広島市（頼山陽史跡資料館、頼家之墓）
　　期　日：平成 29年 9月 5日（火）
　　調査者：吉田博嗣
　　内　容：廣瀬淡窓や咸宜園歴代塾主などが葬られた

長生園（国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」の
一部）との比較研究の視点から「頼家之墓」
（広島県指定史跡）の現地調査をおこなっ
た。墓所は、広島市南区の多聞院境内に在
する。頼家は安芸国竹原の出身で商家を営
む家柄であったが、江戸時代後期には春水
や春風、杏坪などの文人を多く輩出した。
また淡窓や咸宜園関係者と交流の深かった
頼山陽は春水の子である。後に広島藩儒と
なった春水が、広島に居を移したことで頼
一族の墓所も広島につくられた。墓所には
春水と室の梅颸のほか、杏坪や聿庵、誠軒、
古楳など現在までに一族の墓、およそ 30
基が現存する。中でも、春水や聿庵など一
部の墓が採用する墓碑背後の円錐状の構築
物は特徴的である。

国史跡「旧致道館」講堂

日本遺産「風間家住宅表門」

日本遺産「旧渋谷家住宅」

国史跡「旧致道館」表御門
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　3．関西大学アジア・オープン・リサーチセンター
　　　（KU-ORCAS）第 3回研究集会ユニット 2）
　　場　所：大阪府吹田市（関西大学　以文館）
　　期　日：平成 30年 3月 16日（金）
　　発表者：原田弘徳
　　内　容：関西大学は、2017 年 4 月、東アジア文化

研究の一大拠点を目指し、関西大学アジ
ア・オープン・リサーチセンター（Kansai 
University Open Research Center for Asian 
Studies: KU-ORCAS）を設立した。

　　　　　　　センターの活動では、関西大学の知的
ルーツの一つとなった泊園書院に関する、
書物や記録、印章、門人などさまざまな情
報のアーカイブ化を進めている。泊園書院
は江戸後期から昭和前期まで栄えた漢学塾
で、商業都市大阪の繁栄を背景に全国各地
から集まり、塾主の藤澤東畡（とうがい）、
南岳（なんがく）らは、大坂を拠点に活躍
していた廣瀬旭荘とも交流があった。

　　　　　　　現在、「泊園門人データベース」の構築
に向けて準備を進めている。門人録や成績
表、月謝領収簿などの資料、二千名程度の
氏名の明らかな門人に関する資料を収集
し、WB上での公開を目指している。

　　　　　　　当該データベースの構築に当たり、日田
市世界遺産登録検討委員会委員でもある関
西大学の吾妻重二教授からの依頼を受け、
咸宜園の門下生情報の管理など、先行事例
として「咸宜園教育研究センター情報検索
システム」に関する発表を行った。

　　　　　　日時：平成 30年 3月 16日（金）
　　　　　　13:00 ～ 16:30
　　　　　　会場：関西大学千里山キャンパス　以文館

4階セミナースペース
　　　　　　13:00 ～ 13:40
　　　　　　吾妻重二（関西大学文学部）
　　　　　　「泊園書院のアーカイブ構築に向けて」
　　　　　　13:40 ～ 14:20

（５）研究会活動
　１．漢学者記念館会議
　　場　所：東京都（二松學舍大學）
　　期　日：平成 29年 7月 29日（土）
　　発表者：吉田博嗣
　　内　容：二松學舍創立 140 周年記念事業として開催

された初めての取組みで、内容は以下のと
おりである。

　　第一部：講演会（10:00 ～ 11:55）
　　　　◆基調講演「書院と私塾の発展ー中国・韓国・

日本」関西大学 教授　吾妻 重ニ 氏
　　　　　講演Ⅰ「成島柳北の漢学」ブランダイス大学

　　　准教授　マシュ－・フレ－リ
　　　　　講演Ⅱ「地理学者志賀重昂の漢詩－テキサス

州のアラモ遺跡に立つ　漢文「記念碑」に
触れて考えたこと」

　　　　　　　　　　早稲田大学 教授　稲畑 耕一郎 氏
　　第二部：「漢学者記念館の現状と課題」（10:00 ～

11:55）「SRF 事業による漢学塾関連資料調
査の報告」SRF 研究代表者　町泉寿郎、研
究助手　平崎真右

　　　　◆各記念館からの報告
　　　　　安積艮斎記念館、蘆東山記念館、興譲館、広

瀬淡窓・咸宜園教育研究センター、泊園記
念会、安井息軒記念館、高梁方谷会

　　　　◆全体会議

　2．筑紫女学園創立 110 周年・咸宜園開塾 200 年記念
　　  特別研究会
　　場　所：福岡県太宰府市（筑紫女学園大学）
　　期　日：平成 30年 2月 1日（木）
　　発表者：深町浩一郎、溝田直己
　　内　容：筑紫女学園の創立者である水月哲英（1868-

1948）は、咸宜園の廣瀬淡窓に学んだ木屋
徳令（1803-1892）が郷里である筑後黒木
（現福岡県八女市）で開いた私塾・修文館
に学んだ。2017 年は咸宜園開塾 200 年、
筑紫女学園創立 110 年という節目の年で
あることから、咸宜園教育が後世にどのよ
うな影響をもたらしたのか、咸宜園教育の
系譜をたどりながら、水月哲英の人格形成
にどのような影響があったのかを理解する
きっかけとして、特別研究会が開催された。

広島県史跡「頼家之墓」（内、頼聿庵墓）
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（６）外部研究機関との共同調査
１．福岡大学（髙橋昌彦教授）
　「平成 29年度廣瀬淡窓に関わる史料の所在調査及び確
　認調査」
　委託期間：平成 29年 10 月 30 日～ 30年 3月 31日
　担当職員：溝田直己
　調 査 先：福岡県朝倉市、柳川古文書館（福岡県柳川

市）国立公文書館、国文学研究資料館、大
分県立図書館郷土資料室

　調査目的：廣瀬淡窓や咸宜園の歴代塾主、またその門
　　　　　　人等に関する書簡や書幅等の史料のうち、
　　　　　　日田市が把握していない大学等の調査研究

　　　　　　機関の所蔵資料を当センター専門委員会委
　　　　　　員で、近世文学が専門の高橋昌彦教授（福
　　　　　　岡大学）に調査を委託した。この調査を通
　　　　　　じて、咸宜園教育の調査研究や展示公開に
　　　　　　活かし、広く咸宜園のことを周知する基礎
　　　　　　とするために行うものである。
　調査成果：○これまでの古谷家旧蔵典籍の調査結果を
　　　　　　まとめた「古谷家旧蔵典籍目録（仮）」（『福
　　　　　　岡大学研究部論集 A人文科学編』17－４、
　　　　　　平成 29年 12月）の提供を受けた。
　　　　　　○柳川市からの依頼で「広報やながわ」
　　　　　　307（平成 30年 1月 1日）に「『淡窓詩話』
　　　　　　と柳川」を執筆・コピーの提供を受けた。
　　　　　　○平成 29 年 11 月 3 日に福岡県朝倉市を
　　　　　　調査。咸宜園の門人佐野東庵の墓所・塾跡
　　　　　　を巡り、市立図書館で佐野の伝記について
　　　　　　調査。合わせて、福岡大学図書館所蔵の佐
　　　　　　野の詩集『梅西舎詩鈔』（刊・半紙本2巻2冊）
　　　　　　の調査を行った。
　　　　　　○平成 30年 1月 26日に柳川古文書館を
　　　　　　調査。所蔵文書の『遠思楼詩鈔』について
　　　　　　書誌を採る。中でも貴重と思われるものが、
　　　　　　綿貫家文書（E39）に残る巻上 1冊のみ残
　　　　　　る本で、破損が甚だしいが、淡窓の講義や
　　　　　　中野南強の評などの書き入れが見える。こ
　　　　　　の他に森（正）文書（A33・34）本は、初
　　　　　　版初刷に近いものかと思われる。裏見返し
　　　　　　に「天保八年仲秋贖得小野氏伸」と墨書が
　　　　　　見える。
　　　　　　○平成30年2月14日～16日、東京に行き、
　　　　　　国立公文書館・国文学研究資料館で調査。
　　　　　　14日は国立公文書館で咸宜園関連の著作
　　　　　　について５点を調査（国文学研究資料館が
　　　　　　休館日だったため）。15・16日は国文学研
　　　　　　究資料館で廣瀬青邨文庫の書誌調査を行っ
　　　　　　た。今回の調査で 239 点中、18 点の著作
　　　　　　について書誌調査を終えた。
　　　　　　〇平成 30 年 3月 6日、大分県立図書館郷
　　　　　　土資料室で調査。『義府』淡窓自筆草稿を
　　　　　　調査。園田鷹巣『不時宜先生遺愛巻』（1冊・
　　　　　　大正 4年例言・活版）に淡窓批評の「東遊
　　　　　　百絶」が所収されている。また、小川弘蔵『漫
　　　　　　遊紀行』（1冊・明治 14年刊・活版）中に
　　　　　　も淡窓評「南遊紀行」が見える。
　　　　　　※上記、調査成果については紙資料やデジ
　　　　　　タルデータで調査成果の提供を受けた。

　　　　　　原田弘徳（日田市咸宜園教育研究センター）
　　　　　　「咸宜園教育研究センター情報検索システ

ムについて」
　　　　　　14:30 ～ 15:10
　　　　　　横山俊一郎（関西大学東西学術研究所）
　　　　　　「各種帳簿類から読み取る泊園門人データ

について」
　　　　　　15:10 ～ 15:50
　　　　　　中谷伸生（関西大学文学部）
　　　　　　「藤澤南岳による題跋と大坂画壇」
　　　　　　15:50 ～ 16:30　総括
　　　　　　　発表では咸宜園における情報検索システ

ムの紹介と利用上の改善点などを報告し
た。具体的には、システムの運用上の課題
として、キーワードや出身地別といった検
索結果のデータ抽出ができないようになっ
ており、泊園書院のデータベース構築のプ
ログラム作成にあたって配慮すべき点とし
て指摘をした。また、発表後の意見交換で
は、咸宜園教育研究センター情報検索シス
テムはWEB 上に一般公開できないのかと
いった質問があり、セキュリティ上の問題
などから現在はセンター内での利用にとど
まっている旨を報告した。今後の課題とし
て、泊園書院データベースとの連携の模索
などの意見が出された。

　　　　　　　横山氏の発表では、咸宜園における「月
旦評」にあたる「生員勤惰表」といった

　　　　　　　成績表など大坂における廣瀬旭荘塾の影
響がうかがえる史料の紹介もあった。

　　　　　　　中谷氏の発表では、大坂画壇のデータ
ベース構築に向けて藤澤南岳が題跋を行っ
た作品の例の紹介がなされた。発表後、大
坂画壇を構成する絵師と廣瀬旭荘との交流
などについて意見交換を行った。

　　　　　　　今回の発表では、「泊園書院データベー
ス」の構築に向けて、咸宜園教育研究セン
ターの事例紹介を行うことが主な目的で
あったが、泊園書院・大坂画壇と咸宜園・
廣瀬旭荘との交流についても強く意識する
機会となった。
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 １ . 寄贈資料

①旧行徳家関係資料
　廣瀬淡窓書 七言絶句  「御風主人、予を那珂川の上りにおいて觴す、賦して贈る」 「史を詠む 四首の内二首目」
（1）屏風（二曲一隻）/紙本墨書
（2）廣瀬淡窓の漢詩集である『遠思楼詩鈔』第二編上に収録された「御風主人觴予於那珂川上賦贈」と同じく初編上に収録さ

れた「詠詩 四首」の二首目である。
※その他、行徳家に伝来した頼杏坪書の扁額と行徳家所用の薬箱についても寄贈いただいた。

廣瀬淡窓書 屏風

（
印
）

住
吉
祠
前
芳
草
初 

沙
邊
携

手
歩
徐
徐 

歸
來
欲
向
郷
人
詫

楊
柳
陰
中
煮
麪
魚 

建
（
印
）（
印
）

（
印
）

女
主
英
雄
真
丈
夫 

三
韓
蒲

伏
仰
王
圖 

西
人
何
識
神
靈

徳 

鬼
道
謬
傳
卑
彌
呼 

建
（
印
）（
印
）
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行徳家所用薬箱

頼杏坪書 扁額
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②廣瀬淡窓書 七言絶句「逸雲畫山水」 

（1）書幅 /紙本墨書
（2）『淡窓小品』下巻に収録されている「逸雲畫山水」である。日田市内の個人の方から寄贈いただいたもの。

③合原士郞氏旧蔵資料
　廣瀬淡窓書 七言絶句「桂林荘雑詠示諸生 四首のうち二首目」 「彦山」
（1）書幅 /紙本墨書
（2）廣瀬淡窓の漢詩集である『遠思楼詩鈔』巻上に収録されている「桂林荘雑詠 四首」の内の二首目（通称 休道之詩）、「彦山」

である。「休道之詩」・「彦山」は、漢詩人として著名であった廣瀬淡窓の漢詩の中でも人口に膾炙された漢詩である。
※書幅の他に淡窓の漢詩集である『遠思楼詩鈔』、淡窓愛玩と伝わる硯、廣瀬旭荘著『克己編』（写本）、頼山陽著『日本外史』、
『大日本諸國細身國郡全圖』（版元 奈良大仏前「絵図屋庄八」）についても寄贈いただいた。

（
印
）

青
山
繚
繞
水
平
鋪
、
點
々
風
帆

似
足
泛
鳧
、
憶
得
往
年
瓊
浦
路
、

玖
城
東
畔
望
琴
湖　

建
（
印
）（
印
）

遠思楼詩鈔

遠思楼詩鈔
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大日本諸國細身國郡全圖

桂林荘雑詠諸生に示す 四首のうち二首目

彦　山

伝「淡窓愛玩硯」 廣瀬旭荘著『克己編』（写本）

校刻 日本外史

（
印
）

休
道
他
郷
多
苦
辛
、
同
袍
有
友

自
相
親
、
柴
扉
暁
出
霜
如
雪
、

君
汲
川
流
我
拾
薪　

廣
建
（
印
）（
印
）

（
印
）

彦
山
高
處
望
氤
氳
、
木
末
樓
薹
晴
始
分
、
日
暮

天
壇
人
去
盡
、香
煙
散
作
數
峯
雲　

淡
窓
（
印
）（
印
）
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 2 . 寄託資料

①芳川笛邨関係資料
　芳川笛邨は、大和国葛下郡笛堂村（現奈良県葛城市笛堂）の出身で、明治時代に活躍した南画家。元治元年（1864）6月、
第四代塾主である廣瀬林外の時に咸宜園に入門。帆足杏雨や平野五岳、鉄翁祖門などと交流を持ち、画を学んだという。また
浪華では十時梅厓に私淑し、南画を修めた。
　今回、芳川笛邨の子孫の方から笛邨関係資料の寄託を受けた。芳川笛邨の事歴がまとめられた『笛邨遺稿』を始め、笛邨書
画の書幅など様々な資料が含まれている。

『笛邨遺稿』芳川笛邨肖像写真（『笛邨遺稿』）

「林外廣瀬君墓碑銘」（拓本） その他 掛軸類
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 ３ . 寄贈図書

史跡足利学校跡 西側隣接地 発掘調査報告書

掘りだされた足利の歴史 - 平成 27年度 足利市

　　　　　埋蔵発掘調査レポート -

ほとけの王国　大分の仏像

フォトコン 5月号

博物館ニュース「SHU」　№ 48

玉川大学教育博物館　紀要　第 14号

実践女子大学香雪記念資料館　館報　第 14 号　

2016 年度

賀茂神社誌

読楽　5月号

読楽　6月号

澤井常四郎　『経学者平賀晋民先生』

　近代日本漢学資料叢書Ⅰ

平賀中南　『春秋集箋』　近代日本漢籍影印叢書Ⅰ

第 15回　全国藩校サミット　金沢大会

近代日本漢学資料叢書 2　柿村重松『松南雑草』

適塾　№ 50

立誠舎と草庵に学ぶ

明延鉱山の一円電車

養父市の文化財と産業遺産

家礼文献集成　日本扁　四

天草の﨑津集落と今富・大江、長崎外海

東有田の歴史

開館二十周年記念誌　二十年の彩り

京都市学校歴史博物館だより　vol.34

平野五岳展図録

咸宜園系譜塾の展開に関する実証的研究

国指定特別史跡「旧弘道館」保存活用計画書

筑紫野市歴史博物館　年報 18（平成 28年度）

史料館研究紀要　第 22号

図録近代日本の道徳教育

玉川大学教育博物館　館報　第 15号　2016 年度

博物館ニュース「SHU」　№ 49

草場佩川著　『婆心帖』　活字体版

江戸時代の教育から見えてくるもの　藩校・私塾を

たずねて

新聞「泊園」－泊園書院資料集成　三－　

足利市教育委員会

足利市教育委員会

大分市歴史資料館

香川良海

玉川大学教育博物館

玉川大学教育博物館

実践女子大学香雪記念資料館

熊懐稜丸

徳間書店

徳間書店

二松學舎大学文部科学省私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業

二松學舎大学文部科学省私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業

第 15回全国藩校サミット金沢大会実

行委員会

二松學舎大学文部科学省私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業

大阪大学適塾記念センター

養父市教育委員会

養父市教育委員会

養父市教育委員会

関西大学東西学術研究所

天草市教育委員会

東有田公民館

京都市教育委員会

京都市教育委員会

専念寺

鈴木理恵

茨城県

筑紫野市歴史博物館

大分県立先哲史料館

京都市教育委員会

玉川大学教育博物館

玉川大学教育博物館

多久市教育委員会

吉井信雄

吾妻重二

京都市学校歴史博物館だより　vol.32

月刊　歴史街道　平成 29年 9月号

「林外」をめぐって『大分県地方史』第 229 号

千田家寄贈品展Ⅱ

広報紙　書くよろこび　第 11号

京都市学校歴史博物館研究紀要　第 6号（博物館年報 18号）

究理堂所蔵　京都小石家来簡集

泊園書院と漢学・大阪・近代日本の水脈

日本漢文学研究　第 12号

苦楽吉祥

水滴は岩をも穿つ

社会医療法人　玄真堂川嶌整形外科病院 35周年　業績集

中津藩蘭学の光芒　豊前中津医学史散歩

特別史跡　廉塾ならびに菅茶山旧宅　保存活用計画

史跡朝鮮通信使遺跡　鞆福禅寺境内　保存活用計画

史跡朝鮮通信使遺跡　鞆福禅寺境内　第 1次発掘調査報告書

閑谷学校研究　第 21号

瀧廉太郎記念音楽祭 70周年記念誌

沖代条里の調査 1　大分県荘園村落遺跡

　　　　　詳細分布調査概要報告書

雅俗　第 16号　平野五岳の磐井・石人観

旧閑谷月光世界遺産登録推進運動「まなび」

フォーラム・講演会　報告書 2013 ～ 2016 年度

館蔵品選集Ⅰ　- 先人が遺してくれたもの -

館蔵品選集Ⅱ　- 先人が遺してくれたもの -

受賞記念・玄真堂新病院竣工記念誌　水滴は岩をも穿つ

川嶌整形外科病院　新築移転記念誌

　　　　　　　- 理事長の軌跡と風景 -　一隅に輝く

MY　WAY　私の歩んできた道　

　　　　　　　　　　- 一隅を照らし、一隅に輝く -

福井県小浜市主催　第 7回　杉田玄白賞

　　　　　受賞記念誌　近代医学を築いた開拓者達

アーカイブズ講座　報告書Ⅳ

沖代条里の調査 1　大分県荘園村落遺跡

　　　　　詳細分布調査概要報告書

江戸時代の文化　北九州ゆかりの絵師たち

北九州市立自然史・歴史博物館　研究報告

　　B類　歴史　第 7号

京都市学校歴史博物館

PHP研究所

秋月立雄

行橋市歴史資料館

日本書芸院

京都市教育委員会

究理堂書簡を読む会

吾妻重二

川邉雄大

川嶌眞人

川嶌眞人

川嶌眞人

川嶌眞人

福山市教育委員会

福山市教育委員会

福山市教育委員会

公益社団法人　特別史跡旧閑谷学校顕

彰保存会

瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会

大分県立歴史博物館

秋月立雄

備前市

鳥取市

鳥取市

川嶌眞人

川嶌眞人

川嶌眞人

川嶌眞人

中津市教育委員会

大分県立歴史博物館

北九州市立いのちのたび博物館

北九州市立いのちのたび博物館

（敬称略）
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・廣瀬貞治 『淡窓の申聞書 旭荘の御請書』1923
・廣瀬貞治 『贈従五位廣瀬旭荘先生小傳』 1924
・下 稲束 猛、吉田鋭雄 『池田人物誌 』太陽日報社 1924
・武藤長平 「広瀬淡窓と広瀬旭荘」 『西南文運史論』岡書
   院 1926
・ 大分縣日田郡教育會 『廣懶家一門の光彩－淡窓先生を
   中心として－』1934
・乙竹岩造 「教賢広瀬淡窓」 『教育学研究』3巻 8－ 10
   日本教育学会 1935
・袁了凡 四方文吉 「淡窓先生と陰隲録」 『改修和語陰隲録』
   1935
・山本 喜三 ｢（三）廣瀬淡窓の教育精神｣ 『教育学研究』
   4 巻 5 号 599-601 1935
・山極 眞衞 「（一）概觀」 『教育学研究』 4 巻 5 号 
   565-570 1935
・伯爵清浦奎吾伝刊行会 編 『伯爵清浦奎吾伝』 上巻 第 1
   篇 伯爵清浦奎吾伝刊行会 1935
・中島市三郎 『教聖・広瀬淡窓の研究』 

   第一出版協会 1936
・小西重直 「教育家としての広瀬淡窓」 『日本諸学振興委
   員会研究報告』 第 1篇 文部省教学局 内閣印刷局 1937
・森銑三 「蛍雪事業鈔」 『伝記』 5-1 伝記学会 1938
・中島市三郎 『広瀬淡窓 咸宜園と日本文化』

   第一出版協会 1942
・小西重直 『広瀬淡窓』文教書院 1943
・小西重直 「広瀬淡窓を繰り返す」 『教育学論集』第 3輯
   日本教育学会 新紀元社 1944
・長 壽吉 「廣瀬旭荘の講學と尊皇思想」 『大阪の先賢と史
   蹟』第三輯 大阪出版堂 1944
・井上源吾 「広瀬淡窓における敬天説の成立」 『人文社会
   科学研究報告』 1 長崎大学学芸学部 1951
・井上源吾 「広瀬淡窓に於ける内省と実践について」 『西
   日本史学』 11 西日本史学会 1952
・吉田澄夫 「遠思楼詩鈔〔広瀬淡窓〕－近世詩抄その 1」 
   『 学苑』 152 昭和女子大学近代文化研究所 1953
・井上源吾 「広瀬淡窓の思想についての諸説批判」『人文
   社会科学研究報告』 3 長崎大学学芸学部 1953
・井上源吾 「広瀬淡窓の教育意見」 『人文社会科学研究報
   告』 3 長崎大学学芸学部 1953
・井上源吾 「広瀬淡窓の教育意見」 『人文社会科学研究報
   告』 4 長崎大学学芸学部 1954
・井上源吾 「広瀬淡窓の教育思想、とくに訓育とその方
   法について」 『人文社会科学研究報告』 4 長崎大学学芸
   学部 1954
・井上源吾 「広瀬淡窓の教育管見、とくに教授の方法に
   ついて」 『人文社会科学研究報告』 4

   長崎大学学芸学部 1954
・東晋太郎 「広瀬淡窓の経済思想」 『經濟學論究』 8-3 
   関西学院大学 1954
・工藤豊彦 「広瀬淡窓の禍福応報論について」 『支那学研
   究』12 広島支那学会 1955
・工藤豊彦 「広瀬淡窓の老荘学について」 『大分大学学芸
   学部研究紀要』 4 大分大学学芸学部 1955
・古川克己 『教聖広瀬淡窓』 淡窓会 1955
・黒江一郎 「日向と咸宜園」 『宮崎大学学芸学部研究時報』
　第 1巻 第 3号 宮崎大学学芸学部 1957

・黒江一郎 「「日間瑣事備忘録」に見える旭荘の詩名と
   二三の日向人」 『宮崎大学学芸学部紀要 』第 4号
   宮崎大学学芸学部 1958
・武谷祐之 「南柯一夢」 『九州文化史研究所紀要』 10 
   井上忠 九州大学付属図書館付設記録資料館九州文化史
   資料部門 1963
・前野喜代治 「「迂言」小考－その学制を中心として」 『弘
   前大学人文社会』 第 28 号 教育・心理学篇 弘前大学人
   文社会学会 1963
・大久保勇市 「広瀬淡窓の教育精神」 『芸文』 第 4巻 第 1
   号 近畿大学文科学会 1963
・廣瀬八賢顕彰会 『教聖廣瀬淡窓と廣瀬八賢』1965
・大久保 勇市 ｢広瀬淡窓の人間性 1｣ 『芸文』
　　　　　　　　　　近畿大学文科学会 5巻 3号 1965
・大久保 勇市 ｢広瀬淡窓の人間性 2｣ 『芸文』
　　　　　　　　　　近畿大学文科学会 6巻 2号 1965
・大谷篤蔵 「広瀬旭荘の「追思録」」 『文学』 34 巻 3号　
   岩波書店 1966
・大久保 勇市 ｢広瀬淡窓の人間性 3｣ 『芸文』近畿大学文
科学会 6巻 3号 1966

・松下忠 「広瀬淡窓の詩論」 『和歌山大学教育学部紀要 人
   文科学』17 和歌山大学教育学部 1967
・新田大作 「咸宜園覚書－九州紀行より」 『斯文』 47 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欺文会 1967
・大久保勇市 「広瀬淡窓の老子観（人間性研究の一環と
   して）-1-」 『芸文』 第 7巻 2 号 近畿大学文科学会 1967
・大久保勇市 「広瀬淡窓の老子観（人間性研究の一環と
   して）-2-」 『芸文』 第 8巻 1 号 近畿大学文科学会 1967
・大久保勇市 「広瀬淡窓の老子観（人間性研究の一環と

   して）-3-」 『芸文』 第 8巻 2号 近畿大学文科学会 1968

・松月秀雄 「広瀬淡窓と高野長英」 『教育学雑誌』2号 

   日本大学教育学会 1968

・ 萬善簿 青木繁 「広瀬淡窓先生の修練ぶり」 『先覚と共

   に』 第 1集 農林叢書刊行会 1968

・中島市三郎 「淡窓・長英をかばう」 『日田文化』第 11

   号 日田市教育委員会 1968

・広瀬宗家 『咸宜園入門簿抄』1968

・古川克己 「広瀬淡窓門下萍華上人の話」 『日田文化』 第

   12 号 日田市教育委員会 1969

・中島市三郎 「塩谷大四郎正義公の生誕二百年を迎えて」

   『日田文化』 第 12 号 日田市教育委員会 1969

・大久保勇市 「広瀬淡窓の易理観－人間性研究の一環と

   して〔付「義府（放言）」（天保 12年稿）翻刻〕」 『近畿

   大学教養部研究紀要』1号 近畿大学教養部 1969

・井上義巳 「小倉落城〔慶応 2年〕と日田・咸宜園－「林

   外日記」を中心として」 『九州大学教育学部紀要 教育

   学部門』 15  九州大学教育学部 1969

・大久保勇市 『広瀬淡窓の人間性研究』

   フタバ書店 1969

・青野春水 「広瀬淡窓の思想と教育」 『日本歴史』 第 264
   号 吉川弘文館 1970

 ４ . 咸宜園関係参考文献
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・平野翆 中尾「小石元瑞と広瀬淡窓の書簡」 『混沌』 第 5
   号 松泉堂書店 1978
・鹿毛基生 「近世教育思想研究 -3- 広瀬淡窓の教育思想」
   『大分大学教育学部研究紀要 教育科学』 5 巻 4号 

   大分大学教育学部 1979
・関山邦宏 「幕末私塾の学規の研究－咸宜園を中心とし
   て」 『教育研究』 23 青山学院大学教育学会 1979
・松岡久人『瀬戸内海の歴史と文化』

   瀬戸内海環境保全協会 1979
・小島 康敬 ｢広瀬淡窓の敬天思想 徂徠を手がかりに｣
   『季刊日本思想史』ぺりかん社 15号 1980.12
・海原徹 「近世私塾の就学形態－淡窓日録の分析を中心
   に」 『人文』27 京都大学教養部 1981
・井内嘉美 「広瀬淡窓の敬天説とその教育方法理論」 『IBU
   四天王寺国際仏教大学文学部紀要』 14 号 

   四天王寺国際仏教大学 1981
・壺井秀生 『日本人の道徳思想』[ 内容 ]：福沢以前の「天」
   の思想について（広瀬淡窓）文化総合出版 1981
・大塚 祐子「咸宜園と東洋文庫新収広瀬家所蔵本（影印）」    
   『東洋文庫書報』東洋文庫 13号 1981
・日田市教育委員会『廣瀬淡窓生誕二百年記念展』

    1981.11
・髙橋文博 「広瀬淡窓の不安－その自己と超越的なるも
   の」『季刊日本思想史』19号 ぺりかん社 1983
・工藤豊彦 「『約言』の思想について」 『季刊日本思想史』
   19 号 ぺりかん社 1983
・関山邦宏 「広瀬淡窓の教育思想」 『季刊日本思想史』 19
   号 ぺりかん社 1983
・田中加代 「教育理念としての｢敬天｣－『約言』『約言或問』
   をめぐって 」 『季刊日本思想史』 

   19 号 ぺりかん社 1983
・藤本雅彦 「天命と人情－広瀬淡窓の敬天論をめぐって」
    『季刊日本思想史 19 号 ぺりかん社 1983
・藤原敬子 「広瀬淡窓の教育観－ ｢教育｣ の語を中心に」  
   『季刊日本思想史』19号 ぺりかん社 1983
・古川哲史 「『万善簿』と『陰隲録』」 『季刊日本思想史』

   19 号 ぺりかん社 1983
・｢広瀬淡窓の思想 <特集 >｣『季刊日本思想史』日本思
   想史懇話会 編 ぺりかん社 19号 1983
・黒住真 「広瀬淡窓の倫理思想」 『倫理学紀要』 1 輯 

   東京大学文学部 1984
・田中加代 「広瀬淡窓の生涯とその時代区分」 『日本女子
   大学紀要 文学部』 34 日本女子大学 1984
・多田建次 「近世塾の近代化過程の研究－咸宜園と慶応
   義塾を例として - 前 - 近世塾の諸問題 」『論叢』（玉川
   大学文学部紀要） 25 玉川大学 1984
・梅溪 昇『緒方洪庵と適塾生』－「日間瑣事備忘」にみ
   える－ 思文閣 1984
・寺脇 恵「日本 : 近世 一九（一九八三年の歴史学界 : 回
   顧と展望）」『史学雑誌』93 巻 5 号 712-718 1984
・梅渓昇 ｢一、広瀬旭荘の日記にみえる緒方洪庵と適塾

・井上義巳 「咸宜園をめぐる政治情勢－咸宜園と日田代
   官府との関係（近世日田とその周辺地域の総合的研究）」
   『九州文化史研究所紀要』 15 九州大学付属図書館付設
   記録資料館九州文化史資料部門 1970
・高倉芳男 「咸宜園最後の講師勝屋明浜先生」 『大分県地
   方史』 第 56 号 大分県地方史研究会 1970
・広瀬正雄他 「広瀬淡窓と咸宜園」 『歴史残花』 第 4 時事
   通信社 1971
・杉本勲 「豊後日田の広瀬家史料の調査によせて（研究
   余録）」 『日本歴史』 第 272 号 吉川弘文館 1971
・井上義巳「咸宜園の財政－塾主の会計記録より見た」 『日
   本歴史 』第 276 号 吉川弘文館 1971
・島崎隆夫 「幕末経済論の一研究－経世家としての広瀬
   淡窓」 『三田学会雑誌』 64 巻 8号 

   慶応義塾大学経済学会 1971
・井上義巳 「咸宜園の財政」 『日本歴史』 5 月号 
   第 276 号 吉川弘文館 1971
・島崎隆夫 「幕末経済論の一研究－経世家としての広瀬
   淡窓」 『三田学会雑誌』 64 巻 8号

   慶応義塾大学経済学会 1971
・杉本勲 「咸宜園と洋学」 『史淵』 第 105・106 合輯 

   九州大学大学院人文科学研究院 1971
・井上義巳 「咸宜園の財政」 『日本歴史』 5 月号 
   第 276 号 吉川弘文館 1971
・巻端淳印 「広瀬旭荘の来越と越中咸宜園の流れ」 『富山
   商船高等専門学校研究集録』 4

   富山商船高等専門学校 1971
・大久保勇市 『広瀬淡窓・万善簿の原点』啓文社 1971
・金沢春友 『西国筋郡代と広瀬淡窓』

   大盛堂印刷出版部 1972
・大久保勇市 「広瀬淡窓の儒林評とその道統」 『近畿大学
   教養部研究紀要』 4 巻 3号 近畿大学教養部 1973
・大久保勇市 「万善簿のねらい〔広瀬淡窓〕」 『近畿大学
   教養部研究紀要』 5 巻 2号 近畿大学教養部 1973
・中島市三郎 『咸宜園教育発達史』 中島国夫 1973
・広瀬正雄 『広瀬淡窓手ほどき』（非売品）

   広瀬先賢顕彰会 1973
・井上義巳 「咸宜園入門者についての研究 （青山学院創立
   100 周年記念論文集）」 『青山学院大学文学部紀要』 16
   号 青山学院大学文学部 1974
・田中佩刀 「詩人廣瀨旭莊論」『明治大学教養論集 84号』 

   明治大学教養論集刊行会 1974
・杉本 勲 「広瀬旭荘の海外認識と海防思想」『対外関係と
   政治文化』 第三 政治文化 近世・近代編 森克己博士古
   稀記念会編 吉川弘文館 1974
・杉本勲 編『九州天領の研究 日田地方を中心として』

   吉川弘文館 1976
・松井康秀「適材適育－広瀬淡窓とその教育思想」 『日本
   及日本人』 1548 号 J&J コーポレーション 1978
・広瀬正雄 「広瀬淡窓について」 『東洋研究』 49 号（講演）

   大東文化大学東洋研究所 1978
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   歴史学界 : 回顧と展望）｣『史学雑誌』96 巻 5 号
   739-743 1987

・田中加代「亀井昭陽の教育思想における ｢運命観｣ お
   よび ｢天命観｣ について」『日本女子大学紀要』 38 
                                                           日本女子大学 1988
・市場直次郎 「広瀬淡窓・旭荘の漢詩指導例－松永顕徳
   甫著「草稿」について－」『近世文芸』 49 

   日本近世文学会 1988
・井上義巳・三澤勝己 ｢広瀬淡窓｣ 『國學院雜誌』 89 巻 8
   号 国學院大學綜合企画部 1988
・鬼頭有一 「晨霜如雪－広瀬淡窓「休道」詩の成立につ
   いて－」 『皇学館論叢』 21 巻 1号

   皇学館大学人文学会 1988
・栗田充治 「広瀬淡窓 ｢万善簿｣ について」 『亜細亜大学
   教養部紀要』 37 亜細亜大学教養部 1988
・市場直次郎「廣瀬淡窓・旭荘の漢詩指導例」『近世文芸
   49』－松永顯徳甫著『草稿』について－

   日本近世文学会 1988
・衣笠安喜編「江戸の学問―よみ・かき・そろばんまで」
   『週刊朝日　百科日本の歴史九一近世から近代へ㊂』

   朝日新聞社 1988
・長島 光二 , しらが 康義 「日本 : 近世 九（一九八七年の
   歴史学界 : 回顧と展望）」 『史学雑誌』 97 巻 5 号

   723-730 1988
・市場 直次郎 ｢広瀬淡窓・旭荘の漢詩指導例 -- 松永顕徳
   甫著「草稿」について｣『近世文芸』

   日本近世文学会 49 号 1988.11
・田中 加代 ｢広瀬淡窓の運命観と「三説」について｣ 
   『季刊日本思想史』ぺりかん社 32号 1989
・天野晴子 「日本教育史学の確立過程下における広瀬淡
   窓関係記事－明治期 , 師範学校用教育史教科書を中心
   に－」『人間研究』 26 日本女子大学教育学科の会 1990
・徳田武 「遠山荷塘と広瀬淡窓」 『明治大学教養論集』 232

   明治大学教養論集刊行会 1990
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（二）」
   －諸儒との交遊を中心として－『大倉山論集二二号』　
   大倉精神文化研究所 1990
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（三）」
   －諸儒との交遊を中心として－『大倉山論集二二号』　
   大倉精神文化研究所 1990
・大庭 茂美 ｢近世教育思想家の私家塾における師弟心得
の比較研究｣ 日本教育学会大會研究発表要項 49 巻 47 
1990

・徳田 武 ｢遠山荷塘と広瀬淡窓｣『明治大学教養論集』
明治大学教養論集刊行会 232 号 1990

・徳田 武「広瀬旭荘の耶馬溪行」詩人 広瀬旭荘伝一 
   『江戸文学』 6 ぺりかん社 1991
・徳田 武「亀井昭陽塾再入門」詩人 廣瀬旭荘伝 
   『江戸文学』 7 ぺりかん社 1991
・徳田 武「広瀬旭荘の亀井昭陽塾入門」『明治大学教養
   論集 』242 号 明治大学教養論集刊行会 1991

   生の動静｣『適塾』適塾記念会 17巻 1984.11
・多田建次 「近世塾の近代化過程の研究－咸宜園と慶応
   義塾を例として - 後 - 家塾から義塾へ」 『論叢』（玉川大
   学文学部紀要） 26 玉川大学 1985
・福本英城『錐と鎚 広瀬淡窓と久兵衛』 

   鵬和出版 1984.4
・三澤勝己 「広瀬淡窓研究史試論」 『国学院雑誌』 第 86 巻
   第 5 号 国學院大學綜合企画部 1985
・山崎謹哉 「広瀬淡窓の社会思想－『迂言』を中心に－」 
   『邂逅』3号 岡山大学倫理学会 1985
・鈴木理恵 「近世広島における私塾教育の研究－咸宜園
   の系譜－（1）」『芸備地方史研究』150・151 号 
   芸備地方史研究会 1985
・鈴木理恵 「近世広島における私塾教育の研究－咸宜園
   の系譜－（2）」『芸備地方史研究』152 号 
   芸備地方史研究会 1985
・甲斐素純 「広瀬淡窓の府内紀行」 『大分県地方史』 
   第 120 号 大分県地方史研究会 1985
・鹿毛基生 「咸宜園の教育 （伝統を活かした学校教育）」
    『学校教育研究所年報』29 学校教育研究所 1985
・小野禎一 「日本教師論 -6- 広瀬淡窓とその師道論」 
   『東北福祉大学紀要』10 東北福祉大学 1985
・難波 信雄「日本 : 近世 十二（一九八四年の歴史学界 : 
   回顧と展望）」『史学雑誌』94 巻 5 号 706-712 1985
・三沢 勝己 ｢広瀬淡窓研究史試論｣『國學院雜誌』國學
   院大學綜合企画部 86 巻 6号 1985
・小野禎一 「日本教師論 -7- 広瀬淡窓とその師導観」 
   『東北福祉大学紀要』11 東北福祉大学 1986
・三澤勝己 「広瀬淡窓「読大学」について」『東洋文化』
   復刊第 56号 無窮会 1986
・三澤勝己「広瀬淡窓の学統と「読論語」」『国史学』
   129 国史学会 1986
・氏家 幹人「日本 : 近世 六（一九八五年の歴史学界 : 回
   顧と展望）」『史学雑誌』95 巻 5 号 729-734 1986
・納富貞雄 河野辰三共著 有富豊 編『広瀬淡窓評傳』広
   瀬淡窓評傳委員会 1986
・桑原伸介 ｢歴史手帖 広瀬旭荘の萩行｣『日本歴史』吉
   川弘文館 464 巻 1987.1
・三澤勝己 「広瀬淡窓と九州の儒者 緒論－同時代の交流
   について－」 『大倉山論集』 21

   大倉精神文化研究所 1987
・三澤勝己 「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考－諸儒との
   交遊を中心として -1-」 『大倉山論集』22

   大倉精神文化研究所 1987
・深町浩一郎 「広瀬淡窓の学問と思想について」『天領日
   田』 第 7号 天領日田を見直す会 1987
・小野禎一 「日本教師論 -8- 広瀬淡窓とその師道観」 『東
   北福祉大学紀要』12 東北福祉大学 1987
・寺脇 恵 ｢松本三之介著 『近世日本の思想像 : 歴史的考
   察』｣『史学雑誌』 96 巻 2 号 221-227 1987
・青木 歳幸 ｢日本 : 近世 : 九 思想・文化（一九八六年の
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想史』46《特集》日本思想史懇話会 ぺりかん社 1995
・田中晃 「山陽手批淡窓詩稿」 『日田文化』第 38号 

   日田市教育委員会 1995
・杜栄 「広瀬淡窓の自然観について」 『中国哲学論集』 21

   九州大学中国哲学研究会 1995
・徳田 武「「廉塾」行 （二）」詩人 廣瀬旭荘伝　
   『江戸文学』 14 ぺりかん社 1995
・徳田 武「未紹介広瀬旭荘詩文解読（二）」『明治大学教
   養論集』279 号　 明治大学教養論集刊行会 1995
・中村幸彦、井上敏幸『広瀬先賢文庫目録』　

   廣瀬先賢文庫 1995
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（四）
   －諸儒との交遊を中心として－」『大倉山論集』三七号

   大倉精神文化研究所 1995
・森眞理子「咸宜園塾頭諫山菽邨宛来簡の書誌的研究」

   京都大学 1995
・木山 実 , 四宮 正親 , 佐々木 聡 , 橘川 武郎「一九九三年
   の日本経営史」『経営史学』30 巻 1 号 56-79 1995
・木村 政伸「唐津藩における私塾教育の研究」『日本の
   教育史学』38 巻 6-23 1995
・西江錦史郎 「寛政の教化政策と地方儒学」 『東洋研究』
    121 大東文化大学東洋研究所 1996
・徳田 武「 「廉塾」行 （三）」詩人広瀬旭荘伝　
   『江戸文学』 15 ぺりかん社 1996
・徳田 武「未紹介広瀬旭荘書牘・資料紹介－文久三年四、
   五月－」『明治大学教養論集』 286 号

   明治大学教養論集刊行会 1996
・杉森 玲子 ｢柿原謙一編『秩父地域絹織物史料集』｣ 埼玉
   新聞社『史学雑誌』105 巻 9 号 120-121 1996
・井上源吾『広瀬淡窓の詩 遠思楼詩鈔評釈』 

   葦書房 1996
・徳田 武「「廉塾」行 （四）」詩人広瀬旭荘伝 
   『江戸文学』 17 ぺりかん社 1997
・ 西江錦史郎「広瀬旭荘研究（1）系譜と活動」『東洋研究』
   126 号大東文化大学 東洋研究所 1997
・岡村 繁「広瀬旭荘の遺稿とその推敲課程〔含略年譜〕」
   先儒祭記念公演『斯文』 106 号 斯文会 1997
・肥田明啓 「広瀬淡窗と袁枚」 『学林』 28・29 
   中国芸文研究会 1998
・大木正義 「淡窓詩話の文章 （特集 中世・近世）」 『解釈』
   44 巻 3号 解釈学会 1998
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（五）－
   儒との交遊を中心として－」 『大倉山論集』 四二号
   大倉精神文化研究所 1998
・井上源吾 『若き日の廣瀬淡窓』 葦書房 1998
・田中加代著 ｢広瀬淡窓の研究｣ 『大倉山論集』 44
   三沢勝己 大蔵精神文化研究所 1999
・大野 雅之 ｢広瀬旭荘と咸宜園 -- 離郷決意の萌芽をさぐ
   る｣ 『史料館研究紀要』 

   大分県立先哲史料館 4号 1999.3
・肥田明啓 「広瀬淡窓の詩論とその源流－清代前期の詩

・岡村 繁『広瀬淡窓・広瀬旭荘』 江戸詩人選集九
   岩波書店 1991

・田中 加代 ｢広瀬淡窓の教育思想 : その系譜的特徴を中
   心に｣ 日本教育学会大會研究発表要項 50 巻 52 1991
・田中 加代 ｢広瀬淡窓の教育思想の系譜 荻生徂徠・亀井
   南冥・昭陽の影響を中心として｣『教育学研究』58 巻

   4 号 349-358 1991
・徳田 武「「追補 広瀬旭荘と遠山荷塘また旭荘と原采蘋」
   詩人 廣瀬旭荘伝」 『江戸文学』 8 ぺりかん社 1992
・徳田 武「「論詩」の成立」詩人 廣瀬旭荘伝」 
   『江戸文学』 9 ぺりかん社 1992
・森 眞理子「咸宜園塾頭諫山菽村宛来簡の書誌的研究」
   京都大学 1991-1992
・木南卓一 「広瀬淡窓私新抄 -1-」 『帝塚山大学教養学部紀
   要』 35 帝塚山大学教養学部 1993
・木南卓一 「広瀬淡窓私新抄（2）」 『帝塚山大学教養学部
   紀要』 36 帝塚山大学教養学部 1993
・徳田 武「「昭陽塾退塾」詩人 廣瀬旭荘伝」 
   『江戸文学』 10 ぺりかん社 1993
・徳田 武 「「樺島石梁訪問」詩人 廣瀬旭荘伝」　
   『江戸文学』 11 ぺりかん社 1993
・福島理子「儒者の怪奇趣味－広瀬旭荘『丑時咀』をめぐっ
   て－」『江戸小説と漢文学』和漢比較文学叢書第十七巻
   和漢比較文学会編  汲古書院 1993
・三沢勝己「広瀬淡窓・広瀬旭荘と洋学 序論」『明治聖
   徳記念学会紀要』 復刊八号　明治聖徳記念学会 1993
・楊 宏民 ｢広瀬淡窓の経世論について 徂徠学との比
   較を通して｣『立命館大学人文科学研究所紀要』59号

   1993.10
・木南卓一 「広瀬淡窓私新抄（3）」 『帝塚山大学教養学部
   紀要』 38 帝塚山大学教養学部 1994
・木南卓一 「広瀬淡窓私新抄（4）」 『帝塚山大学教養学部
   紀要』 39 帝塚山大学教養学部 1994
・三澤勝己 「広瀬淡窓と ｢徒然草｣」 『大倉山論集』 第 36
   輯 大倉精神文化研究所 1994
・田中加代 「咸宜園－広瀬淡窓の私塾教育が今日に与え
   る意味－」『家庭科学』 61 巻 3号 《特集》21世紀の教
   育制度を考える -1-

   日本女子社会教育会家庭科学研究所 1994
・徳田 武「 「旭荘」 の命名」詩人 廣瀬旭荘伝　
   『江戸文学』 12 ぺりかん社 1994
・徳田 武「 「廉塾」 行」詩人 廣瀬旭荘伝　
   『江戸文学』 13　ぺりかん社 1994
・徳田 武「未紹介広瀬旭荘詩文解読（一）」『明治大学教
   養論集』268 号　明治大学教養論集刊行会 1994
・小堀一正「幕末大阪文人社会の動向―広瀬旭荘と藤井
   藍田・河野鉄兜らを中心として」『大阪の歴史と文化』 
   和泉書院 1994
・廣瀬尚美『廣瀬資料館図録 天領日田の掛屋』 
   源流社 1994
・新井白石 三澤勝己 「新井白石と広瀬淡窓」 『季刊日本思
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   論の受容を中心として－」 『学林』 30
   中国芸文研究所 1999

・山本佐貴 「咸宜園における漢詩講釈の展開」 『教育学研
   究紀要』 45 巻 1号 中国四国教育学会 1999
・宮崎修多 「私塾 本立書院（東宜園） （特集 明治十年代の
   江戸）」 『江戸文学』 21 ぺりかん社 1999
・Nazario Bustos 「江戸時代の学習機会 - その 2-」 『九州
   共立大学・九州女子大学・九州女子短期大学生涯学習
研究センター紀要』 4 九州共立大学・九州女子大学・九
   州女子短期大学生涯学習研究センター 1999
・高橋昌彦 ｢松下筑陰伝攷（上）｣ 『語文研究』 86・87 号 
   九州大学国語国文学会 1999
・徳田 武 「未紹介広瀬旭荘詩文解読（三）」
   『明治大学教養論集』 322 号 明治大学教養論集刊行
   会 1999
・大野修作 『広瀬旭荘』 日本漢詩人選集 16 研文出版 
   1999
・平岡 豊 「特集 『三奪の法』から『五奪の法』-- 咸宜園
の理念の中に、新しい人材育成の灯火を観た 」 『産業
訓練』日本産業訓練協会 531 号 1999

・狭間久 『広瀬淡窓の世界』 大分合同新聞社 1999
・山本佐貴 「咸宜園門人たちの詩社「玉川吟社」に関す
   る考察」 『大分県地方史』 179 号

   大分県地方史研究会 2000
・杜 栄 「広瀬淡窓と老子思想」 『中国哲学論集』 26

   九州大学中国哲学研究会 2000
・肥田明啓 「廣瀬淡窗の詩論と咸宜園教育との關連」 『立
   命館文學』 563 号 立命館大学人文学会 2000
・高橋昌彦 「女流漢詩人を探す」 『機』 No109

   藤原書店 2000
・大野修作 「『東瀛詩選』の成立と広瀬旭荘」 『女子大國文』
   第百二十七号 京都女子大学国文学会 2000
・三澤 勝己 「広瀬淡窓の経世論小考」 『日本経済思想史研
   究』（1） 日本経済思想史研究会 2001
・月野文子 「広瀬旭荘の「夜過二二州橋一書二矚目一」
   詩：成立事情とその推敲の態度をめぐって」 『文芸と思
   想』 65 福岡女子大学文学部 2001 年
・高橋 昌彦 「寛政期の豊後日田漢詩壇 -- 咸宜園前史」 『雅
   俗』 雅俗の会 8 号 2001
・月野文子 「広瀬旭荘の題画詩「題春川釣魚図」の手法：
   楽府詩「枯魚過河泣」と『荘子』寓喩」 『文芸と思想』
   66 福岡女子大学文学部 2002
・ 西村富美子 「〈論文〉広瀬旭荘生涯と作品：波華大阪の
   地」 『紀要 言語・文学編』34

   愛知県立大学外国語学部 2002
・大野修作 「広瀬旭荘と山梨稲川－『東瀛詩選』中の詩
   人たち－」 『女子大國文 第百三十一号』

   京都女子大学国文学会 2002
・山本 さき 「咸宜園隆盛における漢詩教育の意義」 『日本
   歴史』 日本歴史学会 吉川弘文館 646 号 2002
・  鈴木理恵 「近世末期芸州の漢学塾を介した書籍貸借－

    一塾生を中心に」 『長崎大学教育学部社会科学論叢』
   63 号 長崎大学教育学部 2003
・橋本 昭彦 「日本教育史の研究動向 （近世以前） （III 研
   究動向）」 『日本の教育史学』 45 巻 332-337 2002
・神田嘉延 「日本の経済発展と学校教育（1）」 『鹿児島大
   学教育学部教育実践センター研究紀要論文』 13
　　　　　　　　　　　　　鹿児島大学教育学部 2003
・徳田 武 「広瀬旭荘の善通寺参詣」 『明治大学教養論集』 
   362 号　明治大学教養論集刊行会 2003
・月野文子 「広瀬旭荘の天保十五年正月詩の周辺：「粛舎」 
   取得と江戸開塾」 『文芸と思想』 67

   福岡女子大学文学部 2003
・向野康江 「広瀬淡窓（1782-1856）による漢詩教育の
   あり方 1－江戸詩壇史における位置づけ（１）」 『茨城
   大学教育学部紀要』53号 茨城大学教育学部 2004
・向野康江 「広瀬淡窓（1782-1856）による漢詩教育の
   あり方 1－江戸詩壇史における位置づけ（2）」 『茨城大
   学教育学部紀要』 53 号 茨城大学教育学部 2004
・林田愼之助 「日本漢詩人紀行（1）淡窓の筑遊」 『創文』 
   469 号 創文社 2004
・奥村覚 「丹波における明治維新前後 広瀬淡窓の思想」
    『丹波』 6 号《特集》 幕末維新を馳せた丹波の人々 丹波
   史談会 2004
・三澤勝己 「咸宜園の漢籍収集と塾生の閲覧」 『漢籍』 12
   号 漢籍研究会 2004
・亀田一邦 「嘉永 4年広瀬旭荘の長府娶嫁及び藩儒招聘
   に関する一考察」 『山口県地方史研究』 91

   山口県地方史学会 2004
・ 堺市博物館 『堺市博物館 書の世界－山下是臣コレク
   ション－』 2004
・杜栄 『廣瀬淡窓の哲学思想に関する研究』 九州大学博
   士論文 2004
・尾本優輝 「広瀬淡窓「歳暮」による授業実践報告」 『漢
   文教育』 30 広島漢文教育研究会 中国中世文学会 2005
・小金澤豊 「漢文教材としての広瀬淡窓－『桂林荘雑詠
   示諸生』教材化の背景－」 『二松学舎大学人文論叢』 75
   号 二松学舎大学人文学会 2005
・岩本 馨 「近世都市における ｢知｣ の空間と場－豊後国
   日田咸宜園を中心に－」 『年報都市史研究』 13 号 

   山川出版社 2005
・野田高巳 「淡窓漢文日記・懐舊楼筆記にみる 天保の
   大飢饉」 『日田文化』 第 47 号 日田市教育委員会 2005
・  島岡成治 「9286　広瀬旭荘における住まいと都市の場
   所について（建築論・場所、建築歴史・意匠）」 『学
   術講演梗概集』 日本建築学会 2005
・ 亀田一邦 「広瀬旭荘晩年の赤関厄難について『日間瑣
   事備忘録』に見る婚家当主清水麻之丞との粉擾顛末」
   『地域文化研究』 20 梅光学院大学地域文化研究所 2005
・廣瀬 修二 , 山田 有一 ｢広瀬久兵衛嘉貞について｣ 『農業
   土木学会誌 』 73 巻 10 号 923-924,2005
・太田 素子 「日本教育史の研究動向 （近世以前）」 『日本
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   の教育史学』 48 巻 174-178 2005
・小池 喜明 ｢儒者と開国 廣瀬淡窓｣ 『井上円了センター年
   報』 東洋大学井上円了記念学術センター 14号 2005
・｢九州をもっと良く知る 温故知新 先人に学ぶ人間学
   （15）広瀬淡窓（大分県）｣ 『財界九州』 財界九州社 46 
　巻 10号（通号 973）2005.10
・小池 喜明 ｢儒者と開国 -- 廣瀬淡窓著者｣ 『井上円了セ
   ンター年報』 東洋大学井上円了記念学術センター 14号

   2005
・ 齋藤尚志 「広瀬淡窓の「教育ノ術」礼楽刑政による解
   釈 〔含 論評〕」 『日本教育史研究』 25 号

   日本教育史研究会 2006
・ 林田愼之助 「廣瀬淡窓と陶淵明」 『松浦友久博士追悼記
   念中國古典文學論集』 
   松浦友久博士追悼記念中國古典文學論集刊行會 2006

・島岡成治 「813　広瀬旭荘の大阪の住まいと都市への
   まなざし（歴史・意匠）」 『日本建築学会研究報告』

   日本建築学会 2006
・郭穎 「『東瀛詩選』における兪樾の修改－広瀬旭荘の
   『梅墩詩鈔』との比較を通して－」 『中国学研究論集 』 
   第十六号 　広島中国文学会 2006
・木村 政伸 「日本教育史の研究動向 （近世以前）」 『日本
   の教育史学』 49 巻 208-212 2006
・後藤 宗俊 「歴史シリーズ 大分の歴史を歩く（17）史跡
   咸宜園跡」 『おおいたの経済と経営』 大銀経済経営研究
   所 196 号 2007
・三澤 勝己 ｢広瀬淡窓と咸宜園｣ 『日本教育』

   日本教育会 361 号 2007.10
・朱 玲莉 「咸宜園と白鹿洞書院－日中私塾の比較研究－」
   『國學院大学大学院紀要』 39 号國學院大学大学院 2008
・海原徹 『広瀬淡窓と咸宜園 : ことごとく皆宜し』 

   ミネルヴァ書房 2008
・川野 祐二 「さわやか公益紀行（42）私塾の底力（巻 5）
   咸宜園」 『月刊公益法人』 

   全国公益法人協会 440 号 2008
・小財陽平 「広瀬淡窓、李白への挑戦「月下独酌」論」 『文
   学』 10 巻 3号 岩波書店 2009
・川邉雄大 ｢幕末明治期の咸宜園と真宗僧｣ 『淡窓研究会
   会報』 淡窓研究会 2009
・山本郁男・井本真澄・宇佐見則行ほか 「日向薬事始め（そ
   の 5）日向出身の緒方洪庵・適塾と広瀬淡窓・咸宜園
   に学んだ人々」 『九州保健福祉大学研究紀要』 10 号 九
   州保健福祉大学研究紀要委員会 九州保健福祉大学 2009
・前田勉 「広瀬淡窓における学校と社会」 『日本文化論叢』
    17 号 愛知教育大学日本文化研究室 2009
・岩沢光夫 「休道詩鑑賞への一考 『敬天』 第 37 号 
   淡窓会 2009
・黒川桃子 「広瀬淡窓と頼山陽 文化五年の交流を通して」
    『近世文芸研究と評論』 75 号 近世文芸研究と評論の会

   早稲田大学文学部 2009
・藤井準一郎 「広瀬淡窓の教育」 『杵築史談会』 久米忠臣

   杵築史談会 2009
・大野雅之 「大給府内藩と廣瀬家 近説と旭荘の関係を中
   心に」 『資料館研究紀要』 14 大分県立先哲資料館 2009
・亀田一邦 「高杉晋作の主治医 石田精一について－変革
   期草医の「雅」と「侠」－」 『日本医史学雑誌 』
   第 55 巻 第 4号 日本医史学会 2009
・梅溪 昇 「広瀬旭荘と池田」 『池田郷土研究』 11 号
   池田郷土史学会 2009
・託明寺 『託明寺縁起略伝記』 2009
・池田市、池田市教育委員会 『続池田学講座－人物編－
   新たに知る池田 改めて出会う池田－』 2009
・天野 晴子 「日本教育史の研究動向 （近世以前）」 『日本
   の教育史学』 52 巻 140-142 2009
・朱 秋而 「廣瀬淡窓の詩風について―その日本化の一側
   面を中心に―」 『アジア文化交流研究』 第 5号別冊 《特
   集》幕末明治期における日本文学・歴史・思想・藝術
   の諸相 関西大学アジア文化交流研究センター 2010
・黒川桃子 「広瀬淡窓と陸游詩―淡窓詩の一源流―」 『江
   戸風雅』 第 2号 江戸風雅の会 2010
・徳田武 「広瀬旭荘の足利学校行」 『江戸風雅』 第 3号 

   江戸風雅の会 2010
・池澤一郎 「苔を二広の墓碑と合原松子の墓とに掃ふ」
    『江戸風雅』 第 3号 江戸風雅の会 2010
・徳田武・土屋和之 「広瀬旭荘と『水滸伝』」 『江戸風雅』
    第 3 号 江戸風雅の会 2010
・大野雅之 「 「淡窓先生手書克己篇」にみる廣瀬淡窓の苦
   悩 末弟旭荘のこと」 『史料館研究紀要』 15

   大分県先哲資料館 2010
・川崎理恵 「近世社会における暦占の実態 広瀬旭荘と古
   谷道庵を素材に」 『京都女子大学大学院文学研究科研究
   紀要 史学編 9』  京都女子大学大学院文学研究科史学専
   攻 2010
・亀田一邦 『幕末防長儒医の研究』 知泉書館 2010
・「歴史の指標 広瀬淡窓（上）身代りになった妹の恩愛
にこたえて」 『明日への選択』日本政策研究センター 
通号 295 2010

・黒川桃子 ｢廣瀬淡窓の陸游詩受容「論詩詩」を中心に｣
　『近世文芸』日本近世文学会 92号 2010.7
・神戸輝夫「旭荘の漢文日記」『潮 一月号』

   潮出版社 2011
・合山林太郎「幕末京摂の漢詩壇 広瀬旭荘・河野鉄兜・
   柴秋村を中心に（特集 近世韻文の力）」 『日本文学 』 60
   巻 10 号 日本文学協会 2011
・黒川桃子 「亀井少琹小伝－父昭陽の詩文を通して－
   （上）」 『江戸風雅 第五号』 江戸風雅の会 2011
・徳田 武 「囲記事 広瀬林外と川路聖謨・安井息軒・大沼
   枕山」 『江戸風雅』 第五号　江戸風雅の会 2011
・合山 林太郎 「幕末京摂の漢詩檀－広瀬旭荘・河野鉄兜・
   柴秋村を中心に－」 『日本文学』 60 巻 10 号 30-39 2011
・鈴木理恵 『近世近代移行期の地域文化人』 塙書房 2012
・日田市教育委員会 『廣瀬淡窓の生家－廣瀬家の歴史と
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   業績－』 2012
・吹田市教育委員会 『吹田市立博物館　大庄屋　中西家
   名品展』 2012
・咸宜園教育研究センター 展示解説書 『廣瀬旭荘ー東遊
   大坂 池田－』 2012
・池田市立歴史民俗資料館 展示図録 『廣瀬旭荘と池田・
   大坂』 2012
・原 千里 ｢廣瀬淡窓とその世界｣ 『季論 21』 編集委員会
   18 号 2012
・大野 雅之 「廣瀬淡窓書簡の作成年代について : 寛政期
   から文化期まで」 『史料館研究紀要』 

   大分県立先哲史料館 17号 2013
・徳田　武 「広瀬旭荘と江戸」 『江戸風雅』 第七号

   江戸風雅の会 2013
・日田市教育委員会 『廣瀬淡窓と咸宜園－近世日本の教
   育遺産として－』 2013
・別府大学文化財研究所・日田市教育委員会 『廣瀬淡窓
   と咸宜園－近世日本の教育遺産として－資料編』 2013
・廣瀬本家　ガイドブック　～文化財指定記念～国史跡
   『廣瀬淡窓旧宅及び墓』 2013
・咸宜園教育研究センター 展示解説書 平成 25年度特別
   展 『九州の私塾と教育～咸宜園とその周辺～』 2013
・池田 寿生 「近世日本最大の私塾「咸宜園」と「廣瀬淡窓」」
   『せせらぎ』 地方財務協会 742 号 2013
・杉谷 昭 ｢草場佩川と古賀穀堂・広瀬淡窓｣ 『佐賀県立佐
   賀城本丸歴史館研究紀要』 佐賀県立佐賀城本丸歴史館
   8 号 2013
・帆秋 孝幸 ｢豊後の先哲 廣瀬淡窓とその弟 久兵衛｣ 『日
   本精神科病院協会雑誌』 日本精神科病院協会 32巻 8
   号通巻 382 2013.8
・岸田 知子 ｢平成二十五年度先儒祭墓前講話 広瀬旭荘 : 
   幕末の漢学者｣ 『斯文』 斯文会 124 号 2014.3
・ 徳田武・長田和也・山形彩美 「増訂西村天囚著 『亀門の
   二広』 広瀬旭荘」 『江戸風雅』 第九号

   江戸風雅の会 2014.6
・徳田武 「広瀬旭荘略年譜」 『江戸風雅』 第九号

   江戸風雅の会 2014.6
・徳田武 「広瀬旭荘と春日載陽」 『江戸風雅』 第九号

   江戸風雅の会 2014.6
・咸宜園教育研究センター 平成 26年度特別展 『漢詩人
   廣瀬淡窓』 2014
・徳田武 「広瀬旭荘『日間瑣事備忘』の顕彰－亀谷省軒・
   牧野藻洲・西村天囚－」 『江戸風雅』 第十号

   江戸風雅の会 2014.11
・今村孝次著・徳田武増訂 「中島子玉」 『江戸風雅』

   第十号江戸風雅の会 2014.11
・栗三直隆 『野上文山　覚書』 2014
・原 千里 ｢広瀬淡窓の反骨精神｣ 『季論 21』 編集委員会
    編 24 号 2014
・日田市教育庁世界遺産推進室 「江戸の学びと文化」実
   施報告書 （教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウ

   ム 2014） 2015
・川邉雄大 「善教寺蔵・「田原法水略歴」および「田原法
   水紀功碑」（草稿）について」 『国士舘大学経済研紀要』
   第 26 号 国士舘大学政経学部附属経済研究所 2014.3
・原千里 「廣瀬淡窓とその世界時代を先取りした淡窓の
   教育」 『海』 第二期第 13号（通巻第 80号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　花書院 2015.1
 ・原千里 「廣瀬淡窓とその世界『学制の儀』をめぐって」
   『海』 第二期第 13号（通巻第 80号）花書院 2015.1
・  川邉雄大・町泉寿郎 「資料紹介　善教寺蔵・小栗憲一
   「琉球日記」について」 『二松学舎大学東アジア学術総
   合研  究所集刊』 第 45 集

   二松学舎大学東アジア学術総合研究所 2015.3
・ 川邉雄大 「明治期の琉球における真宗法難事件に関す
   る一考察―善教寺資料を中心に―」 『沖縄文化研究』 41
   法政大学沖縄文化研究所 2015.3
・ 求菩提資料館 『ふるさと豊前　人物再発見』 2015.3
・徳田武 「広瀬旭荘と筑井昆陽」 『江戸風雅』 第 11 号

   江戸風雅の会 2015.6
・鈴木理恵 「近世後期の教育環境としての漢学塾―咸宜
   園とその系譜塾」 『書籍文化とその基底』

   平凡社 2015.10
・徳田武 「広瀬旭荘と鈴木春山（一）」 『江戸風雅』

   第 12 号　江戸風雅の会 2015.11
・ 徳田武 「『在臆話記』の広瀬旭荘記事―『日間瑣事備忘』
   の顕彰―」 『江戸風雅』第 12号

   江戸風雅の会 2015.11
・四十五周年記念大会実行委員会 『淡窓伝光霊流 日本詩
   道会　日田詩道会四十五周年記念大会』 2015.11
・山田 明 ｢広瀬淡窓の人権思想と咸宜園教育｣ 『リベラシ
   オン』 福岡県人権研究所 160 号 2015.11
・ 原千里 「廣瀬淡窓とその世界咸宜園の入門者をめぐっ
   て」 『海』 第二期第 15号（通巻 82号）　花書院 2016
・川邉雄大 「資料紹介　白華文庫蔵・小栗栖香頂「水築
   小相伝」について」 『二松学舎大学東アジア学術総合研
   究所集刊』 第 46 集

   二松学舎大学東アジア学術総合研究所 2016.3
・法政大学沖縄文化研究所 『沖縄文化研究』 41 2015.3
・求菩提資料館 『ふるさと豊前 人物再発見』 2015.3
・徳田武 「広瀬旭荘と筑井昆陽」 『江戸風雅』 第 11 号

   江戸風雅の会 2015.6
・鈴木理恵 「近世後期の教育環境としての漢学塾―咸宜
園とその系譜塾」 『書籍文化とその基底』 平凡社 2015.10
・徳田武 「広瀬旭荘と鈴木春山（一）」 『江戸風雅』 第 12
   号　江戸風雅の会 2015.11
・ 徳田武 「『在臆話記』の広瀬旭荘記事―『日間瑣事備忘』
   の顕彰―」 『江戸風雅』 第 12 号　江戸風雅の会 2015.11
・四十五周年記念大会実行委員会 『淡窓伝光霊流 日本詩
   道会 日田詩道会四十五周年記念大会』 2015.11
・高橋 昌彦 ｢廣瀬淡窓著述攷｣ 『史料館研究紀要』 大分県
   立先哲史料館 20号 2016.1
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・湯谷 祐三 ｢広瀬淡窓より見たる雲華上人の人間関係
   「雲華院釈大含信慶講師年譜稿」補遺｣ 『名古屋外国語
   大学外国語学部紀要』 名古屋外国語大学 50号 2016.2
・川邉雄大 「資料紹介　白華文庫蔵・小栗栖香頂「水築
   小相伝」について」 『二松学舎大学東アジア学術総合研
   究所集刊』 第 46 集

   二松学舎大学東アジア学術総合研究所 2016.3
・髙橋昌彦 （資料） 「廣瀬淡窓の著述‐新出資料の紹介‐」
   『福岡大学人文論叢』 第 48 巻第 1号

   福岡大学研究推進部 2016
・鈴木理恵 「咸宜園蔵書の形成と管理」 『広島大学院教育
学研究科紀要』 第 3部 第 65 号 

   広島大学大学院教育学研究科 2016
・高橋昌彦 「廣瀬旭荘の著述‐未紹介資料について‐」
   『福岡大学人文論叢』 第 48 巻第 3号

   福岡大学研究推進部 2016
・徳田 武 神田 正行 小財 陽平 ｢広瀬旭荘の林外・青村宛
   て書簡｣  『江戸風雅』 『江戸風雅の会』 13 号 2016.5
・大野 雅之 ｢廣瀬淡窓と菅茶山 交流の軌跡｣ 
『史料館研究紀要』 大分県立先哲史料館 20号 2016
・森 隆夫 ｢『星巌甲集』における広瀬旭荘の題辞について｣
    『江戸風雅』 江戸風雅の会 14号 2016.11
・秋月立雄 「「林外」をめぐって」 『大分県地方史』 第
   229 号 大分県地方史研究会　2017
・川邉雄大 「白華文庫蔵・平野五岳「五岳道人　古竹邨
   舎詩鈔」について」 『日本漢文学研究』 第 12 号　二松
   学舎大学東アジア学術総合研究所日本漢文教育研究推
   進室 2017.3.31
・川邉雄大 「「応接筆記」・「藩庁応接記」・「廿二日対辨記」
   について‐真宗法難事件における東本願寺と琉球藩
   庁の会議記録‐」 『国士舘大学経済研紀要』 第 29 号
   国士舘大学経済学研究科　2017
・西江錦史郎 「長州藩時代の長三洲」 『国士舘大学経
   済研紀要』 第 29 号

   国士舘大学大学院経済学研究科 2017
・城戸淳一 「幕末の漢詩人たちの歴遊‐廣瀬旭荘の書
   簡と『佛山堂日記』を中心に‐」 『北九州国文』 第
   44 号 福岡県高等学校国語部会北九州地区部会 2017
・童門 冬二 ｢広瀬淡窓（1）～（13）
　『ガバナンス』 ぎょうせい 192 ～ 204 号
　2017.4 ～ 2018.4
・徳田 武 ｢広瀬旭荘と吉田松陰｣ 『江戸風雅』 江戸風雅の
   会 15 号 2017.6
・徳田 武 ｢広瀬旭荘の『観瀑図誌』詩に就いて｣ 『江戸風雅』

   江戸風雅の会 15号 2017.6
・鈴木理恵 『咸宜園系譜塾の展開に関する実証的研究 : 西
   日本を中心として』 文部科学省科学研究費補助金研究
   成果報告書（研究種目 基盤研究（C）） 2018
・徳田 武 ｢菊池晩香の広瀬旭荘年譜｣ 『江戸風雅』

   江戸風雅の会 17号 2018.5
・三澤勝己 『江戸の書院と現代の図書館』 樹村房 2018.9



　　　　　　　　　廣瀬淡窓の「咸宜園」は開塾から 200 年を迎えました

Ⅳ . 咸 宜 園 開 塾 2 0 0 年 記 念 事 業
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　1817 年（文化 14）2月、廣瀬淡窓は豊後国日田郡堀田村（現在の所在地）に私塾「咸宜園」を開いた。2017 年（平
成 29年）2月、咸宜園開塾から 200 年を迎えたことから日田市や日田市教育委員会では平成 29年 2月 18 日から下
記の記念事業をスタートした。
　ここでは咸宜園開塾 200 年記念事業の内容とオープニングに実施した記念式典や記念講演、記念鼎談の様子を写真
を使って報告する。
　
平成 29年度実施の主な事業一覧
◇記念遺墨展　「咸宜園門下生遺墨展」
　　内　　容：日田市内在住者を中心として構成される日田先哲研究会に協力いただき、200 年記念の展示として
　　　　　　　咸宜園塾主・門下生らの遺墨展を開催した。
　　場　　所：日田市民文化会館 パトリア日田ギャラリー
　　主　　催：日田市・日田市教育委員会
　　共　　催：日田先哲研究会
　　開催期間：平成 29年 9月 3日（日）～ 17日（日）
　　入館者数：1,345 人（14日間中、一日は台風のため臨時休館）

「咸宜園門下生遺墨展」開会式・展示風景
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◇「嚶鳴フォーラム in ひた」　
　　　　期　　日：平成 29年 11月 10日（金）・11日（土）　午前 10:00 ～ 11:50
　　　　記念事業：「先哲に学ぶ－歴史が現代に語りかけるものとは？」
　　　　　　　　　　参加者：250 名
　　　　内　　容：全国 14自治体 4が参加する嚶鳴協議会の日田大会を記念事業の一環として取り組んだ。
　　　　　　　　　協議会では、例年「嚶鳴フォーラム」（講演会、シンポジウム等）を実施する中で併せて市　　　
　　　　　　　　　村会議・教育長会議・担当者会議等を開催している。日田大会ではフォーラム内の記念対談に　　
　　　　　　　　　ついて一般の参加が可能な公開事業とした。
　　　　講　　師：童門　冬二　氏（歴史小説家）
　　　　鼎　　談：童門冬二氏（歴史小説家）、吉田公平氏（東洋大学名誉教授）
 　　　　   後藤宗俊氏（別府大学名誉教授）
　　　    聞 き 手：岡野　涼子（大分大学 COC + 推進機構コーディネーター）
　　　　主　　催：日田市・日田市教育委員会　　共　　催：嚶鳴協議会　　企画協力：PHP研究所

教育長会議 嚶鳴協議会 豆田町見学

童門先生 講演 鼎　　　談

嚶鳴フォーラム オープニング（咸宜小学校） 嚶鳴フォーラム 原田市長挨拶
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◇「咸宜園の日」・「咸宜園開塾 200 年記念事業」
　　　　期　　日：平成 30年 2月 24日（土）～ 25日（日）
　　　　場　　所：日田市民文化会館（パトリア日田）ほか
　　　　主　　催：日田市・日田市教育委員会（所轄：咸宜園教育研究センター）
　（１）第１日目（24日）　全体時間　13：00～ 20：00
　　　・第一部　「咸宜園の日記念事業」・「咸宜園開塾 200 年記念事業」
　　　　記念式典等
　　　　廣瀬家代表、門下生子孫代表あいさつ　　廣瀬　貞雄　氏
　　　　記念講話「咸宜園と門下生たち」別府大学名誉教授　後藤宗俊氏
　　　・第二部　「咸宜園開塾 200 年記念講演」
　　　　テーマ：「江戸時代の人々にとっての学び」
　　　　講　　師：法政大学総長　田中　優子　氏
　　　　場　　所：パトリア日田　小ホール
　　　・第三部　交流イベント「咸宜園門下生子孫の集い」
　　　　【特別企画トークショー】
　　　　対　　談：田中　優子氏（法政大学総長）、後藤宗俊氏（別府大学名誉教授）
　　　　場　　所：日田温泉旅館街（みくまホテル）
　（２）第２日目（25日）　9:30 ～ 12:00　（集合場所は咸宜園跡）
　　　・第四部　「淡窓ゆかりの地ウォーキング」　対象：門下生子孫・市民
　　　　咸宜園教育研究センター職員が咸宜園や豆田町などの関係施設を案内

田中優子先生 講演

廣瀬家・門下生子孫代表あいさつ 廣瀬貞雄 氏
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◇研究紀要第 7号（開塾 200 年記念特集号）の刊行
　　　　　　咸宜園開塾 200 年記念事業で行われた海原徹氏の講演録を含む論考などを掲載し、
　　　　　　開塾 200 年記念特集号として刊行

◇「淡窓日記」翻刻版の印刷・刊行
　　翻刻作業：漢文日記を読む会（代表：野田高巳氏）

◇淡窓先生に学ぶ学校の取組み
　　期　　日：平成 30年 2月 20日（火）～ 3月 4日（日）
　　会　　場：パトリア日田ギャラリー

◇咸宜園教育顕彰事業「咸宜園の日」記念事業　※「咸宜園門下生の集い」と共同で実施
　　期　　日：平成 30年 2月 24日（土）
　　会　　場：パトリア日田　小ホール

咸宜園門下生子孫の集い 田中優子先生・後藤宗俊先生対談

「咸宜園の日」記念事業 オープニングアクト
日隈こども園 園児による詩吟「休道之詩」



咸宜園教育顕彰事業

Ⅴ . 教 育 顕 彰 事 業

　咸宜園開塾 200 年記念事業との共催
　内　　容：記念式典・講演・記念鼎談など
　日　　時：平成 30年 2月 24日（日）
　　　　　　午後 1時  から２時半
①咸宜園教育顕彰事業 表彰式
　事業概要：廣瀬淡窓や咸宜園教育に関して、学術研究部門
　　　　　　（調査研究の論文等が対象）及び教育文化部門　
　　　　　　（個人、団体、学校などが制作した作品や文化活
　　　　　　動などが対象）を設け、毎年公募し、優秀な作
　　　　　　品等を表彰するもの。
　募集期間：平成 29年 6月 1日から 11月 1日
　教育文化部門　優秀賞受賞者　1件
②日本遺産アイディア活用募集事業表彰式
③発表会 特別発表「咸宜園世界遺産登録推進小学生作文コン
　　　　　　　　　 クール」（豆田町地区振興協議会主催）

■顕彰事業（「咸宜園の日」記念事業）

【教育文化部門】優秀賞　1名

賞 名 団 体 名 所 属 受 賞 内 容

優秀賞 淡窓研究会 ― 「廣瀬淡窓ならびに咸宜園教育関係者の学術研究。また関東方
面に在住している咸宜園関係者の交流・情報交換等」

教育文化部門　優秀賞　淡窓研究会

平成29年度（第7回）咸宜園教育顕彰事業募集チラシ　表（左側）・裏（右側）
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■淡窓先生に学ぶ～学校の取組み～
　学校の取組みを広く市民等に知ってもらうことを目的とし、咸宜園や咸宜園教育等について関心を持ってもらうきっかけ

とする。市内小中学校による顕彰活動の成果を紹介するため、展示会を行っている。

◇期　　間：平成 30年 2月 20日（水）～ 3月 4日（土）

◇展示場所：パトリア日田（ギャラリー）

◇参  加  校：小学校 12校　 咸宜小学校、桂林小学校、日隈小学校、高瀬小学校、光岡小学校、朝日小学校、三和小学校、

　　　　　　　　　　　　　小野小学校、石井小学校、前津江小学校、有田小学校、三芳小学校

　　　　　    中学校 5校　   東部中学校、三隈中学校、北部中学校、東有田中学校、五馬中学校

ギャラリー入り口

咸宜小学校

ギャラリー内

朝日小学校

三芳小学校

高瀬小学校
三和小学校

日隈小学校
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桂林小学校

東部中学校

有田小学校

小野小学校光岡小学校

東有田中学校
三隈中学校

北部中学校

石井小学校

五馬中学校

前津江小学校



Ⅵ . 世 界 文 化 遺 産 登 録 推 進 の 取 り 組 み
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１．世界遺産とは

　世界遺産とは、地球の生成と人類の歴史によって生み出され、過去から引き継がれた貴重なもの。世界遺産に
はさまざまな国や地域に住む人びとが誇る文化財や自然環境などがあり、人類の残酷な歴史を刻むものや戦争や
自然災害、環境汚染などにより危機にさらされているものも含まれている。それらは国際協力を通じた保護のもと、
国境を越え世界のすべての人びとが共有し、次の世代に受け継いでいくべきものである。

○世界遺産リストに記載されるまで
　　①条約締約国の推薦：締約国の政府が国内の世界遺産候補の中から、条件の揃ったものを世界遺産委員会に
　　　推薦。（各国の世界遺産暫定一覧表記載の資産から推薦される。）世界遺産委員会の事務局としての機能は
　　　ユネスコ世界遺産センターが担っている。
　　②専門機関による調査：世界遺産委員会の依頼により、文化遺産は ICOMOS、自然遺産は IUCN が候補地の
　　　評価調査を行う。
　　③世界遺産委員会での審議：ICOMOS や IUCN などによる評価調査報告を受け、毎年 1回開催される世界遺
　　　産委員会において、世界遺産リストへの記載物件の可否を決定する。

２．事業の概要

　日田市では平成 22年度に世界遺産推進室を開設し、茨城県水戸市の弘道館及び偕楽園、栃木県足利市の足利
学校と連携し、「近世日本の教育遺産群」という主題で咸宜園の世界文化遺産登録を目指して取組んでおり、平成
27年 5月には、新たに岡山藩の日本最古の郷学（校）・閑谷学校の所在する岡山県備前市が教育遺産世界遺産登
録推進協議会に加わった。
　世界文化遺産として登録されるには、ユネスコが定めた基準である「顕著で普遍的な
価値」を証明する必要がある。そこで、「近世日本の教育遺産群」が持つ「顕著で普遍
的な価値」を証明するために、世界遺産推進室では日田市世界遺産登録検討委員会の指
導のもと、咸宜園に関する学術的な調査研究を「咸宜園教育研究センター」と両輪となっ
て作業を進めている。また、この取り組みは行政のみで進められるものではなく、市民
の機運の醸成と協力が必要となってくる。市民と行政とが一体となって取り組むことが
重要となることから、調査研究の結果を公表しその情報を共有することで普及啓発につ
なげ、一人でも多くの市民の協力を得ることができるように取組まなければならない。
　また、平成 27年 4月には、国が新たに創設し、国内外からの観光誘客や地域活性化
に役立てる仕組みである「日本遺産」の第 1号認定を受けた。認定ストーリーのタイ
トルは「近世日本の教育遺産群－学ぶ心・礼節の本源－」で、日田市における日本遺産
のストーリーを構成する文化財は、「咸宜園跡」、「日田市豆田町伝統的建造物群保存地区」、「廣瀬淡窓旧宅及び墓」、
「長福寺本堂」、「桂林園跡」、「咸宜園関係歴史資料」の 6件である。国からの支援を受けた情報発信・普及啓発の
取組を推進した。
　
○調査研究
　世界遺産登録検討委員会を開催し、調査研究についての報告などに意見をいただいた。また、日本遺産認定を
含め、教育遺産世界遺産登録推進協議会による事業についての報告も行った。

○普及啓発
　①日本遺産サミット in 京都～日本遺産観光見市～への参加　平成 29年 7月 1日（土）～ 2日（日）
　　協議会を構成する 4市関係者による PRブースの展開等を行った。

　会場：けいはんなオープンイノベーションセンター
　主催：文化庁、京都府、精華町、日本遺産連盟、宇治茶の郷づくり協議会、お茶の京都博実行委員会
　１　認定自治体による PRブースの設置
　２　日本遺産サミット対談
　３　日本遺産先進事例発表
　４　全国のご当地グルメが集合
　②市民協働の取組み（咸宜園平成門下生之会の活動）
　　世界遺産登録を目指す取り組みは市民と行政とが一体となって取組むことが重要となることから、市民によ

　日本遺産ロゴマーク
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　　る応援団体「咸宜園平成門下生之会」が平成 23年度に発足し、この団体は廣瀬淡窓や咸宜園について学習
　　すると同時に、世界遺産登録の取組みを市民の側から支援する活動を中心とする。今年度は咸宜園に関する
　　講座や世界遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産群」の視察研修の他、「咸宜園交流事業サポーター」
　　として登録された会員を中心に、咸宜園で行ったイベント等に協力をいただいた。（2ページ参照）

　③情報発信
　　市ホームページの更新や広報誌の活用、「日田川開き観光祭」のパレードに参加するなどの啓発活動を行った。

　④日本遺産魅力発信推進事業
　　日本遺産認定を受け、国からの支援を受けて日田市においても観光振興・地域活性化に繋げる各種事業を実
　　施した。（事業主体：教育遺産世界遺産登録推進協議会）
　　・月刊誌「教育旅行」記事掲載

　　　教育機関や旅行会社等を中心に購読されている雑誌「教育旅行」に特集記事と広告を掲載し、日本遺産の

　　　魅力を発信した。

　協議会全体での取り組みとして、日本遺産ホームページを制作した。この他、日田市独自の取組みとして、

昨年組織した「日田市日本遺産活性化懇話会」を中心に、昨年度に引き　続き市民他一般から日本遺産を活用

する取組み・アイディアを募集し、優秀な取組み・アイディアを表彰する「日本遺産活用アイディア募集事業」

を実施した。また、平成 29年 10月・11月の２ヶ月間に「日本遺産スタンプラリー」を開催した。この取組みは、

日本遺産の構成文化財を巡り、回遊性を促し、滞在時間を延ばすことや日本遺産に対する理解を深めるために

実施した。平成 29年 6月からフェイスブックを活用した情報発信を行っている。

教育旅行　記事教育旅行　2018 年 2月号　表紙

日田市の取組み

　◇「日本遺産子どもガイド」の養成・実施

　　市内小学校 4・5・6年生（計 28名）を「日本遺産子どもガイド」として養成し、日本遺産に認定された咸

　　宜園跡、長生園、豆田町、廣瀬家、長福寺、桂林園跡を日田天領祭り、天領日田おひなまつりにおいて実際

　　にガイドを実施した。

　◇日本遺産活用アイディア募集事業

　　審査機関：日田市日本遺産活性化懇話会審査会（会員から選出された審査員：8名）

　　募集期間：平成 29年 7月 1日（土）～ 9月 30日（土）、「広報ひた」斑回覧

　　応募総数：232 件

　　応募内訳：アイディア部門 223 の個人から 232 件（うち市内高校生 211 件）

　　　　　　　審査会を開催し、応募案件から優秀賞を選出する。優秀賞副賞：賞金 3万円（最大 5件）

　　審 査 会：平成 30年 1月 19日（金）15：00

　　審 査 員：日田市日本遺産活性化懇話会員 8名（１名欠席）
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日本遺産子どもガイド：豆田町班

　　審査結果

　　　取組み・商品開発部門（最大 3件）

　　　　　　　対象：取組みや商品等が具体的な形となっているもの（具象化されているもの）

　　　（優秀賞）なし

　　　アイディア部門（最大 3件）

　　　　　　　対象：具体的な形になっていないもの（具象化されていないもの）

　　　（優秀賞）1件

　　　　応募者：春末　京香（日田高校）

　　　　案件名：日本遺産標識

　　　　内　容：豆田に来ても咸宜園や長福寺の場所がわからない人がいるので豆田町のあちこちに「あとどの

くらい歩けばココに着く！」と分かるキャラクターの顔の看板をたてる。（キャラクターは淡窓

さんやお寺の絵）

日本遺産子どもガイド：研修風景① 日本遺産子どもガイド：研修風景②

日本遺産子どもガイド：研修風景③ 日本遺産子どもガイド：研修風景④

日本遺産子どもガイド：咸宜園班
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史跡内での説明

長福寺での説明

日本遺産子どもガイド：長福寺班

秋風庵での説明

中学生による「英語子どもガイド」 「英語子どもガイド」

長生園での説明

廣瀬資料館内での説明
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３．教育遺産世界遺産登録推進協議会

①協議会
　「近世日本の教育遺産群」として、咸宜園とともに世界遺産登録を目指す茨城県水戸市の水戸藩藩校「弘道
館」と栃木県足利市の「足利学校」。また、関係三市は、相互の連絡調整の円滑化及び一体的な事業の展開を
図ることを目的として、平成 24年 11 月に「教育遺産世界遺産登録推進協議会」を設立した。平成 27年 5
月には岡山藩の郷校「閑谷学校」の所在する岡山県備前市が加わり、四県四市体制となった。協議会は、市
長と教育委員会教育長、学識経験者（商工会議所会頭、専門家、県の担当課長、市民団体代表）を委員とし、
国内外の教育遺産に係る調査研究、教育遺産を　活用した普及啓発に関することなどを所掌する。また、4市
で構成する本協議会に対して、日本遺産「近世日本の教　育遺産群－学ぶ心・礼節の本源－」の認定を受け、
各種情報発信・普及啓発事業を展開している。

②会議
　○幹事会 平成 29年 5月 16日（都内）
　　１　平成 28年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業報告について
　　２　平成 28年度教育遺産世界遺産登録推進協議会決算について
　　３　平成 29年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業計画・予算（案）について
　　議案第 2号　教育遺産世界遺産登録推進協議会規約の一部改正について

　○協議会 平成 29年 5月 28日（都内）
　　報告第 1号　平成 28年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業報告について
　　認定第 1号　平成 28年度教育遺産世界遺産登録推進協議会歳入歳出決算について
　　議案第 1号　平成 29年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業計画・予算について
　　議案第 2号　教育遺産世界遺産登録推進協議会規約の一部改正について

③専門部会の開催
　　検討状況報告書（素案）の内容に厚みを加え、熟度を高めるため、昨年度に引き続き、専門部会の開催を通
　　して、専門部会Ａ（登録推進戦略の検討）、専門部会Ｂ（国内外の教育遺産の評価）、専門部会Ｃ（保存管理
　　方策の検討）に分かれ、各専門部会による調査研究を行った。

　○専門部会 A・B合同会議　平成 29年 7月 22日（都内） → 災害対応のため欠席
　　１　今年度の日本遺産関係事業及び日本遺産サミットの報告について
　　２　今後の専門部会の報告性について
　　３　顕著な普遍的価値の抽出について
　　４　検討状況報告書第 3章の修正案について

　○専門部会 C会議　平成 29年 8月 29日（都内）
　　１　各構成資産の保存活用計画の策定状況について
　　２　検討状況報告書第 4章、第 5章及び第 6章の加筆修正案について

　○専門部会 A・B合同会議　平成 29年 10月 16日（都内）
　　１　ストーリー案第 3章の修正案について
　　２　その他
　
　○専門部会 A・B・C合同会議　平成 30年 2月 18日（岡山県備前市）
　　１　検討状況報告書の加筆修正案について
　　２　その他
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④有識者・団体との協議
　○九州大学大学院教授藤原惠洋先生との個別協議　平成 29年 9月 28日（九州大学大橋キャンパス）

　○日本イコモス国内委員会・教育遺産世界遺産登録推進協議会意見交換会　平成 30年 3月 3日・4日（茨城県）
　　１　検討状況報告書案について
　　２　その他
　　＊構成文化財である、特別史跡旧弘道館（茨城県水戸市）と史跡足利学校（栃木県足利市）の視察も行う。

⑤事務連絡会議の開催
　○平成 29年 7月 22日（都内） → 災害対応のため日田市からの出席は中止
　　１　今年度の日本遺産魅力発信推進事業の執行について
　　２　平成 30年度事業計画・予算（案）について

　○平成 29年 8月 24日（都内）
　　１　協議会ホームページの進捗状況及びホームページへの協賛店舗の情報掲載について
　　２　平成 30年度事業計画・予算（案）について
　　
　○平成 29年 10月 16日（都内）
　　１　協議会ホームページの進捗状況について
　　２　日本遺産ホームページへの広告等の掲載について
　　３　その他
　　　①岡山県備前市での専門部会 A・B・C合同会議について
　　　②来年度協議会総会及び幹事会の日程について
　　　③日本イコモス国内委員会との協議について
　　　④九州大学　藤原惠洋先生との協議について
　
　○平成 29年 11月 14日（足利市）
　　１　協議会ホームページの進捗状況について
　　２　協議会予算の執行状況及び今後の支払い予定について

　○平成 29年 12月 19日（都内）
　　１　日本遺産魅力発信推進事業の追加事業案について

　○平成 30年 1月 23日（都内）
　　１　岡山県備前市における専門部会 A・B・C合同会議について
　　２　日本遺産魅力発信推進事業の変更申請及び追加事業案について
　　３　日本遺産魅力発信推進事業の進捗状況について
　　４　協議会有料広告掲載要綱等の整備について
　　５　日本イコモス国内委員会との意見交換会について
　　６　平成 30年度日本遺産魅力発信推進事業について

　○平成 30年 2月 17日（岡山県備前市日生）
　　１　専門部会 A・B・C合同専門部会について
　　２　日本遺産魅力発信推進事業の進捗状況について
　　３　協議会有料広告掲載要綱等の整備について
　　４　日本イコモス国内委員会との意見交換会について
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　○平成 30年 3月 27日（都内）
　　１　当協議会及び構成資産候補の概要
　　２　現在の検討状況

公開講座「日本遺産を歩く」第3回

日本遺産サミット in 京都

公開シンポジウム「日本遺産の活用について」

京都市「日本遺産サミット」会場風景

「咸宜園放学遊山の会」事業成果発表会
　　　　　　　　　　　　　（協働担当課：世界遺産推進室）

日田市世界遺産登録推進講演会（パトリア日田小ホール）
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日  程 内　　　　　容

平成 29年 5月 16日 幹事会開催

5月 21日 日田川開き観光祭どんたくカーニバル参加

5月 28日 協議会開催

6月 22日 第 1回日田市日本遺産活性化懇話会開催

7月 1・2日 日本遺産サミット in 京都参加

7月 22日 事務連絡会議開催、専門部会 A・B合同会議開催

8月 22日 第 1回日田市日本遺産活性化懇話会開催

8月 29日 事務連絡会議、専門部会 C会議開催

9月 28日 九州大学大学院教授藤原惠洋先生との個別協議

10月 16日 事務連絡会議・専門部会 A・B合同会議

10月 1日～ 11月 30日 2017 日本遺産スタンプラリー実施

10月 13日 日田市世界遺産登録推進講演会

10月 16日 事務連絡会議開催、専門部会 A・B合同会議開催

10月 18日 第 2回日田市日本遺産活性化懇話会開催

10月 26日 事務連絡会議開催、専門部会 A・B合同会議開催

11月 14日 事務連絡会議開催、日本遺産プロデューサー派遣事業

12月 10日 咸宜園平成門下生之会バス研修（大分県立先哲史料館）

12月 19日 事務連絡会議開催

平成 30年
1月 19日 平成 29年度日本遺産活用アイディア募集事業審査会開催

1月 23日 事務連絡会議開催

1月 24日 第 3回日田市日本遺産活性化懇話会開催

2月   4 日 水戸市日本遺産講演会参加

2月 17日 事務連絡会議開催

2月 17日～ 3月 31日 豆田まちづくり歴史交流館において日本遺産写真パネル展示

3月 3・4日 日本イコモス国内委員会との意見交換会

3月 12日 太宰府市日本遺産シンポジウム参加

3月 17日 平成 29年度日本遺産活用アイディア募集事業表彰式及び市長報告

3月 17・18日「天領日田おひなまつり」において日本遺産子どもガイド実施

3月 19日 第 1回日田市世界遺産登録検討委員会開催

3月 27日 事務連絡会議・文化庁との意見交換会開催

　日田市においては、昨年度に引き続き、咸宜園教育研究センター公開講座「日本遺産を歩く」の開催や日本遺産スタ

ンプラリーなど普及啓発のための取組を進めた。また、連携している茨城県水戸市、栃木県足利市、岡山県備前市との

間においては、協議会会議のほか、有識者による専門部会や日本遺産認定を受け、事業の遂行のための事務連絡会議を

重ねた。

４．経過
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スタンプラリー台紙

子どもガイドチラシ日本遺産アイディア募集ポスター



１．利用状況（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）

２．日誌抄

Ⅶ . 利 用 状 況 ・ 日 誌 抄
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2017. 4.  1  常設展示（～ 2018. 2. 6）

咸宜園教育研究センター

 4.14  「咸宜園研修」（東明館中学校 1年生）

史跡咸宜園跡・咸宜園教育研究センター

 5.22 第 1 回咸宜園教育研究センター運営委員会

咸宜園教育研究センター

 5.24 「日田川開き観光祭」

どんたくカーニバル・パレード参加

 6.17 ふれあい宅配講座（～ 2.25）

咸宜園教育研究センター

 6.20 定期講座（年 5回）（～ 9.28）

パトリア日田（スタジオ１）他

 7.  7 咸宜園平成門下生講座（～ 2.23）

パトリア日田（小ホール）他

 7.23 第１回咸宜園教育研究センター専門委員会

咸宜園教育研究センター

 7.25 第 17 回「立志の道を歩こう」（山鹿市主催）

史跡咸宜園跡

 9.3 「咸宜園門下生遺墨展」（～ 9.17）

パトリア日田（ギャラリー）   

 11.10  ｢2017 嚶鳴フォーラム in ひた｣（～ 11.11）

 12.17 第 2 回咸宜園教育研究センター専門委員会

 咸宜園教育研究センター

 12.18 第 2 回咸宜園教育研究センター運営委員会

咸宜園教育研究センター

2018.  2.10 春の企画展

  「新収蔵品展」（～ 3.31）

咸宜園教育研究センター

 2.20 淡窓先生に学ぶ～学校の取組み～（～ 3.4）

パトリア日田（ギャラリー）

 2.24 咸宜園開塾 200 年記念事業（～ 2.25）

  記念式典・講演会・鼎談

  咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）

パトリア日田（大ホール）

 3.17 咸宜園 日本遺産「子どもガイド」（～ 3.18）

咸宜園・豆田町

 3.21 第 3 回咸宜園教育研究センター専門委員会

咸宜園教育研究センター

月 H29年度 市内小中学校 その他団体 一般・個人

4 1,165 名 0 団体  　0 名 13団体    260 名 905 名

5 1,594 名 0団体  　0名 21団体    271 名 1,323 名

6 1,222 名 1団体   25 名 23 団体    472 名 725 名

7 731 名 0団体  　0名 14団体    228 名 503 名

8 883 名 0団体  　0名 12団体    150 名 733 名

9 1,201 名 3 団体 254 名 12 団体    216 名 731 名

10 1,696 名 2 団体   91 名 44 団体    827 名 778 名

11 11,076 名 4 団体 179 名 50 団体 1,079 名 9,818 名

12 919 名 3団体   63 名 17 団体    354 名 502 名

1 1,042 名 9 団体 613 名 2団体      40 名 389 名

2 1,146 名 8 団体 258 名 16 団体    277 名 611 名

3 1,900 名 2 団体 146 名 26 団体    896 名 858 名

計 24,575 名 32 団体 1,629 名 250 団体 5,070 名 17,876 名

※上記の他、パトリアでの開催事業（記念事業の講演会やシンポジウム、定期講座等）

　の参加人数は約 2600 名を超える。



Ⅷ . 各 種 委 員 会 ・ 職 員 名 簿
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 ４． 職員名簿

咸宜園教育研究センター

世界遺産推進室

 １．咸宜園教育研究センター運営委員会委員名簿
任期：平成 30年 5月 31日まで

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者   

大 神 信 證 日田市文化財保護審議会副会長

後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授

廣 瀬 貞 雄 公益財団法人廣瀬資料館理事長

文化団体
野 田 高 巳 淡窓会顧問

三 宅 多加子 日田書道協会

まちづくり 武 内 眞 司 社団法人日田市観光協会理事

生涯教育   巨 山 宣 幸 日田市大鶴公民館館長

行政関係 三 笘 眞治郎 日田市教育委員会教育長

職 名 氏 名

名 誉 館 長 後 藤 宗 俊

                      （平成 29年 4月 1日現在）

職 名 氏 名

所 　 　 長 竹 尾 秀 広

主幹（総括） 吉 田 博 嗣

主 　 　 幹 高　村　智恵美

主 　 　 査 原 田 弘 徳

主 　 　 任 溝 田 直 己

研  究  員 深 町 浩一郎

　　　　　　（平成29年 4月 1日現在）
 ２．咸宜園教育研究センター専門委員会委員名簿

任期：平成 30年 5月 31日まで

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者

後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授

佐 藤 晃 洋 大分県立高田高等学校校長

鈴　木　理　恵 広島大学大学院教授

高 橋 昌 彦 福岡大学人文学部教授

豊 田 寛 三
大分大学名誉教授　

前別府大学学長

中 島 三 夫 日田市文化財保護員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

 ３. 世界遺産登録検討委員会委員名簿

任期：平成 30年 5月 31日まで

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者

吾 妻 重 二 関西大学教授

江 面 嗣 人 岡山理科大学教授

後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授

鈴 木 理 恵 広島大学大学院教授

豊 田 寛 三 前別府大学学長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

職 名 氏 名

室 　 　 長 竹 尾 秀 広

主幹（総括）     高　村　智恵美

主 　 　 幹 吉 田 博 嗣

主 　 　 査 原 田 弘 徳

主 　 　 任 溝 田 直 己

                        　　　　　　（平成29年 4月 1日現在）
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明治 30年
大正   2 年

大正 5年
大正 8年
昭和 7年
昭和 23年
昭和 35年
平成 2年

平成 4年

平成 5年

平成 6年

平成 7年

平成 9年

平成 15年

平成 17年

平成 19年

平成 20年

平成 21年

平成 22年

平成 23年

平成 24年

平成 25年

平成 26年

平成 27年

平成 28年

平成 29年

平成 30年

（1897）
（1913）

（1916）
（1919）
（1932）
（1948）
（1960）
（1990）

（1992）

（1993）

（1994）

（1995）

（1997）

（2003）

（2005）

（2007）

（2008）

（2009）

（2010）

（2011）

（2012）

（2013）

（2014）

（2015）

（2016）

（2017）

（2018）

9月

7月

11月
3月

2月

3月

1月

3月

1月

11月

9月

1月

3月

10月

12月
10月

11月

3月

8月

11月

2月

3月

10月

２月

2月

４月

11月

2月

２月

9月
11月

2月

咸宜園閉塾
淡窓先生頌徳祭
（生誕 130 年祭）開催
淡窓図書館建設
休道の詩碑建立
「咸宜園跡」が国指定史跡に指定
「廣瀬淡窓墓」が国指定史跡に指定
淡窓百年祭（100 回忌）の開催
『第 3次日田市総合計画』で咸宜園
跡の保存整備を計画
史跡咸宜園跡保存整備構想検討委
員会発足
史跡咸宜園跡保存整備構想の策定

秋風庵等保存修理事業実施
　　　　　　　　（～平成 8年）
史跡咸宜園跡内秋風庵等保存修理
委員会発足　　　（～平成12年度）
遠思楼復元修理事業
　　　　　　　　（～平成12年度）
史跡咸宜園跡保存整備委員会発足
　　　　　　　　（～平成25年度）
史跡咸宜園跡保存整備実施設計
淡窓先生 150 年祭（150 回忌）開
催
史跡咸宜園跡ガイダンス棟実施設
計が後の咸宜園教育研究センター
の基本設計となる
咸宜園教育研究センター建設（国
土交通省所管のまちづくり交付金
事業を導入）　（～平成 22年 3月）

咸宜園教育研究センター運営検
討会議開催
咸宜園教育研究センター運営検
討会議開催
咸宜園教育研究センター運営検
討会議開催
咸宜園教育研究センター開館
記念式典、記念事業実施
「咸宜園門下生子孫の集い」開催
　（日田市制 70周年記念事業）
咸宜園平成門下生之会発足
平成 23年度特別展
「近世の私塾－西日本を中心とし
て－」開催
開館一周年記念事業「私塾フォー
ラム」開催
第 1回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
廣瀬旭荘没後150年記念事業（特
別展・講演会・鼎談）実施
教育遺産世界遺産登録推進協議
会発足・世界遺産登録推進国際
シンポジウム開催（水戸市）
第 2回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」（国
史跡「廣瀬淡窓墓」の追加指定
及び指定名称の変更）
世界遺産登録推進国際シンポジ
ウム開催（足利市）
第 3回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
第 4回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
「咸宜園跡」や「豆田町重要伝統
的建造物群保存地区」などが初
の日本遺産に認定
日本遺産認定記念フォーラムの
開催
第 5回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
咸宜園開塾 200 年記念事業
第６回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
『咸宜園門下生遺墨展』共催
｢2017 嚶鳴フォーラム in ひた｣
　　　　　　　　　　　　 実施
｢咸宜園の日｣・｢咸宜園開塾 200
年記念事業｣ 実施

咸宜園教育研究センター及び史跡咸宜園跡位置図

初桜之句碑
東塾跡

講堂

休道之詩碑

乗降場

書蔵庫

井戸

遠思楼

東家

西家
史跡指定範囲

碑

至豆田町
至隈町

H

梅花塢跡

井戸

咸宜園教育研究センター咸宜園教育研究センター

便所風呂

秋風庵

管理事務所管理事務所

招隠洞跡招隠洞跡

（推定地）（推定地）
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２.  施 設 の 概 要 ・ 組 織

（1）設 置 目 的

（2）設置年月日

（3）設 置 場 所
（4）設置の概要

①構造・規模

②開 館 時 間
③休 館 日

④主要な施設

　咸宜園や廣瀬淡窓等に関する調査研究及び関係資
料の収集、公開等を行うことにより、その理解を深め、
宜風の浸透を図ることをもって、教育、学術や文化
の向上に寄与する。

平成 22年 4月 1日
（平成 22年 10月 2日開館）
日田市淡窓 2丁目 2番 18号
公開展示室・研修室・研究室を備え
た「史跡咸宜園跡」のガイダンス施設。

木造平屋造　建物延べ面積
約 373㎡（専有面積）
午前 9時から午後 5時
・水曜日
 （水曜日が国民の祝日または振替休日
   に当るときはその翌日）
・年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

◇公開展示室　（約 108㎡）
　　常設展示
　　企画展示
　　特別展示
◇研修室　（約 73㎡）
　咸宜園入門ぼっくすの体験や各種研修に利用

（5）主 な 業 務

（6） 組　　 織

◇研究室（約 61㎡）
　図書コーナーやパソコン閲覧コーナーを設け、廣
瀬淡窓や咸宜園のことなどについて、自由に調べる
ことが可能。ただし、図書の貸し出しは行わない
◇収蔵庫（約 44㎡）

①咸宜園、廣瀬淡窓、門下生等に関する研究調査並
　びに関係資料の収集、整理及び保管
②上記①の研究や調査成果の展示公開、情報発信等
　による活用
③咸宜園に関する体験学習、講座、講演会等による
　普及啓発
④史跡咸宜園跡の公開

①咸宜園教育研究センター
　名誉館長（非常勤）
　所　長

②世界遺産推進室
　室　長

主　幹（総括）      1
主　幹　　　　　1
主　査　　　　　1
主　任　　　　　1
嘱　託　1（研究員）
臨時職員　3

主　幹（総括）      1
主　幹　　　　　1
主　査　　　　　1
主　任　　　　　1
臨時職員　1
　（内、学芸員資格者 3）　

咸宜園教育研究センター平面図

 

収蔵庫

研修室研究室

トイレ
受
付

正面入口

現在地

公開展示室
咸宜園に関する展示
やガイダンス映像を見
ることができます。

咸宜園に関する
体験学習や研修
室として利用する
ことができます。

咸宜園に関する図書を閲覧
したりパソコンで情報を検索
することができます。

ガイダンス映像

展示ケースパソコン閲覧コーナー図
書
コ
ー
ナ
ー

展
示
ケ
ー
ス

事務室

Ｎ
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（1）開 館 時 間 （1）交 　 　 通

■公開展示室：午前 9時から午後 5時

■研　修　室：午前 9時から午後 5時

■研　究　室：午前 9時から午後 5時

　（入館時間は、午後 9時から午後 4時 30分）

■休館日：・水曜日（水曜日が国民の祝日または振替

　　　　　　　　　　休日に当るときはその翌日）

・年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

■ JR 久大本線：「日田駅」下車徒歩約 10分

■高速バス ：「市役所前」下車徒歩約 7分

■車 ：大分自動車道「日田 IC」から約5分

　　　　　　   ・専用駐車場には 10台駐車可能

　　　　　　   ・乗降場は大型バス 3台まで乗降可能
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平成 22年 3月 24日
条例第 9号

し、教育委員会が特別の事情があると認めるときは、
損害賠償義務の全部又は一部を免除することができ
る。

（研修室の利用の許可）
第 8条　研修室の利用（体験学習の利用を除く。以下
同じ。）をしようとする者は、あらかじめ、教育委員
会の許可を受けなければならない。許可を受けた事項
を変更しようとするときも、同様とする。
2　教育委員会は、前項の許可をするに当たっては、管
理上必要な条件を付することができる。

（利用許可の制限）
第 9条　教育委員会は、その利用が次の各号のいずれ
かに該当すると認めるときは、研修室の利用の許可（以
下「利用許可」という。）をしないことができる。
（1）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあ
るとき。

（2）　研修室の建物、設備、展示物等を汚損し、損
傷し、又は滅失するおそれがあるとき。

（3）　その他研修室の管理上支障があるとき。
（利用許可の取消し等）
第 10条　教育委員会は、利用許可を受けた者（以下「利
用者」という。）が次の各号のいずれかに該当すると
認めるときは、利用許可を取り消し、又は研修室の利
用を停止し、若しくは制限することができる。
（1）　利用許可の条件に違反したとき。
（2）　偽りその他不正な手段により利用許可を受けた

ことが明らかになったとき。
（3）　この条例又はこの条例に基づく教育委員会規則

の規定に違反したとき。
（4）　その他研修室の管理上支障があるとき。
2　教育委員会は、前項の規定による利用許可の取消し
等によって利用者が損害を受けても、その賠償の責め
を負わないものとする。

（目的外利用又は権利譲渡の禁止）
第 11条　利用者は、研修室を利用許可を受けた目的以
外に利用し、又はその利用する権利を他の者に譲渡し、
若しくは転貸してはならない。

（使用料）
第 12条　利用者は、別表に定める額を使用料として前
納しなければならない。ただし、教育委員会が特別の
事情があると認めるときは、使用料を後納することが
できる。

（使用料の減免）
第 13条　教育委員会は、前条の規定にかかわらず、次
の各号のいずれかに該当するときは、使用料を減額し、
又は免除することができる。
（1）　市及び市の執行機関が市の行政上のために利用

するとき。
（2）　市長又は教育委員会が特に必要と認める者が第

（設置）
第 1条　咸宜園や廣瀬淡窓等に関する調査研究及び関
係資料の収集、公開等を行うことにより、その理解を
深め、宜風の浸透を図ることをもって、教育、学術や
文化の向上に寄与することを目的として咸宜園教育研
究センター（以下「センター」という。）を設置する。

（名称及び位置）
第2条　センターの名称及び位置は、次のとおりとする。
名称　咸宜園教育研究センター
位置　日田市淡窓 2丁目 2番 18号
（業務）
第 3条　センターの業務は、次のとおりとする。
（1）　咸宜園、廣瀬淡窓、門下生等に関する研究並び

に関係資料の調査、収集、整理及び保管
（2）　前号の研究や調査成果の展示公開、情報発信等

による活用
（3）　咸宜園に関する体験学習、講座、講演会等によ

る普及啓発
（4）　史跡咸宜園跡の公開
（5）　前各号に掲げるもののほか、センターの運営に

関する事務のうち、教育委員会が必要と認める業
務

（開館時間及び休館日）
第 4条　センターの開館時間は、午前 9時から午後 5
時まで（入館時間については、午前 9時から午後 4
時 30 分まで）とする。ただし、教育委員会が必要と
認めるときは、開館時間を変更することができる。

2　センターの休館日は、次のとおりとする。ただし、
教育委員会が必要と認めるときは、休館日を変更し、
又は臨時に休館日を定めることができる。
（1）　水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭

和 23年法律第 178 号）に規定する休日に当たる
ときは、当該休日以後の直近の休日でない日）

（2）　12月 29日から翌年 1月 3日まで
（入館料）
第 5条　センターの入館料は、無料とする。
（入館の制限）
第 6条　教育委員会は、センターの入館者が次の各号の
いずれかに該当すると認めるときは、入館を拒み、又
は退館を命ずることができる。
（1）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがある

とき。
（2）　センターの建物、設備、展示物等を汚損し、損

傷し、又は滅失するおそれがあるとき。
（3）　その他センターの管理上支障があるとき。

（原状回復義務又は損害賠償）
第 7条　故意又は過失によりセンターの建物、設備、展
示物等を損傷又は滅失した者は、直ちにこれを原状に
復し、又はその損害を賠償しなければならない。ただ



 2.　咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例施行規則
平成22年 3月 25日

教委規則第 2号
改正　平成 29年３月 22日教委規則第７号
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（３）　展示公開、情報発信に関すること。
（４）　講座、講演会等による普及啓発に関すること。
（５）　交流事業に関すること。
（６）　その他センターの目的達成のために必要な事業。
（平 29教委規則７・追加）
（利用申請）
第 4条　条例第８条第１項の許可を受けようとする者
（以下「申請者」という。）は、咸宜園教育研究センター
研修室利用許可申請書（様式第１号。以下「利用許可
申請書」という。）を教育委員会に提出しなければな
らない。

（平 29教委規則７・旧第２条繰下）
（利用許可）
第 5条　教育委員会は、研修室の利用の許可（以下「利
用許可」という。）をしたときは、咸宜園教育研究セ
ンター研修室利用許可証（様式第２号。以下「利用許
可証」という。）を申請者に交付するものとする。

（平 29教委規則７・旧第３条繰下）
（利用者の遵守事項）
第６条　利用許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、
次に掲げる事項を遵守しなければならない。

（１）　他人に危害を及ぼし、若しくは迷惑となる物品又
は動物を持ち込まないこと。

（２）　研修室内において、許可を受けずに物品の販売若

（趣旨）
第 1条　この規則は、咸宜園教育研究センターの設置及
び管理に関する条例（平成 22年条例第９号。以下「条
例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるも
のとする。

（組織及び職務）
第 2条　咸宜園教育研究センター（以下「センター」と
いう。）に、所長、係総括（日田市教育庁組織規則（平
成 22 年教育委員会規則第 15 号）第２条に規定する
係総括をいう。以下同じ。）及びその他の職員を置く。
２　センターの業務を処理するため、研究・啓発係を置
く。

３　所長は、教育委員会の指揮を受けてセンターの職務
を掌理し、所属職員を指揮監督する。

４　係総括は、上司の命を受け、係の事務を処理し、係
の分掌事務を総括・調整する。

５　その他の職員は、上司の命を受けて分担する業務を
処理する。

（平 29教委規則７・追加）
（分掌事務）
第 3条　センターの分掌事務は、おおむね次のとおりと
する。

（１）　センターの運営に関すること。
（２）　調査研究、史料収集・整理保管に関すること。

1条に規定する設置目的に沿って利用するとき。
（使用料の不還付）
第14条　既に納入された使用料は、還付しない。ただし、
次の各号のいずれかに該当する事由に基づいて利用を
中止したときは、既納の使用料の全部又は一部を還付
することができる。
（1）　研修室の管理上必要があるため、その利用許可

を取り消したとき。
（2）　利用者が自己の都合により 2日前に利用許可の

取消しを申し出たとき。
（3）　災害その他やむを得ない事情により利用するこ

とができなくなったとき。
（咸宜園教育研究センター運営委員会の設置）
第 15条　センターの適正かつ効果的な運営を図るため、
咸宜園教育研究センター運営委員会（以下「運営委員
会」という。）を置く。
2　運営委員会の所掌事務、組織その他必要な事項は、
教育委員会規則で定める。

（委任）
第 16 条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委
員会規則で定める。

附　則
（施行期日）
1　この条例は、公布の日から起算して 7月を超えない
範囲内において教育委員会規則で定める日から施行す
る。ただし、第 15 条及び次項の規定並びに附則第 3
項の改正は、平成 22年 4月 1日から施行する。

（平成 22 年教委規則第 11 号で平成 22 年 10 月 2 日か
ら施行）

（準備行為）
2　教育委員会は、施行の日前においても、この条例に
規定する事務の実施について必要な準備行為をするこ
とができる。

（日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正）
3　日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁
償に関する条例（昭和 31年条例第 167 号）の一部を
次のように改正する。

〔次のよう〕略

別表（第 12条関係）
区分 単位 金額 備　　　考

研修室
1時間
につき

320 円

1　常設電灯以外の電気を利
用するときは、1 回につき
410 円を加算する。

2　冷暖房を利用するときは、
1時間につき 200 円を加算
する。

　備考　1日の利用時間は、原則として 3時間を限度とする。
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下同じ。）を寄託者に交付し、受託控（様式第 10 号）
をセンターに保管するものとする。
４　寄託期間は、原則として３年とする。ただし、教育
委員会が特別な事情があると認めるときは、この期間
を短縮することができる。なお、寄託の更新を妨げな
いものとする。
５　前項の期間の起算日は、寄託資料をセンターが受託
した日が１月１日から６月 30 日までのときは１月１
日、７月１日から 12 月 31 日までのときは７月１日
とする。
６　寄託者は、寄託期間中に、特別の理由により寄託資
料の一時返還を受けようとするときは、寄託資料一時
返還申請書（様式第 11 号）を教育委員会に提出しな
ければならない。この場合において、寄託資料の一時
返還を受けようとする者が寄託者の代理人であるとき
は、その旨を証明する書類を添付しなければならない。
７　教育委員会は、前項の寄託資料の一時返還を承認し
たときは、寄託資料一時返還承認書（様式第 12 号）
を寄託者に交付し、当該寄託資料を一時返還するもの
とする。
８　寄贈資料又は寄託資料の保管その他の取扱いについ
ては、センターの所蔵する資料に準じて行うものとす
る。ただし、寄贈者又は寄託者と利用制限等に関して
特約があるものについては、この限りでない。
９　資料の寄贈又は寄託に要する経費は、寄贈者又は寄
託者の負担とする。ただし、特別の事情があるときは、
この限りでない。
10　寄託資料が汚損し、損傷し、又は滅失したときは、
教育委員会が補償するものとする。ただし、天災その
他やむを得ない事由によるものであるときは、その賠
償の責めを負わないものとする。
11　寄託資料の所有者が譲渡により変更が生じたとき
は、譲渡人は、速やかに預かり証に所有権の移転を証
明する書類を添えて教育委員会に提出し、その旨の書
き換えを受けなければならない。
12　寄託者は、預かり証を汚損し、損傷し、又は滅失し
たときは、速やかにその事実を証明する書類又は当該
預かり証を教育委員会に提出し、再交付を受けなけれ
ばならない。

（平 29教委規則７・旧第 11条繰下）
（資料の館外貸出し）
第 14 条　収蔵品等の資料は、館外貸出しを行わないも
のとする。ただし、教育委員会が、博物館、図書館、
学校等において学術上の調査研究又は教育普及の目的
で使用され、かつ、取扱い上安全性が確保されると認
めるときは、この限りでない。
２　前項の館外貸出しを受けようとする者（以下「貸出
し申請者」という。）は、咸宜園資料貸出し許可申請
書（様式第 13 号）を教育委員会に提出しなければな
らない。
３　教育委員会は、前項の館外貸出しを許可したときは、
咸宜園資料貸出し許可書（様式第 14 号）を貸出し申
請者に交付するものとする。

（平 29教委規則７・旧第 12条繰下）
（撮影、複写等の許可）
第 15 条　収蔵品等の資料を学術上の調査研究等の目的
で撮影し、若しくは複写し、出版物等への掲載をしよ

しくは陳列をし、又は看板その他の広告物の掲示若し
くは配布をしないこと。

（３）　利用を終了したときは、研修室内を整理整とんす
ること。

（４）　その他職員の指示に従うこと。
（平 29教委規則７・旧第４条繰下）
（利用許可の変更等）
第７条　利用者は、利用許可の変更又は取消しを求めよ
うとするときは、咸宜園教育研究センター研修室利用
許可変更・取消申請書（様式第３号）に利用許可証を
添えて教育委員会に提出しなければならない。

２　教育委員会は、前項の利用許可の変更又は取消しを
許可したときは、咸宜園教育研究センター研修室利用
許可変更・取消許可証（様式第４号）を利用者に交付
するものとする。

３　利用者は、前項の規定による利用許可の変更の許可
を受けた場合において、既納の使用料の額が変更後の
使用料の額に対して不足額を生じるときは、直ちに、
当該不足額を納付しなければならない。

（平 29教委規則７・旧第５条繰下）
（使用料の減免）
第８条　条例第 13 条の規定による使用料の減額又は免
除（以下「使用料の減免」という。）ができる場合及
び減免の率は、別表第１に定めるとおりとする。

（平 29教委規則７・旧第６条繰下）
（使用料の減免の申請）
第９条　使用料の減免を受けようとする利用者は、咸宜
園教育研究センター研修室使用料減免申請書（様式第
５号）に利用許可申請書を添えて教育委員会に提出し、
承認を受けなければならない。

（平 29教委規則７・旧第７条繰下）
（使用料の還付）
第 10 条　条例第 14 条ただし書の規定による既納の使
用料の還付ができる場合及び還付の率は、別表第２に
定めるとおりとする。

（平 29教委規則７・旧第８条繰下）
（使用料の還付の申請）
第 11 条　使用料の還付を受けようとする利用者は、咸
宜園教育研究センター研修室使用料還付申請書（様式
第６号）を教育委員会に提出し、承認を受けなければ
ならない。

（平 29教委規則７・旧第９条繰下）
（損傷等の届出）
第 12条　センターの入館者は、センターの建物、設備、
展示物等を汚損し、損傷し、又は滅失したときは、咸
宜園教育研究センター施設等損傷（汚損・滅失）届（様
式第７号）を教育委員会に提出しなければならない。

（平 29教委規則７・旧第 10条繰下・一部改正）
（寄贈及び寄託）
第 13 条　センターは、咸宜園に関係する資料の寄贈及
び寄託を受けることができる。

２　前項の資料の所有者は、センターに当該資料を寄贈
し、又は寄託しようとするときは、資料名、数量等を
明記した寄贈・寄託申込書（様式第８号）を教育委員
会に提出しなければならない。

３　教育委員会は、前項の規定による資料の寄託を受け
るものと決定したときは、預かり証（様式第９号。以
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うとする者又は模写、模造等をしようとする者（以下
「撮影等申請者」という。）は、咸宜園資料撮影等許可
申請書（様式第 15 号）を教育委員会に提出しなけれ
ばならない。

２　教育委員会は、前項の規定による撮影等を許可した
ときは、咸宜園資料撮影等許可書（様式第 16 号）を
撮影等申請者に交付するものとする。

（平 29教委規則７・旧第 13条繰下）
（運営委員会の所掌事務）
第 16 条　条例第 15 条に規定する咸宜園教育研究セン
ター運営委員会（以下「運営委員会」という。）は、
教育委員会の諮問に応じ、条例第３条各号に掲げる業
務に関する事項について審議し、及びこれらの事項に
ついて教育委員会に建議する。

２　運営委員会は、前項に定める事項のほか、センター
の運営に関する事項について、教育委員会に意見を述
べることができる。

（平 29教委規則７・旧第 14条繰下）
（運営委員会の組織等）
第 17条　運営委員会は、委員 10名以内で組織する。
２　委員は、学識経験者等のうちから、教育委員会が委
嘱する。

３　委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、
委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者
の残任期間とする。

４　運営委員会に会長及び副会長を置き、委員の互選に
より定める。

５　会長は、会務を総理する。
６　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又
は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

７　運営委員会の会議（以下「会議」という。）は、会
長が招集し、会長がその議長となる。

８　会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開
き、議決をすることができない。

９　会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、
可否同数のときは、議長の決するところによる。

10　運営委員会に、専門の事項について審議する必要が
あるときは、臨時委員を置くことができる。

11　臨時委員は、教育委員会が運営委員会の意見を聴い
て委嘱する。

12　臨時委員は、専門の事項について審議し、運営委員
会への報告が完了したときは、解職されるものとする。

13　運営委員会の庶務は、教育委員会において処理する。
（平 29教委規則７・旧第 15条繰下）
（評価委員会）
第 18 条　センターに収蔵する咸宜園に関係する資料の
購入価格の適正な評価を行うため、咸宜園教育研究セ
ンター収蔵資料評価委員会（以下「評価委員会」とい
う。）を置き、評価委員若干名で組織する。

２　評価委員は、教育委員会の諮問に応じ、センターが
購入しようとする資料の評価を行い、その意見書を提
出する。

３　評価委員は、学識経験者のうちから、教育委員会が
委嘱する。

４　評価委員の任期は、１年以内とする。
５　評価委員は、職務上知り得た秘密のほか、自己が評
価委員であることを他に漏らしてはならない。

別表第 2（第 8条関係）

減免ができる場合 減免の率 備　　考

1　市及び市の執行機関が
市の行政上のために利用
するとき。

免　除
1号の免除は、使
用料の減免の申請
を省略することが
できる。

2　市長又は教育委員会が
特に必要と認める者が第 1
条に規定する設置目的に
沿って利用するとき。

免　除

還付ができる場合 還付の率 備　　考

1　研修室の管理上必要が
あるため、その利用許可
を取り消したとき。

10割

還付金に 10 円未
満の端数があると
きは、これを切り
捨てる。

2　利用者が自己の都合に
より 10日前に利用許可の
取消しを申し出たとき。

7割

3　利用者が自己の都合に
より 2日前に利用許可の
取消しを申し出たとき。

5割

4　災害その他やむを得な
い事情により利用するこ
とができなくなったとき。

10割

別表第 1（第 6条関係）

６　購入しようとする資料について利害関係を有する評
価委員は、当該資料の評価に加わることができない。
７　評価委員会の庶務は、教育委員会において処理する。
（平 29教委規則７・旧第 16条繰下）
（委任）
第 19条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、
教育委員会が別に定める。

（平 29教委規則７・旧第 17条繰下）
附　則
（施行期日）
１　この規則は、条例の施行の日から施行する。ただし、
第 11 条から第 16 条まで及び次項の規定並びに附則
第３項の改正は、平成 22年４月１日から施行する。

（準備行為）
２　教育委員会は、施行の日前においても、この規則に
規定する事務の実施について必要な準備行為をするこ
とができる。

（日田市教育委員会事務委任規則の一部改正）
３　日田市教育委員会事務委任規則（昭和 39 年教委規
則第 10号）の一部を次のように改正する。

〔次のよう〕略
附　則（平成 29年３月 22日教委規則第７号）
この規則は、平成 29年４月１日から施行する。



二
〇
一
九
年
三
月
二
〇
日
印
刷
発
行

編　
　
　

集　

日
田
市
教
育
庁
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

〒
八
七
七
‐
〇
〇
一
二

　
　
　
　
　
　

大
分
県
日
田
市
淡
窓
二
‐
二
‐
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

発　
　
　

行　

日
田
市
教
育
委
員
会

印
刷
・
製
本　

日
田
時
報
紙
器
印
刷
株
式
会
社

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要　

第
八
号



1 S SN 2186-991X 

THE KANGIEN EDUCA TION RESEARCH CENTER 

BULLETIN 

Vo1.8 

Tanso Hirose and the person concerned for Kangien for honoring and 

the academic research， an information exchange and interaction for the T ANSOKENKYUKAI 

person concerned in Hita who live in Kanto訂ea.

About the reason of the biggest private school in modern times for Kangien. FUKAMACHI Koichiro 

The school in Kyoto prefecture and education of Kangien.-Especially， FUKAMACHI Koichiro 
about Seison Hirose. 

The relationship of Kangien and Keiougijuku. 

The biographic background of the students of Kangien.(6) 

:MIZOTA N aoki 

WATANABE Mika 

YOSHIDA Hiroshi 

The introduction of educational heritage.(No.2) YOSHIDA Hiroshi 

3. Suisaien(historic site designated by Fukuoka prefecture)in Yukuhashi City. 

4. Seikeishoin(historic site designated by Hyogo prefecture)in Yabu City. 

Research Center Annual Report (Fiscal2017) 

Research Center Directorγ 

March. 20 19 


	2019　咸宜園研究センター　研究紀要8　表紙out
	2019　研究紀要第８号　論文全PNG張替最小
	2019　研究紀要第８号　年報
	2019　咸宜園研究センター　研究紀要8　表紙out

